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2章学部と大学院

*t?: ，;見

この 2，;~~(と次の 3 阜では，学部と大学院及び附置研究機関のそれぞれについて，

)，t~従資事|として各教行の研究を制介しあわせてこれらの各部同の教 f子への関守が

述べられている。このうち特に教育に関することには.全般的な観点からの説明が

必吹ーであると思われるので，この総説では，本学における教育の制度と運営につい

てー般的に説明する。細部については各部局の項によられたい。

1.研究・教育

4::;':は，世界における総合大学の中で民嬰なf，!:~ï: を I l_ j めている。本~:f:が{i ってい

るli)f冗・教育|人l谷は，対象とする分野や学年に!必じて多岐にわたっているが.次の

ように要約して表すことができる。

11刷会(企業，教育機関， U公Ij'なとつが要FFする人材を主主成すること。

12 )高度の研究を行う研究荷を育成すること υ

(3)国際的に高い水準の学術研究を-1ft進すること。

このうちのは}の研究出動の状況は，この附子の主嬰なl付存として，すぐあとで紺

介される。 (2)の研究一れの育成は， もちろん優れた研究計ーが行し、得ることであるが，

11)の人材去を成のための教育も Mf'先.x.である教日によって行われており，それは高等

教育においては休めて i軍裂なことである υ この"研究・教育の晶体'1''1:''なくしては.

イ:-.:1'/:のような尚い水準の活動は維持されないであろう。

イよ'下には， 10のザ:仏 11の大学院liJf究科， 13の附院研究所及ひ、18の教育研究施l没

などがある これらは，大学の f{';r，1n)J と総称されているが，以下 2章と 3足立で，

こdしらの{iljJIIJについて，そのまlL繊，構成，活動状況などを詳しく制介する。

2.学部における教育

10学部のうち，丈学部，教育学部，経i汽学部，薬学部及び総合人間学自1;は「学科」

と呼んでいるが， .埋学部，医学部， I:学部，農学部では「教本」と呼んでいる。学

宇|と教本はほぼI<IJじような組織であり，いずれもいくつかの議内からなっているο

大学院承点化と合せて.各学部の組織は改キ11され，大学科・大講w制になってい

る。このことにより，学部教育は多i倒的悦聖子と専門幕後能力のff成がiT(制され，か

つ専門分野への選択幅の拡大が可能になってきている。

また，本学では，平成 4年10月に総合人間学部がおIJ泣きれ， 'jZ成 5年 3月Jくをも
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って教養部が廃止された。これにともない，それまで教養部で行ってきた一般教育

科目に代るものとして，全学的協力のもとに総合人間学部を実施責任部局とする全

学共通科目が開設した。このように学部教育は全学的協力体制のもとに行う一般教

育と各学部が行う専門教育による 4年間(医学部では 6年間)一貫性の教育体制に

なっている。ただし，各学部及び専門分野によって教育のための組織や運営形態，

あるいは理念にもかなり違いがある。

また新たな一般教育は，総合人間学部を中心に各学部はもとより，研究所，セン

ターからも科目の提供を受け，高度一般教育を目指している。

卒業生の進路は極〈大まかに言えば，大学院入学，企業・官公庁・教育機関への

就職などが一般的なものであるが，各進路の比率は，学部によって大幅に異なって

いる。

3.大学院の組織と目的

大学院は，学術の理論及ぴ応用を教授研究し，その深奥をきわめて，文化の進展

に寄与することを目的とする。現在，本学の大学院は 2つの独立研究科を含む， 11

の研究科から成っている。また各研究科は原則として大講座制に基づく基幹講座と

協力講座により構成されている。研究科には，一般には， 5年を標準の年限とする

博士課程が置かれており，前期 2年の修士課程と後期 3年の博士後期課程に区分さ

れている。ただし，医学研究科には 4年の博士課程のみが置かれている。

本学では，教育研究機能の高度化を図るため，平成4年度の法学研究科をかわき

りに大学院重点化が実施されている。これらの大学院重点化と合せて，学問の進歩

とともに拡がる新しい学際領域を担当する独立研究科を創設している。

4.大学院教育

大学院学生は，指導上有効と認められた場合は，他専攻・他研究科の科目を履修

することができる。更に，他大学の大学院や研究機関で指導を受けることができる

のみでなく，本学大学院に在籍のまま，外国の大学院に留学することができる。こ

れらの場合，他大学での履修の結果を「単位互換」の制度によって，本学での履修

単位に読み替えることが認められている。また，教育上有益と認められるときは，

学生が本学に入学する前に大学院において履修した科目について修得した単位を，

本学に入学した後の本学における科目の履修により修得した単位とみなすことがあ

る。これらの制度は大学院学生の教育・指導を幅広く行うために大変有効である。

本学大学院の入学時期は 4月であるが，外国人留学生や社会人のために10月入学

を実施している研究科もあり，また大学に 3年以上在学して所定の単位を優れた成
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績をもって修得したものと認められた者には修士課程の入学資格を付与している。

多くの研究科の修士課程では，本学だけでなく(外国も含めた)他大学からも多数

の入学志願者があり，基本的には，同じ入学試験によって選考される。こうして，

本学よりも他大学からの入学者の方が多い分野もある。また，多くの研究科では，

博士後期課程への入学にも選考が行われている。

大学院修了者に各研究科は学位を授与するが，修士課程の修了要件は，同課程に

2年以上在学して，研究指導を受け，専攻科目につき30単位以上を修得し，かつ，

研究科の行う修士論文の審査及

大学院修了者数

修士課程

ぴ試験に合格することが必要で

ある。また博士後期課程の修了

要件は，同課程に 3年以上在学

して，研究指導を受け，かつ，

研究科の行う博士論文の審査及

び球験に合格することが必要で

ある。研究科によっては，優れ

た研究業績を挙げた者について

は短期修了を認め，学位を授与

しているところもある。なお，

博士課程入学者の学位を取得す

る比率は，研究科によりかなり

区 分
平成8年度 累 言十

文学研究科 88 3，015 

教育学研究科 28 688 

法学研究科 63 767 

経済学研究科 54 663 

理学研究科 252 5，281 

医学研究科

薬学研究科 60 1，245 

工学研究科 741 18，602 

農学研究科 208 4，404 

人間・車境学研究科 104 398 

異なっている。
計 1，598 35，063 

博士学位授与者数

区 分 文学博士 教育学博士 法学博士経群博士理学博士 医学博士 薬学博士 工学博士 農学博士

|日
大正9年6月以前の (事16) (本28) (申9) (*14) (寧28)
学位令によるもの 29 32 21 183 42 

市IJ|大学正位9令年に7よ月以後の
るもの 272 94 80 1.052 5，559 308 1，338 641 

新 大学院博士課程陣了者 86 14 18 52 lι57 1，905 399 1，641 938 

市H論文提出によるもの 328 72 110 208 1，321 1，616 566 3，245 2，144 

言十
(申16)

86 
(牢28)

340 
(叫) (*14) 

1，幻3
(申28)

3、723
715 254 4，251 9，263 6，266 

(注) 上段(*)書は推薦によるもので，内数である。

博士課程

員削在年5需月 1計日

86 

14 

.18 

52 

1，857 

1，905 

399 

1，641 

938 

20 

6，930 

人間・環
計境学博士

(事95)
307 

9.344 

20 6.930 

11 9，611 

21 
(*95) 
26.192 

大学院の教育・研究指導には，各研究科の担当教官はもとより，多くの研究所や
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M究センターの教'f'lもたずさわっている。また，研究科の111には，大，''f:以外の研究

機関と述携して大学院の教育・指導を行っているところもあるけ

5 .独立研究科・独立専攻

本学の大学院は，新浴を追うことに偏せず，来本的・伝統的な学Il¥j分野を重視し

ている。これは大学院に向かれている諸分野からjllちに石取される本学の本本的t主

俗である。

しかし，大学院に置かれるべき分野は.学部の分野とは必ずしも -j交しなし、。学

tllJの進広とともに拡がる新しい学|祭領域を研究分好とする'，I，U文を I泣けることが必要

になる場合があるのは当然である。このような専攻を「独tl."I;'j攻」と呼んでいる。

H(j和50年に， li(j[r!i:研究所を.f.l羽生として，理学研究利ーに l没 ífi された数.f~!WÞtlr専攻が最

初Jの独な専攻であったが，以後附加して，複数の教不を償IHiする形態の独な専攻も

設l背されている o Mれも.学際的分野の教育・指導の裟となっているつ

なお，既存の学古1¥をそのまま恭盤とはしない独ぷ研究科としては，千成 3年(l99li

4月設前ーの人jtlj.環境学研究科，平成 8年(1996) 4月li21円のエネルギー科学研究

科がある。
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1 総合人間学部

A.総介入111]";:部の概要

I 学部の概要

本学 ~'s:lj は，平成 4 年 (1992) 10月 1日に法令上設置され.平成 5年(1993)4 fjに第

. HJJ '1:を迎え入れた，京都大学で最も新しい第十書目の学部であり，入学定員は

130~うである。

新学古1\ を「総合人間学部」と名づけた理由は，本~~{:-{I[iの研究・教育が，各専I"J分

リ!i'に|限定されたf占II]IJ的研究・教育を越え，自然と調和lした人li:jの令体的形成を目標

とするものだからである。

I総合人間?Jとは，人問弁イi・を，人間の内IIIi的な心理とか価値や思恕のIIlI.あ

るいは身体l自iからだけではなく，人間のおかれた社会，政治，経済，丈化，際!と環

J立， さらには，物質や生物などの白然環境との関係を合めて，総合的に理解しよう

とする宇:問である。

土Jl代社会に生きる人間が，人HlJ自身とその人間の形成した丈明とを最大の問題と

して探究しなければならないのは，この探究にこそ，これからの人類生存の可能性

がI!#けられているからである。このような人知生存や丈明の可能性という恨本問題

を解明していくには，これまでのように限定された狭い分野での研究・教育をすす

めるだけでは，もはや不 JiJ能となりつつあるO つまり人間と人聞をとりまく世界と

を.総体(I(Jに抑えてしぺ $Jiたな宇:t~lJ 的 'f1~1..'1を峰、i:することが草要であり，それこそ

が，総合人間学部における研究・教育に求められている課題である。京都大学の白

山なヴ'胤とf!;統の l二になって，従米の伽|別科学の枠を越えた，より多様で総合的な

学11[1のi易となることを本学部は fi1fTしている。

また本学部では，広い視野を持ち創造性豊かな人間を育成する目的で，副専攻制

l主をEIIけている υ これは各自の主"与攻の他に，異なる学問分野を系統的に版修する

ことによって幅広い知識を身につけるための制度である。副専攻を選択し，所定の

iji. f，i:を修{!jした場合は，字業のlztに，学士学{むi己とは別に副専攻を明記した認定舎

が発行される。

自然と人間の調和lした発民の可能性を探究するためには，専門諸科常による各官{

域の精W;-な分析ー的研究とともに，その研究成果をもとにして，自然と人間とがそれ

ぞれ統一体として機能し圧いに調和しあうことの出米る条件を，総合的・全体的に

明らかにしなければならない。このような自然と人間全体の総合的J仰るという"船出
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に応えるため，本学部には，

人間存在の総合的研究を行う

「人間学科J. 自然環境の総合

的研究を行う「自然環境学科」

か官けられている。

また，現代世界の大きな特

徴は，その未曾有の発展及び

それに伴って惹起された困難

が，ともに科学・技術の著し

い進歩を原動力としているこ

とである。科学・技術の基礎

的枠組となるのは，数理的自

総合人間学部正門

然学及び情報科学である。従って，このような数理的自然、学及ぴ情報科学のよって

立つ基盤を，その歴史と原理の両面から総合的に探究することは，人類文化に新た

な展開をもたらす知的地盤を提示することになろう。このような目的をもって，本

学部には「基礎科学科」が設けられている。

現代世界のもう一つの特徴は，国際化である。社会・経済の発展と交流手段の発

達によって，接触と対話が地球的規模で拡大されてきた結果，文化の多様性と共通

性，すなわち文化の国際性がいたるところで認識されざるを得なくなった。国際性

の認識を欠いて，人類文化に今後の豊かな発展は期し!難い。研究・教育の焦点を，

このような文化の普遍的次元と地域的多様性とに合わせるために，本学部には，

「国際文化学科」が設けられている。

各学科，講座，分野，および学科と講座との相関関係は次の通りである。



学科

1.人間学科

学科，講座，分野および専攻名一覧

講座 名

1.人間基礎論講座

2.生活空間論講座

分野名

1.人間存在論

2.人間関係論

3.創造行為論

2.国際文化学科 11.文化構造論講座

1.生活空間構造論

2.社会システム論

1.文化原論

2.文明論講座

3.言語文化論講座

2.文化人類学

1.文明形成論

2.現代文明論

1.言語記号論

2.文芸論

4.日本・中国文化・社会論 11.日本文化・社会論

講座 12.中国文化・社会論

5.欧米文化・社会論講座 11.東欧圏文化・社会論
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専攻名

人間存在論

人間関係論

創造行為論

生活空間構造論

杜会システム論

文化原論

文化人類学

文明形成論

現代文明論

言語記号論

文芸論

日本文化・社会論

中国文化・社会論

束欧圏文化・社会論

2.西欧圏文化・社会論 1西欧圏文化・社会論

3.基礎科学科 11.数理基礎論講座

2.情報科学論議座

3.自然構造基礎論講座

4.自然環境学科 11.物質環境論講座

3.アメリカ圏文化・社会論|アメリカ圏文化・社会論

1.数理構造論 |数理基礎論

2.数理現象論

3.空間現象論

1.数理情報論

2.人間情報論

3.計算理学

1.粒子・宇宙基礎論

2.物性基礎論

1.物質構造論

2.物質機能論

数理情報論

人間情報論

計算理学

自然構造基礎論

物質環境論

2生物地球圏環境論講座 11地球科学 地球科学

生物科学

3.環境適応論講座

2.生物科学

1.生体適応論

2.運動適応論

環境適応論
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国隠文化学科

文明・

/入

総合人間学部の学科・講座相関図

人

間

文化禽量量手品令官語文化量 延ー一国際化と嘗字・技術化ーー一歩

自

目;本・中置文化←ー参耽宋文化 傭

・仕金・ -社会・
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総介入!日J"{:;'i:l;を構成する教職員/えび学'1ーの数は次の通りである。(子成 9年 5月
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二大に令学共通科目についてふれておく。平成 3年(1991)7月に大学J空間本ilfが改

11.:され Iー・般教ff科目」と「専門科目」の|三分を廃l卜することが可能となった。

ょ~(大ではすでにすι成元年(1989)1月に. 4 iド.fT (i!lと子:部では 6年間)の教育課程

に刷新することが舵案されており.大学二設置某滋の改正と riiJnsに京都大学教育課程

等特別委員会が;"Etii!i':され，平成 4年(1992)9 Jlに「総合人間学部が，令学的な協力

体ílilJ の構築を本木に，会学共通科目の主要な部分を提f共し，全学のi高度.._~宣教育の

x施に Ct1f:をもっ」との幸HFfがUlされた。この報行を受けて，平成 4年11月に総長

を安Hlξとする }Jl都大学教育課程委員会が設慨され. l，iJ委員会は「京都大学におけ

る出!主叶立教育を，総合人間学部を完施責任部同として全学的協力のもとに川滑に

11'うため」に「令学共通科目をめぐる全学的余i由i・調整・運営を行う J '1司常的な機

I'J;Jとなった，総合人litj学部の投慌に伴い，平成 5年度より，旧教養部のJ古来季1.目が

全1M的に改riJされるとともに，多様で、高度な全学共通科目が総合人間学部からf是供

されることになったり従米のほ業科目名は，丈学，数学，物理学など学問分野の11

f{1、であったが，新しい版業科目手ノlには講義|付谷をより的縫に表す名称が付けられる

ことになった。また，各学部，研究所及ぴセンタ一等からも全学共通科目が提供さ

れることになった。これらの中には，各学部の専門科目に指定されているものもあ

り，高度叶主教育と専門教育を有機的に組み合わせていく上での新しい試みもなさ

れている。 H.tの経緯により，全学共通科目の授業の大部分は総合人間学部で行わ

れるが，一部のJ受業は他の提供部局で行われる。

E 沿革と現状

本学部の母体は旧教養部であり，教養部の歴史について簡単に触れておこう。教

養部は戦後の学制改革によって京大が新制大学として出発するに際して，旧制第三

高等学校を包括する形で脅かれたものである。当初は「分校」の名のもとに 1・2



62 ~ 1';~I~ ，}: î~:I; と人:;院

が1'1: を k.J 象とする・般教主主，;果紅が ì(I'~ かれ. IH市IjC::高 校 合(JJ!総介入間'下 .I~:I~ キャンパ

ス)でJ企業がfJわれたけ 111制 ib可の;?'I二総数は約 1.000われl庄であったのに対し，

*liililJ 京大の 1. 2 [ul'lは3.000 ~〆1 を泣え， とうてい似千五しきれないため，ょ;(者IS府宇

d!'lt日以下ifilUrI1ケ;{l (.fJ!~j-:dìdil人J)の川j:いj(火'JUf.Ì~1 付を'JiHHiして 'hfì分校を|耳jIi空し，

lI{j干1125flel定(1950)からは 1[i'I'1は宇治分校で. 21111'1ーは1lf川分校-C<l.:，;，Wすることに

なった、このようる:ィ、l'とさがlOWHl-.iì~'i::1，、たが. 1I{j和:i6:r(1961)に，j-:ifi分校が吉田

うけ主に統fTされることで. ょうやく -i.Lの解決をみた v この11¥]， lI{j干112911三には，学

1)叶l'j.ji'Yによって「分校!というそれまでのIIE:I味な才ノ.tflJ、が「教Jtì'i:l~ Jへと改められ，

さらにII{付11部 fドのl厄l。ソt校I没ii'i:iJ;の-. ìW~改 lf-: によって，教fi:: ìW~ は I{日正自1; に共通す

る '~H~it に I 'hJ する.r~-({を i，fiして行うための組織」として l正式にiliiJl主イヒされた。

1 ~150年代後'1'--からのいわゆる尚度経済成長に1'1とって，乍ソ1::，Ll l がf::_'， âJí にJ:NJJll ;され，

11(1利43年(19(8)ぜ!には. 1. 21nl'Lを合わせるとがj5.000れのう::'1ーが教淀川キャン

パスにあふれるようになった。lI{j和44.1.ド(19(9)の大'芋紛争を粁て ，4fz-ii;Wjでは一連

の改』干ーが11'われ，例えば.それまで教民だけに Ig~ られていた孜托会の情!えHは，教

托だけでなく令ての教'1¥(二.jJL大され，またf手:'j:_に対しては，ゼミナール i&1]皮の積極

的な導入などを通じて.マス・ブロ教育の弊;与を少しでも緩和する努}Jがはらわれ

たυ 学生定日のlì~}JllftUI{，jはその後も続き.q.¥にlIiHIIGIffI主(1986)灯、1;年.臨時増募の

?"のもとに析しい定日明加lの11.¥‘代を迎えた。この結果，、v:1I文4年度 (1992) の教養

，;泉佐!従修打数は 1. 21"1']ーだけで5.863?'，の多きにのぼった J その他に. .f.JU-r医学

部を除く全ての学ì'~:I)がWI :，制をほっていないという 'F'11'iも子以い. :i [IIJ'L以上で教

先課程の科 II を l従修しようとするおの~3. 093~うもいたいこれらを介わせると，実に

9.000 ?，，:ì!i;い学 'j:_7F~土佐川構内に，'1\ 人りしていたことになるυ ちなみに，総合人間

午:自1¥iiiJ ，没{去の '1<h長8可:)主

( 1996) における令学Jtj凶科均

十lの11世修行数は. 1・2lul'1:. 

が 5.92i?". 3 [11] '1:以 Lは

::l.830名となっている、

教信tmは，ここ 4'1'.111:紀あ

まりの11¥jに. :? '1:_t"J( . ill物・

.rzu・数の各lilIにわたって，色、述

な拡大をとけ、てきたが，その

})[lilI，キャンパスや受講生の

過硫化なと二多くのマイナス

而が生じたことも丙定できな 全学共通科目授業風景
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い}さらに. もともと一般教主主課ねを 4 年 Iltj の ''f~l! ソLùTjの前JtJI2 年間に限定するこ

れまでの市IJ/立が， 1-(米のー般教育のJq'，念から見て適切かどうかも，問也であった、

11f門"取引と 117i校教育との狭間におかれた救淀川相vの教育は，ザソ!，側からも教Y0WJか

らも.1凶i町内なJ栄作とJ足えられがちであり.そこに独自の教育的怠誌を見/1"すこと

は|本|鮒な í!ilj/主であるりまた，教長日1\ は，人丈科'~f: ・社会科学・向然科学の広汎な符!

J)，~にわたる !!-E日なJ文 '1'~'・スタァフを悔しなカf ら ijí. なる宇土Tt f~~問という制l史的{か[侵f・j

けを 'j，えられているために.他の教育・ fi]f'先機関に比し，教f¥'・のli汁先条件において

多くの改芹さるべき問題を抱えていたことも事'kであった。そのために，あらため

て教徒出の/1'， ~c.'.'，~であるー般教Tfの}I~念を見つめ 11'( し，令学的な教育体制lの問題と

して.教長21深f!f，と教主主 í~:rj;制度との大nlJな改革;をはかることが妥'I古されることになっ

た 1 このような改φ:をl深山として，全学的な構想委員会と教j安部内の委員会とが10

数年にわたるI討議・liJf究のぷ，総介入IIlJ学部設¥i-とそれにflう教主主課科教ffの改革，

および太子:院としての人間・環境学liJI究f+のお11，¥止という三案による，教主主郊のt&:本

「ドJ;な己主ギJ'案を提11'，し， この案l封、ド議会において;[(両立された、

総介入IItj"j':自1¥の{ilj，没は，これまでの諸学部で行われてきた例別的専門教育・研究

ではなく，それらを総介して.fJU~ をすで体的に捉え，これに指針を tI- えうるような，

総fr的教行・ líJf'先の場を，析学 ì\l~ に求めようとするものである、総介入 II\j"f:i)il¥は.

人丈 L..i'WJ教徒や ijiなる総介的教徒のfiLを但え I自然と人!日!との新たな全体的出l

干IIJ という全体的用念に持かれることによって， 21[11:紀にli'Jかつて新しいえーIVIと人

1111'1"1のIIJ能'1"1を1mき仰るような，新たなlZT{.研究のI揚をfill/l¥するものであるυ 本

，''{:日1¥の!U1，(I{]1人I与は先に記した通りであるο

教 P佐ιikふ;ぷ，;深'~県!~叩干干E

人11川i日川1甘j学自泊川|じ;の〔咋与門科 fj/俳!洋干を月用1μL、て， 副専攻や一般教

ff科 tlへの「51fiみ終え」を行うことにより，これ

からの文明をになう学生に対して新しい;在日本での

高度な什文教育科目を行うことになる。また，主

として本小古[¥の教Yfによって提供されるその他の

ーー般教育科目や外同語科目等(全学共通科目)も，

自然、と人間の調和Iや普遍的・備l別的な国際丈化の

理解といった観点、から，新しし、一般教育科目を徒

供することになる。本学部が創設されたことによ

って，京者II}，:学全体の学生に対して従来の教益課

程と i41門課程との区別を廃した 4年一員教育が可

能となる。 京都大学総合人間学部紀委第三巻
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平成 6年7月には，本学部の名の通り文系・理系を含む多彩な内容からなる「京

都大学総合人間学部紀要」創刊号が発行され，以後，続刊されて 3号に至っている。

総合人間学部では，平成 5年度に入学した最初の学生が平成7年度に 3回生に進

学し，本格的な学部教育が開始された。そして平成 8年度末には第 1期の卒業生を

送り出し，大学院への進学，企業等への就職とそれぞれの新しい世界へと巣立って

いる。

新設の学部であるがための問題もないわけで、はない。旧教養部の建物をそのまま

引き継ぎ，かっ全学共通科目の過半が依然、としてそれらの建物で行われているのが

現状であり，総合人間学部の学部としての固有の建物がないことがその 1つである。

学部固有の建物を早急に確保し，学生の学部帰属意識をより強めることが求められ

ている。そのために総合人間学部の研究・教育棟第一期建設工事が現在進行中で，

平成10年4月には完成することになっている。また学部卒業生の大学院進学志望者

の受け皿として，今のところ学部の上に連続する研究科がないことも大きな問題と

して存在している。しかしながら，本学部教官の過半が直接的，間接的に関わる人

間・環境学研究科が存在すること，また平成 9年4月にその人間・環境学研究科に

新たに第三専攻が増設されたことなどによって，この問題は一定の解決が得られつ

つある。

人間・環境学研究科の創設及び拡充については， P .395以下に掲載。

E 附属施設

総合人間学部の施設としては，図書館・語学実習室・情報処理演習室などが挙げ

られる。

(1) 図書館

昭和48年(1973)に新築され

た図書館は， 1階と 2階合わ

せて502席の閲覧室，開架図

書室，新聞室，視聴覚室，休

憩室等を備えている。 1階に

ある開架図書室には，新刊書

や利用頻度の高い図書約 5万

冊が置かれ，他に辞書や事典

といった参考図書も約 5千冊

置かれている。書庫内には旧

三高時代から引き継いだ図書 総合人間学部図書館
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を含め20万冊余りの図書や雑誌が収蔵されている。また，各教官研究室等にはそれ

ぞれの研究に結びついた図書が収蔵されている。これらを合計すると総合人間学部

全体の蔵書数は57万冊に達する。視聴覚室には LL学習のできるブ←ス12席が設け

られ，備え付けの38ヶ国語の語学学習用のテープを利用できる。また，視覚障害者

のために拡大読書器が備え付けられ，対面朗読コーナーも設けられている。新聞室

には国内主要紙と英独仏中露の各 1紙が備え付けられている。三高資料室には旧教

養部の前身である舎密局から三高に至る貴重な文書類が保存されている。 l階閲覧

室には論文や新聞記事検索用の CD-ROM，コンピューター目録検索用端末機を設

置している。

(2) 語学実習室 (LanguageLaboratory) 

現在の設備は， 7ラボ室とスタジオ・調整室である。 A101教室・ A102教室・ A

322教室は全てフルラボ80席， A 111教室はフルラボ77席， A321教室はフルラボ64席，

A323教室は簡易ラボ62席， A301教室はフルラボ64席を備える。スタジオ・調整室

にはピヂオ娠影・編集のための AV機器一式(教材編集装置，特殊効果装置，ピデ、
オカメラ 2台，ビデオデッキ 5台，モニターテレビ 3台，衛星放送受信装置一式等)

を備える。

(3) 情報処理演習室

現在，総合情報メディアセンターの 2つの遠隔演習室に合わせて114台の UNIX

ワークステーション(日立3050)が置かれ， KUINSに接続され，インターネット

につながっている。これ以外に，レーザープリンタ 2台が付設されている。以上の

諸設備は現在学内ではセンターに次いで、大規模な情報処理教育施設となっている。

114台のワークステ

ーションは，センタ

ーの第4期システム

更新のときに導入さ

れたもので，高解像

度のカラーディスプ

レイ， 32MBのメモ

リ，大容量のハード

デ、イスク， 3.5イン

チ FDドライブを備

えている。さらに学

部の専門教育用にワ

ークステーション14 情報処理演習室
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n，ハソコシ 10 1'，'を fiìjj えた小波v.y~;;. も l没 i凶されている。

¥-11 その他.総fT人/I¥]";:・i"j/;構l人lの[Itj"'.分には野球ができるグラウンド，テニ 3

~1 -卜なとがあ l人体ff七H:のh:;{.、やスポーツIl'i動のための怖HのJ坊となってしミる

B. iiJ!'先のJ礼状

I 人間学科

これま，...人/l1jは l'I ，~}，~に j，主 IL しつつ，自然を自らのためには心.-c 干IJ川する存在て

あるとされ℃き，七が. H?HH:Jによる地球環境の倣壊は，このような従米の人間観

によっては11'しきれない川叫が人/1¥]の中にあることを蕗にした，本'予科の人間t芋は.

川本の人~ . ns.; . l'L~I~ 利'(といった枠組みにとらわれることなく，より総合的で.

十代;1副作Jな人/I¥J(i (1の'f:む1111記 l二人制|会のために. iiljf) n ¥していくことを目標に

L 'C， Iる

人間基礎論講座

i~ u，Yt J<I': (1) /11行寸ところは. 人 /I Ij ';::fl 人!日JN~ 伐"Ht'ì，iJYtHそのれ lìíiが示すj必 1) .そもそも

人//Ij{(II:1.J illfíì色となるための WI企・)，I~ljくとは何であるか，という人 tl\j の恨本問題を，

従来の伝統的な小/nj/，j'貯としての， t刊'f"}:シ:. f仏倫品白[f'潤H'下.干利科:1千↓十，う、'J戸よど.，命.r付礼/:一:会:ρう学;::.教7育f子学F戸:精神

l'う片F

fら).すなわじ r人/1¥1{({I:J. r人間関係J. r創造11'為 J というー:つの観点(分野・

'，lJ:J文)から究明しようとするものである。

もとより， 人tl¥Jは，孤ーかした iiiーの{{-{I:で5はなく， 人|町村会と同士会J~~境とに[胡ま

れつつ生きなければならない相花関係的存白:であり，あるいは外界と常に知覚的・

行動的に問わる志向的存u:て、ある υ さらにまた，人間白身並びに人聞がその内に置

かれている社会や白然をも起えた象徴的世界を削造(組像)することによって，そ

こに自己の充足する 1":界をは11¥さんとする自己超越的存在で、ある。こうした人間存

配の一本質を.その恨i国l的・総合的・全体的観点から，人間・社会・自然諸科学の知

見と方法を，~/~使しながら解明し，人間の~ー厳にふさわしい. 21佐紀にたえうるよう

な人間・社会・自然像の確立をはかることが，本講1Mの究極目的である。このよう

に.人間慕礎;論議H~では r人間とは何か」とし寸伝統的な問いを，現代にふさわ

しい総合的普遍的な学問研究の対象とする。
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人間存在論分野

!リiJ，1"!，.t~行:イf fl ，~ -1モli;， '，'.¥'!lI!ω主

人II¥Jイ{{J:dHHj.)-貯は， IH ~~の伝統的な学 I:iJ 名で呼べば~よJI[; における r '1'f ~i: J に十"

、ljするものであるが，総合人間l学部人|向学科人If¥JNii礎崎議内における人間作イh1命分

昨は.そうした111米の知見や観念にとらわれることなく.白山な粕仰の発銘として

のまっさらな込':Ití と，ι欲によって，人 IHJ の í~~iJ.伐にふさわしい， 21111:紀にjtltえうるよ

うな，$Jiたなる人間像・ IltWf象の線、kをめさして，独創的な学liiJ研究を究似目標と

寸るものである}本分野は， tJT~~tの品分野の l心1}lj ゃ枠組lみを取り Jl、って，それらの

行.~Jl~ に j凶ずる作jfui(I(Jなもの・令体的なものを r人間イ;:在」のれのもとに探究しよ

うとするものである 1

イd/";~:lí; 教1";:・は，カシ卜 ffJJ: を 't ' 心に， ドイツ観念論，ニーチェ，ハイデガ一等

ぴ)打'γ-をiiJ!"jr.L，さらに仏教jι立しわけても辺元の十iii氾L111のfFIT-詳研究も q'jっている"

またhij止では行為諭や実践f千、tにも関心を及ばしている。

1J;川A5j玄助教托は， iisIifイ?学，科学fqfjたおよびl川洋楠何JIとを心門としている。最

近は4¥1二近代日ふt故1自の梢1111~と的品、義に 11;J心をもち，その批判的読み íf( しを進めてい

る

人間関係論分野

川同教'，';'・:1¥':jt!iJ J!I;， I品JfIJ!，i干1iJ. 1白紙十jI典

人間社会のJ(，体的，:~・J1 象の制官?を j凶じて，人間関係を つの多次Ji)1叶誇i主として

J 巴11-11する:制度，身体，無J;i~l& ， さらには迎脱の IIJ 能γ| をも合んだこの憐j立の I)~-C ，

ì:，体的な人 I:H :f~ì仰の形成はいかにありうるかを考察する。

li.1j焔イn，;教民は，市ijif;J~;1犬山卜における人 I:tj行動への問心から軍隊と戦争について

の社会ザ:(J(J iiJf究を行っているのナチス・ドイツの~.i11aiIj JI J.，ずれ凡あるいは太平洋戦 /í'
「の日本十l会などが主たる研究対象だが，kii!.i:では戦JI:!iと平lI!jの比較という観点か

らJJlftIJ木村会LJHも1試みている ο

liúJ 川 i~X lij教民のiiJf')'eíìfi.t~加え教育宇:・教育人間学である〉心月三子:・村会学47F にも

f火拠しながら，人 tf\JWJ係に ~;l~fr:Æ作丹j として ìfHIーする様々の人 I f\ J 形成 1Jl進作 J jJ， 1;1['';;: 

刊川をf(().~~(J/~ に f~午|リl し，包JMドJな教ff悶係命の構築を k11行している υ

J1j橋山 ~I~教tzは，感情現象の~'l! i~命的児院を行うことを過して，十|公的rJ己をめく

る清|問題についての新たな理解を 111行している。

創造行為論分野

所属教行:村形明子，内藤道雄，依田義メL，加藤幹郎， I刈田j昆1iJ. 1別日行f~U-，篠

原資明， E. メニル(外l孟l人教向li)

人間の創造行為の全体を民担し，現代芸術の観点からはたジャンル締.ぷ仲;J~と学
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J~Wj 思潮l等の多様な去やI:j 制を探'先することによって.社会や村山の中における人聞

のfilJ;主行為の本質は何かを考察する。

十1"}f川 jf-教十三は， E_F_フェノロサとその1，¥1辺にだ.点を絞り， :.1ほとFIJ資料の発掘

・制集に取点をおきながら，尖ー術・丈'子:・思想・教育等の分tl!f-における"*を主と

する丈化交流の諸十11を{引先してきた。当然.収i'Li;_~術!と， IYJifiえ;化史にも|羽心があ

るG

|内付H藤主道4雄1t教批は' 梢干神l申ド!史》よιLと:としてのドイツ Btd待J

主主:~ぷ義i主t羽H時E代の{研u祈f究は' 丈学のみならず，一主体Jのi;jリ成も合めているけその他， マリア崇

Jj'-の片足史のii)f究なと，その研究Iiu域は伊11ザ科学，史学などを総合していて，範囲

が11:いリ

{火凶義丸教J引ム ~~*fiJf劇(特にシェイクスピア)を ì: な ji)f允.l-J"象とし， filJj豊行

為という制点からとらえようとしている。

JJllli糾行!Ii助教民は， }.と象文化ー般，とりわけモダニズム以降の小説(ジョイス，

ベ ケ γ ト)，よ学-tlt計開，;命及び11央Ilhj史/1映i由jJ型IU命をjill究n象とし， J.止句は特にハリ

ウッド映l由iとu本映i由iについてリサーチしている。

|吋fHih¥t riJ助教民は， v山下足刊;J'~，とくにイタリア・ルネサシスのよ化・定制;1 を禁

門としている。現代謀術の品II1J足立にも深い|刻心を持ち，必{市I現象とそのli'，1)l1との関

係について考古寺を進めつつある。

山(J?i-敬子教ほの咋I"Jは， ドイツUの〉f7I十，ρう"j予i

論カか‘らニ付iJj:枝理q塑!d命4冷命を構築することを 11探県組とする O そのためドイツ}1可ふiSーやJ111象絵l由iに
もjjJf究を広げているυ;1':=14:J解釈のための「同体性の解釈学」の!日H1iとも1111)キHんで

いる υ

自議 J~{i貨11)111)) 4'k j受は，フランスおよびイタリアにおける村学的J:::IをitII究している。

近年は聞の交通論という独自の ¥iJ;易から芸術の訪問題への与ー務を進めているo

E_ メニル外rJtJ人事lc!1iliは， Ji:制'iの分野におけるi均ーIAXと純米， とくにフランスと日

本・中国の交流，その版!と・宗教・村学上の諸問題を研究している υ

生活空間論講座

生活担問を，人間の生活する場，社会システムの民間する場として拠えるとluJ時

に，そこで生活する人間の乍間に対する関わり.並ぴ可こ生活全1mの構築など，主イ本

の在り方との関連のなかで捉えるo また自然システムや国|祭関係との相正作用をも

念頭に置きながら，社会諸システム各々の運動様式と.相任問の関連の解明を通じ

て，下位の生活空間から上位の生活空間に主る全体の構造を究明し，人間的な生i舌

現実の総体的研究・教育を行うものである。
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生活空間情造論分野

lリjl，'fi，.}!!CI¥: 111111 dJ.x 

!t:. i' ， ~III:W カ\いかに'約:倒的に Jえり、1: ち，またそれが人間によっていかに生きられ，

形成・構成されるかを.1也J明子:や主主築学そして人IllUYi科学を合めた学際的}fli，lで、t
祭する. 1， iJ 11.\ に，あるべき地J~.x JI-闘の泊を究明する心

IIIIH ，;成教十三は， 人文;地理学の¥，:.t易からj!i:'m代の自lirh'的'US'供1:甘(打lirffとその

l山j辺地J攻，および有1;If'j内部地域)の州'先を行っている心 i:，としてとりあげているの

は. ~じ ;1ザ iú ・カナダ・北liX等である ο

社会システム論分野

liJj'l，ifW:If:長h;:政l除'/;~.本盛太郎，阿付健一郎.中阿輝政. 111ド消， lf11僑 民

小;分 ~fj' は f正米の十L~~f~Yt.科学の知l 比を断まえつつ， また自然システムや同l~~~関係

との付jl( f'l HJ をも念日iúに i~ï きながら，十1:j_~ 1;行システム件身の 5~! ，']のjHfJl正式と.十11

11.のIi¥Jの19Jj坐をイ1・機I'，(jに併時lしようとするものである i

ぷ)t{1政勝手文民は. ドイツを純白にした社会統，;1学の!か史的!必tJ日を. ~l'( こ J.~， M& ， iお司氏

とよばれる系u時に目、/.(をあてて{i}f究しているリあわせて，社会科学作'j d.~.，:訟に山める

統μ↑作成と統川干IJ川のんiiL，術的意義と役割の解tijJに努めている。

'J:(判長太郎教J受は，比較政治J4111史的万i去を111~、て.近代 11 1-(政治思想 lどを研究

しているにl 従米，比較の~，J 象としてドイツを選んできたが.現在はイギリスとの比

較!I)f党を1Jっており .44に11比の自由主義の特T[を研究しているυ

，14什jzt引if-x1山ム 'ijj!li))I士・十i会保附iLを'}j.S文し.これまでの(ijf究ii(.j城は主に労

働)，I~.il，(iJ、('Jji!li}JJだがjli~û ， P.(全保μをなど).労災補償法及び十t:会保障j去であり， .m仇:

は引にi' 1 ニ~1以 1;市の給付と 1.0 '， i~・l! ì'iít'tとの，jlMtその H{j:叫に I~j心を持っている υ

Q，，14W軍政教民は.冷戦後の国際政治のtl:り}jを考えるにあたり. 1司lZう秋Ij';の形成

にかかわる安l刈を454祭し，析しい同p祭政iiiの特質の解明に関心をふ?っており，あわ

せてその11'で収アジアJ也I点が果たす役割と1何百についてiiJf究を進めている J

山卜 j青助教民は. ;1'.).;艇のイ~~t ，)ミ 1生・経i庁主体聞の↑JI幸tIの Jp.J 材、'1"1: • llI(づ|費削が
イ({i:するときの取引主体の続出行動や粁i巧メカニズムを!iJf究し. illti絡と託金の!I史11¥

↑ノ1:は経済f予想的行動と示前しないという、工場から，ケインズ絞消学のミクロ的決縫

i .Jけを行っている u

高僑 l茸助教蛇は. 1込i去を専攻し. t~f に fH古;:ilì\償法及び金融j去を fi]f'先している。

解釈学の方法と、並んで，社会の変革に1'1'う i去システム，法概念の変科に関心、を持ち，

その 1jJ~ として. j史刑fJ'の安全配慮義務の立法史をドイツ民法典について研究して

きた。

現在は，損害概念の構造と.金融取引をめぐる民事法理論の変遷に関心を持って
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いるり

H 国際文化学科

1 EII際化が令地f;PJ~悦でj並み， [KI家・ j也MtlHの交流，付IldMfの1¥(1係が深まるにつ

れて. UI:W 作地域の十|会とよー化に問して， ー!目;;，有 l主の剤師f~ と，秘術かつま1i:{;-((/な研

'先が必要とされるようになった y 本学科はそのような観点に ¥1ち， III:Wの多保な社

会・主化の形成過程とその他山を共1I.y!'I(j • ;岳Il.'f的に考古寺し.作々 のJリ!1'j'l"lを解明す

るとともに，比較文川崎(I(j-rlu¥を!I¥[1)人れ， またq'!jに日本のns:，;.丈化との悶係に

も tYi立しつつ，それらの Jtl I.Ht. 十III~H'Iーを総fT的に肥料しようとする またそのこ

とを;lIiじて， 11本文化の独自'1''1:とそのjifi凶作JIllti1ir[をゆlらかに寸ることがI'H~とれば，

111:界における 11.{， fl~併の 1JLì並に Úl初、することが 11\ 米るであろう i

文化構造論講座

人間は常に問係のなかで人間となる d 人間と環境の十III(閃係には， まず人間1・I自

然の'L態系(1けtPI_関係があり. また人IIUk.J人間のもつれ会系的十1111-1世l係があり，さ

らに人↑'1'1と丈化的事象との問の文;化系的十1111_11J係があるいこのことを丈化構造の動

i~ r'I~ 与-zfや比較丈化的{J)f究を jill じて明らかにする 1 また HI時に人 fJ't ''?(I(j -rIU.( に立っ

て [11: 界の ~Fi l-(bÄの丈化と地域f1i:，;の問係を JVJ らかにすることによって，主化を J乙え

る f':j7:ぷ (1力・社会的・村史的訪本幣のW~lifj を 11 折している l

文化原論分野

，yj-属紋日:鈴木雅之， i雨池史的. 111川手r.C.ベッカー D トラウテン(外国

人数flnj)

文化とは何かという，人間{fイ1-- にとっての根本問題を ìjí_ なる主制(I~ ，i仏渓に終わ

らせることなく. fltli1il{観や ji説，象徴 1;己号などの観念体系から，↑自動「ド:J)ミ現，風

俗.物質的構築に主るまで， l型論的かつ')ご占iF.的に考察する。

鈴木雅之教長'は.18W:紀のイギリス_j(化が主たる研究対象である"fJW1S1仕紀イ

ギリス丈学を当時の政治・思想史，社会・丈化史的丈脈の中にjil:i持つける作業を進

めている。特に銅版i由iOili・詩人ウィリアム・ブレイクに深い悶心を;仔せている。

i満j也美鶴助教J受は，エリザベス初演劇を中心に「li-葉」と「似1(liJの象徴性を研

究している。特に人間の心のi何回にmる「もう A 人の自分J. '第五」の衣!吋に興味を

持ち研究を続けている。また最近では 天正少年使節を中心とした16-17佐紀の日

欧交流にも関心を深めている。

山田孝子助教ほの専門は文化人類学であるが，とくに動柄物倒からジェンダー観，

宇宙観，超自然観にいたる広い意味での世界観に関心を持ち，沖縄 j有チベ y ト，
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北海辺アイヌ，シベリアなどのυ肘 1 会を H象としたf五 ~IE的iUI究に ll\(_ り組んでいる ο

また M:j!.î:で、は~;.~教と十 1:i:;. 丈化復権・復興j進動にも問心を:七.せている、

仁 ベゾカ一肋r救文対J
i小1ド'1ρ仏Jム、Jf教士とキ lリ)ス卜手教土べ-{υ仏Jム、F教土のf他也ザ保品住矧刃を{川H川|究してきた、υ~ .f月11¥七l命(1'的lド内〈甘J;ななf村守子学主カか、らl山1'，発して;山i己: 
教 (1ド(Jf体本持験食{，州iけ川11'1'先E に於て I凶訓世制iJ=r奇正やj引川，L市仰秒似|μ~!川l収|以瓦集を 1示示rP.:ね'臨死体験や宗教的治癒の liJf~先を続ける ο

11 本 (1'0 な|矢崎 1íÍiìHIl を 1 ].Ji1し，脳死 ~Il !lii.自殺と安楽死.インフォームド・コンセン

ト，ホスピス， ターミナル・ケア等の研究に)}J)Jむ〉環境倫開に関しても l川洋的な倫

J11! ，\-I~~'I ， 'i ， jiおを M上自;識に担jIし H ける外l￥|の学名 lこ I、I して， 日本人に相応しい倫坤.を探

先しているけ

1>， トラウデン外凶人教II1tiは， ドイツの'1"!I上演劇をliJf究対象とし，テクストの似

川1.勺IL¥の1'111学. i;t;ヴ:までも十t~lilf'におさめた解釈を』試みている。

文化人類学分野

!リi1，¥1':'教日:制JI:勝R.廿14(手11孝

多係なrr行)(化を体系的，統'!'l戸jにJ巴射するための利学として発注してきた丈化人

ぢl'}:は qi純な丈化製;みからなる諸I己放のイij!究から，'1¥発したが，近年では.者11市1'1

会をjtj主させた，ml己IA.imr:RJl止のMI究にまで及んでいるリ文化人知I:'f全体の様々な

{i]f';c iiuJ丸 fiJIヲUfiJ、にl命円えする。

Ì'i，'~JI JJ4ht教蛇は，東アフリカや日本などのrì~ 社会における長期!の作ーみ込み調交を

もとに，牧市.'rj't州 I1 の十|会'UL~. 1込族間関係，え;化の刊行;'. l(if内11誠と開発に問心

をもち， idJ法人J:ff?的研究をはじめ， 自?然~然!供t と丈化の耳煎ZりjM凶州'1"刊ゾ''1:.や i比己(}j絞矢の+村相~I 克と f生t成に I限問2刻j 

する'Xふυrrμ1

いる

'[';:J!日和l孝教J受は，人IIllの十l会的な身体'1ゾ|に関心をもち，アフリカの手j:，jK.jネ集民十1:

会を i:なフィールドとして，対 1M十jp{..ji')..}とれ会関f系に閲する{i)jヲEをjitめている ο

あわせてJj本人の主訴と動作をl映像資本|を汁j~、て微悦分析し，コミュニケーショシ

JI~j命の民 1)討を，iAみている ο

文明論講座

JJL代丈 ß}j は，阿I~大文句i と )1ニ阿欧的な議文明がそれぞれの多惜'1"1: を保持しつつも，

十11'工作肘を常にし， ・つの地球文明を形成する段階に人ってきている。このような

文明の現状と，これを形づくった過去の文明形成の理論を解明することは，人間作

紅それ自身の可能性を探究することに他ならなし、。本講時では，多燥な要素・ 1長凶

から生成している様々な文明を，その形成と変遷，及び現代文明の全f本的イ'tii!"i:とい

うこつの視点から，総合的に考究することを目指す。
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文明形成論分野

川J，i¥教yc イl川光;IM，J 己 ~~f!!(\dì，倣 ntl~ .郎， ，自Ij{~修.九mlHft /.k ur[" H:.J~!， E. 

ヨリソセン，六!えf1 1~ J(， B. ノイマン(外l玉l人教自Ili)， J. ラローズ(外

[EI人数。Ili)

1..1家・丈化l巻|のJtlWを1出えて，li代文JVJの誕中ーから現代にいたる..ri地域の丈IViの

JIラ成過程とそれらの付Ih.関係について， Y.:.化・ rl:会のlu，リ 1(11にわたり，比'1攻丈WJ，命的

力i去を片Jし、て手立合的な考討さをわい，村*のJ.Jil.:.:{を切り IlfJくことを日桁すリ

イ i川光1M.}!文i'1:の研究分野は.ゲルマン，;計学・立"下， lえびドイツ lgit 叱であり!~休

的には，Iiゲルマンの名人員1itfiヴイーラン卜(t、/t，の先'1:.と11;桶，ゲルマン人のキリス

ト教'え:#， ，fillI;Jtl!.卜‘イツ説丈'干のれ俗2.t;の考古4をぷみている。

!己目j'H~~itÌ助教J乏は， '11 UIヨーロッパの人々の心的情.l!与を解明することに努めてい

る 人ウカミイ"Jを}!ilひ" Mを恐;lL， Mを作んでいたのかを i:に以下J}. :{;:z'IN ，iSをもと

にJ5察し， さらに化IIJ刻・ 'j-:'!I i制をlりlらかにするために，住築・中山山i.ti;~ にも JHt

19Jをあてているυ

般JI:11': • !'!Ij教K・は， 主にイギリスのルネサンスバ及びm代訪をii)f:先し，引にイギ

リス J~~! ソネットのJ& 合.J邑ねと発民を調べる一 '}j ， 王lL{ t詩の IFJli祭 '1ザi と L( ð)~ 'I"1 の問題を

考えているο ルネサンスmJイギリスの海外j訂正にも関心がある。

高谷 jl多助教段は， 18[11;紀のイギリス文学を i:安なiiJI究対象としている J とりわ

けドライデン，ポーブ，スウィフトの芯に関心をもっている υ

)L焔lHft.助教民は，シ工イクスピアの;守劇を主なiiJI究対象としていて. メタシア

ター的制点から考然している。さらに17Ut紀から20[It紀にいたるまでの央[..1の訓刺

;引刻の系，i'l~ ，こも Ilhl心をlilJけていて，その訓刺fI~j立を角lf 明しようとしているリ

水野1真理助教J受は，ルネサンス!VJのlAJ丈学を主な研究館!域とし，的ーに物d-ff，i"，)=， ~風

刺，;ドキの'ffl1J主作品と， e1i II.~;の持論に的を絞って， パ業とえー化のかかわりを探ってい

る。

E. ヨリッセン助教1'1:は. IJ 1次公jル!と f-:に16・17[H:紀に於ける [14~ と lti 1均ヨー

ロソパとの11'，会い， またそれがどのように現代日本とヨーロッノfとの交品、に1;;';'符を

およほしているか Iと半|と，文;化~.文学的なテキス卜で、1iiI:'先している 1

六l反民田 収教授は' イギギ、!リJスEid浮J

のイギギ、リス詩とヨ一ロツパ大l陣律丈化との閑j述主の解明を試みているυ

B. ノイマン外国人教師は，中世のドイツ文学(特に中w:の演劇)を研究してい

る他， 18世紀における学問の股!と(とりわけ「ドイツ丈学研究」という学問の成立

過程)にも取り組んでいる。

1.ラローズ、外国人教師は，フランス語・フランス文化の教育にあたるとともに，
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現代 11 本のえ~~，/:のjjJf')1:と制1沢をj曲して，その海外への利介に街倒的に取り組んでい

るi

現代文明論分野

lりJ属手文i:': i也llM;i:， 小;;:: lI(j， fHi呈I令子

ここ数 III:*~にわたり(進広}を五:ねてきたヨーロソパ丈l珂は，すでに幾度かの危

機にj主宰!ーして，将米も規範的な丈明でありうるかを，その!主に疑われながらも，な

お存続している。のみならず，アジア・アフリカ・ラテンアメリカ諸国も，自身の

独白'1"1を'1'.かすことよりも，むしろヨーロッパの後を追うことを余儀なくされ続け

ているのが羽状なので，そのためにもヨーロソパ丈明は心ならずも規範的な現代文

明としての地紋を.、円分は減ることはあるまし、。しかし，外在的な批判』訴が欠けて

ゆけばゆくほど.必"~となるのは内冶:白0tlt 宇IJ である。これを欠いては. jJHt~丈日月に

はらまれる『市計!円が，人f:f!のや悩の}jli'Jへ解決してゆくことは，望まれない。

本分世fは， fl'~'f:，社会学，庁長!と学，経済学，文学等々の知見を結集して，現代丈

I到の，ーカーでは. JJ~II.\' }，¥(にポる陀!と的過程を総体的に考祭し，また他方では， さま

ざまな俳I~}Ij的事象を精紺|に考究することにより.現代文明の有効な内在的批判へと

li'Jかうことになろう L

池 IHi~'J J:教Jえは，ナチズムやk.む制の支配下でのドイツや日本の丈学・芸術・文;

化のありかたを，権}JのiWJからの操作やえ;配と.民衆の側からのそれに対応する川ー

動とのかかわり， という観点から 1I付先付している。

小作 lI(j救花は，これまで神船主義の視点から主にゲーテについて論じてきたが.

恥J.!.i:数年間はスペイン系ユダヤ人〈セファルディ〉および己文京行〈マラーノ)の問

題を併究対象にしている。

田，I;室*'チ助教托は，近代市民十l会の新しい人間像を作りあげる実験 1-，房としての

18ll1:*~の丈学現象(雑品・小説・教育害等)にjt 目し，特に ([J;) と〈男〉を l州い

込む百説の体系を日 Fの研究汁象としている。

言語文化論議座

本講I'lそは，人間及び人間の産み11¥した丈化を， [-i訴のiWJif!Iから研究・埋解するこ

とを日楳とする。人間を動物から分ける討議とは何であるか，という問題に始まり.

なにゆえに百泌が人聞の精神文化の最も高い部分をtftう:lnし、手になりうるか，とい

う問題にまで，われわれの関心の範囲は広がる。このような観点から，本講座は，

記号体系としての主言語を考察する言語記号論分野と，広い意味で、の丈芸を研究対象

とする文芸論分野の二分野から成る。
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言語記号論分野

jリJ同教日:i何本k(与(ドイツ11!?'l主)，水光旅川(~いft/'j!:). 大本 光(フランス ;ih/~?) ， 

京製I¥t!k (フランスiift";:).政IHtJ卜rij ("~Lilt学)

人 1 l\ 1 の 1~1 ?!~ ~ i' ，ilH i， ('iTと，む1Iよと情j主とが十lir(，に関述している文i):という lieサ体

系と，その他のμ:~. 'i、IIW系の村I Ir"，f'I :JIJ の 1ヰ物である}また， i・前は，長い「が山を粁て生

み 11\ されたものであり，人 I1日の )Jì~ iJ;‘刊利したものである。 ~-f請は人[1\1 の生11 的甘みの

毛裂な部分を ~Iiめ.文化のrt'で大きな役割を*たしている。本分好では，そのよう

な:i-dを，英Hit・ドイツl出・フランスltitをIeな付象として多角的にli)f'先することに

よって， 人頒理解に.)かでも;すワすることを最終的日僚とするοJ~，体的には次のよ

うな知識の刊 f!? とげi~if.j主能の主主成を 11mすぐl

. ，パttthの↑刊tt目1{ (什f憎惇也やt機党能) について

• 1 U.:;計の陀1とi'J(J変化とそのiHlIH'jについて別解するの

-i hi!tがとのようなf1:剥lみによって何作されるのかを用地干する ο

.l i liftが完l;1?のJJh-Ci'1!JfJ;される仕組みを理解する.)

• !!f本的な官古11JIj(!Jt;ilf・ドイツI117・フランスliff)の丈il:の令{本とキ111;¥1;を.Flj¥flげする0

.ih， !i とその他の人 II\J の nt 生n体系との 1~1係について考える υ

-H11ftと文化、 iiJ?とれ会などのJ!lj係について考える。

本分野では以上ーのような教育を辿じて， 'ii'H1HiJf究{i'， 高度な， i山'γーの7、11，1訟を持っ

たEi llif教行(iーを長!戊し， 生IllliiU'I'/r:IA処Jlnなと・の研究開発に必裂なぷ倣tnM止を椛供する

とともに. fl~ く TTtiiTについての生11 弘を!Jiii えた人材を社会に送り 1 1'.すことを 11 +~とす

る。

[匂i4，，)ミ j~f:士，l主は，ゲルマン 11iI'下・ j じ，~交 r “!?ヴ:を ì~裂な líJf究 ).]-1誌とし. とりわけ統

11計論を中心にドイツ耐の ftl~1と的な公選をftJf究している。近年は「卜‘イツ 11伝統，HfJ型論

liJf究!と」をテーマに，;1主の治虫;の作成にあたっているリ

水光作l!1J.J!zi交は，央立:iL引に i1ilHillikとがi:111tli命を寸台にしたー般丈i):用品を専門

ii!，U&とする ο 最近は，止:iJ:の肢と)i';J.i立の|問係を， i 凸h~t:/刊の TI仰を 1;十?の移行 ìJ;t !IJ から考

託子している U

大木 光教托は.フランスAi?の統訪構造の機能主義的観点:からの1iJf先を中心に品lj

えて， '1百判Ht年造とイントネーション，あるいはジェスチャーとの関係を{世["，先してい

る。

東郷雄二助教花は，フランス語学・討1ilt学が専門で，なかでも丈の構造にかかわ

る:fJl象をコミュニケーションの観点から解明しようと試みており， i・品川動と人間

の他の認知市ー動との関連にも興味を持っている。

藤田耕nJ助教授は，理論It-liit学:， ~l; に生成丈ì;tJc~j論の枠組みに改l肉l して，人間の
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'1'. 物~}・[ドJù'i:(J ;n(JJ!.!.);1Iシステムとしての I i I ~計機flit--iヰ i1!!i _)( i};の 11わけiγk を 1~4 らかにす

ることを iーな/I)f'先テーマとしているい

文芸論分野

liji回数日:fiIi III i J 1久他， . ~J!;(~J れて:I.l rfllifi) 1.松山 ilE.制|吋干/lf，道線条二.大

川 'fJ， A. T. ムーア(外|五|人数日I!iJ

文;J人 すなわち11、義の丈学を中心的な研究対象として，特に， i請の芸術的な機能

に符 IJ しながら ìーとして b~dft ・ドイツ尚・フランス H計による丈 2:fl:~~1 を， 1~占;11)IJ に

あるいはj ヒ '1引1) 1 究 (I(J に J5 察し，丈，、j~:の某本的 J~i、埋やtlMfのもつ高度な機能・特性を

冗fffJしていく、

fiIi f 1/ iJト久f.¥l!.fdえは，現代ドイツ丈学，なかでも 19tll:紀ぶから20[11:紀前寸ーにかけて

のII!j'代を I'.なiiJf'先ii([J!北とし，持に訪人 R. 1¥1. リルケを中，c.、とするドイツH'I'ri，誌の

JII:坪を，品的 tfliitの分析を j曲じて'先 I~J しようとしている。

':J!;(仙、f教十三は，プラハ'1:.れのユダヤ系作家ブラシツ・カフカとそのれ1ill，特に

カフカとの I~l述で汗かび|がってくるベシヤミンのイ1・，tï. を， ;fJHl~~術の大きな担、i朝

のなかで考百そしていこうとしている υ

二:IJ.í 自 1; f!H*~d'1:は， 19・20111:紀の11.)=，特にフランス象徴詩iJJZ， シュルレアリスムを

ì:. なllJl 究.ì.J U~ とし， ，iH内記5-d命の1ii去を朋いてそれらの分析をねっている。

松山 iJf教1'1は.フランス立;学にI;Hらず，文;ぷ理論舟止を叫日ー'芋とレトリック (jlt

riV;::Jの制点から{I)十先する .}j， ヨーロソパの J:.~?~1:能(歌l;it ，之'，';'， Il央|山1， カー

ニヴァル)のlが史の{i)f')'tにもとりくんでいる。

t/，'，I品i干11]'教民は，アメリカ 19111:紀の小説法ひ1こ丈'宇品t;:fJf~h命を+な iiJf究 íì{iJyX とし

ているけ引にハーマン・メルヴィルの小説を読ti・の受科，ジャンルとコンペンショ

ン. イデオロギ-~:{{の制念から"先み IH すことにより，その刊 111I~t持造を明らかにする

のがねらいである υ

j白筋けさ:llJJ数民は， ドイツ 17[!1:紀ノ fロックを合むアレゴリーよ学，アレゴリ一夫

刈の I~ll 日立を扱っているが^土 J止はこの制点から， とりわけW.ペンヤミシの忠也全

般にr)J心をii刊、でいる ω

大川 .)) ll)J数以ーは，オーストリア生まれのf'1家 R. ムージルをIj'，[.、に i=.として

20111:紀のドイツHiT丈学 -J411!を研究している。 組'1"'1:と神硲主義の村l鬼，ユートピア

(j(J，I，!，I:惟の諸相. f!l¥然性の問題，日l能世界諭の系議といったテーマに関心を持つο

A. T. ムーア外国人教r.lliは丈IWkliJf究を行っており，シェイクスピア及び[!iJ11.)代

の劇作家フォード等のテキスト絢li'fXに傍わっている。技i庄はオーストラリアの現代

J人にも I~H、をもっている U
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日本・中国文化・社会論講座

|け11ド込 1吃えJσ〆内I小|ド川1川|ド川F付lμυの)，バ;一l"A』
山 J怜仕 t叱と1.:rl的l内リリ1判iI町tを i京く 11，川IJ的に.かつ広く総合n仏相If関連的に研究することを目

H:rl' 1~ ，品川':Lj: .:つの'mhをもつであろういそれは「日本研究」及び rrfllt.1研究」に

おける総:;-n'f:'t'1:，つまり従米のf十字・史学・丈学の区分を超えたJfi;l、，;・命の追求，

E紅に IIJf'~ë lii}; Iでの'jミ，uH"1e.得制nの強調，そして第三に日本と r{1[i<1の校史的・丈

化的なI'/.JわりのIj"C'I'iJt!t'!tとw質性を明らかにすることである。

日本文化・社会論分野

，'Ij'.fi，.f-ku: 1若l川位 ， 怯111 i青，内fH賢徳 i川山良子，島崎健，元本栄雄

111.;:における 111本側允」は. 日本とは何かということ，その文化的制作:の自覚

(J~J なだIUJ を 11 rl~J とするものでなけれlよならなし、。 liiJIIl にそれはアジア!と， 11:くは世t

W.'，l.:，!')観点に \~f. った比較liJf'j，\:が必攻・であり，閲j車両者講I<H との有機的な交渉が要請さ

れる

I~;i 1ft f.~:教托は， ;ji教学的観点からの 11 本文;化史を専攻。特に，自然風七に格者

した 11本人の'，j'，教文化を州究. Jt:Joijf本の宗教1'1:.祭の構造，神話と儀礼などの解明

をi曲じ. 1I本文化，命・民俗学・ H会学などの学際領域を探究する。

校川 ifI教t.i:は. i'f'下Iと， Hl'x文化交iJ長史を専攻とする。特に蘭利静典ドゥーフ

・ハ I~ マの!点 l~d~)Jt史を li)f究テーマとし. liiJ時に!描j学資料および近11上ヨーロッパに

おける 111，;lilf党u判のえ:llik学的・ず.r~~~ ~~f-:的 liJf究を行っている。

II'J川町徳政}，~は， [fl;l{t学，文i);，i命及び丈1'1':，命専攻、、丈i.'bl1命では，文や而itの外形を

i心して拠えられる内l自iの a色111ょの関係の体系化を目指す。文体論の方は. r)j葉集』

の千lI:fkの文体がどのように成虫し. 11昼間したかを跡づけつつある。

山崎 健助教nは， '11市文学(半宏明!文学)の専攻。源氏物論，特にその市it釈

のiIIf党から/1¥発し. ~丈批判諭のf;(i域を中心lこ側えて，広く諸作品の本文異|司の状

態から.成、'(・与党の問題にも関心を向けている。

l向山n，‘1'-数民は， 11本の4if:!. .、1'-安川代を研究f;(i域とし. '1'1:会・政治・丈化の，

Iliftから11I[11:への移行の解明をI深題としている。近年は.この時期の都市の性絡を

政治的・文化的fl!lJlilIから考察し，古代社会で、の位置付けを目指している。

尺;本泰雄助教J受は， Fl本の中t!l:前WIの政治史を専門とする。院政の構造的特質や

武士政権成立過程の分析を過して.動的で体系的な政治史の構築を目指す。最近は

公家の家格秩序の形成，王権と武力の関係を検討している。
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中国文化・社会論分野

!リi1，1~ .r;，(0，' : ";;~'i i Jl:. I't.j 'I~I";;\' ，;~. 1:")止t'j'#~J~ ， かじ:紀必. t.!: iI!i /I( 

アンアIli、lと[11'仰のIj'，c.、と Lて.11、たな地JlH(I ~Jヤ [1 \1と lU、な !1J: リI~ i' 1~JI I.\ [11)今村つ'1'1"1.

この'1'[1:]をさまさま会 f(JI主かん分析することによソて. '1'["-1の11.t:IJ~ と tíヒぴJ 令 11将J

をfiJI!1リ)1-. ひし 1-(はmIt i}) ["-[F~~ ['/.I係の'1'での役};I)をも1)'~;~"9→ゐ

'.~'，i~ J己.rzJれ土. Ij '1 1i[1j '[11:・J止[11:'1:をiI!I'Ytii!tJ!主と 1_. ~\に [:;'1 1 ， 11 政怜|、にお :t ゐ IYi

Jじ';01以来の ¥'i!u、ilH)の川!む.そ Lてt1i'lu)/，'か1，11~~ h It を粁て'~:i} JI点:，に 1、る 1I， lf'f'!t

!PJ )リj(~;立法 1_ ii'íil，~ してL、く l也f'，'， ，，~，i.t.;/，' をあわ→t てliJ[''!'t;を i!tめて L ・ゐ

l'均州句附!出H協bレ訂，11市，

j以よιl..t!.包l を{打J ‘J宇土)白教/えひ f~lli f-zυ) :i~i ïÍ~i} )1!!1llíli から泊先することによって.その~\れそ lり l

らかにし. Ij 'i ，，[.'，止l、立1Iとにおけるい ii"tつけを['xトノて l'る

1:") jl:i'I ;J~UMH21土. "， [F[ι'j-:' {:を匂/"1とする とりわ， t. Ij ，/ 1' 1 で 11~ 初に fr :) i した

え~ ~ j< ''1: l
'
iである h，弘之:W!'(，; そ j'，吹な(iJ卜先テ←マと 1_. とあわせて1[1竹主ナ:からJjll¥:

のIlIJ休 Jぺに--j;る出'j<の)tHをえ:fヒリ~ (I~J tlU'，(からのJ山I，，~を辿 1- て . i'i':'j・:iJ) 11 ，<: リ1~ln&':; ヴJ

とその;[:j'~とに [~~I" j ゐ~(: :i'((J{IJj允そ /IJ日Lてい乙

介、十~-~紀，.~U力.rU2(よ. '1' [1;/，1 i al!(oi ltl)を山(["Jと1_. ~?・ jじ ft iJ)~ヒ'1'i 1'/に'1まu. Jl:f¥: 

をjUiじて[::f慌をはた，/，[F[' ~おける 1~俗的な泌広IJO) ll~ 初!りjのものである lじ抑制の 1[;'1え

と )tJJ( をその i:.'~. な j，Jf 'ír. サーマと L ている

松(i!i J支UJJ.rzJえは. '1 ，/ ，，/と北アシアの /YdH，史[二1)、く /~'J心そむつ 7れ と/'こすj:";.J)，)~ 

と(isl-判山を咋門と Lてl'る jlよij，:4:11 'i，qO)il~j 主史料や 111，~O)~ヒ }j 史料.そ1l íウ.:) L1 

シア 12!? よ:llV、を i'J~JI)して. i，'j';iJ)によ乙アムールJllilreJJ.主の少i;Xl(bHkifi'~〆ノ1. .-，ごuJI先令

わって l'る

欧米文化・社会論講座

4本よ叶"川'呼，t'~νJ

え.刊化;の!町怜f作伏1正:リ山I~ . J/形|杉;f』虫R.う交iと:iiI虎uに二勺いて. 111il々 の11:]あるし a は i己妙、における~ 'j'['/，どれ~H '!_.川

らかにする .)j. d/'H:本I市["1とのJt'l.土iiJf允をf1うことである それは. f，'i r1jl!瓜ト，

主化，十 l 公の地}!主(11~fiJf'先を 11' うと Jt に j必 1 1.\ (j(J なuJ/究を11うことによって注!氏子れ

る このようなiI!f'i"tを，iJllじて. ~üiý:の解放によって二'.j虫に 'H~fヒの}j lí'J そ 11 1rí 1_ て

l，る欧米のよ化fl(J・社会的統''1"'[:を可能にしているものが{μIかを燃すEする 二のこ

とは，アジアにありつ~.)これらの [fi[ 々とえìÆr: . ~Ji:イ7 を 11 わさる~えぬわカ・ [Ej( ~とソ

て今後iJi:裂な，;県!Wとなろう J
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東欧圏文化・社会論分野

li)j J，~H~r\ :木村信， 1m;;:"丈II({

スラヴ，:nl(折、は J-i'~ff('ドJ に多くの Jtj!)j点を十字ち. Jf'<:ifi・粁昨日{JにもlfJ、Iど(10. k.化的

にもお I{.いに深い関係、を結んで米たカ人土凡u:ではMe0-を求める }}IIIJよりもむしろ分

IIjli' :)j!il止の仰Jきの}jiJ{~j ，'(つ J これはスラヴのIII:'Nが，近代化とl己i:.i.Rの{j'tt1.へ
の fU~U な i蝕れを i;ì ì~Hltìil の;j)i岐によって・勾に加速させたあiI 恥といえる この大き

なうねりは.βl{1ーの現象のみに日を{~~われていてはその本町をつかむことができな

い 11本というもう -}jの特殊な発民j位校をと t1"た文化|剖の似点かん，総ft的・比

較的・ i凶H5的にスラヴの「115!十と立;化とのli)f'先をすすめる

+:付 崇教托は，ロシア丈学をV，<.i"Jとしており}として口マン i:)¥tll.)代に!財心

を万せている ζl またほ;しづじ:絞丈fヒ論I'I(Jな長見点から人II¥JにかかわるIlK'I/lj:J出を与えよう

とうfめているコ

IJf~i';=l; 丈lI(j助教ほは，スラヴ l治を fijf-究の対象としている. ~判i- に. ~:キが':11ι1

究に取[りj申制組Il人でで、いるが'よ現J見l代のスラヴ苅11治!計;へのIι刈白.JυJ!{i任{i1j片山"行什『ヤゲ，よγ1

し1る

西欧圏文化・社会論分野

!リj同教Y:':干i問明文， Hii fri n'(!st .松UI*~~. +t山府円J. J. カンスタブルー l込旧敏

目、，多目 )丸川向11日夫， G. モシベール(外I[J人.l'znlli)

ゲルマン系・ラテン系その他の訪丈化の府!史・構造・形態について. 1181々 の[tlな

いし. Kli矢の特'1''1:l}_ び，他との宍|川を解明するーん\州 f(.の交流・ ~;L; 凡さらに，

他のよ化I~[への ~~};~M~Æ をも総合的に li}f究する。

イillllリ!文教N'は， 19111:~=t.'.をI":fl ，(.、としなカf ら.その Ilíj i乏のlI.¥'flをも ffめて， ドイツ

近代の旦111や文学の本イド(1サ桃i主を解明することを H1Yiしているい

fiuN 11¥樹教托U:，近代フランスよ学・十l会の4'，¥:1ftをV ユゴー liJI'究を ~illl として解

明するとともに，これらの研究対象と現代社会・日本との I~j わりを比較丈'予・比z絞

文化の視点から探る研究も行っている。

怯凹英男助教1"1は， 19W:紀，特にヴィクトリア収jのイギリス小，st を liJf允 k.j~とし

ている。ジョージ・エリオットなどのb:tH、議t家を中，(.、に，ディケンズ，サソカレ

ーといった作家たちにも広く関心を持っている。 k，[.tについての物品のt{I~~たという

観点から，ハリウッドおよびイギリスの物語11央i山iについても研究している乃

住山康riJJ.tJJ害対受は， ミルトン，ホプキンズをはじめとして.独自の衣羽j去を執扮

に追求した「孤高」の詩人に関心、があり，詩的表現とは如何なるものであるかを伝

統からの逸脱，その修正という立場から検証することを目折している u

1.カンスタブル助教ほは，目、l'佃l的な解釈と丈芸批評は(それが「過激な」ある
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いは 1fl~' ， i'n(J な I Ni士!'lであるにかかわじJ ず)， j::"f:を心jljUI(Ji曲作のデータと比なす

よう~{lJI'í't:ブ u グフムに』えって代わられるべき -cあるとの ι助から.れらの詩的し

てき;:.ijU，qのモゲ二スト1'1家・ 11111家であるウインタム・ルイスについてのMI党を，

~/ ___ Iウyイシ1世止化'IJ物均'(に jμi必たをi仕;1'‘'1九E、し、た 1ι川'1附|

l_〆てF利リ)川111川|い1'，~木;るように変J興寸す-ることに JI以正 lり)主制釧11 ん，でCいる

l)'!: 111 il)'L 1) ; lIJJ .f-~ J)は.近.JJ~ ft ドイツ立、/:を'，1/-1"1 とし，近代 Irfl(H~~ を代氏する Ji

i+J II~点'ぐある iと細川、I;_~~. およびその H:2: との tï-1わりを{i)!党 l氷山としている 1 とりわ

け.そぴ)1r~伎を“11 るイノ|家のひとりである卜ーマス・マンにおける.ノl 、，il~ 1Iんにの i/!iJ去

とパ口アィぴ)川辺， Ii d(H~; (: l，il'1"1をのtHJ:也， JJHl'どにおけるドイツ1111也などにf'kl

心をnってL、ゐ

多目 ii(D)Jね1'2:/.i， 1)‘， ¥，';:，!:lq.:-C のよ';::， 1山r)I i' ， d~によってよ)J~ さ;iL/.二ものの J，'と {iた

にある，それぞれの川代ゃれたの本町nりな十H・行や構造に興lq.:をf.fち 'i'.にlぷ111:紀フ

ランスのよ，}:・.f-'J.ú ・ ~d'J. III J:1fjを !iJl'先している

"I，()lIi{ )~助教K( イギリス近代史咋攻)は， イギリスにおいて， Udヒ以前ーから

Ll伎にかけて，近代という iIJllJ主が人々 の，心 i札 1i常の'I:_j凡政治と粁1汗の動lirJのIj'

でどのようにMをとってJ)，I，れてきたか，そしてそのことが人今をどれほど解紋し，

逆にどれはど以縛したかを fiHI~1 しようとしている】家紋'I:)， f，-. j山j¥. 1'1'，版なと¥仇1

1)、く Wl心を引っている

G. モンベール外|巨l人敦印11は. ì~ .fJ~代ブラシスよ化・ H:会とともに. ;~.fJ，J，代日本

主化 .Y:_';::についても. J川|ド:1上".;'1'-的l占JパベやJ巾引引判倒仰~I畑11 川 l阿1<1 ~り男j思j を"ドr ，心L心、として{i川1I岬)庁f';究?先E している F あわせて1川|ド. 

|上い"，:-'消;

アメリ力圏文化.社会論分望野干

l川リ川引J川'，~;叫4 f教~'I日'

アメリカf合?衆iμ川RJのえ丈;化と村 1余7のlh附h併モ 1史と.f悌佐j造主.I1形|伝三タ1態芯を (1)そのl成戊「ι/に:過干Fれ机"日1'.， (~)精1'111 胤

1， . I~ y:反応JtL (3)'， i'ijh・Y:_化の以IJfJ， (4 )政if!'. iffi汗との問わ 1).などの十J~/(から，

i凶 JI.\'I'J'~ . JIJIY(I~ に J14 える!

J'バ、'1羽|ド陀;午辛約引11附I(附f行{惇g教士削J
ロマン u北ftt文丈;」ぷ:σの)，色、'1味味づけを'その背以となった II~ 代的，;目安|札つまり a 方でのジ

ャクソニアン・デモクラシーや岨M主主義. またもう '}jでのft似的保守j:_;;'(べ，t，1ヨ

ーロソ/{従属志織の検，1，1ーをj泊して行っているο

1:.) HI !'{杉教1'1:は，アメリカ現代史を研究官l域としなかでも，第:二欠111:界大戦と

その前後の1I，)'HJlを1F'心に，合衆l五|の同1(，在、識の形成i品位とその!し体的な"附!!や粍!と

的特質を，政治・1'1:会・丈化の各l自jを総合しながら解明しようとしているり

前川.f0f 1I)J教J受は， 20世紀アメリカ批~:f ， J;えびアメリカ知識人研究を宇門符!域と
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しているけ 4'S'に1930年代の社会・え:~';:.J北， if を tjJ心に， 2UIII紀Tiiドl'のアメリカの思fl!

!とを政治I'I(J，t 1:会i'1(rlr;;!;に，]¥点をおし 3てiiJI'先している

ノt-:!lfi'尚之助教民は， 1 日 III:~~i去、l'から20甘卜紀初日'l'(にかけてのアメリカの丈'手と丈化

を j:.たるiiJI'先制域とする" q'\， に 111:紀~..::やモダニズムといったヨーロッパの以t判が，

アメリカではどのような50l['jのよ化となってI!fJイヒしたかに関心をもっているけ

ビ マークス外11i/人教IIlljは.hL11ffでT守かれたみを泊してI沼地域の立;化の比較を t試

みている υ 1911t紀後‘|えから20IIL'~clìíj.'I"ーにかけての比米，および)1 1I4;:(:J也hJiの芯人・

作家を{iJI究，(，J象としているが，かつて-i'tI(l(.liliであった，:I'iIIe/や米I.filにおける今日の文

学にも IY;/心をもっている

E 基礎科学科

f'l-"tは.Itillfを似介とした人↑I¥JqSイIのた11fr(ri:i'九から '1:.まれ.オi物を'r;.倒的にn忠誠

する体系としてのーイlーすると 1 ， ;)11.\に.その際、止った 1命~lt[ 'I"/.と tÚI~tlーを通じてそれ自身

の1)'.136的な運動の"命JII!を形成しているいこれにより科''f:は， .J以前のj生広と十111交って

近代 IIl:Wの治以に対して独自の枠組みを 'j え.その I1印刷句な)j{Jj日の N~~:t となってき

た心本学科は.この扱な制点から， JJUtの自然干1."[:の )j ì): と主II>.!. を.その1tðl 別的 1~

í~研究の'S~ lt に，ì'. 1肉l しつつ総合n~ に民 IJfJ J豆 JiJ する J さらに本íittlVf:それ自体に対し

て，その構法と機能，その以 IJfj の川微と法t!lH'/ といった 1!;(.fI~ 的十lL.山、から以 i々を加え，

/iiJ 11，¥に数J4[;f'I.'}:・'lr'j'rlH'1ぷ?. I~必t 知干干利'1ヤ|

と7光t駅↑r刊'1を十悦lはL山型野fに人れつつ， f十字iiJl究にlltW躍的民IlfJをもたらしうる!iJl"i't.n1tのIIJ

能'1生をJ宋究するにJ

数理基礎論講座

例今の対象及び関係の数期的考察から始まった数/'j:のii}f究は，その成果のみfNの

なかから.抽象化， ...~~化を続て.代数，幾何， W(析という枠を J出えた総介的統ー

的悦}，l.(をj笹1Vしてきた。 これにより， ↑伽例怖阿|々の'Jμlけゴ尖:のイ本4寸FT目f

かりでで、なく'より広範な対象及び刻象の考然にも~!lUJな式出が'j.えられるけ本論ドH

では，この様な現代的規点に抗って，数理現象を記述，考記号し， Jlj!解することを H

mし，その慕本的な方法を i，百科学との関連をも考慮して従米の作を超えた総合的

視野にウーって講究する。r，Qに， !?F!と的な発!ぷにも論1えすると/<iJII，¥に， Jii. ~こ既成の結

果の利用に憎まらず，将司〈のより高次の統....._.的な視点の終刊を;tlIljするものとする。

数理構造論分野

所属教官:秋葉知温， llj内正敏，加藤1E--，占野雄二

数理構造の把躍の歴史的発展を考察し，側々の現象の解析から主としてその代数
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十品J立 11命j用情]¥1， fiJI(村i"t14'.ifiのJ甲解のより統イI(J~枯し点の j佳作j と，その成果の問辿 ，iN

tl:'/:へのLυIJについて憎先する。

秋lR!J:llitIlWZ1"l:U:， IIH終 l~~，，'命をリIJ文し， IIH喚 J~i 1えびその Lの]JlllftをJ".なii)f究対象と

している、刊に If~J誌をfTめ・ICJII.な初、大jえび多J1'(式時の幣1¥'1刊.にl¥tl心を持ち，そのliJI

冗に努めている

山内 l卜一敏4'!zttは， f~ Jfi'iI別数と 1M];主した笹数論を研究している。保明 JI'~:r'(， tにヒ

ルベルトモジュラー形式のフリーエ係放の11術的'l"I，1}tを市lべることにより保引1M]数

に什|泊した微々の 4F数 I命i'1(j~.J g( を考察している。

力lillliH，¥ 助教民は， 'I".qi純代数1Ii'をiiJf究している .d 近年，女王II，ii命の色々な同 lili

に現れるワイル nr. ヘソケ}引の*~!，命に興味があり，とくに数珂物理 ~':f~ 的 J，~‘用を考祭

している i

lif野b:作;助教十創立，士fiF命をJb攻し，代数的もしくは解析的の特異点の1，，)I ij i' JJi[が持

つ夫現(I(Jγ/:'[qに興味があるのとくに，コーエン・マコーレー加群に関するー速のiiJf

究があ 1)，出にそのli)f'先を続けている。

数理現象論分野

川I，f，教山:止に|人J "丸山本山町， MlJ!J敬t.1t， I何HlllI公lE.松木敏彦，阿山 手:

種々の白然現象，干 1:会士)~~の主として解析的手法を月]し、た数学的な記述.及び角:(0

析を目指し，大出ーの附幸t{の分析によるー般的1l;(J'lj!_の解明と，その原理の他の現象の

研究への1.[:、別について講究する。

武|人J I~:教托は，多変数間数，;命を専攻し， とくにレピの問題を，複素身、I影全聞や

ケーラー多様体卜宇の多微な傑，"，:IXiiM&について研究し，擬，f1j:1犬領域と出3十fの関連を

解明した、，さらに.桜一長会:数の偏微分万程式の多frtliの角ff.の特異/zの研究をj住めてい

る0

'::f 4(~j-~百数段は，確率di命を専攻し，とくに， 1'11任i'Hi]のある系の平衡分布として

のギブス分布の端点の決定 エルゴート性 大域マルコフ性，及びセル・オートマ

トンの不変il!l]1立に付するエルゴート定瑚等の研究を行っている。

河野敬雄教段は，確乎~ä命を専攻し，とくに，正規確率場の軌跡、の性質， IU]数型中

心械ra~定理及ぴ、近波大数のi.Hli] ワイエルシュトラス関数なとーの確率論的尖関数1;命

の研究を行っているの

丙和田公正教J受は.偏微分方校式ii命を専攻し，双曲fE!方程式の解の構造，とくに

ラキュナ，ローレンツ多様体上のホイヘンスの原理等に興味が強し、。また.微分方

程式の解の接続に関連した問題に関心を持っている。

松木敏彦助教授は，リ一群を専攻し，対称空間上の軌道構造及び、調和解析を研究

している。
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ItLi 111 守口UJ:4'liJ'{は， リ-11[，命， リー(趨)代数"命を咋攻し， とくにそのj<J:Jtの指

J!?:，ユニタ'Jt叱約六J:J~の分1'S!についてiIJI'先しているリ Irz)止 I J: .1!!t:I以次}亡のリー(@

代数に興味を持っているに

空間現象論分野

，iljJ，.M:zu : ，;;. JI.j付iL 今|川県出， 1-.川1'1""-. fi f'í'1 リ J ，.~， 1-. L1Jリj

数，'?!こ.fJULる.JllJ象的な常11日における現象のみでなく， }J学系におけるカオス，フ

ラクタルなと¥物J型:'f:， 'lJ物学等の[U，J)虫，il'i利うどに刷れるツ~II\J における続々の.f>~象の

数'γ:1切手法による附析について，i，Yi記するリ

'ii J!::t"tlH文民は， ;1;モロシ一代数，}:を引攻し， [岳|摘がJfil、によって， Il 数~\のコ

ホモロジーに， #{ '(I~ なな 11本づ It を Ij. えることに ~rtll 、問心を1-トっている、

今l'可』見今日日J!d・2は.多rJ休1-.の様fpJ';::(I%W.i立をmk)i' f\:f~ 十[IHi:M';::t.!.J也にウって{i)卜先し

これまでに，栄IJI/I~ 憎j主や))乍:系の〉仕1"1・ (1'0 '1''1:質を /iWjc した。 mk ， これに微分幾何学

的tllf泣，特にシンプレクッチソク構造を人れたiゐ合のliJI究をi止めている}

I-.I llil["1 救l1:は.多変数惚J4 角l，~ 十lî-学を，y-Jえし.とくに解析(I~写像の!止似による不

動点の)"，J{)の点の手助をliJl究しているじ WH/i[切数の{(u:しうる ii(tJ-yJi:のJI去についての

レビの!日!日立も身者そしているU

h.f'i'1りJi主:lJ}J JH:2は， 1乙J>t.:命， とくにmk分}j{"1'Jに及ひ‘代金主幾M"f:(I'.;TiJ、を)fjl.-、て，

代数l作の火m，liむをliJ['jcしている、

1-. II-:IIJ JlりIJ.4!JJ'J:は，枇次J乙多係(ドのトポロシー， とくに[!日次 j己多t日本のHlf_i立を中

心に/iJ[.先してきた i 幾IlIfi:i'10構造をもっI!LJ;)~)乙多 ttH刊にとくにトボロシー (10 見地

にすつ代主iclHllIliのliJl'先に興"本をJJーっている υ

情報科学論議座

↑l'iNH込J:lJlJ主仰の苧析にともなって民[JfJした出!主的報化社会に采軟にk.J'LI::、でき.そ

のJ~1J立をNl初~I'J(J に 'Lかせる能力を備えた人材を育成することを UIJ~ とする、 '-学的

な民[JiJに隠された人[i¥J(1りな↑!?報処J曜のlWJrM，情報の l治則十億造の H~fi，定的な I!!1J liliなとに

ii: Hし，情報処J中l-t.H[:jの人IllJi市民jJへの以H持jに))点を附くの!l-i判lりな|付千五を列挙する

と以ドのようにまとめられる。

・人II¥Jによるf，';lIAの，Lf!..織とそのI，!!I，Jlllについての総合的Jll1!o/io，

.情報とその処:l'I!の肝!論的慕礎1・jけ。

・情報干|ぺ芋の数型tl的側i自[の解明。

・「↑百報」と l'う悦点からのお「しいアプローチ。

・科学・文化にワ・えつつあるi汁算機のインパクトの理解の

• r情報」の視点からみた数学，物理学，心理学 Ii両学の$Jfしい以[JHu
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• "l/~~1 隙を 111 しり七おi ししゾtllrlO) 以!lH ，

・， d"~~'.fたによる人 II\J のí11J .ìù íì~} J ・，もI， ~íì~ }Jのねiしい発IJ"L

・Il!'í;~ 険のマシ・マシン・インターフェイスの IjiJ~tへのlil fj j 

・'1，'i+l(ネソトリークi早川トーの，'tWJ'文化・十l会の以IlfJへのf4¥llj!f"

・クlJ-ーノ、ルな'Iii純化の)1(!l日を ic;える，パ←ソナルコミ 1 ニケイションの主{乏(え;

，')1'1:1比 l江(メール，データペース， 'Ii';総μj主・公J換などれ

・マルテイメディアへのi，~'111とその民!llL

r以'Uの|山11[1山[1品aωi

リ'['.tおj よ fび介"川I l;i J川3刊明I!わ';::う分j'-~肝lザ['0の):1t う分〉刊リ'f がイ心{{合i上一し. それぞれのアイテムを分fl[・協}Jしつつ

Jえずfにあたる!

数理情報論分野

Jijl，{i，r(i¥ : -1111 政i~. JII~:jø!;{j:命久， tYfll1 i'hiJ. fI前三fE久

刊行'ン1，';飢利';::の数日fl的f!!リIIIiに iJ(山、をwt:l~-C ， 次のようなl，( を I1 t'~'{ とするけ

・数';::・ dHiiJ'lh'・をた伐とするわ';NAfl"j':， ιij-.t廿lHl4・の数埋論(1')取扱い J

・放jll'(fl]Ir析のI治II}J氾L

・，ilt;'機を似介とする松戸の，ihJ:1lt'l向のWH'li'， 

'klll Jf~RlJ}J'{!H2は.カオスやフラクタルなどの JP総If~ 4'!i}1・の現象をli)f党している

iIIi止は，パデFJ!よ似の数liA}への!むJIIに興味を持ち，Jli A辿数，;命に~!lì l ¥ I'lJ心をJぶっている k

l'山':川f

ている これまでは i主:に JλI:~れ糾机，サ可吹!』良.;t11υ山11 己μμ11リj川千粁村f白1 うJ- i系r~ の放'/戸刊t吋:(1的l内q な H側!!印川!I目IJlí山刷íl川l日1 (それは 'F，Jル))1川州H"命とも t派来く

|以閃1訂!わつている)の/1州IJ川)1'允光をfわjつてきたが 11土i止では物'1"1:物fW学や Lq:なと'への1.[::，}l1の

， íli にも I~J心を判っている j また， まだIJ.(M.心の↓:立l府にとどまっているが， uJ千台分系

をl}l#れたtliql必(くりこみi庁，パターン I1手Iili:， シナジ 1 テイ・ソクスなど)にも興味が

ある!

間川氏ぃJlJ}J.{!!{.)-2 は，日刈1刊l'匂針1鈎~機干干利科:1ヰ|ト. I~学‘'j

のイ行社|上一様lωi記己ωj述主とその， ，川1.ユーザーインターワェイス， 分散オベレーテイングシステ

ムを iiJI 究分貯としているけ J~!." Ítiì(l~ 分担f と， ')三 I;~'~的なソフトウェアの製作:j，}._)j に J発わ

ってし、る u

U ii"{i;¥1久lJ}Jlは，コンヒュータグラフイクスおよびコンビュータの1iJI究をわって

いるJ4jーに. tlll~~概念の uJm化.動l山ij象からのイ次Jじh'; 報の1'111/1'，に興iI本をもってい

る。

人間情報論分野

所属教山・:111当日正明，杉jj俊夫，北山 忍 i可|陥消，竹本熊山

目標:人H¥jの'1'，日IA'Jl!，.J:II!的lH1J1M，とくに，認知， '-~F:合J ， 7iHff，発j色村.会的行動等
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を情報ヂ1-''/1'1'0に分析する能}Jを身につけるいまた，今日のi'n'JJ主的Wittl会において，

人II¥Jと11会カ;-11'(1(liするぷ|問題についても多1M的に45祭する υ

例えば，

・人 11t]の d，~. 勾 l学科機怖を解析し，これを人 L生fI能，ヒューマシイシターフェイス

等へ応、別民IlfJできること叶

・人II¥Jの精神的動を利ザ:的にとらえる恭本1'l0悦l，(を身につけた j-ーで. 人II¥Jj色j主の

品問題にかかわること υ

・人間と社会について，数理モデルや計ti-機による成年i解析能力をも馬lii'在して，

政策、f.~長に傍わること。

・人IIlJのIflilf メカニズムを ~fgl'併し I当 l主て、柔軟な 'hti報 ~J:IIしコミュ二ケイション

i可動lこJ党わること J

1宇が可能な人材の育成を n~行すο

山梨iE明教JtEは，統治ii命と，色、味ji命の観点から. 日常h・品{tの丈j去と意II，HPt;主の体系

的な記述とその数理的な形式化のfiJf究を行ってきている。最近では，特に丈il:構造

と総理情j立に主主づく.JiU命の問題と川治i主用の観点から比た日75・t-i"rHfのμl_gJ:11機能の解

明を試みている υ

杉)jf~夫教J受の専門ÎiJ'U或は，十 l 会心朋学，特に. グループ・ダイナミソクスであ

る。グループ(小集問，昨衆，組織， 1'1:会等を合む)の中の{同人の行動とグループ

に形成される全体的構造の問のダイナミックな付|可規定関係について研究してい

る。

北山 忍助教授は，ii.抗日・社会・丈化心浬学的観点から，次の--:i;i(城のiiJI究を進

めている。その第ーは，人間の情報処理過程，特に感情的情報と村会的h'it~の処理

に関する研究である。第二に，積々の社会的情報を統合する主体としての「自己」

の形態と機能の丈化的某般を，呉丈化問比較研究を通じて研究している。

M似f 靖助教綬は，計百託普遍'1主0"fi昔類型論のfl場から「ことば」に表れれた諸

現象について考察する研究を行っている。それにより明らかにされる r'l訪の諸構造

の体系化，形式化の作業に取り組んで、いる O

竹本篤史助手の専門領域は，知覚心理学である。特に視覚の情報処却における統

合と体制化のメカニズムに関して，心理物理学的手法を用いて研究を行っている。

計算理学分野

所属教官;冨田博之，佐野光貞

目標:分野としての一般的な教育方針として，以下の 3目標を掲げている。

・創造的な仕事や思考の発想・展開の道具として計算機を自由に駆使できる能力

の育成。
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-μ ，-t~ 慨を 111 し、た J~! ，.tの 11tl lfJに ffi.~l，(をおいた教ft l 

・自然JJL~ J!1! fiJ!{における;j-j"t:? 般の役;別についてのJ~!角干の深化η

'1，;，" 111 附之教J2は， 1 t倒的な物質系で起こるさまさまな~p ， ']"j並 JJL~の統計 lí'-)研究を

{ J っているリ例えは;二1冷した{~~~のような出fT系が熱、|ん{射状態に総干11 していく途'1 1

にはられる， jg!1' ，'1 のランダムな'ノ.~ ~\j (J'-)パターンの統，i!JfJ-!，i命などを1・I象としている υ

{O'I"，'じl'!lI}Jf".は， ~I.:*)~JI手動 }J学 .t.tをiiJf究している 引に， ;li 子 rlj !l~N J.l::，のfUIJ J(!i 

かん， .lJ/，l::，する 11i ljJ! 系が~J: IIJ 似分系である;~: {-系のさまざまなJJU<R(中自送刈象.~，j 

{，・lHi';i;!¥ j~ {'，!.なと) を'I'".，litll~ ，j命を丹1 ~ ¥(ぐイ1)卜先している，

自然構造基礎論議座

内然の保究において肢も);tf必l下J• 抑止(j(Jである物~~\f+?ii}f究の'日'みは，自然界を

え;門じするJ，J;本法川を限る過 f~h:'，素粒 fーの iti ミクロの 1:持!刊から多係な物質のH悦的

l:fP凶，そして'j勺iiの起マクロの|精lpjまで，より Jた本的なll;lf1jfを求めて次々とその豊

かな1:持Jt;l)I的構造をl円らかにしてきたο 本講ドf:は，このようにして捉えられてきた自

然のnK'1府川を IIJぴイI十町内・総fT的に拠え，それらを支配する呆本法目Ij・法イ三原瑚を

統イドJ tJU~から迫;J<することによって，土~~代本礎科学:の新しい民間に市与する。数

J引引用学的Jti，借用品研究と物↑'1科学研究の諸分野における現代的方法を総合して，

:k~:f;7. Iの十11 1工作 141 ， ヤHí・ 0)深化など自然の存在様式の統一的把出や，粒子集合体と

しての物質の新しい物'1"1や機能を探索する I深起に取り組む。

粒子・宇宙基礎論分野

liIÎ' I，~教yç :松川 村.十，11:松'j1Uミ，青111秀明， Jil.凶次郎，阪と稚H(1，杉山勝之

自然保の持つ素粒子から'f:Hiにわたる多様な附肘を，それらを律する法則tl:の!lk

JIjj_的関連という tpj話的双場から抱えji{し，素粒千物理学， 'Y:Hi物理学.数現物理学

等の各分野の伊l別独 1;:的iiJf究をぬー機的に結びつけることにより，統ー的な視点から

自然界の本本iLWJと本本原理及びその発現のメカニズムを究明する。

松田 打教授は，耳UJをiTむ素粒子相互作用の大統一理論として校目される趨弦

JlP: jl命の共役代数的構造の研究と，その衣現論の二次元統計モデルへの応用研究，及

ぴ軍い素粒子)6"1:.が期待される Tぜv (l01"の電子ボルト)領域の高エネルギー素

粒f'物理学の現象論的研究をしている。

楠松恒夫教長は，自然界の四つの力である弱，電綴，強及び重力相正作用を統ー

する上で重要と考えられる超対称性について研究，特に超弦理論に関連した二次元

同所超対称性や共形趨対称性の非線形理論を調べている。

青山秀明助教授は，場の理論でのトンネル効果の理論を，汎関数積分法を用いて

研究している。特に，その虚時間と複素時間形式での理論の構成に大きな発展があ
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1) ，ぅJ41J〈 j'ーの f~()::'X験等でのトンネル効果の解I~JがWJ1 .'i':::' a Lる、

111.111 ;大口 lí llJJ .rUiは'~Q:相対論と~~ f})学を本1世に.初!!)j'j': '1 i iやフラソクホール

の11.¥"/Hm也をli)J"JEしているο また， ~ J-:'diの大胤I~I品 i立の11':成機構を -J j:，p)~ JI:物 JI~学σ〉

制点からidI究してし、るο

|以 LWII(j助教J受は， 'Y'di のm;査の起il~(である初wn:'iÌ iの物自の進化，引に JI: 'f-街
羽象について研究している。そのIHn也とf!lJ述して， h~: -{-a命におけるカオスの役割に

ついても {i)ド先している υ

杉IIIIJ毒之助手は.起j弦用品について，そのM共助効果. ~Dn;r}~:，'， (i i;uJdZのMkJ性に

ついて政flj!物JI~学的，;-)易で/lJf究を 1J っているい判に， 1111 がった ~If ÿ ~; t 11 S: ~J(: {プJラビ・

ヤウ， K:lなど)への弦のコンパクト itと A.:花超共形代放の特'1"1，伎のソリトン

モードによるJI県動効果をJI:料JI三シグマ悦唱などの伎十I1的場のfl]!，命のケJ幼から解肝

している J

物性基礎論分野

/i}I 1，1i教't'¥: [;干IJ明博.林 fI介， '{:，; 1~嘉久，氏本~ :， 大I;iトキ(-， i坊山刊すに j立

ド敏則，深J己t{)j次t ~J~ ;i位相之

現代の物質科学liJI 究は自然に (rイ1: する，iM0 t'[の物'1"1の fiji( 1 リ l とその L~:Jlj に 11" まら

ず，これまでにはない機能をもっ析しい物質村|を人 UI(Jに印J1)川すぷ迎にも及びつ

つある J このような状i)cを踏まえ， 多f級品な物白札"必1市打村相1の物f刊|と十構待i出立4

fT坑，T[のj刈J学的， itJ: ~UI~ ， li}.i気的，光学Hサ;lM投能を主配する点過fJ¥とその|あ})効果の究

明を， 制別物↑'1:， í例I附4別子i法j去;の t付仲't'を J占起脳t巨也1主{目i え fた~*む総k=:f什「的}悦札\l比l.'点l

しし、吻h以4引ωIJ間i別日をJ搾来る O

林 fJT介教ほ，大白トキf-助手，il~i量抑之助手のグループは L として，紫外線

カ冶らiiJ十且〉じのiif[j&で.光と物質との相内 {'I:m，すなわち， )'(.を1初1ft'-=J!({射したとき

起こるガL象を対象として!日「先を行っている》それらのm象の If'-C特に ~(i: 1 1している

のはルミネッセンス(蛍)'e，燐光)である。ルミネソセンスは1初11からb土砂lされる

光であり，}むを吸収することによって物質|付加に作られた過iJ主的な状態変化や電子

巡動に閲して， 耳~1.tーな情報をヲえてくれる。

毛利明|専教ほ，渇山村守似Irl，道 1;敏t!IJ助手のグループは. プラズマ万三本物性・

粒子ビーム・核融合を対象として， JP中↑'1:，プラズマである屯 f-14Jの JI:%)~JI三挙動やエ

コー，極低温凝縮フ。ラズマや電子i包70ラズマの形成とそれらのq.H"I:，D.[[(':l核融合，

等の実験・解析を行っている。また， Iよ物質プラズマの性質を10Mべる 1I的で陽電 f

プラズマの閉じ込めとその制御の実験を進めている。

1河本嘉久助教授，深尾浩次助手のグループは.高分子lえび鎖:I;I(1'{{幾分子の構造と

動的な性質についての研究を行っている。最近のテーマは結M，I;.Ji:長等における構造
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J I'~J&. ガラス Ir!..~; 修，モデル系としてのゲルの依J~~. fill 長 ifiuj' における尚分子鎖の'~

JI:~ と l恒例!などである

止¥:~-:: ~\ '，UJJ教J21土，存在，';I'}J'γ:の，f(})"j!: (J() J，I~i淀川けを LI t行し，火山 11iI主力学系の I~土

倒的 'i(})'}:の十111と1'tIUJ() if:九lI 'l.t との I~JÆについて iiJI'先している J 特に，モデルと

して IIJ)並セルオートマトシをけれ、ることをflcllt'iし.その主払J)''j!:(:ド:)11&るY!fJ"、について

l州べている

N 自然環境学科

近代干1'/1ム人 11\)を 11) り在く[，然J~~Ui'~の '1' に fì}II' 'I"'1 を姶はすることから始まった

と"える それらは反体のJ生動の角平明であった 1)，物質の恨iJJ;lをJ15ることであった

:J， また， 'U旬以のi正化!'X:いは'1:，f本の機能をIq早川することなどであったひこれらi市

利;tが，'，然環J立を ，i.~，，ii;X， Jf[¥ liji(するためにとった手段の多くは， ..<J 象を'~~ミに分解し，

I~. ぷ['，身の機能の究|リ1 ベJ 吹;ぷ 11\) の I'!) 係(iJ;lil) )を(~)らかにすることであった l しか

し，今11におJ"Iては自然成.Itlは， もはや人聞の外にある研究上j象に 11ーまらず， 人HlJ

Cl J.'_{をも ffめた惚fTシステム， ，)!_には地 J;Rf.J;1f~と人 H\) との j主命共jiiJ休という nI11i在を

波;kするようになってきた i これには， 人11円がf.iiU克に}.Jして働きかけをしてきた枯

れとして'1じている， J也J;j(. '1-:物 f~'U先令休のTi的安化もしくはそれのJJÌjJt~につなが

る危機IltぷがHU伐にある 自然f.íiut~のかかる事態を迎えて，人 11'，]にはMが1 1'，米るか.

Mをなすべきかが今11:)われている

イヰ'下利 'Cは， I'"i~ の， i YiIl \j 胞をwwとするため. このようなじl 然の J~Ujl システムのì'~:I~

JHIIj. ì主(サブシステム情泣)はもとよりその令体僧jEの把trí~ に努めると I'i) II.~ に，サ

ブシステム 11'，]の相 1(./立11永十Ijll~作}/j などを'先明する 1 これにより，自然f~Ut~ という

システム総f{，O).i'll動を，iJMべ.かつ，これが平衡を保つための解を;Jとめる， 1Ji:せて，

'fE似的には f~'i.l立の変化から逃れられない人 H\jの，環境変化へのj幽)，ì:.'I"1 やノ/JHにわた

る健保保刊の諸条件:について/!JI党・教ffするい

物質環境論講座

人/1¥)をとりまく環.ltlには係々な天然物質や人 L物質がイ子千1:し， 人間jはそれらとか

かわりながら午:，iriーしている それらは人間にとって必安不 IIJ欠なものであったり，

{(~i::無益なものであったりする i それらの物質は Ib:]引の機能をもっと共に，自 r!~ y~ 

のL、ろいろな't::1)，/によってその構造を変え，変化してし吋動的な↑!!Ijlfljをもつの

本講wでは.自然保に介:{i・する検々の無機及び作機化合物ならびに'l::1:本分 fの微

悦的構造と，それらのもつ機々な機能との関連を究明することにより I fJ;~.t;'í と，iJtJ 平 11

するの'JlJな物質をデザインし， ，(il)り{I¥すJii去をliJf究していく。また， '1:，体系も含め
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た化学!ぇ1，[:;、のメカニスムを解IYJし，その制経IJi去を峰、7ーすることにより)!!r，川な物質

を凶作することなく [1的の化介物をつくる方法を|日l拾するけ .jj. 地球 lーの自然環

境における純々の J己主や化fT物の分布・術}誌の様 fを，iJRJべ.化学的な、'i.助から自然

の令{材l#j;i!えび動態を附IYjする"さらには.人11¥jf.!{p'l:IIIiしつつある地球開地の史、化

を|山ぐため.新しい機能をもっ材料を設，iIするとともに，析しい工ネルギー似の開

党や資ih;lのfJfifJ;1干IJ 川に r~J する/1}卜7E を j生める υ このような lill 究を通じて. .f比々 をとり

まく f~~j~の，t，の物質及びそれの '1:.体に fj- える;::.;~~~~に付して lE L ~'，出:減をもち，政治、

な創造'1''1:をの会する人間を育成することを tHI1す.)
物質構造論分野

所属教行 n十liiJ 弘，付中耳i利， M;場Il:JI{j，杉111作人，制度 デ，松JJ;(Jf:di.Hi部

勢ilt久

本分野では，物質の微悦的構造をゆjらかにし，その構造と物質の竹質・椛能との

関連を究明する。また.自然成境における物質の動的変化について，物質の偽造と

関連づけて考祭するコさらに，環境における物質の循環・動態を詳細に分析・把担

し.地球環境保令のために効果的な手法を探究するの資源やエネルギーの11日出につ

いても，物質の構造.'1''1:質・変化といった観点に伝って.その解決のための本礎を

構築する。

J i仲iJ 晃教隠は，電気化学を1引可とし，電解槽や電池における:主流分布の角材I".

エネルギ-lrj'i両用 lおj品電池のliJf究. タングステンなどl耐熱金属の屯解析11'，の研究，

二階化硫黄や窓素酸化物なとεの電気化学的挙動の研究を1)っている υ

村中豆干リ教J妥U:. i¥i¥安定相の円安化物(主として般化インジウムおよび門変化スズ)

を真常蒸者j去によって合成し.その化学組成.給品構造および物性等について研究

し-cし、る。

馬場正HI1助教J受は， レーザ一分光や ESRの実験手段を用いた分 fのIH)J起状態の

研究を行っており，発光，エネルギー移動，あるいは解離反応等の励起分子のダイ

ナミクスの解明を目指している。

杉山雅人助教授の研究領域は，地球化学および分析化学であり，水l巻|における物

質循環の機構について研究を進めている。また，環境認識のための新たな方法論を

探究している。

鞭亨助 手は . s-アルミナ隔膜を用いる高温二次電池の研究から，溶融塩にお

ける金属の平衡挙動の研究を進めている。

松原孝治助手は，物質の構造や機能と分光学的応答との関連性について解明する

ことを課題にしている。現在，電気化学反応の機構や光増感色素分子の会合挙動な

どを光吸収j去で調べてし、る。
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川 i~ilí;外;!，久U}Jr 0) 1，'/1"1は， !I!H記材料化学である，おもにJI珠山Jillについて，そのfT

!ぷ・物'l"lil!ll"Lと代わせて， tIIj.j立をf卓々の分光i去により』制べ，材料"止';'1'のJ場から機

能性ガラスのInJ515:を 11mしている}

物質機能論分野

J iji' JI.fI .J!!(i' ¥・:大行j"j' 1品1 011よりj，花川偵ー， 1111]良平 Jj，奈川健 4

本分~ffでは，自然保にイ({Jーする物質の機能とその構造との問j主を桝析し.それを

)，t~稔としてj東山との調和を，[;しさないの附な機能あるいはよりすぐれた機能をもっ人

n~} 1'tゃ材料を i泣 j ;Jし， iilJ裂する}jiLを似|究する υ また，物質!えI，i::.の本質を解除jし.

そのililJiMli);を 45J先すると Jtに， $JIたな物質変換系の|耳l発を追求する υ さらに， '1:体

の持つi~れた機能に ìì ， ll し，その解 IJjJ を[:xl f)，新材料開発のJH主|となる以煙を掠る心

大Ytjllj'， '.JfZf'えは， ijí 私有"が阜{十;の {)J~比を中心テーマとし， iji 械の1:1:1必.憐造を考察

している 1 またこれらのキラル場の研究~:，'i*から，イj機化学一・般の!ぇ応機構を解明

することを"引去にしている

|前J W;ιリj教+1は， $JI刷機能'1ゾ!無機材料の開発を目的として， とくに水熱合成の

子段を月J¥'、て， )1一、ド術系のj霊移金属惚fy限化物の$Ji物質の合成を試みており，それ

らの十位i立のWilVJと物件のi!lIJíιから十九íj~ 'I''I:の 'Jt fJl を jι;}としているけ

イ化ヒ印i日川JJt付似t自! 教十託2 は.1熊'\昨\f，刊t機先削{付、サ~'f'料'1化，小、)'下;::ど:を匂IIlJ比と しし， JI:寸ふiA山仏lhl

究を fわl つている J 引にフブuラスマを H日恥1いし、γ〆てぐ)~二 til! 質"滞.布苓削!脱l悦史を{刊'1:成し' その物'l'ti!!lJ定jえび物

↑til!lJ定訟のIJ日党に努めている I

111 rI 良、ド教民は，イj 機余 Itf!， 化合物のli.J，i::~特tlーを ;li )+J した I当選択的環境jJ~凶]!~J イf機

!λ比;の|耳H1Iと，そしてそれを利mした尺然物ゐ機化合物の高効中的合成プロセスの

[JI]')eを行っているο

!擦H11'住-lJ)JT-は)霊移金属の門じ1，工場|巻11)']における新規な物質変換li.I必の開発を行

っており，新たな触以!えLl::.，f:の構築への発民をf-11fiしている。

生物・地球圏環境論議座

地球上には，人IIlJを作む動物， tl白物， [*i~ti などさまざまな生物が共存し， '1二物自

身が， 1也の生物のJ.i;l.tti:として，相内:に後維な関係を作りながら生命活動を??んでい

る。本i~\):H~では，そうした人間を合む有機的生物環境を一体として捉え，それが成

Ilーする法WHtを隙りながら.さらに未米への持続可能な生物環境のあり方を考然し

ていくと líiJ時に，これら生物のイヂ伐のiHJ~の本盤である地球環境を，単にfJI.庄の地

球環境の動態解明にl上まらず，長いUa間制上に瓦る変化を持つシステムと1J.Eえ.地

球環境の総合的な理解を目指す。
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地球科学分野

!リ íl，1i，#~山:うそ lIJ-r， iI'~ JI 敏， イ;IIII;'()人， )( ~1政宏
川{ド j也上i とその|に IJ、がるた二代'(旬汗を ff む地球f~U~~ 0) JJU)~ を})''/:I'I<) !えぴWI析的

f-ij、を1[1，γよ111J ~.)かに寸ゐと!七に. 十Lf'なJ也'('[f十に Îú~J:Aされた過去のj也上p~υ~'lの没、

還をttvt人1[.(ることによ:)， J~~J~'~ilの 1.''t't 1'1せなfyI(IIJJをIHl1す

うそ り十 m ぶ土 1/;，イ j'/が 1，'/I"tC'，マグマ'Ít 'l:の i:ìlt/!Ï ・ IU) 条件，その，~iJl;Î，物質

の化予的!I'l i践を I~~ ~"f} 条1' 1 とし 'C. J也f;kl人.);';1;のダイナミクスをl刈べている

il'Y JI 紋助教托は iiリif物J'll';:-がl、り I"Jで，数111(モデルによるシミュレーションや，

本IJ'.)での討dドjミ!級によ:J， ~ iリifーのj、il{if~l 0) })'芋を l湖べてし、る!

イl川114人1I)Jf.:よ， ，'i J也 lè~í:'f:が'，'i- I"J で，過去の地上ドM.Ý)劫を lusi している日イ iの白
~-';:;I.i~W{ Ioi~ 化を iHリ定し伐W{flj，~化の }jlí，) の会化にあらわれる地J鬼の運動形態を，;I，';J べ.

11・に 11~，Ij 'J ，I: ，j の tlli.ìûì主動の Jr~1L~ i'ぅ、ら日本 iï/j の 1'~IJ.\t .ì品 fI: を川らかにしようとしてい

ゐ

大 ~ì f1~ 'b::肋 Fは， J也'，}1'，/:が 11/ 門で.フレート Ji't卯凶で 5c'l する j也UJの iJ)U，~にはら

れる11般的なフ J イズを解析し， 11本が'J):，jにj主み込むプレートのJI';:Iたや|人);';I¥.i主l主情

出をlリlらかにしようとしている i

生物科学分野

，ili-1，1i，fz行:九111t::民!iぷ1; I'.¥!' i'J安J:I;)ふ(川名作法， ，~~野恭 j七

1-'，HJ'では泣い r-， *III1J包とその卜1:~;なとの 1 ケロな視点と，将の変民と j自J.~"動

物， M物， I~i 弦!の f~1 :)~ ~となとJマクロな m...'.': から，ノ1: (;iÌと fJ;U~'í:のかかわりを W(IVJ し，

'1物1'1なド1:!~の憐 IJJ(: H としての人 tl\jの i ，fi動のあ i) )j を '1 物利 7 の \~i)þ)jから JJiぷする υ

)LI 1 1 I~ 唯日甘えは.定作屯 H@町北によるキIII1J包|人j担微細|構造の制祭を i、'/1文している。

物体を伝体的に制討をしうるこの山微鈍の特徴を'1ーかして，細胞を液体宅ぷの'1'で凍

結.'，'WWfする 'jiによって， H.j:・染色体などのそ次Jd昨造を解析しているノ

! i{，i/; I ，.\i:#z托 lム十If(物分 tÍ['下・ JI 三n.~~7: を'.'i- I"J とし，主として fjf(物のキUL*故や日:YIll・の

拾'J:.ì~ f't:(二現れるさまさまな q.S:'f'[に民づいて，被 rM物の，;Ufc;1t化をJu;jとしている J

羽 ú:の liJf究対象の多くは熱，;i;;から I~j '['-.f;J(の十1M!!)である。

h'交正1;夫教托は.細胞生物学，分 f-生物学.'1=}明'1:化学がりJ・門で， iJ'f (J 'f'[やi宣伝

f.の憐造と憐能のl'll係を調べているけ

{侶佐4主:111膝来抑R彦与

構造と機能の関係をf研d岬f究しているけ

1幡野恭子助手は.捕物細胞の形態形成に関する研究を千jっている。主に泌鎖を材

料にし，生前fJiiにおいて細胞や細胞内小器uにおこる種々の現象を光学及び電子・顕

微鏡j去を用いて明らかにし.形態形成の機構を解析している。
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環境適応論講座

本"NiH': 0) 11 (I~J il. フイアサイ Jーシスに I~I-.jる'，'/I"I .r-~Ti をわうと l'i) Ji，\に . J:~! i7: え:，f:

の';j'J;(!t'H:とらわれ必いIlli，¥!j、い1rll.'，'，'、かん人11¥)をとらえることのできる人材を結成す

ることにある 本川町 H'、のうイフサ í_] ンスに|対する，l~lf'i'を修めた人材カ， ;1午米の1111

1主izHけ|去の寸[/司オシリーーグーとしてiMNすることをltJJ('，している I

.f.lW;XlリJ(j:. '1， "i' rft 之i曲・ ;lliL¥-H止を JIUAU1~J( こ 7叫4 させ.物T(的に ftかなfI

17をf'l::) 1'1'， した さらに，人川の'Li，fjツド11¥)を'j-:'lIiにまでJ仏大しつつある しかし，

その }j'C公'II;ベ， JililP~1!t~ の{lJUJ~~. 人11¥jの自然'["1ーの氏リとなと¥ 人Ji(の'Hfを作かす

:1J~i\Lが '1 まれている 本l品川尻は 1" 然的・人 u下JJ~v-t~における人 11\) の身{本n<.J .心開

f内j歯止mをライフサイエシスの ¥i.JJ;jから分析するとともに，人11¥)の'J:.{f:と，iJMfllしたIit

.tt，1条('1ーをfy!{川し. 人11¥)0) ，:附t~能を )C)主させる /fiJ; を I切らかにしようとしている、

そのためにJ引先 JI釦ふi~ì ， ;WJ'-i': には， 'J:.1イド )1皇 l必 l命と j~五動 j@J，l:_;S命の 2 J]-9!i'をl泣けた υ 泌

~HIII として， 他UHI-';::， J~1杭 )1主 J，l:_'，命 ， ')Ui 'Íc)主，i~û ， }Jll向(i諭， 上京_I~'L土~t ，:t ， 休}J科

学)正動小i1ltJIHii. 辺動;制白制同附|リ山H品削仰j削刈IlriK，仏j

lはiカか、にi以!.If口1J付I;{ . KI¥1:' 'j~y.'{ ，なとをれっている、

生体適応論分野

lijí l，f~ 数日Ij)村佐 J.-.:[! 1; ，小林iU.::， 自ri係i:'liUm，WHI，i"i('I!Iij， [l lrj ，~\ 介， 'i(:川i:11 ・!U)

;f.l~f( 人を 11)( り在くさまさまな崎山'~;1)ヘ人11¥jの箔j主・iJ比人的の党:1(1'• -t1じ さらに

ヨ体の'11 i:iÎ\' ，[，'1 などに 1えはす ;j~.; ~~，~;をライフ +j' イエシスの \r)幼から分析する』これらの

分併を通じて， 人11¥jの'L{rと151耐え.litUtを守るための品訂後を与?祭する l

Ijl村，':t':.LW;教Hは， 1本 }J の主化JJ~ U~について iiJl'先しているけ H~}J を i J・ ~iJJH~}Jと1;ぉ

i!，')休}Jに分け，それぞれの老化のれ!立を!日小(1なにiHlJ'，ι;f!Jlliする Jiil、を号案ーし司 それ

をもとに"I，jr;-の問Aや十loX:iこついて検，i'lしている!

小林茂夫教Jえ(;J:， mq.:トーi'il;(1t:i}"t訪l節q，t1{J スライスi!"U主交千手ニューロンからパ

ソチクラシプ;:cHし， iM.1主受れチャネルを角~I~析しているさらに，そのう上('機構の

解析に;ffiみつつある u

船橋新太郎教J乏は，生1i!別記憶の-.l重である作業;t~'出の神粁機併の!切 IUJ を Tーがかり

にして，前日~'{連合貯の機能や思考. -tlfin命なとに閃 Ij・するIJiA内機構の州中刊:)tl!'?的M

究を行っている。

iJtfH，沌輔教-t1は，高iMi1ヒ干|会を迎え， ef(法制:を搾}す成人病について， 位(ムと食事

. j~動など環境技q_!Jの問わりを r!，心に研究している。

田中真介助手は. Æü;{-異常によってjJj.:l主発達障害が発生するしくみを &~Jべてい

る。特に遺{ムJ 訟の変異と 1<.現胆(異常)の関連に焦点をあてている。
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安1I1i;'， . f!)jllJJ下は JJ!.代人の栄}i:W11正と成人:}ji.jとの閃係にii'llし， JJI~il日'J ，料'iJノ!と 1，Aj

を'1'心にその'ie:l，iJのメカニズムを '，j('L~怜1'f:(I(J 子 ì l: を)11，γ日i)1冗をしているけ

運動適応論分野

， ili l，'・faX1\・:千円以1I(1(~ ， 松川iu" 小IlIfiIi'l'
人 11\1 は，身体Ji1iJJ を i山じてJ~Ut~ に働きかける、その，)ミ践は，人 Ij\j に， t)'j!的・心理

的行，)日を引き起こし，人jitJ1 J動の変存をfh':すい本ji!l!i'では，身体Ji長)]が人Iiりの身体

に及ほす!?3741を，ライフサイエシスのli);で桝fifjする a

イiI¥;CII日成助教J毛は， {計十lbHJJ ニューロンとÍ'j)jií'~ilMí の組織化'下 (I~ (i)j'先を f Jっている 0

l\ に，蛍光色ぶーをHlいて筋線維の主配巡動ニューロンを I"J\とし，その~rlミ ìIi↑T水準

と筋線*IiのJI'{紛・ it謝別性の問係を調べている J

松十l疋i助教，t'i(は. ，t， ff{ t'~科系における 1J 主力発現と|砲 II:~;運動の;~Ij御メカニズム

を， tlll粁'1:.JlI[ ，}: J'I~，和11粁革SJ'!!~引'I~ なf:ìL を )11 し、て解析している。

小川i'P'1'.1的投H:は， 1，!，jjWJ'I"'lfiれI'，)J'IHfiの;1)lJiJIJメカニズムを.筋i1L1::<1， JJì~il主 j!Ë動N

j，m ilt ji'，ーなどの"正午γH'i!'}: 1'1甘f:i去をnJ， γC解析しているο
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2 大学院文学研究科・文学部

A. 大学院丈/?1iJI究干l.丈学部の概要

I 概要

大学院よ学M究利・よヴ:i\:!~の x .j 象とする学r，ij分rr-は.炎上 2にぶしたように，

きわめて多係'1"1:に日み， しかもその多様な分野は.いずれも人間そのもののあり }f

についての最も本質的な際水を[!指している。大学院文学研究科・丈学部は，すぐ

れて|付姶的な生fIの'n.みの自覚的逆行を共通にする研究教育の場である ο 大学院丈学

研究科・丈ザ:ì}fjの?II~J は，分野によっては定村会の要求から遠くかけ縦れているか

に見えるかもしれないが，かけi物れることによってかえって深い嬰求を把揺するこ

とも可能となるのであり，いずれの分野も人間イ手伝の供応に関わっている点におい

て，つねに先取(I(]な十H買を 11えるものである ω このことは，大学院丈学fiJf究科・丈

学部がこれまでわがlfiJのとj!:体I・思:tHに来たしてきた貞献をふりかえってみても.領

カ寸lるところであろう。

文学部本館

大学院は、子成 8if (1996)に再編され，

丈|紋文化学・思立1丈化学・歴史文化学・

行動丈化学・現代文化学の 5専攻16大議

以から成る。それぞれの専攻には人文科

学研究所の教官による協力議ĴV-:がti生けら

れ，さらに~員議I~k も加えられ，これに

よって大学院の允マだが実現された。大講

wはもともと「砂f究室J (教宗ともよば

れる)として，専門分野ごとの研究・教

育の準位であったものを慕縫としている

が，研究室を幾っか合わせた形のものも

ある。学生は大講座ないし，それを編成

する専門分野を選んで、分属し，長い伝統

のある「研究室」を通じて教育を受け研究

を進める。「研究室」は，教官・大学院生

・学部学生が共f;iする学問の場であり，

この場を通じて教官による指導のみなら

ず，後輩に対する助言や相互の切瑳琢磨
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が日々営まれる。

学部は人文学科から成っており，哲学基礎文化学，東洋文化学，西洋文化学，歴

史基礎文化学，行動・環境文化学，基礎・現代文化学の六つの学科目を編成してい

る。教官はすべて文学研究科に所属し，学部の授業を兼担するというかたちになっ

たが，実質的には学部と大学院は一体のものとして研究・教育を遂行している。

表 1 文学研究科の専攻と講座 表2 文学部の学科と講座

専攻名 講座名 学科名 学 科 目 名

国語学・国文学 哲学基礎文化学

中国語学・中国文学 東洋文化学

文献文化学
基幹講座 東洋古典学

西洋古典学
人文学科

西洋文化学

歴史基礎文化学

欧米語学・欧米文学 行動・環境文化学

協力講座 文献文化論 基礎現代文化学

基幹講座
哲学・宗教学

思想文化学 美学・美術史学

協力講座 思想文化論

日本史学

基幹講座
東洋史学

歴史文化学 西洋史学

考古学

協力講座 歴史文化論

心理学

行動文化学 基幹講座
言語学

社会学

地理学

現代文化学
基幹講座 現代文化学

協力講座 現代文化論

(共 通) 総合文化学

文学研究科・文学部を構成する教職員及び学生の数は下表3，4のとおりである。

表3 教職員数 平成9年 5月1日現在



大学院文学研究科・文学部 95 

表4 学生数

学 部

966 (344) 
( )は女子で内数を表す。
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E 沿革と現状

京都に文科大学を開設する計画は，はやく明治28年 (1895)の文部省の京都帝国

大学創設案の中に見えている。しかし日露戦争の影響などもあって，法・医・理工

の3分科大学よりも発足が遅れ，明治39年(1906) 9月になってようやく実現を見

た。ただ，文科大学の教授就任予定者はすでに明治31年-32年 (1898-1899)に留

学を命ぜられて海外に出張し，帰国後は文科大学の創設に当たっている。また図書

の収集も創設以前より開始されており，文科大学設立には相当に長い準備期聞があ

てられていたのである。

開設の年，安藤昌益の研究などで知られる狩野亨吉が初代文科大学長(現在の学

部長)に就任した。同年に哲学科が発足し，翌40年 (1907)には史学科が，翌々41

年 (1908)には文学科が置かれた。創設に当たっては，既存の東京帝国大学文科大

学とは異なる特色あるものをと苦心が払われた。例えば，心理学を独立の講座とし

て置き，中国哲学・東洋史学・中国文学を互いに分離させ，史学科の中に地理学講

座を置いたことなどが特色として挙げられる。そこには，学問それ自体の要求する

実証性に即して研究教育の体制を打ち樹てようとする創設者たちの理念がうかがわ

れる。この理念がその後の，自由で内発的な本学部の学風を作り上げたのである。

教官人事においても，学歴や職歴にかかわりなく真に教授たるべき学者を招轄す

ることに意を用いた。東洋史学の内藤虎次郎(湖南)を新聞界から，国文学の幸田

成行(露伴)を文学界からそれぞれ迎えたことなどがそれである。こうして創設期

の文科大学は，以下に列挙する絢瑚たる顔ぶれを以てスタートしたのである。

狩野享吉，桑木厳翼，西田幾多郎，朝永三十郎，松本文三郎，狩野直喜，高瀬武

次郎，松本亦太郎，野上俊夫，谷本富，深田康算，米田庄太郎，内田銀蔵，三浦

周行，喜田貞吉，内藤虎次郎，桑原騰蔵，羽田亨，原勝郎，坂口昂，小川琢

治，石橋五郎，横田耕作，藤井乙男，吉沢義則，鈴木虎雄，榊亮三郎，藤代禎輔，

成瀬清，上田敏，島文次郎，新村出(明治末年以前講師以上就任者)

これらの碩学たちによって本学部の学風が築かれたことは知られるとおりであ

り，それは今日まで脈々と受け継がれている。当時の学問の気風を伝えるものは，

雑誌『芸文』の刊行である。明治43年 (1910)，教授全員を評議員として京都文学
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会がl没¥'lされ， tF!?: ・!と~~'f: .えヅ子:のii)f究と i吟』えを rJ (1'0としてI，，'J， l~; が吃|ーIJ ，された。

r i'~ )(~は1I({干I1 6 ijo (1931) の市冬FIJまで22年間にわたって FlJhされ， 勺Ii!Jの得手力と

して|年盛に lílJ かう人文科学の ltl: 界をリードし，知誠|府級に多大の;;~.;科:を Ij えた。

~~(者lí 立~/7: 会と、ド行して，各 l}ll"J 分野に於ける午:会も l没守されたけよ.;c初'~i'f'J}:会.史

学:ij)f究会.主Dli学会などがそれである υ 1I({利WJに人ると，さらに lりI"Jにうf化した'字

会が'1ーまれ，五(都λ"手会のような総fT的なう!:たはそれらにj且をゆずることになった。

これら専門ザ会はそれぞれのう月「におし、て令1..1の学会を折砕するP:il'，':を Iliめて現在

に占えんでいる。ちなみに， 千成 9年(1997) .fJ[ u:， 文学自Ij各事文京にす1務}"jをもち，

専門誌l.を発行している教えミや学会を挙げれば，次のとおりである(カソコ!人jは誌名)0 

ょ，;(都村学会 (fFI学iiJf究).古代科学会(メトドス・市代析学研究).ょ.~(大rllltt科学

研究会(中lll:t'f学研究)，京都大学fqdtjzd命ls.FIJ行会 (t十‘九命最).)~践科学{I}f究会(実

践村学研究).心開学研究宗(心理学評論).ソシオロジ編集委民会(ソシオロジ)， 

京都大学主主管教学会(慕符教学研究)， イント‘思想!と研究会(インド思:ti.¥IJ.: ii}f究)， 

史学長術!と学研究宗(定手:美術史学研究不紀梨)，中|宝l利子:'と研究主 (ljl[FJ思想l史

研究)，京都宗教村学会(宗教ff学研究)， i止iHJfq-学研究会(近tlJ:科学iiJf究).史学

研究会(山林).東洋史研究会(東洋史研究).内 i~j アジア研究会(州|十J アシア研究) . 

考古学メモワール制集委員会(考古学メモワール).国語学l玉J)ヒ学M究本 ([EI消ドl丈)， 

Ijl [五l語学中l吋文学研究本(中同文学割0， .t~ J-tl: (.t~ )干[:"命叢).ブラシスI，fi'Y:フランス

文学研究宗(イム丈研究).京大英丈学会 (Albion). 日本阿洋 L~'典学会(j:I~';r: I~î典学

研究)

さて.大正 8年(1919).大学:令の改正によって丈科大学は丈学部と改粉、された。

第一次世界大戦の終結した頃ーからIi({利l初年にかけての時期は. iiIJ，Ill:JUJ以米の学部が

ようやく次の段階を迎える時期である。この新しい段階を象徴するのが，文学部本

館の建設であった。大正 8 年以来の旧市Ij高等学校の増設にf'ló し、丈I~f: i~TJ の''/生放が年

々増加したため，陳列館(後述)を増築したほか，本館の新営を開始し，昭和11年

(1936) に完成された。

大正から昭和にかけての丈学部の充実期ーその“古き良き時代"はやがて一転

して戦争の時代へと突入する。文学部も様々な凶iでかつてない危機を体験した。そ

の体験のあとに，戦後の大きな変化を迎えた。男女共学の実施，学制改革， tfr制大

学院の設置などにより，大学教育が広く社会に開放されることになり，本学部も戦

後の大学らしい相貌に転じていった。 ff学科のなかにあった教育学教授法講燃が，

昭和24年 (1949)に新設された教育学部に移管されたことも，特記すべき改革の一つ

である。

戦後の社会の激動に本学部も決して無縁ではなく，時に様々の事態にi的面した。
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その前大なものは， If{)利144年(1969) 1月に始まる，いわゆる学同紛争であろう J

しかしそれらの!日jにも研究と教育の'討みは続けられ，多くのすぐれた人材を 111:に送

ったリ教uと"f:'I:.が":?111j I二の光i主と後進という $M街な人間関係でむすばれていると

ころに丈'手白I~1!虫特の気!瓜があるカf，この気j瓜は敗戦後50年の激動を料たノ)'flでもた

もたれている J

戦後にはliJf究教ff1+:;!;iJも整備され， j町下1'1'世イ守e'{:史， 1山下 11刊t~ 日??ザ:阿 ì 'f- ïti !111丈γ:

史子:Jとや'I:J~第.，アメリカ文学，現代史学，阿南アジア山学.心JlIl~';:第"フラン

ス âff/.f~ フランス立;学第二，十 l 会人間学，地域環境学，科学析学科学!と j-î 品科学な

とcの，;/t}Wが，i1[?{され，ミド成4年度には既存の 3学科を償断する第 4詐TIの文化行到J

''/: 1"1のi"fli，i:tされた また大学院推断として比較十1公"(:講)ぇi坊主没itiされた J 施設1(11で

も. 点目白の1';1jX-~， 1付!神アジアirJI允地l立の也、九|守物館[の改築新':;1'なと¥戦後発以し

た1Mカf少なくない 也物については，、17.)反 6fj'.1主から老桁化の比だしい本館等の以

て伴えがIliまり， '1と)J.l(:9年度にはゾ己成の予定である J 平成 7年度には字削;の日正イヂ

上下1"1・44，;昨1+:から 1'γ・1+(人え~/t利) 16火山肝i!への同縦が行われた、さらに平成 a
~I: 1立には )..::J下~~の日I)J， 1)化(LC(}，'.f，化)が1dコれた 1

回 附属施設

主よt 日 I~ の施"主としては， 1ズ1~守本，内|持アジア研究施l没などがあげ、られる u

(1 )図書室

1';(1，作の収集はすでに丈科大午:のflfJ設に先 1/.って行手され，飼う-k89年余件々たる努

力iJi"千台み i]i:ねられてノ，..11に恒っている J 、ド!戊 9年 (1997) 3月ぶのj誌7守数は和波書

46}J 7千余11It， i干芹31Jj 2千余IHt，ilPTh 9 TfHtに及び， IIlt数において本学各部川

rj'(0止を，'iめる J 年H¥j1';~ }JII 11ft数は 1Jj 8千怖をこえているり!日教'r'i・.今ー業'1:.その他

の i'i""p，:な!政再を受!l'目・購入して，以下のように!財政r;.の名をit:tした丈賄としてーね

収1此利用に供しているのも，本学部問書宗の特色であるい

!人Jfl-! ($g ，i~U 丈!中二ゑI!~~ (附!故)文J;f( 池田(孫七)丈j札クラーク (E.C) 丈

1>1(， 木村 (孝 .) 記念阿古， 米間 !Jt:太郎j 丈W，IH中 (秀央) 文)rf(， 号智穎ru応原5忠{ (什i且1応縦ム践，U

』よ文Lじ日宇下h賄K仏， 1凶品州H川I[鳴fb(υ，:，成主I太〈問郎iυ).λえ幻:1賄京恥，n川.)'W肝H行i- ( 常常'て宍:':f!郎I日i)文!賄本札. 明/永k(じ:一τ〈十R郎[i引:け) 丈Iit仇1
多郎)λ丈i附f市ド， -:t，:台 (lf~ ・) 丈!ポ， 鈴木(虎雄) 文庫， flt(旧 (がl長) 文庫， ノヤI均ー (淀)

文:J仇 m;立(元)丈j札 1'.j・聖子(依存)文庫，1(研本(旧民族研究所)，清水(光繁)

よW， 木方 U;;j:f助) .え時， mfH (問太郎)丈I~，十規山師(問中慶太郎) IFlil哉舎，

門学斎(/{川幸次郎)旧蔵書，大111 (定一)丈j弘井上(智労)丈!札田中(英知l

太郎)文庫，島(芳夫)文庫，中原(与茂九郎)文成，阿61 !i白二郎)文庫

本学部のi哉書は全体として人文科学のあらゆる分野を網羅しており， また天下の
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flf，1λとも¥\うべき ~Jt l fi.~イバJ

fl11脱水が少士く令い まだ

いJIIJIllj-Cも. l'xl，l;のjj'苛!ベJ

J;引の門LlilJがれ〉;:ごとにfi

われている公と. f也 t;'I~111)に

はられない~，~色がある こ

ωJ)λには川辺もあるが.

4ピ;::;';1;ωt-tよなidl冗.n，iiの

íHf' と~，J "と‘し-c¥、る/.(では

多大な l~'~i をもっている J

1~"?;'i:l~のうJソl ーは九州究本に

閲覧室

ij-¥f!，すると. とのお，~，にも !"iltl'二人って.検• .;}{し .fA-覧・ ~~W11'，することカ王できる。

このような制度のトーでは.自己の'J，U文する分野の体系的なコレクションに桜すると

l'iJII主に， 人え丈:f刊|，7y:t令子(体本の{休本系をJ巴払恥!.-でごきるのであゐ、，) これは後j述主する，γ芋:自剖部|口;教7育Tのあ

;りJ}jともl以閃1羽叩lυi辿坐する、 なお;汀‘'j:i六i片iI けIJ.録tについては ì~部'\1羽;リ市U肘ít機友f械"仇k化が)主ミ王現I見l しているが， 火丈:献

h附fYj?椴I~ の}泡む1引;i!化lは土ム. イ本i心J汁.. 守盲1下j

(2幻) 内陸アジア研究施設(羽田記念館)

本施latもま Ji え:''?Nliにおける永年のiiJI究のみ績によ 1)'Lまれたものである。大

l十一 lじ:r 1191~1. 1-..:'/i;l;の内政l伝次郎教J2.:J:J[II "九議mliによってIr[.iiJ谷天(珍!{Eの

i事 l場)から r~I:I!l 主主側~ U hH;iti丈鑑』などi"i-l[(な満州11f1丈|献の複写フィルムがわが

いlに:J'.i':たされ.内外の"?W を f(~1I突させたJ この頃から.北アジア・ ql央アジア・チ

ペ y トなどの刷j也資料による|人JI取アジアの研究が開始され li度ー陵J. lili，{本i青丈鑑

， J(~Í'.ll. lí l '4' 史文 fi( 肩Hむなどの優れた成果が本'~f:剖;から刊行されたυ このような内

1;'トアジ、アiiJf'先の発民に:J:JHl J子博 1:カf来たした役割7うf絶大であったところから，そ

のJ)j*I'iをI~l.念するため. II(何1141年 (1966).京都市北区大HI4i田川rarに設すーされた

のが本aI1ioi'tである.'i.s，没に、liたっては品iilj，}t記念J!1 トtl~えぴ、止に刷業 MI [:業株式会

社から;汀1.Jを受けた、キ;施』iIは.以後，年々光jごを)JIIえ，現在のIi:主苦Jは約 1JJ fH}に

述している。必iF?の|人1'1五は.典籍の{也. '1'央アジア・ l何アジアに関わるトルコ説，

ベルシア品it，アラヒ。ア治，インドt治等の諸77.ilftによる丈献. ]jえぴ、欧米のli)f究書が中

心である υ 内1;長アジア・附アジア関係の丈献をこのようにまとまったJI三で'11x.IIみする

施設は怖であり，そのためこの施1没は学内外の研究符によって広く利用されている。

また講演会.砂f?E会，講n士会などもÌî~-~e に千iわれ，関同における内陸アジア研究の

中心としての役訓を果たしている J 海外からの著名な学名ーの訪問も相次ぎ，本施設

の声価は.国の内外においてきわめて高いものがある。国の施設として官制化され
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ることが. 1"'[:出[;にとって、lililIの諜足立である。

B，研究の現状

丈~'f: 白[;は、ド成 7 年泣からこれまでのf十字科，史学科， 文:/?科， λイヒ行動学科の 1

学利が人文学科の 1''?利のもとに丈|欧文化学:系，思想 .)(fl";t:系，断!史丈利."，/・，f~. 11 

動丈干・|学系. .fJ[{t 丈干+'I ，f~の 5 ，f~統に分けられ，これまでの49 叩攻がlIì 大 11梓l中市IJへ

と J呼称d されたυ それらを憎成する jiJf'先・教ffの)~質的 ìjí.fl'r:である jiJf究引に 1f;する教

't':・の研究状況は以ドのとおりであるけ

I 文献文化学系

国語学国文学

イバiJ["光司、 は. r. (司rぴの)1'1 行m郎|ド;に fμ\'，~ i川~'打.'ヴ't iす宇る t峠卯I出11与t~ カか、 ら 1山i片[リ典I~ えι-学 . [fc[;日1治i計I!史iと~{砂州川lり例併)月I)f')先Eにtι五fc日"点1

いている， [ドμ川f五叶、i[え丈 γ予:と. [Ie)ii{t?，斗昨WIよ分かれているものの. it、統的に[thj:jjll!i-がft[I( 

に，持:，:.)1;:に4111ぴ1，Jくことによって，それぞれ控かな業績を挙げてさた。文;削、・資料

を，LMI・に W~釈し，そしてiI~しく利 liJするため五fiil 的な {iJ[ 究を行い，その J に，'(っ

て. LeU&:概念にJ14われず.新しい{i)[冗を偵み上げてゆくことを行としてきたり

Illlff'i'iU、教Li:Iム j1i:[11: .)( "'{:を'ぷ攻するυ44に， 日本の近[11:において. t 1 t[li)の111日

・よ"tがどのように去作されたかという問題を中心にして， f~1;í学・[Ì1)'、子:などの忠氾l

iとや. "光本・淀川えーなどtl')ft)に[MJ係の深い分担fに関心を寄せているりお-fj:に『穴iく

と秋]JX:~ (j/U~f 古川. I同 1()'.)なとがある。大干宇野uょ助教J12は. L1tにおいては『向

!X:'lt.ll のiう11pliの，UI[.il'j. j近止lド附H吐lし:にJおゴいては{μ似j戸1'J藤M除4主刺4什1弘噺号を中，心L心、とする{印;市市L信riVγ，λ苧1γ予J戸山:リj忠よι1 ，想包也1)及えぴ、i淡う英:~ [~~'立よ;を

匂i攻文しL. [ い川E同lλよ一ゾ:''/もγ下t と lぺ1')ド川巨司[)よにUJ7iJ1:の i比~，凶ω'1中lド1引iJf究を.i試z式kみている o ~λt寺~:.. 古守に 『川11 イ本￡ら付11市~~よ u: 111泣け

~i~~ ()'，:比. {，iil主i守Jh.199Ifl:) がある υ 本出f主義教隠は. ~d，!， IL\1にからえ;UlflL¥' 1に

までの 1I-1，: ，，{tを~，j 象と L て，え:iLや ('j'it1iのHfiどをf本系的に Ilf惜しようとしているん

ld:j止は，引に多 glv ， lt との比'r:% に .lli.~}.\ をおいて. 1けiイ本(i治dの〉万i/i)川|リjの11間1廿川Ij日j凶也を扱つている，

，;摘i治命Jえ仁.に 1 J'一代ヰ料特!iケH劣殊5引朱kiJ.よゴdJ.官似l以4才れノt1J泣立 とl川円川}川↑tJJ r円「

中国語学中国文学

み;イ冴究本は明治391ド (190ó) 文科大学~I井[，;止とともに ，i1 i [t，': され.JJ!冶:にでっている

liJf'先の丸.J~~とされるのは. -i:.としてINftl fift及び:'r.jl[王l誠によってれられたよ，]:であり，

rs'1tから現代までの:二千年以上の長大なH与問をカヴ 7ーする ο ;分野のうち. I!;WIJ 

として第ー分野はよ学を，第二分野は治ザ:を分担lするが. [iltj-{iは常に紫情なtYoJ係の

もとにjl互'討されている。

|苅舎は関学以米の収集とともに，かつて講j弘m任であった狩野出:?1・・鈴木虎bjt. 

Jt川幸次郎各教ほの旧桜台:の 自[;等を収めて，清朝以前の書:がことに豊山である。
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研究誌として『中国文学報』

を毎年 2回刊行しており，

現在までに54冊を数える。

第一分野担当の興膳宏

教授は古代及ぴ中世文学を

専門とし，とりわけ文学理

論及び六朝の詩文に関する

業績が多い。また近年，詩

におけるイメージ形象や文

学をとりまく文化現象の問

題に関心を寄せて，考察を

進めている。著書に『文鏡

古今雑劇三+種

秘府論・文筆眼'L't少~ (筑摩書房， 1986年)， Ii'中国の文学理論~ (筑摩書房， 1988年)， 

『惰書経籍志詳孜J (汲古書院， 1995年)などがある。

第二分野担当の川合康三教授は，中国古典詩の軌範，その継承と創新のありさま

といった一般的な問題に関心を抱きつつ，個別的には中唐の文学，ことに韓愈・白

居易を中心として，その時期の詩文の新たな展開を考察している。著書に『曹操」

(集英社， 1986年)， Ii'中国の自伝文学.D (創文社， 1996年)などがある。

第二分野担当の平田昌司助教授は，中国東南諸方言，とくに徽州方言の研究を基

礎に，言語史と文化史とのかかわりをあわせ検討している。論文に「唐宋期におけ

る科挙制度変革の方言的背景(第二稿)J (1992年) ・「雪晴れの風景 中国言語文

化圏の『内』と『外.JJ (1994年)がある。

なお， 97年 1月より一年の任期で中国社会科学院の蒋寅氏か客員教授として授業

を担当している。

中国哲学史

本研究室は，明治42年 (1909)に開設されてより以来の伝統をもち，中国の哲学

・思想を考究の対象としている。研究範囲は，古代から近・現代にわたり，経学・

諸子・宋明思想はもとより，道教・中国仏教等をも含んで，広汎である。本研究室

の初期よりの学風は，文献を厳密に読解すること，それに基づきつつ，既成の枠に

とらわれない自由な立場で，中国の哲学・思想の特質を解明してゆくこと，にある。

それは，優れた意味での文献実証主義であり，フィロロギーを通してフィロゾフイ

ーに至ることを目指すもの，といえよう。専修名が「中国哲学」ではなく「中国哲

学史」であることは，本研究室が，中国の哲学・思想を，歴史的視座に拠りつつ考

究してきたことを，よく表している。
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池田秀三教授は，古典に対する注釈・訓詰が中国人の思考様式を最もよく現して

いるという立場から，経学の思想史的研究，すなわち儒教の根本経典たる五経の解

釈学史を研究している。近年の主要なる対象は後漢の学術思想で，虚植の礼学や

面支の緯書学に関する論文を発表している。

本研究室を中心として発行されている雑誌に，『中国思想史研究』があり，現在

までに19号を数える。

賛語学賛文学

本研究室で主として扱われるインドの古典期文学作品は，文学表現の面で古典的

秩序を極限まで追求したものである。インドの古典期には，文法学・修辞学・詩学

・演劇論・韻律学の体系化が徹底的に行われたが，このような関連学術の体系を踏

まえて，戯曲・叙事詩・説話などの分野で，膨大な量の文学作品が修辞技術の枠を

つくって製作された。

学部段階の学生に対しては，この種の文学作品を用いて，サンスクリット及びプ

ラークリットの文献読解方法を指導するが，学生の研究分野については特に制限を

設けず，文学作品を読んで身につけた古典読解力を生かして，大学院段階では，ヴ

ェーダ文献から比較的新しいインドの説話まで，広い範囲にわたって研究が行われ

ている。

小林信彦助教授は，古典期初期のサンスクリット文学作品の文体的特徴を検討し

ている。論文に“TheTaittriyapratisakkhya on Anusvara" (Ii".堀内寛仁喜寿記念論集ゎ

1989) などがある。また，インド外に伝えられたインド文化の変質過程にも関心を

もっている。

ヴェルナー・クノーブル外国人教師は，印欧比較言語学及ぴインド伝統文学学の

立場からサンスクリットを研究し，特にヴェーダ期の文献に興味をもっている。

学生の関心の拡大化に対応するため，非常勤講師による授業を用意し，古代イラ

ン語，ヴェーダ，インド古文字学，タミル文学など，古代インド・イラン文化の諸

局面に触れる機会が設けられている。

インド哲学史

本研究室は，インドの哲学・宗教思想の形成発展を，サンスクリット，ヴェーダ

語，プラークリット等で書かれた文献を用いて総合的に解明することを目的として

いる。ヴェーダ時代の儀礼と思想，古典期に成立した哲学諸派の学説，叙事詩やヒ

ンドゥー教聖典に見られる哲学・宗教思想その他，広汎かっ多様な諸領域が本研究

室のおおう範囲であるが，人文科学研究所のスタッフの他に，学外から毎年二・三

名の講師を招いて，特に，ヴェーダ時代の祭式と神話，叙事詩文献の形成，医学書

や占星術書などに見られる古代インドの実学の発達の研究に重点を置いている。
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?と水'，;'，kll.41!<J1:は， リグーヴェーダ十I~ ~írÎの líW先の他にタミル丈l献を 1ìl'FlJした中世イ

シドのヒシド町-.41~(/)li)f究にJ誇わってきたカ{， )止it'はインドの一.大1;)(事，i'.l' ~マハー

ノtーラタ』と『ラーマーヤナ』の成次 I邑干tを，自ilii'等の分析を通して解明する仕事

にも J)をii.¥'ドごL、るけU"TIll'f3r had ciL'vala. Texl l<t'l'onstructじctfrom the Shorter Vel 

sion wilh EditりrialNot凶， Inclicl明， ancl AppenclicL's (forthcoming) ~， ~.タミル耐丈j土

l'主覧JI l 4-!: ~~ (外大 ;¥:¥ ji)f， 19別11') の他に，ヴイシユヌ教，i治折桁仰iJ派)爪氏RJ('.(引ii波皮，;議出講如J持iJ川!川附4併そ束i洋手!

f赴H何筋i六t在主『インド思f氾H~ Jj 1り凶民民がf可lドtリ). '1 ，山h 1:i. 似点.fJ~ にはられるインド!Í<;}よ1 ，惟の特質」

(U"村守:ji)f究1 .1('; 3. 1991 .fド)などの諭丈がある υ

本jiJI究本をインド思足l出.}:会のす印刷1jとして FJj1 j'されている雑誌に wインド思

主1史研究」がある。

仏教学

本，}:におし、てI!、.41'/..'下川町内がiilJ，i1:されたのは大 IfJS fl:. (19~6) 6}jであるが，それ

tlliijは，え下，.J-:'J:i!IJ ， ;1以米 I~II )支析学減J<î~を.jl!当した松本)C J11;教托/えびこれを補助

した;J:J;完{;i'，tiその他のIi持nl!iによって1:11)文利子:'との JL: として仏教乍:の，~~はたが11 われ

ていたけ仏教学i満州が妙、ひーして以後は，ょドJ;完(両市. 久住~t¥ k 1!:'Jit人，促111雄ー

といった!佼代教托が続き.刻u:は{仰牧克己教J乏がJII.:liしている。

本jiJf究本は.iJふ:fc的に.サンスクリット及びパーリ lliiiの81によ1I止の角!I'llfjによるイ

ント仏教 (Irf}jfU文も合む)の丈I~K~'f: 1下)jiJl"先と，チベットIJtえ:IHf、にぶつくインド及

びチベット仏教の1iJ1究を 11j'1~ として述'討されてきたο tJJJUJ仏教の(正け&においても業

績は少なくないが.説ー切イim~ ・純一;11・ ií:lí. '1' 制派・ J制加わI:I~U哉7・ iJ氏などの~[11紀以

1;庁に姶民した}九i'IW、手えliLJ大'予U氏とj日Hふされる，H1'}:iJ氏の村学のfiIf究において[Ii[際的に

後れたli)l究.rIをヰ'W¥してきたことに本liJf究本の大きな特色があるといえる υ

御牧克己教J三は{愛知jインド仏教思想並びにチベット仏教思想のliJf究を'，VI"Jとして

多くの業績を挙げているが， さらに近年は，チベットに於し、て仏教との十t1 I (_ ~t(; ~t'11 の

ドで発以してきたえ?教!4111であるボン5文の砂|究をも j丞わしている，1，市に“B10

gsal grub mtha" (京都大~~-?人文科学:liJf究所. 1982年)などがあるυ

西洋古典学

本liJI究本の服史は，ラファエル・ケーベル博士(1848ー1923) のJ間格Jを受けた問

中秀央が大if9 年(1 920) に本学に;ì"i:任，占典員計 ~ti~l~ 丈学を，溝じたことに始まるO

f公平千秋の下でわが国最初jの阿洋古典専攻講I'IそとなったのがII({和28年(1953)，以

来本研究主は日本におけるギリシア・ラテン文学研究の中心的役割を!来たしてき

た。これまで、の専任教'f'cは同道男， Lf.lf寿村郎，高橋宏宇であるが，子成 7年(1995)

には古典文化学講賂が併設され，平成 9年(1997)，初代教J受として英国人エリザ

ベス・クレイクを迎えたO
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州究はあくまでも厳19fにテクス卜を説むことを)~本とする o'y:'!:_数は多くないが，

千イド灯、卜ーにわたる，'，Vt).文ザ:の係々なジャンルを '}jJ)(する卒業'1ミカ;'i'i'ち， fi)門i'E?i{の事

業として/'.レニストは日波市 1 ，"[1以ギリシア悲劇全集の制 ;U~に参加l し，ラティニス

トは『セネカ4、成'J全集J! U ローマト'.:~ J.刻令長ー~ (京都大学三j!拘 11'，印式会)の制訳を進めて

おり. さらに『キケロ起集JI (日波芹I，'i)を3作申請Iわである。

q'総i'(.01;4')( j'2 は，'，代丈学にはえる民 Ij~ 6!2. i話的な要素を研究しており~有吉:に『物

品の;111:ヘ ギリシア tilljlfd集.1 ({';.i!えさi:J九 19911ドJ. ~イソップ寓訴の世界~ (筑摩吉

川. 1996) なとがある十}

高橋宏+:助教托は1:愛ユ二レゲイア，iS'.オウイデイウス，ローマ淡劇などを主なliJI

¥先士、J"~ê としているに1 制 ，i)i に『オウィデイウス 祭lrt~ (同Jυl入 1994年J..ii命丈に「死

の幻像ーセネカ『トロイアの 1;.:たち』第;合"1¥駄をめぐってー J (内1羊占典品集

第11り 199.1 ij'.)などがある、

クレイク4')(十三のM冗の1[1心はギリシア悲劇および「ヒボクラテス令集」であり.

1i: '[1;:に TheDorian Al'gean. Routl代 Ige1980， Euripidcs' PhOl'nician Women. Aris & 

Phillips 1988などがあり， Hippocrates: placl's in Man. Oxford U Pがj!I:FIJ f-xじである。

スラブ語学スラブ文学

本研究本は，、1-:Jぷ7年 度(1995)から 8年度にかけてのの丈学部再編，大学院1t
に1'1'い，欧米liif学欧米文学l満州スラ 7"dHザ:スラブ丈学分野として1m，立されたο ロシ

アから点|伐にかけて広大な地域にJ，';イi:するスラフ〉!?民的、の計五行と丈化を，その統

↑tと多係↑'1という観点から，総合的に州究し，教i'J'することを目的としている。

托たは，これまでの 11本のスラブ学問究の伝統を!え|映し，ロシアよ学を主題とす

るものが多く開講されているが --jjでポーランドii討，ポーランド丈学.古教会ス

ラフヤIflj'1":ロシア尚なと¥スラブ全体の文化を弘通すうえで反攻ーであり，かつ他大

学等では必ずしも7・PIが作坊でない分野のJ';[業も行われている。

Ki熊Iliitli数民は，ポーランドI札中世ロシア耐， lU教会スラフ泌を1与門とし，と

くにテクスト汀可γ手:の伝助からの似f究を発衣している。主なm危丈lこ rl'過ぎし年月

の物 IIif』 と『ノヴゴロド第 l年代記』の11itりの構造とテクスト形成手段」

(Comparativぜ andContraslivl' Studies in Slavic Languages and Literatures， 1993;1ミ.

版文はロシア耐)などがある。

ドイツ語学ドイツ文学

本研究25は伝統的に， 18世紀から現代にいたる間のドイツ丈学を主たる汁象とし

て研究・教育を行っている。一分!I!J"だけのため専任教官の数はきわめて少数である

が(教授，助教J是各-:?，，).総合人間学部や他大学所属のゲルマニス卜に1IJ今年度数

名出講してもらって，ドイツ近・現代丈学:のほぼ全領域にわたる従業を行っている。
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t >~， '1 ' 111.' ド f ツ x_.-;:: やドイツ IEiγ? ，~問しても， IIi1じく他学;"i[))ヤ他大学のりt"l研究

討に，'I \，~VJ Y jよ中([1_ -C， '[:'1 ーの J行;~にあたってもらっている
1IIIItll ':.J!'<.H:は， トーマス・マンを1[1心にして， 19111:紀ぶからZOIIl:紀、l'ばにかけ

之の小II~~. 戯 1111 ， ，;'1'"自のliJf先を仇Pl、く i住めている十 P(;月に『ドイツを.IUわれた人び

と !ι 十 1 ス亡命 J?の不日間-.1 (人文 ilT院， 1991:f)や rl怒械をさまよう人びと

一戦従ト ("Jのtll(I'J I!江民;it一(人文六院， 19~)():r) などがあり， またトーマス

・マシのU'_JI 政治的人 I l\j の与 '~f.l (!七:沢.筑摩i可巧， 19i1 年)をはじめとして多数

の紺，j~ 内を /1'，して\ 'る

松村 IjI11.~ tlJJ .tz-1'2 (土， 1::->111紀から 19111:紀Tーは、にかけてのドイツ丈学を専門下;(U&とし，

小~I~~. ，;f，札 1'1 (ょ;. hídi ， i~'!H:ß 今なシャンルのテクストの 1沈角午を .ìúi じて， ぇーヴ:と人

ιIInH';':どの十IIIIJ!lo1f，f~を Wf川しようとしている

英語学英文学

判iJ[花本は l仙台 11 年 119091 の I:i]，没の Iftiì 下え:マ:第て i講H~. lIii和9ilモ i1934J 開設

の l川 if. 主/;::~':;(J4" 降 H'; にはじまる i これまでの咋任教托は. UIJ 敏， }Jf.J川以た(白

付I イilH:，ιJた， lflll可i.¥um.1)佐川 f.'I"{ オ子りj，i割l興11'-:，1品J !!(l/.ijfであり，

民主子令般にわたって liJf'先を 1J い， lh-門とする分野に閲する1.:需，論文~t を発衣し

ている イifll.'['¥;r"'i教-1'1はアメリカ文学liJf'先においても業積をあげたのキ;研究雫の

判色のひとつは， I!;( \tl~ のよ技術な解説を市l:tt~することであるが，それは丈ザ:矧111命の軽

仰をむ1'--1.、するものではない

741 ・ 7月j' -jll ‘ li の i~~Ul U 'di市教十三は央11iド?:.特に丈休l命を専攻し. 英治』i'lHLの執諜，

f材集にも従・jf した J 抗 lli として『 543litのスタイル~ (iiJf究十1:，1982年)などがある O

74:分1什I( 、li のト，~. ，止、 -('i t.Uz.t-主は ~-*i寅!主1]. 演劇fljl.， j命を専攻し，戯曲の翻訳も発表

している 14-it?に『劇場のシェイクスピア.! Ur.Jlli守防， 1991年)などカτある。

'11;';ド1 ~!、助政-I'~は英みを Bb 攻し j:.にイエイツやフイリソプ・ラーキンの1'h\Î，を

テクストに日[Jして分桁をhいけ訪の丈{本に問する論丈も公にしている。

w々村倣助教段は tに19tH:紀から現代に宅る英同小説，及び小説珂論を専門にliJf

'先し. トマス・ハーディに関する1;命丈を発衣している。

アメリカ語学アメリカ文学

II~~・ 3言リJ?'，~子教托のアメリカ演劇j研究，青木次IJ:.名誉教認のヘンリー・ジェイム

ズ翻ri!{がよくぶしているように，本Iiif究需は本学における精績な英文学研究の伝統

をアメリカ丈学の研究に'1:かした作品研究を特色とする。したがって，英語学英文

学研究宗とはあらゆる点で官接な協力関係にある。ただし.設置(昭和37年開設)

後のiff:史がi主<， Jji.-の分野であるという事情もあって，研究・教育の中心が19世

紀以降のアメリカ文学に置かれるのは止むをえなし、



14 '村秒、-~土托は 191J1:*c.!ス

I;;Pのアメリカ小，;}~をリ'/J父と

するい引に.ハーマン・メ

ルヴイル. IN 自 1; 主7・に~:tい

IU，J心を笥せてliJi"先をすすめ

ている" iH今に『メルヴイ

ルの'1IT1) rーたち.J (臨川市一

hif， 1991年)などがある υ

:.('i 1:占 LE助教J'1:ーは20LII:紀

のアメリカノj、uえをi=なliff'先

i;i{J或とし，特にナポコフの

作品研究を中心の 1深足立とす

る。

フランス語学フランス文学

j、'/:I沈文ザ:研究科・・ λ:<IM; 105 

ウィリアム・モリスのケルムスコッ卜版

:j)'l!!f'からなる本{i)f'先不の講義・研究・ j資料は，中世から現代にいたるフラシス

iHt.丈マ:のははずすべてのう)'l!!["を制緩している。 fi.:(，の*-任教u(うち-れは外l剖人

教nJ[i) のほか.人文科ザ:liJI究所・総合人間学部教官，及び唱学外議。rliのN楽が行われ

ているい研究組11，1iJf'先んii}、にIUJしては，特に制限はもうけないが，専攻チソl刊こんI

しては，フランス品テクストの厳術なげJc伴Lill:ぴにu本，;計衣現への鋭し、11，1心が安)Jと

される。大学院生を ~t"L、とする{叶先，u;. ~f1、文{ijf究』が「リ 1 1'されている。

版 flH~;;王子文-ht・は. 16 ・ 17111:キ己の!4111 と丈~:;:.を 11，庁て先の主 í;((JJ攻とする υ 17官同1:の白Wi

科学h.宗教思想家プレーズ・パスカルへの関心をill発点として. 16世紀の思想家

モンテーニュ， 17Ul:紀中葉の政治的パンフレット「マザ 1)ナード」なとに興味の刈

象がlよがってきている。訳書にモロ=シール~/ ¥'スカルの形而上学.! (人丈書|民，

1981年)， ~ / '¥スカル全集.! (細‘集，自J.k1'I:，1993)他。

占田 城教民は19・20世紀フランス丈学を専攻。マルセル・ブルーストの t;(杭研

究によりパリ第 4大学博 L号取得。ブルーストの新プレイアッド版編集に参加υJ存

者に1fT失われたH与を求めてJ -~1~ 稿研究.! (平凡社. 1993)， rr対話と肖像 ブルース

ト青年期の手紙を読む.! (青山社， 1994)0 rロワイヤル仏和時典」編集。

日口紀チ助教J受はフランス語学，一般説用論を専攻。フランス諸補文構造に閲す

る研究でパリ第 4大学博士号取得。以後ディスクール(談話)の中での百語使用と

いう観点、で，文学テクストの語りの構造を言語的レベルから解析する研究を進めて

いる。

増田 農助教授は18世紀の思想と文学を専攻。ルソーにおける討語論と政治思忽
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に関する俳究によりパリ第 4大学博 1:号取得。以後テ‘イドロ等そのIIHtの他の作家，

思忽家についての研究も進めている。

イタリア語学イタリア文学

当研究主の開設は， H{何日15年(1940) に遡り， Illi 11153 fj' (1978) に取点火']:，:II1J 

般の講叫が開設されるまでは，博士課程を11街えるわが[>:/1唯一のイタリアυ{i-'}:・丈学

の講}<I{として， 日本におけるイタリア学の中心的役制を来たしてきたりまた，i，Yil<iq~1 

設に先だち，ダンテ研究者大賀J.U{氏より京大附属閃書館に市:u目された「組;1・λー!中':J

は， I京典をはじめとして昭和II年(1936) までに刊行されたダンテ閃係の』と献約

3000点を合わせた世界的にも草安なコレクショシであり，それ以後の収集になる縦

書とも合わせて恨めて責主な存在である。

対d泰司手弘教段は.ルネサンス期j の，Ufl1 と文学，およびイタリア演劇l山を ì:.~lí)f究

Ii((域としているυ とりわけレオナルド・ダ・ヴインチの詐き時した子前釘!のliJI究を

辿じて，ルネサンスJîS人間の典 }~f!であるレオナルドの}~UH を解防明j しようとしている r

1兵芥t号:書に 『レオナルド.ダ.ヴインチの.;;f 天J'の素}頗t領負J ('{山iil波!皮支舎h前3行;， 1叩9871句jド判ミリ)， レオ

ナルドの手有祈稿;)の描剥制j羽j訳と校"汀JI版版として 『めノ'(Iリ}予稿J ('一引Y山i打波主7手脅詳F号守;.J，'f九1

f他也4全'::911附|附昨カがfある υ

また当研究引にはlI{j手1155年 (1980) よりり付教刊に外同人教r:iIiカ~}JIIわり//ソj:_の

m;草に多大なnr駄を来たしている。

E 思想文化学系

哲学

本研究本は， f守学講I<i~ として明治39年 (1906) 9月丈科大学析学宇|のfil)，没ととも

に開設され， 1;;)45年 (1912)にi町下村学史講W1.i{j持設されるまでは， jtlj洋ff'γ:1)":を

も講じたo If，'!'代主任教N:は，桑木厳歩:L[.何回幾多郎， mi皇 元 I史'jlll{'iりJ， 1111)'11号

、九二三宅|制一，野田又夫，辻村公二木目I;J能であり.多くの研究計ーが-?I'，;11 ¥した j

f守学史上の原典の厳正な読解を恭礎とした独創的な研究によって，わがI-E[のf十字界

において指導的役割を来たしてきた，と行われている。

現ヂf本研究宗をfq当する伊藤正1¥武教段は， アメリカ.フプ。ラググ拘マテイズムσの)汁fP?r♂7、J主

特にパ一ス(にCh凶ar叶le巴白sSa叩nd白ersPe印1口rcαe，IK39-1914)のf朽守干f学干芋:と， 現代のγえf，計f村7守「，、下J戸λ 科 I~l

f背身学を石砂研!耳f究分釘野，にしているωf後麦一布r布i-についてはr特fに， 今日:紀の??語論的反省がi'I'~~f:に

与える影響を解明しようと努めている。著書に『ノマースのプラグマテイズム.J (効

草書房， 1985年)，論文に「パラダイム論の民間J (~科学と村学J 1111和'iι1988年)

等がある。
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西洋哲学史

'~t:j i'f i'i ，，;::史イiJf究本の講ドhとしての開設は明治4511' (1912)， lIii和22年 (1947) に

古代・，t，[11:・jli:[11: をう汁11 する f講ドj~ となり現イ1: にや:る ο このように l町利市戸!との:

つの11.¥代以分に刈してそれぞれ独ウーした分野をもつことは他の大ザ:に例をはなし、。

庁長代教Jえは， 判ノk~十日1\ ， 天 Wi・~Ú 付 i ， 11"付得、tr.，九鬼JiiJ;立， r1q1t-伴?fi， 田ql定知太

郎，甫'j11-1二三郎， 111111"11'" i内JI 修，政洋令夫であり，内.出幾多郎もイ1.¥本議J<je:の教

授であったハ王lUI:，，11代は|付111勝利Jft托， rtJ'xlll正志助教綬，中日:は111本緋ギ教ほ，

川i示1il介助教托， )止[11:は|話l山 Jll教1':2:， tM{~ 茂I!)]教長・が-tlt'句。本liJf究宗では， fT

学の141典読W(の厳術を!りlすることがliJf究・:4!XJ'il-ーの特色となっている。

内111勝利教Jfはプラトンとアリストテレス及び初WJギリシ 7の析学を悦野のなか

に人れつつギリシァ思想の特買を解明し，それを通してfq-学の基本間制への:.f.n切な

示唆を何ることに努めている o I命丈「フィロソフィアの伝統と Jf~f}見 J (新・{.~.i皮講

ドH科学14; 19!)5if.) í 自然倒の素}I~ を探るギリシ T J (む波講!仏転-t~;)tJJ における

人間J 1989fド)なと "

中州I[U':;ι助教庇は， jl可ifA1ti十芋を主要な研究分貯として，最近では思考・ Yf，治

・行為などについてのi'['~'f: (1な分析の立義と可能性を，現代の諸生n見へも逃境しつつ

保求しているゆ 1モ制手i『プラトン[ドJ探求; (九大tH版会， 1叩99凶3年)論丈，[凶刈果的i耽H吐: 

ザ界件における'L、σの〉川{古友出，1前;t'打't'可軍l'(J

山み本;耕、千|ドミマ李教士対υJ十将，云iは村にl日311耽11片1:紀のトマス.アクイナスのf杵守f学芋を 3専草門とし， 'r珂i羊析学史

の恨!収にiACれるキリスト教fIザ:の怠日本と役割の究明を研究l課題としている。そのた

めにギリシァ析学と教父科学にも問心をもっO 論丈「fT学:のエポソクー中世J (ミ

ネルヴ-;-~干i'!jj ， 1991年)，監修『トマス・アクイナス』中tH二lE出原典集1&:14(平凡打，

1993年)" 

川i;s七介助教J受は13.141lt紀のスコラ析学を研究分野としている。主として存{i:

論と日~f!. M&K命を研究I深組としている。諭丈「トマスはシゲルスを論破したかJ (rp j吐科

学会『中山:足111研究J，1995年)なと二

l箭仕I Jll教授はルネサンスttJJ及び近世ドイツ符学思赴1を研究分野とし.MげrU，学

と認識論.析学と宗教と利ザ:の関わりといった問題の究明に関心をji'Jけている J 敦:

香川無限〉の思惟ーニコラウス・クザーヌス研究J (自IJ)CH.1987年)諭丈「ジョ

ルダノ・ブルーの無限字'di諭J (大阪市大文学部『人丈研究J，1984， 86年)などο

福谷 11:助教民は，近世村学特にカント科学を専門とし，近lU3'I'q:'.との体系的犯

慢と背学史研究の方法論にも関心、を持っている。論文「カントにおける自然学と形

而上学J (1'自然観の展開と形而上学」紀伊国屋書m.1988). '純粋理性批判におけ

る歴史の問題J(円守学思索と現実の世界』制丈社. 1994)など。
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倫理学

fHiI ll!l小は IHいか.官、いか!という判断の本市をliJI究する，γ:IIUである。とくに現

代の什 s.~)1:， ;"I~' のなかで r，(1ねされるか， されないカか、'J のI1州i)耐1)1>先が幅厄;製になつてきてい

ゐ マイシトコlシ 卜口一ル. 人i体ドい己改文i造主弘. f代tJ-用q県(リ!付手孔. Ij 

'J:.í，恐主 4系ミ dの)/似d岐山~J収史なと.いわゆる付た I lI j :，wは倫.fiWj!:の4，質的な研究対象である υ

刈{iーでは. 11 i'におけるヒトゲノム偽千析と十|会との絞点という{iJJ ~)'ë を jlh並してい

ふJj'心的な/IJI先行u:i[.1-1は.点目liJ.:.. ';: j:_ 't自1，倫f階、訓I介究主である。先端的なtHIiJ開発

土人 II\l'I" l という flU~日に lr~ i) キIlんでいる υ

このようなアクイーょアルな間足立に. Jt，f ~と的思主!的に凡て互主要な問題カ王iF4;んでいる

というのが.現代という Il.¥ltの特色であるけだから.まず.1'"そ界という大きなき物」

をロaLむこと，すなわちfJ['丈のtn]足立を分析して.そこから以理的な次元でのIW!I]を発

見してくることが. fHI占N::r:の最初のぷ足立であるし， 'I.I:，'，刷倫理学」の版業はまるでジ

ャーナリスムの!II:'がでの必必を戸;く iVi刷tをしているように見えるかもしれない。倫

JI!\M 先 '.l;~ からジャーナリストがすUl'，することは，大いに期待できる u それは十l 会問

題全その本町にまで似 1) 卜げて研究するよ坊が， まさに倫理学だからである。

tI会1I1]:Jf!の判断然wには「多数で決定したことは法的にのーがJである」とか，例

人のiil}はそれが他人に迷惑をかけないかぎり，十|会的に拘束すべきではなし 'J と

か.さまさまのII;U!I]が使われている それらを分析していくと，人IlIjと+1会のあり

かたをとう山えるかとし寸!HJ足立に行きおくい tj会は側人の集合にすぎないのか，共

H体には11占!人には泣 l止されない独自のi!lljiitiがあるのかo X. tl会問題を，解決する

土めの千i対JなI!;WI]があるとすれば，どのような構造でなければならないのか。価値

判断について.客観的な民単はありうるかο 他l伯判断を表す言語上の特色は，どう

すれば的自在にとらえることができるか。

A.IIIJ ({{I:必とか.分析的な倫理学とか，近代から現代にいたるまでに普かれた倫

HId-f:汗は iーとしてそのような問題を扱っている。「倫理学概論」がこのような鋲

域をぬう」しかし倫理学そのものは.東洋でも. '~可洋でも，ほとんど歴史ととも

にr!iく，プラトンやアリストテレスの討紫は今も生命のかがやきを放っているし，

孔 fーや tf-の ~-i・柴は，私たちの文化の中に生きている。そのような古典と呼ばれる

さまさまな思fJ.'.に日本人がどのように取り組んできたかということも興味ある課題

である ο

プラトン，アリストテレス，ヒューム，カント，ヘーゲル， ミルなど，倫理学の

主要なテキストはすべてコンビュータに入力されている。そのなかから必要な主題

に応じて，最良の情報を抽出して，二次的なデータベースを作成するとし寸作業を

積み重ねて行くのが，倫理学研究の具体的な姿である。光学読みとり機を使って，
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新しいよ出入を "1分 cコシヒュータに人}Jすることができるリこうして内外判11Iのい

大な1，';tRiIJ;(を， IYW({，イf1.'ゾJ に干IJIIJ することができる I コンビ J ータによる ."t;Ni 'l!!，.Jc1~

1;1:， 1自Jli!:t'.'{J文'/'1の必MHIIIだと与えてほしい l

もっともアクチ I アルな II~~ :1世に JI~ 1)制|んで.そこから本町的な川足立を箔比する

(印刷(I(jなh;U!lJ"'I'人11't]の{{{fについて完宍H矧刻的lにこ"命j命Hわ川ii議;

f ':リ1:)大〈ぐ('1↑'1，';汁匂}I山iじiiJ)山JJ似!i忠;l1カか、らコシピ，-一一夕をf他世つて， (I(j縦な 'l'IJIJ<lrが 111'能になるような ::J~的な

データベースを1'1・る こh7うり;(}jl;)、'[:'j("?;"";の1iIH'fI~'、?iìJf究不でわーっていることのお

およそのをである f.!L{(， JjllJ係 lilt) 止に:jIx' 1.2 と水行雄1~助教1'2がitJl'先不を.j'J 1・liしている

宗教学

，;-，:jI土"/は多げになうÍ' ~IÍ'を ffんでいるが. 本iiJf先引は{ム統l'I(jtこえ7教TI'γ'の分野fをftI!究

の中心としている~;';.j!x'm~~ カ主人!I \J イfイf: においてもつ，色、l川、や働きを考古千する fyr‘?(l(j ，

人 H\Jq:的t\~~IÍ'からの/JJf究が UIH となっている， fI'J: と ;iiSえが十IPi. にほi重しあうとこ

ろを181イjのirIl'Yti;itJ)えとして， )引にや現代の欧米政ぴにIl1(の科学・宗教思赴!の研究

を rl 1'~{としている 1則的日午 (1911) ~;;教''/:':IYtHHilJ，¥立以久松本丈 :fm，JI可IfJ幾多

目1;，i皮多田H，'j I'~1ì-作 ìfì ， Jiに 1)'I~\Jjli.， UII I~~J!Iれらの，i行事土日かいM:J'V を i'll 、 li してきたり

長谷，E'';:(~U2は，フランス・スピリチェアリズムの宗教思;11. フランスの現象学

・解釈ザ:なとを i裂なitJI.吃分昨としている..H本の1L:JI文忠fl(にも|立l心をもっているの

抗告に『象徴とfifJ.i¥'!)J.I' 1(iIJ主付， 19i)7{1りがあるノ

キリスト教学

本liJI 究不がJ，Iとif教"/，;IY~J+ として(ìfJ ，1立されたのは大ilJ1iド (1922)に遡るが特定の

じ仰や教義に)，tつく1"1'''1・とは民な 1)，キリスト教を純粋に学問的な見地からltJf究す

ることを日的としている p この点で，本ii)f究本はキリスト教の断史と思!J.'.の全分野

にわたるliJf究と教ffをわう 1"1.;'. )("[:'1 1 1准ーの研究本と汀える。キリスト教の庁長~と

思想の1I1でも 4，:{iJf究引をq.¥:i政づける"1心的なテーマとして，次のf1持分野を挙げるこ

とカfできる， 1. IIWJ， r;Ji中旬"{:. 2. キリスト手文，巴~!.l'.リ~ (特に 1~i1に手文父， ;1;f事土己文.'(下'.

i近!i:.fJ現l代キリス卜教j忠ιf担L日(り) :3 . キリスト教j忠4』ι"、f江恕L日!の1+本;系的，京「主;数f村}q十:，γ予:的{i州iJ川)['11先EJ いずれ

においても目印(g典tにlμ州川!I叩1Iした!厳占厳E干術街己待tな角解t印郡釈(が日J行さオれ'L，i学戸If:_の教f育'j'. 1指行jg卑LもこのU矧見.'.'点目.¥

なされている υ

創設以米，波多野梢ー，イI負'鋭太郎，武藤./i:.世の諸教長が講wをil!1f:し研究と教

育の良き伝統が形成されてノ?けにでっているが， JJUI:では次のスタッフのもとで研

究と教育が進められている。

まず，J，k.tr[ iitt文民は主に，-Wr約をfrむ8代キリスト教jtfLl及びキリスト教思出入I、伐

論を担当し，その成果は蒋舎『宗教的探求の問題 占代キリスト教，tl、恕出品~ (自fJ

文社， 1984年)などによって公にされている。
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また，芦名定道助教授は，主に近代キリスト教思想史及ぴ現代神学の体系的諸問

題を担当し，著書には『ティリッヒと現代宗教諭.!I (北樹出版， 1994年)， 11'ティリ

ッヒと弁証神学の挑戦JJ (創文社， 1995年)がある。

日本哲学史

本研究室は，平成 7年度(1995)の文学部再編に伴い，思想文化学系日本哲学史専

修として開設された。大学院はその翌年に思想文化学専攻日本哲学史専修として開

設されている。研究の力点は，明治以降の日本の哲学の形成と発展におかれている。

つまり，西洋の哲学に出会った明治以降の日本の思想家が，そのなかに何を見いだ

し，何を問題にしたのか，そしてその受容と対決のなかからどのようにして独自な

ものを生み出していったのか，そのプロセスを主要な研究対象としている。もちろ

ん単なる歴史的関心からだけでなく，現代の日本がかかえる問題との連関でそのプ

ロセスを見ることも重要であると考えている。そのような研究を通して，日本の文

化的・思想的創造の向かうべき方向を模索したいと考えている。

最初の担当者は藤田正勝教授であり，平成8年3月に着任した。藤田教授は，西

田哲学をはじめとする日本近代哲学，およびドイツ哲学を主たる研究対象としてい

る。著書に『日本近代思想を学ぶ人のためにJJ (編著，世界思想社， 1997年)， r没

後五十年記念論文集・西田哲学J (共著・倉IJ文社， 1944年)， r若きヘーゲル.1 (倉Ij文

杜， 1986年)などがある。

美学美術史学

本研究室は 3分野からなり， <美学・芸術学〉は美や芸術の問題と芸術史の方法

論を探求する立場に重点を置き， <美術史学〉は日本・東洋・西洋の美術を歴史的

に研究する立場に，また〈比較芸術史学〉は，地域及び時代を超えた広い視野から

芸術の比較研究を行う立場に重点を置いている。しかし，これらの3分野はEいに

密接不可分の関係にあるべきだという見地から，一体として運営されている。具体

的・個別的事実を重んじつつ普遍的本質を尋ねるというのが講座設置以来の学風な

のである。

また，故植田寿蔵名誉教授，本学卒業生須田国太郎氏(日本芸術院会員)の蔵書

を含む本研究室の文献類は質の高さを誇っている。

〈美学・芸術学〉の岩城見ー教授は，西洋近世以降の美と芸術とを巡る議論を検

討しつつ，芸術活動の認識論的存在論的特性の解明を試みている。それは「美・芸

術・真理」の関係に対する伝統的な理解の聞い直しの作業でもある。論文に「芸術

的精神の現象学J (Ii"研究紀要J 16号， 1995年)その他がある。

〈美術史学〉の佐々木丞平教授の分野は日本近世絵画史であり，特に江戸時代中

期 (18世紀)に活躍した文人画派や円山四条派の研究を中心に進め，最近は絵画の
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技法分析を通して新しい研究方法の確立を試みている。論文「イ寸立考J(1"研究紀要』

16号， 1995)，著書『円山鹿拳研究J(1996)など。

同〈美術史学〉の中村俊春助教授の専門は， 17世紀のネーデルラント絵画であり，

ルーペンスとレンプラントという二人の巨匠を中心に研究している。また，この時

代の美術史は国際的な影響関係を抜きにして考察することは不可能なため，イタリ

ア，フランスをも視野に収めるよう努めている。論文には「ルーペンスとティツイ

アーノー「模倣」から「競作」へーJ(r研究紀要J16-18号， 1995-97) など。

〈比較芸術史学〉の宮島久雄教授は，主に19世紀末から20世紀前半にかけての近

代デザイン運動史を研究対象としている。最初ドイツから始めて，周辺の欧州諸国

のデザイン及び美術との関係における近代デザインの成立過程の解明を行ってきた

が，最近はそれを受容した日本におけるデザイン学の成立過程の解明をも試みてい

る。論文には r1920年代美術とパウハウスJ(パウハウス叢書別巻『パウハウスと

その周辺 1J中央口論美術出版， 1996年)， r武田五ーの{図案学)J (Ii'研究紀要』

18号， 1997年)などがある。

E 歴史文化学系

日本史学

旧史学科の創設者でもある内田銀蔵が教授・学生を一体化した国史学(日本史学)

の研究制度を聞き，自由と自律の伝統のもと数多くの優秀な研究者を輩出してきた。

内田は，日本経済史と日本近世史の創始者であり，法制史家で古文書の収集に尽力

した三浦周行とともに研究室の基礎を築いた。教授は社会史の喜田貞吉，文化史の

西田直二郎と続き，戦後は貿易史・鉱山史の小葉田淳，仏教史・荘園史の赤丸俊秀

が継ぎ，古代史に岸俊男，近世史に朝尾直弘，中世史に大山喬平を生んだ。教育の

重点は資料の正確な解読におかれ，博物館を活用，講義・演習の他にも調査合宿，

研究会などが盛んに行われている。

鎌田元一教授は，律令時代を中心とする古代の政治史を専攻， 4. 5世紀以来の

古代国家の形成過程，および律令国家の歴史的特質とそ諸制度の解明に努めている。

なかでも，王権と国家との関わりを明らかにすることが近年の研究課題である。

藤井譲治教授は近世史が専門で，主に幕藩体制成立期の政治組織・制度の形成過

程を将軍と大名，幕府と藩の関係を軸に明らかにしてきた。また幕藩制国家の視点

から天皇・朝廷の在り方にも関心を持っている。主著に『江戸幕府老中制形成過程

の研究J(校倉書房， 1990年)， i"江戸開幕.1 (集英社， 1992)がある。

高橋秀直助教授は，近代の政治外交史が専門で，第一次大戦期，立憲政治形成期

を扱い，最近は明治維新期を研究している。主著として『日清戦争への道J (東京
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創元社， 1995年)がある。

東洋史学

東洋史学研究室は内藤虎次郎(湖南)

・桑原騰蔵・羽田 亨らによってその

基礎が築かれ，東洋の文明と文献に対

する内在的理解に根ざしたその学風

は，国際的にも高い評価を受けている。

4分野から成り，パミール以東の中国

を中心とする東アジア，北アジア及び

東南アジアを主たる研究領域とする。

本邦唯一の全国的東洋史専門学会「東

洋史研究会」の事務局があり，雑誌『東

洋史研究』や専門書シリーズ『東洋史

研究叢干IU を刊行している。

嘱波護教授は，中国中世史，なか

でも陪唐の政治社会史を専攻する。近

年は石刻史料などの文物を研究することに意欲を示し，宗教と国家との関係を考察

している。著書に『唐代政治社会史研究.JJ (同朋舎， 1986年) Ii"地域からの世界史 2

中国上~ (朝日新聞社， 1992年)などがある。

夫馬 進教授は，中国明清時代を主な研究領域とする。なかでも訴訟制度やのち

の社会福祉にもつながる諸活動を研究し，近代をむかえる前の中国社会がどのよう

なしくみを持つものであったか明らかにしようとしている。著書に『中国善会善堂

史研究.! (同朋舎， 1997年)がある。

杉山正明教授は， 13・14世紀のモンゴル時代史を中心に北アジア史，内陸アジア

史，を主な研究対象とし，多言語文献の収集とそれらの歴史文献学的な研究を行っ

ている。近著には，『モンコツレ帝国の興亡』上下(講談社現代新書， 1996年)など

カfある。

西南アジア史学

本研究室は，宮崎市定(東洋史学)，足利 惇氏(語学究文学)両教授らの尽力

により，西アジア・中央アジアを中心とするイスラム世界の歴史と文化の研究・教

育を推進するため，昭和44年 (1969)に開設された。我が国の国公立大学には，こ

のような内容を持つ研究室は，最近設置された九州大学のイスラム文明学科以外に

は他に存在しない。そのため，全国的にもユニークな研究室として注目されている。

学会「西南アジア研究会」の事務局が置かれ，その機関誌『西南アジ.ア研究』発行
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の中心としても機能している。

間野英二教授は，中央アジア史・トルコ民族史を専攻し，『中央アジアの歴史』

(講談社， 1977年)， 11'パーブル・ナーマの研究 1. IIJ (松香堂， 1995・96年)など

の著書がある。現在，チャガタイ・トルコ語，ベルシア語などで書かれた現地語史

料を用いて，ティムール朝を中心とする14-16世紀の中央アジアの社会と文化の解

明に努めている。

久保一之助教授は，中央アジア史・イラン文化史を専攻し，「ミール・アリー・

シールの学芸保護について」などの論文がある。現在，主にペルシア語史料を用い

て，イスラム文化の諸相の解明に努めてい石。

谷口淳一講師は，アラブ史を専攻し， il1-13世紀のハラブにおけるウラマ一三

家系等」の論文があり，主にアラビア語史料を持いて，シリアを中心とするアラブ

社会の研究を行っている。

西洋史学

本研究室は明治42年(1910)開設以来 2講座からなり，第 1講座は古代史，第 2

講座は中世・近代史を担当してきたが，平成 7年度 (1995) より古代史・中世史・

近代史の 3分野からなる大講座へと再編成された。 3分野は緊密な連携の下に，ヨ

ーロッパという巨大な先進文明の歴史を，政治・文化・経済・社会にわたり多面的

.に， しかも体系的に把握するように努力している。欧米における膨大な研究業績を

可能な限り吸収しながら第一次史料に遡り，独自の歴史解釈や新鮮な歴史像を提示

すること，これは学生の卒業論文から始まって教官自身の研究に至るまでの共通の

目標である。

服部春彦教授は，フランス近世・近代の社会経済史を専攻し，著書に『フランス

産業革命論JJ (未来社， 1968年)， IJ"フランス近代貿易の生成と展開JJ (ミネルヴァ書

房， 1992年)があるが，最近は主としてフランス革命及ぴナポレオン戦争の経済的

影響について研究を行っている。

服部良久教授はドイツ中世史を専門とし，中世都市史，領邦国家形成史，王権と

貴族の関係等について研究を進めている。

南川高志教授はローマ史が専門で，とくに紀元 1-3世紀の政治史を研究し，著

書に『ローマ皇帝とその時代J (創文社， 1995年)があるが，最近はローマ帝国の

属州となったプリテン島(今日のイギリス)の歴史を分析しつつ，「辺境」に視点

を置いて大帝国の構造と本質を再考する作業を初めて始めている。

考 古 学

日本最初の考古学講座として大正 5年(1916)に設置され，i賓田耕作によって，

学術発掘に基づく資料の収集と展示を重視する研究の基礎が築かれた。また諸外国
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の主要な考古学関係の雑誌を備える方針もとられ，研究室の図書の充実は学内外に

よく知られている。研究活動は創設以来，日本のみならず東アジア全般にわたり，

その成果は r京都大学文学部考古学研究報告JI 16冊，『同考古学叢書J 3冊，『同博

物館考古学資料目録J 3冊等として刊行され，高い評価を受けている。

山中一郎教授は旧石器時代の研究を行っている。石器の形態は制作技術を反映し

ているとする技術形態学の体系を，日本の旧石器資料に適用している。中国，ヨー

ロッパの旧石器にも関心を強め，その各々の地域での研究の問題点を整理しつつあ

る。主著に『石器時代のダイナミズムJ (大阪文化研究会， 1994年)がある。

上原真人教授は日本歴史考古学が専門。瓦の分析を通じて古代手工業史や寺院・

都城史の研究を進めている。主著に『瓦を読む.1 (講談社， 1997年)がある。

N 行動文化学系

心理学

心理学は，行動観察を基礎に，心のはたらきを実証的に研究する科学であり，広

範な応用範囲をもつが，本研究室は，基礎心理学，実験心理学，及び基礎行動学の

3分野で構成される。基礎心理学は，巨視的に個人(個体)を単位としてその発達

や系統発生，個体問相互作用などを対象とする。実験心理学は感覚，知覚・記憶，

思考・情意などの機能をより綴密に分析する。基礎行動学は，神経科学や情報工学，

言語学など精神活動の解明に関わる諸科学との相互作用を通じて発達してきた認知

科学的研究を推進している。研究活動の一環として『心理学評論』など研究誌の編

集に携わり，講演会などの開催を通じて国内外の研究の交流にも力を注いでいる。

思考研究を専門とする清水御代明教授は，概念表象とその獲得，及び概念聞の意

味違環構造に興味をもち，言語文脈による概念獲得や連想反応による意味違環構造

の分析を試みている。共著書『認識の形式J (小学館， 1982年)など。

苧阪直行教授は知覚心理学を専門とし，感覚や知覚を介した認識の成立や知識の

形成の初期機制を，精神物理学的方法を用いて検討している。特に，視覚を媒介と

した認識系のはたらきを情報処理の観点から吟味している。著書『意識とは何か』

(岩波書房， 1996年)など。

認知心理学及ぴ官軍知科学を専門とする乾 敏郎教授は，視覚のパターン認知機能

を解明するための心理学的実験を行うとともに，脳神経生理学の知見に基づくモデ

ルを構成し計算機シュミレーションを試みている。著書咋見覚情報処理の基礎』

(サイエンス社， 1990年)など。

藤田和生助教授は，比較認知科学的観点に立って，ヒトを含めた種々の動物の知

覚や認知及ぴそれらの発達を実験的に分析し比較することにより，ヒトの知性の発
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生的基盤を明らかにしようと試みている。論文“Pigeonssee the Ponzo illusion." 

(Animal Learning & 8ehavior， 1991年)など。

言語 学

本研究室では，明治41年 (1908)の講座開設以来，記述言語学，歴史比較言語学

をはじめ一般言語学の理論と方法及びそれらに基礎を置く各個別言語の研究と教育

が行われている。言語学，調査言語学，動態言語学の 3分野から成り，その成果の

一端は年 1回刊行される『言語学研究』にあらわれている。また，研究室主催の「言

語学懇話会」が年 3回行われ，院生，卒業生の研究成果が発表討議される。講義の

内容は現代言語学の多様性を反映し，音声学，音韻論，形態論，統語論，意味論，

類型論，歴史言語学，社会言語学等各分野の研究や演習，北米インデイアン諸語，

チュルク諸語，印欧語，セム語等の諸語族の研究，また朝鮮語，モンゴル語，ハン

ガリー語，タミル語，チベット語等の語学等，多岐にわたる。

宮岡伯人教授は豊富なフィールド経験に基づき，アラスカで話されているエスキ

モー語を主たる研究対象にしている。この分野の著書として“ASketch of Central 

AlaskanYupik， an Eskimoan Languages" (Smithsonian Institution， 1996年)などがあ

る。

庄垣内正弘教授は中央及ぴ東アジア諸語に関する知識を背景にチュルク系言語，

とりわけ古代ウイグル語の研究を行っている。著書に『古代ウイグル文阿毘達磨倶

舎論実義疎の研究.1 (l nm松香堂1991-1993)などがある。

吉田和彦教授は印欧語比較研究を専門とし，特に印欧語研究において近年その重

要性を増しているヒッタイト語を研究の中心に据えている。著書に“TheHittite 

Mediopassive Endings in-ri" (ドイツ Walter de Gruyer社. 1990年)などがある。

社会学

社会学は，社会現象を常識的理解を越えた深い視点(社会学的視点)から説明し

ようとする学問分野である。本研究室は理論と実証を通してこの「社会学的視点」

を養成することに主眼をおいた研究・教育を行っている。

社会学分野の筒井清忠教授は，歴史社会学の研究を行っている。近年は特に文化

や社会意識の領域に関する日本とヨーロッパなどの諸外国との比較歴史社会学的研

究に重点を置いている。編・著書に，『昭和期日本の構造.1 (有斐閣. 1984年). 

rr近代日本」の歴史社会学.1 (木鐸社. 1990年)などがある。

社会人間学分野の賓月 誠教授は，社会統制・逸脱行動を研究テーマとしている。

最近は，プロフェッションの逸脱としての医療問題，組織の逸脱としての企業犯罪

の研究に力点を置いている。主な研究成果として，『薬害の社会学J (世界思想社，

1986年)， Ii"逸脱論の研究J (恒星社厚生閤， 1990年)などがある。



116 2章学部と大学院

社会人間学分野の松田素二助教授は，アフリカ，特に東アフリカ都市をフィール

ドにして，出稼ぎ民社会の動態や民族生成のメカニズムを研究している。主な論文

として“Urbanizationand Adaptation" (African Study Monknographs. vol. 5. 1984)， 

“Soft Resistance in the Everyday Life" (Senri Etfhnological Studies， no. 31，1992)な

どがある。

比較文化行動論分野の井上俊教授は コミュニケーション論・文化社会学・社会

意識論を研究テーマとし，近年はポピュラーカルチャー研究，身体文化論，日常生

活の知識社会学的分析なとなに関心を持っている。編・著書に， r悪夢の選択J (筑摩

書房， 1992年)， Ir現代文化を学ぶ人のためにJ (世界思想社， 1993年)などがある。

比較社会学分野(大学院のみに開設)の加藤 剛教授は，インドネシアとくにス

マトラをフィールドにし，その社会構造や人口移動の問題を研究tている。主な著

イ乍として， “Matrinity and Migration: Evolving Minangkabau Traditions in lndone-

sia" (Cornel University Press， 1982)， Iiインドネシアの事典J (共編著，同朋舎，

1991年)などがある。

同じく比較社会学分野の落合美恵子助教授は，家族社会学・歴史人口学をテーマ

としている。主著に，『近代家族とフェミニズム~ (頚草書房， 1989年)， 1r21世紀家

族へJ (有斐閣， 1994年)などがある。

地理学

当研究室は，明治40年(1907)設置の旧史学地理学第二講座(旧地理学講座)に

淵源し，わが国の大学のなかで最古の歴史をもっ。当初，本講座が史学科のなかに

設けられたのは，歴史学と地理学の相互交流が両分野の発展のために必要との見識

にもとづくものであり，これは，本学文学部がもっユニークな学風のーっとなった。

しかし現在，本研究室では，歴史学との関連がふかい歴史地理学にとどまることな

し人文地理学全般にわたる研究活動がなされており，平成元年度 (1989) には，

地域・環境の文化的意味を主たる研究領域とする地域環境学講座が開設され，新設

の文化行動学科に属することとなった。さらに平成 7年度 (1995)からは両講座を

統合して，地理学・地域環境学・環境動態論の分野からなる大講座，地理学講座と

なり，行動文化学系の専攻に属している。

成田孝三教授は，先進資本主義国の大都市の機能と構造，都市システム，都市政

策などについて研究している。著書『転換期の都市と都市圏~ (地入書房. 1995年)

など。

石原 潤教授は，農村地理学研究，およぴ中国・インドなどアジア諸国の市場の

比較研究に従事している。著書『定期市の研究~ (名古屋大学出版会， 1987年)など。

金田章裕教授は，日本の歴史地理学的研究，条里プランを含む方格プランの比較
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研究並びにオーストラリア研究などを進めている。著書『古代日本の景観.! (吉川

弘文館， 1993年)など。

石川義孝助教授は，わが国を中心とした，人口移動などの空間的相互作用の理論

的・計量的研究に従事している。著書『人口移動の計量地理学.!(古今書院， 1994年)

など。

V ‘現代文化学系

科学哲学科学史

本研究室は文化行動学科の新設にともなって設置され，平成 5年 (1993) 4月に

講座担当として内井惣七教授(科学哲学)が倫理学講座から転じて着任した。また，

平成 7年 (1995) には伊藤和行助教授(科学史)が着任し，より充実した教育研究

ができるようになった。

近代科学が成立して既に 4世紀近くになるが，その問科学はいろいろな分野で目

覚ましい進展を遂げ，現代文化の重要な一分野を形成するに至った。本研究室では，

「科学とは何だろうか」という基本的な問いを哲学と科学史の二つの観点から掘り

下げて追究することを目指す。科学的営みの実態を通時的に明らかにするのは科学

史の課題であり，科学的知識の本性を探るのは哲学の課題である。また，科学と技

術との区別と関係，科学及ぴ技術と社会との関わりを論じることも重要な研究課題

の一つである。

授業科目としては，科学哲学及び科学史の概論，科学史の基本的資料を読みこな

して分析するための語学的あるいは論理的訓練，科学方法論だけでなく，物理学か

ら社会科学にいたる具体的な科学理論にも関わる哲学と科学史の諸問題を扱う研究

講義や演習などが提供されている。

内井教授の主な研究分野は，論理学，科学哲学及び19世紀の科学と科学方法論な

どである。最近の業績としては，「形質分岐の原理 ダーウインとウォレスJ (文学

部研究紀要， 1993年)， Ii科学哲学入門 科学の方法，科学の目的J (世界思想社，

1995年)， Ii進化論と哲学.! (世界思想杜， 1996年)などがある。

伊藤助教授は，近代西欧科学史，とくにシチリアを中心とするルネサンスから近

代初期の科学思想に関する歴史的研究を行っている。最近の業績としては，「混沌

たる自然 ルネサンスの魔術的自然観J (U'理想、.!649号， 1992年)， liルネサンスの

霊魂論.l (共著，三元社， 1995年)， i運動物体の衝撃力をめぐってーガリレオ・ト

リチェッリ・ボ、レッソーJ (文学部研究紀要35，1996年)などがある。

現代史学・現代日本論

現代史学研究室は20世紀も中頃を過ぎた昭和41年(1966)に設置された。現代世界
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の各地域や各国家に生起する重要事項は，世界的関連を無視しては理解不可能で、あ

り，従来の地域別区分に基づく歴史研究だけでは，この有機的関連を十分に研究す

ることは困難であるとの理由による設置であった。 20世紀の世界に起こる歴史事象

を，新しい世界史的観点から研究することを目指したのである。現代史学研究室は

昭和41年 (1966) に設置された。したがって本研究室では，世界史を理解するにあ

たって， 19世紀以来の歴史学がとってきた国史的な歴史研究方法を廃することを目

標としている。すでに研究室発足から四半世紀が経ち，アメリカ現代史，日本現代

史，朝鮮現代史の諸分野で博士学位取得者を出すなど，全国国立大学中，ただ 1つ

の実質的に機能している現代史研究室として注目されている。平成 7年度 (1995)

からは新設の現代日本論分野と合同し，現代史学・現代日本論研究室を構成するこ
〆

とになった。旧現代史研究室で育んだ日本近現代史研究を継承し，現代史及び現代

世界の研究に一層の発展をはかるための拡充措置である。

紀平英作教授はアメリカ合衆国政治社会史を研究し，『市民的自由の研究J (共編，

世界思想社， 1985年)， Ii'ニューディール政治秩序の形成過程の研究~ (京都大学学

術出版会， 1993年)， Ii'パクス・アメリカーナへの道J (山川出版社， 1996年)とい

った著作がある。現在は，第二次世界大戦以後に見られた20世紀後半の世界政治秩

序の形成・展開過程について研究を進めている。

永井 和教授は日本近現代の政治史を専攻し，著作には『近代日本の軍部と政治』

(思文閤出版， 1993年)がある。現在の研究テーマは，戦前日本の政軍関係の研究

と戦後歴史学の世界史認識とその変選の二つである。

c.学部教育

文学部の学生は，平成 7年度 (1995)入学生から 1回生の終わりに，志願する系

を届け出ることになった。具体的には第 2表のような専修を単位とした研究室に属

して勉学を進めることになる。各専修の収容人員は10名ないし20名を基本としてい

るが， 1学年の定員は現在220名であるから，収容人員にみたない専修も少なくない。

本学部の特色の一つは，少人数教育にあり，当然学生の専門性もそれだけ高くなる。

授業は学部教官のほか，他部局にも授業担当を依頼し，学外からも非常勤講師とし

て出講を要請するので，授業内容は極めて豊富である。授業科目には，専修ごとに

講義・研究・演習・講読・実習・語学などの種別がある。講義は概論・概説の類，

研究は特殊講義である。本学部でとくに重視するのは演習であり，その形式は専修

によって種々であるが，テキストを読解しつつそこから学問的な意義をもっ知見を

引き出す訓練をするやり方，あるいは，各人任意の問題を選んで研究発表を行う方

式などがある。要するに学生が自主的な研究心によって独創的な結果に到達するこ
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とを期待するわけである。いずれの場合も原典主義・資料主義の立場をとり，卒業

後研究者コースを進むかどうかにかかわりなく原典との格闘によって学究的な精神

と能力を身につけることが学生の一人一人に要求される。

原典読解のためには高い語学力が必要であるが，本学部は語学の学習を重視し，

英・独・仏いずれか一つを含めて 2か国語それぞれ 8単位以上，計16単位以上，専

攻分属以後では，さらに専攻に必要な単位数の外国語を習得しなければならない。

現在，上記 5か国語以外に，以下の語学科目が開講されている。

サンスクリット，チベット語，イラン語，アラブ語，現代インド語，ギリシァ語，

ラテン語，朝鮮語，ピルマ語，スペイン語，イタリア語，ヘブライ語，スワヒリ語，

タミル語

先述した各施設の所蔵する豊富な文献・資料類は，本学部の原典主義の不可欠の

手段であり，学部学生がこれらの施設を自由に利用できるのは，“ホンモノの学問"

を身につけるのに絶大な効果がある。

学部の授業の一部は，専修分属以前の 2回生から聴講し単位を修得できるように

なっている。この制度は学生の基礎的学力をやしない，専門教育への意欲をたかめ

るのに役立っており，またその短さを補う役割を果たしている。

本学部では専門教育を重視する一方，広い視野と知識をもつことが専門教育の前

提であると考えている。その意味で l回生の学習は，自発的な読書や思索・討論と

共にきわめて重要で、ある。専門性の深さと一般教養の広がりとを制度的にどう調和

させ，どのような相E補完関係を打ち立てて行くかは，今後の学部教育にとっても

重要であり，現在もなお検討が続けられている。

学部教育の最後の仕上げは卒業論文であり，これには12単位が当てられている。

学士論文としての意味をもっ卒業論文においては，筆者の独創性が要求され，とく

に大学院入試においては，卒業論文の成績が優であることを必須の条件とする。実

際，卒業論文作成によって得たアイデイアが，生涯の研究方向の起点となることさ

え珍しくない。

卒業後の進路は多岐にわたるが，平成 9年 (1997) 3月卒業者については，およ

そ以下のような分野に区分される。

なお本学部は文科大学として開設以来平成 9年3月までに13，003名の卒業生を

出している。

表 5 文学部卒業生の進路状況

教員 (4) 官公庁 (10) 新聞・出版・放送 (27) 民間企業 (55) その他 (58) 大

学院 (59) 聴講生 (10) 計 (223)
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D. )-.:，?I:;L:文学iiJf究fl・

ぇ.'{・ji庁:i'tflには.的'!..kのように.fJUGIの咋修カサI'I"かれている， I'í: 年度の人~~f.と者

以はP，i':i6 }<のな11くである}

表6 ・1;成。 fド皮jぐ?院入学，止、即日U'i'・人''f:i'["t主

jlr: 1: ，深 fi2

t'!り1:/がりJu県fil

小川は小11持HゆIJから九i，l¥'l'i!市Ijへと内側され，中:点化・充'丈がulられたりそれによ

って新しい匂Jj(;')-1' 1 を数多く合む新たな 5 専攻に併制され，入学定tif~~の鋭、大が~

JJ[したけ

修t:・↑卓上後期課程に入学.したおーには.各人について指導教授を定める。学'!eU: 

liJf党，i!j由iをf1EIHし， f行持教JQの指導のもとにliJf'先を11'うひ修士課程ではIijf究H1i与を

吃け，30iji.jな以 iーを修1!jし，修士山布丈の'f1¥:査に合絡した者に， 文学:修上の学院をi'll

Ij するけ学科及びI1事 I~，論丈の成績が{憂と判定された fi' は， ，ι己主によって同士f愛知J;j果

rfへの.i!Utを持lげする。 所定のJtN:に達しなかった行及び修士I深程I1多fの学外{1ーに

は.制入試験受験の辺が!井jかれている。

博l:後mJ.深fr-ぐ、は"俗学年ぷにllJf究報-F1を提iI"させ，その成績を認定する.，大'手

院(Ci':ql，学会誌にl沿えーを発火して学界にデビューする例が少なくないが，その多

くの場合は修土諭丈や研究報{与が骨 fーとなっている。こうした努力の債み反ねが博

上ヴ:1¥1:論文につながるわけで、あ 1)，博士学校長命丈指導のn.i二問や，その提11¥のための

チエソク・ポイントなどを作成し，スムーズな提出に結ぶつくよう配!告まされている。

しかし，原典主義による丈I軟読解や複雑な人文現象の解析を必須とする人丈科学に

は，深い学問的体験や長い時間をかけた労Ffを裂し，従うたはtiI命丈博士が多かったが，

最近はU'架程博とも続十と生まれている。学部開設以米の学位授う数は，下表のとお

りである。

表7 文学修士・文学博士学lii:授与数 平成 9年度4月末現在

修 士 IU制博士

3司015 301 

新制|新市Ij

諜程博士 | 論文博士

86 328 
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E. liJl際交流
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によって'会tiのポストが112けられ，;引け'j-のhi，[;;;Mでめさましし'u!f'光をしているi!tj:

タトの学fi'を常11刊行くことができるようになった，-4':"f:i}l¥への付ザ:・{i)f修の動機には，

制・に 1)欧米，;行IlilよりわかIlq())'.jfi'(:?jiJI プEの f&~" を学ぶ. :2) 11日公途上IJiIからわが

1.JtIの高い'下t/IJ/ドヰiをl政11.<.--9る，という;つのftf(li'Jがはられる
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3 教 育 学 部

:¥ .教育学部の概't::

人II¥Jのれ公的な'Ulrlーや主化の公民は. [11:代から [11:代への，教え)?...)ーというれffの

はたらさがなければイ~11]"能である J このはたらさには，';t・校教ffのような':JI'xl i'1()，iI' 

jJlli的なものだけでなく， さまざまな刊償， ;fiIJli. 卯J立をj凶じてれわれる 1肝心 I'xl(I(Jな

人Il¥]JI'~成の 1'OlJ も ff まれるが， 本乍・の教ff学i'í:l~ は， この「g紋'J.1行f1という 1)、;;riU-でCf似u維
な人 11川l日川iリjσの)'1日，~.みを j~'宋t勺ヲ究Eする手文f行t，;治打M干干利、'[十"下i

教f打i'う7乍、1γ干;::川は， 1I{j干 11~4 年 (1 U19) ì:lji!il J ボ郡大?と |υJII ，\に 5th~ したが，そのI'IIJ身iJ，

IV J治:l9{1:.I 19(J(i) に以行1;;，'j'i[.1).:_'t丈利 ).;_:Iの11日i泣と I"JII.¥に，j1iii"I':されたftflujJe教ね;1:

I品川正にさかのぼることカγζ きる l'iJ';花川什ム 11日干II~R{ド (1%:)) '~.JI'<.Tf'ti"'[;(: 杉竹さ

れるまでよヴ:打l; iT''t fH こ 19jM したが，その，;IYJ: I+~うからもうかがえるように， ・li初か

ら教ftにおけるIJ江川!と }ji)、. J:l 11. ， I~iÌと y践の統ーを中!:m してきた

教行学部は. 1:少欲1=NJ:~lのザ:1[:. を集め， 大♂?I~J~ を'Td~~ L， .t-'<. 1f '/・の，.I/I"II'i(jなuJf'先

行、l主ぴにソミ際的な教育の叩 I"J(I(JI行将r;'を五、成すること. 2)r'<.y{Jr~u 1免，¥'r:[}、ぴ)11l. f~! を

fri ~Nする令'下'の/lソ[:.のために，教職に I幻する，;t~HYの i主什と教ff を i 1うこと :1fJ~lri枚

数t1の11I教ffにもうfめることを一i:.たる 11的として，、li初Jは 1''tH:;"的!中で1'1'， 貸した

のであったが， その後.i~二大山町内のlNJi止をはか 1) ， .fH(1 は 1.1 ， ;IYi HQ 二 5i~;ll( 1_， 11i{ +11:， 1 年

度(1976)からは 3♂j斗・1.S iil;門;tilJをとっている その情1&は二?くべーシのと J;1)であ

る なお.γ成 511' (1993) からはうそ'苧的[tlJ) ) {+:;I1IJの 1'tとして r'，'，'jJi -~j:れすとし

てのF土佐干111の提供にもあたっているん

教育学部本館
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研究センターがl泣il"，'された
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教11'/tliJf'先の純IJHは近年ますます1)、く.かつ派くなっているとめ， 1.':''/:i';:I;ーぐは|吟

.J:!I'.i百平:I"}: とも協力して，それぞれの ， ~\ïJ'F が lぷ 1"]iinN(の/IJIづEをilEめるとともに.その

l成果をふまえて. 九分u!['を行九布する，il/i.li:.や， *¥"，主σ)II:J:lijを深く jlul: J ドげる!日 μ向，少

人数のヴソ1:.をk，j・g:とする，i県出iii{147と』払出資W. ')J~1i や，lIM 針などのx刊 ~I}': をも ff む多

}jI(，j(l')できめこまかなj']:.tをわっている、

本学';}I~ では、|勺え 5 {ド!主 (1993/から. • .~tf.士 ft とも1門教育をイftiえI'/')にWJ.i主させ，士

がら， JJ!1t人に必!裂な， Iはl~λL 、斗rl

判的宇判lリj川住断!庁f)Jをf併1精Iえた人問「自的l内守主態買町!皮;主主it:を41年下刊11問i目削¥jをj泊且して作I/庁fする I 4年 '1'目E1』リ手救:zf打i、」 を 'Jι'~b施h 

している υ その -J環2弔:として， %Ji人'lーをkJg:にした必修利 Tl1教育{i)j究人I"JJ をIl日品

している。これは匂川分野を異にする数名の専任教J(~'によるオムニハス JI~Jにの品):;;

で，教育学部の学生としてのアイデンティティ形成に資することをめざすものであ
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るe また，よりいっそう光'だした'，'，lI"JHIIのIHJ，満や.の I"J干|けの必修_ii-i.fl>:t.~ の J';'i )JII， 

年itii115文;の iji，f，'r:政υ)j'jlj il，，~ ~~:により， .I}/I"J~íc({の ~ñt1ヒを 1'<:1 っている

1. 学部学生

選J仏υU~1!により jリ 1f. iì{) れを人 'jえさせているリ、1i 初j は ìé として)，td，監となるt-~iHl 11 

をl従修するが，次第に'，'/I"jflllや副主ー般教育としての教j"HlIJを<:・，;IVj:-4-ることが

できる}人'-;t: 勺初はけrl，~する'予科を判定せず.各 I~j が'}:íJlt をすすめながら hl も j直し

たi立を探して， :) {I:次にI}:利・ ;';'I;I"Jへの分以を決める;なお，・|ζ!戊(-i{t三!虻(1 ~)~)4) 

から:2{r;jぐ、JソlにI・lし，}中|分以オリエンテーションを'y施し.ザソ!の希己'{!:j}}，'f; i'í:l~ 

門を(~~( ITi~しつつ， ，;1司牲を I'XIっているが， iil; I"J によっては分l長;バ験を li~l寸IJAfTがある

剖;I"Jごとに必修科 11とそのij'r_f，!:がiJとまっており， 4 {I三tI¥Jをj心じて，}f土佐利 1156.Ii'-f，i， 

'.'!-I"J干ltl84iji，jケ， ii11，1O iji_j，!:以l-_を修め， λt:l'こ|際しては λ作業liiTよーをl，'c1'1 ~しなけれ

ばならないい

なお， II({干IIS8{j:J定 (1983)から叶貯|会人をffめた[EJ内外の他大I}:宇主将を約 10

jノ1 ，細入試!検により第 3 年次に人'干させているいただし，この場合，制人'tf去の，~!;

'予 tm ， 中z、~f-:干、|はできない】

2，聴講生・科目等履修生

~'\';'と科 F~ の m七"持希子/U'í に付して 11J:qミ:)月に ìilt ~ヲーを h-い，聴"持 '1:. あるいは利 11 す，1Iぜ

修生として人ヴ:させているリ修学WJtI¥Jは 1{ド II\J であるが，継続することも r'Jíj~であ

るけ平成9年度 (1997)のイJ:籍r;-は34:f'rであるリ利日等1I引著作ーは、|勺&6{I'-位(19~H) 

から1iEけられたもので.科t-l試験にfT給すればWP:の11).f!ができる、

3.研 究生

特定事項の研究志望者m に対してIIJ一年 3月及び9月に選考を行い， lijf'先ノ|ご.として入

学させている o tI:学期間は 1年間であるが継続(6ヶ月以上 1年以内)することも

可能である。平成 9年度(1997)の在籍者は10名(うち外国人f1J~~fソ L:_ 6 :y，)であるら

4.研修員

高度の専門的知識を有する者が，特定の事項について研修を志望する:(iーがあると

きは教授会が適宜選考を行って研修を許可している。平成 9年度 (1997)の{t:籍行

は25名である。
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5.取得できる資格

本学部の修学!りJl1tJl)'Jに教育職民免許i去に定められた科目の必要'P依を修得し Iyi

定の手続きをすれば教T{J倣11免i-;'!'状の中学校 l検，高等学校 l稀免許状を取得する

ことができる叶また. ~+， "f:校，尚守学校の免!汗状を取得し，免許1去に定められた特

殊教育にロりする 10門教u，f'i-IIの必必 'ji，f，iーを修行Jすれば，主主誕学校教諭の l積. 2樋

免許状をllxnすることができるけ

その他修学JlIJIliJ Ij' にiJJ!争に定める利 11の必要iji，i立を修得すれば，それぞれ社会教

育に関する指ii5f， . ll)j， j'をうえる lV門職れである十|会教育主'F.博物館の資料収集，

保管以・iJ、及び，iIrlJ1-diJI究などの11ーがにたずさわる専門職nである学芸員，同書館j去に

規定している!:xli号館において1';(1丹ーに|刻する職務にたずさわる専門職貝である問書館

行l舎の資格をl!lf!!することができる。また教育職員免許状をのする者・が問書館学に

関する科目の必'8[Jp.f訟を修{与すれば. !叉l書館iiJ誉教諭の資格を取{与することができ

る。

6.卒業後の進路

卒業後の進路としては，約 3分の lが大学院に進学するほか，公私.If学校，行公

11'.文化・ rl: 会制十iI:f銭関をはじめ，製造業，金融保険業，商村などの一般~Sl'~. 新

聞社. 11'，版社，放送}"jなどのジャーナリズム関係等多岐にわたっている。

C. 大学院教育学研究科

本学の大学院教育学研究科は. fI({和28年 (1953) より教育学及び教育方法学の 2

専攻をもって発足した。 11(1和63年(1988)からは，時代の要請にかんがみ教育学と

臨床心理学の統合をねらいとして，臨床教育学講wと臨床人格心理学講賂(2講曜

とも大学院議時)を中核に，教育人間学が臨床教育人間学として， また臨床心理学

が教育臨床心理学として加わり，臨床教育学専攻が設けられた。この専攻には，実

際の教育・臨床の現場に働く社会人のためにも門戸が開かれている。

研究科は教育に関する高度の学術的研究を行い，教育諸科学の進展を打!う研究者

を養成することを主たる目的としており，その組織は次のとおりである。

教育学専攻一一教育学講座，教育史講座，比較教育学講J也教育課程講座，

教育指導講座

教育方法学専攻一一教育心理学講座，視聴覚教育講座，教育社会学講座，社会

教育講座，図書館学講座，教育行政学講座

臨床教育学専攻一一臨床教育学講座，臨床人格心理学講座，教育臨床心理学講
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座，臨床教育人間学講座

研究科における修学は，修士課程(2年間)と博士後期課程(3年間)に分かれ

ている。平成 9年度 (1997) の修士課程の募集人員は約34名であった。修士課程で

定められた必要単位を修得し，修士論文の審査及び試験に合格した者には京都大学

修士(教育学)の学位が授与される。博士後期課程では単位修得の必要はないが，

毎年研究結果報告書を提出しなければならない。研究科における教育及び研究は，

所属の講座を中心に行われている。

D. 研究の現状及ぴ指導内容

I 教育学科 J 

教育学講座(教授 山崎高哉，助教授鈴木晶子)

教育学講座は，教育学教授法講座の伝統を継承しつつ，人間の生成と教育現象の

分析を通した教育の原理と課題の包括的，哲学的な理解をめざしている。

そのため，本講座では，教育学の基本問題を様々な視角から検討・解明する講義

や基礎研究，講読演習を開講するとともに，ゼミナールでは，各年度ごとにテーマ

を定め，それに関連した主要文献についての報告をもとに，徹底的な討議を行って

いる。また，このゼミナールでは，優れた教育実践を行っている学校を訪ね，授業

参観をはじめ，子どもの実態の観察と調査，教職員との交流などを通して，教育現

実における緊急の課題の認識と教育学研究のあり方の反省にも努めている。

このほか，本講座では，教育及ぴ教育学を通じての国際交流の促進を図るべく，

今年度はドイツの学者 2名と学生の訪問を受けるとともに，博士後期課程に大韓民

固からの留学生 1名，研究生として中国人留学生 2名を受け入れている。

山崎高哉教授は，今世紀初頭に活躍したドイツの教育改革家ケルシェンシュタイ

ナーの，理論と実践が不可分に結ぴついた教育学の特質を全体的に捉え，その歴史

的，現代的意義を明らかにするとともに，近年では特に「現象学的教育学」の研究

に取り組んでいる。著書には「ケルシェンシュタイナー教育学の特質と意義~ (玉

川大学出版部， 1993年)がある。

今年4月に着任した鈴木晶子助教授は，一般に近代科学としての教育学を樹立・

体系化したとされるヘルバルトの教育思想を，彼の「教育的タクト」やそれと関連

の深い「実践的熟慮」についての見解を手がかりに「判断力養成論」として読み直

し，それによって彼の教育思想の底に流れている修辞学やトポス論，弁証法といっ

た「術」としての性格を浮き彫りにし，ヘルバルトを従来の「近代的」一面的理解

から救いだそうとしている。主な著書に『判断力養成論序説ーヘルバルトの教育的
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タクトを軸にJ (風間書房， 1990年)がある。

教育人間学講座(助教授矢野智司)

教育人間学は，哲学的人間学の問題設定を受け継ぎながら，教育事象を人聞から

理解し，同時に，人間の具体的な事象から教育を理解しようとする学問である。そ

の意味では哲学的な思考法が研究方法の中心とはなるが，人間のさまざまな具体的

事象を手がかりに，「人間とは何かJ r教育とは何か」を問うということでは，社会‘

学や心理学あるいは生物学といった人間諸科学との対話を欠くことはできない。

そのため，本講座では，テキストを正確に読み理論的な議論ができるといった哲

学的な思考の訓練が要請されるだけでなく，広く人間諸科学の成果にたいする目配

りが求められる。また人間の具体的な事象にたいする機敏な感受性と，さらには教

育現場をはじめとするさまざまなフィールドに積極的に出ていくフットワークの軽

さが必要とされる。

近年の本講座の主な関心は，「言葉と身体」をキーワードにして教育事象・教育

問題を捉え，教育(意味生成)の新たな可能性を拓くことである。したがって，ゼ

ミナールでも，毎年関連するテキストを読みながら，相互に議論をすることによっ

て，授業参加者自体の思考の枠組みが弾けることが期待されているのである。

矢野智司助教授は，コミュニケーション論的人間学の立場から，遊びゃユーモア

あるいは覚醒といった創造的な意味生成の可能性と，生成にともなう病理の解明を

テーマとしている。主な著作としては，『子どもという，思想JJ (玉川大学出版部，

1995年)， IT'ソクラテスのダブルパインドJ (世織書房， 1996年)などがある。

教育史講座(助教授辻本雅史)

教育史は，歴史学の方法により教育や教育学の諸課題について究明する学問であ

る。すなわち教育を，歴史的時間軸に沿ってとらえることで，教育の本質や機能を

解明するとともに，それを通じて教育の実践的諸課題の解決にも資することを目指

すものである。教育史研究では，わけでも適切な問題設定と歴史資料の正確な読み

取りが重要となる。そのため，一定の主題にもとづき歴史認識を深める相互討論の

場としての課題演習と，史料を歴史的文脈に即して正確かっ批判的に講読して歴史

学的方法を錬磨する講読演習を，とりわけ重視している。

近年の本講座の主な関心は，「教育における近代」とは何か，西洋や日本の歴史

における教育(教育の制度・組織や実践など)とそれを生み出した思想及び文化の

解明，過度に学校に依存する現代の「学校化社会」を相対化する視座と方法の構築，

等にある。要するに，教育というすぐれて社会的・文化的で、歴史的な人間の営みを，

トータルにとらえる方法と問題枠組みの構築に努めている。

日本教育史担当の辻本雅史助教授は，近世・近代教育史を思想史の方法で研究し
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ている、" これまで近 lド肝l吐上I:j;司Iド斤、:~f: ~史」と~li)1究の守ι一上場易カか、ら近近F代教f行]'1叱とへf独d引!自の+付悦!見LLjf1点[，'，ι，、

たが.ì!i:年は u 本の学科丈化のJrf: 1と iiJf究にも意欲をみせている。l'兵;:~告舎雪守: ~近i祉l任tリF教土育!

;危位担1，'史iとyσの)(1肝庁究~ (思忠、丈l附剖， 1990年) など。

比較教育学講座(教綬 iT!京武一・，助教民杉本均)

比較教育学は，国境を越えて民間する近年のダイナミックな教育訓象を比較の視

点〔から分析し. [Ji l 内的な悦}.I~: に来づく研究からは何がたい知見を J浮き!I'，すことをそ

のld的としている。外国の教育制度ヤ特定の民政・グループの教行問題・実践・理

命を研究することはもとより，いくつかの間にまたがってN{t:する教ff問題につい

て国際的，世界的な悦野にす:って分析し，さらには日本凶|竹におけるl王11際的教育姿

素についてもその研究対象としているυ 学生の外国への留学，外l_ttlからの制学生の

受け入れに債徴的なのもこの講砲の持色である ο

本i講!中:の主な関心、i;{U或は，比較教育学の方法命的究11J1.欧米アジア件I司の教育事

情，高等教育の比較研究，多丈化教育.宗教・ j[tIi f~(教育などにおかれている。江原

武子文綬は米英を中心とした高等教育・中等教育の比較研究を，主として十l会学的，

統計学的手法を用いてわっている。最近の著作としては『大学教托臓の国際比較』

(玉川大学出版部，共細i. 1996) があるυ 杉本均助教托はマレーシアを中心とした

アジア諸国の国際教育流動，カリキュラム，宗教教育などを.先進国も含めた国際

教育関係の視点から分析している。また本講)~~では内外の研究:{J-を集めた共 I"-J研究

を積械的に推進している。

教育課程講座(教綬天野正輝， lt)J教綬凹 ~tl耕治)

教育課程講陀は，学校教育段階での教育課程編成の原理と方法，教托・学符過程

の構造と方策，教育評価の理論と実際等を主姿な研究課題としている。それぞれの

問題が現実の教育笑践と深いかかわりをもっところにその特質があるので主践現

場と何らかの関連をもって研究を進めようとしているのが本講)4~の特徴ということ

ができる。したがって，学生指導の重点仏教育内谷，教綬・学背過程，教科書問

題，評価といった教育実践の中板的問題乞客観的に分析し，その法目Jj性を探究す

ることができる力量を獲得させることにおかれている。そのために，講胞に所属す

る学生には，教育現実への強い問題意識をもっとともに，内外・古今の教育学的遺

産に学びかつ実験的研究も踏まえつつ，新たな教育方法学の構築に向けた努)Jが期

待される。

数年来，本講座は教育評価研究への関心を深めており，天野正輝教J受は詳価行為

の自覚化という観点から教育方法改革の歴史的考察を進めるとともに「到達度評価

の理論と実践」を根拠にして，教育現実の内実と教育実践の質を変革してしぺ教育

評価の在り方を探究しようとしている。
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回中fJIifi助教J迂は，アメリカにおける;;'1'([lli史研究と日本における学})，:刊[Hj研究を

日告まえて， II刊[II[を'J:.lv91'2;f，役iilとその検rlilにと 'Jくんでいる ω

教育指導講座(教十三 山川汗()

教育指導"昨J'Hでは， i工、統l'J(jにJi'iわれてきた教育指導のfT学的.人間学的J，t::I，世にfjll

えて(J:JHt!主 (J{j制点を N~li玲においていることが大きな引ー微である。ノiご ìlHt!主的住ll;，'，(

とは，人/1¥1を，..，./主化した十""キ1/で'11Jtめるのではなく. ft~: 史的にも丈化的にも側人的に

も発述していくイ({J:.絶えず公化し'J:.Jえしffっていく j主1-にある存在として. 11.'1問

中HI とツ~r.1j判hのなかで十IP，J 化しながら多次 J以下Jな発生・作成過程をf~!fu していくは方

である。 '!:.i!i'itj主的ftJ，!}，'，(を導入することによって)邑_1:や JJ~状を担保するだけでは

なく，ヰ占)↓去をはi)，'i えた析しい人/I\J~11 を j~~;}(L. それに応づいた教育論を憐築し，教

育・指導/iij、を%以I'[(jに/1日会していくことを 111'i'iしているけ方法，;命としては.丈|歓

に主主づくだけではなく .m代という 11，1'代と[I'!に切り結び，柔軟に即J命作成を行う JJ~

I易(フィールド){ij[究のーん iL ，]命を，T~悦している J

山田i:Y:r教托は.T.象・シンボル・ ii'jHt~ß/I:.の行動制官?に本づいた発注品と教ff

I命， さらに近1rは，作|ド:;1れjハH発色ぶj主，心L心、Jff!/f:と丈f化七，心L心、F坤R什引，〆う、7予j

までで、σの〉発j注主に力川加11えて. 1胎Jf治f台f山!川U切!べやJ化'1七J俗削1担lをも合めた l日l卒;丈化における7発Eぶj連主制を， イメ

ージ捕ilbiゃ聞き 1/)(1) 'llfiJ 1tによってIVJらかにしようとしている u 主要符存は1(こと

は、のMljのことば1 (rJillN.十IJ 1(布、をつつむlリーなるものーイメージjlbiにみるIl本主化の

心.fltl~ (イ(-J{附)U"'1:_i11先述心月'芋とはMかJ I(~いることの意味，Jj ut制念n守JJ;-) 

『士見J1奇心月{~~f:の 1Ë.1UJ! (制新IW十[)など

IT.教育心理学科

教育心理学講座(助教段 (-安増'J:.)

教育心開学消H~では，教ffに付する 111MI}: し、 WJ心を持ちつつ，その主主従 i品れを心~~l

学的に深く与究することをめさし -i:，として幼児から成人までの認知，思考.主11能，

学}J. 人格. 1-/会t!tJi系. l:えびその治j主の riYi問題を研究している。そのため.がIrfff~1な|

から大学までの作f曜の教ff現場(フィールド)で制祭，ゴ;験. ~司合，心月検T11など

の方法によりデータを収集し，あるいは. fJ;{杭条件を統制した実験停(ラボラトリ

ー)の中で心開予:や'U'W/=の絞殺Jの機械・昨日を用いた尖験によりデータをilllJ定し，

それらをコンビュータによって統計的に分析した後，結果を総合的に考Zをするよう

な研究活動が行われてきた l

教育心理学講H~の研究及び教77は，悦聴覚教育講附との干制止な連携のもとに進め

られている。学部教育では，心理学初級尖料と心理学統計尖刊などの来礎科目の上

に，学生の主体的学科活動を豆視する各種の課題演背，外国語丈献講読i寅宵なと¥
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セミナー形式中心の体系的カリキュラムを用意している。大学院教育では，教官と

大学院生が自身の研究計画や研究成果を発表して相Eに啓発しあう実践的演習を中

心に指導が行われている。国際交流の面では. 1957年創刊の国際的英文専門誌『プ

シコロギア (Psychologia)J の編集に携わってきたことが特筆すべき事柄である。

子安増生助教授は，幼児・児童期の認知発達研究を専門とし，子どもの<心の理

解>.コンピュータ教育，メタファー的思考などの研究テーマを取り上げてきた。

代表的著作として，『幼児にもわかるコンピュータ教育J (福村出版. 1987年). 11"メ

タファーの心理学j (共編著，誠信書房. 1990年). r生涯発達心理学のすすめJ (有

斐閣. 1996年). 11"子どもが心を理解するときJ (金子書房. 1997年)などがある。

臨床心理学講座(教授山中康裕，教授藤原勝紀，助教授河合俊雄， 助手

福田昌子)

人聞が生きることにはじまるもろもろの影の問題に関わるカウンセリング，及び

心理療法を研究指導することを専門とし，日本の心理臨床学会をリードしている。

理論的な立場としては，ユング派，フロイト派などの分析的な見方にとどまらず，

独自のイメージ療法や，夢分析，芸術・表現療法などが主体である。

学部においては，臨床心理学の理論的基礎を講じ，内外の文献を講読する。また，

様々な心理テストの実践的指導，カウンセリングや遊戯療法の実習指導を行ってい

る。

大学院では，付属施設たるセンターの心理教育相談室での心理療法の実践と，そ

こでのケースの詳細な症例検討を中心に，内外の基礎・およびアドヴァンス双方の

文献講読，そして，インテーク・カンファランス，終結カンファランス，また，心

理療法の理論的・実践的研究指導が行われ，同時に論文指導が行われていて，臨床

心理士となるための基礎訓練のみならず，研究者の養成が徹底して行われている。

スタッフについて若干言及すると，山中康裕教授は，精神科医でもあり，芸術表

現療法を中心とするユング派の心理療法を専門とする。登校拒否児童の内閉論や自

閉症の治療論，老人の心理療法などにも長け，広く文化活動一般の心理学を越えた

領域の研究も多い。『少年期の心J 11"老いのソウロロギーJ r臨床ユング心理学入門』

などの幾多の著書や，『臨床心理学.!l11'心理臨床大事典』などの編纂がある。

藤原勝紀教授は，象徴的脱感作から出発して，独自の三角形イメージ体験療法を

編み出した心理療法家である。『イメージJ rイメージと人間.1 r三角形イメージ体

験法』などの著書がある。

河合俊雄助教授はユング派分析家で，とりわけ元型心理学派として，心理療法と

哲学との関連について研究している。著書に Bildund Sprache und ihre Beziehung 

zur Welt: Ueberlegungen zur Bedeutung von Jung und Heidegger fuer die Psychologie. 



訳書に『夢の意味』などがある。(なお，本講座は

大学院においては教育臨床心理学専攻と呼ばれる。)

なお，大学院臨床教育学専攻の臨床人格心理学講

座の斎藤久美子教授，岡田康伸教授，高月玲子助手，

ならびに，臨床教育実践研究センターの東山紘久教

授らの応援をうけて，総勢50人の大学院生を指導教

育しているのが現状である。

視聴覚教育講座(助教授吉川左紀子)

視聴覚教育講座は，人間の認知的活動，なかでも

教育的行為における教授者一学習者聞の情報伝達過

程を明らかにし，現代および将来の教育実践に不可

欠なメディアリテラシーのありかたを，人間の認知

特性との関わりから理解することをめざして教育研
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視聴覚教育実習風景

究を行っている。研究手法としては，認知心理学における種々の実験パラダイムに

依拠した実証研究や，ビデオ等で記録した人物映像や音声といった視聴覚データの

数量的解析が中心となっている。今日，さまざまな視聴覚メディアや，インターネ

ットに代表される電子メディアが，学校教育を含む種々の社会的インタラクション

の場で活用されている。このような現状において，人間の認知や感情，行動がメデ

ィアを介した情報伝達によってどのような影響を受けるのかを明らかにすること

は，きわめて重要な社会的課題となっており，本講座においても種々のマルチメデ

ィア機器を整備してこうしたテーマに関わる研究活動をサポートしている。

音川左紀子助教授は，コミュニケーションにおける対人情報処理に関する研究，

顔・表情の認知と記'憶に関する研究等を行っている。主な著書に『顔と心:顔の心

理学入門J (共編著，サイエンス杜， 1993年)， Ii"認知心理学第 1巻:知覚と運動』

(分担執筆，東京大学出版会， 1995年)， Ii"認知心理学第 2巻:記'憶J (分担執筆，東

京大学出版会， 1995年)， r感性の情報処理.!I (分担執筆，サイエンス社， 1997年)

などがある。

ill.教育社会学科

教育社会学講座(教授竹内洋，助教授稲垣恭子)

教育社会学講座では，広く教育現象や教育を支える諸制度について，社会学的な

方法によって研究・教育している。具体的には，学校における選抜過程，学歴取得

や職業達成による社会移動の研究といった社会と教育システムの関係の探求に加

え，近年では，教養文化，学校文化，教育と逸脱など文化と教育をめぐる社会学的，
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'11怜!除「 l叱と?け1'::主"Jγl子.'叩:

，、下;自川川iリ市1;;、/ω.リ'1.:0の〕刈(州IJ川JI'先子 一六マFはJI刈111"ぷ向ωl'的"下wド内(甘){I叫1)叶!庁「卜，党?Eから，完j丈;"祉l正t的『側l川A究までで、さまざま vでCあるが， 相互

〈引法l泌をj曲してil、く救ftとトlf?をとらえる悦点とブjitをザi1与させることをめざして

いる )~''?I~!~で l 土佐，'，の 11，\1 ~J'J iiJf冗テーマを府与する・}jで，十l会調査をもとにした

!I，、l，ijliJf究I_， IJっている

1竹'rlい内人竹JJ河V教JぷIム'教f打f!とこ i選望J収をめくぐ、る卜什社|上.2会:γdバ7、字'j:的(州川允を:主仁として;Uなつてきたが，

i近止 f司lド-(はよコユ-リ一ト教f打fの)怜f伶干!叱iと:汁川卜打lじ今二;去， 'Ir的l内~) ，比'1ド悦f吃t計?引|ニ公;学、'/芋;'戸Jど:的i州i)川)1究をすすめている

に j於f訂dれlえ'}:Jl (イjJよ|別. 1 ~)リ~q二 I Uノtブリソク・スクール.!J (;講談十1:. 1993年)，

'tl +:のメリトケラシ-.; I'~u(n\版企 1995年)など，訳者に『ノ fブリック・スクー

ルのtI:i;'-;::~ I 111: 'N.'J.'..tu fI. EI% (1りがある，

fiIiJl(J/i ([I)JrUぶム f!..Ttにおける十11//.i i '1)と幼主構成のIltlWを uこクラスルー

ムそt・J~!として fijf'先し てき，七が 1 lbl近は.1生ijkとti1]'.の十|会史的なil!t允にも問心を

も'J.-:'-l¥ゐ I'.なfiJfだとしては I教印IJ一生徒の制 /(.1i!..~ と教えf秋川二の構成J (r教

Tt t 1: ~'，;;::/I JI 花日 1 ~I川(，二) rf.{f{・，il'!t大・，}:けi<:J(分担l執手ー『教育訓象の十1:2:学.!JI!I:!N 

r~I. ，tl.m ， 1~19:;;1.) がある

社会教育講座 rfH2 1".杉苧訂.WJ教民 前半1)~1J

付2:fHtは， iJ~人"Ì' ，'j ~レ qーの'?校教 ftâ#! f.!l!.外の教fli ，~'動を総称するものであり，

'1 ìÎ r.r~1t ' 'l.iJV?，{'1において 'F:安なf.'rii"，':を，'iめるものである u 1t:民の';1+的な学宵

-ι化川1'))とそれを主える引;:教fft!:WJ・1・rl体のi円動が，十1:会教ffとして把挺され

るのであり.その条i'1.i;寸IJにあたるfI二':f:Cu行政を加えて，社会教fi/til究のjJ象と

し-:llゐ

本。必W'C'は. 1 f，IP土動IIlJをふまえながら. rl: i:~教 TIの脈~・.fJ[:lk' ，深見f.iについて.

x肢の7汁Ij'，N.品Iのt，Yj徒に努めている また，社会教育主事をはじめ，社会教育の

iif込にあたる I，y門脈nのi'1:1反にあた.)ているο

1. 杉 r:lt .rÜ~'ま，九 I F.I の地J"A:fX1l や大ヴ:成人教育の比較研究， I日l平日教育等人権教

uの/IJf'j't. ，'j少年孜子IのTI会学「ドjliW先を行うとともに. IJ本における村会教育の歴

史的/I}f先を;!!:め，その ii!~iìij ・ ii!~1去の)'.li~:;日'1 と J!:i主統ttの解明に努めている。主な著;

j;に， り自主主t I .2: f'( fi C') 民 IlfJ ，~ 1松術11一・ 1993年). r坑代文;化と教 fi~ (尚丈立，

1 ~lö9 (ド)なとがある

，iij千本LlIJJ.J!'(f'l:は.付会のグローパリゼーションのj皇民がもたらす成人や青少年

のポスト千:校教育のぷ滞日!I(リカ Lント教育， ノンフォーマル教育，識字教育等)

をtな研究テーマとしているじ成人教育の分野においても国際的な制度化や傑準化

のi;iULが訴しいが.その現状と問:Jii点を別扶する研究をすすめている。最近の論文

に. "Patterns of Lifclong Education in Japan" (lnternational Review of Education. 
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Vol. 40， 199U なとがある F

図書館学講座(助教1'1 川崎n-r:)

問書館'下は. itrIL~/? jj'.l1'!'下， 11 J:J'下.それにlえ|書館の日'f'f!とi亙分のiiJf冗をrl'心

としてきた i しかし J止Ijになって. fy[Jえば公共同書館が11、く fU亡に利i-jJされるに

つれて，サービス川iが'ft:tlLされるようになってきたのまた，技術本新によって資料

や'I'fi報の形態・ 'I.!}(.川11 ・沈j凶に公化が'1じている ο こうした変化を交けて. [記|

書館学は[';(1.'i' fiIi '1，'; 1[.:?としてJt:llJiiされるようになったヴそこでは，従米の|文|存館学

を.fJL代の変化を村山j!f'(こL、れて倍以 3せると共に，利HJ行ohli.[';(1書館利用教育論. '11'1 

報ネソトワーク l向なと\析しい研究分~'í'がTLTikiL ， dy-|際的な学 11月になりつつあるの

|元|書館''{:品!ぇiけよ. このような変化を蛸似的にとり人れ， 45 に民m~1Í句動 IÎIJ をふまえ

ながら，公共 ['~I 河内'(の附山. J;レIJ、・ ， :~i胞についてほ;し斗n~Í'からの fi}f究と教育を進め

ている r また.川1l;¥ ぃJ，'i'f:.c，:iIiiといった羽完の1::<I，tj:.ti'fiの発泌をえ;える. 1文|合目'fp，ljJ"J

職自の主主Jえにあたっている

川山(，in .y:iJ)J;j!Ulは. アメリカ公J1.;I::<1合目白の11，戸!とと現状. !えび検ril.J，人fiLマイノ

リティと I'~I i'i'ftiiとのIYJf，f~をiiJf'J't分~!j・-にしている!そして)UiUJ'.;iijf究をj凶じて社会と

の関係のなかで I'~I .'i 加という慌IYJ の 'j~IL~ ゃあり }J の解明を目指しているり:託書『ア

メリカ公川'XI，'rfiI(I戊.'(}，l'，!J.'.'1.:.1 (11本1::<1汗sii協会. 1991 fJ--:)， ~学校I刈~館のi笠択と

倹閲~ (ffi:IJ，iK ，'j本，'j!，"'i. 19凶 fド)， ~I::<I 手j:館の自任!とはMか~ (教育!と料//'，I阪会，

1996年)なとがある

生涯学習計画講座 (UMHl{';. n-八郎)

'jjJH"f:'J札i'J'jUII，み仰は，川ノ「のH:i;における jギ業情j主や職業悌j込の急激な変化，及

び商学阿化と，I::j向iJ化r1会への移fJにともなう人々の「新しい学背ニーズ、」を的維に

~'I' íilli ・分析し，学校・ J也I攻・企業の教fl' i斤動を 11，占l 人の白己実現を版1tJJするシステム

としてl呼組織化することを 1I指している叫本，;恥ドでは. 'Ut学科，課題を，社会的に

秩序づけられた人生段|併と例人が i:.制的に構成する'1と的!ととの緊張関係から生じる

ものとして社会学的に分析し，学科広vえや社会組織に刈・する政策的介入の必袋↑t・

uJ能性を検l討する.，1iJUEi;f[域としては学校教育と干|会教育をffみ. )人¥問発j迷主ペやJキヤ

リア}形伝防!成必此， さらに?打|ニ会ミ変動と4打社l上-会，;川i引|一|附1I山刈1，川'1の十杉悦j見i!.}.'点'.'点

H昨午年 4月にF赴吐f仔T:した{';.)1十:;八L日郎|口;ωωHω助UJ教段lは立， ライフコースの社会学(J''，]iiJf究を専門にし

ており，現千t:， r~J ~γ:1於イヒにともなう l隊業料肢と家放医の変化について五~iE的なfJ

米比較研究をわーっている。1iJf究成果としては. rk'ltのライフコースと学旅J (1(教

育とrl会移動』京大/1'，版会， 1990年) r高度成長期以後の学!訟とライフコース」

( ~教育社会学研究』第46集. 1990年)がある。
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教育行政学講座 \~'zj-l 1'1イirri) 

~'z li i iJf'z'?1土， nUを'三:ける除干IJ.あるいは、l'吟な:J!Hiの機会をIEIl止に似|埠する

システムを花川寸ることを'1'心的なテーマとして， )，I~ 本的には IITj家と教fJの閃係を

川う 'IIIlJ-Cあ:J，mxのf-Hiを主;配し.制rtilJしているJfkifi. iLW. i iJlk.粁i庁，:Yi勢

力と~'zTi U) J!.¥J jふをfiJ干川することを 11的としている}また1-1会f+'γーとしての教育行政

'1勺J:. ，iL.i虫H'子にととまるものではなく， 巧脱u五:の教f育f川!也位を U改文 i必今.じ文 J不f作Lする ~jだミ践宇利| 

"ワ7、';::とし v二.，:-Uの)，刈'1刊|

!ド山Iイ行if桁;行t法干教tυυJ十'l:は. 手'zu!!J政/えびnu政策に|立lするli11'先をfJっており. その成果には

l九1'・|の殺すl!J此 lア正，}カ)印刷it二代教ff改a下!!)Jにおける辿nとナ|、|の政策動li'J-

!!j政川担にm.i色させて一 Jl! 11 1(~'z Ti f J政ザ:会¥1:'tlt・15.1. 19出¥，ミ)， rアメリカ合

\'!::Iq 凡uv;: 校 !!J 仕立 il;IJI主~ ，iJ~， i!':O) 'i:J戊と }J(P1J ¥ 1 ) J (r 京都)..::}:教 ft~}: tí:l~ 紀'!l::~ ~~~)g-~j- ， 

19~)~ q:.). り也 }j政J(rにおItるJ'z1i Jfk 肢のlI'~r& ・ x自主に WJする総{r- I'J(JliJI'先 Ji (制Id!i.

多t'U1 '，I~){. 19~JS ¥1'. J r J'z1i1た;?の、l'等':::[(J Jfkf以1;市 アメリカ'下校[(1政ililJI!Lilf，ii':のlJiiJ

II'J とiJ、 l'Hよ l 多 rυ 1 '，I~i ， 199¥) ¥1'.)公どがある、

N.臨床教育学専攻

臨床教育学講座 IJHι iil 紀え)

|出;1ぷ:J!'J.lf't必H':は. 11日干116:l¥1: ¥ 19iiS). .f比が1'，1で依初JにIHJ，没された):Iiしし勺指wで

ある、教ffの札H}j にお L 、ては，イJ{叶えいじめ，校II~ ~l})iなと\ さまざまなIHB也が

花'1'.しているが， 1(，ul)}'i(:では.これらの川:m・t象を下がかりにして，巧Ulにおける

J'z úの Jユ''1，、や数日Ili の 1Ul討を'五山 (I'~ Iこfq判別することを [1Hi して~ ¥る。伽|々 のtliJ:也をWf

)とするため16¥，;床心N/f:によるんiiJ、をmし】るという従*'のり易だけではなく， IIIJ:tuが

だJJtしてくる過f'J'.ゃI易にもiI'i 1 L. こどもや教1f i;íi動を即こ併するよりすでf判I'~な意味

地、1'-について.fiよ/:1"0. 人1I\j"?，10~ 考祭を行い.教ffの uj'能↑'1 と，色、味の 1H!.にう子め

てし、る U

li!今 紀jょJ'J.-1':;:のjiW先には ii I~I; I-+:教11";:とはJ(共抗『臨)-+:教Tt'γ:J アカデミア111

l阪会， 1996 tj:) や「なぜ<1嗣J.j(>教育学なのか」けn.，: r数行的 Wi吉の1'1築』二五川

大ザ:!I \J~i;'í:I;. 1996!f三)などがある、

本議Hそは，M隊十1:.会人のI'H'zi'iのために第二栂人'}:ililJI主(大'判記)をI泣けており.

埋命的研究に l十ーまらず，学校現場での教育相談，現場教向li との訓先 Jt [iiJ ii~:)'ëなとも

行い.実践とJIj(日I貨をあたらしいコンテキストにおいて統合するための制度的な試み

にも1]')[1) 組んでいる。

臨床人格心理学講座(教J芝 府藤久美千，教綬 岡田康{ltl)

臨床人格心理学講片付ム臨床教育学専攻において，心理教育臨床の尖践にかかわ
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りながら人f仰 It!WI~ を(，絞め.その qlで臨床心JLjV/市(jfiJ十先をj1f;めようとする品川そであるけ

憧今の臨床下例/えび・般ιj象について，人格の75jL 人II¥j問係の1/リ!(u， j自J.l::"治

療的安ねなとに IYJする JIi!，ifliil'l(j，X以I'I(j，')ふilE的な1iJI"先をわう l そして|出版のよ易から

の多機なす刊l'~ J，l、ついて I~I;J~~ 人的心JIJ!'戸の体系を築いていくことを 111行しているけ

心J:LliW iJ、/えぴ人的， iHllli iJ、の J~! ，命 l'I<j ・ )j;}Jドj判然のために， '~'，):心 JL!! ，'?， j市1'111)J !fi}j 

l論，分析心JI¥!.'IなどをかめたqYri向 1講義)， i'~fYY ， 'よtiがキIlまれている. A"tlむγ卜

には， 1li'il々 の陥';lkU.Qにつし、てのJ行持.たとえば， l'、校校.いじめの問題， tl~料 jú:

や心身HI'なとの心JLIII:山;1ぷl二J!lJわることへのJHJlL また例りIjのfiJI究J行4ーがれわれてい

るコ

備隊久た (~!Z托はロールシヤソハ;}、なとJ立彩i去や r ~~I;I* 発注」作JliJf究など， 1吋

rrHk fLjI救J乏は， ti'jl必jMiJ2などを Iド心にiiJ!究をすすめている ο 業組には，r.併R討加?行l政除久丈たJ-

教1':

玖切防;:， 197~ 一 1 ~J9~"ド)の他， IC税同.fi:rtr ~'~~I;床心、即l~~~: 大系ーライフサイクル.! (令 f-iP; 

fJ}， 1 ()90 {rJ， i"1治;1ぷ心Jlj!，下一定時と教育訓練一.! ((lIJ :rじ札 1994ff)，r幼児の滋

ぴと対人行動に WJする l臨床I'i<j矧祭機能のliJf党J (平成6，7年!主利liJf費補助金研究成

果幸!日it芹， fiJI'先代六fi''t:f !f，長久美子， 1996年)， 1品H!I[削11'教托は『粁iIを療法の民1lfJ.J

(誠七社， 19(J:l年)， i'，c.，J'I ~"íli1主のノウハウ .!I (共制l.:' ，J&.1; ¥十1:，1993ij:.)， r紅iti{療ijJ

によるアボリジニの fどもの 1":W. J (~，;( ftlí)(''/:教育学部記'8f~，第43'7;"，1997年な

どがある" (本l満州は大学院議1<j[.-51リ!なl和市ーである)

E. I叶1m;施ぷ

臨床教育実践研究センター(センタ一長 Jrtil!教托 111中段桁)

1997年 4JJに新I没された事えずl/t{j:[j付属のセンターであるυJJHUI会が抱えている

心J~! ・-1 1 会(j(jIIIJ ~!Uに伊il 別にふH七、するための，尚!立の悩l;qç~!z TfX以. liJI'先・ X~.Q fí'の

主主/J)(:，および十1i~(I(j な作決 ;I~ p}Jが i:な業務である ω このほ体となったのはこの18年

間 -riして稼動していた心J'R:J，!!zTt相談引であった。

センターの・Ji業I)'JHは.心Jlj!.・教育相談， JJVfi依教n. 臨床心JLIU:の fiJI:!lt，大'手 I~j'é

. "t部教育.およひ:liJI 究である』また，組織を慨J~tすると，実践 2J:I~ 門としての，{;t

米からの心開i教ff十11談引があり， iiJI 允 {'il)jH J としては，臨床実践~~?，臨床人 tl\J 発達"t ，

臨床人間環境学の 3分野があり，以ドに示すごとく，この 4つの飢域に分かれる r

後者は京都教育大学，及び‘ょ;(者111{f教育委員会との連携のもと.この:つの機関から

4人の，そして外国から 1人の'科目教段が加わる予定である。

1.心理・教育相談室(不公 J射I!教J受 |品iJ&1康jqI， )削Illl)j'F 高月均 f)

1980年以米，文部省、の認可を得て冶科の心理相談施設として活動してきたが，こ
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の度，センター内に位置づけられ，正式に認知された。臨床心理学系の教官と若干

の嘱託，及び大学院生がスタッフであり，年間伸べ5，000ケースを超す相談実績を

ほこる。

2.臨床実践学分野(教授東山紘久，客員教授足立明久，客員教授友久久雄，

兼担助教授河合俊雄，兼担助手福田昌子)

いじめ，不登校など複雑多様化する心理・教育問題を抱えた来談者に対する専門

的な相談に応じるとともに，大学院生，現職教員，カウンセラー，臨床心理士など

に対する臨床の「個別集中指導(スーパ←ヴィジョン)jとその企画を行う。臨床

事例の研究を総括し，臨床対象者の問題理解及び対処に関する知見を提供する。

3.臨床人間形成学分野(兼担教授藤原勝紀，客員教授岩田純一)

来談者に対する相談・心理治療にあたることを通して臨床群の治療的理解を深め

るとともに，人間形成過程における普遍的なつまずきや自己治癒力について追求す

べく，事例を再理解し，総合的，多層的に人間形成メカニズムを研究する。これら

は，一般対象と臨床対象を比較する知見を得ながら，「臨床実践学」や学部・研究

科の人間形成研究にも生かされる。

4.臨床人間環境学(兼担教授白石裕，客員教授池山良武，兼担助教授稲

垣恭子)

臨床事例の教育環境の分析を通して，「いじめ・不登校」などの背景にある社会

病理や，家庭，学校，社会など人聞を取り巻く環境を研究・検討する。適応障害と

教育システムの関連の研究をめざし，臨床心理学に教育社会学や社会教育，教育行

政学や教育学などを含む複合的視点からアプローチし，そこで蓄積された知見を教

育・学校教育コンサルテーションなどの実践面に生かしていく。これらは心理療法

の実践の成果に基づいて，社会・教育システムそのものを聞い直すものである。
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4 大学院法学研究科・法学部

A. 大学院法学研究科・法学部の概要

I 歴史と伝統

法学部の歴史は遠く明治にさかのぼる。すでに l章・総論の「大学の歴史」の中

で述べられているように，京都大学における自由な研究教育の伝統と，これを保障

する大学の自治の制度の確立には，わが法学部における先学の努力に負うところが

少なくないと考えられる。それ故，法学部を紹介するに当たって，いささか前述す

るところと重複する点もあるが，やや詳しく法学部の歴史を述べておきたい。

洛東吉田の今の地に，京都帝国大学法科大学が産声をあげたのは明治32年 (1899)

のことであった。明治29年 (1896)，時の文相西国寺公望のもとで，法・文・理工

・医の4分科大学を備える第二の常国大学の創立計画が具体化し，明治30年(1897)， 

京都帝国大学としてまず理工科大学が発足， 2年後，医科大学とともに法科大学が

誕生したのである。当初の計画案では，法・理工・医・文の順で設置されるはずで

あったのが，日清戦争後の工業技術者の需要の急増に応じて順位が入れ替ったので

あった。

法学部の伝統を考えるとき，創成期の法科大学のユニークな研究教育活動を見逃

すことはできない。京都帝国大学創設の直接の推進者であった西国寺公望は，今や

政治の中心とは遠く隔たった自分の故郷京都に，自由な学問研究が興ることを強く

期待していた。明治29年 (1896)の春，新進気鋭の4人の青年学者一井上 密・岡

松参太郎・織田 高・高根義人ーが教授候補者として向う 3年間のヨーロッパ留学

を命ぜられたが，この時，西国寺は法科大学の将来を担う彼らを親しく自邸に招い

て激励したと伝えられている。西国寺がなにゆえ法科の教授候補者のみを招いたの

かは明らかでないが，そのころの帝大の法科大学教授のありようと無関係ではある

まい。当時の行政府の組織・慣行とも関連するのだが，帝大教授が政府の高官を歴

任したり兼任することは一向に珍しくなかった。たとえば初代の京都帝大総長とし

て来任し，法科大学長をも兼ねた木下唐次にしても，前任は文部省専門学務局長で

あり，また，かつては東京の帝大の法科大学教授としてフランス法を講じていた。

首都まで鉄道でほぼ一日がかりの京都に赴任することは，このように政府と密着し

た活動とは全く異質の学究生活に沈潜することを意味した。おそらく西国寺はその

意義の重要性を説き，彼らも新しい使命に覚悟を新たにしたことであろう。

ところで，大学か東京に唯一つであることの弊害を説く声は早くから朝野に起こ
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っており，また関西にも大学をという声は，京都にも大学校を設けるという案が明

治初頭の遷都で立ち消えになって以来，繰り返し取り沙汰されてきたといってよい。

その中で注目すべきは，今日の教養部の前身である第三高等中学校に，明治22年

(1889)法学部が設置されたことである。高等中学校は，明治19年 (1886)に全国

にまず5校設けられた高等普通教育機関であって，帝国大学の予科的存在であった

が，同時に法・医・工・文・理などの専門分科を設置することができた。しかし実

際には各高校に医学部しか附置きれなかったなかで，三高にのみは，高等中学校長

会議の上申により，特に法学部が設けられたのである。そしてこの明治22年 (1889)

という年は，それまで大阪にあった三高が，京都の愛宕郡吉田村，すなわち今の京

大本部構内の地に移転し，学都京都の礎が固まった記念すべき年でもあった。その

後明治27年 (1894)高等中学校が高等学校に改組されたあとも，三高は他の高校と

違って大学予科をもたず，医・法・工の諸学部のみから構成されていた。これは高

等学校を帝国大学とは異なった型の大学に育てようとする文部省の政策のあらわれ

であり，第三高等学校はその実験大学にされたともいえる。三高法学部主事の巌谷

孫蔵は明治32年 (1899) 2月，生まれくる法科大学の創設事務嘱託となり， 9月に

は法科大学教授に任ぜられた。この人事及び三高のキャンパスが新生の帝国大学に

そのまま転用されたこと以外，三高法学部と新法科大学との聞に直接のつながりは

ないが，興味ある法科大学前史の一勧といえよう。

こうして明治32年 (1899) 9月11日に法科大学は開講の運ぴとなったが，着任し

たのは 5名の教授であり，迎えた新入生は法律学科31，政治学科15の計46名であっ

た。法科大学に認められた23講座のうち，初年度にはまず10講座が聞かれたが，年

を逐ってスタッフも講義科目も充実していった。倉Ij成期の法科大学の教授陣は，東

大法科をトップクラスで卒業した者を中心に，巌谷孫蔵・千賀鶴太郎などのように

東大は出ていないが永らくドイツに留学して学位を得た者たちで構成され，いずれ

も30代の清新・滋刺とした顔触れであった。そこには自由な学問研究を尊ぴ，東に

相措抗する学林を築いていこうとする進取の気象が満ち溢れていた。その特色が教

育面に反映したのが，明治32年 (1899)から行われた卒業論文制度と，それに関連

させた演習の必修化である。これにより学生は演習で啓発されながら，卒業論文の

制作にとりくむことになった。論文を仕上げて試間に合格するには，原書を数冊読

破せねばならなかったという。原書が今のように手軽に入る時代ではなかったが，

本学の附属図書館は開学前からの努力が実って充実しており，東大と違って学生に

も書庫の検索を許していて，学生の知的要求によく応えた。この制度は世間の注目

を浴びたようで，時のジャーナリストから，大量の必修科目の消化に汲々と Lて「講

義暗諦的注入的」な東大に比して，京大は「自由討究的討論的」であると評されて
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いる。織田 寓・高根義人が中心となったこの時期の大胆な試みは，範をドイツの

大学にとり，東大とは異なる大学のあり方を模索したもので，創成期の法科大学の

特色をよく示している。しかし折角のこの理想主義的な制度も，国家試験の制度や

合格者数をめぐる論議及ぴ入学志願者の激減という事態に現実的妥協を余儀なくさ

れ，明治40年 (1907)に挫折したのは残念であった。

ところで自由な学問研究を支える基盤は，いうまでもなく権力の恋意的な介入を

許さぬ大学自治の原則である。この面ではわが法学部は輝かしい実績を誇っている。

早くは明治38年 (1905)の七博士(戸水)事件や明治44年 (1911)の岡村教授誼責

事件などで，「官吏職務上の義務」を理由に教授の身分保障や研究発表の自由を侵

そうとする政府の姿勢に，法科大学教授会は明確な抵抗を示したが，そのことは大

正2年 (1913)の津柳事件で一層明らかとなった。 1章・総論で述べられているよ

うに (3頁).当時の総長津柳政太郎が教授7名を専断でもって辞職させようとし

たのに対し，該当教授のいない法科大学教授会が，教授の任免には教授会の同意が

必要なる所以を説いて反対したのである。この結果，教官人事に関する自治の原則

が確立し，ひいては総長公選制実現の契機を生んだのであった。

このように法科大学時代の諸先輩の気骨に富む営為によって築かれた理想主義的

自由主義的特質は，その後の学部の規模の拡大や大学をめぐる諸情勢の変化のなか

でも，基本精神として変わることなく受けつがれてきたといえよう。その意味で，

われわれは誇りをもって，創成期の法科大学時代を回顧するのである。

大正8年 (1919)には大学の総合性という観点から，分科大学制が学部制にあら

ためられて法学部となった。同時に法科大学の経済学関係の部門が独立して，経済

学部ができた。この時の原内閣による学制改革では，進学志望者の増加に応えて高

等教育機関が大幅に拡充さ

れ，それまで十指に満たなか

った大学や高等学校が急増し

た。しかし織烈な受験競争は

高校入学の段階にとどまり，

高校在学中に形成された見識

をもって大学や学部を自由に

選ぴとることにほとんど困難

はなかった。こうして昭和24

年 (1949)までのいわゆる旧

制大学法学部時代，本学部は

さらに充実の度を加えていっ 法経本館
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)、i11:i:r. ! 1 ~Iゴ 1) には.iJ;が 11'1jザ:m~の教えごをも jTむ本学本館が竣|して，本音1

IIli 1"1 iI川に1I.¥r;liiが1)11がれるようになり. lIilfl18年 (1933) には，その背後にj去経

P， 11îi í'j'-C さ~. 施，， ~v) んーも次第に ;it在日を整えていったο 削学←当初は50~う足らずだっ
七'/'1も. この川 W)には 1.}: {ドのJIl(千千数の最高が6001'， までになったの学科と教科

liii jl'0"パ耐え:J:. Iil)";::n *(. fcfi的~~地から絶えず託!村き・変改が行われてきたの遠大
な }11i+.1. 1 に \Ì~f.JけされたII!Jd日(Itj'-IにのIluj!日l的な本崎北開l制は10年足らずで姿を消した

が. tlllli'iHI;の ~:J11!. を -c きるだけ広げる11';で学生の自主的ヴ:符を奨励するという伝

統:i机，f¥されていっん 大lトー15:r(1926)には.ij;W・政治l由j学干!の区別を廃止し，

必伶・直w・的自立といった't干'i-IIの士'@Jもまたl1iiIf-_ L.外国法も fTめて令くの自由

i'ifjl;ail)をとることになっと， I'i)II.¥'(こt試験の成績も点数をやめi歪・良・ uJ・不可で表

わ寸一ことにし七(J-Jl(，ではI呼び点、数制カfとられている)。学生には同修出の提出を

;RlVJ.その・|正米ぴ)心JIに11))，iを'j_えるという同到な配慮が払われた。H{同n9年 (1934)

まc杭， Iだこのカリキュラムはド1山選択制が最も徹底したものであり，学部の充実

ぶりがぶわれ. t問2別li述主だつ土

lれ刊;引川1;は‘1川iれ仰iけIrlにカか、fんJυの)i以，i;lの11川l川SI代tを事象:徴するカか、のように' 大きな;tJ¥車束がわカf?:去年z部を襲っ

七一lIilfn日:，=- II~n:ll I))，;().:_ (i.淀川1)事件である。その経過については，すでに冒

日nの!大'j:のけJ・1と」で述べられている(5 ).'[) u 学説のlλj脊が不穏当だとして刑法

ωiiIt 111 十i lJd'dえが H~JI，放を命じられたことに教f';1:会は抗議し，多くの教J受が教問を去

リー:~ )った _fz十i会のE'.7}~ はこうであったυ いうまでもなく大学:の使命は真理の探

先にあるけそのためには教'1¥の州究の自由が不可欠であり.それは当然に思索の白

山どれ十三の自iHをfTむ、学生は色々なな場の教十三の学説を聴いて，社会の事物に対

して学IItJ(-ーより批判する能}Jを副長ーする。そこに大学教育の真のH的がある。そし

てこのような教刊の研究の白山を確保するには.教官人事について予め教授会の同

立を要するとすることが必要である。京大事件におけるこうした教J受会の主張に，

iJ;-H大学以米の伝統が}J強く脈打っているのを知ることができる。趨国家主義の嵐

の吹きまくるなか.大学自治の伝統を守るため敢然と国家権力に立ち向かった京大

事f'4・は，日本の大学史に輝かしし、 l頁を添えたのである。

その後の日本はイ~"fな戦争に突入してし、く。敗色深まるなか，勤労動員や学徒出

陣とし寸事態を迎えながら，不自由を忍び教官や学生は寸暇を惜しんで研究・勉学

に励んだ。 llH;fo20年(1945)の敗戦にともなう社会情勢の変化は，教授'陣の異動，

/.i:;、仔学生の復員，軍関係学校生徒の受入れ，入試受験資格の拡大など，法学部にも

慌ただしい動きをもたらした。物質的には窮乏の極に達していたが，荒涼たる景観

とは逆に.そこには明るい空気がみなぎっていた。

HH和24年(1949). 占領軍の覚書に基づいて，いわゆる 6・3・3・4の学制改
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本が1ihれ. 111;れの，I;:j":~~;/{:校・匂 I"J学校・ jc下がすべて新制大学として l ， iJijlJ に例制

されることになった iL"f:自1;には"1 i~IJ 大ザ:としての長い伝統があるので.新市1)大学

の発j止にあたっては. J I:*mされた";':PI!UJ 1111のなかでいかにザ:)JjIi:ドを|坊ぐかに円心

が夕、われた i しかし li引|事 ilil) J主は 1.'1111)控~r~aill をJ;t 4:にしており，これは印J~判明やlI(j 干fI

初!日!と村1)凶じる心、統といってよいもので，今日でもこのお11は本本的に断奨されて

L、る" lI (j 利 I~がj:. (1%:~) に免比した新制大~}:院では. IIlilil) 大学院とi皇って，i県松・ 11芸

学年 líU ・ l以 f~J' iji， (.'1 などカ，'*111 カ‘く H~íι されているがここでも白 Ilj)並~1~:~1jを格本とし

て学'1:.の1'1i'. (i(J{iJl"先を I~~( 1[(する)jli'Jカflitかれているリ

車籾新JI'i制H初側!リJf移与針fれ行r寸叶iJl川Jのi法J去"うf山J

』講溝!ド川附<I引i巨4を数えるに守乍1つた そして' 、子lド4勺!成&:4今年tつ!主カか‘己ら〉は. これらの;講持!ド同'Iそを学音部日カか、らλ太;学

l比院L出lに移すとともに2引l の j大4心刈，;，~排炉}以J'i十併q:斗|いi呼4陥稲縦品し' この大学院議!恨の十11当.(i'が大学科目制の学

m~の教育を ~fdけする }f~ に稲|械を変'l!:した この|民大議内の・つとしてl泣けられた

総{tiL政分析川県は. ，ijj!.Jイlワ・先端的・午:1，祭的なli1f究分!lfJ・-のj住民にふJIゐしようとす

るものであり.‘|勺点お WJ立には存1¥訓 J'l~ も llf.J jl主され. .fJ!l臓の裁~:Ij 'I\;及び、人;械事務'1'\・

が符!1教Jえとして件十 r}，化刊行};務 l 「公共政策」の従業を ~'I !巧している凡なお. 1I(j 

利147年 (1!)7~) にはiJ、紙北自!Îfが竣 L したυ~:f: 'I:，定日は新i!iJ!移行とともに l 学年250

r， に i"~ ったが mイL は後述のな11 く臨時期募分も合め400r，となっている。なお，法

学部では .isU岐によって，社会人や I:.~~j!: 本来高-なときの第 3 年次編入学. {"・?他'T:古1I学

生の 211:.;j~への中!!;ザ: ;'í:I~. 外[正|学校 1 1\身 nの入学:を認めており，これによって多様多

彩な学生の十11/(.作発による教-(i的効恥がJtm.¥:されているυi1;"/=古1;で、はかつてlI(j利27

年 (1952J から IIrHII !î ~1ド (1977) まで 3 年次への細入学;Ist験を定地したことがあっ

た J これは 111 日il)よりは 11'令的に少し 1，川、 II~\:J日j に;ι明学部の決定を j自られる新制の学

生に;，よ;明 'liJ;検の j主を Ilf.l くものであった。現イ1:の多 f(1的な門戸 IlfJ放は，令1 r.1 に先.~I~

けた外 1，'r.I'下位 11'， ~fí 人 .ist. それに、fi. f& 4 {j'，}立に|洞，i立した大学院J.与修コースなど.い

ずれも社会の析しい以!日lに汁止、したものである。

E 学部の構成

法学部は:35れの教托・ l0r，の助教1'2，13r，の助手と.2.:110r， (1付k子499r.lの

マソj:_("1;成9年 5)]1 11.fJUU. それに31名の」事務職員からfjえり伝っている。

学生の入学定Hはみ;米360r，であるが. lI(j和61年度以降，受験生111:代人口の急tlf

に対応するための臨11M?主主的ii/，I:で，予fi足3年から41Or，.平成 6年度から400r，にな

っているυ したがって. i去学部学生の数は1.600r，ということになるが，尖|際には

これよりもかなり多い0 ・・つは，他大学11'，身名のための第3年次編入学制度が行わ

れているためであり，一つは，本学の他の学部から法学部に転学部を希望するお-を
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受けいれているためである。さらに，司法試験・公務員試験などをめざして卒業を

延期する留年学生も少なくない。なお，入学定員のうち20名以内については，外国

学校出身者のための特別の選抜制度が行われている。

第3年次編入学制度は，法学以外を専攻して大学・短期大学・高等専門学校を卒

業した社会人や卒業見込の者に対して，法学・政治学の勉学の機会を提供するため

に設けられた制度であるが，平成7年度からは大学2年次以上の在学生も出願でき

るように改正された。その募集人員は50名である。また，外国学校出身者のための

特別の入学試験制度は，外国で一定の教育を受けた者については，一般の入学者選

抜方法とは別の方法で選抜することが適当であるとして設けられたものである。現

在は外国で最終学年を含め 2年以上継続して学校教育を受けた者を対象とし，国籍

による制限はない。募集人員は20名以内である。

前述のように，法学部では平成4年度から大学科目制がとられており，基礎法学，

公法，民刑事法，政治学の4つの学科目で構成されている。そして，大学院講座に

属する教授・助教授・助手のうち教授・助教授のみがスタッフとして学部教育を兼

担している。助手は，研究に専念し，学生の教育には関与しないのが，法学部の伝

統である。

法学部の研究施設としては，図書室と国際法政文献資料センターがある。法学部

図書室は，世界各国の法学・政治学関係の学術研究書(単行本・雑誌) ・法令集・

議事録・判例集その他の資料を収めている。その総計は555，673冊に及び，この 1

年間に約9，141冊増加した(平成 9年4月 1日現在)。法学部図書室は，実験や調査

よりは文献に依拠して研究を進めることの多い法学・政治学にとっていわば生命線

ともいうべきものであり，図書の充実のために多大の予算とエネルギーが注ぎこま

れてきた。加えて，京都の地は，地震や戦争による災禍を免れてきただけに，とり

わけ第二次大戦前の図書について見ると，法学・政治学に関する蔵書の水準は，東

洋ーともいわれている。この中には 3人のドイツ人法学者の旧蔵書(ターナ一文庫，

ハチェック文庫， トウール文庫)や早逝した本学教授小早川欣吾氏の日本法制史関

係を中心とする旧蔵書(小早川文庫)のように，全国の法学者の垂誕の的になって

いるものもある。

法学部図書しては，もともと，法学・政治学の研究を支えることを目的としたも

のであったが，昭和47年 (1972) に建てかえられたのを機会に，大幅に学部学生の

図書の利用が認められるようになり，また，そのための閲覧室も設置された。スタ

ッフ・助手・大学院学生・学部学生，さらには他学部・他大学の人たちの利用は活

発である。

法学部には，もう一つの施設として，昭和54年 (1979) に設置された国際法政文
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献資料センターがある。これは，法学・政治学に関する基礎的資料，とくに各国の

議会議事録や種々の会議録・会議資料などの第一次資料の収集・整理を主たる目的

とする施設である。目下のところは，図書室の一部に仮住い中である。

以上の法学部の日々の活動を支える事務職員は，総勢31名であり，事務長のもと，

専門職員，庶務掛，会計掛，第一教務掛，第二教務掛. (図書)整理掛，閲覧掛に

わかれ，法学部の研究と教育を支えている。

E 大学院法学研究科

京都大学大学院法学研究科は，組織上は法学部とは別個の部局である。そして，

法学部の教官は，本来法学研究科の大講座に属しているのであって，もう一つの部

局である法学部の授業は，正式にはこの大学院講座の教官がこれを兼担するという

形になる。ただ，両部局は不可分一体の関係にあるから，実質的には，法学研究科

の教官は同時に法学部の教官であり，事務職員も同様であるということができる(た

だし，教務関係の業務は，主として第二教務掛が担当している)。また，施設も共

通に用いられている。

法学研究科には，博士課程として基礎法学，公法，民刑事法，政治学の 4つの専

攻がおかれており，前期 2年の修士課程には，従来型の研究者養成コースのほか，

平成4年度から新たに専修コースが設置された。修士課程の入学定員は，この大学

院改組にともない従来の76名から90名に増加したが，そのうち約40名が専修コース

の入学定員にあてられている。

修士課程研究者養成コースの入学試験には，学科試験，論文試験及び本学部学生

のみを対象とする書類選考の3種類があり，毎年度， 15-20名が入学する。なお，

外国人留学生に対しては特別の入学制度がある。

修士課程専修コースの入学者選抜は，一般選抜(約20名)と職業人選抜(約20名)

とに分かれる。いずれにおいても，出願にあたっては研究計画書を提出する必要が

あり，後者においては，さらに勤務先の上司等の推薦状を要する。試験は筆答試験

(前者では 2科目，後者では 1科目)と口述試験(研究計画について行う)に分か

れるが，学業成績や推薦状の内容いかんによっては免除されることがある。

大学院の講義・演習は，修士課程の二つのコースに対応して，研究者養成コース

用科目，専修コース用科目，共通科目の三種に区分して開講されているが，担当教

官の承認をうければ，他コース向けの科目を履修することも可能である。修士課程

では，修士論文を作成することが要求されるが，研究者養成コースは主として研究

者となるため博士後期課程への進学を希望する者の教育を目的とするのに対して，

専修コースは，一般学生のみならず社会人・有職者にも広く門戸を聞き，法律及ぴ
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政策分析についての高度の専

門的知識と能力を有する者の

養成・再教育を目的とするか

ら，両コースにおいて，論文

の分量や内容は，おのずとそ

の基準を異にしている。また，

専修コースにおいては， 1年

ないし 1年6月で修士号を授

与する特例も認められてい

る。

博士後期課程の学生定員は

37名であり，研究者養成コー

大学院の綬業風景

ス修了者のほとんどは，博士後期課程への進学を希望する。専修コースの修了者は，

原則として法・政策のプロフェッショナルとして社会に出て行くことになるが，論

文審査と外国語の試験を経て博士後期課程に進む道も聞かれている。他大学で修士

課程を終えたものに対して，博士後期課程に編入を認める制度もあり，毎年度 1-

2名の合格者がある。博士後期課程では，研究の集大成のための論文を書き上げる

ことが大きな目標になる。博士後期課程を終えると大学の教職その他の研究職につ

くのが通例であるが，課程修了後直ちに就職の機会に恵まれるとは限らず，オーバ

ー・ドクターの問題を生じている。

法学・政治学界で活躍中の研究者の中には，本学研究科の出身者が少なくない。

本法学研究科か守研究者養成のために果たしている役割は，きわめて大きい。

N 関係団体

法学部には，京都大学法学会と有信会という，学術・親睦団体があって，法学部

関係者のほぼ全員が加入している。

まず京都大学法学会は，古く明治34年(1901)2月11日に設立された「政法協会」

を創始とするものであり，明治39年 (1906)に「京都法学会J，昭和 3年(1928)

に「京都帝国大学法学会」と改称され，昭和22年 (1947)に現在の名称になった。

本会は，京都大学法学部の教官及び元教官，法学部及び大学院法学研究科の学生及

ぴ卒業生を会員とするいわば全京都大学法学部関係者のための学術団体であり，会

員聞の知識の交換を図り，学問を通じて相互の情誼を厚くすることを目的としてい

る。その目的を実現するために，機関誌「法学論叢」を毎月刊行するとともに，春

秋二回にわたって法学会大会を開催している。法学論叢は，「本邦ノ法学界ニ一新
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紀元ヲ作リタルノ大雑誌」といわれた政法協会時代の「法律学経済学内外論叢」に

始まり，その後「京都法学会雑誌」と改題され，さらに大正8年 (1919)経済学部

が法学部から分離独立して以来は「法学論叢」となり今日にいたっている。本誌に

は法学部の教官や大学院生の執筆した研究論文や各種資料が掲載され，法律学・政

治学の学術専門誌としてのその水準の高さは，ひろく承認されているところである。

他方有信会は，五倫のーである「朋友の信」に因んで名付けられた京都大学法学

部関係者の親睦団体であり，在学生をも含む拡大された京都大学法学部の同窓会と

もいうべきものである。その会員は，法学会と同じく教官及び元教官，在学生及び

卒業生を網羅し，会員相互の親しみを深めるために種々の行事を行っている。たと

えば，学生会員を対象とするものとしては，新入生歓迎会や卒業生午餐会のほか，

工場見学や親睦旅行，先輩会員の講演会等があり，卒業生をも含めた全会員の交流

の鮮として「有信会名簿」と「有信会誌」を発行し，また全会員の集いとして， 3 

年に一度京都で汎有信会大会が行われる。有信会には，東京，近畿，東海，広島，

福岡の各支部があり，北海道には連絡所があって，全国的に活躍している会員の親

睦のために，それぞれの支部等においても定期的に総会が行われている。

B.教育課程と学生の進路

I 教育課程の内容と特色

講義科目

法律学関係

公法関係

憲法 [6]，国法学，行政法第一部(総論)・第二部(各論)，税法，社会保

障法，国際法第一部(総論・領域)・第二部(対人管轄・紛争)，国際機構，

特別講義(憲法訴訟の諸問題) [2] 

民刑事法関係

刑法第一部(総論)・第二部(各論)，刑事訴訟法 [6]，刑事学，民法第一

部(総則)・第二部(物権)・第三部(債権) [6] ・第四部(親族・相続)， 

民法特別講義(不法行為法)[2]，商法第一部(総則・手形)・第二部(会社)

・第三部(商行為・海商)，経済法，特別講義(証券取引法) [2]，民事訴訟

法第一部(判決手続) [6] ・第二部(民事執行・倒産)，国際私法，国際取

引法，労働法

基礎法学関係

法理学，法社会学，日本法制史，西洋法制史，ローマ法，英米法概論，法学
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人1"川 1 :! ]， ;J;，;:・人I"J11 [:!]. ドイツ法 [2]， ブラシスiJ;[2 J. ソピエ

トij、I:! 1. qqliliJ、 l:!1， Eじi);[2].特別講義(東洋il、史)・(法情報論)

I ~ I 
止'.(ifr，?WJf糸

Jf '.(ifì'!;( ， i~ì，此 itì.ì位 fr. ， i比比較政治学.匝II:~~政ifr7: ， 外交!と，政治!と.日本政
治外交1と， Jf~ifj，'~'，，~lt'ι 行政JF. 政治学人 I"J [2 J. !j:~二別講義(現代議会法)
1 ~ I ・1アメリカのj也}j自治) [2] ・ ORINアジア政治論) [2] 

{f ii'i ':;:: I~JH': 

~ti ，:守 /l;( ， iÛiì 1 . 11. Hi，守政策，illU. lH'政学.社会政策論，経済~.農業経済論，
L~、粁 t九泌.III:'NW行Ida- 金制!II命，統計'下:杭'1~":{:1日〔理， 会百|ーザ:}以):W.経済

'i;・1と. 11 1，:粁i，Tlιl'ljir.W，守lと

イ1，11 :れのi去の紋'f:(l. iji(，'，:t'{を氏わす 衣ぷがないものは. 4 JI'， fii:である)

U;''?i~l;でIl. U二RJ'fたように.多数の議誌をllf.J¥，、ている n 1千年度にn日講される

のは.法fIt't1')Jf糸約ー10，政治"?I'!Jf系約10であり.キfi汚学問係の宇|日は，粁i汚学部で

II1J，;昨され. i};'t ï'il;'下 '1:.の JI止 II~ しうるものである、これらの多くは. Wl係諸分野の伝

統的な'，';1~ fI日であり. (粁i庁t関係を除いて) 1日~.fj'.IU'J摘されるが， 4j-日IJ講義(各

q:，/主~ -() HII)はi:として， tl会の変動にflって生じた新しいiHl仏政iti的課

胞を t・j怒としており. その11附!H別11，北i没2はf作干年!皮主i旬1りIにi決た〉定江されるいこのはカ、'. II{日{和利lは45年!度立

l 巾lれ9巾7引()刊IJ川以'J.'1仏;し，九i下3

1111'刊iド川'1をl吋J事象:と L-てJい'-， その|竹 r~(よ Î'キ fド!主 jリ lょうど '1:，のめ-tp も J5'J.~ましたうえで決

ιされる ・1"1，'<:~) :1'/主 I19~1ï) は，マスメディアと itJ を開講するけ全体として

の1111，i:tH11 t({は.ますます}'/I}JIlしつつあり.iJ、?下i'illでは. ~ 1I!i=llJ!.ilJlJを掠っているが，

II.~ 111]'，t;tJ :J の制成に同日!i'を~ごすことが多い、

法学部での咋門教育は， 1[111'1:.から'Iiiまる什字来:に必波!な専門科 110)JI1.fな放は.

~):2 I・l'成 I:1:/主(I!l(l:!)以liiiの人''?X.については84)であるの各利目は，通常. 1 

r を通じて，;I~みがfJ・われ，その11引事には 4.iji.f，!:がIj.えられる(特殊I溝義は，半年 2

ili伏である). M:ì止では，各分野で・の lilf究の進)1~につれて，講義すべき事項も !I'lJJ Il

しており， ， iJr~心のlI !i r: IJt~では足りないことの多いのが.問題となっている。

法学部における削"J教育のたきな特色のーつは.学科市IJやコース制をJまらず. 1M 

修する利 IJ の選4j~ を大幅に自由なものとして，学生の自主併を尊革:していることで

ある υ したがって，いわゆる必修科目はなしh もっとも，学部においては.法学・

政治学の 1i!~1礎的な fl.IJ を 111(( を追って|梢段的に落ち着いて履修することが必裂であ

るο このような制点から.平成 4年度から.法学部では専門科目の学年配当制を強

化した。とくに 1・2[ii]'I:については.教去を科目の履修に重点をおく必要があり，
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また，はじめて本的的な'，1;1"11"1'[1に践するのであるから.全く学'1:，のfj山なiW.jJ-:に

委ねることは宏、11でないと考えられ. 11制限しうる利 flに作を1泣けている l まず. J 

[flI![ :，については， ìY;:: 人 1"]，政dγ}一人門等の人門的利 fl と外 I~h~i: ，i払涜を配、当してい

るο21111 '1 で!仮作しうる1'111は. {千年度七jにiJじとされるが j凶例会i1、その他のi1、
w学のAL本n(J利，11をffみ. (外1"/iJ、IYJ係をI:;i，く) .I~~健法学問{た政治学問係の(原

口IJとして) lr.也、のf千三利 11.料消)(;，、ふii[ . Il /えび粁済学 r~J 係の他の l 干‘ 111 など，三|

10利1-1f'，'，liを21111 '1'にl町、liしている そのうち. '<&iL [.li/際機構， l(iJ;第.;;/;， )flJ 

it第ー自/jの H・111については， とくに 2・:3/u/ '/:，配、1-i1'I'[1として 2・3/11/'/，11.¥に

版修したtJJf?にのみ A作業に必波な iji1.'( t~ に t"1 入することにしている多くの利[lは，

3・4/11]'J:.に配‘liされているが.k'tl日とのJtjUi利 11などI.i:.:m的なものについては，

とくに 4111] '/，t'tjl、li利日としているい il:"t{;Ij の rJf.I ， :~j 科目放は多く， uH jt'戸よりもむし

ろ政ifìうど -\)~:h汁干に，rt点をおいて li\;i~fらすることもIlfijEである 1 なお. i1、')':ul;では，

人'向15と前 2，';:: ij' IJf.I bfill.¥ (ニカイダシスを行い，学，/に i也 l正な朴 IIj盟.j1( の.j~1(fr 1をIj-え

るよう配lむしている l

法学出1;におけるの 1"1.r!zuのもう ーつのんきな41色は，少人数教育の，[(同である 1

まず， J 111/'1 に j凶作でおクラスの外I ，q 古』札;先(兆円 I~)を11fI，;/もするとともに. 31111'J:. 

以トーの，}ソ|を }J~~ に. Ijij)り1・1え!!J1ごとに. ~~，dL ドfツt治， フランス11ifの外/"/.幻lik

lilf究のクラス(定l¥:)O?" )を Ili1 し h ている(外|五/;均一誠，i~~ とあわせて総;;l' J 0 i ji， f，i:の11引事

が可能)，とくに外/，，/，十j:， iNj: ， i川ム外/Iq 川"1.芹の1Î'1日~:i'，fiE ) Jを主主うだけでなく， 咋門教

育の人 1)11 にある J1[1/' 1:に.r孜:文父幻〈ぐ(J日l

lド門l円り刊干利+1けiのf勉也''jf下:の日肋bけとすることをυ「的内としているリ また， :3 [11/午後J!)Jから 4[II[ 'J:.前

期lまでの 1¥I:，II¥J. i'lIl 'i/{ が!泣けられているいi'，~'t{ は，必修ではないが r 卜断!とと

fム統」のJ}'[で述べた ~II く.伝統的に 1f( tl~ されており.これを l従修しない場合には，

その 4ìjí.l，:'ーに代えて，他の i、'/1"1 利 [I~ijíkの 11重修が梨)}くされ.ほ(l':;U[:，全日が j首[

刊を受日昨している jili[??については. 4 iji.f，!.以1".のiji，1改取得はlLtめられないが，舵

j!i:では絞数のiiFIla?に参加するよlソ[:，も多い" iLIf刊は，外[.EJiI'， 'jl~ 1 + 1のf'i'を除く全教Hが

JII、'iL， 11J it:約:lOがiJfJ，川町される J ここでは， 件数J誌の!，1，q'~にう上れて、?'l.が 1" ら付l

~以的に学>(11 を深める JI'~で専門教行が行われるつまた， ?干演料ごとに，小業'1:.もイ十

となって教'1目(との人j'j(JうどiiIcが似たれることの多いのも， i1/;::;¥I)における泌仰の41色

である G

E 卒業後の進路

学部卒!来住のj往路は行公Ji'，i去尚一界.ジャーナリズム，一般企業等，多liJ}iにわた

っている。就職は学生の向発的な選択に委ねられているが，就職状況は好調で，
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般企業に|均してはほぼ'下'Lの汗n'-{{iuI:)に就職しているのが収状である， 1出LA験は

[.Ej家試験r) l のM:~Ii I\\Jであるものの， 4("f:においては-_-i¥:I;の大学のように liJ法試験受

話先行のための対日IJのコースを設けていないにもかかわらず， t'J~{ドかなりの fr俗_f1-を

11\ しているけなおごく少数の計がうたi;I;卒業と liíjll'S に本"'f:日 1;助手に l~HJ ;され， また30

数%のr，ーが， 1(''/: lえび他人;学:の大学院に.i1主'芋して 1去年:・政治学のさらに尚!立な研

究を，tiすことになる U

以|、 lニ制t1"るのは過去 5年litJの就職j犬山の-覧である。なお riJiL，ん|級ifT情r，ーのう

ん( ) 1付はす<:;t'j:_をかめた数を表わしているリ

ぷ~ 4 fl' 5 'q~ (I吋 c; fl: 

ぃl法試験 iH行お 29(52) 24 (41) 31 (66) 12(71) 47(お0)

[Jil 家公務 II 29 24 30 24 

地万公務 t-l 34 27 10 46 :14 

公 )'I!' J~ 卜t[ 】つ 3 2 

針~ h 証券 85 G5 70 7:l 60 

1恥 険 34 23 19 19 19 

IrB 十t: . I似 JL業 lι 18 30 8 l!i 

'，tl )) ガス 14 17 12 17 

1¥河1に J、i，Ki 業 6~ 53 44 43 4，1 

i逆輸・ i凶fd. rr r.[{ 27 29 15 21 フロ

ジャーナリズム 18 7 5 5 4 

サービス業その他 20 17 30 39 :10 

i};学IiJf究手|助手 o 。 () 

大小院進学 26 34 36 28 33 

C. 研究の現状

法学研究科・法学部の研究の現状は.以下のとおりである。

I 基礎法学関係

田中成明教綬(法理学)は，法動態への相互主体的視路の確立をめざして現代社

会における'i.去的なるもの」の位置と役割の原理的解明を試みており，現在は，

「法化J '非=法化」論議の比較研究に取り組んでいる。

棚瀬孝雄教綬(i去社会学)は，現代法秩序の解明を課題として，現代社会理論を



人・?院法学

債依的にì);の分析にJJ ち込んでMf~先をしている ο とくに 11' μ盤上{向上型，契約位、煙など

のi:bi'，仏怜干1]，向， i};の解釈14占などを子がけている y

1Jr 11，主孝夫UM文民(114，.:iJ、市1)'.と)は，近代日本におけるil;の形成と民間を，子l会構

造令体のIjIでJ巴Jh¥することをJt;本的課組として，前近代のiJ;とのn!!i:¥をふまえなが

ら， ii)1究をj住めているり

j口U.倫jz主教J受(11河川iJ:制山)は， rtf 1¥;;1、の朕!と社会学的分析を行なっているが，

特に，ロマニスティクの'丈1T化としての近111:IJ!:j欧同際法山の!反抗過程の分析に近年

は関心を冷:せているリ

柴出)l;wl訟教J受(ローマi);lは，キケロ -lijl究を l引持lするとともに， ローマ法構造

命についてのライフワーク的なf1:事を開始した。まったく別系統では，現代日本j去

を!ポ史判とJ劫lリf制l!のいIUIIIIから解析する行事を継続中で，書物の形式においてその成

果を発点している υ

/j..; 14i ~立与え托(英米法)は，アメリカ合衆国憲法とアメリカ合衆聞の尚取引 i去を

中心にしてこれまでlijf冗をj生めてきたり今後は，これまで行った研究をもとにして

研究符(JEXをIttfていこうとしている d

E 公法関係

佐藤幸治教J受 o怠i去)は， l玉l家・主権・音[1分社会 i.去の立;配，行政権，叶法権・

憲法訴訟論，法本的人権の応礎づけ，表現の自性:1，情報公開制度.プライパシーの

権利・伽l人的鰍{米議制度等々について研'先を進め，その成果を}11ft次公衣してきてい

る。初lI'i.l正典教侵(憲法)は 主としてドイツ近代憲法史及び国法理論を中心に研

究を進めて，その成果を発衣してきており，また最近では，これらを踏まえながら

日本国憲法の体系的な解釈の分野でも研究成果を公刊している。大石 l真教括(憲

法)は，議会制度， [五l家と宗教. 日本憲法!とを中心に国j去の基本問題を研究し，そ

の成果を公flJしてきたが，今後はその一層の深化を凶ると l"iJIl年に，これを某盤とし

て，議会法や宗教法および憲法史の体系化を B式みようとしている。土Jj:真一助教授

は，悲本的人権に関する法礎論的な研究を幸福追求権の解釈論と関連づけていくと

ともに;去の支配の観点から riJi.去権や憲法訴訟の基本構造に閲する研て先も進めてい

る。

芝池義一教J受(行政法)は，計i凶行政，行政訴訟，国家補償，地方自治等の問題

について研究を進めている。|判村周一教J受(行政法)は，イギリス行政法の研究を

年来の課題としており，現在は，特に，行政訴訟法と都市農村計画法を対象に研究

を進めている。

|詞村忠生教授(租税法)は，国際課税の観点から，多国籍企業グループに対する
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H制止についてM允を iffiめるとともに. 11&1 入所持続のJ，~4:，PM，論についても検.i-tを加え

- -， 
e、L、i，，:;

'ム・1除1・介教.j'1ili<II:?，W;Jは. íf: :.kのテーマ 11宜I'~~ 古任」を絞とする[玉l際法の体系
(I~)WM'こ 11':{ i) #11むほか. 1 f. 11;!'~ 人権1以防ににかかわる械々の{リ|究をあ1:け， またグルー

7'IiJI花 111本のIlil家'UJ・(4 )外公・加がfY，J係」を公|ーIJ した内杉!以前!j~i'!教托(同|際
lj、)は. llill;~'~ ， iJi};}J日IJ の干 IJf~1jがもっ 1-[II;!'~i去の形成機能に粁 11 し.その判 fjilJ iiJf究とと
もに. lHIJ機能のli/f'fl:にとりキ11，んでいるけまた海洋i去のi阿佐研究を進めるほか.同

lztiJ、の体系的構築にもWJ心をli'Jけている.'1，i:lIll:;<: -教N:([f<II;~W:) は，これまでの
I開発の1KII;~~ ì1、 I の liJ!究をまとめようとしていると l'i]l1.\:に. 1 1<1I;t~iL 脱範定、'ï， J曲松に

深いJlP: i~iiil/:l I!J.J心を;仔せている、またユネスコの枠内で「ヒ卜ゲノム J IIIJ腿に取 1)制l

んでいる、

E 民刑事法関係

l('tr.iJ、問係では fjijf"述IVJ4!zj-;;:は. 11本1oJ;典 "j}:刊:業について. iJ: tlt~ ，J可f.f~ ~~の

，¥l¥，i命を'1'心として，その ，f:i):川に参H甘されたフランス1(i1;. ドイツ1(iLをはじめ数

卜[I<[に及ぶJ(iHt~や判例をJ恥k し.作iJ: i!;IJJ主についての ιiJ:.r;-J;j:N:.I，の依定iiJ!'先を進

めている、 21ii繊l花史教Hは.不法行為i}:からiiJf'先をlJ.fiめ，契約も合めたl(')i，u1T:ーの

.J.，，} lt' .fl!!.，ii告の研究を行っているほか. 1従事iL JJ;V'~liL プライパシ一等の人情1MJ躍に

WJするIHj組の分桁にも11)(1)キIlんでいるC' 111 本 I~l( :数十妥は，現代史約i去の，il1llljMuを題

材としながら.志W~により保|涼された本本権を保誕し.支援するシステムとして広

ijzの1'，t:，訓をとらえなおそうとする法礎的研究を進めている。橋本ft'ド助教民は，イJ

iHj'l.~i去を ì:たる iiJf究fii!減としひろく/í;(1人|競合事例の取ぬいについて. iH';J::!!日憤

怒!の:切合的調整のIIJ~i という制点から;刷珪1'10. J:l!!.;1'i首的検討を進めている，

It'ij 'Ji-il、|刻係では.謀本 滋教民は，これまで.会十1:の管胸!と企来ー金融の I lIj~\Ü，:焦

点をあてて.会社U:をJt'.L、に証JI(i去や金融関連il;の研究をしてきたが.1995年より，

銀行取引i1;，とりわけ，手11三・小切手法に研究の取心を移し，教科詐執ザi;の準備を

進めているい洲町博史教綬は，保険i去を中心に研究を行っており，とりわけ，保険

募集に附する契約法的及び:~I"<I:'t1法的規整に関心を持っている。前 11l'#f'弘教花は，投

下資本の lül収レベルでの株 tlllJ の干IJ'，;::，ð，~撃の問題を Ì:嬰な研究テーマとしてきた

カえ近時は，アメリカi}.、を慕{礎として，株式会社の管煙運営のj趨iEなあ 1)}jに関す

る研究を進めている。

経li守法関係では. JII;'!'f斜教隠は，不公正な取引方法規制について，効率性の健

保と公正さの姿請との調整という視点から研究を進めているが，併せて，資本市場

の効率性・公正さの確保のための法規制のあり方についても研究を進めている。
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l(才i.H';W:W1H，では. ?行ト11γ，ム必.、|ド，7z教iυJ
.会村 1従1たi1 J:iリj、う吋;をIjド1 ，心L心、と寸す-る 1官例i十制刊‘1可Il}ド片i(~処~JII引!R(iリj、を[，リ、I与メμJ攻父し' とくにこれらの分型fにおける比

較I去的/えび品、外iJjド}uJI')'e，i也の 'j~ ~よ lj、"行 )j- ~!j二ゃ ;);0) }，f、fi:tJII'"向とのI!(lf，f， lえびJJUUI: j:~

における 1&flJ I 川のは訓て?に|日l心を引って jiJl'先を fi っているリ 1114~~r:己救托は， J己・jl:

訴訟の審J~Lìl& f'iの mi l'をはじめとする判決了二紘:の広本Hn:，~L 倒/)[了了ーがじにおける利古・

関係人1:刊のi):iltWJ係のl品川;えなどの倒!主処J1HiJ、の不本t:tJ組， l¥Ai-執行・民事保令jjJ，

i渉外lCliTi):)ci)、， i'!'1&i)、などについて，陥J喜，:n分Y!['との終合にfYl:色しつつ.比較法

的li介先と解釈!治IYJ'，'/. il、1治的MI'先をわなっている 労Jl"1I:俊助教綬は，半IJiた手~:~に

おける本従則論についてliJI冗を.ifiめており， fiにがJW;位校における裁判所のよ;xql

および}12iサi.fiのfj'l}の)JH!'のイ1:1) }jにWl心を持っている J

渉外関係、iJ、Wl係では， lfJJ会 II({教托 111¥11採取引i};lは，同|務l拘収1)1 i);の存分野の

d~令，統 -):1見 t!1J等の /iJl'先.夜、 ìJ、の統 a の li)f究のほか， [l，W;¥ 1商取引の粁消法的規制，

渉外的紛争に院lする Iltll;~~民・li 訴 ， ij:ì};， [fi[際If#'H1rl'裁についてのlijf究をまとめている)

限田嘉宗教十2は， iitミ外 ìl、の lμi~Jlf!"命の lhiE 史的・比較法的(J倣 îiすにより，現代-jl~削!ìl;の

機能の珂論(J'-)内構成を，:Aみる 引に I f.[同ü('ド，;J~ ，jí':ìJ~の体系化と瓜触ìl、的 llL!，J![\ の iiJ 能

性を1・I象とし， [正 [I;r，~.f:!、iJ、の}fiJ、"命的ii)[究をhっているつ中間 康助教N:は， [司 I{~~民

事訴訟ìL 特に外[1':[判決の Jf(ii，~， M 1 JのJ，I':u是則論が一!な{i)1究テーマであるが. [主l[祭倒

産ìJ、も[Ji.[[;r，~fL，、 ìJ:の '~J1fll![命との終{ì'[" I の lm/.( からliJfヲE している，また. ネソトワー

クfのj歩外(I(JiJ、iltlllJ~!立にも興Jlよを引っている f

千 i 会ìLt~11，f，では，判 [1 1 Jf: 史教.L~ は，労使間係をめくる '11;勢の変化，とりわけキIl{'ì

組織!不の低卜を b~1~ まえて.集卜t[ i:.詩的'JjffihiJ;の体系全般について併倹討をわなって

いる 3

刑事法関係では， !flJ 'Jj.， û~ ， ií':;J;の鈴木 iiÔlìl"J 教.f";i:は， JfIJ札訴rI川上とJflJitの交錯iiiUl'li:の

研究を主要，:*也として， i正 jt，本 'j'IJH 事~I話I， ，1J~，{i~ 課M!l[命， ~t\数"命などを中心にiiJf究

してきたが J止 11.)は，犯 ~jf~ 1;命の体系構築にも取 1)結lんでいる。 IllJi去の中森存彦教J4

は.犯罪論の諸tnJM立の十if~ ， it を過して Hllìì命体系の構築をめざすほか.最近は，公務上i

の職務行為に Wlわる犯罪をーつのiiJf究 HU~ として，わが同庁IJi.去の特色を解明するこ

とを課題としている， I[-IJ 'j1'/ {:の，'fI;&I'-男教nは，アメリカ犯罪学:の理論動JilJをliJ[究

し，わが作|の刑事統計を使って企業 j~ ，jf\なと￡各論分野で，伝統的な/flp存政策を批判

的に検i1tするほか， I[-IJ i1市Ij!立諭の視点から}f-IJ.t.:i1~令イ本の体系化を試みている-， J[-IJi1; 

の塩見 洋助教隠は，これまで分析を行ってきた未逆犯の処罰根拠論を*継・発民

させ，脱税，未遂不法とJl'l遂不法のI羽係，両不法に特殊な意味を持つ身分犯の本質

などをテーマとしてlfx り組んでいる。刑事1iJí: ~IEi去のぬi江慣 riJJJMkN:Ll:， Jfリ7事下Mi:.に
おける証拠j去の来礎理論に関心を寄せており，とりわけ，伝聞法則と，それに関連
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して・五ij、l'ーの両iI人'路:/IIJ fttとを. 'I'，C.、l刊なiiJf究テーマにしているけ

N 政治学関係

fJt，践とMf牧民 IH本政治外交史)は，日本の1)']政と外交の相 1(.1弘JJillや政党政治の

jtj主1位れを附まえ. ，i!l:lt. fJHtの/E]家形成と民間のiiJf''I'eをわいつつ. fJt雌tJ!i丈.~#
> . 1!~U~k なとを本村に転換JtjJの政治指導を考百きしている。!舟波見弘助教托(政治!と)
は，戦t:¥JHJJのフランス外公のjiW光から11'，発したが，王Il{I:は，ヨーロソパにおける民

政と凶 aぶのtliJ:，tsについて，フランスを，t，心としたiiJ/究に取り組んでいる υ

't'l'lj '~~助教i':.i q IiJF~政治学)は， 1.1際政治の構造とその生11的月二僻の枠組lを暦史

的にJ山!千しようとしている L 現{(特に第ー次大戦WJの[玉l際関係と，戦後アジアの安

全保隙休日)IJについてjjJf'先している υ

村怯山土A:1U'1:(行政λj!:)は，技術的要素を内配するわ政j品位と組織告す'1¥の問題に

問述して. 'I'-;fがおIJ的な組織構造がとεのように機能するかを検，iずしてきた。技jLi:は行

政過f'f.の政治統済的不盤の分析をも fiっており，この問題に近年より多くのエネル

ギーを訓l¥ている J 秋Ji謙任助教民(行政学)は，これまでfJLftu本の政治行政過

位，とくに中央ぷI・Oiと地}j政府の州 11・fHHの分析を4:なfiJf究課題としてきた。さ

らに収U:.r0許制と作市IJの変不をテーマに，喬二j巷千TI改訂僚を対象としたすi例研究の

調査を進めている}

1~村推 II{{教托(比較政治学)は，インド H 会史，及びマックス・ウェーパーの研

究から III 発したが，乃l{1: は!よく近代化の比較研究を試みており，国家と粁消発I~ ，

dil¥JI:会の政itij主化にI均して陀史社会学的なは地から検討を加えている。

大政秀夫教托(政治過程諭)は， [J本の戦後政治，特に経済政策，防衛政策をめ

ぐる政iti.i邑程をドイツと比較しながら研究を進めてきたが，現{I:は， この研究と並

行して， 1980年代の日本の「行政改革」について英米仏と比較しつつ，者書を執筆

中であるο

小野紀明教綬(政治思想史)は，ロマン主義の政治思想の研究の延長として20世

紀ドイツの現象学の政治思想に対象を絞ってきたが，今後は/liJ様の問題意識からハ

イデガーの育学の政治思想的合蓄の解明を課題としつつある。

的場敏博教綬(政治学)の研究課題は，政党を中心とした現代政治の分析である。

これまでは欧米における政党研究の浬論的な整理を主な仕事にしてきたが， !:l下は

戦後の欧米各国の政党システムの発挺を日本と比較しながら分析することに関心を

抱いている。
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5 大学院経済学研究科・経済学部

A. iCi ，'，'，ー

経済学部は， 大iI':~ ~'j'. (1919)に.それまでiH:1大ヴ:のqJにi白かれていたキtip守竿:

関係 8 講l引を N~i，!t にして l没、V された 点以'，'ii'IEI大I}:で粁i汚学i}f，1;日没附されたのもこ

の年であり. 収lド!旬川川l'叶1，

悶家£浮学子詐:の十作)"キ剖紺117み非カか、らう分上刈刈i. J~似d山!心ι: したことをぷすものでで、あつたといわれている j それ

n米 80 ffご j丘い村山のなかで，キf i>十?j'í:l~ は多くの人材と iiJf'光成果を 111: に!!.Sり，'1'，してき

た。 iu:itに 111:保粁叶の十111(.11，; ({ 1 '1]1#:の ;llill~ と 4411竹|ー会の辺、速なtI~造変化のなかで，

経済学:のjiJl'先・教17の r\~j'i1ヒと多体化を守l むI41・が 141 まってきている花予 iñ~:γm~では.

千成 S年 (1996)から 9{fにかけて. f;t ~~の学 {!d~ を rt'心とする剰l織から入;γ:院を q ，

4、とする制|織へと制止法改 E下をわい.MI究・教育体制のー.11/1の光尖をI'XIるなかで時代

の課題に J.~'， えるべく~}))している

本うたで lr'~ fJJに iÎ"t: かれた粁(汁7・ 19Jj生の"昨 H~: は，げJ ~tì3~1ド(1899)のiJ:科大λNilJ、げ、L

にその政治学干|・のなかにi円かれた 4泌I'ii， (粁済学 25満州とl!1・政'γ，統計学各 1l'梓J'i~) 

であった《 この Ifl時!中:に M fJJに ~{dT: したのは 111 山 }Ii~ifiであったが.rイ旧iilj:'rh. 神戸IE

(;jr.がこれに枕~ \た J さらに料消ぷ[:の Wlj主泌"ドが拡充されるなかで 'J 、 I11 割引 j、\J'!I~. l!1 

白1;静j九 inJ卜 F作W，l'れ川11吋lザJII川i日川|川凶(UJ加，juJf川1羽|じ;. I1山11 イ本:~;主た越j乃Uカがfマr教土対f段2に就fれzしている O 手教土ナほ三|p陣2格ドの多くは

↑打任「じ:'，行"白

ものや. 111 本のようにアメリカの jぐ干の学似をもつものも合まれているの*.}~(;市'J.:..

と呉なる清新白山な'γ:胤をつくりだそうとした法科大学の令体の雰|井!気のなかで.

教托・助教托はjリ)j.'1"1の/i)1究会をあiけ.iiJf究成果を ~iH作iドT咋I!学学j芋芋子芋:粁 i消汽♂浮学f詐:い内lげ夕外トUバ命命見殺を』 や

そのf俊変t紋i持占九品ι誌:占、に公1六とした j 外カか、らは r-J_京;江(叶巾有利郁|if、7判J

のJ共1.f;外体+ド;化に附 J心L心、しながら1I尚f街.有HI仁:業j力jの|ド山i，何lリl卜策策をd諭1命占じた戸問i海毎市市e と i泥艇な策でもって

粁iiT学の則論と}よ11(を執.j.0!1こ.jtJとしたj口JI-. 喉であり，概.j，1;していえば，同家主J阜

の粁j汗から自 ï'{ した r:EJl(~:fi汗への転換の迩をさぐることが:同HJ京都に集った粁済学

?iーたちの共通の;よ':li'Jであったといえるであろう。このような研究活動の高まりを背

景にして，大正 4ir (1915) には，わがIflの続済学分野での学術雑誌の中a分けとさ

れる『経済論叢』が.ょ;(者1;;ti'fP五IX'}:粁消学会から削fllされている υ

経済学部のf:IjW.i:H，¥'のスタソフは，前記 8t，の教綬に本H:栄治郎と小山品太郎の 2

助教授，都合10:'/ノ1であった。また，学']::11)(谷定Hは各学年100手"であり，日Ijに選科

生をおいたo #2在(平成 9年 5J~ 1日)では，助手・講師iを合めて教'(i41t，・学ノj:_

数は大学院学生を合めて1.416:'/うであるから，発足時に比べて約 4倍の規模になっ



154 2章学部と大学院

たといえる。

学部創設後の試練の一つは，昭和 3年 (1928)の河上 肇の辞職である。河上は

経済学部創設後の1920年代にマルクス主義者としての途を歩んでいたが，共産党の

弾圧を行った三・一五事件の際に河上の指導していた学生の研究会から検挙者がで

たことその他の理由によって学部教授会から辞職勧告を受け，それに従ったのであ

る。これは，その後の戦時下における戦争協力問題とともに，敗戦直後の学部総退

陣につながる問題を残した。

しかし，戸田が没し，河上が去ったあとの経済学部においても，学部の教育・研

究における彼らの影響はなお残っていたが，新しい世代による真撃な探求も進めら

れていった。その中には，河上のあとに経済原論を担当し「勢力説」に基づく独自

の経済学を構想した高田保馬，大正15年 (1926)に学部の欧文紀要として発刊され

たKyotoUniversity Economic Reviewに数理経済学の英文論文を公表して国際的に

活躍した柴田 敬，徹底した実証研究に基づいた農業経済理論を構築した八木芳之

助，統計学を社会科学方法論として論じ「捲川統計学」を確立した捲川虎三らがい

た。

戦時体制の進展のなかで，経済学部のなかでもファシズムの積極評価や戦争協力

の言説がみられたが，昭和21年 (1946)初頭，学部の教授・助教授はその責任をと

って全員辞表を書き，そのうえで戦時下における言動についての自発的な相互点検

を行った。その結果， 6名の教授と 4名の助教授・講師・助手が学部を去り，あと

に残った若干のスタッフが学外から補われたスタッフとともに学部の再建にあたる

こととなった。現在の経済学研究科は，教授・助教授・講師からなる教官協議会の

決定を教授会が承認する方式によって運営されているが，こうした民主的な運営方

式は戦後の学部再建期に由来するものである。

戦後期については，学部の組織に関わる点を記すだけにとどめる。昭和30年(1955)

に，経済学部は，産業経営の理論的・実証的研究のために総合経済研究所を設立し

た。若干の経過のあと，後者は昭和37年 (1962)に大学附置の「経済研究所j (本

書4章10参照)となり，一部の教官がそこに移った。経済研究所は経済学部とは別

個の独立組織であるが，大学院経済学研究科での教育・研究においては密接な協力

関係を取り結んできた。昭和62年 (1987)における大学院独立専攻「現代経済学専

攻」の新設時や，平成8年 (1996)からの大学院重点化の際にも，「協力講座」とし

て経済研究所の積極的な協力を得ている。

B.組織の構成と施設

経済学研究科は，経済システム分析，経済動態分析，組織経営分析，現代経済学
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の4専攻，合計15の大講座(基幹講座10，協力講座5)から成り立っている。別表

1には，それらの専攻に属する講座の名称、が示されている。一方，経済学部には経

済学科と経営学科の 2学科があり，学部の講義は経済学研究科に所属する教官が兼

担する形になっている。

平成 9年 5月 1日現在の教官スタッフは，教授24名，助教授13名，講師 2名，助

手2名の計41名であり，また，学部の管理・運営を支え，教育・研究を補助する事

務職員は30名である。

別表 1 経済学研究科の講座編成

専攻 大 講 座

経済システム分析

経 済動態分析

組 織経営分析

現代経 済学

経済理論，統計・情報分析，歴史・思想分析， (数量産業

分析)， (経済計画)

比較制度・政策，金融・財政， (資源環境)

経営・社会環境分析，経営政策，市場・会計分析

現代経済学，国際経営・経済分析， (資源経済)， (比較政

治経済分析)

( )は，経済研究所に置かれている協力講座

経済学研究科には上記諸講座のほかに，研究・教育のためのいくつかの施設があ

る。

経済学部図書室は，学部創設時に法科大学所属の経済関係書籍を受け継いで発足

し，それ以来歴代の担当者の図書収集の努力によって，現在では，図書約42万冊，

雑誌約1，700種を所蔵するわが国有数の経済学専門図書館となっている。この図書

室は，学部学生や大学院生の学習や研究の便を図るだけでなく，学外の経済学研究

者にも可能な限りの便宜を取り計らっている。この図書室には，第一次大戦後に入

手した K.ピュッヒャーと G.v.マイヤーというこ人の高名なドイツ入学者の蔵書

や，本学の教授をつとめた河上 肇，財部静治，石川興二の蔵書が，特殊文庫とし

て収められている。また，朝日新聞元社主の上野精一氏が収集したジャーナリズム

関係書中心のコレクションも，同氏によって寄贈され，上野文庫として経済学部図

書室に置かれている。

経済調査資料室は，各種資料や統計の収集と整理にあたっている。ここには棲田

忠衛助手と白井亨助手が配置されていて，教官・学生の研究・学習の便をはかるだ

けでなく，特別講義「経済資料調査論」を担当して学部の教育面にも参加している。

急激に進展する国際化と情報の多様化・高度化に対応する施設として，平成7年
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!主にマルチメディ -n'.cfiHえシステムを情築した t このシステムは， インターネソ

トを通じた111:界のデ-7ベースの千IJIIl.テキスト・ l'Iii-i!.i山|・動Ilhjオーサリシグによ

るマルチメディア及川のf'l:1&.及び'tM¥LANを通じたこれらのデータベース・教

付の~'I:.Ú . {1J!"1'eへの利IIJのためのシステムであるい、I;.r&i-i¥j:/主には， iffi斤t{i}j>1E科

・w汁Iii:l;の;};ームベージ(lJRl.http://wv川、.eco!l. ky()to u. ac. jp) をIi '，[ ~十るとと

もに.令教l‘1刊1
へのJ拡絞式主:む料杭，.(:.11 (J )JF.t [i~I'~ を{わr い. 'It'i i!{ネソトワークのi川IJによるI'::jI江な{t)f'先・教育のため

ぴ)条f'I片手IftiJがi住IJ(してし、る、

また. WJ.;主施122として. 1.1際粁 UT*t'F~'fi~i 干1，[システムはじOMJS. エコミス)を構
築しており， これによ〆)-c. Ilhj i象ファイルのJIんにで:. (l) IEII;~~I下j な粁}庁・粁'i:? の的

m ・資料 l~) 粁 i汗'Iì';I;I'~I ， li 不，制作資料不の文:I!ík資料. (3) {t}I究・教Ti'1d丘のため

の統，ij・資料のデ-)'ベースのf'rl反を進めてきている i 三!勺戊 I{f'./主からは '}:{í"I~ I付で

の利111がil日立fiされたが， さらにこれをマルチメディア教育主従システムと持続する

ことにより. {シゲーす、ノトをj凶じて'1t'ifIi 1~fi tし. "j':外 ~Jll1:界作地のパソコンから

{~山にアケ七スして干IJIIJ できるようにするため， 人J)'111鰍の|人j存やシステムの{iJf'先

をhっている J

さらに，統;;11'}~~引では，総 {;-'I ， 'j 報メディアセンターのパソコン 1;M ~~を Wi き. l'iJ 

センターと紡人で.'It'i被W.!YI!， Mcin'jHlj'及びイシターネット(¥¥'¥ ¥'¥¥'. (;口phl'1なと)

の教fjzに利ltlしてL、る、

前日Iiですでに， 0えした同れ汚Ilil前j}'Z.lの強行 1:):1本は，粁i/γ?liJI'YEf'Iの教行.k"刊bE

').:， '手自1¥学ノ1:. 大学院・令部Yl'!ーを会tiとする「点者1;)';_'?帝王iJ千子:会」である

L'"*ti九i命政J はJ]FIJ発行1{>:ilJ/Jを維持しており，大学院'f:.やq:外会1:1の1iAI丈も fLP7めて，

年lこ50牛:1'"/~どのよ;:付:J J耐え;を1t.)紋しているいまた.入ド!広 3iF(1991) からは『特i斤11命

JmJlJ1I仕.~j，制作と liJf究」も I:IJ 行するようになり，王ltÚ: 年間jHj-を刊行している。また，

~;dfl)}.ぐ}:粁済学会が主体となって. 'f:;¥;r， fjlJ，i170品~{fi記念・j.i;jf;;の... f設として ~'J;( 郡大

学*主流ヅ:最t~i-J! の|ーIJfjが|井J~fì され.千成 7 年度以米 3111]-の研究i守が 1'1\ 防止されているの

さらに，経済学会は. ，';::外liJf<先行や'jミ務専門家をまじえた年次大会や講演会をIJfJし=

ているほか，大学院生会Hを合む研究会や外[:i[入学者による4'.¥'別推iad?などのfijf究

集会を年に十数同程度開催し，経済学研究科における研究活動のi百件化や|主11際的規

股.の学術交流に百献している υ

また， 上記の学部創設70周年の記念事業をきっかけとして1，;)窓会が同怨され. 人ト

;業生と在学生，また学部元・現教'J'¥の交流の助となっている υ
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C. 学部教育

経済学部の浮ソt.定Hは総数1.000才うであるが. ヂ成 9If 5月1FI王IU十の(d著名は

1， 2回:.1'.4981"1， 3 juj'L.L:U'.62S1"I， un .126 1"1 である ω うちI;:.+~f:生は 1621うであ

る。このほか，研究'1が461"1. 収1li持'1ーが 5才'1，科目等胤修'Lが2名在籍している。

学部教育については，全['f.[の諸大学の粁済学部の中でl!*も照!との深い学部である

ことを踏まえ，これまでの伝統を部屯して「自学白符」の学j瓜を反んじつつ，学問

研究の高度化・多械化やJ}: ノ 1:. の学科状況の変化に対J，~、した持続的な教育改革を実施

することによって，先'}ミしたものに練り上げられてきた。

経済学部には粁i汁"f:干，.と粁竹学利が[町かれているが，学生定日やE手:修のI耐におい

て両学科を完令に分離するft:Jiはとられていなし、。入学したばかりの学生は.まだ

学科には分かれず，学科への分属が決定されるのは， 2間生の時点である O したが

って早い段階での胤修が明ましい必修科目は向ー学科共通となっている。両学科での

学修上の違いは.選択必修科日の指定における差異であるが，これについても両学

科に共通する選択必修科目をl背いている。また，選択科目については学科ごとの取

扱い上の主異は設けていないれこれは，凶j学科を厚い墜で隔てない方が，学生が各

自の関心にJL、じて学修を深めたり，教'il・が現代の諸問題に関する研究を深めながら

学生を教育していくうえで，常ましいという考え方に法づいている。

従来は，大学での 4年の修学期間を前期 2年と後期 2年に分け，前者で一般教育

科目や外国語科目，及ぴ保健体育利目を版修させ，学部の専門教育科目は主として

後期 2年で履修させるものとしていた。経済学部では，平成3年(1991)の大学設

置基準大綱化以前から， 4年ー貫教育の重要性を認識し，専門に縛られないリベラ

ル・アーツとしての教養教育の長要性を十分認めつつも， 1・2年次への専門教育

の導入を図ってきた。この結果，専門科目の一部を 1・2回生において受講させる

カリキュラムが次第にっくりあげられてきた。平成 4年 (1992)の教養部廃止に伴

い，経済学・経営学の専門的学修と教養陶冶のための全学共通科目の履修は，大学

での学修の会期間を通じて並行して追求されるものになったが，外国語科目やその

イ也の基礎的な教養科目については，経済学・経営学の学修のためにもできるだけ早

く履修することが望ましいことに変わりはない。

現在，特に I回生の学生に受講させてその後の学修の方向づけを与えるために設

けられている科目は['経済学 1J ['経済学IIJ及び「経営学」である。 2回生にな

ると，学部の選択必修科目の多くが履修可能となる。また平成 7年度から全学共通

科目の外国語科目のなかに「経済英語」という科目が設けられた。これは国際社会

で、の経済的要因の意義が増大していることを本学の英語教育に反映させるために，
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2回生以上の全学部の学生に対して本学部が提供するもので，本学部の学生には 2

回生でこれを履修することが推奨されている。

演習(ゼミナール)は，学部創設以来の伝統をもった講義科目である。これは，

2回生から 4回生にかけて，受講者を各学年約10名に限定し，特定テーマをかかげ

た担当教官の指導のもとで，学生自身のレポートと相互討論を重視して行われる少

人数授業である。学部スタッフの大多数と経済研究所の希望教官がこうした演習を

毎年開講している。なかには参加者によって実態調査を行い，その結果を報告書に

まとめる伝統を持続している演習があり，また近隣諸国の企業，工場，経済施設等

の見学旅行を行うなどにより，経済学部学生らしい国際感覚の鍛練を行っている演

習もある。

「自学自習」の伝統に対応して，演習は必修科目とされてはいないが，大部分の

学生はこれに参加していて，本学部での修学上で中心的な役割を果たしている。 2

回生ゼミを設けて演習に 2年次から参加できるようにしたのは近年のことである

が， 2回生もそのほとんどがいずれかの演習に参加している。演習は学生を縛るも

のではなく， 3年次進学の際に演習を変えることも認められている。なお，平成4

年度(1992)から，演習担当教官の指導のもとで学生が執筆する卒業論文について

も，複数教官による審査のうえで単位が与えられるようになった。

学部の講義科目の特徴としては，法学部と講義を相互に学部科目として認定しあ

っているために法政科目の選択の幅が広いこと，証券経済論，銀行論など実務専門

家の協力を得た社会人講師連携科目が設けられていること，大学院重点化とのカリ

キュラム上の整合性を図り意欲的な学生の学習を促進するために大学院・学部共通

講義が開講されていることなどがあげられる。講義科目は別表2に一覧形式で示し

ているが，このほかにも必要に応じて特定の科目を講義することがある。学部スタ

ッフだけでは，講義科目の全体をカバーすることはできないので，学部教育の一翼

は，本学部の依頼にこたえた最適の学外講師によって担われている。

別表2 経済学部の学部科目

0必修科目(経済学科・経営学科共通)

経済学 I 経済学 E 経営学 外国経済書講読

0選択必修科目(経済学科・経営学科共通)

経済原論 金融論 工業経済論 世界経済論 経済政策論

統計学 財政学 社会政策論 経営学原理 会計学原理

商業論 交通経済論 憲 法 行政法第一部(総論)

刑法第一部(総論) 国際法第一部(平時法) 国際法第二部(紛争処理法)税法

労働法 民法第一部(総則) 民法第二部(物権) 民法第三部(債権)

商法第一部(総則，手形) 商法第二部(会社) 商法第三部(商行為，海商)
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政治原論 法社会学 英米法概論 行政学 西洋法制史

0選択必修科目(経済学科)

経済学史 農業経済論 経済史 計画経済論 社会思想史

計量経済学

0選択必修科目(経営学科)

経営管理論 経営史 会計システム論 経営数学 管理会計論

O選択科目(経済学科・経営学科共通)

経済原論各論 金融論各論 地域産業論 世界経済論各論 日本経済史

東洋経済史 西洋経済史 経済政策各論 統計学各論 財政政策論

地方財政論 公共経済学 日本経済論 社会思想史各論 現代経済論

経済変動論 数理経済学 経済哲学 園民所得論 労働経済論

外国為替論 証券経済論 経営財務論 労務管理論 国際経営史

組織経済論 情報経営論 i 生産管理論 都市経営論 応用経済論

サーピス経済論 保 険論 マーケティング論 国際マーケテイング

財務会計論 会計監査論 経営分析論 原価計算論 国際会計論

情報処理概論 情報処理システム論 基礎情報処理論 情報処理各論

銀行論 基礎経済理論 基礎日本経済論 基礎企業論

基礎国際企業論 演習 卒業論文

本学部は，学生の自発性を尊重するという教育方針を伝統的に採用しており，学

生を画一的に標準的なカリキュラムに従わせるというやり方はとっていない。必修

科目は，学部設置以来の伝統科目である「外国経済書講読」と専門教育への導入科

目である「経済学1J r経済学IIJ r経営学」だけであるが，この場合でも学生が担

当教官を選択できるように複数の講義が開講されている。し:かし「自由の学風」が

真に創造的なものになるためには，学生の側でも，自ら進めた学習に基づいて周到

な学修計画をたて，主体的に選択した講義科目から吸収できるものをすべて吸収す

るという積極性が必要であることはいうまでもない。近年の 2回生演習と卒業論文

の導入は，本学部の伝統的方針に従いながら，学生に適切な方向づけを与えていく

ためにとられた改革である。

この教育方針をより徹底させるために，昭和63年度 (1988)以来，本格的な論文

入試を相当の努力を傾けて実施しており，平成 6年 (1994)にその成果に関する詳

細な調査報告を発表したことも加わって，論文入試は学内外で注目を集めている。

本学部はまた，外国人留学生の教育に力を入れており，現在正規の学部学生とな

っている37名のほか，研究生43名，聴講生1名が在籍している。留学生担当教官と

して，中島章子講師と佐藤 進講師が配置され，それぞれ経済学と経営学に分担を

行いながら，留学生が基礎学習から専門研究にいたるまで円滑な成長を遂げられる

ように，特別の講義科目を担当して，教育及び研究指導を行っている。
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さらに，外国学校出身者や3年次生への編入学制度をz没けて人"f:.x-を募札幅広

い経験を有する学生を受け入れて教育することにつとめている υ これは，多様な経

験をもった学生の能力を一層高めるためことにとどまらず. f也の宇'1二と刺激し合い

ながら相互に切催琢磨することを期待してとられている的所であるけ

卒業後の進路は，おおよそ就職が9割，大学院進学折が I告IJとなっている。大学

院に進学するものは毎年20-30名いるが，就職する学生の業稀は行'N. l¥Jltj ~、ずれ

も多岐にわたっている。数からいえば，民間企業が圧倒的で、，特にてi:::目白1::.製造業，

商社などが多し、。

D. 大学院経済学研究科

平成 8年(1996)から 9年にかけての改組によって，教'I'f定1-1が粁消ザ:音r;から経

済学研究科に振り替えられるとともに，経済学研究科の専攻および1溝H~ は大幅に再

編成された。この改組は，何よりも社会的要請に比、え先端的な理諭研究及ひ、実証研

究の展開と大学院生教育の高度化を図るとともに，その段新の成果を学部教育に還

元することにより経済学教育全体の水準を向上させることを目的としている。

新たな大学院の組織は，すでに述べたように経済システム分析作攻，続i汗動態分

析専攻，組織経営分析専攻，現代経済学専攻の 4専攻とこれを構成する 10慕幹講賂

. 5協力講座からなる。大学院重点化が完成した平成 9年度時点の修士z深程学生定

員は 1学年82名，博士後期課程学生定員は 1学年41名である。平成 9年 5月1日現

在の研究科在籍者数は，修士課程155名， うち留学生50~ノ1. 博士後期l課程135名，う

ち留学生41名である。研究科は，経済学研究科基幹講座の教官ス夕、ソフだけでなく，

経済研究所をはじめとした本学経済学関連教官も構成員として加わった研究科会議

によって運営されている。経済学関係の大学院としては，わがl到における最大規模

の運営組織の一つである。

研究教育については，従来は修士課程を博士前期課程，博士課程を博士後期課程

と称、し，原則として 5年一貫教育を行ってきた。全体として，研究者養成を主限と

した 5年一貫の「博士コース」が基幹であることは変わらないものの. H{f和62年度

(1987) に現代経済学専攻が新設されたことを契機として，主として社会人と外国

人留学生の入学を想定した修士課程専修の「社会人コース」及び「筒学生コース」

が設けられた。これは，経済学教育の国際化や「高度専門職業人」の養成，社会人

のリフレッシュ教育という要請に，大学院教育の多様化を図りつつ対処するためで

ある。「社会人コース」及び「留学生コースJ の修了生には，編入学試験を受験す

ることによって博士後期課程に進学する道も開かれている。なお，留学生について

は，学部教育と同様に留学生担当教官による講義や助言を通したサポートが行われ
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てL、る 1、

料消''/:iiJl ，先利は，白山と↓'jI'を昨('Fする気!瓜とアカデミソクで独filJ的なli)f:先を大

切にする11、統をのしており， t~l ''j:自刊」の本 IHI:..~ の qJで大学院生は日IJ j主的かっ出j

!主な匂門 íì~ }Jを身につけてきた" )止wでは， 大，芋判1:院;b比}主U中恥ι一イ!_)点l
l大〈ぐ，学 r~:比よ，i:'1七勾ρカが¥.i准住ι11/‘下寸ることを4与5"1;庖告色、し. 大学院教育の己主持に}J;を人れているけ修1:，(製作

の大'/:I山 '1 の )1出|き ):iIi ~J( ゃ I~?刊のN_J'i' I~ を 1-:<1 るために MI 究科のシラパスを1'1:fJえしたり，

オフィスアワーをI泣けているほか. J.I~f曜午:lJ を i向 ttーするための大/?院本iiï利 11. 粁

i庁・可U'i:('())M: rJi'l!'i Wが{!jられる十|会入品nllij1!:tJt干1.fIを将人した。また，防 u愛知Ji深

紅における l尚一え1'1:1えを主j返するために分~!f ごとのワークシヨソプも ii1i('ll: している ο

市計y十，/=ji)j允利でjl事f:←LjーをJ2'jーされたおーは. *Ji市IJの大学院になってからの然iilでは

663r， に j主している l そのすべてがfiJI 冗~.になったわけではないが，わがIJI の紙消

学界に少なからぬ人材を送()11'，してきたことはまちがいないであろう υ しかし，帝王

消学W!'j日'1の41徴としては.本学以外の他大学/1'，身fi'をも多数受け入れてきたオー

プンさがまずあげ、られよう そのなかには，他大学で修1:.深紅をjlt(したぷjりJ:.もff
まれる j いま ーつの特徴は，折J与与え刊による↑附別J行呼のj前:視であるり t行j弘教'j':1土ー

1じの水 j~ に j主した人午:1出 '1:. のfIJI~先を，耐え‘指導を hl\つつ r粁的論最』をはじめ

とする乍刊:J，ll.'. tこ公夫させているいまた. )(''/:1ちγI二たちも.、FI&2年 (1990)灯、米.

独自の'Ii札込町~ ;~ (郡大学科i九i命集』を FIJhしているリ

同 1:う::1，":については. f，t米は主総の認められた{iJf究者がその公FlJしたう主体J)t;を苧

f\~( ， htj よね自立;として iJl:II'，する jjilJ が多かったが，段jl工ではようた院 I~)J: ，深紅でのfrJI究を''/:

1 \I/~ li{j;ド"命丈として舵/1¥してI'VJ:，i*引を修(するいわゆる，i*.f'E l'ij: J:が急IVJしている、

、[1'1戊9{j'. (1997) ;) ) JfJUCC 以，ìI;)~ ~うであるが，そのなかにはfd学'1 も合まれる》

このぶれ問 uこついては ワークシヨソプのIl!.tit{などによる指導体市IJを整備しつつ

あり.今後一.b;I'，~の.tNJJIIが見込まれる。また。大学院での課程と車内びつかない諭丈を

蛇IHしてうよ:(ιをfUるいわゆる，;命文時_l:(新市Ij)の累計も liむ081うにj主しているの

E. 研究のJJW~

ULf'，i1j :各大υ伴I'ii， 0) ，& I~j 文:1)'にある'C!(J(YJJは，大学院干1.El名をぶしている)

I 経済システム専攻

経済理論大講座

この大講wは. '1'-1&: 8年(J996) より. .fJHU~ìñ学の先端的埋論研究分野である

進化粧消学の発民を日的とし 大講雌の特色を生かした多角的研究(複雑系として

の経済の叙iι 経済慣れおよび制度の形成・発民に関する研究，知識.1主術革新の
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経路依存的メカニズムの解明など)を進めている υ また， I州iJ川)月l'究'j:先『EhE

高1喧~f.同4主主は i進色化経i済斉学学:会の設立(平成 9 年 3 月) に大きなF引tI献紋をしたが. ひきつづき学

会i市動の拡大・深化にサf ワーする方針で、ある ο なお，これらのiiJf完成恥は~，1勺&10年度

より学部講義としても編成する言|両である(瀬地山 敏教托) r 現代粁出J~! ， i命形成

史」では，ケインズの経済学を貨幣的経済理論としてとらえ，スラソフ γ ，ホート

リー， アパッティなど従米の研究では無視されている人たちとの問述にii'_1 jしてケ

インズの経i斉学の形成過程をli)f究している。また， 1920-3()fl'-{tの;jt主(íI(if~lFt!諭お

よひご不j兄理論のほか，フイァシャーやホブソンのJ-W諭をii)f究している(小山専孝教

J受)。
マルクス経済学においても，その貨幣i中論・資本県論の11Y IIIJ (/(Jj!!ll liliに光をあてた

f虫自の石;If究が行われている。また，オーストリア学iJ長やシヱンベーター粁出子:をも

とりいれながら.新しい社会経済学 (ailJf支の経済学)の悦'ふーが1)'われている(八木

赤己一--~rí李文 1'zl 。さらに，賃:会や雇用をめぐるラýf吏問の対抗や妥協の形態が，符i汚の

成長来正E告に対してどのような ~1~~容を及lますかについて，動学モデルを使った liJI 究が

行われている。あわせて貿易の地加や，消費のlfl!日別構成の変化なと，近年とくに

注目されている需要の構造変化が経済成長に及ぼす彩741についてもiiJf究がれわれて

いる (寸:1一宏幸助教J受)。
また， 日本と韓国と米国の総投ド労働損:の比較が時:某述間交をfjJl，-(ぐれわれてい

る。この分析を吏に中間・タイ国に111、大する -~}j. 資本投人民ーの.Jfhil-hi去を改持す

ること 7うf研究されている。 fS学生を対象にしたミクロ紙i汁下(ワルラスiH!IJまで)

とマクロ経済学 (IS-LM分析まで).開発経済学に閲するリーデイシグスの教育も

行っている(中島章子議r.i1i)。

統計・情報分析大講座

本大講陪では， もろもろの数イ雨情報から複維な干i会続出システムの悦j告とその変

化に関する法則をいかに引き出すか，また法則性の解明に役，;-つ数附|百仰をどのよ

うな方法に基づいて{'l'f) H'，すかという観点から，統計学の珂"命とl必用の現代的民間

を関っている。

統計学では，統計学を， -"Pなる数理統計学に限定するのでなく，社会粁i汚の特買

を良く誌記長哉できるように，統計作成と.lt会経済統計の体系と4'.¥""，，，，を 'ft:机して，数

理的方法を適用するという考え方(統計学=社会科学方法論)をとっているけ最近

では，統計を情報のー形態と捉え.インターネットと統計情報，統計情報の新しし、

解析方法，階層別計量モデル，等を研究する(野津正徳教花)。また，数EHモデル

の政策科学的利用の意義と限界を明確にしつつ，狭義の非『経済』領域をも合んだ

『政治・手圭i斉モデル』や『社会・経済モデル』の開発を行っている。とりわけ現在は，
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その試みの っとして， }~tk'li. i 下 10 ヶ ["1 ・.II!l t&の十11Ii.依fr: IWJ係を|人J'1化した『広大

f最L:.~f~ i-f H "-~l::* f j，'守二f:デル』のイ乍成・メンテナンスをしている(j.，:[14' 11;助教托)。

なお， tfi削IJt允 l 川 I~J 述 ì\l~ 1" 1. kr~~ 介入 11\j学日I~ の社会中立'ill";;::スゲソフとの協力関係も怜J

J主である

'1行限処，fll!， Î(Hì のうHf'では.粁'::\"Ii'i fl{システムの J'tt ， Î(iûn~Jft..び'jふ11E(I<JiiJ卜先を行っているに

別命的 iiJI 允は .(i:.'よ'.iJじとりえシステム lえびオフィス'1，';判i システム l治に I~Jするもので

あ 1)，;ku)II:J~'Q' ニ 11).( 1)制|んでいる h 中十日''I'r'dIJ.システムを8.J/i的にJjlえるフレ -1、ワ

ークとして粁I::~' '['， 'i 制中'111 と↑1'; fI}処PI' 制 11 を 2j立とし *f: I:;~' システム中111 を山辺とする:3 fIJJI'; 

モデルにネ 7 トワーク制11をl処1iきとする:)fiJ J.iiモデルをJ壮rrnしているぐ一方， ')五:ム勾，;

自的V砂f究は'干l'tiiJl究費制llJ)J合 lrliJI究成果公tlfJ促進費(データベース)~を何て，わ

がl孟!の貿弘統，¥1 Jえぴ OECD，:n[l¥[のマクロ粁治統計からなるIftl際統計十I廿liデータベ

ースをmみr: tj ，であり，全 [ftl の人:./t に公IlfJする予定である υ また，ネヴトワーク r~Ut~

におけるエンドユーザ-1，日'1).システムという新しい悦点から粁'{:¥.システムを従え， '['r'i 

i=fH主体I の ;1、~í'- *)]('11からオフィス'I，t;{'IJ.システムを IJ川6Z~j.j し.析しいオフィスオートメ

ーショシ liihを)]dlfJしようとしている(定j丘 公数段)__ rデータベース榊築t命」では，

近年の副幻機才、 y トワークの発注に鑑み. オネ、ソトワ一ク I卜一でのデ一タベ一スの十椛品与与築fた玉

i法j去JについてのJII!'，命1命印制H訓訂l'的'1<)内句 主jιミふお"此1

を効fヰ宇〈よく fわrなうことカf鴻キ制利11凶品在如|ド内l勺4 さらには*最剥机，も1汎H乱!札l q:織4紘削~I間i刊珂l日j 俳↑-1，'附1，日川ff自t1l 似ネソ卜ワ一クシステムに J水kめら

オれLている!反nであり，これまで開発されてきた椛々な11.f'liJを%際のシステムにいか

に応月jするかが， /i'(去の"県足立である (tj，判去り1)助教托)ぃ

歴史・思想分析大講座

jf止!と・思想分析大"荷H(:では，十|会粁i斤システムの11.¥'IlIj的な動きに関するi.l、t!IJ刊ーを

長期jにわたる変化をノl、すデータや資料の分析にもとづいて引き 11'，すとともに.その

ための方i)、を開発している。社今思想もまた十l'会粁済システムのー却であり.市IJ)立

や任時.ifrt.i創設備の変化を;fl，く|人Ifーであるので.本議内において教育・ilW先がなされ

ている J

経済史分野においては，既存の!仕!と~}:の体系が附洋 1 )，心主義に{局附していること

を批判し， JIュ欧米地域とりわけボアジアの!と尖を剤|み込むことによって.十1~本 (1甘に

再構成することをめざしている。:fltt論1I1Iて、は.東アジアの前近代打会構成の資本:I'.

義への移行過程を分析し.主I悠制から資本主義への移行と異なる近代化合1引をtlU11'， 

することによって，多l亡的な!I上界!とを情成する研究にとりくんでいるの実証1Mでは.

19世紀中葉から現{I:にいたる，中国，朝鮮， 日本等の経i斉!とを比較検討することに

よって，世界史のなかで独自の位lfi:をしめる京アジア資本主義形成の条件とその特

質を明らかにする作業に取り組んで、いる(堀 和生教J受)。
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十l会思赴l史分野では i戦段雨前Jのi走未経i:J伊[苧ft済y芹守学と十村!会科科'学学:のリh川it}

J引刊|けl一の!以以省にj立i:つて'学Ii月・忠!J.lと十1:会・体制の関係について過去の粁験の村山的

分析を行うことを課題として研究を進めている。出典的なテクストの分析が{i)f究の

1/1心をなすが.テクストをその託行と l; {í'がl到する引会の粁験の!示物として J~Wi L. 

パ日比を#験と服史のコンテクス卜にJ!t.~らしつつ研究するという子 i上が;色、品川に採用

されている(問中秀夫教長)υ

E 経済動態分析

比較制度・政策大講座

比較制度・政策大講陪は，十IH慢なる常間的Iiii域と構造・制度をイJした行併すぐl汽i.ji

{なにおける政策現象の相 fi:関連仰の深化に刈止、して，政策の形成をめぐるぷfI!il]l!t1H1

の関係や政策の作用に閲するi封切を総合的に分析するため，粁i庁政策，十|会政策，

世界経済論. Iキ:業経i汽論を統合した大講wとして組織された J

'lt'政経済システム」 ・「吋i未結.壬耐t引i消f汚7政2策定!以l』以;U地哩」 は， 統(消庁学と政 i治t白ì'学:芋主との "~:子:1際努釘仙!，h域主を形

!成£しており.資牛本: (昨車紙f七i汚削) と公権jかJ(政j治台) との5緊キ終fd張k閑係がf危ιυt機髭品長諭命"1礼i

点カか、ら{ω研d叶f究されているo EI本，北米. t珂|吹という資本体制lの:芯にiKu:する|山lゐーの

構造的危機の克服が経済政策の11的としてJif定され，粁i汗政策の11打J)ji)引が十Jr /1'，する

過程を.理論的.陪史的に分析し，『地球政策」の構築を tclJi1すことがI深胞である(波

逃 尚教J到。「比l校 L業システム」・ 'U某政策論」では，粁消~t)J~ を似!氏から規

定するl.業をめぐる経済現象や針消閑係を. L業化や技術革新.1)劫.'I:，}}(過程の

発!i. 産業構造の変化 J凶 I前従業政策等に焦点を‘\~てて íiff究している。fUI'先に巧た

っては， 国国|際祭比較と国|際祭的i連主閲を4草(沖引+材視l見tしている (/:今「久{保h以足~:_~r、υJ

「吋f社E会統合システム」でで、は.JJI代資本主義のもとで労働行・ IJil1己ぷWrr'，;l.1・，1I11JtI人

の体制l的統合をはかる帝1]1主・政策体系の民間を， 埋諭f的内実j五Jふぷ，i品此i臼l

日諜果是匙題riであるO とりわけ，労使関係の実態に規定される制度・政策形成j歯科:の 1f.11:?'~比

較研究を慕納にすえて，各国の特殊性を，fi7びつつ民間する十|会政策，社会保障，社

会悩制諸政策の実態，それらのシステムが持つ意義と限界についてt~i~IE を進めてい

る(菊池光造教綬)0'雇用・労働システム」では，属片1・失業， 1-1:J~， 人材行成・

昇進，労使関係など経済社会の恨幹をなす人的システムの理諭的倹礼，ならびに雇

用・人材開発政策における諸テーマ，たとえば外国人労働者・中高年労働行・性別

分業構造問題などの現状把握と解決策提示を主要な課題としている。このため，丈

献研究にとどまらず，国内外での職場・企業実態調査を績村岡的に行っている(久本

憲夫助教授)。

また，今日の世界は，グローパリズムの時代と言われるように，国境を越えたカ
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ネ，モノ， ヒトの動きがìl~~c になっているけところが他方でこれまで以上に貿易|場

壁がl高く張りめくらされることになった v グローハリズムと地域主義のl，jjO:¥"'j並行が

みられる。ソjili.収riXI巻|の粁iff的イ波紋によるこの地域の第二::111:界化， EUによる超

国家機構の成、γのIlJij日'1.そして rr t: IIII きの険れという新しい.fJ~~が11.\会代をさらに

比えにくくさせている 'Ill:卯粁凶システム」では，これらの羽象をIJtl際金融， Iti 

北問題， ElIの外川 1(liにそって{i)j究している(本山長!多数托)υ また， I [主11:~7粁山政

策」では，多f打(J什i七.Jj北Lによ

害された戦↑附!H川¥jμ!卯則U切jのl村併叱{的l内リ悦赤粁u験6抜尖をλふ‘まえつつ. 今Ii;j(:められている新しい同lZY粁涜秩

序の科モ組みをミクロ・マクロのJ~Lj~ìl'j(J i! !lj 1MからjiJf究している(山本氏平llll)J教托)"

「国際農業分十Jj'Jは.れ'TOf小:i!il]の成。:によりがiたな段階を迎えた lltW食附(農

産物)貿易11¥1:位， 多1.1総アグリビジネスの急成iと，注l-.民lでの飢餓問題や農林業の

無謀な開発による時Jt:i:il岐峻IIIJ~W ， :niHfclや EllijKI五lの従業・食料t政策のがj')J{JlfJなど.

近年iHl を集めている tf<II:r，~農業川辺の尖 iiJ[的 jijf究に精 }J的にllx t)組んでいるοまた，

国土開発政策とも Wjj虫させながら r~lj地 fllli と土地投機にあえぐ現代 u 4~の土地問也

研究にも!幼み.フィールド，11判官も，1，tみながら杭i 'Xな成果をあげている (lfl~Í' '新教

授)0 r地，h'~I)( 業分十Jí.J では， i:rjp守備 Jùá周 t~政策の民!日!のなかで大きく変貌しつつあ

る.fJL代日本のJ也h.xtllj:ffiを，産業tIIi.&の変化や投資及び就業の動態にyi: Elしながら尖

証的に.iJj究しているけまた，地域IJiJ党政策による地域内楽や地峡経済の変動を，地

域実態調資を制11にした刷状分析だけでなく，断史的な十IU(Jからも解明している(/;'Iij

旧主n~!.、事ícJ'受)。
金融・財政大講座

旧貨幣・会融l自説)<j(:を流れをづ|く「令似システム」では，金融政策のトランスミ

ソション・メカニズム(波及粁路)及びWllJJ金融市場令干IJやマネーサプライのjたど

メカニズムなどについてのidI'先を行っている i これらは念日~諭やマクロ ~:fi汁干の1f-~

も.)t本的な問題であるが，示だに十分解明されていないうえに.金融の自111化やl玉l

際化など現'たの環J党変化に作って新たに検討を姿する|問題も次今と'!:，じている。'Ii'i'

報の来去済学の発民など故;fJjの日j1日命的成果を路まえながら， 11'.¥'系列分析を中心とする

実証分析の手法を駆使して，これらの問題に取り組んでし、る(占川 MiU対心。また.

「国1::祭金融システム」では，株式市場，債券市場，保険市場，貨幣市場.外為市場

などの資本市場が完備されていないドでの資源配分や資r)rirllif制作成についてliJl究を

進めている。特に，株式市場や保険市場が十分に機能していない場合に， !1i/r人1m;守

の景気循環や経済成長にヲーえる影響，国際的な資本移動やリスク・シェアリングに

もたらす効果を，理論li0，尖証的に分析している(斉藤 誠助教綬)。

「財政システム」 ・「地方・環境財政論」では，人間，環境，資源等の淋{1:Îj~)J 
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を11二かす財政システムの機能と構造について研究している、第ーに. j-器材lや資源の

社会的 j;'I'f，lI i に)，l~づく管別組織による制御とl!~'政による資 il);[配分の r'Jl係を分析し，第

一:に. I!~政制度の間際比較分析を 1Jーいっつ.公共選択lil命と付会的，lf1，lI i ，;命を1.[:'， 11=1して

民主主義的で効率的な!!:j政システムの形成過，h'と選択ルールをf{yi，;，Jしている(値目

干111M!zf':i:lコ

皿 組織経営分析専攻

経営・社会環境分析大講座

本大講wでは，現代の企業及ひその他のiJ:人組織にiI'.i 1 L. そHら利織の環境へ

の適応，組織の利存関係 L体制行'.Imの関係，組織の効不↑'1にJ1J;JわるiLlliWIを，理論

IIII. 'X~iEげiIから餅明している。

「続'討と 11会椛i汚環境」では，激変する段岐に付する余 tのfi'J.iu I'i<J j歯止、が，積々

の組織p.¥lや人ゥの問の相 fj・作用の中で， どのようにれわれているかをfiJI'先 L.最近

発民してきているk1L~哉と I草地の関係に閲する fft!，命の以 IHJ をめざしている(亦|首I 功

教綬)。また，労務・人事管現論分野では.粁':守人fti学の舵JlI¥を1Jっている(日 l宵一

弘日1;助教J受l，

イギ 1)スfiii芥港は一点アジアの資本主義化の来地としてlが史的役得IJを来たしたの返

還後は.中間の資本主義化へ特に大きなlf月?をあたえようとしている什この芥港経

済の中将lである余融市場及び不動点市場の訪問題を，構造的， 1が!とがJ に角!if~J する研

究がれこわれている。また，アジアその他から米たffiヴソlーたちは. J リ I~J の粁出発Ii:の

fl[し、手としてWJ侍されている。それに応えるための教行的l即位を掠るfl十字'J:.tHNi命

も研究されている(佐藤 ;!t講自ili)。

経営政策大講座

本大講!ギでは.現代における企業，自治体，公益法人なとJの|人'J;';'I;組織のあり方を

探求するとともに，企業組織に関する厭史的な研究を行なっている。

「経営戦時と組織」は，経常組織がどのような成りなちを有し， どのように行動

しているかを.具体的に，実証的に理解するための方法論およぴ、方法技術を教段す

る。この場合の経営組織とは，私企業のみならず，非営利組織をも fTむ広義の概念

でとらえられ，方法技術も，調査法から分析の統計技術にまで/えぶものである(日j

尾雅夫教J受)。
また，経営史分野は. 19世紀以降の各個別企業及び産業部I"Jの企業行・企業組織

・経営管理・経営政策等々の歴史的考察を研究対象としている。特に純'日'管理のあ

り方が，「労働に対する資本の指揮権」の生成の視角から，中心的に研究されている。

とくに，「国際経営史」では，上記の経営史の国際的な視点からの研究が， とりわ
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け多同事在余 tの!J:.J~記・発 l民を tll心に行われている(問弁ー ITI ，Hi 三助教托) c 

市場・会計分析大講座

マーケティシグ，アカ rうンティング，インフォメーション・プロセシングのIif(J'i'¥i:

を統合して512けられた九満州である i

「マーケテイング分析j においては. 11本合業による I↑i.l易，iJWt吃製品開発ijW，IU作.

ulli俗戦略.1dLi位チャネル戦時. J1、it;戦時なとを総介的に分析し.その制徴や問題点

を解明する l とりわけ. II~;':の家屯作業を '1'心とする企業のグローパル・マーケテ

イング戦闘行につし γCJ'lIL命的および:'X，IIUI'0 ji)げEを行っている(;山[案文 ~Hk托)け '1司;~'~

マーケテインゲ」では.マス・マーケソ卜の削 i去に治・ 7 した{!~'~来のマーケテイシグ

;-，ri動.n:SII!， O)JI;1、史的~-\:'t'tの解明を取mしているペさらに diJJ，;;ιli'Jないし械!?主ru;tj)J.!.

を追求すゐマーケティング制l織の」見代的深山及びリレーションシッブ(j-';bii陥i1(1'01'(1係)

を形成するマーケテインクの!lJli[:，!，，1について考古干している(れ林消 II<助教-t-'J:)" 

i ltJ務ニー';，';1'，耐」は，財務会，ilを応'r.IIJとして.会式|のキ11織的・十|会(I(Jf立制をふまえ

た制度会，iIの十九刊を通じて.iT幣1111i1[1円安動会B!'のliJI究も合めて，会ι|と会，¥1"';::の治

イHI~UJ 能↑'j を J京ヲE している (11 1 1日;丈 ìfì _jlJJ'J:) _. '1引~\会 iJ""li有」の分野では，アメリカ

管fW会，;1 のけが!と n旬以|別に H~伐をおきながら.現代T{;瑚会i竹下命を体系 i刊かっ.flj\，;命的に

jjJf究してれ:)， とくに;大潮流，アメリカで開発された日f骨格準/i;({llli;iIW (ABC) 

と11本で'Jr:';IJtしたJ!;lulli 企i山l に J，(~.'，':(を勺てて向ー行の比較li)l:冗をhっている!また. 17 

ii'l'-I'Mllのキ11*ij~ fllj: JJ)(: t 1に与えるインパクトをJ5'(革しながら.企業での適JIIIIJ能性を牧

Hしている(，--税，I./，U1J 教托)，また. 'Iiill僚会;11論」では，会首l'(ザ:)をめぐって'1
起・以IlHしているノI11的ilnl甘1!lli， とlり)オわ〉パltオフパランス11:.(リ引|のdf立、品識哉.i礼湖川測l!刊則11刊11定|ド川j日川lリi足也〔巳i. 会

計本市のItll際的制干11化問也について. I)~外の先端研究の成果を交えつつ，均!l命 (1り・

，)ふ1IHI(j;な検，Hを行っている(総)j:会附助教托)什

N 現代経済学専攻

現代経済学大講座

本大講ドiれま. Ui{干fl62年度 (1987) に1没択された現代粁i庁乍':.i，fj攻に属していたJ!LJつ

の小講wを統合したものであり.経済瑚11命，粁i斉政策，粁i汗史.粁件学などをノ tソ

クグラウンドにした附究{iが，付Jf':に述携し合いながら.m代粁i斉や現代日本がIf(

1(liする諸IIt1也を理論的・実IIIE的に解明している。

「数理現代続出分析」では，塑lii命と政策の一体化の kになっ現代経済学の則論を

fl!当してし、るの ミクロ続出学.マクロ経済学:の伝統的な}里論を背i;::に，経済学!と(I(J

研究を踏まえつつ，新しい理論とその政策的応用への民間を行っている。非線形最

適制御理論，カタストロフィ一理論，シナジェティクス，カオス，分自主理論などの.
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近年，党以の若しい非線形数学をJ.[::.ftjして，現実の H，Hfi九 H本!!1政の分析に過

したJ也i命の構築を行うとともに，それにJLづき.政策IYJなアブローチをねう (}(lfl

和男教綬)ο また i現fUfil'i'予」は，王ILfUfi汗ヴ:の恭ii，是J!f:"命を1'11当する J 近代料消

7・の形成JtJjから現代粁i汚竿:の成、i-まて、のiたれをおさえたt-.で，現代の主流派itf済学:

と&.主流派iifi汽学の比較.kJJ!i.;をj国じて，粁i斤1弘治の，m川題 (11.]H\j ・続 ~í' ・生11 識・

イ~~在実性・ミクロとマクロなど)を考祭する(似JHff~!、助教.J'1:) ， 

「日本経済論」では，王J!.{t:進hlドのノ、イテク{ヒ・グローパル化なとによる FI本粁

l完全体の構造変化を，『j生業』の枠組みと「企業』の情j立・機能の変化としてとらえ，

ピソグビジネスのそれへの!日本的付J，~ベヘその結果としての競争構造の安T{の|人j谷

について考察している υ また.日本料i斤を~\~徴づける企業集 "tlや系列の形成プロセ

ス，あるいは持株会千|解禁についても，戦時ijのl!1附!とにまで遡 1)分析することによ

って，その雌史的・現代的な;白;義について:/(;，・察している(ト行政弘教托)υi.fJ[ ft fI 

4: JlI'，:業11命」では，現代の u本紙済をft衣する J)在来である自動車l守tをケーススタデ

ィとして11)(:)仁げ，その附!と的 Jl三Ii主)~1''1¥， .fj[ {t:のl五11人lでのノ1'.1)(' ì定通 Iili のtiIf;Mド:Jt~J

質，プ己 /1主*・ノソクダウン愉11'.，現地~UJ，'， i!1j:外メーカーとのあru究開{系，欧米の自

動車メーカーとの経営比較)喧 li~上の 11 :.Klij).j収，発民途上回(とくにアジア各国)

とLI本メーカーとの協}J悶係，等を検討している(塩地 洋助教i''i)υ 

「公共経済学」 ・ 「保険・ lうえ棟帝王i汗学」では.医療.何，¥制， if金， '1 命保|札制

~~!~:保険などに tUl わる粁済的諸問題を，主として公共粁~J~~~f・の'f-i去を丹Jl 、て研究して

し、る。 H体的には，医療費の上舛攻~l刈や介u弘1'1，\111 サービスに ~.J する公子なれ1 1 !の

あり 1í ， 学|療がJな研究としての1t~1 別診煉行為の費月j対効果のミクロ粁済的分析，お

よび肖齢化と続出との悶述なとごのマクロ帝王消学的なrI行問題なと‘が{i}f'先されている

(jt計十Ji!;l:::教.J'>t)。
国際経営・経済分析大講座

1990年代に入ってからの世:'N粁済の発民の中でとりわけii:日される脱象は，収ア

ジアの急速な発民と旧社会主義l封の粁消の崩壊及びHi場の導入である。これにより，

アングロサクソン型経済だけを普遍的モデルと考えてきた従米の純治理織のれしキUl

や，資本主義対社会主義という二分j去にサ:つ伝統的な比較経消体市IJ~í命の枠組lを超え

る新たな理論的枠組の発民を迫求すべき段階に入ったといえる。本大講時は，十11宗!

なった資本主義システム間の比較と相1].作用の分析を，粁'日i自iと経済IUIとの研究を

有機的に連携させながら進めることを目的に，平成9年度(1997) に新設された。

「東アジア経済・経営システム」では，現代中国経済の市場化過程を中華民l司JtJj

の市場経済化との比較の視角から研究している。方法論的には開発粁済学の11:場か

ら，市場の未発達な慣性経済から市場経済への移行，また計両経済から指導的経済
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への移行を動態的に拠えるi+おlみを悦京している。他方，杭i消庁発h民4における政l的自の

f役立割や産業政2策定の4白i切矧効r性|

進化論」では. 主体をffむ校卒fti(:を，環境や自己を記述するモデルを|付加に持ちil，

多方する自H汀1')エージェントの集まり (ポリエージェントシステム)として:tiEえ，マ

クロ経済をエージェントの取り引き記述から構成的に提え直すなどの研究をねうー

方で，情報ネソトワーク化の中で新たな産業革命にi良凶iしている経済を進化し発以

するシステムとして挺え，そこでの新しいタイプの産業構造についての調査分析を

行い21世紀の作業千|会の在り方を構想している(lB日 弘助教J受)。
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6 大学院理学研究科・理学部

A・¥， k ，'?r~;Uljl ，';::附'先引. JII! ''j: {;:I;の慨j~

JlI!''? fiJI光利・ J'Il'子日 1; におけるfIJf允・ ~'cfiの分野は自 !'!~fl" 、f:の本ii!ti全般にわたる、
これを火山すると，政，・λ 物]'II"'{:・，j-:'di物JII[']:，化学，生物件，'t， J也 f;k必 ~I沖|学と

なる J これらの?引けザがそれ十'[{ドーつのまとまりをも九ながら.かつ 1(.いに|羽)isを

深めてきている、

JI~;;;・ il月党 H. ]'Ij!"/:，¥I;の11!!~'{とするところは，独自IJ的なM 冗の )cIJ( と.それを背肢

とした，'::j1主の教ff と{i}f'先行の長打点である"fII\マ:の iijj>先は，hl，~に深ま 1) 11;がっているふ

このようなflll?のVI/UI(JiiJI 究を.jH~ ，ì注し，人材をftて. [lil内外にjJ日かれた教Ti研究機

I';jとして[11:界のじじnll'rof Excl'lIel1ピビの aつとしてのはi刊を恥すべく. J'f!?却は平

成 ti， 7 の~ 11- 1交にわたり学部を J~l?利 l 学科とし， 51I攻からなる λ，}:院をItJ心

とする組織へt:XMlされたけ救t=1はう!:白1;からii}f'先科の!リiMとなり， ，}:出1;教ff を ~ft十I!す

ることになった 1

1 .大学院専攻及び講座

川l?iib'eH('5 'VJ文・(i~品J'ii ・ 5 )生J発.jjj:fUt野)

eり Jj.( ノ、 ，i，W Hえ

数.-;::. t'.:flj!14:I，相[ 十111対数)'[!， j(JJU(，uit数構造:私多保体dhii. Wf. 析~.;:・).';jiた主主)'1'，(t'.:f!j!桝十li
t、l3， Jj.( H、使I(j~Hlr数f'f! 1 II， ~~IIJ 数JW) (;n~~ 数J:'I!，I 

物 fl[¥ '-;': 
州11IJ，rUJJJ、健論，物十tJJ~使命. ~I 線 }f;物fJtl 'I，物 T{物 f'l'''i・， II:l'光'f:.

物'l'[. 11\ ヤ)i~jも治， 中 I~':-{物別小， 十支物 J'~ 'f:， 'j・'iIil良時、J't. 'j・'iIi物Jlj!';::.
， j':'di物J'I!'/リ¥iJX

'j:'iIim造学 (sJ，!iI!IJXW物J:I[!'n (泡俗物JII!'?1 I核物'1'1:';:・) !)，Iζ縫物)1[¥'/)

地 球必 !I!
付 I fl.lJ 地球必 l ，t朴'Î'日 11，1 休地球物~I[!，'t，水|割地上k~Í')~II!'γ ，大気l世!物 )II! 学，

H ，-;:: '，'/ JX 
木|渇 ~~X; ~t-~ ~~ .~江総父子・，地球テクトニクス，地球物質利~'/，地球 'IJ勿|在J'と(地

上防長';::) (1，~~II Ji.'il休地球物理学) (環境地球科'II I J.~'， IIJ 気象・ il，j.i'f.</)

化':;:: Iy 攻
十111刻化'I，JII!，iiiiiiヒ小，物J'I!，化'Jぺ物'1''1:1ヒ'‘;::， J!!H幾fヒ'j':， イl機化? '仁物

化学 If，'if線化小II材料化小) (物質化';::) (事11111包'1物''j:) (十，'j'H1七、j主)

十IH刻動納 J~'1:小.自然史fλ
IJ:，物1・1-'戸叩攻 物科?情報分 f 制11胞学，機能統{t~~t ， r~'，lj 次↑，'í Ni 形成'j': (1f)J物分矧・nn系~: I 

統学) ('[イド分 f'l前t!l (立長類学) (細胞情報i!iIH向J'II (j立u;f-illヴJ態捌

( )はJ!P'?部附属施設反ひ:'mitl研究所に[庁かれる協力議l伝

各専攻には述携・併任分野を各 l設置
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2.学部学科目

~I~. 

i
 

i
 

r伊
L

，
)
 

l
 

I
 

Z
や』'一，，

 、
I，
 

、、，{
 

• 
1
 

正
T

リ

re
，一l

 
l
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数学，物tll!'I.'f・'di~3 ~I~ 干[.，λ 地球科.:;:・，化学，
科|

，[:.物f[.l/

3. 学部附属教育研究施設

[;付制施 l，E ( fi 施"止) ，ijj j也

瀬戸臨 海'j、験 ，iji 〒649-~2 1'11 歌山~，~I'!j司、 W Hl~['1 iF:IUf 1江;/i0739-42-35 15 

地球熱'?iiJf究胞 112

(本 』も 1没) 干874 日u府I↑jlJ!HJIJ;( 'oiLri，~()97í -22-071:l 

(火 111iiif究センター) 干869-H 熊本県阿蘇ltf，長陽村 '，[1，;;fi09676-7 -0022 

す王 丈 ri' 

(jlt 事iì~ )( 文; ri) 〒506-13 岐市県}{J，成HlU':I，:付II':&ft 'ifuiifi 11578-6-2311 

(イヒ I11 J、 文 内) 〒607 京都市山科医北花11I火山争1I1J ーli:;j~075 581 -J:n5 

機 (，:f 分析セシター 干606-01 京都市左京以市川本町 首:U;fill7S-753-.IOti1 

地総主(i1l:W資料解析セン亨ー 干606-01 J;(者1; 巾ブμ;([)(:~じ白川追分間J "1:0;，;;f;075-753 3929 

分 f発"I:.'t:.物if:lijfj):;センター 干606-01 京都市左京以北白川追分町 電話075-753-'1196
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4 .教職員数

教 教， .， lil '1 lil :J 

)f ↑ 

教11 助教釘 品川 助l Jtr: ，~防r'\ H'r: 'lilsU H'i: 

民'{.抗即断阿I1JIJ'{I.I，よ幹} l:l 16 13 5 

1地岬千・ j"~i物即 f 咋 j~IJM幹) 18 I~ 37 78 -予 日 6 

地球::，.~ !1~ H 'J' 守JiI正幹j 1:1 II :16 6 ワ

It -;:守 JZ !Il、幹) 1. II 5 21 51 
" 

[1] (1] 

。l物 H す 咋 JZ t J~ 幹) 1lI 
3 56 8 -(1) (1) 

高1"臨，~ '1、験附
。， 3 4 P 

i世 !t処，崎正胞..:t 日 b 

L l. ti 

|世 H2 汁ド1.t ;.ヤ

地怯 '<clll 咋百判断 ~i .t〆。一 ' 

汁(10'1'11却す附'1E.t 〆~ -

n m; 川

t， I ，， ~I 76 i~ 
1.1 1":1 :!o5 

肘:1 ~~ t [11 [11 [~J 

[ Iljfj、職

5.沿革略 (附属施設は，現在の名称を使用)

明治30(1897). 6 京都帝国大学設置

9 理工科大学開設

31 (1898). 6 数学科，物理学科，純正化学科(現化学科)設1'1'i'

大正 3(1914). 7 理工科大学が分けられ理科大学， 仁科大学となる

8 (1919). 2 理科大学は理学部となる

1:'; 

lり ~II 

1前

~)7 

[11 

111 tlh 

il] 

II I1 

J h 

.1-1 11 

l!l:! 
九お7
["1 

10(1921). 4 宇宙物理学科，地球物理学科，動物学科，植物学科設置

l刷什

II 々~，'

111駈H

h 

11 

11 (1922). 4 地質学鉱物学科，附属大津臨湖実験所(元医科大学附属臨湖実

験所)設置

7 附属瀬戸臨海実験所設置

15 (1926). 10 附属地球物理学研究施設設置

昭和 3(1928). 2 附属天文台設置

3 附属火山研究施設設置

5 (1930). 10 附属阿武山地震観測所設置
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22 (19'17)， 10 }江町li'l'j'ilEI )('/:をよ;(都大q:と己主材、

28 (1953)， 4 大'γ:lt，U~!i;;オ1)1 冗干 1" 世情( 8咋攻)

39 (1964). 4 1年fJ，~ fI!i物件~!~削iJl'J'E!;包 I，21泣 f百
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6.理学研究科・理学部における出版物

1'11 '，1'; γ1 

本t .n "、

物 Jli!'-;:: ， i・'di~切 JIII '/ 

J山J，);物 JIH';:: • jヒ:;::*~ '''';、

'1 物 iÍ;~ 教二いおよび他 l12

J血 11γ 到、 10 '/ }，1J. ヰ、

iti! ) i I~;il; ;il) 'j~ ，!¥1: I~i 

J山上ド宇佐'? fill 允施 112

J、 t ii 

|淀川ij} !Ij' 七シ 守ー

J血f{，'，¥ 1II'/h'[ H WH1i七ン υーー

.1'1' ;;:: ;';1; 1 <1 ，1; 会 li j: 

J1i! ;;:: fiJ! '，'t: H ' jlJ¥ ;;:: i}!; 

7.公開講座など

(1 ! 公開講座

lP1 nk 1知 0) '(， 柏、

jけlIrll;!l"f ~(川 1lt' lllali ，・日り f K)υIυlllli¥γ!日 l、

~Iγ 1I 1() 1!おり[ th，白 FaclIlt、け[日l'lt'l1じL'Kyot" lllli、t'rsltySl'ril'誌

"j J>h、引じS，_.¥Stlーリph、川じs，(;l'oph，川じお礼Ilcllil<'llliメln

~"'III"il-S ，，[ tht， Faclllt、。fメcipIlC('K、けtllllni、l'rslt、日lTlf'S

"r Bi，，1υg! 

~Iι'1 lI oirs ()f th(' FaclIlt、。f只ciL'Ill'l'J(¥olo IllIi、l'rsJl、日vrJ凶

。f(;L'υ1"日¥-and ~Iilll' ralυ耳、

I' llbli じ ~lll() 1lメ of Ih，'おじ10Mari III・lliolリ日i('al1バlh()J川川、

j1hiJ il~;: ，';ìífj: '):!t~!J リ i '1 Yli 

J;(t!; )、 ;;::J'H;;::m;J也J.k~相 J' I!;?fi}J"Jt胞 ri2: N~;'; 

ぐolltrihlltiυnぉ fronl tlll' K¥¥'aぉ臼nancl lIida Ohメけ、atorr円。

l'ni、刊誌1(¥けfK、リto

1.¥ I<L' ''''1川 h 11イ、 FIJ'1'1 

llata Cataloglll' 

1l;lta 1¥，川l、

11川口l、Eqllal川ial[)，l ¥' alllcs 

I河川、ISlυIlal(;山ma日11l'licData f'lo!s 

~litl-lalillld L' (;L'oli1aglll'lic Incliじ円九日YλIldSY~I 

地 {i;i~~ ~(センタ一二 2 ース

}1i! ';::;';I;!'~I ， t: 二 1 ース

JJ、iIi

J;( ffI;太子・j、;;::I~J'U'i!;;:: ftJf允引.1'1'.';::;';:1;抑止't，::

ik・戸数υ;{Hm-c-， r.fJH~ 数バj!: Jl(~;~J として 1" 必要 í;i( で{j: '11111JfJiiiiしている

趣 H 数千:の近年の発以は1.しく，数刻字1-";:， iJijJ[:Jとの|勾係も出ま t)I ti/t 

教育にも大きな影響を 'jえている}この情勢l二鑑み，数，、?fZTi、IYHf:-/'iーを

はじめ，;f)[ f~数学に興Jl本のある大ヴ:.~I:" 'r!~1j校 '1:.，こ付して.数';のM: ìfrの

発反についてのh(~f!: をりえるために本i溝 1+ を開講する。
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Jr~( ， ;1略行は， k.'戸教j忘れ!立の数学のよ主主のある )jがqlまししゅ" 講義で

は，その|付ねを月l僻するために必裂な本礎的なことについても WI~ ，j~~するい

期 間何年 7jJ卜fリ 5flll¥J JJ 11占111-金UM11 

応募資俗 数学教-ffl~Hふれ及びJ}U~松下に興味ある141j校'J:J:J、|

定 員 60ft，
議 flili t文学教υ;:n十21えf川1)}_j!!zt2¥

(2) 公開講演会

当研究科 i.:iHi'C，1 I.)hk ， ι~':';::í，FJ 品 ìiÎf 二; JをlIii利j-tl.119(9) n~ミ.年 1 [日|えは

:2 1可開催してし、る

講演のテーマは.必ずしもm{(O)'}}I"J íHí'にとらわれず IりJ1 1 の'判 I~jへの民析を

ひらくものと，心カ，'(tてj'!lf(.fhている ，.I/I"JのliJj'党JJi--'1fソ1'.だけでなく.士ιL、な舟止

の耳忠衆にもなr，iドを |IUしている

この~IYh資会は， "itk!h~Ù; 十日1; )じ fl~'ti\i1;救托の i也ιによる市-付金をもとに l泣けられ

fこ。

(3) 理学ミニ博物館

ll!!_学研究科・ J4t'γ:/'i[~の úJI 允の!?「史から Irz 光Jit の fiJI 冗までを利介するためt f!~{ 本・

資字1-，尖!険機6:1:，;[[. パネルなとを IJ~'J;するミ二博物館カい|主成 í {f'.秋よ l).f~!'芋 l り台't1

に I~司自11 している "?ì;:I~'、jωi二カ)' ¥'( t) ~;年り戸 111J • liJI 允に触れる'ノ~IIiJ として， また十1II{ 

のコミュニケーションのJJb あるいは~~，iJjfi'にιlするfW';::liJf究干1.. ~:~! L(: j'¥'j;の!?F山やliJI

究の案内に泊川されている 1

理学ミニ博物館
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(4) 水族館

I;fj J1f!， 瀬戸臨海実験iiJj'には， 4京約501ft]の水十四に442綿布J{I， 5ooftl;1 11，0川物かfj"Juさ

れ(i)i允1kfitこ供されているが，以前から寸支にも ~~I JfJ ;され t _'t校教1i.tl ~'::~:Z1iの

位制を来たしている。 波やi刊の il~ilーを人 L的に起す;}(梢， 1 iR.J ;km. illil"lノ，}，f'，"j，版

社、燃本などはliJf'先手土1i['.似めての切'1"ぐあるばかりでなく， ;J( J;J.: iii:としても他にfyljを

みないものとして制覧行のii'Uを集めている υ

B. 学部教育

1 .特徴

月t/7:-ìn~では， 数'I・物f'W;:従i.J;えび第:・化'‘?・ 'j':'fii物.flf!?・地球物.flf!?'J也t'l

"N!J:物学・動物学 .M物学・ '1:.物物j'ln・の各教本において多IliJiにわたるM允が11わ

れているu しかしながら，これらの141門分野は伽|別l切なものではなく I[・いに術J去な

問速をもつものであるから ， j唱 /i・古I~ においては教科の十乏 l ， ill ， lljlj{'か I"J 分 ~!i' ことにで

はなく/'f:ta~全般にわたって ，'í てられている。このことは， J'H"? 白 I~教ff が多くのり I"J

分野にわたってlよく浅く行われることを虫、|文|するものではない t むしろ， j"I!'?M;の

教Tfの呉の1'lll，、は，徒主|ιの 2年rllJに，学'1=.が自ら自己に肢も j也、Ijと忠われるり 1"1;I' 

WJ'をは11¥し， それに悶j述主ある訪分tlf的野Lうザfを合めて t伝li:.リ，，}点I

l'門i口勺Iリ11化ヒの干私松~~リ!皮主を i進住め. 紋終的にはーつの I，I/-I"J分野についてのM'先にも触れゐまでに到

達するという点にある υ 手Y..1i組織をflW(:fl. 1 '"f:科には制lしたことは.この}Iil念のiif

j止を組織的にtり唱したことになるリ

また.児学自I~ においては，数理科学:系，物混科学:系，地};k:.:長 ~t ~利:;:: ，:7:，化予~~?

，t物利 I~r:系の 5 つの系があって，それらはおよそっさのいずれかのり I"Jjd'j' と i.) I.[:，

しているο

数理科学系:数学

物浬科学系:物理学・宇宙物理学

地球惑IA科学系;地球物理学・地質学鉱物学

化学系:化学

生物科学系:動物学・植物学・生物物理学

しかしながら，これらの系は必ずしも専門分野の大分けを意味するものではない

たとえば 1つの専門分野あるいはそれらの境界の領域が 2つの系にk.jJ.[:，すること

もありうるのである。

学生は， 2年次の終りに，各自の専門志向をよく考えて，これらのl従修利 uを選

ぴ，その選択内容に1，芯じて 5つの系のうち適当な系への所以を決めることになる
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1. 2回生にはクラス111作制が11引Tられ. I従修科目の選択や系へのJ9r属の決定，そ

の他学ノI:.'h市令般のmぷ州了ーとなっている υ

2.概要

f宅学部の教利は.以卜e に述べるように1品川分野にとらわれないでゆるやかに咋IIfJ

化するようなI)'Jれで情lえされているれ令干+uはその'1"'1:絡によって次の 3極官!に分Ul

されている、

1 . .般教f汗Hl

_.~支教Tf利口は ー般教主主f・1・十1.外l王[ilh科11.保健体育科目からなる"ー般教主主科

目は総合人間学部従{lhの全学Jt;酎・1I1AI洋科目及び開学自riが指定したその他の全学:

共通科目からなる

2 専門Jt.ji1t手1.1'1

専門本礎科[1は自然利子:の別世1'1サボf.JI{を取り扱い，専門科目を版修するr-.-C)，I;:礎

となる科目とする ο 令学共通科目から開学部が指定したものと.煙学日rí学部科~1で

l草門幕礎宇1.[iに指定したものとがある1

この科Hは人'予fドによって異なる"

3 専門利 1j 

ii正門科目は.それぞれn象とする州生を]Wl'UiIJから 4阿生向まで区分してある》

専門科目の中で， 数ρ苧学y詐:溝冗'物T即照甲唱-干干利:1十，ρ仇、

研究，生物利~f:iH;}Uffi研究は，いずれも学Ú!)深程における専門化の最終段|術に、円たる

もので---.つの専門分野における研究のー!耐にも触れる恨めて重要な科目である υ

こオLらの科目は l宇1.ÞI に Ig~ り，その ip.lil.iJ{，認定される。なお.平成 5 年度以降の人

学生は，これらの利 H は卒業!I~ 究科目となり，必修となってし喝。その他.特別な

テーマについて講述する特別講義がある。

以上の科目については，それぞれ主たる対象の学年が示しであるが，学生にIllrm

の余絡と受講に対する準備がある場合には，それ以外の学年の学生が受講すること

は差支えない。

3. 4回生における実験 i資判，実宵及び4回生における講究，課題研究，特殊

石汗究などについては，設備や教官の数などの制約から収谷人員が決まっている。特

定の題目の実験，演習などに収容人員を超えて履修希望者が集中することは，教育

密度や安全性の面から望ましくないからである。
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6.理学研究科・理学部における出版物

l川 lポ '(1 

本t 1 t'z -守f、p 

物flI!/;': . 'j: 'Iii ~相 )'11 1. /;:・

l也上i物 Jli!:;::， Iじ'子 .{!Z • .!;ご

'1. t却 系 政 不 お よ び施 l没

J也'['[ :;::鉱物.-;:教えぐ

湘i 1):::; ;i!j X ，I~~: li}r 

J也}，)、然:;:: IIJf 党施 l，t

}ぇ ι 了「

侠 ;f;; 分析七ン $' -

J也 II~:，い IJI'N'i'f利 li!午 t'j一七シヤー

JI)! ''? /il; I'x) ，1; 会 tl 会

fl)! /;': (iJfヲ:eH . flll ";::日1;

7. 公開講座など

lli 公開講座

11111 Iff{ 物 。〉 γl 

jouma! "f Mathl'sJaliじs"f K，りtol.lni ¥['1引い

~!t-lII oirメ "f lhl' Facu!l、リfScil'nじじ K¥otけ III日、t.'rslt、~('n l'S 

of I'h，日ies，:¥ぉtl'Oph、おics，Cl'oph、メICメandιll<'nlislr¥

~ll' lII "irsυf th七， Fal'u!l、。fScit'ncl' K、lJtollni、l'l'sit¥. S什 1ぜち

。fBi"h叫、

~Iν Ill Oll メ of th(.ドaじu!t、りfSじ1t'I1じl'K、otυl'ni、l'r:-;Iい日目It'S

。fGl'o!og，日ncl~Iin l' ra!og) 

Pub!il'alions of llw St'[o ~lari l1 l' Bio!o)，(il'a! l.abm;'lor) 

市![Jq~\l; HJi' j ~馬会li}j\)Hl

J.~ t抗1;}ぐ/)11' /;':;';1;)自 JJ~相 )'llt小

Conlribulillnぉ frlllllthl' Kwaおanancl lIicla O!J日'r\'atO rJ l'~

l'nいじiぉit¥of K、llto

l:¥l，(_' r'l'!lorlメ(休FlJ'f')
Ihla じataIO~ll t'

!lata !lo"k 

IInll 1'1、lス11l:Jloria!Dメt¥・alul's

1'1川、iメiOl1alc;叫1I1la民nl'ticIlala Plotぉ

¥1 icJ.1日tilucll'(;山Il1lagnl'lil'Inclin弔 1日yand SY~I 

)ili.{Ii)，~(センタ一二工ース

jll!/?/il;l'xl，';ιzース

リム fI1 

l;(!1I;人''?}(，，;::院JII!/;::tiW，cH・}ll!.とt/i:l; lJ!~ '~ 

数ヴ::Jk+i:1Hz-C， r現代数学反~f~J として卜，i己決訂!で'.1' . [rJj 11FJiWしている

他 FT 紋ιtの近年ーの発!Rは析しく，数珂科学， 1主体lとの|羽係も深まり .1it学

教ffにも大きな影斡をワーえている、この'Iti勢に鑑み，数学教育WJ係(;.を

はじめ，現代数学に興味のある大学Jj:" 高校生に付して，数''f:の肢i止の

発以についての民主与を f]ーえるために本議J'Î~ を!日]講する。
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11忠品目は.k"f:教主主干'!U主の放Jl:のぷiをのある }jfJ{守Jましいが議義で

は，その 1)内l付4ず存千を f矧q明判1行!解1肝干するため lにこ必裂な丸刀応!じ~f礎必「的l内U なことについても w解'(:i"心:ρ説1

!川則U別J 11間in刈IJ 1旬リ f年ド 7 )川J1卜ド、'1旬リ 5 l日J11間lH川IJ }川J11川1，日 fl 一4念;:U叫出 i日! 

応募資約 数''/=.4!z-(j' PhJ {:系1'1&び川代社干にゆI~il-kある尚校 I J:. 以卜ー

定 H (IOれ

， ~Yi J'lIli 数学教不 教.1".1:/えびUJJ与えJtT字

(2) 公開講演会

'!i li}1允利 uwで I I ，)"~， f~念 lì川1:1 ，;，Y~ i¥ii :;"; J をII{{干1144{I: (1969)灯、米，年 1ItJI x..は

2 [iJ l iJfllll~ している

，;i~バiifのテーマは，必ずしも現存の J，'j I"J分別:にとらわれず. lifj Hの学IItJへの民明を

ひらくものと心がけて選ばれている、 '，'/I"JO)liJド1'Eh."'1ソ[:.だけでなく，身熱!払月ヤ，心L心、な a叶骨止

の町聴~~栄~~にも 4好í ，μバ汗.

この"昨ιw成{土会:は. I'i~+城必十f! 1; Jé.fI~'I 日1;教-1'1の泣;ιによる市付金をもとにI12けられ
.... 
J 、ー、J

(3) 理学ミニ博物館

F燃R学{研d岬f'冗?先E日干利、l. J胤l唱~"♂う‘1予j

資干料|ι~ ゾミ均馬験突財t機f汲E附;出'~f.斑矧Jれ!. パネルなとおを}JI!:心するミニI4物館が、ドJJI7 qq:火より }I~."f: 1 ~;・館

に lliJ f!n している~ 't;'íl~"?'I:. fJ ;'i( t~';{J: fJ.学問・ liJド先に触れるツ~lllj として. また十111(

のコミュニケーションのJJJあるいは米，W{'íに ιIする均V?liJf究科・ μ1学i'H~の !?F !とやliJI

花の案lλjL:i ，~'!l J されている。

理学ミニ博物館
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(4) 水族館

附版瀬戸臨海実験所には， 4宅約501闘の水十時に442f電車(.J6，500併|休の'[:.物が削ffさ

れliJf究教行に {j~ されているが，以前からー般にも公開され，学校教ff. 十|会教育の

役加を果たしている。 波や潮のil:~r を人 1:的に起す水惜， I"-iF.J /J( H~ ， f氏ihi水槽.民

示燃本などは研究教育上紙めて有効であるは弘、りでなく，水bXfi.îi としても他に fJ~ を

みないものとして観覧おのilllを集めている υ

B. 学部教育

1.特徴

開学苦1，では，数学・物理学第一及ぴ第二・化学・'j':Hi物煙'芋・地球物}II1";:・地質

学鉱物学・動物学:. fli(物学・生物物:fI~うえの各教主において多岐にわたる{ijf'先が行わ

れているいしかしながら，これらの専門分野は倒別的なものではなく 1(.0\に 1街1~ な

関連をもつものであるから.理学部においては教科の托業ullllJjがI，I!-I"J分担J'ごとにで

はなく学部全般にわたって一次てられている。このことは， J'H'~!:部教ft が多くの時.lI"J

分野にわたって広く戊く行われることを意同|するものではなし九むしろ.開学部の

教育の真のmし、は，後半の 2年tlijに 学生が自ら自己に最も j自勺と思われる咋 I"J分

野を比lHし，それに関連ある諸分野を合めて取点的に学科し，年次とともにその専

門化の位皮を進め，最終的にはーつの専門分野についてのliJf先にも触れるまでに到

達するという点にある。教育組織を斑学科 I学科に改組したことは，このN，念の推

進を組織的に整浬したことになる。

また， JI中学古 1，においては，数理科学:系，物理科学:系，地球惑 ~~fl.'、?系，化/;t:系，

'1二物科学系の 5 つの系があって，それらはおよそつぎのいずれかのの|円分担f と k ，JI，~'，

している。

数土曜科学:系:数学

物理科学系:物理学・"j-:宙物理学

地球惑hl科学系:地球物理学・地質学鉱物学

化学 系:化学

生物科学系:動物学・中i色物学・生物物理学

しかしながら，これらの系は必ずしも専門分野の大分けを意味するものではな 0¥0

たとえば 1つの専門分野あるいはそれらの境界の領域が2つの系に);jl.i:、すること

もありうるのである。

学生は， 2年次の終りに，各自の専門志向jをよく考えて，これらの版修科目を選

ぴ，その選択内容に応じて 5つの系のうち適当な系への所属を決めることになる。
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1， 2 Jil['lーにはクラス411.1T:制がI泣けられ， 1従修科目の選択や系への所属の決定，そ

の他";':'1: '1:;円全般の十II~~+IIT となっているり

2.概 要

J甲学Nliの教利は，以下に述べるようにJ，'/門分野にとらわれないでゆるやかに削IIJ

化するような内科で構成されている竹令利.11はその↑サ絡によって次の 3稀績に分煩

されてL、る J

1 荷主教ff干1.[1

ー般教有利日は什宣教詑利 11.外[E[，ift干I.H.保健体育科Hからなる。一般教養科

目は総fT人IH1?日[i4たf!tの全学共通利目1¥1洋平lII及び瑚学部が指定したその他のうで学

Jt:;凶利 I1からなる}

2 Vi門J器使fl.I1 

専門j走路料 11は自然利J芋の応礎的事項を取り扱い，専門科目を11重修する上で本礎

となる利 fJとするけ全学共通利 ['1から上1.Il学部が指定したものと，理学部学部科目で

l主門来俄利 11に折iL::したものとがあるコ

この利けは入学年によって呉なる υ

3 1，Ij.j"J干1.11

む門科日は，それぞれ，{，J象とする[口)'1をl同生lilJから 4l~ìJ t!=.向まで区分してある0

WI"J科目の中で，数学講'7E，物煙科学:深!題研究，地球惑l4.科学課題研究，化学課題

研究. 'L物科学課w研究は いずれも学部課程における専門化の最終段階に当たる

もので¥ 一つのり門分野における研究のイriにも触れる栃めて軍要な科目である ο

これらの科目は 1科目に限り，その-'ii.f立が認定される。なお，平成 5年度以降の入

学生は，これらの科11は小ー某F研究科目となり，必修となっている。その他，特別な

テーマについて必述する特別講義がある。

以上の利目については.それぞれ主たる対象の学年が示してあるが，学生に時間

の余裕と受講に対する準備がある場合には，それ以外の学年の学生が受講すること

は差支えなし、。

3， 4回，]::における実験， iof背，完治J及び4回生における講究，課題研究，特殊

研究などについては，設備や教官の数などの制約から収容人員が決まっている。特

定の題目の実験， 1寅留などに収容人員を超えて履修希望者が集中することは，教育

密度や安全性の面から望ましくないからである。
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なJ3，‘VJJ記5:，二度以降の入学'1は， 2 11:，:大の終りに系{fJ.:/~寸る陀?に， f千系iの定め

.':. iji， j:，:を修 1~; していることが条 ('1ーとなっている、

平成 8年度卒業生の進路

i[L V;i 
(;~・f'1 余erlλ 1旬 」ふ 'tL fヒ ~i)j fII( {i;d 

大 ~{ i[L ''? 62 10 つ】πU 9 I 31 18 1 ~ -dJh H ~29 

司，.・ ，、，. ~I\ ソ

ft料品・飲料・ fi"jfI 

私k t () 

化 "'{: 業 () 

flJ父t.i.t'i-~~ 、
l江主L 機械(，;~ !~. s 9 

%，j送)1) v~ f，~ ~~ !~ 

枕
ilfJ 

alJ '/r::. 'lC -本v: 

念品自・ 銀 行・ j，j' ，i[: t 3 

f~1漁業 i民 ド会 .) ワ

J[dt 
4ト ピ ス Ju?v 、 】‘P 6 

j也 ノ.!、、 f昔 L1 II 

f文 3 

，ー、， 戸 。〉 1山 -】〉 ‘〉 11 

11 ? 4 ゾ 日 日 :lil 

ィ、 明 6 5 2 3 21 

1Ph 1 44 79 13 29 11 38 25 16 九日 290 
ーーー」ーー一

C. )ご?1~)tJ]型学研究科

1.概要

大学院理学{iJI究科は改組により，教yc定員を樫学古/;から理学研究干|にj:)_r{伴えて大
溝)'1そを構成し，専攻を整思統合して教育・研究分野の凶定化を排し，向然科学の新

しい進民に叩J，ê.~できる体制を目指している。

12専攻で構成されていた理学研究科を，平成 6年に数学・数理解析，化学，地球

惑星科学，平成 7年には物理学・宇宙物理学， '1.ー物科学の 5大専攻に改組し，従来

の講!坐を整理統合して大講).ik制をとった。このような専攻・講時の統合を行ったね
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らいは，教育においては十l~~fFがは、く分野徴的j'(10 な琵想のできる人材をずIて， liJf究の

IlIlからは. 自然:f1"Iの，包i取なj住民にl!1比七してタii}JIYJ な .ì~Jn. を行い， liJl"J'eのす色民を|刈

ることを lH行寸-/.J: にあるけこれをさらに i~~がする刺殺止として， 各 l、与攻にはÍíl~系的な

各分ll'fをjll.'liする J:.，仲介えのほか，十11m大局内をおいた 付|間大講沖、は大やllJ'"eW1T:の

教~(Çで十1~1& し，分~'Í'柑l 附j"(ドJあるいは学IWI(J;な新 íi!'UIえの教育と研究を 11(，;正する f処}，'，(と

なるものである またJlt!''?川ドI.jJ，f!，ljIJi，i:t/えび本子:1勺の1;(j i ;.'，' UJI先，iJjの111;mのj後い部分

が各i.'/JXにtbiI}J，満州として参加1している

なお.平成 ifi'1主からx.Jiたな組織形態としてV/fT:の教1¥では;.j-J.i::、しきれないJ吊L波ー

な分野，あるいは先端的djjJ，j' (1サな分野の{J)f允を j且めている他のliJf究機関等と i主 t~ し.

1%1:迎する KlJ攻の'γ:'1 をその{iJf究機 WJ':~' に派遣し，これによって本研究干|の数行・ iJiF

究体;IllJの光'たをけ的として?干の攻に「j忠悦.fiHf分町.J が件]設計!され. 主として

同伝機関のliW先-Kを1iHfのうえ， Iあ }J をj{~中i[iしている

F理中里~~乍、7芋f:ii}庁r}先，tflいlは止ム， {Iら芸1:，深干れ'，¥i及えひび、|ド凶d，;:.1上.-(佐走!則1り引j月J，訓1深県干ね~I~の2+'段2: 1昨附ヰ祈f に分分、けてま教士f育f を行つている、日， 

jt，阿l司可今のj大、ゾ.. 、子i

るο11窃多 i上-汁I深科は， 作lM攻ごとに1/){ie 9 IJ頃に入ぷを行っている、"f'f/?自1;守、牟業'1:は{iJI

冗:(i-を目ざす'-K'が多数を，'iめるため， .ι己;!-K' 7カf多く，かなりのH¥:キ1になるが，他人

学11'，4.(';'も多く'乏け人れている 同 u針。J，:mfYについても，公募によって，全l毛|か

ら人材を集めている J なおう上利によっては公募しない場介もある u

修 1.-及び1'，¥(1: の 'γ:f ，'!)I~ 刊行の殺は， J'~''/: 日 1; における i/i 危な iiJh'ëi百動を Ii. H央して多

数にのほ、っている"命よ t~iJ.- と IIJ~ぶカテコリーには， iり|ヲE干'1かゾ?識をd.めたFlI，1古-K

で、提 IH~Yffi)( に ([11バil( ありとされたJJ占 fT を ffんでいる l 最 jIr JO年 11日の取何者を衣に示し

ておく U

，~ 111 

I'~ f:";::(.:，)rd~l 行 15‘i!l 

ド，~ 1:';:: '，;)1'1. r; (i' 
(i2 

( ，;~~千'，' 1'，¥i:.I:) 

" 
(iO 

(ii~ì )( t'，ll. f:) 

2.各専攻の組織，内容

数学・数理解析専攻

数学 系

(i:1 lじ ー，) 

I ~~{ Ili 1 l自2

7H 72 54 

3 :39 

3 5 H / 自

170 17~ 19引 2()，j 2S0 :2~・】〉

76 78 87 83 99 107 

:3H 30 ;32 3，1 31 18 

(専門分野)現在次の分野で、指導が行われている。各分野における指導は， 主とし
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て数学教本の教Jf'fがわっているが，総合人間学自1\及び人 11\1 ・ J~lf~lJ、f:{J)f究科教1ι( が IÉh

}Jしているものもある υ

代数学，数論， ft数幾M'子， ft数的位H1幾何学， fl投分{川11幾何学， {l投分縫M'?，

複素多株休，;命，複素I，j:j数諭，夫JJU命 1永i数解析， fl~x :J.t )J-科式論. j白十:1JAI- 数JlI!物JIH

学，数1l.tl解析， )~~，，'it 1A問題，代数解析学， ~町命tì!.待機科学

数別角材f系

数月白HJi'fi)f~先 j析において，次の品分野の教7f と /i)1 究指;t4 を11'っている、

整数論，代数幾何学，複素解析幾何， ii投分幾何学， トポロジー，代数解析'下. 1主i

数解析，偏微分方程式，確;字解析， }J学系， )ドk~~別問題，数仰向HJi".放 11!C，ìI鈴，数

理 L学，数理物理学， J易の逗子論，流体力学，計算機構，fi命，数日R↑i'j.f:li'}:

物理学・宇宙物理学専攻

物fIH~'許可~分野

次の12分科がある。

高分f-物理学・ 44品物理学， 1，'iJ体物理学，敏子光学・レーザ一分光'}:，プラスマ

物理学， 光物性，不脱WJ系物Y型里子 fLb品物理学，高エネルギーI!;(f分)'I.::"/:

(t!， L'M;~1分科)

凝縮系のF翌日命.Jドi波形動}J学，流体物理学，Jド平衡統計q勿児学

(以上J!I!'[~ìi)H十 j

物理学第二分野

次の11分科がある。物E虫学第二教主に加lえて化学研究所， Jl;(('カ 1尖験pJi'及びJ:tii品
物理学研究所の一部の部門が加わって構成されている。史に，総合人IltJ'I日1¥及び数

型解析研究所の」部の関係教uもこれに参加しているの

原子核物理学(1 )，原子校物理学(日)，素粒 f物理学(1 )，素粒子物用ヅ:( II ) ， 

f子:'f山h

素粒子計目諭命，原子核論，天体核物理学， 慕礎物理学

~T:íiì物理学・天文学分野

(以 lソk験分fl.)

(以 u払命分科)

次の 5専門分科がある。字出物理学教京および理学部附属大丈台(飛騨及び花111)

の教官カf担当している。

太陽物理学，太陽系物埋学，'W~土佐物理学，銀河物理学，浬論天丈学

地球惑星科学専攻

主として地球物理学分野

次の11の分科があり，地球物理学教主の教官のほかに，理学部附属の地球物理関

係の各施設，防災研究所の関連分野，総合人間学部及び趨高層電波研究センターの

教官が指導に当たっている。
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国体地球物理学系:iJ!lJ地乍:及ひ、地位変動論， J也復学&び地上kl)~ 白I~物 ~II[学，火111物用

学，地殻物理学及び:ï，~構造論，環境地倒利ザ:

水闘及び気|割物理学系:iiti:iイ:物J'iH"-f:， 1;聖水物地!学，気象学・気候学lえび大気物別!学，
地球熱是正:

地球惑l'jJ，電{必気学:系 太陽惑 JI~. 系1草俄会:f..."f:， 地球1)、1 t'lj'，'u:liü気学

主として地質学鉱物学分野

地質学鉱物学を主とする分野では i:として次のような分科・で研究が行われてい

る。研究の|付符は必ずしも1;'-1定的でなく， 2つ以 1'，の分干:1にまたがる場行もある l

地質学鉱物学系:JtI!.f;Rテクトニクス，地球物質干:1-";:，地球'[:，物倒史

化学専攻

次の24の分科があるけ化学教引のほか，化学研究所.ウイルス研究i~i'. h;(子'J:Ji'だ

験所の教'自が研究指導に、円ってし喝。

有機物性化学，生物構造化学，量子化学.風諭化学分子分光学，物理化学.光

物理化学，分子構造化学，無機物性化学.表Ifli化学，有機合成化学. 'tJ'機化学.集

合有機分寸'・機@， '[:，物化学 (以上化学教本j

生物有機化学.結品化学，分子集合体. i容i伐民t1(li化学，分離化学. l剖体化学.無

機合成化学，儲'1'1:体 (以上化学術究所)

細胞生物化学 (ウイルス研究所)

核化学 (原子炉実験l~i') 

生物科学専攻

動物学系

次の13分科がある。動物学教本のほか附属瀬戸臨海実験所，生態学研究センター.

原子炉実験所の教官が教育・折導を割当している。吏に後に述べる混長'liiマ:系(本

長類研究所) とも干奇抜ーな関連をもって指導が行われている。

自然人類学，人類進化論，生態人類学.動物系統学，海洋生物学動物行動学.

動物生態学，生態科学1.発生生物学，分子発生生物学放射線生物学免疫生物

学，細胞情報制御学

植物学系

次の 6分科がある。植物学教案と生態学研究センターで研究教'ffが行われてL、る。

植物生理学，細胞生物学，植物系統分類学，遺伝情報制御学，植物分チ遺伝学.

生態科学E

生物物理学系

次の14分科があり.生物物理学教室，化学研究所，ウイルス研究所で・教育・指導

を:tg当している。
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，{:_命梢 i立科'ア分 (-'1 物 'T，分(ノL物物}fl!.~'f:，分(-進化学， JI'~1民党刻'下.形態形

成際情/?分 (-'U付Ji判J./t.jj'" (-，i世(L;'子:， 'h'iNA分 ('1:.物/?分 l冷11111包↑I'itli''f:， 分r
キ11111包 'fc~旬''(:， '1:.1本分(-'l't';判I;IiIJmvλ

'..'，;~ 1長官1JjJtfFi

'.It]~~ 1-2対!の'1物'子的な判竹の角f(:町!と':，'[;:Kmの起ilJ;lと.i1s化・ヒ卜化の'光明を 11i行し

て，愛知県 );:llllhーの'，，'d~f([li}l'先刈において，多 1(li 的 ， '/IWOなM'1cがれわれているー

'ιl毛主t'Vf:

D， iiJf~先の .f}l:[:}\

I 数学・数理解析専攻

数学教室

t~'{:教主;リム十111羽数fll! ， i，\)H(:，点政Ll命ft 放十位j立 l命 l品 I<i i.， 多保体l命，;，WH i.， ~HJí" 'f:;;，Yjl+ ， 

Aらh定数照講 I'i'; の 5 人..lic伴!併で構成されている l 以卜にまず現代数学の↑'J:t行と ì=.~分野

に触れてから， f主主でのltJf'先のjJL;1たを叫すけ

(数学の性格)

数学の起源は[~.く， ji命 ~JF.íドJであるという純粋数学の特徴は， [fj代ギリシャに遡る(

現{I:の純粋数'子はさらにi甲念的.1111象的であり， しばしば新併であると， iわれる-

}j ， 窓外なほと 11:~、止、 itJをもっ

(主要分野)

代松下は.整数，分数などの数が1'1る体系の慨念を・般化して， !t{. JCl・休など，

f7が 1j.えられた集合を恭礎的な付象とする ο このように， M先刈象をある情i立が

fJ- えられた集イ?として明雌に規定し，厳併な卵ー諭を民Il日するのが，土J~代数学の典則

的な JJìl;である υ 代数幾何ザ:は 2 変数多項式と|文lJl'~のI・Ji，è.:というデカルトの思想

を ìr，~iJJ;lとしているが，現代の代数学を用いて急速に発以した。幣数論は慾放の↑'1

質に関する古典的埋ji，命から成長した分野で¥代数学に|持銭し，代数幾何'f:， t二現論

など他分野の了二j去の導入により本新・発!反を続けている J ;f}!千1:の幾何学は多線体の

積今のtt:'ttを研究することを 11的としているコ微分幾何学は， 1IIIIiJiの研究に微続分

学を適用したガウスに始まるが，現在無ru~次元多様体にまで研究範|井|が広がってい

る。 fil::fH幾何学は，今世紀になって発反した分野で， i立相全聞を研究士、I象とし，多

様体の構造の研究やホモトピー高が中心課題である。

解析学は，微分縮分法からJ_&閉した広大な領域である。複素毎付}r学は， 19f1J:紀数

学の一精華である関数論から発脱したもので，代数幾何学とも拾すまに関係する。微

分方程式は数学における基本的・伝統的な対象で，現在新しい方法による研究が続



大';:[:;U~!学 li)[ 究干[. . }/I¥学部 183 

けられている u I!):j数WfHj'ザ'は.的:(判j"'f:に公flH化と代数的手i去を導入するというヒル

ベルトの精神によって. ノilll:紀に)1かえされた分lifi-である。僻E卒論は. II布についての

16世紀の研究にp包ilJ;(をJlつが，今111紀になってI(ljHを一新し.他分野への椀々 のI.i.:、

mを，]:む.tf(，必なうl'M~f' となっている}代数解析'下は.解析学に!付の理，;命，ホモロジ一

代数など. JJ.!.{~t~;tの ~rtt }J な fi去をJjち込むことにより. 1~が民|でノ l' まれた分野で

ある。

以上は純粋絞'子としてのliljであるが，これら多くの月!ll命は自然科学:ゃJ主や!なとの十11

fl関係の中で多ー}jliliでLυj)され， またその十11任関係の'1'で新しい理論が誕生したの

微分方程式と物理!字:とのp，¥j述は. il投随分学の誕生そのものであったが，今tI~紀にお

ける有名な例としては.mxjj'淀川I}:と相1k.J竹地!ll命. I立i数WHJj"γ:とlVr}J'γ:などがあ

るο 最近のコンビヱーターの発j主は.数1[li角f析学やコンピューターサイエシスなど

の新しい分貯を'1・み11'，す 4 方，純粋数字:における研究方法にも深く彩枠しつつあるリ

(教室の特徴)

本教ネでは，分肝・人tlが数乍:の現状をJえ11央することが，研究と教育にとって抗

姿であるという考えを近似しているのこれは本学:の数学教本の特質といえるであろ

う。また.qNtこ近隣の数JII!M干!日1)1究所/えび総合人間学部，人tlU.邸j~~y_:砂f究利と協

力できることは，大きな利点であるけ

(各研究分野)

代数幾何学(教民 JLIIIIト:tff仁助教十三 森IJth i宇)

この領域は検今の.f~!，;i命をかむが. 1，教ネでは 1)代数幾何学 2) i可換代数，、i主

びにそれらの十1111".11))主を中心に研究しているコ

整数論 (Rt受 上 )j~!JVJ ・ 11川|敬之.助教民池!日保)

整数論には長い村山があり.そのiiJf究 ιl 象も多椛であるが.本教え{では保 21! 炎JJ~

と LI利数を tjl心として. M'先をj住めている υ

微分幾何学(教段 j栄作賢治)

本教本では，位十~I的場の用論，無限次元多様体を研究している。

位相幾何学(教綬 附田fl-郎・河野明)

本教2Eでは，ホモトピー論を中心とした，コホモロジー論. K-J:1Jl論等の1t数的

位相幾何学とその多様体論への応用が主に研究されている。

物理幾何学(教授 上野健闘，助教授中島将，講師清水勇二)

複素多様体，数論的多様体と，その表現1;命および、斑1;命物煙学へのJ，ι用を研究して

いる。

複素解析学(助教授 谷口雅彦)

幾何学的函数論，特にリーマン出，擬等角写像，タイヒミュラー担問などの瑚di沿
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の研究が中心である。

微分方程式論(教授山崎敷久，助教ほ 大鍛治|持 liJ)

士見{Eは偏微分方程式のWf究がfj-'，C.、となっているο特に級相偏微分方位」にのki.flHJf~. 

放物l旦方位式の初期が!， J境克界条i'件1午l十:のもとでの解の角解ギ明にJ瓜吊依ι〔し，点l
函数解析学 (教Jほ妥 平j井!ド: 止式にに. 比ω助JJ成手教文財J長受 竪野f村|ド降:年苧約引11附I可附{行j. 梅山 〈亨i)

このiiftJ)!.l/:は種々の煙論をffむが， JJlイ1:は. Lie 1tr. Lie J札無rU~;J"己 M. 無 I;H次

元離散群などのユニタリ表現の研究が中心である。

確率論(教托波辺七三，助教授手.川←-.t'lIi)

現在は確ネ微分方程式や WieneriJHl'Î 数積分など確率解析の t:~liWが研究の中心で

ある。

応用解析学(教授 i何回孝明.助教授ー 磯 村l介・回l{f従riJ)

数理物理学や L学に現れる J~~線型偏微分方程式の角干の権造，並びに }J学系のカオ

ティックな学動について，理論と数値解析のI材1(liから研究を進めている。

代数解析学(教J受神保道夫・柏原正樹，助教慌 J毎回1;れtl'l，i品目ili ~m不明)

数理物理学に登場する数学的問題のうち. JJl {J:は口J解格子僕YEl のJ:l~，i命， i長 j子l洋の

理論， Schrodinger作用素のスペクトル理l命等を中心に研究が進められているο

理論計算機科学(助教綬 ìl~ 問 点)

理論計第機科学と数理論理学の研究，特にコンビュータプログラムの性質を形式

化する論理体系として構成的論理と型理論の研究を行っている。

(学生の進路) 学部卒業生の約半数は大学院へ進学する。約半数の学生は枕織

するが，就職先は教職と企業が大部分である。近年は情報に関述した企業からの求

人が増加している。

E 物理学・宇宙物理学専攻

物理学教主は京都帝国大学の創立に際し，講J主数 3から発J{した。以後およそ10

年毎に 1ないし 2講1慌を増加し，昭和62年(1987) には17講岐を数えるに至った。

これより先，附和38年(1963)に物理学科は研究活動を円滑にし大学院の教育を強

化する目的で，第一教宗と第二教室に分けて運営することになった。第一教室は主

として物性物理学，第二教案は主として原子核物理学を担当する。しかし，学部教

育は物理学として両教室合同して行われているほか，種々の教室運営も相互に関連

をもってなされている。

この間，大正10年 (1921)には宇宙物理学教室が物理学教室から分かれ， 2講座

で発足した。昭和50年(1975)には銀河物理学講座が増設され. 3講座となった。

平成 7年 (1995)には，大学院重点化に伴う改組があり. 3教室で物理学・宇宙
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物理学専攻を構成することとなった、教育litjでは専攻は物煙学第一分野.物fl!l.学第

二分野. ~T:'rìi物別"f:・天文学分野の 3 分WJ-からなり. 3教本がそれぞれに対J.i::、して

し、る。以下に f作文京11)にiiJl究ili動の現状を制介するο

1.物理学第一教室

第一教時では， 卜.;i~の 12分科において広範l刈にわたる物件ー物理学のliJI 究が1-J われ

，てCし、る O

(川1刊) 結晶物理学.高分子物理学 凶尚j分{-.イ仇l機品が紡i可1けtA品l

人太;きいう分子 f-カがf初秩u巾(-ド，亡;あるj品i:，ザf川l川/hl パlにこ幸総組l札Lみj込与まれるが紡1AU品"11成&:瓦乙u長4ふ'ヰ特ケ?呉宅{的l内甘に巧現iれる十惰待 f欠陥， 十11

転移及ぴ‘結山11構造の{リf究をhう(助教托 '/:f地英紀)。

(2) 固体物理学 f1¥次元作を特徴とする分子性物質や凶状械化物をとりあげ，そ

れらの金I，f~;伏態・起伝導状態について実験的liJI究を行うい(教.hl: 行!.I.¥U¥I弘 助 教

段前野悦血~) c， 

(3) 量子光学・レーザ一分光学 レーザ一分た.光ポンピング.レーザー冷1;11.

1i1*気共IJむなどの手法を}jjし、て.'r[t 1lf.*~皮と物質の十11ti1'1卜朋(4，;~ーにコヒーレント十日正作

用)にもとづく多燥なJI 線形m~に閲する本{町iJf究を中心として. I~( (-.分子.凝

縮系の状態の制御及びダイナミックスのiiJf'先を行う(教')'1: 厳崎 努. ~~ftili 高僑

義朗)。

¥4) プラズマ物理学 プラズマ波動とプラズマ粒子との共110制圧作用.非線形波

動現象などの聡俄fiJI 究を qJ心に，十主似合プラズマの商品~ì皮加熱，電流馬li動，不安定

性の恭礎過131¥を{iJf究する(教托 11推進 恭)υ

(5) 光物性・輯射物理学 亦外線から紫外線に及ぶ波長傾城の帆射と物質の相庄

作用並びに物質中における刺身、Iエネルギーの変換過程に関する研究を行っている。

特に. L.'i11*中における光励起状態の構造と緩利の夕、イナミックスに研究の近点をお

いている(助教托 [+1111緋 -[!I;. 品目rli 神野賢ー)。

(6) 不規則系物理学 液体，アモルファス，マイクロクラスタ一等，不規WJな構

造をもっ物質を対象として，液体一気体臨界現象.Wi(tj現象.金属一非金属恥;移，

庇誘起構造変化等について実験的研究を行っている(助教綬 八厄 誠)。

(7) 低温物理学 液体、leの越流動相，凶体lHeの核スピン秩序，偏似水素原子

のボース凝縮や ~J:視的量:f- トンネル現象など趨低温度における $:f凝縮刷について

の実験的研究を行う(教授 水崎降雄)。

(8) 凝縮系の理論 液体凶体ヘリウム・趨伝導金属・重い電子系などを対象に強

し、相関を持つ系の取り扱い方法や種々の相転移等の理論的研究を行っている(教段

山田耕作，助教授 大見哲ぱ・池田陵介)。
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(9) 非線形動力学 主任子供Iからj主くへだたったシスチムに%のな.マクロな秩序

JJ;I/(fJ~ 象やカオス.fJ~ ~~を }~n ， i命 l刊に !iJf光している(手H:? I此本山中ιU)J.{!HJ: iiH， 

1l0) 流体物理学 JI料u日IH}Jとその十Il'd'l川，乱irieO)ダイナミクスと統μ1'(1<)'1'1引

なと'iriéfPJL~ に!日mする川組を大 mt，~g主 fll( シミュ L ーションを frむ fltL，'命角;(相[ーによっ

て!i)卜先している(助教J主 )住 宅お). 

¥l1i非平衡統計物理学 十11qi::移・十11Jれ怖の夕、イナミノクス. {-)-柿のiltdiii，fミにおけ

るパターン 1I三!丸山分 {-，y:なとの柔らかい 11'系の JI 、!と保rJJL~ などをúJI'先している(教

J云 'J、nlifJ)ο 

¥l2l 高エネルギー原子分光学 X線，屯 r.イオン等による|人'hi1HL/14Wl.ニ1'1'うX線

や'，I1Iのスベクトルをil!lJ'iとして物質の屯 [-:1犬態についての'1'1';似を作る(教托 li'Jll1 

~l:)ご

2.物理学第二教室

第.教本では1!;l(絞，素粒子. .i':'!I iの各々に限l する.f~!"命的.Y験|下J!I)I 允がなされ

ており. JJ↓{iーは卜lUの 6つのグループがある〕

(1 )原子核論 {n;JHf: f多体系としてのlJ;l(核にWJする洲崎1'I'01ill:究は多)jliliに!iJf

党のフロンティアが付iけつつあ 1).JJUI:.以 1"のような!llf究，;引去にll':{1)指lんでいる i

a )不安定Il;lJ七十五の構造と ):，t) î:.:. 十支!え1.[::.の f:投 rlr!.的シミヱレーション JII! ， f~iÌ.似 HI!"ìをと

怯UJl::、でのクラスデ一的線十1-1.似合中止 fーとしての怯間十IltH'1井j

b) 1白述1111中J、するIl;r:[-肢の微ttUl0構造と集|、tlWJ起モード.エキゾチァク変形シェル

構造の三l'古典dI命，品目6励起状態における集r.tl辺助(秩序j主動)とカオス的)'2動(無利、

!ドiHりU) の統-的瑚Wio

l' )ハドロンの1持j主とハドロン Il'rJ付1Ij~ 1'rltJにおけるクオーク・グルオンダイナミ y

ケス.ク寸ーク・ハドロン多ft，:，y:でのストレンジネス自1111支，尚徳，:1立十刻句'ttにおけ

る十I1転移と中性 1七九J，(救Jえぬ~I付 ，i:!!.助教托松村l1iiJfー)

(2) 素粒子論 家粒子11創立. .flll諭的考取をこF，'MIにして，自然の主主本的構成斐去の

あり万とその通勤法則を追究するliJI究分野であるο近年の実験の!以来と十H1突って.

憐成要素は三 jll:代構造を示すレブトン族とクオーク放とからなること.それらの↑/~

に村称性原理(ゲージ原理)に従う幾禄煩かの)Jが働くことが明らかになり，最近

はt-.述の構成要素と }JのI誌を[1.¥'や構造とも tUJ述させて. --;I:IlドJ・統イ10に説明しよ

うとする，多次元Il'.i' :~ft~理論や組弦理論なとJの試みがある。また素粒子ー論と 'j': Yii ， i命

とのつながりも生まれている(教J受 益川敏英・九後太一¥助教段 知l浩之)。

(3) 天体核物理学 宇'diにおける現象は素粒子・原子核物理，一般相対論，さら
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には自己.1U)，果的})'，?系としての川辺なと，物Jlf':干の)，I~伐と j宋くかかわっている

lttのjffiitをlI'， ~I':; .'，¥とした{i)I先lよf}JiiM~札ブラソクホール， r~1jエネルギ一天f本土J~~(

のliJf究に進み. また J・'1i i ，'，1.¥ 11':'1""，身、J0) 51':; .~~を契機に，i<'diのビッグパンの似l'先が，ぷ粒

子i命と閑j生してよきく 1住民した ~ t1ぴJ{Jjf允は他fIでは}T.IBj';}~の，ìlli化，太 1;易系 11手 }jX:，翁

にも発以し，そuらにI'kJ係して. ，F:}J多1十;系のコシビュータ・シミュレーションな

と功\ïli~1':;になされている(教N: i":IHでよ1:仇助教l'三 杉111 II'() u 

l叫叫4削) 原子核物理学(原子核実験) JιJよ;く IJ似14以;礼((十十似主刻4物わ似F肌1['守1

註f千こ多体系としてのlM以4以(J七十似主を t似主 f 多付体i 子系7~ とク寸一ク多 f体主王系f名ミの :つの4似l比lLjflhfi!1γぐとらえ

て，彼!よJ.~.の Il~kt礼 (1') iiJI'先， 111Jill111UJj術 J主の I~;( r絞や“心妙さ"をJJ つ f~;( f-伎の/JJI允な

どに取 1)kJlんでいる !日本的には. 1) 似物jll!iJ)f党センターの400[¥!eVのサ fクロ

卜ロンをJIj ~、た 1 IJ I I\J コーネルギ一般!ぇ f，~、のíi)1'先~)教主 IJ~ にある最新引タンテPム桁

iE加速慌による十11'(，1'1川におけるιJfふれの倣れなどの梢術x験や反体現象にt'kJする

怯Iえl心、のjiJド11:， 3) I~~SJーネルギ一物jl~:IiiJI究!川 l止びフル iソクへブシ 11t! ，i: jiJIずc)i}i(米同)

での尚北JL尚南:伐のIJ;(1'1えやJ〕妙さを1.¥つfl;((ー似のiiJI允をhっている》ホームマシー

ンであるタンデム加i主出を:tii'I;''j!:'1の此|桝からf"1仕|に使わせる肢先端の J広島実r士官に

も此以的にみて引:下すべきものがある(数十2 今J1述、コ助教託 収Lf治降)。

(5) 素粒子物理学(高エネルギ一実験) ぷ粒('・ 11.'('('の丸Jf~;'1"Iとその俄れの起

;fJ;lW!Hjj およびJ叫;!~ r t~t :l~. の起;wの ~HIJ) J をヒIIH としたよ粒 f物 )1日! ~~?の ')J~史的研究を，

趨詰iエネルギーからWfli:.Lネルギーまでの11、い似J，.x:でねっている!日本的には. (1) 

高エネルギ-)JII .ær.;よ jjJI 究機怖の 1~C; l'V 1場rシンクロト口ンをJIJ~ \た~.!Ít ~、十1I Ii，作JIJ

の研究，および KJj 'II \J I稲川 J災，~引の村術ゾミl仇 (2) 1川機怖のお factor円}に於ける

Cp j丸汁、.f t利称4小令制村;γ1ヴポ，↑↑'1''1:の F起t巳~;IJ附;11の iiω州iJ川1)1")先c. (:1)フル ソケへフンii)J'.光州 (本!主11 の5()O(JL'V偏似1;易fiif'j

!先 11!l加 j宝船をJlj~ ミた|弘 fーのスビシ t!lLìli の jiJI'光. (は4)，雌出(此止工エ屯ネルギ一 I川|川!十川，↑悦|

ノfリテイ一イ、1変変，↑f什1"門"1ペや'11.川L叫3↑H問i日川iリjl以込i松|ド作k1日以Jぷ;イ小、4会t'I"円"1の{破t岐tれの{州lリ川j片1"げ，ヲず?デ:c，(5)セルン{リj')"Cli)j (スイス) に

建設中の!1I:Wl!士大エネルギーの1;易f衝突出1加速出(LI!C) にli'Jけての間経jiJf允及び

超高エネルギ-'，'[1(1場'，[1f-í1ii')~ Ifil )JILi虫出の開発ii)l究，等を1Jっている(数民 此池

明・符「己 Tf，助教1'1: ltx:本官・延拠秀人).， 

(6) 宇宙線物理学 .fJU!:次の 2 つの jjjj、で ~i:ii iにおける刀、従過松のuJl究をれって

し、る。

1) X線天文学，人 1: i~\j )1¥をJJ:jいた X*Jil/I!JtilliJにより， It~tU.)t!.，ブラソクホール百三

の高密度以， t.H;'JJJ，銀河川|付の超l白jilllLフリラズ、マの{i)j究をすすめている.'2) ，}j; ýHJ~ 

天文学，囲内・国外のFRiil説による地jJiJlil! IJ 及び~j':'d iにおける縦iWJをすすめながら，

銀河・昼の形成と初期jの進化過程の解明を目指した観測的研究を行っている(数民

小山勝二，助教授 舞原俊憲)。
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3 .宇宙物理学教室

本教本では尺丈'字教え;のれ科、をとらずに，ヂ'fIi物用学教本の才ノI，M、をとったのは，

!i!J ;~Q:当時，ヨーロッパをIj l心に勃興した新しし叶加IH (I/~な天文/l:を立 l識してつけられ

たとのことである υ

大;丈'._'tは様々な|軒!併の天体の構成をゆjらかにし人:HdJL象をJlj!解することによっ

て我々の'j勺iiに対する認識を深めることを 11的とした学:問であるが，他の自然科学

と異なるところは.天体そのものに付する'五験をねうことが不可能な点である。し

かし.電総iJUのすべての波長城で天体の観測ができるようになった坑A. 天文学は

過去に例をみないJ色、j宝な発民をしつつあるりわずか 3講J，jiでそのすべての分野をカ

ノ〈ーすることはできなし、υ 、li教京では制illiJI(li及び、即こ11命If!iでのiiJ十先をわっているが，

白11jJ;ーでは，太陽. ~tJ.・ jHìllJ 及び~i-: '1 i iの大規開株iさについて. )t乍:釘!城の↑fi宇[(に来づ

くliW先がrtJ心であり i走行では気体}J学反びeCt:)J多体系}J午:の側1Mからi円ー動:天体や

銀M.ヤHiの構造と進化にI刻する研究が'11心であるけ

なお，太陽のliJfJ'eは.学部I;f.j1，'i1，の 11~騨・花111)ミ jcf? と協力して行われている。ま

た↑I i_以や銀河なとの研究には.教主ç~ 1;付属の j、寸:[吃観測所のた'下 ~~j~J.克が他われてい

る l その他に. 1主|ウ天文台の光学~N J:生鋭([品1111. 常三ド).電波宅迷鋭(野辺 111) 及

び東京大学のシュミット常j幻覚(木 '11])なと万f観il[lJ的研究に干lJfIJ ;されている υ

(研究分野)

講ドvの枠にとらわれることなく1iJf'先が行われている。研究分野は 4分野に大りIJで

き，研究i人j科は下記の立11くである(教N: 加藤正二・府藤 術.fiTI.hi.符.h. lt}J教托

石川俊亮 ・大 谷市 ・宇田龍一炉・嶺量償，助手 木川緋 riJ・加藤f:.:.一・背JI:

F在)。

(1)太陽物理学 太陽衣 1Mにおける活動現象の観測的研究が小心であるい土J~{J:教

~所属の教'({はおらず . jl~騨，花山天文台の教Yrがli)f究・教7守の中心となっている。

(2) 恒星物理学 分光.iJ!iJ Ji:.観測から土佐の大気の述動状態や[;年来川総の構造を調

べる研究が行われている。対象は Be!.tJ..食i主M_， i~t変 J~~. などであるの原子やイオ

ンのスペクトルに関する基礎量及び例々の単ーについて何られた観測単の芸績は， ~ー

の研究をする基礎量として重姿であり，これらはデータベースの形で利用される。

教室では.これまで，吸収線の蒸礎量に関する情報のデータベース及ぴ:j.t~. の自転に

関するカタログを作成し，内外の研究に貢献している。

(3) 銀河物理学 銀河系及び、銀河での足間ガスの存在状態と足形成過科，及び活

動銀河中心部の構造について観測的研究を行っている。また，局所寸.:ffiでの銀j口I分

布の大規模構造を調べるために，天の川にかくされた銀河の検11'1をすすめている。
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観測は大宇陀制iWJ所のた'下別法鋭，作|ウ;天文台の光学及び電波望遠鏡を聞いて行い，

海外の)(_丈ず?でもわっている}また，光学副社11J装 lí~' の開発{リf究も行い，成果をあげ

ている。

(4) 理論天文学 {i)f究分野lえ ーっに大別できる。第ーは天体の活動現象を流体

又は電磁iife体力学的f!!lJrilIより研究しようとするものである。 現在，降者ガス|可能の

構造やイム~ }.ζ↑'1 の TiJf'先がιIJ心となっている。~.問ガス・銀inJ ~\j ガスや太陽における電

磁流体力学的iiJf究も行われている。第:はJ重}J多体問題の研究である。主として宇

宙の大域構造，球状IAトJ-Iの}J''f:的進化について研'先している J

皿地球惑星科学専攻

(概要)

地球惑iA科学専攻は地球物礎学:分野と地質学鉱物学分野からなり，それぞれの教

室に分かれて教育や研究が行われることが多い。

1.地球物理学教室

地球物理学は，われわれの生存する地球及びその環境を物理学的な手法によって

研究する幅の!よい学問である。地球物理学教宅は，凶{本地球物理学・水闘地球物理

学・大気岡地球物理学・太陽惑以系電磁気学の 4つの大講!坐と，地球熱学研究施設

.地球熱学研究施設火山研究センターの協力講座からなりたっている。

国体地味物理学講!ぶには，地球の中[}Jや測地・測量ーを取り扱う測地学，地震の発

生や地球内部構造を研究する地渓学.川構造や地球の浅部構造を解明する地殻物理

学の 3つの研究実がある。水|巻|地球物理学講賂では，主として海洋の物理過程を明

らかにする研究が行われてし、る υ 大気闘地球物理学講略は，気象学と物理気候学の

2研究室が合まれ，地球大気の構造や運動を解明してし喝。太陽惑星系竜磁気学講

座は地球の内部から惑足問:中間までの広い領域における電綴気的現象を取り扱って

いる。

地球物理学分野では， ー般に大規僕な現象，特に全地球的規模の諸現象を研究対

象にすることが多いので，広範な観測網を必要とし，観測や研究がしばしば国際協

力に基づいて行われる。また，大型精密探査機械，ロケット，人工衛星，宇宙探査

機などを用いた探査や観測が重要な役割を果たすことも，地球物理学の特徴の 1つ

である。

(大講座)

地球物理学教室では，下記の4大講座において，広範囲にわたる地球物理学の研

究が行われている。
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(1) 固体地球物理学講座(教托 !己i池干II)(• 1品JIH 篤 11:・竹本修~. UJJ数十空 中西

目1;・竹村!l(--' rI<¥ Hli干-)

iWJJ也学分野では. il!引1T:'?と地位変動?とを包合した分野をtl'X1)ぬっている。 iP'IJ:!th

乍は，地球の形状と大きさと ，10)場を定義し，その変動を調べ，地球内部の構造と

状態を桝 ~~J するう!:tnJ である υ 地位安動'引土，地位の情造とその物'l"I'}えぴ状態を調べ，

そこで発，[:.L.金化しつつある"日現象を物即ー学的に保究する子:tl~J であるにJ この分野

て、は、上nN. 手(}).地球i十月 j久地役変動及び'I.~~))のllJf'先を'1'心としているが，地銭

気や枯術i!!IJi，i:なども{iJ門Eの対象としている υ 研究はこれらの分野におし、て組論と観

測の 1~ljl(li から総fT的に hわれており，地震予知への JLllJ にも取 1) k~lんでいるο

地Lt学は. L1il休地球の|人j自1;の))'''1:的構造と地1fJ刷象のしくみを解IVJする'干:問であ

る 地上kの I}~ ì'mには大 H!偵な物質の流れがあ 1) .これにともなって}(Iiliをおおうプ

レートが)ilijJ!jJする υ プレート i主動によって~~，静水11・の J，i:;.))場が形成主れ地震が起こ

るd 地Ij'tiJJ(の制iWJと解析'1'';-イ{実験なとによって.このような同体地球の力学的構

造をIVJらかにし，地民発'1過科を把医する〉

地位物JlI"'ì!:分 ~~ì'-e (j:. ì，~構造(ネオテクトニクス)の調査.地球物N学的地下探

査，強振動地震学及び地球内部物理学の研究が行われている υ 地下構込t&び地震発

生機構を詳細lに研究して，地復{.知lや地震動による災百の]勺l!IJId:どにも貢献すると

ともに，地J;H・|学の新ししh深足立をは，'1'，すことに主11民が慌かれているυ 地震波記録の

解析や数fíI"[実験による地球の断!とを併JJ~するぷみなどは，その例である。

(2) 水園地球物理学講座(教綬今)I!.1'i'久・淡路敏之・マシューズ ジョン フ

イリソプ，助教綬秋友干1l!J!~)

この講ドÎ~では，主として海洋物玲!学に関する研究が行われているが， これは回転

系流体としての海水の辺動の)J学構造と，海水による熱・物質・通勤訟の輸送構造

を船時jする学問である。この議権では，海洋観測船，人LiキlJ.f.:などによる削減。資料

の解析のほか，数値実験などによって研究がすすめられている。 研究テーマとして

は，海洋大循環系と中悦伎の渦との相T(.1'lo用，異なった水塊間に形成される海洋前

線の変動の力学と物質交換過程. M'iiMなどの内iH~境界流の変動や潮流が目|き起こす

外洋系水とiCi;;~系水との交換過程，会球海洋循環(表凶及びi宋!凶)と大洋間の輸送

過程などがある。

(3) 大気圏地球物理学講座(教綬償問 勇・木田秀次，助教J受 余回成男・里

村雄彦)

気象学は元米，大気の逆動のみならす¥大気放射や大気組成の変動などをも扱う

幅広い学問であるが，気象学分野の主な研究テーマは大気力学である。現象として

は，内部重)J波，伸、正不安定波，ロスビー波，赤道j皮など各種大気波動及びそれら
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とヂJ~Jìfr[の m'r.fl'Jf1としての大気大fffiJJ;~を対象としている。{冴究方法としては，気

象iFIlti，ロケット，大 )~~J レーダーなとごの制iJ!lJ資料を用いた }J学解析と， )1:縦割ijf[体

}JうたんrfY式に心:明lしたf!1!.論的数1itf'J二験とがrt'心になっている。

物f!t!~( i民学分~'í'では，大気・海;t:・|時 J}c . -ct;. i}c . [;宇j也・生物|剖から成る複合シス

テムとしての勾依システムについて，その形成・維持及び安動の物理的な機構を解

明することがfiJ[究I深山である。州允方法としては，気候システムの変動実態につい

て観測データを閉いて明らかにする解析(j(J州究や，気候システムの変動をもたらす

応本的な物用過れについて探求するために数例モデルによる実験的iijf究などを行

(4) 太陽惑星系電磁気学講座(教托荒木微，助教疑問J田忍)

地球|付加のダイナモ(発屯)刊:)-fJに起l刈する地球俄場は.太陽からの高速プラズ

マiftL(太陽J~tU によって!え太陽 }jlí'J' ニキ111 民く 11 1' ぴる令市J (峨気降[)に閉じこめられ

ているけ地球大気は.'Nlj[到の尚J:ll:70km1 、t近から太陽欣射線によって電自f~ されは

じめ.it削除[. fi}.!i~d剖へと 1El精度を IV6めてし、く。惑年でもそれぞれの大気と船場と

に HJ.[:‘した [IÎJ 係の榊j告ができているけこの講J<î~では，地球. ~3lt~. の熱|倒・ 7E 離|巻|・

的気|岳|及びR芸 lt~. Hlj常tl¥Jの構造とそのIドで'1:じている様々な現象を.太陽からのエネ

ルギーの流れにWJ述させてli)f究する。主なテーマは.太陽!瓜変動と鋭気l樹現象の関

係. f0.~勾|を|プラスマの加速j位1'i' ， J地上kと火JAのプラズマ粒子市iJ!lJ等であり，これら

を地 L削ìl!IJ・ 11~fJì 体制iWJからのデータの解析，計算機シミ斗レーション. iWJ時開発

と制i!llJにより fi)f究している。

2.地質学鉱物学教室

(概要)

自然科学の訴しい発以の中で，惑iA・地球を対象とし.その構成と発!廷を研究す

る惑Jf-...地球科学:のj住民は近年ことにめざましし、。このなかでも， 46億年の地球史

を+.111としてfijf'先をj住める凶休地球科学・地質学・古生物学:はその十1{幹ともいえるj.i:

間にあるの

地球科学は，地球の構成物質-{1石，鉱物，地!民I，化石などーを野外又は実験不

でjA:t去謝べるという点に大きな特色があり，そこに秘められている情報をもとに地

球の構成と発炭の過程について研究する分野である。最近では，この特色を!tかし

て，その扱う範[J~ も地球を構成する地殻やマントルだけでなく，地球外天体の月や

|領石などにも及ぶようになった。地球科学のもう一つの特色は，地球構成物質の生

成・発展や生物進化に関する情報を. 46億年という地球史の時間軸上に位置づける

という点にある。こうして，我々の地球に対する理解は深まってしぺ。
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地質学鉱物学教室は大正10年 (1921)に創設され，従来の地質学や鉱物学からだ

けでなく自然科学の広い分野から教授障を迎え，地球科学の体系化を目指した。は

じめ4講座で出発したが，昭和18年(1943)に1講座が増設され. 5講座で構成さ

れていた。平成 6年度 (1994)から大学院の重点化にともなって以下に示すような

三つの大講座制に編成されている。広い視野に立って地球科学の体系化を目指すと

いう目標のなかから，世界に先駆けた岩石磁気の研究，海洋の重力測定からの地殻

構造の研究，岩石や鉱物の放射能の研究，日本及びアジア地域の構造発達史の研究，

地球表層の古地理・古環境変遷の研究などユニークな研究が次々に生まれてきた。

この伝統を受けつぎ，現在も次に記すような特色ある研究が続けられている。

地質学鉱物学教室の研究と教育の特色は，創設以来の伝紐として，自由な発想の

うえに，着実な野外観察や測定・分析に裏づけられた実証的な研究をすすめること

及びそのような資質の人材を世に送り出してきたことにある。本教室の卒業生は，

大学・研究所などの専門研究者としてだけでなく 官庁・地下資源開発関係の会社

.その他社会の多彩な分野で活躍している。

(分科)

本教室では，下記の 3分科において，多岐にわたる地球科学の研究，教育が行わ

れている。各分科と現在の主な研究テーマを記す。

(1 )地球テクトニクス

地球は誕生以来 45億年の聞に地殻を，海洋を，また大気圏を相互作用のもとに

形成しながらダイナミックに発展してきた。地殻の形成・発達過程を地球の全歴史

をさかのぼりながら研究しようとするのがこの分科の共通したテーマである。地殻

のダイナミクスは深部からのエネルギーに支配されており，数値実験によってマン

トルの熱構造や対流パターンの発展を知ることができる。地殻のテクトニックな変

動そのものの研究は. F. T.法.K-Ar Y:去.Ar/ Ar法などの放射年代，古地磁気

方位などの計測データを用いて野外地質学との共同作業によって進められている。

(助教授鳥居雅之，助手田上高広，古川善紹)。

(2) 地球物質科学

物質科学的手法を用いて，地球と慣石の構成物質の状態と成因を明らかにする研

究・教育を二つのグループに分かれて行っている。

岩石学グループ:地殻とマントルを構成する火成岩や変成岩を研究している(岩

石成因論)。現在の研究は， 1)岩石生成の物理的条件の決定. 2)地殻下部岩石の

温度/圧力/変形履歴の解明による造山運動の研究.3)超塩基性岩の岩石学.4) 

変成帯の上昇機構，である(助教授森健・平島崇男，助手サイモン・ウオリ

ス)。
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鉱物学グループ:地球や惑星を構成する主要な鉱物の結晶構造，物性，内部組織

などの研究を通して，それらの鉱物の生成条件や生成機構を明らかにすることを目

的として研究を行っている。現在は， 1)造岩鉱物の結晶化学， 2)鉱物の結晶成長

学， 3)鉱物の熱・歪み履歴の解析， 4)隈石成因論及び原始太陽系での物質進化の

研究などが進められている(教授北村雅夫，助教授富田克敏，助手下林典正)。

(3) 地球生物園史

地球表層部の環境は，生物の活動とお互いに関連しあいながら，過去30数億年の

あいだ大規模な変遷を繰り返してきた。一方，生物の適応や進化は，その環境の変

動と密接に関連して起こっている。この分科では，地球生物圏の歴史や過去のさま

ざまな地質現象，及ぴそれらの相互作用を，長大な時間軸の中での動態としてとら

える点に大きな特色がある。そして，地層中に残されている化石や堆積物の記録，

及び地殻変動の証拠をもとに，現在，下記のようなテーマを探求している。

1 )地層の形成過程の解明。堆積構造や累重様式の野外観察と水路実験による研

究。

2 )化石の産状・機能形態・生物相解析にもとづく古生態学的研究。化石を中心

とした地質年代学や，地質時代を通しての生物相，特に無脊椎動物の変遷史。

3 )古脊椎動物，特に晴乳類の骨格の形態解析及ぴ硬組織の研究にもとづく系統

進化。

4 )生物の遺骸が，地層中に化石として保存されるメカニズ、ムの研究。これは，

すべての化石情報を読み取るための基礎となる。

5)化石の成長線や，堆積物に見られる様々な縞状構造の研究(縞々学)。

6 )地質時代及び現在における堆積盆地の発達プロセス，島孤の形成史やテクト

ニクスの研究。衛星探査データによる惑星テクトニクスの研究。

(教授瀬戸口烈司・増田富士雄，助教授山路敦・前田晴良，助手神谷英利)

N 化学専攻

化学専攻は，明治30年 (1897)に京都帝国大学創立とともに設置された化学教室

(14分科)を基幹とし，大正15年 (1926)設立の化学研究所，昭和31年 (1956)設

立のウイルス研究所，昭和38年 (1963)設立の原子炉実験所の一部が，平成 7年度

(1995) より大学院理学研究科への部局の移行にともなって，化学専攻として再発

足したものである。

学部教育は基幹講座である化学教室が行っているが，大学院教育は化学教室に加

えて，化学研究所，ウイルス研究所，原子炉実験所が協力講座としてその教育に携

わっている。大学院入試は化学専攻として統ーして行なわれ，合格者は化学教室，
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化学研究所，ウイルス研究所，原子炉実験所においてそれぞれ志望の分科に所属し，

研究指導を受けることになっている。

1.化学教室(ホームページアドレス:http//Kuchem. kyoto-u. ac. jp/) 

化学教室は明治30年 (1897)に京都帝国大学創立と同時に発足し，この100年の

聞に約3，000名の卒業生を世に送り出している。発足当時は理論・無機化学及び有

機化学の 2講座でスタートした。今日では，原子，分子から生命，宇宙にいたる広

い領域にわたり，学問としで知的探求への広大なフロンティアーをもっに至った。

化学教室では，現代化学の基礎を研究する場として，原子・分子のレベルで物質

の構造，性質，機能，反応性を明らかにすることに中心を置いて研究が進められて

いる。化学教室は，平成 6年度に大学院理学研究科化学教室と改組され，現在では，

7大講座14研究室において理論化学，化学物理，物理化学，物性化学，無機化学，

分析化学，有機化学，生物化学の広い分野で，研究教育が行われている。

(研究の内容)

(1)有機物性化学 機能性有機物質の開発，有機物性化学，特に有機電導体，超

伝導体の合成と物性研究(教授斉藤軍治，助教授矢持秀起)。

(2) 生物構造化学 生体高分子の構造生物学的研究. x線結晶学によるタンパク

質の立体構造の決定，タンパク質の構造と機能の相関，生体高分子問の構造的相互

作用に関する研究(教授三木邦夫，助教授樋口芳樹)。

(3) 量子化学 生体高分子の機能発現の分子的メカニズムの理論的研究，水及び

水溶液の構造と物性の理論的研究(教授郷信広，助教授木寺詔紀)。

(4) 理論化学 気相及ぴ液相における化学反応の機構と動力学についての理論的

研究(教授加藤重樹)。

(5) 物理化学 気相クラスター及び溶液中での化学反応ダイナミックス，特にレ

ーザ一分子線分光，ピコ秒ダイナミックス及び中密度流体を用いた反応の研究(教

授梶本興亜，助教授大島康裕，講師原公彦)。

(6) 放射線化学 団体パラ水素をマトリックスとする分子の高分解能分光，フラ

ーレン・有機強磁性分子などの新規分子の生成機構・電子状態，クロマトグライフ

ィーの基礎研究(教授志田忠正，助教授百瀬孝昌，講師六鹿宗治)。

(7) 化学物性学 時間分解のレーザー分光法及び磁気共鳴j去を用いて，励起分子

の構造，動的性質，反応性及び分子問相互作用について主として溶液，中密度流体

を用いて研究する(教授慶回裏，助教授寺嶋正秀)。

(8) 物理分析化学新しい固体 NMR法の開発とその興味ある物質への応、用(教

授寺尾武彦，助教授竹腰清乃理)。

(9) 表面化学 走査トンネル顕微鏡，電子エネルギ←損失分光などを用いた，固
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体表面の構造・物性・反応の研究及び表面新物質層の創製(教授 西嶋光昭，助教

授有賀哲也)。

(10) 無機物性化学 無機化合物の相平衡，結品構造，単結晶育成，相転移及び物

性の研究(教授小菅時二，助教授吉村一良)。

(11) 有機化学 有機化学反応について，化学構造と反応性に対する総合的見解を

得ること，新しい型の反応を開発することの 2点を主目的とした反応機構の解明と

合成反応の開発(教授林民生，講師魚住泰広)。。2) 有機合成化学 新しい有機合成単位反応の創出を基礎に，斬新な環境融和型

の合成技術の開発とその実用面への展開。種々の機能特性や生理活性をもっ有機化

合物のデザインと合成(教授鈴木仁美，助教授田中和彦)。

(13) 集合有機分子機能 規則正しく配列された有機分子集団の示す高い有機化学

的機能の解明と，自然界に存在する高機能性分子集団を指向する，配列有機分子集

合体系の再構築化(教授大須賀篤弘)。

(14) 生物化学 生体高分子の構造一機能相聞に関する分子生物学及び生化学的研

究，細胞レベルにおける研究(教授井上丹，講師 白石英秋)。

2. 化学研究所(ホームページアドレス http//www.kuicr.kYQto-u.ac. 

jp/index _ j. html) 

(8分科〉

1.生物有機化学(教授大野惇吉，助教授中村薫)， 2.結晶化学(教授

小林隆史，助教授磯田正二)， 3.分子集合体(教授佐藤直樹，助教授浅見

耕司)， 4.溶液界面化学(教授中原勝，助教授梅村純三)， 5.分離化学(教

授松井正和，助教授梅谷重夫)， 6. 固体化学(教授高野幹夫，助教授広

井善二)， 7.無機合成化学(教授高野幹夫(兼担))， 8.磁性(教授新庄輝也，

助教授細糸信好)。

「第 3章研究所とセンター l.化学研究所」の項参照。

3.ウイルス研究所(ホームページアドレス:http//www.virusl.kyoto-u.ac.jp/) 

(1分科〉細胞生物学(教授伊藤維昭，助教授志田議利)。

「第 3章研究所とセンター 9. ウイルス研究所」の項参照。

4. 原子炉実験所(ホームページアドレス:http//www.rri.kyoto-u.ac.jp/) 

(1分科〉核化学(教授川瀬洋一(兼担)，助教授赤星光彦)

「第 3章研究所とセンター 12. 原子炉実験所」の項参照。
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V 生物科学専攻

大正8年 (1919) に設置された生物学科 (2講座)は大正10年 (1921) に動物学

科と植物学科に分かれ，さらに昭和43年 (1968) に生物物理学科が設立された。以

後，平成6年 (1994)までこの体制で研究・教育がなされてきたが，平成 7年度 (1995)

より大学院理学研究科への部局の移行にともなって，生物科学専攻としてまとまっ

た。なお，学部教育は生物物理学教室設立当初から 3教室ぞ協力して行っており，

また，大学院入試も生物科学専攻として統ーして行い，合格者は動物学系，植物学

系，生物物理学系，霊長類学系のそれぞれ志望の分科に所属して研究指導を受ける

ことになっている。

1 .動物学教室

(概要)

動物学教室は大正10年 (1921) に動物系統遺伝学，動物生理生態学の 2講座をも

って発足した。以来次第に講座・研究室も増え，時代の流れとともに研究テーマも

変わってきたが，瀬戸臨海実験所も含めて考えると，自然史や野外研究に大きな比

重がおかれていることは変わりない。この点が東大と対照的なところであり，この

分野において学界をリ←ドする存在となっている。

これまでの研究成果の上に立って現在進められている霊長類社会の研究，人類進

化の解明，アフリカ・タンガニーカ湖における魚類の生態の克明な研究，動物の行

動とくに戦略の解析などは，単に学問的に興味深いばかりでなく，人類社会の今後

のありかたを探る上でも，これまでの見方を大きく変える重要な示唆を与えるもの

として，社会的に不可欠な価値をもっている。

さらに，いわゆる実験系の研究室で進められている動物の個体発生の研究，免疫

のしくみの解明，放射線障害の修復機構の研究など，現代生物学の発展に多大の貢

献をなしつつある。

動物学教室では，下記の 3つの基幹講座と 2つの協力講座において，広範囲にわ

たる動物学と人類学の研究と教育が行われている。

(1 ) 自然史学講座

①動物行動学・系統学分野

動物系統学 脊椎動物の形態の比較研究によって，動物の系統や変異を論じる(助

教授疋田努)。

動物行動学 いろいろな動物の行動を，それぞれの種の繁殖戦略，生存戦略との

関連を進化的な観点から解析する(教授山岸哲，助教授今福道夫)。



大学院理学研究科・理学部 197 

②動物生態学分野 魚、，鳥，見虫，小型晴乳類などの採餌，繁殖，その他を生態

学的に解明するとともに，多種の生物の共存機構を探る(教授堀 道雄)。

(2) 動物科学講座

①発生生物学分野

分子発生生物学 動物の初期発生において卵内因子から内在的に進行する細胞分

化の機構を，主にホヤを材料として分子生物学的手法を用いて解明する(教授佐

藤矩行)。

発生生物学 ゼノパス，ウニ，ヒトデ，などを材料として，動物の発生の機構を

実験的に解析する(講師久保田洋)。

②生体調節学分野

免疫生物学 動物における免疫監視機構を，マクロファージ. T細胞，ヘルパー

細胞その他さまざまなタイプの免疫関与細胞の機能の解明によって明らかにする

(助教授稲葉カヨ)。

放射線生物学放射線や活性酸素によって DNAや細胞にどのような障害が生じ

るか，その障害はどのように修復されるかを解明する(教授 米井惰治)。

(3) 人類学講座

①自然人類学分野 新第三紀より現代に至る人類及び類人猿の形態学的研究を軸

にして人類の起源，進化，及び多様化の過程と機構を探る(教授 石田英実)。

②人類進化論分野 霊長類(類人猿とサル)の社会並ぴに人間集団の社会の比較

研究によって，自然とのかかわりの中での人類社会の進化を探る(教授 西田利貞)。

以上の研究室では，いずれも助手，大学院学生，研修員，研究生が加わり，分担

研究課題に取り組んでL重要な役割を果たしている。

(協力講座)

動物分類・系統学講座(理学部附属瀬戸臨海実験所:助教授久保田 信)

細胞情報制御学講座(原子炉実験所教授内海博司)

2.植物学教室

(概要)

大正8年 (1919) に設置された生物学科 (2講座)は，大正10年 (1921)動物学

科と植物学科に分かれ，これに大正11年 (1922).昭和 4年 (1929) にそれぞれ 1

講座，さらに昭和63年 (1988) に1講座の増設が行われた。平成3年 (1991) より

旧植物生態学研究施設より 1講座が移管され. 5講座となった。平成7年 (1995)

には改組により大学院の 2大講座に改編され，従来の講座は分野と呼ばれることに

なった。平成 8年 (1996)に集団生物学分科が新たに設置され，現在は 2大講座 5分
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野において研究長び‘に教育が活発に行われている。

(1 )分子植物科学講座

(予生用機能学分野f

高等M物のJI:;{/j:1) を制御する攻~ t社としてi宣七~(I<J な安l刈と外環境からの波l川が考え

られる。本分野の中心課題は両者の杵l関を分子レベルでl何らかにする 'tf.であるの当

[自iのテーマは，シロイヌナズナを材料に)Jf発生や花形成過程における組織や出，(\~}

化の遺伝子支配機構の解明と Ai:)J Irl¥ 'l'tJ)U~~における刺激の，~\受・ドi主・ ÜII~ ;r~成長の

各段階を支配する分子メカニズムの角平明である(助教十三 山坂i'，'[:_)"

①細胞生物学分野

植物細胞の明。jl(と分化の研究を行っているみ他物体においては，分化した出1且(や

組織の細胞でも，適当な条件が与えられれば符易に期的!i状態になり， 1附体を jlC'I:_さ

せることができる。つまり.楠物の分化は，このような分化合能'1"1:を保持しつつ進

行する点に特徴があるコ伝達は，このような過科を県解するために， 空パコ.ti'¥1"i:細

胞における域納シグナルの伝達と細胞分裂ーの機構をM究している J これと、円Jして，

トランスポソン等を干IJ用した分子i宣伝学的手iL'こより， 1[li[体における車lllll包l'iiYlr[と形

態分化の制御機構を研究している(救托 lifflll 奈川人また，紺IH0l.'I" I:.f，~保i を材料と

して.細胞分化のfi:Jf究も行っている(渦iOlli JI: J. 敬)υ

(~.ì宣ーか;情報制御l学分野 遺伝子の7吉正l!制御には， DNA 卜今の n~ J.'~配。 IJ とこれに41

異的な転J-j.[kl子との相冗作矧，さらには転写凶チ聞のHlh作Itlが'T!:裂であるいここ

では.植物遺伝子の転写凶-fの構造と機能のw付!I'lえぴ、遣い(-制御に|羽わる怯マトリ

ヴクスーDNA惚合体のWf析が中心ぷ:wである、また，細胞IllJ.出'1¥1/¥1十IIhfl:l!1のIIlJ

盟にも111.りお1んでいるむ!日本的には，原形質述絡を介した制lIJJ包11¥jコミュニケーショ

〆に朽 uしてliW先するとともに，この視点から '1-:ilj明1の:lilJIJiJ .形態形成(イヒ/i見・ 1t

1・ JI:~成)についてのliif究もおこなっている(教ほ 計iil附'樹.助教l1 fili. i1' A) ， 

~f;f，~~符機構学分野 肖等十14物の257(が発'l:_.分化する過程について， k;配するi宣

伝千併を前]べ，市IH~1Jf制誌を分(-レベルで解析する。また. rl(i物の成長や分化のパタ

ーンが外環境の刺激に/，~;符して変化する機構について分 f什物学-'宣伝す，[:.化~:;:

の)誠実手法を用いて解明する。現在の主製テーマは.イヒの II~態!日此恨の成長にお

けるシグナル伝達，クロロフィルの生合成なと>-C， 主にシロイヌナズナ(アラピド

ブシス)やクラミドモナスなどを用いて研究しているο(教-1'1 lii;II-H治孝)

(2) 進化植物科学講座

系統進化学・集間生物学分野

主として陸上植物の極分化の機構，系統に関して，植物地理学.細胞遺伝学，比

較形態学，分岐学，分子系統学などの手法を駆使して研究を進めている J 係の内部
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構造の分化にWJしても， '1.: i，rj 'l.:の比 ilî~'1.: 1l.~~.t的桝j:Jí-，集卜ti'f物学的解析ん-u、をj甘い

た研究をわっている fI!i物に ~:S: JII~. 的な衣fJLI明日rWJflーの発刷機構に閲しても，市1Jf，針JJ~i

域 F における ~c/l ilJ:k'?(i') hJ、を使った XI~~1(I()M 究によって.その適応機構や分化

パターンに I~J する /iJI 究をわっている J また，被r- ti自物の， 44 に花の分化と J-t !l~の十11

瓦の関係， fHifU;'111Jj位機t/Ijなとの JI、j!L化の機例をIljJらかにするために， f単発YU物質

など化学的シグナルの解析とそのi並化機怖のWilVJにもl!J(り抱lんでいる J

h立物熊本木 (KY()) は， 1 1i1l;~HドJ にもて~U されており ， fJUr *~J 1:20}j };'.l:のさく ~f!~{

本 (6 ， 000点の)，f~.iN!~: ~，;ータイプを ff む)を JI~I桜しているわが|耳|でも J/I~折の燃本名で.

間際的な利よIJJ主も I山い (教i'2 ;nJ肝lI{j. 教民 (iij:jT:)I'::j '}:IIII;'(j之，助教托 付上

村博J)

3.生物物理学教室

(概要)

吋教えfは. 本)'j;lIji -のIf:，物物Jlj!ij!:.{!Zυ';;. lI(j干1143年(1968)に.'!::(i{im象を物J.!IU内

科学一物JII¥'下十{ヒ，}:ーの，lJ、与ベ-JlWJに)，Isづいて JII\f~干しようという立場で l没収され

た。その研究刈)!~は.あくまで'1:. (ïlì刻象にあるので，その，色、味で巧教'干の '1:，物物J~j

学は，生命干:1.'/のqlに{，'，:i斤づけられている l

いうまでもなく '1ιlifJL象の41徴の つは.その措くべき多係tlーにあるが.当教えf

ではその多株な '1:，命乃L~のうち.1立L; ・ j}{ヒ・ H~態形成・ l政機能・細胞分裂・!吉弘

• IJ日・ 1'IHt系.1住化などをとりあげ，これら

生命現象~cmの ql心 I'I() 位制をはたしている枝

問主や特定のiH[' I'f'{について，その十11j:，i主 lぇ L~.'lt

を追及している， 1)11うるにそれらをとりまく

環境を孟悦し，分 f集{fI:f・ '1:.1川県・細胞・

組織・ f附体など保体の作附J';"itI~j去における生

f本機能発現の機mの桝lリjに11;{1)キI1み. '1:物を

分子ー機械としてf1t!fiJliすることを 11iYiしてい

る。さらにこれらの似|究をj凶じて，多機な生

þt~系の中にひそむ共通点を i}， きほ f) にしよう

としている。 liJf'先手段としては，コシピュー

タ・ピコ秒レーザー・ ESR・i{(光則微鋭・

電子顕微鏡・電気生埋学的iJ!lJ定などの物理科

学の，また遺伝子 L学なと‘バイオテクノロジ
心臓と体節が染色してあるマウスの柿。

ーの最先端技術を駅使し，活発な研究活動を 発生の研究に使われている。
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民間している。

学部教育は動物学教宗・植物学教~~と一体となって行っている ο

(基幹講座)

生物物理学教宗では， ド記の 3講座において，広範仰lにわたる IJ:.物物開学の研究

と教育が行われている。

(1 )情報分子細胞学講座

①ゲノム情報分野

分子レベルにおける遺伝情報の研究。免疫系における遺伝情報変換の分 jこ機構の

解析，抗原受容体による抗原認識機構の角平析，大腸Hj¥jの tRNAとへム合成系の解析

などが中心。(教J受 IUI:(.秀夫，助教J受 jf: l-l八郎)

②細胞分子構成分野

細胞における情報伝達機構，および エネルギ一変換機構を.主に 11史 t~(1 'ftの立

体構造解析に某づいて研究。脱融合や脱分裂過程等の11:.t州民の動的構造に本づく細

胞機能や細胞運動機構などの研究。(教J受 月案内好WJ.助教i';J: 伊藤忠、[{()

③細胞周期増殖分野

細胞分裂周期の市IHaD.染色体の伝達分配と高次構築に必須な分 f彼合体のiiJf究(，

真核生物細胞の噌硝と分裂のメカニズムの総合的な理解を日折しているυ(教綬

柳田光弘，議~í1j 登田降)

(2) 機能統合学講座

①遺伝子発現制御分野

細胞増殖，細胞分化，及び発生や神経系などの高次生体システムの剥1I1l包|付シグナ

レ伝達に関する研究。(教授 西田栄介)

② DNA情報学分野

遺伝子の進化機構及び生物の系統進化の分子レベルで、の研究。現紅.起j宣伝子放

の進化の解析を通じて，形態進化と分子進化の関係を追及している。(教綬，.{田

隆)

③機能構造認識分野

脳・神経系のはたらきについて，シナプス機能を中心に分子・細胞・組織・ 1同体

の各レベルで研究している。(教授 平野ーょた)

(3) 高次情報形成学講座

①高次体制発生分野

多細胞動物における形態形成や細胞問相互作用の制御機構，及ぴその分子的背景

等の研究。(教授竹市雅俊，助教授千坂修)

②生体情報統御分野
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生体における光刺激の受作と機能党現にやる i位校の分f"t設備の研究υ(助 教J受
七田芳則)

(協力講座)

( 11 生体分子↑市千IÆ学溝H~ (教J受 IQj僑 倣， I品;J f喜宏， ft~ 久 lf. 助教民 tlll 安

雄.椙崎弘幸.「t山l与lと)

:.21 細胞情報統徒11学 l議開(教民 ノkHj和宏)

( 31 がんウイルス(i)f究i¥'jWj

生体発がん機構liJf究分野(教疑 米原 frIi) 
(41 遺伝{-動態調節研究部門

分子遺伝学研究分野(助教崎 永田俊夫)

¥51 遺伝子動態調節研究部門

情報高分子化学研究分野(教J量権 国 利j多，助教崎重定勝哉)

(連携併任講座)

目前神経科学議内(教授 山森智雄)

E.附属施設

1.瀬戸臨海実験所

日本で 2番目の同点大学附属臨海研究所(後に臨海実験所と改称)として.大正

11年(1922)に右1]，没された施設である ω 紀伊半島阿伴に位置する田辺湾湾口部の番

所崎にあり，変化に市む地形と笹山な海洋生物に忠まれている。瀬戸という名称は.

昔このあたりが瀬戸村と呼ばれていたことによる。現在は，リゾート地として知ら

れる白浜町(和歌山県)に属している。ちなみに，実験所の立つ砂川、|にはかつて細

し、水路が走札縄文時代以降の遺跡も数多く ill土している。

本実験所は，学内外の生物学を中心とした臨海実科を実施する場であるとともに，

園内外の研究者に広く利用される海洋生物学研究の碁地としても，大きな役割を果

たしている。特に，創設以来，その収集・充実にあらゆる努力が払われてきた蔵書

は，海洋生物学関係のものとしては囲内に比肩するところがなく，学内外の研究者

・学生に大いに活用されている。また，独自の研究報告 (Publ.Seto Mar. Biol. Lab.) 

を昭和24年(1949) に刊行して以来 fSetoJの名は世界中の海洋生物研究者に知

れ渡っている。昭和 5年 (1930) から実験水槽室を一般公開して維持・運営してい

る付設の水族館も，群を抜いて多種類の海産無脊椎動物を展示・解説していること

で教育・研究に資している。昭和43年 (1968) には，海洋生物の保護も兼ねて，実

習研究の重要な場として田辺湾の畠島を取得し，他の実験所には例を見ない「島を
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持つ実験所」となっている。

(研究活動)

本実験所が伝統的に主軸としてきた研究分野は，海産無脊椎動物の分類・系統学

である。八放サンゴ類，鉢虫類，ヒドロ虫類及ぴ櫛クラゲ類などの腔腸動物をはじ

め，軟体動物の二枚貝類や巻貝類，節足動物の甲殻類や海蜘妹類，毛顎動物のヤム

シ類，原索動物のホヤ類などの研究を通して，当実験所は常に海産無脊椎動物の分

類・系統学の発展の中心的役割を果たしてきた。更に，海産動物の生態学にも目を

向けて早くから研究を展開しており，底生動物群集の分布・構造に関する研究に始

まり，浮遊生物群集，藻場群集あるいは生活史・共生関係・日周期活動・社会構造

など多岐にわたる分野において先進的役割を果たしてきた。

現在は，ヒドロ虫類，二枚員類，巻貝類，後鰐類，甲殻類，海蜘妹類の分類・系

統学的研究をはじめ生活史や繁殖生態・行動などの海洋生物学的研究を実施してい

る。

(教育活動)

本学理学部生物科学系の学生を対象とした生物学臨海実習は， 4つのコース(l

-N部)に分けて春と夏に実験所で実施している。また，理学部生物科学系の学生

の課題研究のうち，海洋生物学を分担指導している。更に，大学院理学研究科生物

科学専攻の海洋生物学分科の大学院生の研究指導を担当している。この他に，近畿

地区を中心とした他大学の生物学臨海実習の実施を援助し，指導も分担している。

2.地球熱学研究施設

本研究施設は，「地殻表層からマントルに至る熱構造・熱現象の研究と教育」を

目的とし，地球物理学研究施設(大分県別府市:大正13年(1924)設立)と火山研

究施設(熊本県阿蘇郡長陽村:昭和3年(1928)設立)を改組・統合して，平成9年

(1997) 4月 1日に開設された，新しい研究施設である。敷地・建物・設備類は旧 2

施設のものを受け継ぎ，別府の施設を本部とし，阿蘇の施設は火山研究センターと

呼称されている。教職員は別府と阿蘇の 2ケ所に分散しているが，専門分野の異な

る研究者の弾力的な協力体制の実現を企図して，大部門制(地球熱学研究部門)を

採っており，設立目的を達成するため，別府地熱地域や阿蘇火山などを含む中部九

州地域を巨大な実験装置とみなして，野外観測・調査・実験を中心に，造構運動・

火山活動・地熱温泉活動など地球の熱的活動に関する総合的な地球科学研究を推進

する。その出発点として，旧 2施設での研究に立脚して，つぎのような研究分野が

置かれているが，それらは固定されたものではなく，研究の進展にともなって発展

的に変化していくべきものである。
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地熱流体論研究分野(教授由佐悠紀，助教授北岡豪ー，助手大沢信二)

地熱流体(温泉水や火山ガスなど)の深部かつ広域にわたる循環，および地熱流体

に含まれる各種化学物質の起源を究明するとともに，地熱流体を通してのエネルギ

ーと物質の輸送過程に関する研究を推進する。

地球熱学研究施設(男IJ府市)

地熱テク卜ニクス研究分野(助教授 田中良和) :火山・地熱地域の広域にわた

る地質構造・電磁気構造・地震活動・造構運動を観測調査し，火山・地熱・温泉現

象の発達過程とテクトニクスとの関連を解明するための研究を推進する。

火山構造論研究分野(助手 菊池茂智・筒井智樹) :阿蘇・九重・鶴見など中部

九州地域の活火山を主対象に，それら火山体と周辺の地熱域の力学的・熱的・水理

的構造を究明するとともに，マグマの発生と挙動に関する研究を推進する。

火山活動論研究分野(助教授須藤靖明，助手小野博尉・橋本武志) :火山活

動のモニター手法および解析手法の向上を図りながら，火山活動と地球科学的諸変

動との相関を究明し，併せて，火山噴火予知に関する基礎研究を推進する。

地球熱学情報研究分野(外国人客員) :世界各地における火山・地熱・温泉活動

および地球内部の熱的特性など地球熱学に関する情報を交換・蓄積するとともに，

新手法の開拓を目指した国際共同研究を推進する。

以上の研究は互いに密接に関連しており，それらを相補結合することによって，

地球熱学に関する多面的・総合的な新しい学問体系の構築を目指す。また，火山活

動の監視と噴火予知および地熱温泉資源の開発と保全に対する社会的要請は非常に

大きい。得られる研究成果は，これらの要請に対して直接的かつ積極的に応えるこ

とになろう。

本研究施設の教官は，理学部の地熱学・火山物理学・陸水物理学の講義や地熱学
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野外実背をff[当し，また，理学研究科の地球熱学

分科・火111物理学分科・降水物理学分科の大学院

学生の研究指導を行っている。

3.天文台

(概要)

浬学部附属天文台は花山天文台(京都市山科区)

と飛騨天文台(岐阜県吉城郡上宝村)からなり，

別に，宇宙物理学教室に天文台分室を置いている。

政官 6名，技官 2名の他，非常勤研究員 2名，時

旬雇用職員 5名で運営している。昭和 4年(1929) 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡

花山天文台が宇宙物理学教室の観測実習施設とし (乗鞍岳を背に)

て設置されたのが始まりで，昭和33年 (1958)に

理学部附属天文台となり，昭和43年 (1968)には飛騨天文台が開設された。天丈台

の主力の観測装置は飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡と惑以ー観測を狙った65cm

M折赤道儀である。特に前者は静穏な大気とし寸立地条件と特別な設計構造によっ

て世界第一級の高性能を実現しており，我国の太陽光学観測の中心として活躍中で

ある。吏に花山天文台には観測データを処理する画像解析システムが整備されてお

り，大きな成果を生み出している。これらの諸設備は本学の研究者のみならず海外

も含めた他機関の研究者ーたちにも広く利用されている。

(教育)

理学部では太陽物理学の講義及び課題演習と課題研究を担当している。理学研究

では観測天体物理学講座(協力講座)を担当し 大学院生に太陽物理学及び太陽

物理学の研究指導を行っている。

(研究の現状)

太陽物理学及び太陽系物理学の研究を中心とし，その基礎となる観測機器と観測

データ解析システムの開発を行って 広い範囲に亙る天文学の観測的研究を目指し

ている。

太陽物理学分野(教授黒河宏企，助手 北井礼三郎，船越康宏)の研究では「銘

場のあるプラズマの振舞」と「太陽活動の仕組み」の研究に重点が置かれており，

他の恒星・銀河にも共通した天体磁場活動の基本的機構の解明を目指している。ド

ームレス太陽望遠鏡の提供する彩層微細構造の空間的時間的変化とそれらの高分散

スベクトルを用いて，フレア・プロミネンス爆発・サージ噴出等の太陽面活動現象

のエネルギー蓄積，解法機構を調べている。特に最近は太陽観測衛星及び電波望遠
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鏡によるコロナ・彩)'，v!1tJlilll]' )UJIii~)劾観測さトとの Nltによりキたイ内な太陽 lí，i.fJl象の

理解を目指している!特に~:J:.ì止はドームレス太陽望遠鏡に新 l没されたベクトル政場

測定装置をFlJl、て，太陽I(，i微小luii.J易の精'f，，'il!lJiとに))を人れている u

太陽系物用ザ:分tl!j' (ll)J教J1: ;JJ、;ド:Ji!~tlj~) では :t芸 ~t~. 大気中の光の散，f;L地，;命を主た

る武器として， ti5cI1I J/I¥.J)j-')J、j立儀その他で長年に仕って禎み点ねてきたデータから，

時々打ち1-.1 1'られる~:'_X; ~IH本査ロケット牲による制iJ!!J を参}~(tしながら，火~U三 1Mでの

極冠・妥・践誌の'1"1買を求め，火i以t!の主託dI紋夫f及文ひ

1，同I斗4様な手i法去をmれL主，-てζ， 本，tf~. 大気，上11tl- ダストのiiJf究等hっている ω

この他，太陽物，F~!学の l成果を他の太陽 I~J.lli.~.や太陽)~天体I~P封印動現象にしと.Jj:1 す

る研究を開予告するねの);:験的制iJ!!Jも行われている。

4.機器分析センター

機器分析センターは， 1I(j手1150年 (EJ75)，会学:の多くのliJf究fJ'が必要とする化学

分析データを迅速に従供するため.大(~~分析機器を集lドし能ヰ:的な共 l ， iJ 利 fll を実施

することを f:な目 的としてH!'予古1:に『没lkされた。

設立以米20':ドを柿たノトU，f唱学 L~:I) は大学院J里"l~fiif'先宇Hこ改品II されたが， これを機

に機器分析センターも、li初tl指した全学共l;iJ利用施1没としての機能を完備するため

目下，選営協議会をqJ心にしてうそ学波紋の拠($1:'袋求を行っているところであるど'

5.地磁気世界資料解析センター

(ll)J .j!!d乏家森俊彦，助手亀井法ノk' 竹 IHlfffii~)

地銘気は，地球の進化と内部構造， !えび，地球近傍の字'di情問の構造とそれにk，j

する太陽活動の 1;~;~~.:Æ をぷjべるのに最安な旗本的物埋量で、ある。地総気の分布は，綿

l主，経「支，尚!交に人;きく依存し また 秒単位から数十h年におよぶ!よしリ1.5問スケ

ールの変化をノj、す。従って，地総気の研究は 広大な 3次元全開での長JtJIj皇統制iWI

を必要とし，令地球規模の地 u比ぴ‘人 u前id高度における餓場観測資料の~4L織的収

集と総合的解析が"'Ii:裂になる。この様な観点から，国際学術連合会議は，国|祭地球

観測年(lGY，1957-1958)尖施にあたって世界資料センタ一機構を設伝し，その

一環として， H臼和33年(1958) に '¥¥'orldData Center (WDC)ーC2for Geomagnet 

ism'が本学に制設された。当初はF付属問書館に部jせを借り.臨時事業費によって，

19年間にわたりこのセンターが維持された。その後.地球電総気学研究のj在民と，

データの急激な増加に鑑み， Hii和52年(1977)に理学部附属施設として，地磁気lIt

界資料解析センターが設置され， 'WDC.C2 for Geomagnetism， kyoto'はこのセンタ

ーによって運営されることになった。
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、月センターは， [1iII:r，y/仲J述台会議 ¥¥'DCパネルの}I)(f)決めに従い， [II:W約450カ

，9j'の地政令t観iJliMj'で得られた記録をマイクロワイルム，マイクロフイソシュ，印刷

物.峨気テーフ，"フロッピーディスク， CD.ROMなど積々の形でJljC!長松用し.圏

内外のúJf'先折にHi!: fJt している υ また，このセシターは，収集データを処.tl~.WI.析し

地球焼険の地{1i*~(活動!立を衣す;つの指数を定則的に ~(ll~ して，研究に使うと共に

111:界の(I)f'先.xに提供している。その lつ，オーロラエレクトロジ L ソ卜 (AE)指

数は，検Yé{r~;i立雌!凶を流れる屯i況の強度を， 1也の」つ， Dst 指数は，峨気i在l赤道付

i止を流れる環状屯i況の強度を去す。これらの指数は.太|場J!Ji，lから IIü. J~1巻|へのエネル

r-iift人の研究に械めて有用なので¥多くの研究行によって頻繁に使用されている。

.JI:~地球11t liiî.気学超高144物浬学協会や国I~祭学術J連合太陽地球系利 ~~7:委t1会は'c~セン

ターの指数JW'Iに対し繰り返し感謝の決議を行っているリ

これらの指数や収集されたデータは.当センターのi~-l- .S'l 機と本学大 1~~;;f~H従セン

ターのI両方にデータベース化されオンラインで学:[人j外の研究計に従供されているυ

当センターは理学部と理学研究科地球惑以科学専攻の教育に協}Jしている J その

データと解析装院・ソフトウエアは，学部学1~の i寅判・卒業{リf'冗や大学院，t_の研究

にi丙用されており，世界的にもユニークな~X ，~食'本として教育研究 h弔C ，I~な役割を来

たしている 0

15センターで砂IA行われている主なliJf究は， J也鋭気u変化と地球内部，;若導1U九

1Ei梢I吋・ frii気|到の電流憐造， ~j品、気|到の波動現象.太陽 líli現象と地鋭気m~， 地 {lf.~気

指数の'l"IJ'tなどである。特に人r:待Jhlと地上観測のデータを荊lみ介わせた総合的解

析に主}) i;riJがれている。

6.分子発生生物学研究センター

(センター長 竹市灘俊 u制下l，助教-t-i i肖fH慎i台)

二センターは，平成 5年 (1993) 4月より発足した新しい研究施設であるc 発生

11:組みの解明は現代生物学における中心テーマの a つであるが，本センターは，

その研究を強JJに推進することを目的として設配されたものである。

受精卵は分裂を繰り返しながら成長し，次第に， lIji部， )J針Ji， I己古1;というような

却域廷を生じ，やがて脳， HJt肺 腸というような時下(を形成する。 HIF，jに.体の

特定の位置に手，足というような構造物ができる。このような複雑な事象を支える

情報の源は遺伝子である。動物細胞には lO'I-IO~)倒もの遺伝、子がある。側々の遺伝

子は，特定のタンパク質を合成するための暗号であり， タンパク質は様々な角度か

ら細胞の性質・機能を規定している。{本に頭部一地部というような部域差が生じた

り.特定の場所に特定の器官・構造ができるのは，それぞ‘れの部域で特定の遺伝チ
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が働いて.その11(;~ J' ， こ~，J J.~、するタシパク 11 を合成し，キlIlI)包の↑'l. 1~t を決めるからであ

る。会，)，:')物''/ーとは， このようなf本の情i主を決めるjfiiムr/タシパケ Y(を.......) .つ

見つけ.それぞれのはたらきをIVJらかにしようとしている υ

本センターでは，いくつかの允刊 現象.1立1.[、fにj.l.u，'人を、liて， 卜ーの川wに挑戦し

ている i そのーつが・'¥¥，nl" という泣(工、 (-!t下のiiJI先である 1t'lーの過rI1では.制!胞

が「1.いにコミ斗二ケーションを11;(i)介い， J31{いの'1"I1'tにIj:-;科:を 'j，える υ これは.

綱引l包間十Illd'l:川と flfばれ， 多組11)包1.l 1 寸l をとりまとめるために必~Jlの JJL ~(である 1

¥¥'ntはそのようなコミムニケーションに閃 fjする分(-の一つで， ¥¥'nl寸， ¥¥'nl-:2な

ど~I!似のものが惚級生11 られており，それぞれは休の判定の j'íl;l ，i: だけ vぐ1到し、ている

たとえば. ¥¥'lIl -:~a は，党 '1 ，:の十JJ!日l では rjr )j H':のー自1;'C， 俊!!)JにはI11 Hlt~1粁系の'IT

側部分で働く，このiE七、 fの働きが)ヒすでにt)jJえられると， 1.f>:の後、 1' ， ;'í:l;がうまく II~JJ.lì.:

されなし¥これは体の後!"，j'i:l;を主;える 11 1 lJi、柴が分化しないからである 本セシゲー

では，このような ¥¥'ntj宣{ム fのれ JJ)機fIIjを解IVJするとともに， '1t '1 に I~) わる+:7:11

の遺伝、 fをは宗しその機能をゆlらかにすることをけ折しているにJ

さらに，本センターでは，現代'It'I:，ノ!物'子:のテクノロジーとして必i，!'(とされてい

るES細胞を利11)したj宣七、 r機能W(析を行うためのl泣備をm立し，これに問述した

)~験をわっている、 ES 細胞は， Jj';・1もキlIlI)包であるにも関わらず，マウスのIJ七にii:人

すると休の引;になるという引妹なれ立をのする。この'It質を利川して，試験併の

中だけではWf桁不可能なj宣伝 f唱の機能を例休|人lでJJh)べることができるい本センター

では， この主馬食システムをIIJ~ミた何々のiiJf'先を日 I'jflij し， '1色'[:，のしくみの角i(U)jのみな

らず，発'1:_}lt~_'I(;;' の b;( 凶の'先i引など， Iうど予(j(Jにも1r1li1il(のrhlJl-吋i)f冗を1iっているい
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7 大学院医学研究科・医学部

A.大学院医学研'先科・医学部の概要

1.構 成

(1 ) 専攻講座，附属施設等

医学研究科 7専攻， 20議!札 l客員議時 1~，引討議時

限 学科 22大学科目市IJ

附属施設附属病院

附属動物e_t験施設

I;fj属先天異常標本解析センタ-

V付属総合解剖センター

医学問書館

事 務部

(2) 組織

医学研究科
医 学 部

大学院

医学研究利
(j嘩上諜程・

7専攻)

I転担

"'.J!!!系守政
'i'.j事情MI科学
'!'f+:構造氏'戸(形態形成機術学.機能微細|形態";':)
'LIUII御1"，'';':1制1111包機能制御'λi崎将'1'..1:理学)

病l'!!系吻JI(

11'E'}j)j'ド物学
民ú.駅前態'7・(病態"物~~'{:， 1i!:'1病態'下)
感染・免疫''l・Ií股 '1 物感染4 IL''f:.免疫細胞"，~炉内

i 1: .i，~..;'手系ベリ文
[.Iil際地HiJ車段以;f:
付会 ['1:むl九''1: (J~t1克|矢 '7::' 公衆I街"午. il、I¥''t.iυj、F柏自判刊神|ドi川l'片F

i勺F科↓系守i文
臨;!-+:病態|与、干|学
臥(;J恥 6~'(i!向態'予 Ilfll;1初向lm(f:. 循環!iij!注 /t. IlLJ持病態'"t. ii'ífヒ持病 !L~'''l・)
臨床中休統{卸科学(病態代謝栄長γ\ 成人・ ~1fji~病態'?:，臨床 ~I~[~検
資学)

発生発達医学 (~j圭小児科'芋. 'Hjlj発'1'.1欠//)
政射線医学(腕似放射線科学，十史民学・ l出iI生必断q:)

外科系W.Jj(
移M免疫医学
部制外科マ・(i[í化~~外科学 löí} 人科学・1率引 'l. ;.e.l.ポ持病態'}=，心臓IfIU'(

外科学，臨床病態咋明!学)
!感覚運動系病態学(筋 .1LI裕系術1佳子 i見覚病態/'1:.聴覚-;-i-~tt病態学，
rI係機能病態学，形成外科γ・)

分子医学系専攻
分T'牛体統御学(分I生物学，分 f細胞的朝F;:.分fl師協/n
j宣伝医学(分了遺伝学.放射線J監fぷ学，分f病診療学，脈場外科学)

脳統御医科学系専攻
向次脳科学(泊i次1悩形態学，認知行動脳科''t-， 神経'1物学，十*縫・細胞
薬理学)
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l「H日晴晴引JI脳山川…l川一……司川川…聖判川|川H…一一一i引川川川川(刈似川川脱似川山山山川よμ川川刷州Jj，出脳州li州州i“州d什|川一…………|陥似山山出川川川川…恥川州州川い担制桝附附II~附附キ粁肘f門7
担付仰!ド1年粁Hd'到動リ唱~'?l

先端.Il'II:~'I" ， 't"品川， (符[l)

けど1'.'1物，'t.熱'10感染j;1・栄去を'f:， 世話 lよ腕 ~i，5''t， ~IIJギ，自(，、';<:， .)1'位決
J1i両機iiEifhl!lJ'IJ

<'も‘I:H，溝l'U分('A'.4をザ・ 7レルギ--''f措WI存上[1
，-1:(.1凶MI制 ι没
1 !fiJJ物')、 ~~ilj血“生

l'人 ，J i'」 ;UJ!IHm州州セシター
111)1 総;，PJ!U，IIセントー

ト|う;'/:Iズl方自i1
L._ 'J. 務 ;';'I~

，it:- 4M利一「第ー|人JH
小I .11)fl 
q¥ ':1人Jfl
ii'j 化日;十 I)~科

治外fI
第;外I1
Itll!IYトfI
IIH 科

広州人fI
小¥'GfI 
lιl内fI
i.f:'，1ぷ日:HI
.lf t::~附川え科
古里 II~ýHI

WIIJ!f州Ii粁千ト
l半l朴1111';'・ Ý~f ト
~'1. MMR fI 
臥円F利
Ili" 1111粁外fl
~ {ド件

形J，x外科
絞l正予干十
神経|人j利

，L、腕IfllW外fI

中央

"幻取胞ぷ-，t6i 作 i~:I~
F 14'1剖:
II{~ ，I 線部
秋 "::'1， t刊
)'1' 'μ信iJ、日1;
材料川
輸 Ifll部

分娩川;

人 1"粁「汗fll峨臓J
; 4拘li~ Jl_坤I~. 訓1刊

，，~態栄 i安部
l"'jM十市 *1 ムi!~
集q1dj城山
デイ・ケ 71i~t{;'l;:I;

)\://:1民~Mr;~Hi{il;

*t {;-d~;~fi. 百1;
lit昨 f出
，:;j 11賊ぷifiJi，i司、
半熟児セン亨ー

ノH日j'.I:)jj長lofliii4京司、

2.人員

(1 ) 医学研究科・医学部

区分 教授 助教授 講師 助手
教務

小計 事務官i技哨の目 小 μ| i1'" ;n 
職員

基礎
18 20 5 43 2 88 55 戸山5 143 
併l 併l {井l

臨 床 23 24 47 8 102 102 

計
41 44 52 51 2 190 55 55 245 
{井1 併1 fjf 1 

(寄附講雌教員 教J受相当 1，助手相当 3) 
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(2) 附属病院

3圃沿 革

本学部は明記i32年(1899) に.~;(者|吋i'i'['E]大学医科大 I}: として削>"されたh 削"出切に

おいては，英.1':11など主として欧州の|宍宇|大学の制度・組織がとり人れられ，建物

の構造は， ドイツ係式が探用されたο lI{i干nの初!t}jまでは. 名手支え(・附 J，~ :Jj i.lI;)~， i会蝋科

はそれぞれ妙、医した建物を持っていたυ .fJL{I・では， 各教~;ごの建物は次第に統合され

る傾向にあ 1).新しし斗iJf究僚や l診療怖が佳112 されつつある。析しい也物の II~ に1I~u: 

する11lj，立}切の頃の亦レンガ等の建物は，全体として調和しつつ.その{ム千Jcの午、みを

感じさせてくれる。

大!日時代よ 1)11日午I1に入り， q'.y，に何日:次1)1:界大戦以後は， 1災学の;1s!t;- に/1芋 I，~、して多

くの議所や1;:付属施准がI開設された J lIii和14年(1939)には， 1片手 ;'í:l~内に薬学科が112i目

されたが，この楽学科は1I{j和35年(1960)には栄子jt:古liとして新しい発民をとげ、たυ lI(i

f1114if (1939) rに日Ili不足を補うため，臨f/S医学専門部が設置されたが i段段のlI{j干n
24:ド(1949)，新市IJ大学:の発足とともに， l;ip主門Miは新制京都大7・lこ包訴されたい

医学部はlIil利26年(1951)からおi制!立に移t)，米国の教育制度を参考にして改革が

進められた心lI{j利30年(J955)からは大学院医学liJf究科カえ生JlI[系， ~I託児系，社会l欠

午:系，内科系及

び外科系の 5.i)/

』文として発j止し

七。その後も時

;の製請にこた

ーて，いくつか

の講限や附属施

設・センターが

増設さ れてき

た。とくに昭和

60年(1985)に

は，大学院分チ

医学系専攻が， 歴史的保存建物(旧解剖学講堂)
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また平成 2 年 (1990) には，人，手|出1M統御|災科学系専攻が設 i~: され，現代医学:の新し

い分野において，今後人;いに ~;~j・ 1]・するものと大きな期待がかけられている。平成 5

年(1993)からは，大'判tt~li:点化構氾1による各講}<j~の大学院化が~ti まり，大学院を中

心とした教育・fi)1究体制lの改組lが進められていたが，大学院If<:点化が完 fした半IVt

7年4月 1U より大'下|犯人~，}:として発足したο

附属病院では，新しし叶IHtへlilJけて整備計i由iが進められている。すなわち，各診

療科を有機的に統合して， 1刊|ドJI央1たと1;診舎針4療京施l設没と尚

{体本系をもつた4梢I丙埼院の建H北立がi計iリlï~州H由州lj されている O 平成 5年 (け19ω93ω)に分 f二F住j主i物:尖j土:'喝耳験食剣{研i肝f究

棟， [医袋学音部flB棟が' ‘11.)え 6年(1994)には阪学:imA棟の建設が完成した。

年 譜

明治30. 6 J;(者li'iWf五!大学設iri

32. 9 l'̂i;fil.大学!日1，1立， f公子:干|を，;主計.

12 f~科大学l:rtM 1~1~;~IJf.J i泣

12 m~~1欠|出に石誕å!û ft lJ.lUijj'il立 iti:

36. 4 医科大/f:は点者lilX科大'手と己文科、

44. 4 J;( 者líf災科太'手は f~人i干!大守:と改ね;

大正 8. 2 京都市同)，.:/{:f足利大守:は点者li'I);'I1'f大学民学古1Iとなる

H自和14・4 1欠 ~~f: m~ に却~，}:科を，i，主的'

5 臨II-~'医学:卑門自1I を，;出町

19. 3 臨時医学心 l'引\'11 は附l，~fX学専川吉fl と改祢

22. 9 J;(都iii'il封入;ザ:を以者1I人;学と改称

24. 5 附4~1片手 l早川告f;は新制点者1I大学に包M

5 r夫学自1;附l，~fX院は医学部附1'F. ~ri-jf:}t と改称

26. 4 新制京都大学医学-t~:IS 党).J!.

30. 7 京都大'ア:大学院医学研究科目立 ii';~

35. 4 京都大学薬学部設i汗jこf'1旬、薬学科廃止

昭和60. 4 大学院医学研究苧|に分子医学系専攻設置

平成 2. 6 大学院医学研究科に脳統御医科学系専攻設置

5. 4 大学院虫点化始まる

7. 4 大学院重点化完 f

4.特徴

医学部にl.i¥tlわゆる基礎系講賂と臨床系講賂がある。悲礎系では，医学に閲する

教育と研究が行われている。一方，臨床系議l坐では教育と研究に加えて，附l酎耐え
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法医解剖室

において一昨之:j!，(i'のz診療を釘

い，地域医療にも u献している。

医学部の 1，，'1窓会組織として

r-;;(都大学院'i:部芝蘭会」が，

明治39年 (1906)に京都静岡大学

医科大//:の卒業生の観時間体と

して結成された。現千1:では約 1

万7'，を擁する大組織となってい

るυ このff¥1.11日和30年(1955)に

は社|寸li去人に改組され -J;(者巨大

学院学i¥:r;やその関連病院などの

研究・医療活動を幅広く支援し

てきた。医学部制改90周年を記念して「同際交流会館(芝附会館)Jが平成元年 (1989)

に完成した。なお.本1，;1窓会組織は11(1利61年より「芝|縮会」と名称を改めた J

B.教育

1.学部教育

本学部の修業年 I~~ は 6 年であるい総合人間学部において 19f定の Jì'，fi/.を修得すると，

3 [ilI'J:.への進学がJ.f!-められる。専門教科では.大別して前半で主主礎医学.後半で臨

床医学の教育がれわれ，その托業科目はよとて必修であるο 卒業試験合絡ず;ーにはI~ r.rtí

同家，:A験受験資格がfJえられる。

最ー近. f!~式会・医療技術が飛躍的に進歩し，修得すべき知識が急増しており，従来

の講義形式では新しい時代の教育の要請に1.[:;，じられなくなってきたので，医学部専

門教科では次のような教育体系を実施している。

1 )レベル・システム方式による教育

医学をまず分 fとか細胞とかいった人体を構成する要素のレベルで横切りにして

講述する。これは 1回生から 4回生の前半まで続く。分子生物学，細胞学・組織学，

発生学と遺伝学.人体の構造と機能，環境及び社会と健康，医療情報学，臨床入門，

医学入門と概論，実験動物学のテーマに分かれている。次いで、 4回生の半ばから，

システム教科の講義が始まる。内科診断治療学，外科診断治療学，放射線診断治療

学，臨床検査医学，循環器病学・心臓血管外科学，血液病学，内分泌・代謝病学，

呼吸器病学，消化器病学，泌尿器科学，腎臓病学，神経内科学，脳神経外科学，特

殊感染病学，免疫病学，整形外科学，耳鼻咽喉科学，眼科学，婦人科学・産科学，
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皮膚科学.小児科学，老年医学，精神医学.河川干・集中治療・救急医学，放射線治

療学， 口腔外科学， JI:~Iぷ外f'!'''r:， [';くの倫瑚が』講義される。 5[ill'!:_から臨床実科が 1

年間続く ο さらに， I話I;q..:議.fi:;， I~I;Jぷ-州f41討議会が加わり，医学知識の総合と同整

理が言|ーられている巾 li'l品義や'J;::刊には， /? i~f[~，関連病院，研究所.研究施，j丸研究セ

ンターヵ、ら多数の教'I'Cが参)JIIしているけ 6いj'IA大学HHの半ばからは最終卒業試験に

当てらオLる。

2 )問題を発比する能))を11[1ばす教育

医学の専門化，細分化のj止んでいる現{I:， ，議義のみによって・つの科Hのすべて

の内存が充足されることはflj氏ィ、可能である。本学部では学生向らが，講義はもと

より，教科害，参考芹，参考文献などに恭ついて学び，体系づけを行うという学科

態度を重視しているのその一-Rとして，学生がそれぞれ選んだテーマについて研究

するのが， 4阿佐の 9，10月にれわれる 7週間の選択コース，自主研究(研究宅配

属)である。いたずらに側々の知識を覚え込むのではなく，問題を発比し，解決し

てゆく能力を育てるためであるのこれは将米研究者としての資質に相通じるもので，

学生に知識を教える (teach) ことよりも いかにして学ぶか (lcarn) ということ

を宵得させることにあるの山 j'，iiJI究参加l汗の多くは夏休み中から研究に参加し，外

国の研究宰に学ぶずf も勿年1O-20~うあり.イ.j;，よ:教't'\が制介 . IiJn-i'を行っている。

3 ) クラブ活動の章視

友人，先輩， i愛読との交流や.絶手71や作折をj困じての自己の確れ共liiJの;意識，

倫理観，使命観，人間開解なと多くのものがクラブ活動から生まれ，医療に不可欠

の人間愛の形成に位、'r~っと考えられるり刻千1:30近い医学部内クラフーがあり， 6年1I日

を通じてそのどれかに参加している三Fソ1:，がきわめて多く，クラブ活動から得るもの

は大きい。

2.特徴

1 )教育体制委員会が投開されていること

昭和49年(l974)より教育に関する問題を検討したりす.案実行する組織として教

育体制委員会が発足した。現在，教段13~うによって構成されている。教育に関する

案件は，教育カリキュラムの編成をはじめ，教育予算の配分に771るまで，この委員

会でi長められる。委員会はまた，数か月に-度の割合で， s.iJ講会代表委員をも合め，

学生代表との懇談会を開いている。

2 )研究主への出入りが自由であること

学生が授業や実背を通じて興味を覚え 研究に参加したいと考えたときには，教

室主任に申し出て研究宰に出入りを許されることがある。現在活躍している教'日の



214 2市'?lf[，とA:'f:[沈

うちには.

日t指丹す学生には，こういうアプローチをすすめたいο

3 )匡11!!idlにl;1"むこと

自主仰f究期間を外国で学ぶ学生に加えて，在学・Iドに資裕，iA験をクリアして，米同

で臨床研修を行う学生が毎年Il¥ている。 欧米先進|主|での臨床トレーニングには大き

な意味がある O 外国の大学院に難しい選抜を続てj住む1'iもある。-.--方，外国からの

大学院学生，研修生も多くなってきた。今や京都大学は，国際的な聞かれた大学に

変貌しつつある。

4 )新時代の医学教育が考えられていること

先入観に捉われない自由なものの考え方のできる，新しいタイフ@の指導}1.を益成

するための医学教育が企凶iされている。ワトソンとクリソクによる DNAの 2兎ら

せんという生物学の大発見も，一人が物埋学者.一人が化学者という，いわば'1:物

"'f:に結の薄い研究者が，独創的なアイデアを111し合い，協)Jしあったからこそでき

たのである。 医学のように，謎の多い領域の研究には，新しいものに挑戦する心構

えがなによりも目F裂である。

5 )関連病院の光'主

臨床医学教育には体験学'fiが不可欠である。このため，十分な数の医療教育専門

的院が.MJI宇でも干IJrtjI1J能な:1犬態に核備されていることが必要である。京大病院で

はこれらの大切な病院を関j虫病院と呼び，色々な1Mで協力しあっている。

3.大学院教育

学部卒業後は試験を受けて大学院医学研究科に進むことができる。臨床系大学:1誌
ではその前に 2年間の臨床研修を課しているところが多しミ。大学院は':1:埋系.病理

系.tI会医学:系，内幸|系，外科系，分-['医学系. J悩統御医科学系に分かれている。

この他に関連した研究施設，研究所，研究センターの部門も関連講ドHとして})[Iわ

り，医学研究科を構成している。

最近は大学院入学希望者が多く.合格者も毎年130名前後に達し，学部学/七(1 

学年100名)より多くなってきた。この現状に合った高度の大学院教育・研究体制

の充突が強く望まれ，平成 5年度から大学院重点化がスタートし，平成 7年度で完

fした。全国の医学系の大学院重点化は京都大学が最初である。これは，医学部を

基本的に大学院中心の組織とし，会教官は大学院教官となり，学部は兼任して，学

部教育も担当するという形である。これまでの議出はいくつか専門ごとに大講胞を

構成し，新しい講座も平成 5年に国際地域環境医学講座，平成 7年に移植免疫医学

講座が設置された。外国入学生，医学部以外からの進学者，あるいは病院等に勤務



A4fj::院l災'f:Mfヲ'¥:11・1''<てγ{H; 215 

中の医師の十i会人人'γ・(J勺ι)なと，より 11:し、11T;;tからの学'1'，もこれまで以1.に多

数受け入れ，人1"川、そγこJース， '*I'd~';Wtみ(セミナー)なども'J.tì っている U

C，研究のm状

I 生理系専攻

生体情報科学講座

(生体情報科学領域) (救托 1-11阿，[..:;也)

中恢神経系において興住'1;1ーの神*Ifぶj主を主配し， また記憶・'芋併・↑自動・運動

といった高玖'(f]i<i十111粁憐能，十111粁細)j包の分化と発'f:.，神経ネソトワークの形成を主;閉じ

するグルヲミン階'支:存体を{i)f究k.j象に，本受行体1rI'の作用機Jれと l告j次郎i神経機能に

おける役割を分f-レベルから明らかにする研究を進めている。また，伸粁系の似幹

をなす神経ネットワークの機能がし、かにすUJLされ制御されているかを明らかにすべ

く，海馬体，小)Jì~ ， )た氏絞.感覚系 という JJL{I:の神経科学によって最も解析が進

められている系を{ijf'先1-j"Jみに，将々 の''2.・千河本を介したシナプス(副主の謝削機構の解

明を進めている υ 'jj，神経手配L 担l'粁細胞の分化機構を明らかにすべく，神経発

E主に関わる神経1誘導l人)fベJ恥;ぴ|礼子のI'i)定.それらのイ'):[日機備の解析を進めている ο

万i去は，遺伝子 ljF，分 c.'1，:物守:薬剤'7:，i丘主vu明学.形態学，細胞1:学(細胞

への遺伝子の移人)，発'1:，)学(受精卵へのj宣伝子の移人，遺伝子の倣壊)等，街

々の方法論を矧いL，i己問題に関して総合的なiiif究を進めている。

生体構造医学講座

(形態形成機構学領域) (教花庖IIIi;';千)

当領域では， 1 1闘の細胞である受精~!1から例体が形成されるまでの形態形成機構

と配偶子形成機構の解明を研究テーマとしている。複雑な目前乳煩の形態形成機)f;を

解明するため，光lUi及び屯制組織学，免疫組織化学， in situ hybridizationなどの

Jf三態学的方法と，細胞生物学・分一子生物学的万j去を，~I~使して問題の解決に当ってい

る。また invivo及び invitro (組織土庁長，-?，it " ~1 il1:養， 全ij1~椛主主)のゴミ験系や各

種の発生工学的方法を用いて発生中のIJIや2れ]'をマニピュレートし，その過程を角平

和子すると共に， トランスジェニックマウスや遺伝子ノックアウトマウスを用いて形

定員形成遺伝子の機能解析を進めている。研究対象としては，特に四肢， L虫館ii:I¥，lJi~ 

などの発生をモデル系に用しミている。更に 精子形成過程に特異的に発羽する解糖

系酵素とその遺伝子についての研究も行っている。すなわち， 1同体レベル，器行レ

ベルの形態形成のメカニズムを細胞レベル，分子レベルで解明するため.多l(!j的な
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アプローチによる研究を民間している ο 当講wでは，この他に，コンピュータグラ

フイクスをJljし、た形態形成jif動の解析，ヒトと実験動物の比較治生学的研究なども

行っている。

(機能微細形態学領域) (教段 斤/11千点)

本領域は細胞と組織のー般的な微細構造を基礎に電子顕微鋭，免疫組織化学，生

化学的 j宣伝{-[~学なとεの手法を用いて，神経の再生/えび発生における神経突起(軸

索)仰l長のメカニズムや標的認識機構といった総合的な問題を11J心に研究を行って

いる。これに関連して，各検の知覚終末の構造と機能についてもいj様な方法を用い

て研究を進めている。また.凍結割断免疫組織化学による膜内蛋['Jに関する研究が

縦続されている。 1111長しつつある軸索先端の特殊装荷である成長川鍬とシュワン細

胞及び慕成膜を合めた細胞外物質との娘一若機構の解明のために. インテグリン・カ

ドヘリン・イムノグロプリン系の疑者分子の同在と発現を免疫組織化学と遺伝子工

学で検索している。また成長川錐11tl長機構におけるシナプス小胞関連蛋白の関与を

調べている。他に神粁の発生・変性・再生にわたるシュワン細胞の機能的変遷を形

態学と遺伝チ r学的手法を用いて研究している Q さらに中板神粁の再']:については，

細胞移摘の可能性はあるか 反)，i::、性のグリア細胞あるいはシュワン細胞が再生軸索

の支持細胞として機能するか，そしてワーラ一変性部依を再生軸索が伸長する可能

性があるかという観点から研究を進めている。

生体制御医学講座

(細胞機能制御学領域) (教授聖j'HIJHii典)

当官!域は心臓の生理学，特に心筋細胞の働きについて， イオンチャネル， イオン

交換機転，膜受平手体，ギヤソプジヤンクションチャネルを中心に研究している。現

在もっとも重点的に行っている研究では，心筋を酵素処理することによって，個々

の細胞を単.離し.これにパッチクランプi去を適用して，細胞の膜電位変化やイオン

電流を記録している。細胞外に各種の刺激を与えた際の応答だけでなく.細胞内海

流i去を適用することによって，細胞内でのいろいろな物質の作用も調べている U こ

れらの研究によって我々は.機能素子としてのイオンチャネル，イオン交換機転や.

膜受脊体の生物物理学的性質を明らかにするとともに，最終的にはそれらを総合し

て，心筋細胞の自動能，長い持続時間の心宗筋活動電fi/_，神経伝達物質やホルモン

その他の生理活性物質による心筋細胞機能の調節 心筋細胞の代謝と電気的活動の

関係，心筋細胞の自家調節機転，さらに心臓内興舎伝播などについて，それぞれの

メカニズムを明らかにする事を目指している。血液循環における心臓の依置づけを

行いたい。
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(循環生理学領域) (教民(1jf:) (質的主11ノu
当領域では，心IflL1'{と神粁の機能をより深く明解するために， IfIL管内皮細胞，平

i骨筋細胞，神続細胞なとを件jいて.各事[ll)j包附における伝達物質の役制解明，そのfif

号伝達機構， そのf信百ポうサよによる紺制I!胞l泡包の)>えυμ仁υ(J必と、の発Il七二

究している。対象としているf伝ζ必j迷主物質には従L米托の神粁筋{μμLぷμi汁i迷主物質にU加Hえて.新しい

ペプチドなどを対象としている。また新しい受谷体， トランスポーターなど合めて

受容体などの構造と機能，細胞内セカンドメソセシジャー系の解析なども行ってい

る。血管の内j支依存性収縮・弛緩機構，細胞地刷機構， lfIL管新生の機情，動脈硬化

巣の発生機構の研究などが'.K I;r，~的なテーマであるが これらはいずれも!f1:界的なト

ピックスである。最近ーの成来としては，内j支出米UIL管収縮物質エンドセリン受存体

の機能の解明，収縮に関与する新しいイオンチャネルの発見，新しい塩集性アミノ

酸トランスポーターの姶比新しい変性 LDL受存体の発凡などがあげられる。こ

れらの成果を蒸礎として，さらに研究が民間し，子i骨筋lli縮.~也緩，細胞I周航， 1勺

皮を中心としたJ(IL管機能の新しい制御系の発見が期待される。

E 病理系専攻

腫蕩生物学講座

(腫蕩生物学領域) (助教授 ff!J橋玲)

腫蕩生物学領域では人体病理学として在IJ倹及び:'Il_倹4(!{例の診断をi困じて臨床病月ー

学的検討を行い疾病の本態・発生機)f;の解明につとめている。分子病息学的手法を

導入した細胞レベル，分子レベルでの解析並びに免疫組織学的，電子顕微鏡的解析

を加えた総合的な机例解析を行い，臨床的診断学:及び治療学のj立~ょにも対応してい

る。

一方，実験病理学的研究では臨床材料及び樹立土台主主株を用い，主として1車場細胞

の生物学的，細胞遺伝学的解析を行うことによって，腕場の発生機構感性化の機

序，腫蕩の進展に伴う遺伝子変化を解析する。教綬退官後の現在は， r良J僑助教綬が

RB. p53， BRCAlに代表される航抑制遺伝チの構造解析及び遺伝子導入などの機能

解析を行い， 1:高化機構，掛細胞の明刑制御や分化・細胞死の誘導， ヒト痛のj宣伝的

背景についての研究を進めている。さらに 明道術 大腸焔の浸潤能に関する刺激

伝達路の解析を行っている。また，従米のホルマリン凶定に変わって凍結乾燥法や

アルコール系の国定i去を導入することにより分子生物学的研究に対応した病理組織

・臓器の保存i去の開発，改良にも重点を置いてしゅ。嶋田助手は HIV弱毒生ワク

チンの開発，逢坂助手はラット実験白血病の遺伝子変化についての研究を続行中で

ある。
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基礎病態学講座

(病態生物医学領域) (教授 日合弘)

病理学は基礎医学と臨床医学の重要な接点であるという観点に立ち，当領域では，

臨床，実験病理学の両面から疾病の成り立ちについて研究・教育を進めている。

1.臨床病理学的研究・多くの剖検・生検例の詳細な病理学的検討を行い，病理

組織学，免疫組織化学，電顕的検索を行うとともに，最近では分子病理学的手法を

用いて疾病の本体解明に努めている。

2.実験病理学的研究・癌発生における宿主要因の研究及ぴ癌細胞の細胞生物学

的研究を主要テーマとしている。日合教授はマウスリンパ腫をモデルとしてリンパ

腫の多段階的な機構について，ウイルス遺伝子的な解析を進めている。特にリンパ

腫病型は宿主の遺伝子により決定されること，関連遺伝子のうち， • Pre-B， Tリン

パ腫，櫨胞中心リンパ腫の病型決定の遺伝子を次々に同定し，染色体上のマップ位

置を決定した。遺伝解析の手法を用いた研究は，肺癌，勝脱癌の感受性，自己免疫

疾患，遺伝的白内障の解析に進展しつつある。福本助教授は，肺，勝，食道，造血

器などのヒト癌材料を用いて，癌の生物学的進展度や予後と深い関連を持つと考え

られる遺伝子増幅とその機構を解析している。豊園講師は鉄キレート化合物による

活性酸素の発生を介した発癌機構と標的 DNAとの関係を検討している。ヒトの腎

癌組織では酸化ストレスが隣接する正常部位に比べ有意に高まっていることを見出

した。足達助手はマウス牌より株化した細網細胞や繊維芽細胞を無血清培養に馴化

し，上清中に分泌される壁着伸展因子，マクロファージ増殖因子など生理活性因子

を精製，同定しつつある。阿不江助手は肺癌抵抗性の遺伝的研究を行っている。

発生病態学講座

(発生病態学領域)(教授 日合弘)

近年発生学の進展はめざましく，記述的な発生学の枠組みを越え個体発生過程の

分子生物学的な理解が進みつつある。本研究領域ではこのような発生学の進展に基

づき，個体発生過程の機能的，構造的異常を解明し，もって先天異常の病態，成立

過程の根本的な理解，その予防の方策を考究することを目的としている。この領域

は基礎病態学大講座の専攻領域のひとつとして，教授 1名を定員としており，現在

選考中である。

感染・免疫学講座

(微生物感染症学領域)

当領域は，以下の 2主題について研究を行っている。 1)ウイルス発癌の予防・

治療に関する基礎的知見を得る目的で，ヒト発癌ウイルス，特に EBウイルス及ぴ

パピローマウイルスによる発癌の分子機構の解明に取り組んでいる。 2)ウイルス
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感染症の発症機序を解明するため，主として EBウイルスのアポトーシス関連遺伝

子の生物学的意義を明らかにする研究を行っている。

(免疫細胞生物学領域) (教授湊長博)

本領域では，感染・腫蕩免疫，移植免疫，自己免疫等，生体の生理的及び病的免

疫応答に直接に関与する各種免疫担当細胞(リンパ球)について，それらの発生と

機能分化，増殖及び認識の機構を，分子・細胞生物学的立場から研究している。具

体的な研究課題としては，腫蕩細胞を認識する Tリンパ球の抗原レセプターと，そ

の認識リガンドの構造に関する分子遺伝学的解析，抗原レセプターによって誘導さ

れる細胞増殖反応を制御する細胞内分子群の分子生物学的解析，臓器特異的自己免

疫病発症のモデルとその成立機序についての細胞学的研究，血液細胞の増殖分化等

生体内部環境の維持と監視における免疫系の役割についての概念と機構についての

研究，などが進められている。方法論的には，従来の細胞免疫学的手法は当然であ

るが，さらに広く分子生物学，遺伝子工学，発生工学等，現代細胞生物学の手法の

多くを取り入れている。上記の様々な免疫学的に重要な現象を，細胞生物学の立場

から徹底的に解析し，その分子遺伝学的基礎を明らかにすることによって，究極的

には，現代の重要な人類の医学的課題であるウイルス感染症，腫蕩，臓器移植，自

己免疫疾患などに有効に対処することに貢献することを，大きな目標としている。

E 社会医学系専攻

国際地域環境医学講座

(国際地域環境医学領域)

アジア，アフリカ，中近東地域などには，発展途上国が多く，経済的に恵まれな

いための環境衛生問題と，高温高湿のいわゆる熱帯地方，内陸の砂漠地方，高所山

岳地帯など地域特有の疾患，感染症，栄養問題などが併存している。これらの問題

を医学的に解決するための研究と研究者養成を行う。さらに，それぞれの発展途上

国からの大学院留学生を積極的に受け入れて，各々の問題解決のための研究を行わ

せ，また将来それぞれの国の環境医学問題研究と医療の指導者を養成することを目

的とする。

社会予防医学講座

(環境医学領域)

当領域は明治32年 (1899)に創設されて以来，国民の健康を保持・増進させること

を目的に衣食住に関する研究活動を行ってきた。しかし，現在は衣と住に関する研

究はほぼ終了し，食に関連した研究のみが残されている。食の科学の中でも，蛋白

質，脂質，糖質の研究は概ね完成されており，当教室の主要な研究テーマはもっぱ
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".) f~k ~p: Jじ止ミであるビヤミシ， ミネフルにJiljけられている υ ビタミンに関しては学+:

|記訂の lJ~ と~った膝 J~;l Jl:典れr0f..z.J..zの{ょ浄土を受組員き， u月発なliW先が1Jわれている。

I!lj 九ピ宇ミンの納貯，{d'rltJJ'.l外のi'>:'.'iIJの解明，新しいビタミン欠之;);1'の'丈態J}fiF在な

とで千:会でも lrJ:光端にある、 ミネラルにrl);Jしては，近年心臓病の]字削に有効である

ことが主11られているマグネシウムについても広範な州究が進められている。 微量j己

主については，必安註と qlみidーを決めるがを H的とした研究，錫，ルビジウムなど

の微idlじよがヒトにとっての必~I'Ht .:Fを決めるための研究.各様~I~j態 H寺におけるミ

ネラルの位制の解明に関する研究が色今な手i去を用いて行われている。その他.わ

が[[1 をはじめ 'fJL~J ， 夕イでσの〉栄主鐙を討J照呉I取|似1単註:謝査. 地J球求規模でのE環最J境克{微目放土士量五量4物質に関する

I1リ咋}

1叫I岬庁If'究?先Eカが，‘i民J氏4引ωIl問i品別H~さ予れている ο

(公衆衛生学領域) (教民・ rtJ i!;(俊降)

ち íitU或では社会 I!;，i q: を ;tJilj した研究を行っている。中E;〔教.J'~は，健康政策及び地

域保健医療について政策科学 .h政γ:的な研究を志向しており，あわせてヘルス・

リフ寸ームや健康医療経済，各l五|の保健医療制度の比較及び国際保健に強い関心を

持っているひ折JI:助教民は.階素代謝，とくに呼吸師事素系や光励起ポルフイリンに

よる限素活性化機構と j斤1.1:階素の'L体構成物質と代謝に及ほす影響を研究してい

る。 11'1J tJ}J子は， じん)JII日IEやIJHilJi交す:にみられるコラーゲン繊維造成のメカニズム

餅11)Jに取り組んでいる" ~{IK助手は，ヘム代謝に関与する酵素の遺伝[-解析とス卜

LスポHに問するji)l"先を進めている u

(法医学領域) (教長ー 弘\IHl~~)

巧iiW或の研究テーマは大きく濫用築物学と中毒学とに分けられる。 i監刑薬物のな

かでも主としてアルコール及び覚せい斉IJをιI象として，生体への急性及び慢性の作

用，体内での代謝の係態あるいは~)Ulì 的な分析の方法などを尖験的に検討している。

これらの薬物は，犯罪や字放などに関係してしばしば法的にも問題となることが多

く.この点からもi去l宍学的視野のもとに研究を続けている。 --}j，中毒学としては，

火災や爆発に|察して発生ーする一酸化炭素及び青般を中心に扱う。近年のビル火災な

どにおいては，析しく開発された種々の建材が燃焼の素材として登場し，なかでも

i'n'f去の'I6'1:.とその役割がii:目されてる。これらに関しては，宝息や酸欠の現象を蒸

本的に比i向;す必!~があり，災害 Í"防の見地からも重要なテーマとなっている。その

他.法医学の学際的研究の一環として，医療の場における医師と患者との紛争を裁

判例をもとに法学者と協同で討議する仕事や，各国の医事法を系統的に比較検討す

る作業も行っている。
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(法精神医学領域) (品川 q'[11宏ぶJ'!I;)

司法(裁判)精1'111医学という iW州立. iI リ‘Jq~:W f';'の ÚíT能 }J と禁 ifì舟の能 }J鑑定

を中心としていたく，1I(1f113Si[:.(I%OI代川、後. 111保谷1"1で強制(ドJな入院と if，'械が[JijI;t~ 

社会的に問題とされ.この分貯が IjJ;と精I1111γ子.J とH子ばれたけ JえがIlqでも";::余が

設立され. IJ日和625['.(1987) その機 I~J 品 riJ:と納付1[';..;:1釘』がれIJFリされたけさらに精神

医療と社会保障の問係についてlI{jf[IG:)iド(1山村)に|仰がにつき. 1-，{1'-Sけには. tI会

保障について法改正が行われた 今後は. i.HI吋I(Jにi己iJ、や家政法がrll]日11.<，'，1:となる l

国連総会は 4年前に r*N1'1111河川1;'・をイjーする人の保:浅とメンタルヘルスケア己主持の

諸原員IJJ を採択し人権胤約をこのう上野にも if，f'，JiJすることをよlとめ. ¥¥'I[()は. 本年発

行の ICDで， 精神附'Iーの 1:;'1止を允ゾ:させ. ，iK'''hJKの用品}作J争いから縦れることをぷ

めた。

法精神医学の飢城が111ftすは. '[物'}・たる|うと下，心J~l，'? iLfIt小，医療政策学技

ぴ、に社会保障さf:の交流点であるけ

N 内科系専攻

臨床病態医科学講座

(臨床病態医科学領域) (教l'2 ql他府1)

本領域では内科学:の中で内分泌代謝'γ 循環日十:JiiYt 免疫アレルギー術学，消化

器病学，血液学等の臨床，教育. iiJf'先を行っている d

中でも内分泌代議I学と循環日:Î'1IiY;:の学I~~~Iit[域である，%I(ILI f:~ ，'I:. 十府!ぷ病. 1肥満州..

動脈硬化症.心不全. llUI臓州，十j'fll.t芸品'I~ ~7; の成人4ムjの成凶や病態，[:.理に恥~&ーな働き

を有する生f本機能調節|刈子(ホルモン. 1'/l91!([人Jf-.サイトカイン等)に附する分子

生物学や発生工学の干'i去をi斤用した応礎研究とその成果を附えた臨床J，i:;，片jはl男l際的

にも高い評filliを得ているυ

免疫・アレルギー病学ではIJ雲11;T1lijの成仏!と治療に関する臨床li}f:先，消化出病学で

は肝炎，肝胆変. IJHiliの )J文 [k[ と治療に|刻する 1~Il;bf.: iiJl:~先. I(iLiit学:では白 I(IL州の成[tJと

治療に関する臨床liJf究がili'.Itに行われてし、る心

臨床器官病態学講座

(血液病態学領域)

当教室における研究教育は，主として血液疾忠全般を対象とする。それぞれの疾

，患について疫学，病態生理学，診断・治療学など全般にわたるが，必ずしも対象疾

，患を個々に扱うのでなく 有機的関連性を考慮した立場で臨床研究がすすめらるつ

今日まで，し、くつかのすぐれた研究を生み出してきた教写ーの伝統は，豊tiyな純験と

資料を背景に研究と診療，さらに教育現場で生かされてしゅ。 具体的に制介すると.
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多発性骨髄腫とその周辺疾患の疫学・病態生理・治療，稀な病型の解析，成人原発

性免疫不全症の病態生理，白血病の病態と治療に関する遺伝子分析，白血球機能の

解析とその異常症，悪性リンパ腫の診断と治療に関連した分析，出血性・血栓性疾

患の病態生理と治療，再生不良性貧血・骨髄異形成症候群の病態解析，造血系腫蕩

の増殖機構など多岐にわたる。なお，消化管疾患の内視鏡治療も研究のテーマの 1

つである。

(循環病態学領域) (教授篠山重威)

昭和11年(1936)真下俊一教授により日本循環器学会が創立され，本部は最近ま

で当教室の中にあった。そして循環器学における指導的立場を維持してきた。近代

医学の最終目的は疾病の克服であり，疾病の予防法を確立するためには生物学にお

ける広範囲の基礎的研究に取り組む必要性がある。当教室においては臨床から発す

る問題を中心に取り上げ，近年著しく発展した細胞レベル，分子レベルでの生命科

学的研究により新しい治療，予防法を開発することを目標としている。とくに近年，

増加の著しい心不全に関しては新しい治療薬の開発にともないその治療は飛躍的な

進歩をとげつつあるが，当教室は国内外での当分野での中心的役割を果たしている。

虚血性心疾患に関しては，新しい冠動脈形成術に積極的に取り組み多数の症例を実

施しており，また側副血行路増大による虚血性心疾患の治療の新しい方法の開発を

試みている。また，難治性心不全の病因として重要な心筋症の病因解明のための分

子ウイルス学的研究やサイトカイン，免疫に関する研究は大きく発展している。近

年，細胞生物学や分子生物学の進歩により細胞レベルでの研究が可能となり，当教

室では心筋細胞，内皮細胞，メサンギウム細胞などの培養を用いた研究や単離心筋

や産流心におけるカルシウムシグナリング パッチクランプ法によるイオンチャネ

ルの解析，レセプター・シグナル伝達系の研究により，循環器疾患，腎疾患，高血

圧，脈管疾患の病因の解明，新しい診断，治療，予防法の開発を目標として研究を

行っている。これらの成果は多くの国際学会での発表や論文発表によって国際的な

業績として高く評価されている。

(皮膚病態学領域)

当研究領域は，明治32年 (1899)皮膚病学梅毒学講座として創設され， 90余年の

歴史を有している。かつて梅毒が猛威をふるった頃には，実験梅毒の研究が行われ，

世界的業績を挙げていたが，梅毒患者の減少とともに，研究は免疫・アレルギー的

なものへ向かい，接触皮膚炎，アトピー性皮膚炎の研究に力が注がれた。現在は，

これをさらに発展させ，自己免疫性水抱症，エリテマトーデス，紅斑症など免疫・

アレルギー性皮膚疾患の発生機序の解明が，各種免疫学的手段のほか，電子顕微鏡，

組織培養，遺伝子工学的手法を駆使して行われている。またこれとともに，光線過
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敏症など光免疫学，光生物学的研究や，生化学的手段を駆使して，皮膚のアラキド

ン酸代謝の研究，さらに遺伝子工学を応用して皮膚腫蕩や遺伝性皮膚疾患，乾癖の

発症機序の解析も行われている。これらの研究成果は，毎年100余編の原著論文と

して，国内外の一流雑誌に発表されている。

なお，皮膚病特別研究施設において行われていたハンセン氏病患者の診療は，同

施設の廃止とともに，皮膚科外来において専門外来として週2回続けられている。

(消化器病態学領域) (教授千葉勉)

京大医学部における消化器疾患の内科的研究，教育，診療は，従来内科各講座や

老年科においても行われ，多くの優れた成果をあげてきたが，統一性に欠けるとい

う問題点があった。一方，内科診療における消化器病患者の占める割合は非常に高

く，京大関連病院からの京大病院に対する消化器専門医の派遣要請はきわめて大き

いものがあった。そこで，大学院重点化に伴い，平成7年度から消化器病態学の新

設が行われることとなった。さらに，外来棟の新設においても消化器内科を診療部

門のーっとして設置することになり，それに伴って消化器内科病棟の開設も決定さ

れた。

消化器病態学講座は，発足当初は教官数も少なく，他の研究科に比較してその規

模も小さいが，内科領域に占める重要性を考える時，本研究領域は今後多くの優秀

な医学生や研修医，大学院生を引きつけるものと思われ，器官病態学講座における

強力な一部門に発展することが期待されている。すでに H.pyloriや肝発癌の研究

を分子生物的な手法を用いて精力的に行っている。

臨床生体統御医学講座

(病態代謝栄養学領域)(教授清野裕)

病態代謝栄養学領域は平成4年 (1992)に医学部において最後に開設された臨床

代謝栄養学講座が大学院重点化により改組されたものである。臨床代謝栄養学講座

の母体は昭和8年(1933)に院内措置として設立された食事療法研究室にさかのぼ

る。その後に栄養治療室と改められ，昭和56年 (1981)には中央診療施設としての

病態栄養部に改組された。我が固における臨床栄養学は当初は栄養障害を中心とし

た不足の栄養学であったが，最近では食生活の欧米化さらには栄養の過剰摂取ある

いは偏重が招く肥満，糖尿病，心疾患あるいは癌などの欧米型成人病が大きな社会

問題となりつつある。このような医療環境の下で，疾病の発症進展に与える病態生

理を代謝栄養学的側面から解明せんとする代謝栄養学の重要性が，実地臨床での患

者治療についてはもとより，予防医学の見地からも広く認識されることとなった。

病態代謝栄養学は代謝・栄養・消化器・循環器・腎臓など臨床各科にまたがる幅広

い領域の疾患を対象としており，近年その診療，教育並びに研究は重要性を増しつ
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つあり，欧米ではすでに午世紀も tiijから体系化されているけ我がI司において代謝栄

義学は.仙の l人j科学の各分野が専門分化l~jJ主化するのに刈し， 'N-/"J化への州ιから

取り略されていたυ 近年分f-'I物学や'1二化学の進歩により代謝栄公学にもおiしいア

ブローチが可能となったけ本I'f!域はこうしたがiしい病態代謝栄公学の俳究.教育を

11'し，*'/甘!ノ山j)，jを中心とする 1j)，j態代謝栄主主γ:のfi}f究JT，指導fi-の去を!哀をfiうと共に， I主

体である ;Ij~態栄主t{';'jj と共/， jJ して臨床・ íiW先 lili のよりー-}ç'11 の光'j~を/-:</ることを 11 僚と

してし、る U

(成人・老年病病態学領域) (教托北 倣)

?自信l城はlI(j和43年(1968) に高齢化社会を先取りして削試されたο 十/~4t怖(ビタミ

ン，代議J学)， fl色山lFn(神約内科学)，三宅健夫 w刊ヒr，:f;Ii~ ~'f: )の保代教托のもと，

~年，成人病医学研究を実践してきたο lI (j 干1163年(1 988) に尚脂 lílL抗・動脈{暖化・循

環持学を専攻とする北倣教綬が一者fTο 老年|片手:臨床を信仰するとともに，研究Ilriで

は分子生物学的手法をも駆使し，高齢'X-*忠の ~ì)，jl!、1・;ljA]態の解明や診断・治療法の

開発を目指している。現在，北教托をr!-"L、に，助教托 1:{"講師 2:{" ll)J手41'，・

[!~H ，大学院'J:.， liJf修/(へなど総数約50:{，をお;i しているいíiJf究グループは.出~ij旨 Ifllt，E 

-動 Jj)氏側化・術環拡消化(.~，免役，符臓，老人性娩Î~に分かれ，以下のように多

くの研究課題に取り組み，成果を [11:界に報許してきたο(1)射状動脈{暖化引i'の発症の

機憎の解明.治療法の開発，②肝細胞における脂質代謝制御機怖の解明，③同椴分

泌・ iY粘膜li)j信11機構からみた何十二指腸粘膜|続完の発生機)i;の解析.へリコパクタ

ーピロリと目疾忠の解析， @il'i化管内悦鋭診断学，⑤C型肝炎の病態解析，診断-

j台機 j去の開発，@判~~: I~民病性lÍl L管合併症，特に腎|ぜ~!::の病凶解明，⑦免疫機備におけ

る加愉変化の解析，⑤老人'/11州以の疫学的研究，⑨高齢{i-の機能示fi!lli&びターミナ

〆ケアに閲する臨床的研究。高齢者の手術適I，i:.:における臨床的研究ο 現住， tf会の

i齢化は急速に進み，老年医学の発反，高齢行|災械の充実が求められており，時代

つ要請に応える臨床，研究，教育を目標としている。

(臨床病態検査学領域) (助教綬 鳥海主主)

H日和59年(1984)に講照が新設され.検査部教ぼであった村地孝が初代教綬に就任

J た。平成 2年11月から平成 9年 3月までは森 倣が2代日教ほとなった。講階及

怜、検査部併せて 81'1の教宵が在職し，それぞれ独自の研究を進めている。甲状腺に

山、ては.ヨード・シンポーターに閲する研究，糖蛋白ホルモン受谷体の構造及び

菱能に関する研究(小杉助手)，甲状腺細胞の機能及び増捕に関する研究(須川講師)

Fよど，受谷体異常による新しい疾患の解析も進められている。島津助教J受は，神経

内分泌領域の問脳下垂体におけるホルモン分泌調節の研究に加え，遺伝子診断関連

にも新分野を拓いている。他に，事象関連電位を用いる脳機能の解析(伊藤講師)，
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造血幹細胞に閲する間究(j凶山助手)， f，席以病性腎杭の発症j住民に関する研究(家

原助手) ，アイソザイムに関する{iJf究(似山教務職員)，及び病服部l織学的研究(中

嶋講師)が行われている。以トーのごとく， ii}f究内科は多岐にu:り，他大学， iiJf究施

設，学内研究x-との共I，;J州究が，精}J的にj住められている。臨床険?を関連のものに

ついては検査古1\の瓜を参J!~i. されたいο

発生発達医学講座

(発達小児科学領域) (教托 1¥lt -&'と)

当領域は明治36年(1903)に自IJ，没され， 94年の朕史をゐーしている。臨床分野では未

熟児・新生児.循環r.tft 免疫・アレルギー， I血液・忠111:服場，神粁・筋，心身'JjL

代謝・内分泌のグループに分れ，それぞ、れ活発な医療活動，研究活動を行っている。

ことに52の当数本の関連病院とのグループ研究が盛んに行われ，国際的な研究業績

が多数あがっている。さらにこれらの臨床的砂|究を発以・光尖させるために某礎医

学的研究も幅広く行われている。慕礎医学的研究は次の 4系列から構成されており，

主に細胞生物学，細胞化J~f: ， 生化学，分子生物学.遺伝子工学，電気生理学的手法

が用いられている。

1 )免疫系， (a)造J(IL幹細胞より各種分化細胞にいたる分化，増嫡，細胞機能発現

に関わる凶子，並びにその相71:作用の検討。 (b)リンパ球の刺激伝達系の解析。 (c)

アレルギ一反応を媒介する各種細胞問相正作用及ぴ化学伝達物質とその遊離を修飾

する物質の検討。

2)腫傍系， (a)抗ーlあ斉IJによる DNA障害の検討， (b)細胞分化にともなう抗癌剤感

受性の変化の生化学的検討。(C)薬剤間相乗作用の検討。

3) 代謝系， (a)先天代謝異常症の欠損酵素の検出方法の確立， (b)上記疾患児の

遺伝子治療に関わる幕礎検討。

4) 神経系， (a)低酸素JfIL4iEによる脳障害を修飾する囚子の解析 (b)小児の発達

と各種誘発電位パターンの変化についての検討。

以上の研究成果は，勾年100余編におよぶ原著論文として国内外の一流雑誌に発

表されている。

(生殖発生医学領域)

生殖発生医学はヒトの生殖と初期発生を対象とする臨床医学の一分野であり，婦

人科学産科学と泌尿器科学の両分野にまたがっている。体外受精・ RE移植i去の臨床

応用を機に生殖発生医学は一大転機を迎えた。それはヒトの生嫡と初期発生に関す

る基礎的，臨床的知見が急速に蓄積され，不妊症の診断と治療に函i期的な進歩がも

たらされたからである。

ヒトの生殖発生生物学が脳神経科学や移植生物学とともに今後の治療医学の流れ
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の~1'で， )~~ 1'fiのーつになることは疑うべくもなく ，Hイ1や配1仏lfが治iMl民子・の対象

となる 11.¥;代を;mえるであろう什{本外受精を中心とした)，'，J;立の|欠場J主制J，いわゆる補

助'UV(医療 assistL'drt'productiv(' tl'chnologyが.fJl{i: .t'， j企なJ住民をみせているが， I~ 

j主の村 ~O必然にたって 'U!(I付分;，Q'."f: ， 'J:. 91!(免疫学分f-j宣k'f:(I()子i1;を)jJl、て， ヒ

トの'jサ11'('J:.JIj!と ;Jjijf，庄の解fVjに市りする月、Mtrl()，臨床rl')ii}f党と教ffを行う議J+:である l

放射線医学講座

(腫蕩放射線科学領域) (救1':2: ‘ド li(jJ民'丘)

当fiiUJi!Zは各線，iltdtH示場の診断と，それにjたづく治療をわーっている。 li)f'先テーマは

次の 8 つより成る。(1)遺伝子・細胞・制|織レベルでの放射線/::，，~'1'1"1 の予知Iあるい

は11基飾のぷ礎的{冴究， (2)各積放射線fpi165斉IJの開発， (3) il，~熱療法の Hと iiJt1(I() 1臨床1Î~1iff

究， (4) 手術中に放射帝京J!(~身、!を行う術 lド I!\\!H療}九 (5) X *)~ CT， MI~I を利JfJした高

精度三次元放射線ifi療111']IIIjシステムの開発， (6) IVR (lnlcJ'¥'l'ntional Racliolo幻，)に

よる治療， (7) ]ulj {引制庁伝導システム (PACSJのIJfJ発， (8))悩|人jの小林j栄;に141i忠良idの

放射線を集rt'させ，:}ji.j巣を選択(1')に彼J表するラジオサージャリーシステムの開発で

ある。特に， f付qUfi~熱治療以 in ， :.:次Jl:ifi的;i1']Ulj弘前 (CTシミュレータ J，柿JrfJ )I(~ 

射療法は山:界に光，~Ilけて井教本で間経し臨床応用に成功したものである t また，機

能・形態をj晶子ができるという放射線j台療の特長をノtかして，平Lr)~:il"H(療法など忠 t.

の QOLlilJトーを tJ指した治療法にも積鰍的であり.ノトや|亙Il¥;:Jjijともぷわれる :hV:治療

の目的あるいは 14的liljt-.に教本をあげて取りキILんでいる i

(核医学・画像診断学領域) (教.t-:.t小iltji字-.) 

、%íU点においては放射性1I引な元来一 (RI)によるトレーサ-;去を人体の :}ii.J態 'UI~の解

明に応用するとともに， x線検査に代衣される形態i由i像と RIによる機能l由j(象を組

合わせて.より総合的な情報をワえる IllIj{象:診断学を確なすることを H悼として， liJI 

究を進めている υ 現京，以下の 8つのグループに分かれ，出発な研究的動をわーって

いる。

(})中~可申粁系の X 線 CT 及び磁気共鳴i出ÎÍ象 (MRI)とシングルフォトン・エミソシ

ョン CT(SPECT)，ポジトロン CTなど RIj由i像の統合による総介]Ihj像診断及び、 MR

スペクトロスコピーの臨床応斤j に関する研究，②呼吸 ~ii疾忠の CT ， MRI 診断，特

にI白j像と病理の対応に関する研究，①心臓核医学及び MRIによる循環ttii疾，也、の総

合闘像診断，④月↑:ij日枠の[白j{;象病理対応および IVRに関する研究， (~)~tl;伏腺疾庄、の

病困，病態に関する研究，⑥骨・カルシウム代謝に閲する研究， (7)開場の RIイメ

ージングに関する研究，⑧骨盤部 CT，MRI 診断に関する研究である。なかでも，

大学病院として我国で最初に設置されたポジトロン CTでの実績をもとに， func. 

tional MRIなど新しい領域の開発に注力している。
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以上の1iJf究とともに1lllii&，診断 I，I/I"Wえの長成も :11教引にとっての2、務である" x線

CT， MRIやSPEじTなどj¥::jl主な|山l像I診断機出のN&とともにjtllj像診I'tIrI，'/I"J 1欠の必裂

性はますます尚ま 1)，IMl.;卸lij院に数多くの放射線利作門|え伐医学会1133と|欠を送 1)

出してし、るり

V 外科系専攻

移植免疫医学講座

(移植免疫医学領域) (教托 IfJl 11秒、ー)

国際的にはlぬ日;付与十II(は先端11'<JI，{として伯、i'されていて，心臓，目I:)j戯，腎， 1;;¥ ノj、

腸等種々 な)j蔵協が移十11iにJjj¥，、られているけこれらの臓器移納医療を成功させるため

にはf憂オした外科"'r:n(Ji]d，ドJとウイルスヴ:および免疫学を中心とする学際的知品カf必組

である。本学は移.fl白外手付川|、J. 免疫う::O){リf究の|由iI(liで1比が凶のM:先端にあ 1)， さら

に倫理的な対応も過lEであるとの，;判，lIjを作ているυ4..:;(持i'Iそはこれらの:L撲を本に移

植医療を進凶させることをrl的にi没ii'iされたものであり.今後の整備.允実が明ま

れる。

器官外科学講座

(消化器外科学領域) (教花 山lil;J義'U
当事it(tJ&:では，消化協外科会般を1'1¥吋する u 引に肝臓外科に閲しては年間150例川、

上の目 F切除iú二例と li)f'先 ~U}~がれ一市される υ 従米切 Ir~~不能とされてきた ilHilJI ・ Nii. ~II 

道癌に士、fして移補外利， If胤ft飢l比II符守外干利科:1千lト.の千υ法、をL比i、月肘jしJ似JL‘A太」手{付科術4小h、リjに成功し"正r川.

る。急性目肝Fイ不4汁f全そ. 大出切 13t後の!J F不令や，月 F疾忠ぷWJ の目|不全で移.ftIiJ~ 機中のんd刈

に対する人1:月Fの研究は呉稀動物HIを使月jする斬新な方法がi.UJ~され平成 8 年度来

盤研究jft備により学術振興会，;+::・米mHlili介究」の拠点として着尖に成果を挙げてい

る。 f云Me的に;fUJ泉外干|は検診とともによ;(滋地L><:のセンターの役割を果たしている υ

食道，同，人;腸といった TI:)j\~!JJ蔵慌の外科は問述病院と有機的に交流し成果を納めて

し、る。研究凶i においては分(Ij:.~.知子会的手法，ストレス応答不令の~f^j態学 l こ jtú を絞

り，多くの施設との共liiJ研究を民|別しllill努化を尖践している。

(婦人科学産科学領域) (助教段 {れ[1典正)

婦人科学産科学領域の特色は Reproductionという生理的な現象と次代の生命の

誕生を， 婦人干斗学とP斥産t主-科科.λ?学f:という 7冗i.いに関述した断臨:;J床朱刺T院宍主学学子f:の1す立7主:1;場劫カか、らH取'X.Iり)t扱及うこと

でで、あるo 婦人科科，1旬領演良、I域或でで、は久火-γV什性l:ブF生主納器を対象に各種の良↑性F午h忠'11性11門性ぜ可性1:脈J場揚等にIι汁‘Jする'f1'付外術t小的、iJ;U

ひ、に化学療i法去が行われ，総手術数は年間約300を超える。 (1押|分娩部では年11¥j約500

の分娩を扱うが，妊娠中毒症をはじめ各種合併t11'妊娠いわゆるハイリスク tzT:娠の，Ij

める割合が高し、。当科は優れた実績と伝統の故に内外の高い評価を受けているが，
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4判.J， t~己すべきは 2第Jお} :1代1;川百刈Y
|似民4桜針として牛本;J邦|じ;で i迎主 'ji，く導人された 1体+外受精 .1肘Ij{移十h柚仙l山直白1i. ì法J去~-(ザでで("、あろう ω ，、?{;:I~/"Iリ 1:の教育

は系統、lEびに臨床講義と'五千lに}JIIえて， aucliovisualや第ー総の'，1/1"1家による)ミ際

(1せな品義を随/vj'にllii.i) 人れているい卒後教育は n~Híi.j練で i放)!'(して行われ，後W1研修

は50;止い1¥1;1係州I;;tて'hうοfi}卜先il，w)J'主党'J:.ザ:・財人科脈場，}:・ 1.'υi'UU11件下・そ!::.yjli!人j

分i.f~/f: ・ '!:.lill[ t;0.投，}:の 5 つの fíJI 究本で， 1'1:財人利学のう、iiu城をカバーした先端的な

fi}f'先が1Jわれ，その業総はjリ年100余のJ!;(1.:，命丈として内外の専門雑品に発衣され

ている。

(泌原器病態学領域) (教.J':Z: 8lH 修)

}i Iiii域は， Ilii平日25年(1950)皮膚科学講J<Hより分雌独に次第に|年盛を辿り，現在

は， 10?'，の教日， 21?'，の|宍民， iiJf修|災.大学院学生， I悦びfd学'1::..24?'，の非常勤講日Ili，

fiJfil華民， ii}f究 '1:から成る。当講)<i~からは多くの人;学教綬を輩/1'，し. また|いl門生は関

東から中同地方にやーる:十数カ刈の第 ïW~病院でl市躍している。当講叫における研

究テーマは，山lH.}'文民:~f*の主!也である!防脱桶を中心に，1.ぷ路tl:{，::fHìi~~般について，

f剖青;イニシエーターやプロモーターの検主主， ;)定'jj宣伝子や~iÌìi :tíIJ制 j宣{ムー f宇についての某

健的研究，臨床l(liではipに治療法の改良にfdまらず， 4i71の併発刊坊や治療後の生活

レベルの質的li'J1-，を合め，総合的な治療体系の確1に努めている。さらに以路結石

の発生;要凶に閲する佼'字的研究や ~L:，化学:的分析，体外衝撃波結石破仲などの新しい

結行iii械の確なに閲しては，国際的にも斤Hllliを受けている。その他男チ不妊佐，神

続凶性~，)j IJ光などに閲する基礎的，臨床的研究も活発に行われている。教育 1Mで、は学

'1:，には幅広い泌以掠科学の背得に努めさせ，卒後教育として専門医となるに必要な

技術指導とともに， ヒューマニズムに満ちた臨床医の育成を目指し，特に研修初期j

には個々の数日によるマンツーマンの指導が行われる。

(心臓血管外科学領域) (助教授松田捷彦)

当iiti械はH{{平日58年(1983)第2外科より分l難して発足した。初代l'伴J半ド敏j彦苦教J綬妥のもと

にL慮f最主I血租位削，性|

ちるが，緊急手術も明えてきているO 研究if!iにおいては常に“臨床からでてきたテ

ーマを研究し，臨床に還元できるもの"を考えている。 虚血性心疾忠に対して行わ

Lる冠動脈バイパス術に用いられるグラフトの術後狭牢，すなわちグラフト内膜の

巴厚相j制に閲する分f-生物学的あるいは薬理学的な研究，また心臓手術に不可避な

!血再j韮流に対する不整脈の発現機庁;の解明，さらには心移植後の相絶反応に対す

細胞接着因子の関与などの研究が行われている。人工心臓ではすでに長期生存を

ーてし、るが，本学工学部が開発した新しい補助心臓(儀気浮上型)の動物実験及び

五床応用は，従来の手法では救命不可能な高度心不全患者の救命手段として期待さ
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れている。また'何十各筋 ()_t背筋) を心夫 1Mに縫示:する'骨格筋，~[i動の実験も心機能へ

の補助効果が篠lif、され，近い将*臨床応用がuj"能と，忠われる。大 I([l管手術iW~'に問題

となる作髄)，位I(llに刈する来月:学1'10f米議のli)f究，放近話題になっている熱ショック転

写凶 f-の研究なとが1J二われているけ以 1'.のごとく本数不.の研究は高!支かっ多岐にわ

たっている。またf也'子:古[j，li)f'先所との共l'iJJijj'先も積倒的に行っているο

(臨床病態生理学領域) (教抵森健次郎)

1 )麻間半薬及びIt-R業などの麻酔学における関j坐薬物のr11恢神経に対する1'1:用，及

び、疹痛の神経機構について，電気生理学(ニューロン川動， fl前波，及ぴ誘発電位)，

神経化学，並びに分子生物学のT.i去を用い， )ま{礎的'IT.びに臨床的一、工場より.研究を

行っている。 2)麻酔薬は， [(ll管平滑筋，内!民，及ひ血小似に士、Iしl白‘般作用を有し

ており，これらがIt-R肝Ijlの[(ll流分布などの循環動態を修飾している。これらのイ刊日

及びその機序をおもに薬理的手法を用いて解明する研究を行っている。 3)惨痛治

療の臨床的研究・神経ブロックや薬物による慢'1咋修痛の治療に加えて手術後の鎮痛

もベインクリニソクの最安な課題となってきた。われわれは鎮痛の手段として

patient.controlled analgcsiaを丹jl，、て，その手技， f;安井l薬物の検討を行っている。 4) 

手術侵襲と内分泌反応・子市l'r佼襲は内分泌及び免疫系を合む種々の生体防御機構を

賦活化し，いわゆるストレス反応を引き起こす。動物モデルや手術を受ける患者・を

対象にストレスのJ心'L.'‘のメカニズムと修飾凶子.さらにその生理的意義の検討を行

っている。

感覚運動系病態学講座

(筒・骨格系病態学領域) (教民 中村孝志)

当領域の臨床的研究は関節外科，脊権外科，骨軟部踊場外科，手の外科，小児整

形外科，スポーツ外科の 6つのグループがあり，その臨床的研究をサポートするた

めに基礎医学や L学，他の臨床医学講j坐と学|努的な連繋をとって実験的研究を行っ

ている。特に関節外科，脊椎外科，骨軟部1重傷外科では破壊損傷の著しい骨や関節

を人工材料によって l宵換するために，人1:骨材の開発と超長期耐用性のある人会1:関

節の実用化に力を注いでいる。人 l骨材についてはすでに A羽 rガラス・セラミッ

クを開発した。本材は人の皮質骨よりも機械的強度が大でしかも生体内で骨と化学

的に結合する人工骨でlfl:界的な注目をifi.び尖用化された。さらに，新しい骨セメン

トの実用化を進めている。人工関節はチタン合金，ジルコニアセラミック，高分 f

ポリエチレン，生体活性セラミソクの複合化によりハイブリッド型!人 L関節の実用

化に成功した。軟骨代謝についての研究は培養軟骨細胞を中心として TGF-sスー

パーファミリーの分化と石灰化への作用を追求しており，骨代謝の研究ではビタミ

ンDの骨細胞の分化への影響や破骨細胞の解析を進めてし唱。骨軟部悪性腫場に関
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する研究では;Jf;{i抑制遺伝rを中心に遺伝子レベルでのiIJI究をすすめ，骨.，吹古rjiji車場の

発'j:_に*Ij'しい生11比をはいだしているけまた， P53欠航マウスより株化'丹3J':細胞を確

伝し、骨|長l腕の研究々竹代謝の研究へのJ，i::、同が妙H与されるけ

(視覚病態学領域) (教i':J: 本社I孔1:)

、1'1Iiii域では臨i.J:.k・本礎nt.j分野にまたがる問題がUんでlri(り上げられ，来俊民学教

本と述燐を保ちながらfl:事がj住められているけ liJI究成栄はほとんど，国際誌に発表

され，高い;¥fIllliを受けているリ臨床では， 1I{1手[lMl引から全国に先がけて始まった網

膜争Ij離の治械を中心に，白内1;主， ;f::RI付|律，精jポ~ii.j伴'111如1'1{ ?f.t:の疾忠が特に }Jl~ を置い

て拙われている。特に網膜剥厳の治療成績は優れており，世界的にもトソプレベル

にある。本回数托の専門である神粁臨床tE気生測さ子:の分野でもいくつかの新しい試

みがなされている。本礎研究は網膜疾忠を Iド心に，形態学，生理学，分子生物学の

3グルー 70が協}Jしてす体的に進められている。その他，手術による11民球組織の反

J，e:-t!ーをみる外科パイオロジ一学や， .t将両!i性硝寸土{本網膜拍の発生機Jj';と予防・治療に

閲する研究が特策すべきものである。その成果は臨床に還元され，析しい治療法や

治棟成績の IÎIJ トーに結びついている。分f'J:.物学fド~T i1; を!日いての迫-伝子レベルでの

11M疾忠の研究成果の臨床応用が期待される。

(聴覚・言語病態学領域) (教長本町阪)

当鋲J域点の主たるf研l日冴1庁f究分R!

3煩民i頚資古部E間I服手利4場烏に閑するものなとど‘でで、ある O 聴覚に悶しては， これまで治療が不nT能であ

った聞に対し人1:1人111'手術を積制的に進め，特に先ベ仰の小児例にこの医療を適用

しつつある。これに付r;.i!iして従米未知lの分野であった中十l{での「討諦」の認知機構

を PET，MEGなどを用いて解明しつつある。また附午とこれより Lf_.'7.中取での百

戸情報の処理機構を.醐電閃をはじめとする生理学的手法で解明している υ 臨床if!I

では，騒音下での議岳明瞭度にすぐれた補聴器の開発なとεをqjっている。一方，近

年増加している渉出性中耳炎や:芹真珠腫に対 L，耳管のみならず乳突蜂巣を合めた

中耳換気の観点から苦手j凶を解明し，鼓宗形成宇F-jの術式の選択を合めこれら中耳疾忠

の治療体系を確立しつつある。戸と討楽に関する研究では，日1丈顕微細子術や喉頭枠

組み手術の改良，口葉裂音声の研究を行っている。また甲状腺煩場を主とした頭頚

部腫携の臨床的研究も行っている。

(口腔機能病態学領域) (教授 飯塚忠彦)

本領域は口腔と顎，顔面iの形態と機能，病態を研究し，治療を進めるための外科

系臨床講座である。臨床系大学院講座として，研究成果が将米的に臨床の場に還元

できるような研究体制の確立と，臨床医にしてかつ高度の研究者たらん教育を行う

べく，幅広い学際的研究を推進している。そのため研究領域は基礎，臨床医学に加
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えてi有利l片手作JfiJ、，ハイオマテリアルをJljし、るJ:学:的手法にわたる幅広し、分野が

対象となっている_t:_な{i)I究，;来日l1は 1)官{関節の機能と病態に関する研究， 2) 口

JK;~車場の|臨床 :I ， i，j Jffi と組織化学的iiJI 究， ;)) I'，f，)宇|並びに担顔[(lfl呼建外科のためのイン

プラント治療に問する本伐的臨床的研究， 4)骨形成凶子・(BMP)の精製とその解析.

l臨床止、月1. S) ハイオマテリアルに|対するiiff究， 6) 制変形症の外手'i的治療に閲す

る研究並びに， i) 1民刑l山i像処理によるシミュレーション外科及び顎顔[III再建治療

のための C¥D/C:¥Mシステムの開発などである。

これらは本学医学liIf究ヂ|の慕縫，臨床講wをはじめ![:_1本医療 L学研究センター.

r:学研究科などとの共1，引iJf究として行われており，さらに顎関節と口腔インプラン

トに関するliJf'先については国際協J'IJ研究として海外の研究;仔とも連傍の上'五施され

可ごし、る

(形成外科学領域) (教花 l河村民必)

形成外科は身体全般にわたる休失[(Iiとこれに近い組織や詩y.cの先天異常と外傷，

熱傷， IJ車場摘 11'，などの後大的に Ij:_じた欠íHや変形をJf~!L~的及び機能的に修復同佳

する外科学のーづ〉野である。このような治療に対する社会的要求は噌!lnし，政急医

療における綴i[(Ii '¥刊行をffむ交通外↑弘熱傷/えび切断指川政荷なとの労働災与の分野

で当科は不可欠の{({Iーである υ また!lt'l'U頃場の治療における， QOLの/ilJ仁にも形

成外科的手Hはkきな百l肢を果たしつつある。平成 5年12月に第二代内ー村斧彦教綬

が就任した l ‘li干:1の主たる{り|允飢_J-lxは1)将~'[J長裂に閲する研究。制I J保Y¥発

生過程の免疫組織I}:的な本liJtt(J(J 1iJf'先(阿li;tJ9内線)と什移W，Opcn Septo・Rhino

plasty， Dynamic MRl による i}I'- Il IJ;J11引 ~J 鋭機能の解桁なとずの臨床研究。 2) I支l荷欠如

の修復に閲する!日|究。人J:真皮を開発し，これに衣皮細胞を組み込んだ複合I庁長皮

j肯の作成ο 皮弁と過般化宗家， 1栄作:波と遊i祈j支弁o 3) fi[J傷治癒，斜に感染有[Jに関

する恭礎的研究とぶ梢神粁m傷の修復に閲するliJf究である。

vl 分子医学系専攻

分子生体統御学講座

(分子生物学領域) (教t，;( 本l伝 的)

当領域の主な研究テーマは細l有やウィルスの感染を防ぐ免疫系がどのようにして

発生過程で作られるかとし寸仕組みの分f-レベルでの解明と，免疫系をモデルとし

た倒体発生過程の分子機構の解明である。 [[2)]抗体遺伝子は，どのような仕組みで

再構成し分化するのかを解明する。これまでの主な成果は，1)抗体遺伝子のクラ

ススイッチ再構成と欠失の発見Hfi和53年(1978).2) ヒトとマウス抗体遺伝子併の

単離と構造決定H白和54年(1979-)0[(3)]遺伝子再構成でできた多数の抗体のうち，
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ィミ}~:のものを:1.)1除し役に玩つものを選び出す選択が大切である。リンパ球の選択は，

選択mlill~ と細胞死によって行われる。従って， リンパ球t;I)9Ir([社子とその受谷体の働

き及び紺IJl包死のメカニズムの解明をしているο これまでの主な成果は，l)インタ

ーロイキン 2レセプター遺伝子のJj1.離と構造決定11日午1159年(1984)，2) インターロ

イキン 4及びインターロイキン 5の遺伝子の単維とその構造決定1Ii!利61年(1986)， 

3) 自己免疫モデル動物をf乍製し，自己反応'l"'EB細胞の選択的細胞化を証明平成 4

年 (1992年)0 [(4)]発午ーの分子機憎の解明を日指して，これまで， 1 )神粁系の発生

を制御する遺伝子 RBP- Jの発見平成 2年(1990)，2) 発生にかかわる増嫡凶子の

'li離方法の発見平成 5年(1993) と新しい凶子の機能の解明を行っている。また，

--f'tしてクラススイッチの分子機構の解明を行っている。

(分子細胞情報学領域) (教J受 Jj 凹 7f.~.-. ftll) 

当講wでは，細胞N¥JのJ左希ーの情報が如何にして細胞肢を憤切って校へ伝達され，

そしてf云達された情報が如何にして細胞の噌硝や分化を制御しているかという問題

に焦点を絞り研究を行っている。このような問題を解析することは，多細胞動物の

形づくりの分子機構の理解のためだけでなく.細胞の痢化や椀細胞の転移の分子機

情を;理解するためにも重要である。

H体的には.接着分 f-カドヘリンが働く場である AdherenceJunction (AJ)と呼

ばれる細胞間後者装慌を単雛するカ1去を開発することに成功したので，この単離

A]を構成する蛋白質群の構造・機能解析を行っている。これまですでに多くの新

しい蛋白質を liiJ定しており，それらの cDNAの単.離も進んでいる。その詳しい解

析の結果，これらのうちの多くが掛抑制遺伝子産物として機能する可能性が示さ

れるに主っている。これらの蛋白質群のさらに詳細な解析により， tま着の情報が細

胞の増殖・分化を制御する機構を，分子レベルで明らかにできる可能性が高し ¥0

(分子腫蕩学領域) (救援・野田 亮)

当領域では，細胞がん化，神経分化及び学宵・記憶に関手する新しい分子の発見

とその作用機構解明をめざした研究が行われている。特に，生物活性のuuから遺伝

子にアプローチすることに力点がおかれ.そのために新しい遺伝子発現クローニン

グ系やバイオアッセイ系の開発も行っている。また用いる材料も，培養細胞，マウ

ス，アフリカツメガエル，線虫など，目的に最も適した系を用いる方針を取ってい

る。「がん化」と「学腎・記憶」は，一見かけ離れたテーマのように見えるが，細

胞内シグナル伝達，遺伝子発現や細胞形態の変化. といった分子レベルにおいてか

なりの共通性を持った問題が含まれている。また，異なったテーマを追求する研究

者間の交流が全く新しい発展を生みだすという可能性も期待しつつ研究を進めてい

る。



遺伝医学講座

(分子遺伝学領域)

(教J受阿川jlP-' ) 

幹車回目包システムは， j肺|

体の成熟後も細胞の噌9(f(

と死が繰り返される特異

な組織群である。本iiii域

では， 目前乳類の様々な幹

細胞システムの{附体発生

及び成熟後の高IL繊維持ブ
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ロセスにおいて，幹細胞 分子生物科学実験研究棟 RI実験施設

の増殖を調節している分

子機構の解明を日指している。特に細胞明舶の制御信号の人口である受谷体型チロ

シンキナーゼ群について それぞれの分 fーはどの幹細胞システムを動かすのか，そ

の信号は幹細胞の細胞周期jのどこに，どのような分子を介して伝わるのか，その結

果.組織・倒体レベルでやJが達成されるのかを調べている。方法論としてはこの目

的のために受存体担チロシンキナーゼを確実に認識しさらにその機能を阻害するモ

ノクローナル抗体の作成に))点が院かれ， 'X際いくつかの受谷体について着実な成

果が得られている ο さらに，受平等体を目印にして各種幹細胞を1ft離しその再生と分

化を制御すること，血液細胞・ IUl管内皮細胞の発'1.や骨形成といった医学的にi主要

な関連分野についても受谷体型チロシンキナーゼによる幹細胞システムの調節とい

う見地から積物i的にアプローチしている。

(放射線遺伝学領域) (教段武部 ii~)

放射線の人体への影響の慕健研究が本領域の設立Illf和36年(1961)以米の一貫した

研究課題である。 学部教育では放射線の作用を中心とした「放射線生物学」及ぴ「遺

伝学」の一部を相当し，大学院教育では放射線の遺伝的影響を重悦している。 研究

課題は DNA修復機構と発がん機構に大別されるが，両者は諦抜に関連している。

太陽光の紫外線による DNA絹傷の修復に欠航のある遺伝病，色素性乾皮杭の研究

では.本領域が世界の中心的存在の一つで、あり，相補性F群の発見とその特性の解

明，皮膚がんにおけるがん抑制遺伝子の突然変異の検出などで成果を挙げてきた。

現在は DNA修復と突然変異ー誘発及ぴ発がんの関係を分子レベルで追求している。

最近では磁場の生体影響の研究にも着手し，交流磁場によるヒト細胞での突然変異

誘発を世界に先がけて確認した。これらの研究を総合して.放射線による DNA損

傷，その修復，そして放射線発がんの機構の解明をめざしている。
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(分子病診療学領域) (教民藤lR 潤)

tJiiJ'[1或は r分子医学:の分野について， ji汁究r;-として自ひして/I)f究i/jj!i)Jをfdに

必要な高度の研究能力及びその本礎となる豊かな学識を長、うことをけ (10J とする臨

床系議!むとして設すーされた。従米より遺伝'1"1 と考えられてきた 4;~忠(先天代謝呉常

11I等)だけではなく，多くの通常の疾忠 (:1乱 i尚JIlU(，十:I，ltI，j(州等)においても遺伝

{-変化の主要性ーがあきらかとなった現紅，藤田教托，作成講r，rliらは， I放出生検材料

で遺伝子発現を解析したり，癌特異的に発現している遺伝子を1111'，とする方辻、などを

開発し遺伝子診断への応用をめざしている。さらに遺伝-f-ifi械に用いるベクター系

の開発も行っている。研究テーマとしては，生向I[細胞のllii1'1(( .分化のiliJji向l機備の解

析，腎癒.n+拾;における遺伝子変化の検索，受精，者!ぷ機構の解析があり，それぞ

れ関連する臨床講I'Hから大学院生を受け人れ研究を進めているο

(腫蕩外科学領域) (教托 今村正之)

本領域前身の外科学第ー講!併は明治32年(1899)初代Hif-IU乙之助教長がIJ日講され

て以米，現在 7代日教iiが主宰しているが.鳥山|径三教Jえ大il(i主教綬がl世界に先

駆けて取りキnんだ食道外科，荒木千 f!l_助教J乏の脳外科.本li: ー夫教JfのIJfHflN約十科

はi世界に詩る業績を挙げた。烏iH教綬，荒木教綬が築き上げられた伝統.すなわち

常に国|際的悦野にすち，新ししづ土野を開拓し.llJI究を第宇とすることは，伝達が後

輩に引き判事く内課題である o .fJLtt:・ 1示場外科学{;f(城として食道外科，作!以外科. Hll道

・HIー外科.日 .1均外科を主に.消化持病全般の，診断と外科的治療のliljUこう7めてい

るが，研究においては分子'1:.物学，免疫学，遺伝'f~子:の j立広を !I~ り人れて， ;1t~i遺伝

子，脈l付・外分泌，分子腫1易学，脈楊免疫'干 11ホJ後1IA]態生理学. IJI品~4iÅl期学の分野

で先端的研究を進めている。国内のみならず，国際学会での発衣. l判 I~~~r{t、での泌立;

発衣が多く，多数の外国入学者と続併に交流している。外科学研究の主題は常に臨

床から提起されるが，主題により大学内の主主礎教京，研究所の協))を刊て，より高

Lミ研究水準で問題を解決するように努めている。 医学会体が新しい時代を迎えよう

としている今日，臨床，研究，教育の全てにおいて，より良い発反を遂げるよう努

力している。

四脳統御医科学系専攻

高次脳科学講座

(高次脳形態学領域) (教J受水野昇)

神経解剖学がわれわれの研究領域である。われわれは神経系の働きと意味とを，

神経系の物質的，形態的な基盤に基づいて理解したし、。神経系には一定の形態と構

造があり，それが病気の“場"であるからである。また，神経系が持つ意味をどの
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ように担え. とのように考えるかは，いわゆる心身間也として，心と IJì~ の問題. さ

らには倫明のI問題とも深くかかわっている ο われわれの{iJ十先の主 [j的は，ニューロ

ンの連絡関係を解析することにより，ニューロシ IJiI路制としての神粁系のれ質を明

らかにすることにある】また，側々のニューロンについて.その伝達物質や受作体

の存在様式を形態学1'1サhi去によってゆjらかにしようとしている。神経系をl勾11人光

学顕微鋭， i'[t H(iil加えの符レベルにおいて，実験形態学や免疫細胞化学のHdl'Jを附

いて分析しているわけで、ある、l われわれの{i月究の特色の 4 つは.その刀法;治的な志

向において.作I*f系の，長日未をシステム，細胞，分 rの令レベルにわたって総合的に

周解しようとするところにある_.{i}f究チームには，野村 峨教托(医線技1，j:jWHJJ大

学部)にも加わっていただいて， '-I;: f-it "'luJ 11))教段は大Ijì~ 新皮質の/'，j }~Í"l口l路の解析と

アミノ酸作動作神科系やペプチド作動作神粁系の分 ('1二物学，尚山片!多，i!W印jiは大脳

皮質と大脳落成校のニヱーロンi生絡の解析， ifIA:I;~'助手と大石 1 -.1lJ) r (総合解

剖センタ -fijí'1~) は神粁ìlfi'l"l 物質'?1f体の分 f-生物学に.それぞれその主 }J を1ì:し、

でし、る。

(認知行動脳科学領域) (教J乏 川lJ"J'tli) 

本{ijj域は人HUの)j日機惜の{iJf究を主 LI的にしてII({干1142年(1967)に設ii'iされた医学部

附属lJì~神経íiJf究施 1泣に山~とする ω 高度な 1;背l同性を 11'ーする脳の研究は分+，細胞， シ

ステムとしての神粁luJ尚志向 さらには1JiJj似判断や自由立志といった人ti¥jの1Ji<iの尚次

の統御機能にいたるいろいろなレベルでなされる必裂があり，それらのliJf'先は“す

べての道はローマにjillじる"ように披終的には人間の)ji五機構の角平明に集中りされ，精

神神経疾忠の沙l併と治療に催かな恨J処を tj-える。当日品開ではシステムから上のレベ

ルを主体に研究を進めており， また.教育I(liでは医学部の「神経科学」をtll当して

いる。現在の tたる研究テーマは脳出傷後の中収神経伝導路の再生と神経回路網の

再構築，大脳皮質神経I吋路のシナプス伝達調節機構 人間の!脳の高次機能(意志，

判断，思考，品市)であるυ 研究方法は前:析ではガラス管微小包倣や金属電似を

用いる電気生理学的方法と各種トレーサーの111ft行性・逆行性様識j去を用いる形態学

的方法であり 1走者ーでは生体峨気副il!lJ装置 (SQUID脳俗言|・)などを用いる:M，三袋的

な~~活動の解析法である。これらの研究成果は人間の脳機構の解明に資するととも

に臨床的応用の可能性を泌めている。実151最近の成果である新生ラットの脊髄髄

節の置換による機能回復の証明は人間の脊髄損傷の恨本的治療の可能性に民望を Ij

えたものとしてl事l際的に高い評悩を受けている。

(神経生物学領域) (教授 大森治紀)

生体は外部あるいは内部の環境の変化を知覚し，それに対して的確に応答するこ

とによって生命を維持している。この生命にとって不可欠な機能である感覚系のな
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かでも聴覚と子衡覚は GJ卜や加速l主の変化を受作し知覚する機怖で、あり， 111，j行とも.

|付lfの有屯細胞と呼ばれる特oj(に分化した細胞で感覚'l/i1'l;(である機械的振動を電気

的信号ーに安え，これによって情報処県を行っている υ 、当Iitυ!Xではこれまで1)，ji.縦
した布毛細胞を問い，機械的刺激が電気的fuサに変換される過1'Y，2) 1.([;細胞に

付する迷心件神粁調節の機Jf:， 3) ーイJ毛細胞と ー次求心'1"'1・線k4i:問のシナプスfぷ速の

過程などをi茸気生地学的及び光学的il!lJ定方法， また形態学的手法などを組み合わせ

解析してきたο 土JLú:は 1M幹及び大脳皮質における聴!ぷ'.iiの J;1~liIt! (l/~的似処煙過程を追

求し，それらの結果を総合し聴覚というシステム全体の機能を期解することを目指

している。

また，神経系の応本要素ーである神経細胞問の舷合部(シナプス)の機能を係々な

アプローチで'.fi}f究しているにJ すなわち，神経細胞上自主計士本で形成したシナプス.あ

るいは切り出した IJ品切Jí標本でのシナプスを用いて，シナプスμ速に ilグtJ~ をうえる

様々な制 i~11機構の fi汗究も行っている。

(神経・細胞薬理学領域) (教蛇 1&:1:¥ h'd) 

当制域は，積々の医学・ 1[:.物学:事象をIj二化学.細胞生物学，分1土生物学の手i去を

用いて解析し，これによって明らかとなった細胞内の機能分子の，来物標的としての

可能性を検d'tしている。成日数民-は'f:前助教綬らと共に，ブロスタノイドの作用機

憐の解析を行い，この作用を介達している 8積の受得体の川定と cDNAクローニ

ングに成功し，最近.これらすべてについてノソクアウトマウスを作製した。プロ

スタノイドは，急性炎杭，発熱.痛み，各碕平i骨筋の収納と弛緩. Ifll小似の活性化

と抑制，同陵分泌の抑制.腎後能の調節などに働いているものであり，この研究に

より各倒のプロスタノイド作用がどの受谷休を介するものか.それが生f型的，病態

生理的にどれ依の重要性をもつかが明らかになるものと1m待される ω 成1:f教J受は，

また，石崎助手らと共に， f.見分子量 GTP結合蛋白質 rhop21の機能とその作用発

現機構の研究を行っている。 rhop21は，これまでの当領域での研究で，細胞の基

質への接着や運動，平i骨筋の収縮，神経突起の退縮，さらには，細胞質分裂の制御

に働いていることが明らかになっている。現紅の研究の1.t、点は rhop21がどのよう

にしてこれら作用を発J草しているかにあり，私達はこの作用を介達している数種の

標的蛋白質を耐定，単.離した。発現実験の結果，このうちセリン・スレオニンキナ

ーゼ p160ROCKは. rhoによるアクトミオシン系の調節や細胞者斑の形成を，

p140 mDiaは rhoによるアクチン重合を拘っていることが明らかとなった。 rho

p21は脳での発現が最も多く，これが細胞の形態や接着に関係していることから，

神経系での細胞構築に働いている可能性がある。その他， rho p21は.j位小牧の凝集，

白血球の内皮への粘着，がん細胞の転移，浸i聞に働いていることが知られており，



)('[:院[!点~?M')ë利'['，ヘ';::ii[; 237 

本研究は， こtれL らの 7分〉子{機従十l待4 を ~V明リ別JιらJ カか、にするも Uの)と忠われる、リ， J凶己白)必徐 Hω助~rf手二は .1初初tり切i)J{代tよ Iお訂柏桁i¥丘'~. '~: : 

養神帝経主半細U削lリJJ山包を!川IJ い'十伊例神11申II~帝i: f帥キH削[/月l包のiE 主勾u自作的|ド内'-) itrj刊♂bによ tりj川j斤川l

の 1，附lげ寸f司l定とそUの)f[じ-上IHI(J)色、JたのWf. I~J に JI\i. ~)組んでいるけ特に .iJli111J の初代.t;'dを系をJjJい，

シナプス刺湯tに1>1'うカルシウム依イ什'1のシナプスー似II¥Jのシグナリングの解析を行

っている ο これにより，長WLic憶・?刊に|勾 ljーする口J能'I"J がノj礼l変されている~!;写凶

子 CREB が，十I~M川動により ìti'I"1 化されるうi' f 機構を IVJ らかにしたの.fJL{J:， 一連

の情報iij主系的'1"1化以降に起こる.綿々の神粁細胞機能および形態の変化を定量的

に解析する子iJ、の 11日発も進めており，これにより初めて，シナプス it~動が神経細胞自

身に及ほす多様な生物学的対~!ぷ;の全体像がi'?かび 1'_がるものとWJ侍される ο

脳病態生理学講座

(臨床脳生理学領域) (教民柴I~;;f ijl，:) 

高次)J商機能は21ut*cに肢も発以するiiJf'J't:テーマのーっとしてi1IJ ;されているが.

O その時代の主IJ~ぐに光，~I~けて新 I没されたのが一、li議所である。すなわち当議)4そは， 1叩99叩

年!度主にλ大J学学:院l医欠片学T戸{ω川リ咋f究利!脳Ji似悩i品所i五i統f御創卸削l川l医fう災F心H干利:1十，ρ学、

つでで‘， htf、生[1， ヴ:肖， 記憶色、，ι，h動 Ii 

を， 臨I床示的観J点.\(カか‘ら陣解l干'f.~砂明!ザ列}月j することを lリl十隙忠としている〉 平成 7年(け1995)の人大J学院i或fu'

化に伴い，当日NtW[付のiiJf究iiii域「臨床/Ji再生埋学」となった。 H体的には， lf常-x.及

び干重々の脳 I~世 ii?，也-xーを対象として.例えは、， 1Ji<liUI記1.)J前俄tヌ1(MEG)， single photon 

emission comp-ulぜdtomography (Sl刊にT)y..は positronemission tomography (PET) 

を用いた局所似il (J lìfrt及び/Jì~代謝の検'k ， YU皮卜の、らの大脳皮質#ii気刺激i1;，機能的

後磁気共鳴i由ii象iL(tv!RI)といった，いわゆる)f:佼袋的検索i去を種今の組合せで応用

して，高次脳機能の本態に迫ろうとするものである。構成メンパーは，柴崎教授(臨

床神経学及ぴ‘臨床神経生理学)と十1fT山助教綬(臨床神経学:及び)JiAlulifit.代謝i由ii象)

を中心とし. 目ド神経内科学講陀を初め他の閑述i品開と協力して，主として認生[[機

能と随意巡動の中伊.制iU'IJに関する俳究を行っている。また臨床的には，知，1台性てん

かんの治療，不随意運動及び挽i!tと疾忠の病態生理に関する倒'先を進めている。この

方面.の研究の発反と.臨床神経学に保ざした神経科学研究者の養成に~;t:_/j できれば

幸いである。

(臨床神経学領域) (教ほ木村淳)

昭和55年 (1980)10月. 日本で最初の国立大学医学部神経内科学識lがとして発足し

た。初代亀山正手lí教授の下で脳卒中や挽j~研究を中心にして当講隔は充尖したが，

昭和62年 (1987)3月同教授は退官した。 H[i和63年 4月米国アイオワ大学教ほで臨床

神経生理学の世界的権威である木村淳教授が二代目教J受として着任し現在にやーって

いる。教室発足以来，約170名以上が神経学会認定医試験に合格し，約100名が医学
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!事 f:の J'f:i\~( を取得した、助;I，f;:的には初代危山教花の咋門であるIJ日本qJの州l粁学を/;_ti

め， 木村教J乏の専門であるfJll帝王・筋疾忠の神粁，--}:が允)ミしつつあ f)，r¥ll.rolllldな

|編成の教育・，)~肢が行われている jj}f究lilIでは(lì$iI体外附'l"1J;~，也や ~kltft'l" H[jl粁疾

忠の屯気'1=.県;f:II(Jな山!i~の lijj 究や ifì4射能の開発，、 2')コンビュータテクノロジーを ~Ii

使したがi しいiE気 'I:)q! lえひ、1Jì~代謝験資;);の開発，ふ老年 HJJ の扶li 米司、，也における分 f

=)rI.J則及び神粁化学的{r)rヲ'C，(4)1 ¥'ーキンソン病，脊髄小Hi'i変↑'U，L筋萎稲;i'I‘t!!!I卜:，{<ifi更化

i;，.'なと£の神経変↑H欠官、やIJi'iIÍIL管障 I~~: に関する分 IリIkj.flH学 ÍI~fiJf'-íc ， (ふ多発'I"l:ii更化JtI'，

ijí::J;I~筋無 }J4;，ーなどの免疫神経疾.:J，;，に問するliW先， (6)筋~柿神粁*忠についての電気

'j:_J'Wf:および分f-JrkjJ't!.学的liJf究なとRが行われており，海外からの吋教本へのffi学希

己f':Xーも多いけ教'1';.U:l功.4!ki".t以ード 7y，で‘あるが， Jド常勤，iNtnrli・{ijf'先生.JI常勤阪民・

大 ;;':1日 '1 ーなど約70Ý， が羽 ú: 、Li教本でìIí~M~I' で，その他に吋 í;~iWII'， 4X約 IS0?"，が他

大学， ー般病院において神粁l勺利午:のfiJf究・医療にたずさわっているつ

(脳神経外科学領域) (教托 備本信夫)

臨床的研究として， ~干税のlJì近年 LIJ や， もやもや病に付する外科ÎI~治療法の開発と

適応の検iIナ，脳血管内手術jil;の11日発 ι1"I=IJi訓示場に対する免疫療法の開発，同(子炉

を利/fJしたホウ索中性n雨捉療法による1Jf'i腕場の約機，安?な1三-i$jのための神粁'1，

県学的モニタ -i去や脳 IflL流測定i去の臨床I.~、用，ロボソト l術可能↑tへのliW先， IJì'í I;~ 

IÍIL や IJì'í駒場における IJì~i前環代謝の三次j己的解析，目前 IflL管蛾縮のìfìj女，てんかんの外

科に閲する研究などカf行われているの

j主健的liJf究として， 脳脈4場弱桁特-5只R的キラ一 T細胞のt抗克脈1場房イれ作1乍，)川1日!及ひび、I遺宣町f伝云 f荊刺IJ換興えに

よる抗1脈積f場語剖，性|

脳1脈長f場房に士丸対‘Jする遺{伝云 fイi治台削f療京に↑関刻する{研日冴f究， rr~王子申杭系への化学療法斉IJ投'j- i去の改良

に|渇する研究， IJ前移植への可能性と神粁細胞の老化 líllil の検，il 日ì'í I;~IÍll におけるリ

ン脂質代謝， ミトコンドリア機能，細胞内カルシウム調節蛋白及び細胞'It栴車内の

代謝に閲する生化学的研究.脳l程rl[l及ぴ脳浮照時のエネルギ一代謝に関する組織化

学的研究，神経細胞内情報伝達物質の遺伝子的解析，活発電位の生理とがi態に関す

る研究，主験的誘発脳動脈楠に関する研究.人T的血管内塞松物質の開発.目前rfll管

鍛縮の成凶に閲する研究などが行われている。

(心理医学・神経行動学領域) (教段 三好功峰)

精神医学は，ひとの精神の病態を対象とする臨床医学のひとつである。|英字:であ

るかぎり，精神と身体をともに竜視し，人聞を心身の統一f;}とみなして医療を行う

立場にたっている。そのことを反映して，精神民学には，人文科学的方法を用いて

精神現象を理解しようとする方向と，神経精神医学あるいは生物学的精神医学とが

ある。本学の大学院においては，これまでの精神医学が，心理医学と神経行動学の
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二つの研究従!域として，新しい第.!よとを附み，'1¥したれこの:つの研究似域は Ifい

に協調しながら公民することが!則侍されているい心J中医学のIiiU.点では.精神分裂病

・感情:J)~i などの|付|刈 '1"1 精fII'1ji.i，児，下・青年J!JJの精伸|待ii;:. てんかんなと党f'H't:J失，世
における精神病jt~乍:1'l0 {i)f'先なと‘が11'われているラまた，付i粁 f j- ýlb" f:の íjíU~x において

は.中十I川申粁侠ltことに，始i~~を f:. :J;， '状とするアルツハイマ -;J，~ などの神粁変↑午疾

患の臨床と ~lkJ!L~ の iiJI 允が ì:なテーマとなっている j

先端・園際医学講座(待日)

本IiJf究科は， i!比 f没の医学 ~'m ，お 1+ を大学院議時化するとともに，析しい分!J!F. なら

びに本fiJf究利のこれまでの教ff. {i]f究の成果に来づいたザ:I~~~分間三を. I:EII際的悦野か

ら充実したいと Wli ったけ人~1~tJな議 I'i~l'~ ，没は l本|怖であることから，これまでにも共liiJ

研究などを通じて本{iJf究科と術J必な I~J係にあ 1) I かつ先端・ 1"1際 lうど判i)ド先に'H~の

ある諸研究・医療機関から，存H教托. )1}).t!z .1'1を迎え. )..:_/?院教育・ iiJf究の場とし

ても参加する II~での j剖特大ヴ:院として，既に l没 i('，'した先端・ lliJll祭院学講w (6 fiiU~x) 

をi百用することとした l これによって，干|会人としての医療関係おのr大学院で学ぶ

ことが:できるようになった。

分子免疫学・アレルギ一学講座(';引制 i潜H~)

(，各自教1'1 止UII俊¥教I!(助手相当) l幸|川英 .NI.{'i:J1給 f-.rMn 俄)

本講IWは，十HlliJDNA紺換えの機構をニワトリ Bリンパ制I]I]:.Lt米を使って解析して

いる。高等兵校卒IlIll包(ヒト.ニワトリ，十，1(物等)では. DNAを碍入すると婦に染

色f本の中にとりこまれることがあり.この.fJL象をインテグレーションと呼ぶυ イン

テグレーションは染色体のいろいろなはi自にランダムに起る。我々が解析している

ニワトリ細胞株では，高等兵伐細胞のl唯ーの例外として，導入した DNAと. DNA 

導入された細胞の染色体とが相HDNAキJL換えを起こし，染色体の遺伝 fーが導入

DNAとl宵換される刻象がしばしば起る“この現象をターゲソトインテグレーショ

ンと呼ぶ。本講I~その研究け的は，なぜ，このニワトリ細胞株でのみ高が~;十三でターゲ

ットインテグレーションカfおこるかを解明することにある。もし，この機干障を解明

し， ヒト細胞にもLι附できれば，細胞の欠出遺伝子を正常遺伝子に前換するj宣伝 r
治療や，逆に正常i宣伝子を倣上表するj宣伝f-ノソクアウトが可能になる。

四附属研究施設

附属動物実験施設(施設長 芹川忠夫)

動物実験施設は.医学部において適切な動物実験の場を研究行に提供して医学研

究をより一層進展させること，及び実験動物学の教育ならびに研究を抑 ;1(;させるこ

とを目的として，昭和47年(1972)に認可され，昭和49年(1974)に医学部落礎構内に
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地['， 4附地ド 2附，I!tべ6，4901ll'の動物完験怖が建1;止された J 教日と 10数字!の技'(¥'

1宇によって，多帰~j[ の'jミJ級別動物をJljCù するこの.!tJ 'iJ 利nJ li白 rl立が管.flp，されている。

特殊なマウス，ラット系統の無l早i動物化，無l早i制ff尖[丹|人jでの系統維持に}JIIえて凍

結受精卵による系中制九Hf事業がhわれている。実耳食動物学に|対する教育は，医学研

究科大学院'L，医学部学生，医療をll則大学部街，[技術学科学'1:，守2にMする t講義や施

設利!日 行に対する講ずl会なとを泊して行われているパ独自の附究テーマは，実験用

ラソトにおける詳細な i宣伝 r地 I~Iの憐築とヒト疾止1モデル動物の開発である。自然

発杭てんかんラットをはじめとする中収神経系に異常をもっ数系統のミュータント

系統が当施設において開発されている。この病態を起こす));(1川となる遺伝子を交配

実験による連鎖解析と分 f遺伝学的手iLによってクローニシグするM究が進められ

ているυ

先天異常標本解析センター(センター長 組問活半)

:%センターは rヒトの胎児院ヴ:と先天異7古の予防」に関する研究を tl的として，

U{{和50年(1975)4 月に設でにされた。吋センターには.過 1~約35年間にわたって収集

されたヒト ijffとIIfi児の際本、並びにそのデータが保存され，標本数はこの種のコレ

クションとしては日1;界最大規伎のが)4 )j 3千例に上っている。うち約1，000例は，

全身の連続長IL繊襟本として告をえられている Q 当センターでは.これらを材料として

ヒトの正常及ぴ異常発生に閲する形態学的研究並びに名縄先天呉常の成l刈に関する

遺伝疫学的研究が批准されている。このヒトijfチコレクションは他に頒例がないの

で，広く内外の研究者の利用に供され，いくつかのプロジェクトについてjり仙jf究

が進められている。また in vitro 府主主法及び移楠i去を用いたヒ卜 11台児組織の分化

に閲する研究，各種発生呉常と遺伝子異常との閑連に閲する分 1γt物学的研究，ヒ

トと実験動物の組織を用いた比較発生毒性学的研究などを行っている。さらに，実

験動物を用いた invivo実験，時日培養.念日系培養 (wholeembryo culture)などによ

って，催奇形メカニズムの解明とその制御を目ざした実験的研究も進められている。

総合解剖センター(センター長 日合弘)

F足.学における解剖学，発生学，病理学 i.去院学等，いわゆる形態学教育の1Ji:婆件

については今更多首を要しなし、。医学部では形態学の新しいあり方を追求し，解剖

学，発生学，病理学，法医学の実務をすべて総合的有機的に統合し，特に形態学の

教育は本センターで集約的に行われるようになっている。当センターの実習室.解

剖室は外科手術室と同様に設計されている。一回，明治32年(1899)開学以来の貴重

な教育資材，図書，解剖学・病理学・法医学標本等が収蔵され，供覧されるように
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なっている。またキI I. ~iìU~;ti 本，干l~聴覚学科ヰi ';1には tl~聴覚教育設備が備えられてい

る。当センターはわが|主lでは惣!をみない納J剖関連施112として，その他令な発以によ

り本学医学 NI~ におけるJf~~虫学教育に山耐;している υ

医 医学部附属病院中央診療施設等

検査部 (;¥:1;長(fJj:1T:)干葉勉)

検査部は， Ift{干1133iド(1958) に!世間されて以米， ルーチン険合亡をrt'.';，(と化して':t施

することによって， 11': ~存な，i幻奈川幸IÆ を提供しているの半IÐt 6年 (1994) 初には新中

央診療棟へ移中ムし， さらにロボァトシステムのi草入が行われ.祢めて近代的な倹査

体制が確抗した。システムの導入によって I診療情報が迅速に報侍され.既に完成

している41り東のみで、なく.近く]勺との外米オーダリングとも十IItたってz診療サービス

の--Jî~ の rílLLがWI日されている。

部内には， システム般1tNI;I"1(臨床化学， Ifll ì青，血液凝|吋及びjfIllî を f~むシステ

ムiJ!1j定が中心となるもの・判巧似川議nlliJ，マニュアル検査部門(臨床化学， IfIli青，

緊急検査，血液など手動il[ll定が本ヰえとなるもの.tll 'l~ 向 i末助教授，通 11111)) 1'-，家hJt

助手)， ~~J・ y;jと検 ft{j:l，1"1 (DN A検fV1.細胞機能，細(f-jなと・ tlt、片山津助教J2.小杉助手)，

"I~理検査部門(tll'li {)li品講nllj)J:えぴ:'4ii.j用検査部I"J(病用部と協liiJ巡'[.1"• i-I ~当中 Ill8;講

師)があり.それぞれにfll匂教行の指j、ヰドにルーチン検査のみではなく.臨床検資

の研究が幅広くれわれているりこのような構成は他に類を凡ないものであるが，従

来の小部門間の慢を取り払い 共通の測定以鯉によるものはまとまってお 11~ いに知

識や情報を交換し合い，ひいては京都大乍:医学部附属病院の使命である高度医療の

推進に資するべく，研究の実施に有効な体制が取られた。このような診療科との協

同研究が行われる Jん¥検査1診断学の確烹にruJけての研究，検査の精度管瑚や標準

化など臨床検査独自の研究も精))的に行われている。

手術部(部長(iH:任 )本出版)

手術部は，]t任教授の部長のもとに助教J受1名，助手 3名の教日と者誕婦40r"

技能員 6:f1，看議助手 7名から構成されている。

手術部の業務は手術が安全かっ円滑に遂行できるように諸条件を整えることであ

る。これには清潔な環境の維持と感染の防 11'.，手術用材料並びに機6~の整備，各宇!

の要求の調整と合理的手術スケジュールの立案 実行などが挙げられる。当手術 rs:r~

では各手術祭のげ11績拡大による作業効率lilJ上が閑られており，それとともに.緊急

手術用 2室，無断手術室用 (NASAクラス 100)2 宗を合む総計16'i~を布し，高度な

手術を安全かつ効率よく実施できるようになっている。また，手術機器としては，

術中に各種X線造影検査の可能なc-アーム形造影撮影装置.各種医用レーザー，
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外検|人Hn$j包装ii"i，κJ 1. ，t fi' })えぴ、懸一m 式 rWi片j~f!lt，k鋭， カラードップラー lillifrE，i"1等の

肢$Jî機部をのし，尚!主先進|欠療に HJ.[:、できる f~11~t となっているけ了ーや|、rfìはハソチウ

ェイん式をとり， :J1ijf'主からの愉送車を fWr本|人jに持込まないようにしてi古潔!支を高

めるとともに ':1忠L

テレピモニタ一j川川↓Hカメラカが王九{Iiμ1主引i附F斤fされ' 丁斗1・1本の状j兄をti'f~l本でJ巴J起できるようにす

るとともに，マクロ jえびマイクロ JIJ の術 q lJl央f~ を会誠京に j引パし，テレビモニター

で白111にj宝.j)¥できるようになっており， 手術.;1主1J';IKiJCのJ巴-th¥や，・l・'HiJI修|欠の教育に

役、i:っているο また， 111、l中忠、何'0)1府城動態を l卜:ii'{fにJ巴15¥するためのi的成時総合監視

ネットワークをそなえ， Jtt酔l'への付fjrt.11~j・ J~! や jjJ， j虫なふJJ.[:. に役、7 っている。さらに手

術準備のfiii率化と滅的23jLの'b_"，主1}日合に，k.j"J，l:_".できるようにコンテナJ主人による手術

協!(.のセット化を促返するとともに，全自動ジエヴ卜洗浄佐伯.の導入や使mi汚みコ
シテナの内!勅j般j!i'K i(i'による lu!J!{なとの行}J化が1:;(1られており， ?十州械からの手術

111込も|山内コンビュータネソトワークを介して， :J1Aj棟端本より， 111 込みや予約状況

催必がuJ能となっているο以上に述べたように，本手術庁1;はIGJ伎の外科的治療に対

止、でき，行子|災 nlliの本前半後教育にもイfflJ な f;V~l をのーしている。

放射線部(自1;長UiHf:l 小IILj;字:)

放射線自1;はjllljf象z診断古1;1"し I，'-J佼J己素ul;l"j，放射糾ifi療i}l;IJljの381¥1"]で憐成されて

いるコ j~lif弘診断itl;l"jには1.5テスラー必TEj卑担 MRI，ヘリカルじTの外，コンピュ

ータ・ラジオグラフイ，デジタルシネ装計をはじめとする待値X線:診断装慌をそな

え， Jr~!L~託金断がれわれている。 liiJ1\i:j己主 m;l"jはポジトロン CT， SPEじT，Jd・4証定量

尖li'1':のほか各検 RIi診断機掠，起白 j皮J会断災前をイ~.し，形態s診断と RI による機能診

断を組合せた総{tj山if象必断を行っている。放射線j副長部門にはライナック，マイク

ロトロン，コバルト等の起高l七放射線治棟袋i凡アフタローデング!j引付HH射装択が

あ 1)，高崎l立の放射*J~治療をわうため開発された 3 次 J亡放射線治療，jjー|刈狭間(じT

シミュレータ)がz泣[伐されている。また， :J古'iilí校長療i去，術 ttl!!H~.J が行われ，平成 9

年度よりライナソクを用し、たラジオサージェリが開始された。珍1.{J:，放射線部では

l山ifg~保管伝送システム (PACSl を J主人しつつある。これが完成すればデジタルi由i像

をデジタルデータのまま保存し，オンラインで検家できるので，放射級医学の教ff.

診療に威力を発慰することになる。また，各診療芋1. (部)に刈しては， PACSに保

管したデジタルi由i像のワークステーション kでの供用を平成 7年度より開始してい

る。

救急部(部長(併任) 福Jf:次矢)

現在，救急部は第三次救急施設とされ，時間外忠者をふくむ救急忠者の振り分け，

各専門診療科や集中治療部の医師(麻酔専門医)の共10J作業による治療及びその後
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の観察がれわれている)将米的には欠レベルまでの紋急}，V，:/'iーはjた包白liで受け人

れられるよう， ;j:!c;色、(iliJ'1(~~の ~IijJ，tcとスタソフをjJ市えるのが烈ましいと:J;'える l その

うえで.臨床4支''/:と ~Iij 1L~ 1]:， fI[!'';': J'I')知識をJdl-lして， H::;色、引を訪れる忠行の!日!日uをい

かにしたら肢も i))ネfl'Jに角f(iJ(できるのかについて研究し，教育できるよう情出を糾

りたい。

理学療法部(川j毛(1iI任) '1'十j子ι)
理学療法ì}l~ はよ;(行lí)('/:Iう~/?自 líl;fJI，of，病院におけるリハビリテーショシ iilíI")を11!"iし

ており， rq!学煉iLとれ:'$j禁法により，:1と:/'i'の十|会W'Nt}のjJtJ並をめさしている。対象

忠肴は，整 Jf~外H ， JJì川市粁外干|及び十，~是正|人1f+'こ入院 rl' の辺、:/'í'が多くを ci めるが，少

数例を合めるとはほ令。1全保利から依頼を"1:けている。このように2虫学療法，作業療

法が臨床や研究の;，)象とするJ九i，i.]IiiU&I立大公!よし、また，王IU，ーでは ]'-1坊(伊1)えば尚

齢宥の体}J維持)から， f~~.t}.~，没定(家 11;:改造など) までを合めたrpMJ.tしliiJf));が攻ーボ

されている(l L~{mでは.純々の扶jよ，i}，f.i，:(í"こ付するより効果的な治療法の検討をわう

と共に，特に，歩行をrjr心とする"行動作の巡動学的及び巡動}J学的分tli'，筋)Jや体

}Jの客観的.lfulli，1'M十，]:機時の!日J31':などに}J}.'，(を併さ，治療のi自!心、及び効果の判定や

忠:/1'サービスのli'J卜Jこがlびj.jけたいと考えている。

また，本学の医療J主体'JWW)大学部には.浬学療法学科とれー業t税法学利とがある。

医学部附属病院は. こオれLらのfザ学J戸:干干利科、t千|ト学.

教官の悩臨&I床;¥示料トド利ミヨ{研l日肝，w究?先EのI場;易占としてのf役辻弘引:?i1リをt刊11つているOこのように， 医掠技術~\JJ~J 大学部

と理学療法t}!} とは~'t! ä命と臨床を 1(. 1，、に交換しながら有機的に結ばれている。

輸血部(教J乏 i)1Jl五平Ilj~)

病院輸lilLi'iliの[11:界的動li'Jとして，検査主体の輸IflLqt:から，治療を取り jるんだ輸IflL

医学への発以があるο 他人のI(JLi伐を輸血する lii)稜IflL輸JILLは，政命効果があり，不uJ

欠な治療であるが，感染， I'i]積免没，免疫抑制，移f，DJHJ1I'I主病 (GVHD)などの危

険カfある。これを予防して，安全でイJ・がJな輸JflH奈i去の開発が逗;袋であるが， liiJ Il.}!'こ

同種血輸Jf!Lを減らす他のifil新去の1)日発が必裟である。このような背誌に伝って.輸

血医学教育をifi.:悦すると l.iJIL~ーに. ド記 3，i果題の研究を行っている。

1， GVHDの発剖:機憐と子|坊j去の研究

輸血は移植であると計われるように移植の思い凶iを持っている。近年五~il~免疫不

全でない症例にも GVHDが発注し，ほぽ全症例が死亡している o ，¥!，l.:(i'と供I(JL:/'i'の

HLA型分析で，発注機構のー端を明らかにしたが，さらに詳細な研究を行っている。

2，体外血液処理による治療の研究

血液中の有害物質の;綜積又は血紫必須成分の欠乏によって発症する病気がある。

悪性細胞や免疫抗体の除去がへムアフェレーシス(血液成分除去)の付象である。
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Ifll衿'1''1:Ifll小似減少'1"1 紫J~I 哨にイj 効な従成人 Ifll l既成分の 1; ， 1 定を fl t'¥':にして.研究して

いるけ

3， ;喧i.r;f治療のliif究

遺伝子~iりでは，止\，{'jーの;)1均的細胞をj宣伝 fレベルでi'ト情築して治療するj宣伝、 f治療

がイi雫である 1 これを 11t~に，ウイルスベクタ一間発を ffめた本礎研究を行ってい

るけ

人工腎臓部(剖;長 (fjj・jf:l ，'dll jlt) 

人 l ブ出品~M\ は 1在任教ほの部長のもとに講師i 1 y" 1医宍f員i2名，石.川，i

千名/うlカか、ら情成されている。

人 1:'削除古1¥の tな業務は急'1"1:及び'1斐↑'1腎不全のj忠朽ーのIfllii記透析療法による治療で

ある J 又.引イミ令，多j蹴出イパス代謝J失忠，免疫疾忠等への稀々のIfJl液浄化療法を

/flし、た治療も行っている 'J Il1備として人i:透析装iN:25ii， Ifllii~i慮過装 I~: 5台， líllìi~ 

分離装l宵 1台をイjし.人i:透析瞭j去のみならず稀.々のIfll液浄化療法にJJI，いしているの

人i:腎臓部は['j，Jili， ';(1'謹婦，臨床i:学以上， 1五十二栄公 f:などによるグループ治療

を実践している庁[¥I"Jであり，各ヂ|よりの研修も受け入れ，今:前及ひザー後の教育に対

応できる l宗一J~l をのしている ρ 問 j主各ヂ|との j主f発も[宍i!;UJg劫にとっては最安であり，

j題1同，専任[1¥mli，関連干lのFベ向li，石護婦， 1主1:の間で臨床カンファレンスが行わ

れている。腎移rif(や11F移十，f{などの移梢治療の忠行に付する術前後の治療も泌!ポ毘科

や第 2外科と関連で行われている" .fJLu:，社会的にも高度医療化がj住み.人 L臓慌

を扱う:町古[¥においても施s没の充'だが求められており.このような要請に!必える総合

的な/j(jj，11としてi前動できる・ドを tl標としているけ

病理部(部長(側一任) 円合 弘)

吐i音1¥は， lI{j和55年度に新設された病理学的珍断部門であり，本院外米及び入院忠

{'i-の病理ーキ'lL織学的並びに細胞学的検査を行うことにより， 多くの妓疾.病ことに脈f楊易剖t

病変の披終確確-定診l断析を下している O その業務の↑γt質卜r_，，主く医療に貢献し，抗例の

検討を通じて.臨床院Hiji及び研修院の半.後教育にも深くかかわっている。同時に，

臨床各科の研究とも関係が深い。従って当部の研究は臨床にj1'(枯したテーマて、あり，

疾病の形態学的特徴と臨床所見との関連の追求により疾病の本体を明らかにするい

わゆる臨床病理学的研究が主体をなす。すなわち，疾病iti，伎の的確な把揮を通して

臨床における診断，治療及び予後判定等の実務に役立てるとともに，その病l!;J，及

ぴ嚇j理発生の解明に寄与せんとするものである。現在，当部では， JE:性リンパ腰，

泌尿器科及び婦人科関係の臆場，生体肝移楠(以上山辺博彦助教授)，骨験場(中

嶋安彬検査部講師)などを対象に研究が行われている。
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病態栄養部(部長Uif:1T:l 市rtl!f' 1(i) 

当部は代詩f.栄去を4久忠の成l刈・4ji，j態の解明とその治療を主たる円的としているの

で，糖代謝・アミノ椴代謝・骨ft，謝・消化管の栄養よ'f:などについての研究をわって

いる。とくに糊代謝については牒・消化符ホルモンの分泌や作用機構の解明を進め

ているが最近分f'J:.物i/!えび分子生.PH'}:(Iせな手法を導入して，遺伝、{-レベルでの解

析も可能となったο すでに、町市r;では精輸送tll体・ヘキソカイネース及び数積のペプ

チドホルモンやその受符体のi宣伝子構造を明らかにすることに成功し，さらにこれ

らホルモンi宣伝 f-の発現調節機怖やその異常についてのl叶先も進めている υ また糖

尿病をはじめとする代謝判決，也のモデル動物を作成し， Yj・ij'f・nrなどの摘IH臓器

を潅流したり，ホルモン分泌機構に最安な役割を果たす細胞内カルシウム濃度の変

動をiP.IJ定し.疾!との代謝栄長・内分泌学的特'1"1を明らかにしようと試みているのま

た骨代議Iとの閃述ではビタミン Dや BoneGla proteinなどについても検索を行って

いる。一方， ì~'í化特については炎杭， ii'.i:i括，がんについても栄美学的なな場から，

成凶や治療へのアブローチを行っている。このように代謝栄発疾忠に対する臨床的

なアプローチと共に本健的なレベルて¥その成凶や病態を J つ-つ明らかにしか

つ急捕する成人病に付する臨床刊;厄医学を確なすべく，匝Ji/:大学:1唯一の臨床栄養学

教案である病態代謝栄j妥当f:講wと協調して，臨床・研究に独自作を発掬している。

医療情報部(教托高僑|年)

医療をとりまく環境は近年厳しさを加え，医療情報(知識)の爆発的な明大によ

る医療の質の{II:ド('_与門来日l分化による全体像の喪失)，高齢化時代を迎えて忠者ー婚

に対応しきれず忠11サービスや病院機能の低下ーなどが.!f(裂な問題として折摘されて

いる。 医療情報部の役刻はこれらの諸問題を.院療情報に関する科学すなわち医療

情報学の適用によって克服することにある。院療情報学はコンピュータサイエンス

や通信技術等の最新の専門技術Jを用い，医療の質の[&J上や，医療m当者の語、思決定

を助ける新しい学問体系である。また技術指[pJに進みつつある先端医療はともすれ

ば患者のもつ疾忠のみを対象として取扱いがちであるが，医療情報学は情報を総合

化し会人的な医療を目指す近安な支援技術のひとつである。当医療情報部では， 1) 

病院情報システムの運営と開発を行う情報処理部門， 2) 医療情報学と院用電子・

生体工学に関わる研究を行う研究開発部門，及ぴ3)カルテやフィルム等病原の管

理保管を行う病尿管理部門の 3部門を設けて病院業務及び教育研究を行っている。

1 )の情報処理部門においては，京大病院の新しい情報システムである KING(Kyoto 

university hospital Information Galaxy)の開発を行っている。 2)の研究開発部門

では KINGのための電子カルテや意思決定支援のための電子教科書やエキスパート

システム，さらに両像処理や PACSの研究を行っている。また大阪大学医学部との
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/I¥Jで'1l'imスーパーハイウェーによるボーダレスプロジェク卜を発比させ潟義ゃカ

シファレシスをtGHiJでわい./，!'i}.::子l片手{i:l¥のiiJf'先マ教frの|必}J1+:市Jjを.IW;住する -)j.

i凶1，ii年iJt~. も f即日し彼数 lEI '1大子:1';';II~ 自 1， ~I\Jを持続する l'iJ 械のブロジ工クト!\1INCS

UIIにても，マルチメディア/1刊にのirJf"先と教育のあり }jの似j"先を行っていゐ υ

集中治療部 U;M;.f;(m・1T:) ;保 健次 郎)

、 ~l-iW~ は，最新の|災球機器と i農 11 な(ì必によって，急'1" 1 の ili:4o'i，也{i'を集中[ドJかつ効

本よく治療することを職務としており，その~i"i態 IL~I型と治療に!!)Jする研究を臨床に

直結させてわっているの主なものは，心臓・食迫.IJF臓手術後やoJi:抗熱傷.HklÍl ljil~ 

辺、何におけるストレスホルモンの変動並びに免疫化、終気管ムJえを用いたIJH臓移M

.食道切除後のl呼吸出合併品;のf-I均.HI(liIU;!-' .多臓器不全にj，jする各種lill治浄化法.

などに閲するirJI究である。

デイケア診療部(部長(1iHT:l -:_I;J功峰)

精神疾jt. ことに精神分裂いjを中心とするいわゆる '1人llA:ltl:J精神病や，人裕

階:古」は.その生物学的成凶はともかくとして.市i.j態それ自身の jUJUI~態としては

社会的人間関係の術用以外のなにものでもなし凡したがって精神障害のif1械に|祭し
ては.中相互神粁系に{乍月jする li'J精神薬検i~: と並んで. ，也、-/'i-の+1会1M')"tfないし社会へ

の参入を援助することが恥;裂な意味をもっο 「デイケア療i:bはそのー・球をなすも

のであって. ':l¥，-/'iーは"~間は米|犯して地設でのプログラムに沿った'Li，~ーに参加l し.W

ff¥Jは帰宅して家bkゃ地域社会で生活する。当デイケア診械古fSは，、ドJ&:Jt年にl到広大

学としては最初に l没i附されたもので. f災自Ili (助手).作業療iLi:.ofI"J集1:.臨床心

理史上からなるスタソフカえ約201ノlのj41、おー(主として精神';J-~~~i).i) の治僚に 711 ってい

る。今後，精神|燈答者ーの社会復帰の必製↑ノ'tのI明大と共に，デイケアの果たすべき役

割は.ili:裂となるので，さらにその治療的立義をrlJ-J維にしていくことがl深起である。

光学医療診療部(部長Wj:1壬) 千葉 勉)

当診療部は消化器疾YC、の内視鏡による検査・治療をJ/!当する部門として平成3年

度に検査部から独立した。内視鏡に閲する日本の業績は国際的に高く計id!iされてい

るが，国立大学で独立した部門として認められたのは京都大学が最初である。 病院

の診療部門として最高レベルの検査を行いつつ 教育病院として忠者の釘JI!となら

ない範凶で診療各科の若手医師iに研修の場を提供し院外の医師にも提供している。

視て診断する時代から内視鏡を使って何かをする時代になっているが，内視鋭的治

療はもちろんのこと，病気の成り立ちゃ生理学的な研究を行う道}J_-ともなってきて

いる。当部門では新しい研究分野の開発，新しい治療対象・治療法の開発が行われ，

そのための機器の開発も行われている。可観光線以外の光・波を使用しての診断・

治療に貢献する目的が部門の名称に示されている。消化管の早期癌の診断及び内視



k''f: I~)し医学研究科. I民宇都 247 

i~による治療に WJ しては l人j外をリードする般尚水市にある J さらに ht近ではノLt~総l

手践を斤jしヨたj宣レ;(，';:的な怜村も手がけている υ

総合診療部(教托 1'1，¥31二次矢)

総合診療における i:たるliJ!究分野は. 1い医う宍仰ミ羽4療奈のイ仇f効↑v門門'1午lo牛と効咋不:い叩'/"性/"ザ
の健E康長上の何州船;;P咋車科枯f山j(ω(]川川1川川11川l叫tc∞O日meり)をh紋主A大」にすると ]子二il湖l!IJ;さされるn診会斜1棟崇行Z為bのi決丸定' ー骨文診療に

おける医r.ili)皆、一行'WJ1系や心:f1Ji. rI会的安凶. j命照的安凶の，ft:'良一'1"1.の正HIHi.外米診療の

場におけるイl効'/"1の!士山、臨床教育方位、のIJf.J発と許制，などに大別される ω

当総合診療ilじでは，これら 4分野の研究iiIi域を渦jM無くカバーする研究態勢を整

えるべく鋭意努力rl'である υ いずれの分野についても，科学的な目、|仙iに耐える質の

高い臨床研究を行うために必幻とされる臨l示疫学と決断利学を派く卵白干し!日本的な

研究テーマに)，t::・肘できるよう，教不全体としてのlrx継lみをねっているο

教育lfrrでは， 主としてメデイカルインタビューや必然手技，臨床疫学的l論理に本

づく臨床判断・決断のf1:んー(し、わゆる evidcnce.based m('dicine)などについて学4ーや

砂f修|宍カf効?+~的に'予刊できるようなプログラムを1'uえしている ο

薬剤部(教 民乾 賢・)

薬剤部における liJr究|竹谷は，薬物治療法の合理的 z没，]/とその某礎となる:~物体|付

動態の制御機構解明がl↓1心である。その範l井|は，抗生物質 í的環 a~ifì療薬，生別li丹

'性ペプチド. ~iLN7i 斉 IJ等を I、I 象として. lji自ffi細胞膜j;庁長細胞，分子'j:_物学的子i去を

用いた薬物の細胞11民輸送，輸送体の構造・機能，細胞毒性，レセプターとの村Ih.作

用解析等のミクロレベルから，動物.ヒトでの薬物体内動態と柴坪!効果の相関解析

等のマクロレベルにわたり，特に病態との関:iilitl:が多I(Jf的に追求されているο また，

薬物.uIL中濃度モニタリングに悲づく忠{';.個別のや.適投与設計やポピュレーションフ

ァーマコキネティクス解析(忠者i手集問における薬物動態の統計解析)による薬物

動態の変動家:凶の解明等，医療に

直結した研究も診療科と共liiJで進

められている。これらの成果は，

薬物療法に関する本礎的研究と治

棟へのフィードパックを目的とす

る医療薬剤学:の確かな本総となり

つつある。

世界で初めて臓器移植に顕微鏡手術の導入
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8 大学院薬学研究科・薬学部

A. 大学院薬学研究干:[・北ヴ:古1;の概要

薬は疾病の]~1坊，必ItIf7えび治療を目的とする tf効'1'1:と'ム:-'j'，:，["1とを絞ね備えた物質

であり，築学は薬を百IJ裂し薬をとおして病気から人々の生命を守り，健康を保全

することを日除とする総合科学であるつ

「薬」という概念は， ft'J:.i，号に術析して非常に永い謄!とを持つが，科学的知識に

本づいて薬をfilJi) 11'，す ftliJ薬」とし寸概念の府史は似し近代薬学の朕!とは-'r.tU:紀

にも達していない。それにもかかわらず近代薬学はすでに数多くの成果を挙げてき

たJ そのひとつは， fJL'I:牧!買を中心とする化学1奈it斉IJを111:にもたらしたことである u

これによって，結核，赤1ゆ11， コレラなどの外l刈tH'丸山、から多くの人々のfJ:.命が政わ

れたい今日では人々の r;.!J心は jl~ くなってきているが，これらの病気が大きな脅威で

あったns代はわずか30-40年前のことである。

ある織の病気に付する子|訪，ifi械が光夫すれは、'他の病気に焦点が当てられる O

.fJI{(最も悶心が高まっている病気は4仏心臓病， JJi;j決忠，老年iiI.)などの内l刈↑'1=良也

である ω 従って，おのずからこれらの4内気に対する薬のおIJ製と適切な使用が，現在

の薬学:における最も主要な，i果也となっている。

体外からの侵入物に!日〔凶する細I'~i感染川の場合よりも.身体の A部の病変に主主づ

く内l刈'門:疾忠の予防，治療薬には，そのイi効性とともに安全性がより厳しく問われ

ることになる。確かに，近年の自然科学，特にバイオサイエンスのj1s広は，こうし

た内凶作j:疾忠に対する科学的知見を深め， また，診断， 予防，治療にイ~.効と考えら

れる物質を数多く見Il'.した。バイオサイエンスの進歩はますます急速になると予想

されるが，薬学にはこの進歩を薬としてのJ，[:;、用に繋げる使命がある。薬としての比、

用には，有効性と安全性とを備える物質の探求のみでなく，それらの物質の斜l製，

生産技術のlilLヒ，さらに，医療現場における投ワー設計，品質管理などに薬学の総合

科学としての叡知が結集されなければならない。現在，薬学は.まさにその真価を

発t軍する時代に入っている。

1 . 沿革

昭和14年 3月30日 医学部に薬品分析化学講座，薬品製造学議時新設

昭和14年 3月31日 医学部に薬学科新設

昭和15年 6月25日 有機薬化学講座新設

昭和15年12月10日 無機薬化学講座新設
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H臼和16年4月1511 '!朱/t';IYj: I~~ 本li' ，泣

H日午1116年12jj 27日 本''?にて托 'j・の学位qJに;JPi学博1:追加

lI{j干1116年12f1 2~ I1 1欠'7:川;，た'γ千:1第I[u1本業式挙行

lIij相24年5tJ:ll ! 1 $JiililJ点郎大ザ"1世間

Hij和26年4)j 1 ! I 来内IJ学講i'Ii$Ji，立

lIiHIl27年 4月 l!l '1:.物:~品化学，ij\~l<ii新 ii立

IIli和28年 4}J 1 11 ，;(郡大学大?J比に梨学研究科薬学専攻設Iì~:

Hff和28年 4jJ 7 1 I 大学院柴"tiiJ!究手HJ!.担制定

U~j和29 .'rf 4 JJ I 11 1'<字情1;1人jに1'1・機微話〉己主分析総合研究施ii立設耐

Uij初35.'rf4月1II ，~学 I\~:I~ (柴/'j:利) ，没[汗

11日和35年 4Jj 1 II J'k"?NI;の来品分析化学，，ILIA製造年有十従来化学.無機柴化学，

'1:.'.来学，業向l1"t.'1:.物業品化学の作14位I<iそを11tIf'，し.薬学日1;に柴

品分析学，薬品製造学.有機業化学，無機業化学. :1:築学，薬

斉11"/=. ノu句集品化学の各議!中:を$Ji，i!1: 

IIfi和35年 4月1lJ イj'機微1.1:J己素分析総合研究施11立をそ余'予;}I;I付に附[打

1111和35年 4月12li 楽~}:: .~\同日日制定

E11和36年 4Jj I I1 製薬化学科新1没

Uii和36年 4}J 1 H 薬用刷物化学識1<i~$Ji ，1立

Efi手[137年 4JJ 1 fj 1i.: ，¥ ，'d乍nJ学講Hモ，築，'，!， 1>'#・，.1枠内新fi2

昭和38年 4月11 j 楽品物足化よ?t議内 1守j'Ht学講川UJi，没
UH和39年 4月1fJ jjj(，身、)'j，t薬品化学議l<iiiJiI泣

昭和40年 4月1LI ，~学研究科製薬化守:専攻設[目.

lI{i和4]年 4月1[1 'JiSi，{d'1月17:i品開を薬理学議I<Hに. '1:.物薬品化学識附を生物化学

;溝!れに改f~;

昭和48年 4月]2日 薬学部附属薬用捕物園設l宵

昭和62年 5月21日 薬品t:学講14~ を微生物薬品学講陪に改称

平成 5年 4月1日 薬q:{iJf究科に情報薬学講!従(薬学科無機茶化学講燃を振替). 

分子作用制御学講時(新設).遺伝子薬品学講W(新設)を慕

幹講J伝とし，病態機能分析学，動態制御システム薬剤学，生

物有機化学(化学研究所)， '1-:体機能化学: (化学研究所J. 医

療薬剤学(医学部附属病院)の各講砲を協力講陀とする薬dill

作用制御システム専攻修士課程(独立専攻)設置

平成 7年 4月 1日 薬学研究科薬品作用制御システム専攻(独立専攻)に博士課程

設置
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、¥ZI反 9{r4~Jl 日 集'γ:/1)¥党干1..JtU''/: 1，'/ Jに裂、'Âlifヒ'}:"I，り 1えを I~& し， (iIJ集干¥-'下叩JX:， '1'. 

品T来利子:'，ljJ丸医療薬干:ト学 hL1i文を 11止[凡 :~I、?/'i!J'-.\tーや利，製薬 ft

，、/:1" 1 を 11& し Krè~{i"_'主i"t干 1- を I没 i円

4UJ:自¥1は， 11日干1111年 (1939)，最初の介IJ)(:化学療法斉IJであるサルファ削がii:目さ

れ始めたば{に， r災'γ:出来ー'γ不|として県jilli分1'1I'fヒザ 薬品製造三?， 1ft従ょ県;ー化学， 無

機茶化/f:. I生Lシ，薬足来j学の 5，講;溝持川州4でで、発iμiιiしたiり) 、巧I円i刊R昨年ι 薬築物が t巾τ+恨}民.~~本三!皮主カか、ら化 '1子f

!戊主し薬桑学でで、は化学合!成戊ιχ入に;然物カか、らの干有{宇切勾効Jμ}成￡分のf抽i山ull山lハ1 と f構能j造立 i此jた，~:定ιj及止ぴ化学物質の

純!皮主十倹食1定iじ:のための教干脊ì，研究の光尖がもっとも .iR嬰抗されていたり~::品、て， lI(j和26，

27年に業所IJ"f: 及びバイオサイエンスとしての生物薬品化学i満 J4i~7'J{*Jr d立され，総合科

学としての薬学の教育.研究体制が強化された。 IIlj手1135年 (1960) には，薬学自¥1とし

て独なしたのにf下って，講!恨のI札I2.変史を行い.薬'予科 7，溝Ht 製薬化/'f:科6;品

川4の2学科13，:持)<jえとなったが，その後，平成 5年(1993) 大学!日{iJf究干|の改品Ilに伴

って学部品Il織の -;¥:rl，fH:JHi成を行い， 薬学干'1-5議Hι. 製;薬菜イ化ヒ学干科、千ト()，講;北存ド川州lド4の2'♂学、

!川附4乍fι;市制制骨倒刷|リl をとるに?千fヤ~つたο さらに， 半1&9年 (1997) ， 大学院量点化に1'1'って， 学部組織

も変.~され i足米の栄学科，製来化学科の2'、;:科を統合して新たに総合築学干|の l

学宇|ー市IJとし，学部講時は!経lトーされたυ -jj， 大学院薬学研究科においては，従米の

3 l，、_l，[r文18，蒋Hそ(うち 3I~梓wは協));満昨J が，新たに 3 専攻 8 講Hモ22分野f(こ改キIl され
-1-. 
，~ 仁、

これによって，薬学部は従米の学部を中心とする組織から，大学院を中心とする

キn*訟へと移行し，教i:1t "l ;~ir， 7'J、ら研究科の所属となり，学部教ffをj配wすることに

なった。

教職員数

('Î!l父91ド9}j1 LI JjL{t:J 

B.学部教育

1 . 概要

本学部の学部学生(定員 1学年80名)は，一般教養から専門教育へとなめらか

に進行することを考慮して，最初の 2年間は主として一般教育科目及び専門慕礎科

目の教育を受け， 3年次より専門教育を受けることになっている。



1， .._.，般教育干HI

一般教育科目として.全Ij!:共

通科目 A群(人文・十l'会干1・I}:系)

科目， liiJ R群(自然利/'f:系)干|

目， 1白JC群(外[王!日!r)科目を i，
として 1-2年次に'壬，;持するけ

これらの中には，来;;:i''il;が指定

した科目が什まれるけ(小業必

要単.位数:62) 

2，専門某{礎教育干!日

専門落礎教'fHlflは築学のの

門教育を受けるトーで本健となる
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薬用植物園

科目であり，薬学部が提供する l溝義および実科干:j-~j が合まれる。(守トー業必攻~1j1， f次数

: 28) 

3，専門教育利 t1 

薬学のWtJl]似域における似めて市反な科tlであり，余白IJr.iljl~1家試験受験資怖にも

関わる講義および'だ仰がffまれる。(卒業必要市，f!/.数:34) 

4 ，研究本般教育科~j 

薬学研究や臨床薬ザ:の専門を折litJした高度専門教育科目であり， 4年次に大学院

研究科の各分野に配属し少人数に別れて行われる特別実科が合まれる。(字業必要

単位数:18) 

薬学部は薬学の{iJf究fi'， 技術fi'並びに薬剤師として必姿な基礎理論及び専門校術

情報処理施設

を専攻する学部であるので，

専門教育はその目的に沿って

行われる。専門教育は，講義，

実宵及ぴ特別尖刊からなって

いる。薬学部は従米から講義

を通じて薬I~f:の専門知識を修

得するとともに，実宵を通じ

てそれを身につけることを手.

視しており， 3年次は午前を

講義に，午後を定例にあて，

4年次の前半は午前を講義，

午後を特別実狩とし，後'1'，は
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午前，午後とも特別尖tfとする組織的なカリキュラムを翁lんでいる。

講義

大学院築学研究科に属する教'i.'fによる各専門分野fに関述する 1~'lJ:A を中心とし.こ

れに，学部外の非常勤講日iliによる講義を加えている u

学部講義の全科目数は50であり，そのうち. 12科目が必~!'i科 tl. 22干1.1dが選択必

須科目，残りが選択科目である。総合科学としての業学教育の特徴をノ1:.かすため，

講義時間割は全科目を受講できるように編成されている。

実習・特別実習

3年次求まで，各専門分野の基礎実宵を全員に版修させる u 続いて.最終学年の

4月下旬から特別実習に入る。特別実習では，学音Ij学'1:は大学院研究科に合まれる

研究分野(一夫 2参HH)及び薬用植物園に分かれ. .j"ll当教"r-'fの指導ドに，各専門分野

における特定のテーマについて研究実験を行う。特別実刊は，議義や実例で修得し

た知識に加え，マンツーマンレベルの指導を通じて薬学の高度な研究の..'1出を修得

することにより.研究能}Jを主主うことを目的とした草裂な干ltjである。

2.学生の進路

動物用 SPECT装置

J今.業生の大'1'ーが大学院に進

学し，残りカf就職の道を選ん

でいる。 学部卒業生の就職先

は主に，大学.l剥公立制究所，

't'0t.企業，医療機関などの

築学並びにそれに関連する分

野であり，教fU'I"，研究?I".

技術者として活躍している。

その中でも，製薬会社，化学

系企業へ就職する学生がもっ

とも多い。なお本学部の卒業

生には，薬剤師国家試験(年

l回3月下旬ー 4月上旬に実施)の受験資格が与えられている。

C. 大学院薬学研究科

1 .概要

大学院薬学研究科には創薬科学専攻，生命薬科学専攻及び医療薬科学専攻の3専
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攻 8議出26分 野(4協}J分野をffむ)がI没[抗Lされている。(火 2参!W

倉l薬科学専攻における生物有機化学と 'Lι7薬科学専攻における生体機能化学およ

び腫場ウイルス薬lll17'はそれぞれ化学州究所有機合成本健研究('I[;["1. ['iJM究所'Lff

反応設計研究部門およびウイルス研究所ガンウイルス研究部["Jに，また医療~科マ:

専攻の医療茶斉l伴:は附属病院薬剤 N[í にI，~している。

本研究科で、はfl)年 9Jl L iJjにも!年度の入学.fi'のj草枕試験を行っている。入学:朽ーは

全国の国公私。:の集系大学，学自[iからの人うた.fi'を合め，約7υ?"(平成8年度)であ

る。

専攻分野は，入学.fiのlIi別11([杭と選抜試験の成績とにより. Mf究科会議で決定さ

れる。 l専攻分野のJ[:(谷人日は 1;f:ifあたり数名であり，作専攻利 11への入学 4打数

カ斗「寄らないように配Mまされている。

薬学研究科(大講座制)専攻分野・研究領域一覧

専 攻 れ | 大 講 I'ii?" I 専攻分~'j' . !i)f究官lh~
薬 品 イf機製造学

(i 1，)(:化
集 I~III ftlj 製 化 小 |

来品分 r化(/:

-応 lifl 資源'[:

|弘、品機能的干相i'I 
来:lllI 機能統制1'/' [ 

|薬品物門学
t!!j 来 .1'1 

，、"，， 
3、

Y
J
I
v
a
u
F
3
 

造

析
ι
A
q
d
 

L
か
1

i

1

 

H
刊
恥
町

f
能

来

、

t
J
1
 

ノ
J

'

Mれ
ド

ψ
作
川

1
川
白
川
町

M
品

市

制

択

製

"
r

・'
凡
7
A

b
h
川製止

k

(イーl一一徒一話'，k"-1f'ぷiT-H一時一汗玩 Jビ示ー

[ ，主 イ休* ';分} .r IL訟~. ，{識哉 ~'i 

'1保1:. 1休* ';分j" r来朱 学 | う分;'- r '分i 体 L応~~ ?衿終?干，}:: 

|分 rf被 'j:. 物学

|中体機能解析学

生命薬 科;:: I 生体機能築学|遺 b、 f 議 ~7
[ I!:. J:lj! 活性制御 ~7~

[ ，主 f本 f宵幸A iIllJ 1官1I 'f: 
'1:. 1，本 'I't';報集 f・|

|神経機能 ili!J 御ヴ:

('J: 体機能化学) I生体機能化午

|薬品動態制御'件

当still動態医療薬学|薬品作川解析学

|環 境薬 品制 御学

医療薬科学 I I病態機能分析学

11kj 態 機能解析学|病態情報楽学

|阪療薬:fTf!戸

(医療薬剤l 学) [医療薬剤学

{注) 大講泌名欄の( )書きは，協力講雌を示す。
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人ご?j:';l';':'1は仔 1，ljJ文分野で¥それぞれの専門飢域の研究深紅iについて研究を行う o

_!(:/:W，(C はr'::j)主な 1J、礎的 lì~ ))とともに.個々の知識を総合化し全体をとらえ得る

J)を身につけることがnm与されているο

lrUi:. ，市外lfilからのAJY-院県S'r:1iJf究干|への印字ソ1:がWI1JIIしている υ 本研究科は学

}) ， ;A!j~!に ft附したものを定 ìl の枠外で受け入れている。薬学:における学部の修学年

散は本n と品外1I'lとの II~ で十tl庄があり.後者ではほとんどカ" 5年又は 6年制をとっ

ている この付Ij主は，大学院のiii学生に関する|決り現段階では大きな問題とはなっ

ていないが， '}:i}l~学 '1 は勿 11命，大学院学生においても.今後 lKJ際交流が出発化する

にしたがって問題となるI場合も予想されるο

2.大学院学生の進路

修 1: ，:~f'I!jl事 f 釘の約 3 分の l が陣1:後JlJLi泉佐に進学し，伐りが);ij[:~i裁を選んでいる 0

fl~ f:.j'Hf. jl~ f (';.の就職先は，主として製薬会社あるいは化学系企業の研究川である。

|噂上伶!則凍Wjl~ ff'iは大ヴ'やI正W<t:研究所への就職の比率が高くなっているが，最

近では，企業への就職が多くなる似iJi'Jがみられる。

D.研究の羽状

近年，自然科学では，専門分野の細分化が進み.特定の研究官Il域をN象とした奥

深いiilf允がfdコれる一ーJj.学際ilfi域のliJf究もit市-発になってきた。このftfili'Jは薬学に

おいても l'iJl是である J しかし薬学は，生物活性をfJする物質を人体にjl(1完投ワーする

ことを H 的としてll~ 1) 扱う唯一ーの)，~凋化学であるから，薬学研究では，細分化され

た諸専門分野での研究成果が I京IJ薬」すなわち，疾病の予防診断，治療，健康

の保令に恨めて有効でかつ十分な安全性を備えており，社会的要請に!必えられる物

質を科学的知識に悲づいて創製，生産し，かつ適用することに統合される点に大き

な特i殺をもっている。

以下に，各議l取の研究の現状を紹介する。

I 創薬科学専攻

薬品創製化学講座

薬品有機製造学分野(教綬藤井信孝，助教授 大高 主主，講 ~ìfi 玉村符和)

当分野の主な研究項目は，ペプチド・蛋白質化学，有機合成化学，及び医薬品化

学である J JL体的には，ペプチド・蛋白質の化学合成の高効率化を目的とした新手

法の開発と応用に関する研究，非水解性ペプチド等価体の立体選択的合成研究，細

胞内シグナル伝達阻害剤としてのフォスファターゼ抵抗性リン酸化ペプチド等価体



大，]・ l:í(~if:M究科・~~'?剖; 255 

の合成研究をわーっている υ また.これらの)，t~悦jiij 究を応用して，抗ウイルス t!:ペプ

チドや抗服場性ペプチド等の生体内機能'1ヅ|ペプチドの構造ili'l"j材l関附究，ペプチド

リード医薬品の分 C-，出n'jiJf究及び化学fT成1iJI冗を以問中である。

薬品合成化学分野(教崎市|品;J i青.助教托飯田彰，助手長|品H~ 夫)

高いレベルのイ~.機合成化学力 iL.i命の開拓と 'L休止、終分子の生物有機化学を志 lílJ

し，触媒的不所合成lil，ì:.の Il_Q: .~n ・開拓と分子高的基礎の構築， :Lf;f応終;分子の合成

と生物有機化学，天然生物i川t分f-の琵凡と機能発mの化学，分子"tJ訟を悲位とす

る分子の高次構造制御化午九に挑戦しているけ

薬品分子化学分野(教ほ J~i宗俊日I~，助手柳[[IJ令f-)

種々の金属 y己主の特性を i百かして.イi機会属化合物を，~H史した析しく， 尚効ヰ:で

しかも高選択的な[えI.~;，また 1f機会以化合物を!iJし、たイj 用な化合物合成のための異

性化の反応についても開発的「先を進めている。

生理活性を持つ天然有機化合物(ペプチド，抗生物質など)をモデルとして，そ

の構造の一部を合理的な rl!.t l~lのもとに制lみ f}え.より目性の強い，また毒性の11'\:い

化合物の効率的な合成についても研究を進めている ο

薬品資源学分野(数民 本多義U{j， WJ r 伊藤美一千総)

薬用植物と生薬の資源，生M.薬効に閲する研究を行っている。特に. (1)薬Hl

fi~物カf持つ特異成分の '1'.合成能とそれに関係する酵~l~遺伝子や剖節凶子の解明， (2) 

成分変異を生みだすj宣伝的多様性の研究， (3) iJr天然薬物資i販の開発を [jmした，

内外の天然薬物資源の探索と ;i'ド佃i.'任L二.物i的丹斤川，↑竹I
薬品機能統御学講座

薬品機能解析学分野(教J乏 中川!!日l其，助教托池川明正)

医薬品，生体物質及びその関連物質の分析に安求される高選択的高感度定量法jp.

ぴに精奮分離分析i去の fl日発に関わる本礎的研究及ぴその1.~、用研究を行っている U ま

た，医薬品の布効性・安全性のliljl-..毒性の特減に関連して，薬物代議I及び薬物動

態に関する研究をわっている。また，医薬品及び生理的性物質と生体との相1l.1HtJ
例えばタンパク結合の解析及びその:何本選択ttに関する研究を行っている。対象と

しては，種々の光学活性体薬物や生理活性物質などを取り上げ，新しい試薬，反応，

装置，方法を考案し，上記の研究に活用している。

薬品物性学分野(助教J受松崎勝巳，助手青木宏光)

細胞膜などの生体超分子集合体は物質の分離，透過，輸送，可浴化，情報伝達.

反応場の提供など多様な機能を持っている，本分野では， ミセル，リポソームとペ

プチド，タンパク質，及び薬物との相五作用を熱力学的，分光学的及ぴ、決!.i(li化学的

手法を用いて解明し，これに基づき膜機能変化，ペプチドの抗繭メカニズム，さら



256 2 {;" /f:古1;と大学院

に DDSなどの築学的]，Ut36Jf究をも行っている。

薬品製剤設計学講座

薬品分子構造学分野(教綬 多質 i低助教-1'1 松本治，説。rli 三輪穿;(，'，i) 

版業品の分子~Ez~H を目的とする構造凶作州問研究の某伐として，生体、並びに薬物

分子のな体構造とそれらの分 f問中H1(.作用の研究をおこなっている。各種生理的↑4

化合物や受符体蛋白質の X線解析など各種実験11;による次Je構造決定の研究.コ

ンピュータ一分子シミュレーション化合物データベースの検宗法の|出発などの構造

ili'l年十tl 関のための情報処理の州究，さらには X 線・中性子市~~[iJJ折)~験と量子化学・

分[-}Jザ:;jl一特によるi円iI''I:分子の電 r-レベルでの精街角:(:析の研究などをおこなってい

る。

製剤機能解析学分野(教民 半田村民I~，助教ほ !日廿l義弘)

本分野j'では脂質分子集介{札特にlfi.分子股エマルション， 2分子股 1)ポソームや

ミセルとプラズマアポリポ蛋白質の選択的結合'1"1:.構造形成を界liri化学および分光

学的手法で解明し，その自IJ薬へのJ.e:、用を研究している。また街々のナトリウムチャ

ンネルブロッカーを取り i二げ，脳卒中， )Ji<i傾定等のほIIll-t'j:)Ji<i疾忠治療業の新規開発

:-tH行してiilf'先を行っている。

製剤素材学分野(助教段 田中東雄，助手 米海倣太郎)

医薬品製剤の有効'1'1=と安全性を高めるためには，新しいl欠集品の探索だけでなく，

機能性新素材を活用して，製剤l自jからその効果の改持と品質のli'jLを追求すること

が似めて泣妥と考えられる。特に，近年ii:日を集めている遺伝子治療の実現には，

U IYJj宣伝子の人為的導入.機能発税制御， 'Lf本適)，[:/1"1ーなと:多くのJ~:裂な製剤j的課

題を解決する必要があり，商品質で信頼性の高い遺伝子製剤の設立|と開発に関する

細胞治療学的研究を企i由iしている。

E 生命薬科学専攻

生体分子薬学講座

生体分子認識学分野(教綬 川部敏祐，助教J受 |判 ~ð') 

本分野は生化学と分子生物学を基礎として ヒトを合む、高等動物の示す生命現象

を分チ，細胞のレベルで理解することを研究の第一義の目株とし，あわせて，がん

や自己免疫病のような難病の診断や治療に役立つ医薬品の創製をも目指して次のよ

うな研究を行っている。(1)新しい生体防御国チとしての血清レクチンの生体内で

の役割に関する研究。 (2)神経団路形成における糖鎖の役割に関する研究。 (3)免疫

系細胞における糖鎖の役割に関する研究。 (4)マクロファージの生理機能に関する

研究。 (5)新規プロテイソキナーゼの生理的役割に関する研究。
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分子微生物学分野(教托 j口J{j"UJJi弘助教ほ ìl支部Hi~. 助手栃合lζ 丈)

1殻生物!には保々なものカfあるカ丸 、月分野では. lílJt申定判午ウイルス(特に 1E}':'~I~j ウ

イルス，ヘルペスウイルス)なとーについて，そのll'iMやがj)!;ltT.の仕組み，及び市主

細胞成分(細胞膜，キ1111出竹格，ストレスタンパクなとつとの相互作用に閲する生化

学的，分 f- /L物'干:1'1~iiJf究を行っている υ 最近は.特に各ウイルスタンパクの機能ド

メインの解析に rp:点をi符いているリこのような本iiJti:的な問題と平行して，抗ウイル

ス剤，ワクチン及びj宣伝 f治療mベクターの開発を目指した1.[::，矧的研究も行ってい

る。

生体機能薬学講座

生体機能解析学分野(教民 佐藤公道，助教J受 r*'i 雅文)

本分野における削究の主1I1~は，滞積の '1:.物科学的方法論を駆使して，主として脳

に作用する医薬品の千i効'111と'iz'令'1"1を決定する柴物とそi:体機能との相瓦作用を，分

子からf同体までの祁レベルで明らかにすることにある。現釈の主な研究項目は，鎮

痛薬の作用機構と痛覚形成の物質的来稔.薬物依存及び長期増強現象などの中村正神

経機能可塑的変化の分子機構並びにIJ所内サイトカイン績のf生理・病態生理学的怠義

についての電気'[:.瑚学的・神粁化学的・分 f-'f:物学:的研究である。

遺伝子薬学分野(教ほ伊藤{;1行J:l)J手尼崎窓-) 

分子生物学的手法を恭礎として. '1.1本内情報伝達物質及びその受容体などの構造

や機能を明らかにして，微々な病気の成凶解明，診断，治療に対する手掛かりを伴

ることを目指している 1 具体的には，下記のようなテーマについて研究を行ってい

る。 1)神経栄益作用をもち. Ili石神経系の機能維持に特に重要な役割を果たしてい

ると期待される FGFとその受存体の多様↑生とその生理的;昔、義の解明. 2)生体内

で重要な代謝反Lιと調節しているインスリンファミリーの受存体の多様性とその生

理的意義の解明。

生理活性制御学分野(助教綬小堤保則)

本分野は，種々の生命現象を分子':1:物学的及び細胞生物学的手法を用いて解析す

ることを主要な日的としている。さらに これらの生命現象の人為的制御を通じて，

新しい医薬品の開発を展摂することを目指している。具体的には以下の研究を行っ

ている。

(1)細胞死誘導型免疫抑制剤の作用機構の研究

(2)スフィンゴ糖脂質の持つ生理活性に関する研究

(3)シアル酸分子種の生物学的役割に関する研究
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生体情報薬学講座

生体情報制御学分野(教1'1 d j川 l弘助教段 杉本十三Jt)

研究のi:ll民は，細胞や組織が凶イlーの機能を発現し，外界の中Ijil)~ rこ!心、終しながら/主

体のれ常利:を維持する11ーキIIみについて分子レベルや細胞レベルで総，itし，医薬品の

作用機構を解析するための1基礎知識を作ることである υ 主な研究項目は，炎iJI~やア

レルギーに采裂な肥満細胞でのヒスタミンのrrU!:と分j必機構のiiJf究，プロスタグラ

ンジン受作休の構造と機能の研究， ヒスタミン介!夜間予素とプロスタグランジン受谷

{本欠fHマウスの病fL~解析の1itf究守:である υ

神経機能制御学分野(教1'1: 似作 学)

本分野は.神粁系の情報伝j主機構をflR解するため，分('(:.物学的手法を用いて神

経系の高次機能に関わる操今な'情報伝達分子を明らかにすることを ~j 的とし，以f"

の研究を行っている。

(1 )神科可塑性及ぴ神経伝達物質の遊隊機構の研究

(2)神科系におけるプロスタノイド受存体の細胞F"l'情報伝達機構の研究

(:j)::: ~・体(;;長自質， j正分f-話 G長内買による神経情報伝達の調整機構の研究

E 医療薬科学専攻

薬品動態医療薬学講座

薬品動態制御学分野(教授 橋日i 光，助教ぽ 111下7?;義， U)J予 I阿川元也)

本分野では，薬物の適用に閲する方法論を取りぬう薬剤l学研究の一環として，築

物がヰミぅ託手Jーするi市内を最大限かつ安令に発婦させることを H的に， タンパク買や遺

伝 f医薬品を合む多くの薬物の投ワ方法および、投与形態に関する研究を行ってい

る。特に，薬物の物理化学的性質，体内動態.作用様式.臨床適別条件，投ワーにJL、

丹jJJj能な素材などに関する情報を総合し，体内動態の精¥'1'.'制御をi凶じて適切かっ洗

練された薬物療法の実現をIxlるドラソグデリパリーシステム(薬物送達システム)

の開発に閲する研究に重点を[汚いている。

薬品作用解析学分野(教托 赤池日目紀，助手 前田武彦)

新規薬物の創製と生命現象の解析を日指し，薬物の作用機)'{;の解析，薬物計三伽ii去

の確""Ii.， 新規生体|人j活性物質の探索を行っている。主たる研究課題は，老年採lト)fと，

ノfーキンソン病.虚血性網膜障害等の神経疾患の原因となる神経細胞死の機序と制

御機構の解明である。グルタミン酸， -n変化窒素等の神経細胞死の要凶となる内在

性物質の作用機序， .'}:胎仔血清に合まれる非蛋白性神経保護活性物質の単離と構造

決定，ニコチン性アセチルコリン， ドパミンおよびニューロトロフィンの神経保護

作用に関する研究を進めている。
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環境薬品制御学分野(助教H: !除林政久)

疾病環境における薬物十111日午mを解明し正常環J克との村i追を明らかにするととも

に，疾病環境への選択的移行あるし、はH域境での選択的iSYI化を -'5"1:さしたz診断・治

療薬物の設計を 11指す H体的には， !，hllfILYH失忠組織，腕場組織におけるエネルギ

ー獲得機構の定化やそれらに悶述した遺伝子発現変化等の解明と，それを利閉した

診断・治療薬剤lのIlfJ発をねっている。

病態機能解析学講座

病態機能分析学分野(教托佐治!A郎 ，助教段荒野 A之助手 Horiuchi

Suzuki Kazuko) 

生体での生JA・ノ1:化学機能のl判{象定説解析による脳疾忠，心疾jよしがんの病態の

仕組みの解明と築物作川の動的餅析，またそれを本盤とする州態の特性に基づく機

能性ー凶像診断薬および放射↑'1的機朱ーの告IJ製に関する本礎的，応用的研究，微量全勝;

元素の生体行:Jtlの解明およびそれを本俊とする生埋'ùT，"lt金属銘化合物の自IJ薬M~先を

行っている υ

病態情報薬学分野(数民 尚台:.'f1d，助教')'1: 1111品J i青)

本分野における研究の 11的は，薬物動態学的手法に!t子づ、き医薬品の生体I"'J動態す

なわち吸収，分布.代議L:tJhllトに|対する情報を体系化し 払j態時を合めヒトにおけ

る薬物投?を最適化するために必要な})I;t;"命を確抗することにあるけ現在は，薬物

の血液ーlJi'i関門透過性の速度命的解析とその改持に閲する研究，分 (-'1:物学的手法

を利用した薬物代謝僻点の機能解析にI刻する研究 コンビューター解析に法づいた

消化計， Mj臓における/"j刈薬物動態の解析に関する研究などをねっている ο

医療薬理学分野(助教岳 会 f凶行J)

神経細胞のシナプスにおける'情報伝達およびその調節機構を明らかにするため

に，カルシウムÌik人機Jî吋)t[~ ìÍW:伝達物質受谷体の機能を分子薬理学的あるいは1E気

生理学的に研究している。また，生命利学の諸市;Si域で用いられる学術}刊紙について

データベースを作成し，各陣rttf-j!"tl'舎を編纂している。詳細は， http://-4 11 

pharm. kyoto.u. ac. jjコ/index.j.htmlにて-tt.j，j;している。

E. ~付属施設

薬用植物園

薬用植物は生薬並びに医薬品原料として利用されてきたが，その毛:袋性は環Jt~彼

壌iの進行する昨今かえって増大している。本国は学生のejf地教育のためのは本国で

あると共に薬用遺伝子資源確保のため，国内外の野外調査により収集した捕物の系

統保存的栽培をおこなってしミる。
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有機微量元素分析総合研究施設

勺他lttはIl{jfll~9:ド 119 :i t) !)jにI121Ff以米，本学学;i'f，・研究liJj'や，他大学及び民

1II11i1f究院f'Jjからのを，ib己主分析に止、じ， ;付申電子機25 を .~I.<f吏して，新物質の合成・

化J主的 i主 Wlf'j' に必安なデーケを舵f!tする li)f先立;従業務を行ってきた。そのlI~j，分析

すゐ 1じ-j'Eのtll、たに絡め， JJl {J:では，炭素，水素，宅12，円安素.悦黄，ハロゲン， リ

/，ソ ，lミの微ld分析を fiい， :I'-tltl処f1tt倹{本数は約9.000件に及んでいる。

そのほか1titi 分析本 If大 1じ， ~j/土日I}Jfl. t支鋭気共鳴スベクトル宅， X線開析装置2E，

l江(ス l~' シ jt~t'}スペクトル u;5. 泡 f必!微鏡本. レーザーラマンスベクトル宗，動物

か'Jft弘ラシオアイトソープう叶ソ丈tl 施112， i政品集.fI!! ìr~"lt物質分析ネ，情報処理教

育センヤ一端本本，実験排水処用施設等が設[荷されている。さらに，特殊実験宗と

して， flLlrrt実験不 i作4!HJ!iI'I ¥本，終イ主実験守ごなどを備えている。

なお.本学(~:，;の I'~I 汚水には，内外の柴学院j係問書とともに，貴手Jな和漢本草書が

多数{民1"';;されている、、
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9 大学院工学研究科・工学部

A. 大学院T学研究科・工学部の概1t

I 工学の世界

工学すなわちエンジニアリングとは，人々の望み(ニーズ)を満足させるために，

それまでになかったイ~. )f~ ・無形のものをfl: i) IHす技術であると定義することができ

ょう。大背の素朴な迫Jl.の考案も L学であるし，現代のハイテクと呼ばれている種

々の製品・装問や先端比術もJ:学の成東ーである。この間，1:学は，人々の暮しと深

し晴、かわり合いを持ちながら，人間の生活ーを支える基盤として発反してきた。特に，

昭和30年代の高度成長期以降の L業の;t!;民は liざましく，それだけ r:学と人々のlf:_

活との関係は緊滑なものになってきている。そして，現在:の我々の日常生活が工学

と切り離しては考えられないと汁うだけではなく，技術革新によるL学の成果がそ

のときの社会の仕組みや人々のものの考え万にも大きな影響を及ぼすまでにF.って

し、ると百えよう。このような流れの中で， 1:学は，バイオテクノロジーにみられる

生物学との融和や，ハイテク医療システムにみられる医学との融合など，自然科学

の諸分野との有機的なj主傍は勿論.千|会科学:や人丈科学との結び付きなど，学際的

な広がりをもった幅広しピ手間体系に発反している。

本学工学部は.このような L学進民の一司裂を判い， さらに指導的役割を果たしな

がら発展してきた。そして，本 L学部'引ム現化の，地球規僕で早急に取り組むべ

き多くの問題.例えば，環境保護の視点からの配慮を取り入れた L学のあり方，資

源やエネルギー不足への士れふ資源再利用や成楽物処理の問題等々の中で，*るべ

き新しい世紀に/ilJかつての r学の安を考えながら，人々のより豊かでゆとりある生

i舌の創造を目指して，たゆみない研究努))が続けられている。

E 沿 革

明治30年(l897) 6月，本学が京都帝国大学として創設され，その分科大学の←品

つである理 r科大学が， liiJ年9月，土木 r学科・機械 r学科の 2学科で開学した。

これが現在の京都大学 L学部の前身である。そして，明治31年(1898)，新たに 3

学科が開設された。大正 3年(1914) には，理工科大学が理科大学とr:科大学に分

離され，さらに大正 8年(1919)，分科大学の制度は学部制に改められ，:1:科大学

は工学部と呼ばれるようになった。当時 工学部は 5学科(上記 2学科と製造化学

科，電気工学科，探鉱冶金学科)27講庵であった。そして，戦後，昭和24年(1949)， 
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新制大学に移行し，山首lik''f:.[学自1;となったu その11.¥には， 11'?H (L~( I~";・，機

俄 L学， 1業化学，燃料化'下.化学機械.繊品ff化学 i宜主(r:学，鉱[[1";:，i白金学.

佳築学， ).[::，)tJ物用の件'γ:科) 68講wに-tJJ、大していたο

その後， 11.¥代のiiltれに沿ってさらにいくつかの学科の附設があった。ところで.

学科や大ザ:院匂攻の拓、光や州制は学IHl の j生以という[~からの，立，ιでもって ìlliめられ

るが， HII.¥ーにそれは社企の様々な要請を以l映している ο 1960年代から70{j'.fにのいわ

ゆる高度成l~WJ には ， I)E.~Wから埋1.系.JJdkft-主主成の鋭、光が製品され，凶の科学校

術振興政策も理r:系教育機関に ij:(点が[眠かれていたυ そして.本学i'H)もこのn.¥妙lに

大幅に鋭、大し.このHJj問だけで実に 7学科， 44議内の主ifia止をみた。

1980年代に人って， ~虫 r系令般にわたる I併設のH.T代はー段目存した。その後は，先

端化，学|際化のiiI[れにある 1>f:liJl'究をリードし，次[1上代以仲Jを育成することのでき

る学問の場を発以させることを目的とした大学院独占ー匁攻のぷi荷やii}f究・実験施設

の11主ii'i-等があり，半成 9年 (1997) 4)jのuy，収で、は， L学古1;は 1>"f:の分野のほとん

どを網主催したz5JH攻・ 98;講)，~~， 6'子:科・ 14'手科ti， 3 fi介先・'丈馬食施l泣からなるいー大

な ~'f: 自 lí として j蛍討されるにボっている。

職員数(判記 9年 5tJ 1 IIfJUI:l 

fJ. t!: そ 0) i出

f{ J-i: 助教 ti 、i，'If r.11i J1}J r 教務職L1 'Ji {9) 1: u 
lS7 110 211 13 186 46 

バ152日 ，;[- 24S 

;f，iI- 77 4 ~ぅ

学生数(・['-)え 9'1: S J J 1 [1正IUIJ

E 大学院重点化に向かつての工学部の改組

最近の社会の高度化や経済の発展は，五基盤としての科学技術の高度化と学問分野

の広がりを促し，既存の領域から新たな学問分野への民開や学際領域への進展を必

要としている。このような要請に).i:，;え，工学の更なる進展を図るため，工学部では
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組織を見直し.新しい体制へ移行したり

従来のー[学部は Ijij述のような!が史の流れにmった形で，独自の対象と万i去で分

類された領域ごとに確なされた学間体系を持つ学科で構成され，大学院の各専攻は

学部に基礎を置き i'f:科に fjj:， i立された Jf~で組織されてきた。このような組織では，研

究は主として講内毎に別伽lに行われることになり，既設専攻の枠にとらわれない創

造的・学際的な研究の逆行には必ずしも過しているとは討えず，一方.学生の教育

面については，学科と大学院の専攻がおおむね--~J---に対応しているため，学生に

とっては狭い専門分野の知識を例得するには布利であるが，フレキシプルな教育環

境の中で幅広い幕礎I:学の知識を背得し.多凶i的で高度な能力を4・する人材として

成長する場としては十分な体制とはげえないという欠点を有していた。

このような現状での問!也』在越抵II止i.. 点I

点f化ヒ lにこ向カか、つての改荊組lがj進色められたカが~ その大枠は;次火のようなものであるo

まず，大学院I工l仁:

合め，学術研究の高度化を u指す場とし.教行はすべてr:か研究科(大学院)に所

属するものとするu そして.ノトまでの専攻の枠にとらわれず，共通の幕mtに立つ講

座を統合した有機的な形になるよう専攻を内:編成する。各専攻を構成する講略につ

いて言えば，従来の学部講wの教'，"fよりなる慕幹講wについては.人事の流動化及

び教官聞の研究の連情ーを促進するため大講)~~制とし. さらに，新たに大学院専任議

席.を設荷する。 f走者-は学部は:tl!当せず大学院のみをtI!当する講縦であって，この専

任講座の設置によって，研究1Mでは光端的.Iljj一身:的研究の進民を促し，教育l酎では

博士後期課程の社会人や御学生への講義を合め，広く大学院教育の充実をはかる。

一方，学部は大学院とは切り離した組織とし，大学科制を導入する。すなわち，

従来の23学科を共通したI:学蒸礎を有ーする 6大学科に再編する。各大学科には，学

生の学年の進行に伴って，教育に行r-のコース制を取り入れた大学科目を置く。こ

のような構成にすることによって， • I:ヲ:飢域の広がりに対!ιして必要とされる新た

な共通基礎科目を設定でき，大学院進学の際の専攻の選択の幅が広がるとともに，

広い基礎知識を持ち新分野に柔軟に対応できる人材を養成することができる。

この改組は，平成 5年度 (1993) から始められ，平成 8年度(1996) にI:学部・

工学研究科会体の改組がプ己 fした。次氏に，改組後の全体像を一覧として示すO

N 教育の課程

本学部の教育課程の特徴は.学部はもちろん大学院修士課程あるいは博士後期課

程を含めて一貫して組まれた教育体制(一貫教育体制)にある。

学生は入学選考の段階では，大枠としての大学科の中から志摂学科を選ぶ。これ
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は，学宇|あるいは系学利 iji_伶で選考するf;t~との制度においてはられた世tL.\. すなわ

ち，先端化し広範|件lにわたっている劇作ーの L学の世界についての知識をまだ十分に

は持っていない段|符にある大ザ:志明広ーに，分化の;1tんだJ止でf{学科を選択させるとい

う概瑚を解消することにi!，t¥7.つο 大学科単位で入学した学生は，人立;・社会系科目

や外l長I.ift干|日などの令学共通科11を受成することによって幅!よし、教養を身につける

とともに.将米どの万IIIJに進むことになっても必袋となる共通1t:lilt1)/門科目を修得

するい学年の進行に「ドって.それぞれの段階にJ，i:;， じて，先1'-のコース市Jj (大学科目

市1]) が取り人れられた形で専門科目が-tJt~J之される。学生は， 自分の将米の道を考え

ながら，幅広いカリキュラムの中からフレキシブルに科日を選J尺・ 11引I~ し，多面的

悦野と専門Jt縫能力を何f与することになる。

工学研究科・工学部の構成

f~1 境 L 、? W. J文

環 境 地 球 1:'手 l，tlJ:文

建築学 :呼攻

'1:. i舌主与 |白Ji{: ~j .r文

機械 L i?・ 5、与攻

機 f，t物別 L学 -'N~文

精伴í~ I ~ ~"l ~V 攻

Jl;( ]'絞 L i{: 惇攻

材料 I 学 専 攻

航'/，~ 'j: 'di 

d屯主¥ r 学 専 1文

1屯 f物性 r'{:専攻

i託 f-.ii宣伝 L'''f:専攻

数 f~! L 'f:専攻

↑fi 報 L 学 専 攻

応用システム宇十マ:専攻

材 料イヒヅ:専攻

物質エネルギー化学専攻

分子工学'専攻

尚分 f 化 学事攻

合成・ 生物化学専攻

化学工学専攻

地球 l: :'f:科

i主築''f:科

物 I甲 1: 学科

屯主L屯f- L学科

情報学科

l 業化学科

附属イオン l学実験施設

附属 メ ゾ 材 料 研 究 セ ン タ ー

附属環境質制御研究センター

http://www.kogaku.kyoto-u.ac.jp 
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大学院は官修芸 t七z深位とI博専;士士{後変}則U制];諜i深果刺干程Eカか、ら!成蕊る υ 修修e上上:ii深線制干程宇は' より県門化した科tlを

学修し，研究能JJを育成・訓練することを主な目的としており，博-t:後JYJil制下は独

創的な研究を行って L学の進民に7寄与し.将来大ザ:や研究機関 ~~I~;で教育・!i)f究に機

わる人材を養成することを主攻;な ~l lÍ(J としていると甘える。

修士課程については. H;i和24-{f'-(1949)の新制大学院の発足IIS・には募集人nがお

名であったが.大学院単;点化の改来IIがうに f した.fJ~{I:では，定H556r，(ギi戊9年度

募集人員710名)となり，学部定員の約68%に相当する人民が進学している，

11多ま:謀程への;1主'字は学部での暴(~能}Jの育成の土.になって行われ，学自1;での学科

や学省内平等とは切り離して，柔軟に志望専攻を選択することができるu 修士課校の

学生は，より進んだ!.'j-["j科uの講義やセミナーを版修するとともに.講wあるいは

研究室で，教授・助教J受・助手なと・の教行と社会人を合む・博士f変異JJ.l制E大/r:I~;γi ーや

研究!Eなどからなる1l機的なフォーメーションの中で指導を受け，それぞれの'YI"J

分野での特定のテーマについて研究を行い. ~事上論丈の形にまとめあげる。

大学院進学について記しておくべきことの lつにいわゆる「飛ぴ.級」制肢の，);;施

がある。 従米lムザ:古1;4 年・ 11審 l:課.fS~ 2年という就学年1;民制限があり，これがt'll:

後期A果程への進学:計が少ないことの・仏!となっていたように忠われるけ特に優秀な

学生については学部 3年生からの修 h深紅への進学，あるいは修士課程111とでのA

程修[(修土・課程までの 5年 fI教m さらには博土後期j諜位を合めて 7年 -11教

育の制度を取り人れ，有能な学生は鋭い年I以で学伎を取得できるような道を聞くこ

とによって，研究;色欲を刺激し. さらに光尖したM:究を進泌させることができるよ

う考えられている。

修士課程を修 fした学生は.現在は，始、どが企業・日公)j'・研究所等に就職し，

博士f灸期謀程への進学者はあまり多くなく，いわゆる大学の常洞化の危機!惑を'1:_み

出している。このような状況のもとで 新しい世紀における大学をfllう新進研究行

の育成は大きな課題になってし必。

博士学位C1:学)は.新制大学院制度になってから，これまでに4.8別名(千lえ

9年 5月 l日現在)に抵ワ・されてきたが，権威のある審査と助討をわってL、ること

で国際的にも高い評価iを得ている。

V 社会とのつながり

工学部はいろいろな耐で引:会と曾接なつながりをもってし唱。まず，第 aに，尚

等研究機関としての本工学部に属する教古'は，工学の諸分野における専門家として

工学の世界で指導的な役割を果たしていることがあげられる。各教日は，それぞれ

の分野で，不断の研究成果を発表して工学の進展に寄与していることの他.学会i!i



266 2市 'γ:部と大学|況

重力，研究ブロジ 5_ク卜の主嬰メンバーとしてのi百動などを行っている。これらは，

端的には，本学ii同士山がーも~fiJf究行あるいは共/IiJ研究字?として公1<された学術命丈数

が，平成 9年(1997) 3月で， 2，410編.分.)11執筆を合めて学術/:x/さの2一作が113件，

その他，解説・総日}~等が259制とし寸数字からも窺うことができる υ

第二に，高等教育f夜間としての役割，すなわち，将米をmう科学技術{';-の育成が

あげられる。学部省IJ設以米の今;業者は平成9年(1997) 3月で34司535人，大学院修

上課程修[-Kは18司601人に及ぶ。これら学業者・修{名ーは， Lq:と関連の深い各種

製造業はもとより，近年では産業構造の高度化に応えて広し、分野で;8躍している。

1 :学部とー般市民とのつながりはそれほど多くはないが.各種研修会や行政関係

会議で，また，例目IJの機会に講演や助百を行うなど干:j学技術の持jえ・党l廷に努めて

し、る。 L学部独自の催しとしては，市民lilJけの公開講!引をH{{相56年(1981)以来実

施し，平成 9年度は17岡目にあたる υ これまで.各年旬:の総合テーマのもとで， 6 

月-i月に 3-4聞にわたり， 6 -8?"の教日がそれぞれの専門を的かした講演を

行うという形式をとって実施してきており，参加11"iーからH討を得ている。

工学部公開講座

1995 1996 1997 

f~l;~ をヘYる C? 部I十Jを瓦える r:'下
，rlik1'1ーた米をひらく新し

し、しt材料一

ごみ問題とリサイクル 地以と怖 持らしの'f'のJ1;筋コンクリ

(正:;fl 秒、) 1;1主~ t}i，-) ート -ill物・情・析素材一

資金属のリサイクリンウ 者15けj'1'.むTiと交通:持続的苦1;
U!長井 "f:) 

(中!長 Jf苧) 市交通システムの構築にlilJ 快j自な '1'U号を11:える lfli分 [-1

都市環境とデザ、イシ一五(者1$
けて (北村降ー) 新素材 (i事本光ヲ))I 

の都市崇観と建物デザイン 111:界とつながる都市の情報 イオンビームが繰る新材料

についてー (JII崎 ifil インフラーーメテ、イアとし-c のjll:W- (IIIHJ 公)

電池と電気自動車
のインターネァト

マルチメディア社会をひら

(小久見書八)
(夫 i農導I~l

く光エレクトロニクス材料

おいしい水とまずい水
コンピュータによる情報通 (s奈川静雄)

(，;'，1ぎ 功)
fff一実i貨と体験ー

マイクロマシンとマイクロ
(石i見 i~; 1 

材料 (駒井滋dげ'!ID
211世紀のエネルギーを担う

石炭ークリーンに大切に使
歴史都市「京都」の過去・王見

boT:I主術を大きく交革する

うためにー (三浦孝一)
在・未来 (高橋康夫)

超塑性材料 (牧 正志)

者11市生活を支える電気エネ

ルギー (原 武久)
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海外とのつながりについて Iiえば， ;lli挺する国際交流化の中にあって， .1学部で

も，相へい外国人守:.x.， 外国人研修生・研究生，及び大学院学生の数が年々I将加し

ていることが.まず.あげられるのさらに， .1:学部では， I詞|際交流のイ併の光'だの

一環として，外国入学.x.を教日として任用する制度を実施し，まだ数は多くないが.

7名(平成 9.fド5月1U .fJlu:)の外l五|人数J!'¥が1T:則されている。また，外同の大学

との間の年二件l交流についていえば，伊IJえばマレーシア国-'/:大'芋や閏立シンガポール

大学との総合 L'γ:分野における交流では，本学部が拠点となって研究行交流と共同

研究を進めている。 1ーや教育のj1f)l(に閲する同|際協力としては，文部省， 日本学術

振興会あるいは国際協}J事業IJIと述傍をとりながら，海外の学術機関，例えば，イ

ンドネシア科学I~jt，アジア L科大学，ジョモ・ケニヤソタ農 L大学に教官を派遣し，

また先方から研修艮を受け入れている。

外国人研究留学生・学者(刊点 9tl'-!i 1] 1 rI.fJUI:) 

特別聴講'f:'1

9 

特別コース
iiif究fJI7・斗

8 

共同研究者・初へ
しゅト国人研究お

35 

日本の 1:業技術と関連某礎研究への関心が海外において高まるにつれて，工学部

への儲学希?表者は大幅に噌えてきている。このための慣傾的NJ，[::，としてHfi和57年

(1982)に一L学古!日iJF究fA'"f:'j二特別コースが設置された。本コース生は，本学と協定を

結んでいる外国の大学の学生・大学院生から選考される。コースの特徴としては，

英語で、の講義，見学や尖宵， 日本の一L業と丈化の発達についての特別講義などがあ

げられ.平成 9年度(1997) は81'，が受講している。そこでは，共[riJ研究者・や一般

留学生も可能な限り聴講が認められている。このような特別コースや，学生・研究

者の相1f.派遣のため.本学部と交流協定を結んでいる外国の大学・研究機関の-覧

を以下に示す。

工学部と国際交流協定を結んでいる外国の大学

国 1'， 機 !均 名

CANADA THE FAC. OF ENG.. UNIVERSITY OF WATERLOO 
2 CHlNA UNIVERSITY OF SCIENCE AND TECHNOLOGY OF CHINA 
3 CZECH FAC. OF ENG・， CZECH TECHNICAL UNIVERSITY IN PLAGllE 
4 FRANCE INSTITUT NATIONAL POLYTECHNIQUE DE GRENOBLE 

5 FRANCE L'UNIVERSITE PIERRE ET MARIE CURIE (PARIS VI) 
6 GERMANY INST. OF ORGANIC CHEMISTRY. JOHANNES GUTENBERG-l'NI¥'ERISTY. M.¥INZ 
7 KOREA POHANG UNIVERSITY OF SCIENCE AND TECHNOLOGY 

8 KOREA KOREA ADV ANCED INSTlTUTE OF SCIENCE AND TECHNOしOCY
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9 NORW.¥ Y NORWEGL¥N liNIVER1STY 0ドSCIENCE，¥ND TECIINOしO(;YINTNlI) 

10 SING，¥I'ORE ドAじlILTYOF ENG.， NATIONAL IIトHVERSITY0ドSINCAPORE

11 THAILAND FAC. 0ドENG.，CHlILALONGKORN lINl¥'ERSITY 

12 ll. S. A SじHOOL0ドENG"RENSSELAER POL YTECHNlじlN日TITl:n:
13 lI. S. A じりLL.OF ENG.， lINIVERSITY OF TEX，¥S AT AlISTIN 

14 ll， S， A COLL. OF ENC. lIN1¥'ERSlTY OF W入計lINCTON，SL¥TTI.E 

lS lI. S. A じOLL.OF ENG， II N 1 ¥'ER1STY 0ド¥¥'ISCONSIN-MAlllSON 

B. 学科及ぴ専攻の概要

I 地球工学科並びに土木工学専攻，土木システム工学専攻，資源工学専

攻，環境工学専攻，環境地球工学専攻

1.地球工学科友び各専攻の目的と構成

この201H:紀に人類は，科学技術の発以と地球規般の資iW利用とにより，版業と都

rtiの活動をf)1:大・多機化させ.多様な'U百隊式と多くの，目、JL〔の享受を可能ならしめ

た。しかしまた，地域的には都市問題や環境問題を相米し， また地球胤伎には急増

人Ll，南北経済俗芸，資源・エネルギー十川札 j地球部境変化など，多くの問題にff{

iIifしている。これらを克服し.人類の発民を持続可能ならしめ.将:米にわたって安

全・健康で丈化的な生活を約束するために科学技術が来たさねばならぬ使命は依め

て大きい。なかでも， ll: 会続出・資源・環境が不可分の関係にあるJ，l~本的な要素で

あることから r学の分野においては「国土保全と村会法般の整備，資源とエネル

ギーの開発，環境保全と健康保護」の調和ある多機で高度な民間を地域・地球規模

で実現することを目標に，これらを総合的に促えて教7守を行い，手f機的に研究をi正

反させ，は;し、視野と先凡性，砂独、自斜創|りl上川t性I~ヅ

このような目的をj逮主成するため学古剖部rsにおいては'平成7年度」くまで士水系学科 (土

木一L学科，交通土木工学科)，資源工学科，衛生 L学宇|が基本的には倒別に.かっ

環境地球T学(独立)専攻が協かして行ってきた従米の学部教育を改め，平成8年

度からこれらの系・学科を大学科に統合して地球仁学科とし， 4年ー貫教育体系の

もとに刷新した学部大学科教育を開始した。

大学院においては，大学院重点化により上記系・学科の専攻及び環境地球一L学専

攻が平成8年度に再編された。各専攻には，先端的萌芽的研究の促進のための専任

講座，学問の高度化と学際領域の研究促進のために複数分野で構成する慕幹講胞や

協力講座などが設置されているが，土木工学専攻は自然及び社会環境にかかわる問
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)ffiの分析と統f?をわい. IIiILの保令，十|た資本のずl::'k. rlil亡'J:.i/iのli'J1に市 'jする

ことを日的とし，匂if:，i，YiHぇ 1.}，忠んbM1f件;

土木システム 1:心rワ学i戸色匂」攻文は行伺郎|目)，バ山li べやJ地J比~J点&の人 11川l目川iリJ. t自~y:然i~. ~環4来初:υJ岐克を総f介T刊(1的l内りシステ Lム、としてJ把巴

t控屋しL，慕官慌控I焔包，;没止ベや'11せ!μ!&.ツ常ノや刊R町叩11間!H問iりlの{自印削i引引|リli山主へu献することを I1(1内句と し. 'Hir:"荷Hょ 1. )，I~';ií、品

広 3(分野 7J.協)J ，;，\~H': 1 (分肝 6)の構成に. uiJJ;l L'?咋i文はUilJ;l・エネルギーの

社会への安定供給とそのイl効利j川及び(iIJ;むに閲する学四の追求を 11(1なとし，咋iT:.満

H~ 1 ，慕幹講州 2(分野 4)の構成に. f~~J完 I:-:/: 叩攻は人 II\j i，f， !fi)Jと成治・ '1二態系との

関わりを地域・地球HLf児で;1l':i'Lし，位以の似"を.ノ1:.i"，fi J~~}~~ &地球環境の保令に1{1献

することを [1的と し引.ぷ引弘f任モ l誠溝桁!ド附4オ似iれ~: 1し， )応iたじ引i4幹;

!成£に'環境地球 lヴ:咋攻は上本 l学 ill築d下，広uttl:-下なとの惚{i-(I(Jなmwから地

I求日引にの諸問也の総{t(l(J解決に ltl!止することを rl的として， '.1';' í忠誠Hモ 5 ，蒸幹;~YiH~

4 ，協}J 識かî~ 2の椛IJ)(:に.それぞれ改組|されて党比したけなお協}J，;体内には.防災

研究所の多くの自I;I"Jやセンター， 1!;( r-r.J i実験所の関係部1"]， JJ;'utt保全センター. L 

学部付属環境目制佐1I俳允センターなどの参加を{!jている 1

2.学科及び専攻の沿革

土木仁学専攻の l主体としての L本 L学利は J.~(郎併凶大学の fjl]，没に ílい，応幹 L

学の一分野として機械|ー学科と共に明治30年(ltì97) に 1没、k されたり II .H tの ~â自に!必

じて講泌を用試し近代的仁木 L学に限lする教育研究の{本市IJを笹え，人材を11'成し

てきた。 HH和33年(1 958) には上本 L"/~の j!!}'1:. 1学l溝ドHを伐とし j年j'I:.L~子:科が，;止、止

された。 H日午[l38ff二(1963)には. 交通 L本 1:学科治九世なされたカえ以米， 仁木 L?科

と交通土本 L学科とは IA.:系守中!としてーー体的にj主'日・されている。さらに大学院中:

点化により， .1'.・，;じのように、子成 8年度からこれらの学科は学部においては地球 L学

科に統合され.λ学院においては 1-.本 L学専攻， L本システム L学専攻，環境 L'予'

専攻に改組された。"}}，資源 l学LV攻のf:J体である資源工学科は，明治3Iif(1898) 

に設立された採鉱治金学科をほ休として経民してきた。十l会の姿請と 111"]分野の発民

とにより講座場設が進むと共に 1I日午[1] 7年(1 942) には I ， ;J学科から鋭、III~戸利が分離独

立し， lu]学科はさらに.昭和39年(]964)に資ilJ;ll:学科に改組されたい平成 8年度の

大学院重点化放ぴエネルギー科学研究科の発足に伴・い， l;iJ学科は学部では地球 1:手:

科に統合され，大学院では資源 L学専攻として発足し，また|叶学科の←ー古1;がl'iJ研究

手斗におけるエネルギ一応用科学専攻の基幹講w構成に寄ヲーした。環境地球 L学専攻

は，土木系学科，建築系学科，資源 L学科，衛生工学科などの協力により妙、古:専攻

として平成 3年(1991)に発足したが，大学院量点化によって平成 8年度にー部が改

組された。



270 :2 >';'i: '/ I.'fl~ と大';:j:Jt

3. 地球工学科及び各専攻の教育

地球工学干|に人学した学'1:.('A t-1Z1 ():(，)には. ー般教育利 11. 1:-下}，l~俄利れに

IJIIえ，地球 L'下の11.;し、分野にわたる Jt礎及び県I"JH日が』目立されており， 4 iド 買

敦子fが，)ミ施される。第 1・2学年では数学， 物瑚字: 化'r:， ，[:.物学. J地也』上球よ求H干利よ|学， I説i治計

学学)及えひび‘人丈干付|会乙学戸等の!は広i主;範なj浪よ礎科日のほか' 地球 l仁:学車総芯j命， }某玉{健遮i探;京初:リI境完1.学'

}Jl学.

イ木壬 L'予コ一ス'環境 L学コース，資源 L学コースに分かれてさらに地球1.学科系礎

科目をヴ:刊するとともにコース専門科日をも版修し，件コースの H的と専門性にlι
じた教育を受ける。いづれのコースにおいても第4学年においては，地球 L学科関

連の大~7:.1~;~l.!t J1(の研究本に I~Î'属して学部卒業のための特りIJjiW先を行うリ

大学院においては. ト本 I:''f: ~与攻(募集~.n : 11事~L41. 博 1:16) では l玉JL保令と社

会広椴開発に係る!-.~();I~健'1'1';報学・構造 Lザ:・ J.k 1ーや・地佐J:"r: ' 1'.本計 lulj学の各

分~Í'についてより尚l主な教汗を行い，士木システム 1:']: '.'!攻(修十::3Z， 博 t:12)で

は， t'ir:ぷ・tI会m象や人r，¥j行動の瑚l命分十)r，自然災'.i;:のリスク分析なと.システム

1:'芋(J(J(Oめからの教育を行うけ資j防l1 :"/専攻(修 t:17，博一L6) では，資i1J;l・エネ

ルギーを健保するための資源・地投開発や探査・計il!リシステムに係る高度な知識と

体系を教育し，環境 1:学専攻(修 1:28，博1:11)では"人間活動に起l刈する環境現象

と影響の分析 11・1;仙1，制御tHI‘r.環境管珂などについて高度な教fiを.環境地球 1:学

咋攻(修士41，博士16)では，複数の 1:'予:分野を視野におさめ，高度な伐1;1，)を身に付

けた校制'jf'i' .プランナー・研'先fi'の育成を Hざした教育を実施している。

4.研究活動の現状

(1) 土木工学専攻

土木基礎情報学(専任講座)

(教托田村止に助手山

下典彦)

当講I~(:では，土木 1:学に共

通の某礎的な学問分野の伝統

にv:脚し，それらの数値解析，

土木困有の情報収集. 1活用の

方法論を展開するとともに，

国際化時代の新しい価値観に

基づいた方向を創造する丘場 土木工学専攻の講座・分野関連図
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から，土木工学に関する「情報」すべてを対象に短期的・反則的11在11日スケールにわ

たって以下の研究を行っている。 1)杭状休の力学:挙動に閲する本礎jiJI究. 2)数値解

析の基礎理論に関する研究. :3)トンネル掘削の力学モデル作成に関する研究. 4)地

盤と構造物の動的十IIlj作用に閲する側究。

構造工学講座(基幹講座)

構造工学分野(教舵 iJ主j笠英一¥助教綬 'j-:都':~ft，tll{{)

当分野では，鋼構造物の本半;的}Jq:特性の解明をItt心ぷMf.iとし，構造物の設;ij-• 

施工・維持管理などをfiiむ広範な分野を研究の対象としている。は 1)，tI'.十1i./)えび

シェル等の構造要素のIfiit1日'f)J• 復芯 }J特性ならび1こ構造物のl耐震性に関する理jil命的

/実験的研究 i汗?字-体J式に¥:i減海h毎よ上ツ常巨出i港巷 .1庁?手牟付う:j式に¥:i海紅低←I上t橋梁なとど守のi海毎船i洋羊判十情降造物の払振i動.動t掃111'計，↑I

4状犬およひぴ守t~設没計 i法J去;に問する ii)叶j片f究. ケーフル系橋治のクリープq!dtとその維持'ITJlpj去に

関する研究などをわっている u

情造材料学分野(教托藤-)1 伊助教民 1Jf川 _~~:t;1:，助手 l服部篤!と)

当分野の主な研究内科は 1)コンクリートの恭本物性， 2)コンクリートの性能litl

上と耐久性， 3)コンクリート構造 L学の三つに大別できる. 1)では変形特性や化学

的劣化等の恭本物性の解明と 1;主計法への導入. 2)では各種建設材料や街々の新材料

によるコンクリートのtl:íì~ li'jJ.およびコンクリート構造物の|耐久性とその繍修・補

強対策， 3)ではコンクリート構造部材の変形・彼壊不動の解明.構成材料の物性と

の関連に立脚したコンクリー卜構造の合理的設計手法の確な，一等を中心にfi)f'先を，-]'

っている。

水工学講座(基幹講座)

河川工学分野(教J受付本嘉t.lt..助教J受 細 田 IU1.助 手 長 問f誌が)

当分野では i日J道・ ;~J保安動の機構と河川災符刈策の研究.及びMJII ・人 L水路

や各種水域の流れと熱・物質輸送を拘;現.hJ!iJL，その結果をM川や水域の保全・開

発・管理などに J.~;mする方法についてliJf~先している ο 特に，術!立成!将や濁 TT をw う

複雑な流れ.及ひ、iロJ道.;pJ床変動をilう流れを二次〉己的，三次元的に(1ffJLするため

の数値解析モデルの開発，および慕礎実験・観測結果に本づいたモデルの検証に取

点を置いて研究している。

海岸海洋工学分野(教J量 消-)I:-t'f l'!I;， 助教1'1 後藤仁志， ll)Fl ill' 手!I哉)

当分野は，沿岸域の開発と保全のため，外}Jとして重要な波浪の }J'手に関連した

研究や防波堤の設計，i毎日:侵食の予測などの問題を取り倣っているの 4 方，東京i巧，

大阪湾のようなより広い沿中域の開発のため，構造物とそれを支持する海氏地椴お

よび外力としての波浪の三者の力学的材p工作用の研究を諜砂機構の研究をfTめて行

っている。さらに，都市型社会の快適性に不可欠であり，開発行為によって!IY.1)返
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る。

水中振動台を有する造波装置

マルチフェイスダイナミックス実験システム

地盤破壊実験装置(3軸試験機およびX線 TV

透視システム)
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土木計画学講座(基幹講座)

計画プロセス論分野(教托 小林i~!~ I iJ， ωJ了ー 秀Lzb栄 J

当分前二は Zllll:*-叶|会においては，illllJjパラダイムの県本的変化が'丸山されるとい

う認識のもとに，十|会干、1，~、t(J'J)j i) 、 11id をも，ìllllJ j ，命の);!" +.:(1句な制H~の q，に介めながら.

事f しし巾H~の裂け11 に j ，jï，ι しうる公 JUIサ òìl一 IUlj ，命， 1本oWI山I，i命を民1mするとともに，そ

れを効 F果的にえ:j乏しうる lプ/:J'I(j，ili1liiJfil、，i命の発以をめざしているυ11体的には， JI

術革新と持続的料出1~民の日l 能 '1"1 ， 111: w-粁 i庁の統合化と ~lil際社会資本t~fJiii ， r~'lj ，ì金交

通体;系と国:け1ft.iilといった!Ii!-Lhli山jJiWiJ出について. また|司際化・地 }j分除の;!L)j( 

・人口il，次少・高齢化と者lirliJH非核侃!のありブJ，山!主情報システムを!Wfをした郎rli. 

交通マネジメント施策などを i:'itーなliJ!究課題としているο

都市施設計画分野(教民飯川恭i~t 助教民谷 I1 栄ー，助手 'YWj-fI !1 公. ftl人j

コヒ孝)

当分野においては，道路制卜.の交通説象ならぴにドライパーの交j並行動分析を県

本として，道路交j必の隙々な問也jに宥日し liJf究を進めている.特に，渋滞・環.tJ~ ‘止

の都市交通訪問題解決のため， ITS (Intelligent Transpurl Syslt'm) "，1;-;の新技術を!lJ

いた交通需妥マネジメント，交通制{何人情報の提供ならびに物流の fi' f~l化に fりする

方法f命的研究を行っている. 上記のような平常H主における交通管J'll万策に悶するiiJf

究に加えて，大規般地震発生時等の)1:背f，'II}における交通管~Vj策に関する lilf究もfH

せて行っている。このような状況下では，データの利用に対する制約が厳しい:IKil[

下での効率的な iff~定;1;の開発が必要とされている。

防災工学講座(研究協力講座)

砂防工学分野， ;jt;j(災'I分野 i制予防災 Lザ:分野，地検防災 L"Ç:分野，耐í;~N"I注

工学うす竪}，防災水.flf汗:分野I'.都市l耐水 L学分MfJ-，および水際地能学分野のf村上好 (j;}j

災研究所・地22災;引iJf究自1;1"]，地~it w.'~セ:liJf究 i\III"]，水災古研究部I'~ ，災:性Jlìl!1J実験

センターを参!!日)

(2) 土木システム工学専攻

者E市基盤システム工学講座(専任講座) (助教綬 佳山和由)

当講時では，地ド鉄，道路 J泊1jl，ガス，電)J，上・下水道などの告|川ifLi'liを主;

える社会落盤施設の建設に|際し， til-l由j.設計・施 L・維持管理・ l従来:というライフ

サイクルを考えることにより，これらの諸施設の最適な建設と利用をはかる千iLの

構築を目指し，これに関連する種々の問題に関する教育・研究を行っているο 特に

これらの課題の中でも王見段階では，研究活動としては地下鉄建設のためのシールド

施 工f支術の合理化や道路建設における土T技術合理化を，また教育l(lIでは各縄の十1

会基盤設備のライフサイクルと維持管理のあり方を中心課題としている J
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社会システム工学
水文・水資車工掌

安置システム ，"' ... 齢圃・3民書リスクマネジメント
・亀埴'"刷用計園学
"・市水文システム
'Ii夫鍵.遍租

'111書欄帽~ス予ム

土木システム工学専攻の諸座・分野関連図

振動台による構造物の制振実験

-行うリアルタイム・マイクロゾーニング手法の開発。

複合基盤システム工学講座(基幹講座)

ジオフロン卜工学分野(教授大西有三，講師陳光斉，助手田中誠)

当分野においては，実験，計測，コンピュータシミュレーションなどを通じて，
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ダム・橋梁構造物の忌備やトシネル・ lli!.-ド空iloJなどに代表される地ド構造物さらに

は自然・人工の斜面jの調査1 ・解析・設計・施工に役立つ地盤・(~.盤の }J学的准動な

らぴ、に;}c理学的な特性についての111晶!よし、基健的かつLと、用的研究を行っている ο 同時

に，地盤工学に関わる構造物の災?と:に直141した安定性評価， また地中を流れる水の

汚染に関する環境影響評価などについての研究にも }Jをi:El、でいる。

複合構造デザイン分野(教托小野紘一，助教授杉浦f:lifJl:.助手小林牟一)

当分野では，コンクリー卜，鋼，新素材.土からなる彼fT構造の開発， トンネル

覆工の耐久↑引nJ上を目的とした高性能吹付コンクリー卜の開発，実物大トン不ルに

よるトンネル:t保メカニズムの解明，高度情報化施工システムの構築，コンクリー

卜・鋼構造物のfr理的耐業補強法および耐久性向上策の開発なと，より安全でかつ

経済的な土木構造物の建設と維持管現にかかわる技術的な諸問題に取り組んでい

るa さらに，極寒冷地および大陀問にまたがる天然ガスパイプライン制定設のため，

凍土地盤 i来;1止などの判妹環境ドでの社会基盤施設の設計・施工技術の開発に研究

展開している 1

社会システム工学講座(基幹講座)

水文・水資源工学分野(助教J受 堀 智哨，助手 田中賢治)

当分野は，地球上の水循環を体系的にJ巴悔し，水災害の防止・粁i成，水資源の開

発・保全 .1守地lのための~W諭とんi i); I織を開発して，流域環境の変化に吋J.i:;、し作る新

たな水文学・;}c資源工~~t を展開している 主な研究項目は，流域一人間系のモデ

ル化と管理に関する研究， ダム計ーによる水量・水質制御なとの水資源、システムの計

岡・管理に関する研究，多係な地表面被復が混在する Jl.;域陸面からの水・エネルギ

ーフラックスの推定とその1I]l，日calingに関する研究，気象系と水文系の間の水・エ

ネルギー交換・輸送機惰の解明に関する研究である。

交通システム分野(教花北付隆一，助手藤井聡・ ilJ本俊行)

当分野では，主として交通計[則を的確に評価するための方法論に関する研究を行

っており，主な研究課題は以下のとおりである。 1)交通は活動の派生需要であると

の観点からの倒人の時間利用データに基づいた交通整備が生活水準に及ぼす影響の

分析. 2)消費者行動理捕に基つく時間費用制約下での個人の行動分析. 3)自動車交

通を理解するための世帯における自動車保有行動分析. 4)個人の交通行動のs_)問軸

上の動的変化を捉えるためのパネルデータを用いた動的交通行動分析. 5)交通シス

テムの安定性を検討するための個人の学習過程を考慮、した道路交通システム解析コ

都市地域計画分野(教授青山吉隆，助教授中川大，助手伊藤雅)

当分野では，国土計画，都市・地域計画の立案に|禁する諸問題に対して，理論的

・実証的なアプローチを通じて，現象の解明，効果の計測，方法論の提ポなとを行
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ってし、る n.f本 li~ な li汁先|人m

としては、川、ドのようなもの

がある 1 )自1;，打施ATF備の脅

用f受託分析. ~)同十川 jrtll にお

ける交流・i主J15効果の日hWJ.:1) 

幹線 ìÌÏ~許制のリダンダンシ一

機能の汗fllli. 4) 貰災 ~J 伎の i!it

i帯角平析を踏まえた防災交通百|

|由i策定のh-;);論のJ2ぷ. S)交

通施設幣備削減の悶154比較，

())交通環境政策が乗用fP:干IJ用

に与える影響の地域日lJiihl!lJ

防災システム工学講座(研究協力講座)

京都市の道路交通シミュレーション

災~~~: I Jスクマネジメシ卜分担f，地域水利用計 i由i~.戸分lJ!f'. ffli市水丈システム分野，

防災村会情iE分野. L ~大災符 i邑干fEJj'!Jlf" ，および災害情報システム分野の得分野

0;お災研究所・総fT防災研究部門，水資源研究センター，巨大災害研究センターを

参照)

(3) 資源工学専攻

専攻の概要

資源工学教宅は明治:)1年 11898年) ()月に開設された係鉱冶金学科を母体とする

教本の一つであり，大学改年11により 1996年4月に新しく誕牛.した資源工学専攻がそ

の伝統をづ|き継ぐことになったコ

人鎖の持続的な発展のためには，地球環境との調布lを保ちつつ.資源エネルギーの

'開発を行い，その安定供給を継続することが不可欠である j 本，.Ij.J:文では，その実現の

ため，新しい資源とその開発の可能↑干の探求，地設やそこに存荘する資源に関する地

質工学反び物樫探査技術，地殻情報解析とその評価，資源の開発と快l事:技術の高度化，

省資源と資源循環をふまえた資源環境システム，地下空間利用なとの新しい地殻の開

発と利用，地殻に関連した自然災害の予知と予防，およびこれらを支える計測評価技

術など幅広い研究を行っているコ募集定員は修士17名，博士6名である九

以下に各分野の研究内容を簡単に紹介する。

研究活動の現状

資源開発工学講座(奪任) (助教授菅野強，助手新白正和)

資源地球システムの解明や解決機能形成をはじめ，高度化支援ツール，多様な有

限資源の持続的開発の可能性の探求，資源循環など動的対象の把俸とモデル化やシ
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ミュレーション.資 i)J;~ t:日発 - J現地川辺の符持な結びつきとそのシステムにおける

相可ー作用，地球資 ilJ;(-J摂Jtt桜W;れの ìjí.*，rr1ヒ i勺l!IJ モデル，地位ィ、.t~Jl~l~点目・物 rH.'i 'l"'l.

資源環士克システム]三iWJとrLt;il"， I従来物i'j~たを fT む資源開発環境モニタリシグ\地位

情報解析日術にでる地'F52やそこにイ({Iーする;;1i 1!;[ . J~~ J ;'~に附するIíH}i Hi~:J といった dij

芽的・慕礎的及びJ.1:.:}tJIHJ '1tiiJ[先を行っている】地球資iJJ;i，イィ効利111，地卜十!?!被， ~I資;白:t乞引t七刊υ;IJ

開発環f克克:モニ夕リンググ、をキ一ワ一ドとし，資 i lJ;(J近 j;'~ システム d2: tillえひっWiJJí('II'i 隙シス

テム工学:のす場から品U<j吋!/(i*1fíl~ iなJJ~し咋lLIJlf'に心った研究教育を-1(('.;住している

地殻開発工学講座(基幹)

地質工学分野(教舵 泊地安 llJ，助教花 、jelJlj- iJJ. llJJl ;j(j i北tより

地球科学の知1，識と f--i去をAL慌に，地伎を構成している地位・日散の訓育・解析投

びに評佃i. 7えぴ/j(， J也??立熱・ $}j;'>f;物サーの資 il{，(の i調査~f;ぴ1 こ，1Hilli に WIする位外Jの棋ぬ

とそのLと、月に閲するliJIヲE をわーっている、地質1/1・分野に問する iR~泣ーなliJf'先として構

造物の基礎となる{硬貨引から軟賀行までの{'~.~~についてその|学的特十|ーの角!f flf)，件

種大型構造物についての本礎訂正干の，;}I'J脊・ ;iffrni及びこれに本づくれ椴改良枝ひに改

良効果の検討をわっている， さらに;朱棋礎7山}敵の 1:'よ学、

の確E弓干1咋キj充E剖計-的モデデ、 jルレ fヒシステム，&びこのモデルを nl~\ たがi しいほ透ifi解析手法を

確立しているu また， グラウチングによるY刊誌の}) ;;::rl~改良効果.イLI付 H'lr~J，i::，符 .iA

験機の適用'Itの研究宇をはじめ新しい地質!:.下分野を形成する多くのJ，ufJliJf'ltを-I!i

進している.)

資源高度利用工学分野(教段 斎藤敏明，助手村 IH桁多)

資源開発技術の尚I~iヒと地下宿間利月]の-IlfJlli を fl 的とし， -E に ~li椴 }J "t~， {，i位情

造物設計-の衣場からji丹:ヲEを行っているο このための主主礎的研究として，山イ行1やY引j椴

の破壊機構や破t壊表 f後変4村特特当4寺一三ν寸=γ'1ゾ汁"1:.，主ι:い f_i市私撚宇判イ、 j述主封《続￡白l的刷h削iの j力Jλ竿学y戸:特↑件F呼h等の y行;骨傑晴の材半半料GI.~~特f'l↑f性lずF

究'地下岩盤内の初j世j止、}J状態とそのiJ!IJ'JEi去に閲する研究などを行っている ο また，

これらに某づいた地TごYR間の安定性;tffrl日と立保設計・を中心としたれ稔偽造物投iihJ、

に関する研究，さらに，これらを総合した地下構造物システムとしての検討により，

困難な条件のもとでの地ド資源の合理的なf利回設計に関する研究や，地下tti'i銭や廃

棄物等の地!再処分等の新しい地殻の1m発と利用に関する研究を行ってし喝ο

探査言十測システム工学講座(基幹)

物理ま架査工学分野(教段 芦田 議，助手 iJ主辺俊樹)

新しい物理探査i去の開発と地球物理学的手法による地下探交の高精度化に泣点を

置いている。まず，おfしい地下探査としてジオトモグラフイに関する研究を進めて

いる。この手法により調査断固i内の種々の物理定数の 2次元分布を明らかにするこ

とができる。このような新しい探査法のみならず，従来から多用されている物現探
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査i去で件られたデータの析しい解析j去の検討，複雑なI也ドを伝搬する波動のモデリ

ング"芭主u来fiをに関する尚W，'I主シミュレーション等の研究を進め，探査対象物から

の微出なl必符の抽出・強調がJi]"能になりつつある。さらに，探査結果の 1:学的解釈

に関するけ究も行っており，山哲生内の弾'性iJ.史伝矯特性と亀裂む燃の特性との関係を

';E足一的にゆjらかにしている ο

計測評価工学分野(教伝花崎紘一，助教J受塚田和j弘助手松本義雄)

資ifJ;(や地152の閉経とその布効利用を支える基盤技術としての計iWJ日f-iJlli技術Jに焦点

をあて，それらにかかわる新しい計測要素・手法の開発，長fり処土宅やi由i像処理等の

詳細ti技術に関する研究.資 iJ~(開発機械システムの自動化及びその安全確保のための

非彼壊検査技術等のii)f究を行っている。例えば，ケーブルカ一等に用いられる動索

や.r'，¥ 1)橋等に別し、られる締法;等のワイヤロープの劣化の評定に関する研究がある。

静能界に置いた依'1"1:体ロープのiMi'l!. lil~ 米首 hJliJデータの辿問題解析ì1;やニューラルネ

y 卜ワークによる解析j去の開発を行い，野外での使JfjJJl場で尖施できるイJ効な検査

法と，その記録に主主づく劣化状凶の推定方法の研究を行っている o Mi~\，光を用い

る自動計iJ!IJの研究. I由i像処理による計測や自動化機械における新しいセンサの研究

等がある。

(4) 環境工学専攻

環境デザイン工学講座(専任講座) (教ほ ι匂 M.助教崎地崎博明，助手

越川博え・|人~iN秀樹)

人間・環境系の調和に主主づく共生・循環型社会をデザインするための本礎とし

て，都市・地域における物質・エネルギ一代謝の合理化を目的に. 1 )都市空間にお

ける建設物・生産物の消費と!経棄物発生の社会経済的構造の分析・か仙i!iび J~ ìHlj ，

2)Nt楽物収集輸送・中間処理・リサイクリング・最終処分システムの効率化と高度

化について，また環境保全システムの高度化を目的に. 3)ド!発水中難分解性物質・

有害性物質・富栄主主化物質等の除去のための，遺伝子操作技術等をfTむ各横生物学

的処理並びに膜・総気分離等を合む物理化学的処埋などの開発・高度化について，

さらに地水闘環境の保全を目的に， 4)土壌・地下水の重金属・有機塩素化合物・宅

素化合物等による汚染の機構と影響評価及びこれらの物理化学的・生物学的浄化

法，並びに地闘環境管理法などについて研究を行っている。

環境システム工学講座(基幹講座)

都市代謝工学分野(教挺武田信生，助教J受藤原健史，助手高|吋昌輝)

都市代謝工学分野は，旧衛生設備学講座の流れを受け一貫して環境装置の解析，

設計，制御を探究してきており，固形廃棄物を中心に研究に取り組んでいる。困形

廃棄物からの資源回収と残さの無害化処理に関する技術を融合し，物質循環社会の
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形成と環境保令を達成しうる環Jt2システムの'JUJiを目指している。J!体的な研究テ

ーマは，有機iぢ i/~の熱処~IP..による IIJ 燃ガス凶JL(. iぢili!.ì存融U~ の iF:.{f属の挙動解明，

ごみ焼却l時におけるダイオキシン額など微与~:1-f 'IÎ_;:物質の '1 成事1) 市 1]，判|ガス中重金属

等のフィルタ除Lと除j、物質の無在化.fI}資源化，ごみの燃焼・溶融過位の解析と

精密な制御などであり，ラボ'jミ験とフィールド'k験，数瑚モデルによるシミュレー

ションを非ill.み合わせて. .L学f的l内qでで、，完j文ミu別村什削，↑性|
都市衛生工学分野 (教民 f刊i七友Ix..反i. '11 i.. 助r教士綬 1り伊Jfトl藤除禎尚!必彦冬茅弘 比ω助1)予 松本忠ヨ生二)

都市の月巴大化は干IJj'ttl:を明大する141動))ともなっているが.jIij燥に犠々のi符配的

危険性(リスク)を明大し，人々を危険にさらす結果となる。郡山のもつ諸機能の

I札水供給問題を中心に.*i});(の話的問題，質的問題. J.Kの浄化システム，配水の

ための管網システム， さらには水消費.x.のわ動分析などを!日本的ぷ足立としつつ，都

市が備えなければならない袋件を'i;令儲保の悦点から追及する。将米的には.ガス

供給，電}J供給についても俗似すべき安令'I.'jを仇l'tし，十11什ーの佐合↑'jーをいかに確保

すべきかを解明する υ j~.体的 fi庁冗テーマを以下に 1)'すけ都市規僕日Ij安全↑'1 分析. J.K 

道の地震被害分析にJKづいた都市防災計 l山|の州究，琵琶湖・淀川木系を事例とした

水源の広域管埋計l山j{i)f'先，生物学的な高度'.K処煙技術の|持l発{i汁先. .1ニ水高度処理水

の安全性評価の~k験fiJf'先，

環境マネジメン卜工学講座(基幹講座)

水環境工学分野(教ti ~;';~:;ç 功. ll})千円Hl 純，山本it¥之)

豊かな水環境を質的な制点から自IJj主することを H折して，水域水質管埋. ド・!従

水の高度処理やオゾン処理，環境/.K中の変呉!川'1物質のliiJ定等の技術に関する研究

を行っている。当分野の:主なli庁究"果題は以卜のj通りである。 1)河川・湖is水質の制

御とモニタ 1)ング. 2) 迅速な水質iP.lJ定を目的とした連続水質測定装置の開発. 3) 

省エネルギーと高度処理とを実現する高度集積ド水処理システムの研究開発. 4)下

・廃水による環境水中への祭素負iNjを低減するための生物学的硝化・脱窓. 5)微生

物難分解性物質の除去を目的とした嫌気性流動床による廃水処理. 6)促進酸化法に

よる難分解性有機物の分解および病原性微生物の殺仇 7)環境求中の変異原性物質

の同定と連続測定装僚の開発

大気・熱環境工学分野

大気汚染にかかわる環境汚染問題を. .JJF:悼の大気内拡散を中心に，広域的に子i則

・制御することから始まり，自動車排ガス問題の調査，市IJ御j去の開発など多角的に

研究展開する。排出j原の燃焼条件など熱に関する制御から大気汚染問題をとらえ，

有害物質の排出制御を具体的目的としつつ，快適な大気環境の実現のために必要と

されるあらゆる技術の展開に取り組んで行く。
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音環境工学分野(教托 尚本興¥肋千 1'4 I fI !立・古里l'I卜 J

汗環境 1:ザ:分野においてはi"iの{ょ、:lJJ1i勺J!IJや，iI一il!JJ方法なと i:として物照的な側的|

をよIkうlijf'先とi"iーのJr~虫 }J への}~;.; ~t.~~. うるささの;;'['仙 li なと ;ji;;!.~( ， tHllli を般う lilf'先を行っ

ている J また， 巧分野となる).)，I)íjの f~i Ji'ti年J'I::'/:;市長時、竹11.¥から1iっていた大気汚染に

閲する ~'1: r\~モデルやリスクアセスメン卜についてのiijf-'1ë も引き続きわっている。具

体的テーマとしては，道路駁~~.の子 ì l!lJliJ;に問する iiJI 究.ウェーブレソト解析にJ;l;

づく {'j'助，¥hftlJとその!必iIJにIMJするiiJf究 i手続環境白の聴}Jへの影特に関するのf究.

悦'Ji:が Ji- の I:il* に Ij える ;;;31l干に I~Jする研究，大気iり染物質のN:~Í(モデルに閲する ii}f

究などが挙げられるけ.fJLH.，日正に我々の行ってきたiiJl究の成果は， f¥ltii:アセスメン

ト等において多く月jl、られているが，村米さらに.干t:i:?にιIして大きくi¥献できる

iiJf究をJ行li'Jしてし、る J

物質環境工学講座(研究協力講座)

環境質評価分野

(環境質制御研究センター)

環境保全工学分野

(環J克{栄公センター)

放射能環境動態分野

(n;C{-'kl iX験/Yrノtックエンド 1/(:研究部門)

放射性廃棄物管理分野

(原子炉尖験所属([-カ t安令管瑚研究部I"J)

寄附講座

水資源質総合計画講座(教民市川新， JiJJ手地問責t!リ)

平成 9年度から 3ヶ年の予定でI没[附される，.革wである。 JKの多J単一消費にともなう

'U円レベルのluJ上は，結果として JKìl~lの法的1~i沿と質的ìlj染を進行させ続けているじ

本講N~では， I摂史的に， 1首|別利水ごとに言j'j曲i.管理されてきた水資源の質の管理と

諸施策を総合化することの効果を，最近の発達した計算機機能と情報処理技術を駆

使して，定語的にj主体化してゆくことを目的としている。 内科としては，総合計同|

手法に閲する新評価法の開発研究，克信i胡・淀川流域を対象とする詳細モデルの情

築，および国際比較，水資源の質的改斧に閲する総合的)j策の確 I，:，などにJj¥(り組

んでゆく予定である。

(5) 環境地球工学専攻

概要

人類の諸活動の規模は，今や地球の容量を超えつつあり，環境変化や資源エネル

ギーの枯渇，廃棄物の蓄積等の問題の解決を次代に委ねかねない状況を迎えつつあ
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る。それ故，いかにして'1.{r の)jt;~:fを幣え，地球環涜と，iJliJfllする ìi可動の持続的 )e)J(

を可能にし， さらに進んで安令かつ健康でアメニティの，'::jl，.¥'Li/i全tlijをiilHI'，するか

が人類共通のifi.:裂な"拠出となっているい

環境地球 lソt"'N攻は， J也fJm院でのtii与し資iIJ;(，エネルギー， 1従来物処開11~ :m等

を伺ドEにおいて.これらのぷIlIj也を地球規悦で考察し (ThinkGloballyJ，地域に

npして解決するはじtLOl'all v) ことを人!と-4，::去勢として， 19日1年に l没。:されたο

本専攻はその íilJ ，泣の粁糾から，午:11 月 ly))，1斗躍を u、 1:'下，li\築学およびf~U~ 1:-芋に

求めつつも，研究・教ffの対象範l井|はJì、く，惚放の l ・~O;.:分野を総合的かつイ1 機的に

結集し，そのi目吾川iiU&をJ広大しつつある"

本専攻は，1)地球的・地域的別問の峨境変化の解明と illlJiill，2)調利|のとれたアメ

ニティの尚い生活情↑I¥jおよび川動様式のfilj，'1'" :))資源・エネルギーの効本的干iJ片jと

好循環並びに新資il(，(のIJ}.J ~c ~ ~ii; について，総介的な付ll功、ら利学・批判'J研究を発民

させ.併せて広し咋nWi"と儲かな技術を身につけた地球JI.¥'代を1"11う技術.(1'・プランナ

ー及び、liJf究.(i'を長成することを 11(1サとしている、l

専攻の構成と講座

本専攻は， 大学院 I: ''? ii)f'-i't:-flーの"昨義・ l'汁先を1"11、与する !V1f:5，溝I'jiおよび主主幹 4講

!坐と，各部同にも所以する協}J2 講H~ より成っており.これらの一致協 }Jのもとに

大学院課程で、の教育・ M'先がI'J;骨に1Jわれているけ以|、に各1溝ドHのt1t~{ と主な研究

課題を説明する。

[専任講座]

環境情報工学講座(教托 内政lEJlJJ ，助教1"1: 1;1;1本 i'λ 助手津村和志・小川:

i故)

環境に関する情報を物月データから社会データまで削広く対象とし，その収集/

処理/予測/評価tiを合む， ----rtした“環境計 l出i体系"の確:¥{.を目標とする。主な研究

課題は， (1)人工衛l，l.i由i像を利用した地球環境データの収集・処理， (2)環境調和明

者11市形成のためのエコインフラシステムのあり方，である。

人間環境設計学講座(教授 小林正美，助教指-川崎雅!と，助手 大保健之・牧

紀男)

人間・環境系を一つのシステムとしてとらえ，臣、〈環境との調和のある人間活動

を，地域計画や都市デザイン，景観設計などによって創出するための理論的研究，

フィールド調査研究，実践的なデザインの教育・研究を行う。災害時における環境

心理と行動に関する研究，都市と建築のフェイルセイフ設計，土木構造物の崇観設

計・シビックデザインを主なテーマとしている。
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水域環境工学講座(教托 噸i作家久.助手 北村忠紀・鬼塚、ド樹)

;Qf川・洲市・ i毎;-~ ~:・ ìl~ 洋なとなの j'nrillj 水域での大続十誌な乱j点王l~象とこれによる各種

の乱流事iij引Itj:.w(i手遊 i砂愉送， J!(il~のをき上げ，水 Ifliでのガス交換， ，~L流拡散な

ど)を解明し，それによる水域の変化を予測する千，1去の開党を行うれこれにより，

水防災や件積の*凶環境保全1111!ffiにN処するための *}ljFf:1竹本従的知見を得て，各

傾のがiしいI}(!:，没iil'i);の民間を日指しているけ

地圏工学講座(数十三 小林11(1 助教蛇 阿付j!(志， U)J l I1I JJ 降lij)

人間の'!:_i市・出動の場である地上及び地ドヤ聞の開発.拡大，整備ii往びに高度利

!日に関連する技術について，総介的に教育及び研究するυH体的には.初Wlfjt[.境

界情問題及び、逆問題あるいは|寸定問題の数例解析;1;の開発とし、う;阿佐的な分野から

構造物・地盤系の動的相 ii_作用の解析.地下全問の開党と利月!などを中心とした応

用分野を研究の対象とする。

都市環境安全工学講座(教民ー 中村ィ若手人，助教崎 山山di典，lI)JT 判品l久6J. 

t毎日典子)

地球温時化より更に~，(iおに i並 h' している都 rlîの尚jidL化を汁象として，高温化の抑

制を日僚に，都市夫Ifliからの枚熱憐造のJ巴阪と熱上最境制移11のハード1Mの研究，あわ

せて， B.乏i令[jjなと寸のエネルギー消費に付して人体の'1:ー理学特tl:にぷづいた適正な熱

環境のぷ;ih去の碍←伝というソフト IIIiの研究を行っている。そのほか.催J字的熱fH甘J

;;j'ti:手;1、の開発. fllt tzによる主MJ;~J立調整など，ヰ~JJl 市リ iJ' ll の Jdl Jj iJI 究を進めている。

[基幹講座]

気圏環境工学講座(教托 恰本 IJ事，助千 f'j U専j邑・|球新中)

本ii茸wでは自然・社会環境の'11にii'l'かれた僑梁構造物の'b_'全YL J，~Jill探境への影

~~~Æ ， および構造物と胤環境の付II(作用， J瓜力エネルギ:一利用に主!lHをおき，以下の

研究を行なっている。すなわち，橋梁のifiitJ民U，七、平年挙動の機構解明と制J反対策の開発，

合理的耐風設計法の策定，鋼橋の腐食劣化診断システムの開発と劣化 fiJ!lJに関する

研究， Mj辺環境を合も、橋梁伊;観評価iについて研究が行なわれている。

環境リスク工学講座(教段森j事異輔，助手 堀内;1守人・米田稔)

地球環境の微量汚染は侃レベルではあるが'LWにわたり人々に作用し，栂今の慢

性的な健康リスクの要凶となっている。この機情は，食樋の生産や貿易.消費等の

人間活動の諸過程を介して一層複雑な様倒を呈している。環境汚染物質等が地球生

態系に及ぼす環境リスクとその波及機構を分析してリスク評llf1Iモデルを構築し，リ

スク低減策と地球環境管理の方法について研究する。

環境構成材料学講座(助教授藤井栄，助手佐藤裕ー)

建造物には，その使用性の確保や地震. J!a¥などの非常時の安全'1司の確保，さらに
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環境負術低減の観点からば;jlfiH久'1"1:のf.Jうが梨求されるけ建物の要求十11Eの')U見は材

料の特性に依合ーすることが大きく，本，.痔J<î~では，コンクリー卜，鋼などの主要な構

造材料の力学的什能の把-tl-i¥と，これらの材料をmし、た構造自1;材， fI~造物の合埋的な

設計法についてこれまでに研究を主ねて来ている。さらに，近年では使用材料や構

造形式に応じた環境f1.jUj低減のための有効な対策(尚岐!支・尚il耐久性材料の!日!発と

有効利用，材料のリサイクル，省資源，省エネに寄与できる祈材料，析しi去のIJIJ'Je)
についての研究も進めている。

居住空間工学講座(助教托京憾11護，助手橋本清'fJ)

適切な届住7P聞を持続可能な開発によって実現することが，凶作常liijL学の最安

な目標である Q 地球上の多様な地域環境を構成する人llij1日J住明Ilijにおける，地域の

f主まい・まちづくり， ft宅地・都市の1m発.fI} IJ日発計 l山j，景観・ wt境の保全とデザ

イン計i由i. 土地干和利|リl川と 郡 Iけ iの Jぷ~走~よ斗イ本〈丸t計ìt- i凶州山削iし' 第 刈l!仕1:&研界?早lをf合守もむ、人!間i均ij1，';-片H住~o惰つ供巳守ザ11附i向ij ，副i計汁|卜'i両由削i の珂

地域でで、のf尖夫践方j法j去iに|問刻する教f育r.研究を進めている。

日易力講座]

水文循環工学講座(教花池;):~1，'，1助教托中北英二助手大石村) :防

災研究所水資源研究センター参H~t

環境微量汚染制御工学講座(教j<受松JI:三日1;，助教段清水野久，助手松出生11

成) :環境質制御研究センター参H~t

E 建築学科並びに建築学専攻，生活空間学専攻，環境地球工学専攻

1.建築学科と建築系専攻の概要

建築学科は建築家と建築H術1tの主主成を 11的として，大正 9年(1920) 8月に，

土木工学教宗に設{tJ':されていた建築学"伽Hを 建築構造学建築計i曲j，建築!との 3

講座に分化J仏光して発足した。濯年には建築設備講時を増:没，以後， lI{j和25年(1950) 

に建築施1:講断を， U{j和38年(1963)からlI(j和40年(1965) にかけて建築;色;低学，建

築材料学，建築環境学の各講l併をI昨日立して 8議取となった。さらに， #!l.T系分野の

技術者の著しい不足という社会的背京をふまえて Hfi手[139年(1964)4月に建築学第

二学科が新設された。[，jJ学科は鉄骨構造学，地域生活全間計 i由i学，建築応礎工学，

鉄筋コンクリート構造学，建築環境調整学，建築施設計 i由j学の 6 講]4~で構成され，

両学科合せて14講座を擁するわが国で最も充実した建築学科となった。さらに平成

3年(1991)4月には，工学研究科に環境地球 L学専攻(基幹議時 5，協力議開7)

が設置され，建築系教家からも主主幹に1.5，協力に 2議時が参加した。

平成 8年 4月からは，大学院重点化に伴い，建築系教室の教官の全てがI:学1iJI究
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判所属となり，佳さた系教えiIリi

加;の教'I'¥ii建築学咋Jj(， 'l:_i'r~ 

全↑!日予:'VJ文 J崇tNi1地球 1>・f:専
攻へと配iitY伴えになった， l'iJ 

11.1に，住築学宇|と佳築学t13:
'~t宇|は建築ザ:干!として統合さ

れたい住宅た学'，I，U文は lぷ H ，;持H~

1 ，主主幹μ持ドF3 (fiJf究分野 6) 

から構!えさオL，ノt:_ì，ヤ~~Wf: J，I/

1士はl引日薄W1， }，'S幹J;待)<j12

(Mf究分野 5)から構成され 大学院演習風景 プロジェケ卜の模型を囲んでの討論

ているけさらに教育のイ刊の

r;'，S I変化を1::<:1るため.防災{り卜先!リfから 2講ドiそ4分野(建築防災 1:"{:議内 :iさ築耐五三工

学分野， i主築安令市1Ji，卸ザ:分llfi'，地域防災idltllj"?濃町:J也混環境 L'下分野.風環境 L

学分野)の協 }J を i~J， て， *Hたな舛!念とカリキュラムのもとに教育とMf究を行ってい

る日住築学科の l-txtl卜ーの'下刊:は， i角度ーな''(:件J知識の判仰と !I)f究 íì~ }Jの去を成のため

に，建築学専攻，生活竺II¥J学専攻の大学院へ進学し， さらに峨境地球 1:学専攻の大

学152へも進学している υ

佳築学は，人間'1:_i円と深い|刻わりを持つことから lji_に I//:北1rI'JI(!iだけではなく

自然科学から人丈・社会科学， さらには;三術の分野までまたがる幅広い飢城を持っ

ている。このような多椋性を効来的に教育におし=て生かすために， .i[-jlUj系.構造系，

環境系，人間'U円環境・情報システム系の 4系統から多彩な講義.i寅刊科目が提供

され総合的な教育を進めている。

2. 各専攻の研究活動

建築学専攻

建築情報システム学講座(専任講座)(教ぼ 加藤i色付j，助教段大l崎純，助

手田川浩)

建築設計のプロセスは，大きく分けて:'さ~1丘設計¥構造設計，設備設計に分類、さ

れ，それらのプロセスでは，独立に，設計苫の好みと経験に基づき設計が行なわれ

てきた。本講路.では，システム工学と情報 r学の手法を駆使し，建築物を一つの数

理情報システムとしてモデル化し，コンピュータの高度利用を前提とした新しい設

計プロセスを構築するための研究を行なうとともに，従来の領域にとらわわれない
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総合的知識をのーする人材を-({Iえすることを I1的としている。とくに.システム最適

化理論及び人 lソj:_命的手法を別い，建築物の配[甘やぷ配it(等の最適化のためのアル

ゴリズムの開発や， 大スパン情造物の11五;1犬I没;;1と構造，i立五|を統合した新しし川没iil一訟

を提案するための{iW先をすすめているけ

建築設計学講座(基幹講座)

建築設計学分野(助教托竹111 11'i，助手半出手lIi羊)

建築設言!というわ九において，ゾJ践と:F1jl.，i命は分かち難くあilびついている。建築が

ものに則lしつつ，制|み¥，:てる思考ーそのものを指しぶすから， 11'1..)と思考は・体であ

る。建築は??↑l¥jを介して111:界を構築する思考と 1i" lt である 3~lh年 lib- ， IL っ II{\

な洞窟にたいまつの光で動物の安を摘さ 11'，すれ為をj喧して.人々はIlt界の構築を思

考として鍛え上げた。 I1上保の{IりようにlilJけて想像んを解政する波間としての全問

(=建築)が雌戸をあげ， 111:，#をJiilき11¥す{f:u:として人間は自らを自覚し始めた。

われわれは建築という思考の民間lを跡、づけたいと考えている n 明間的11像力の系泌

が辿られ，それは 11~終的にアド問概念の公転のlp:!ととして語られるだろう。人矧が延

々と営んで、きた!片付:形態のけ l に，そして佳築とし寸思考のI[.~~みの rfJ に，人間が生き，

そして死につつ凶ー界と関わるための叡知がひそんでいる。われわれの 7 イールドは

そこにある。

建築環境設計学分野(教托 JJj橋大弐， Jl}J r lJui之内山成)

建築に関わる環境，ここでは C'，" . )'e . 1:/¥ .ツド気・色といった物坦環境を対象とし

これらを建物とそこにせ:叫する人間との関連でとらえ.快適で機能性，芸術'1年，続

済性に優れた佳築市問自IJ.iiiにli'Jけての正常境のあり方とその制御について，特に当分

野では音環境にw.:/.(を[芦いた研究をわっている。似たちの周りには自があふれでい

る。心地よい音，不快な白\伝達手段としての白。白'ì原から ~j:. じた昔はÍ.L~搬する過

程で生活笠間に存在する全ての物によって変化を受け，その最終段|貯として斗ーに到

達し，音として知覚される。これら音生1I覚の過程に関わる全てが，自-とその制御lに

関する研究の対象となるの不快な音を少なくし，日げ楽はより心地よしそしてコミ

ュニケーションはより明瞭に，このような音環境の尖現を目的とした方法論の追及，

および技術の開発が当分野の役割である。

建築計画学講座(基幹講座)

建築計画学分野(教授 宗本111((三，助教1'{: 高田光雄.1l))手川崎寧史，小林博人)

建築の総合的計i由iが主な担当領械であり，建築計i歯iから設計1:し3たる教育・研究

を基礎的な分野から，)ミ践まで広範聞に行っている。基礎的研究として人間の記憶や

イメージ等の空間心理学的アプローチや環境共生を考慮した建築計耐の研究をわーっ

ている。さらに，建築活動の複雑化に伴う設計の前段階での計凶iの重要性の高まり
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に ì.j-Ll:.~した建築企 i山|や l泣 l汁}j iLi命のM究を行っているけつまり ， i主築ニーズ公開，

J主計J，組織の各側I(IIの総fT的なj虚t!化の計ialj.l'lJ!li命のための研究をj止めているο また，

!日本的な建築分野としてはキャンパスや公共施設さらにハウジシグシステムの研究

を進めており，約にJ.;(郎人;う!.のキャンパスと都市民長兄のjiW先やハウジングシステム

のliJI究では.者151H内における!l体的な全問の提案を行って大学・国・地方自治体の

都rtJツ巨問形成の政策fl学的な Uf献をなしてきたο

建築生産学分野(教段 長|刈弘明，助教托 占阪秀三， ilJJ手 III崎雅弘)

建築'Li令子:分野においては.建築基礎構造設計・施 lーに関するM究ならびに建築

住所に関する研究を行っている ο

建築来{礎構造設計・施J.においては，建築物を地盤上，地盤中に支持するための

蒸礎構造の設計・施 i肢体T.特に十/1.本縫に代表される淡い慕礎に付する;lJ.tIT 1.支援シ

ステムの構築，安定した施行品質を権保する 1:法システムのrm')c，純情的に施 1:を

実施する施←J:管理システムの構築についての方法を研究している。

建築't:.Ilr;の研究では，建築'!三階システムに閲する研究とプロジェクトマネジメン

ト (PM) に悶する研究を行っているの具体的なテーマは，古ij行ではコンカレント

也与~'l:. がシステム，建築'!=.Jli'd主体j の移転，建設業の府業構造・行動様式，後:}';ーでは

Pf¥lシステムの[..J際比較， u 本司~I PMシステムの開発， Uji.の生成itliUII・管理ーなど

である ο

建築構造学講座(基幹講座)

建築力学分野(教段上行後三.，助教佼竹脇 tI¥， 助手側)j 健)

建築構造物のよりよい設計のあり方を求めて.構造物がどのように挙動し.また

崩壊にすiるかを明らかにし，その Lで、不都合な挙動を起こさないために如何に設計

すればよいかについての研究.教育を行っている。構造物を崩壊に導く様々な不安

定現象.ねーに地震やj瓜などによって繰り返し卑!性変形を受ける場合に生じる未解明

の現象を取り上げ，限界状態を求めるための新しい別論を構築するなど，最先端の

研究を民間している。また.コンピュータi高度利用時代の構造設計を見越し数値

僧造解析や数理構造I~!ì5".1ーのための基礎理論および解析技法の研究と開発を行ってい

る。超高肘eピル，大空間構造物などを対象に.力学的'I't質や経済性において最も優

れた構造形態や設計解を凡し、だすための新しい理諭的方法を提案し，発展させてい

る。

建築構法学分野(教ほ波進史夫，助教授富永恵，助手間山峰広)

鉄筋コンクリート構造は.圧縮に強く引張に弱いコンクリートの性質を鉄筋によ

り補強した構造で，コンクリートが圧縮力を，鉄筋が引張力を負担することを基本

とする複合構造である。よって，コンクリートと鉄筋カf如何にうまく協力して機能
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するかが鉄筋コンク，)ート構造に於けるキーとなる υ 本議1+-c 1;1:， 鉄筋コンクリー

卜構造の力学及びi没，;1f理論を.材料の}J学的t'l質および複合構造としてのメカニズ

ムの両側1Mから!日f究しており，鉄筋コンクリート造建物がH常f'J.!jIJ状態でよく隙無し

また極大地震に対しても坊i成することなく安全に人命を保必する )ji去をliW先し教育

する。研究テーマは，鉄筋コンクリー卜造建物のIfiH渓性能佐保に必裂な強度ともIIり

を付号する方法. 子めコンクリートにI{総f}Jを加lえ人スパン構造住築を (1]"能とする

プレストレストコンクリート構造技術投ぴu肖機能材料の止、月!などであり内外より it

目されている。

協力講座

建築防災工学講座(防災研究所)

建築耐震工学分野(教托 野中奈-，[!J;，助教民 rj! ~，~ Iヒ愛)

建築安全制御学分野(教花 |成|校ifil'![;，助手 諸凶繁洋)

生活空間学専攻

人間生活環境工学(専任講座) (教J受 川崎以や，助教託 行!1I1i手・郎)

生活環境における人11¥1の感覚・知覚 .J.~幻]さらには行動のn折特性及び阜、礎的土中論

の理解に基づき，快i過歯創a性|

い生i活舌7魚R昨匝問司環J境克のあ』りjブ方iを追〉求kする。コンピュータ・シミュレーションやシミュレ

ータを利用した建築情問における群集の避難や探索歩行の研究， 1反111刻尖全聞にお

ける'l~1H1 知l覚や ，in 行動の{i)I'先，精神分析的l-iLによる人間の内的|垣|式の研究，建築

設計における全間構成法の研究!照明環境の必織機構と人間に過泌したJH{明設計訟

の研究，色情報の有効活用に関する研究，色彩環境に対する人間の感性の定量計制Ij

に関する研究などにより，人間と環境の関わりを解明する。また，これらの成果に

基づき生活環境の設計i去を考祭し，そのモデル化を行う。さらに以上の研究成果の

統合と検証のための建築及び都市設計を行う。

生活空間計画学講座(基幹講座)

建築・地域空間史学分野(教授 高僑康夫，助教括・ I11伴常人，助手藤沢彰)

生活空間のI足!と的変選を学問的に取り扱う本分野では， ~I:_i市常間の朕!とと文化の

総合的研究を行っている。都市・建築・庭園などの歴史と丈化，および7R間構成の

理念と方法，都市住宅の民間と生活芸術の影響 寺社など宗教建築の空間と祭，ri~ ，

近世の建築生産の特性，近代日本の各種建築型の成frと民間などの諸問題について

調査研究を進めている。また，近世・近代の陀史的建築遺産の保全と修復，阿佐の

ための調査研究活動も行っている。

地域生活空間計画学分野(教ほ加藤実|甥，助教授布野修11・J，i溝r:ili 前LFl忠II'-{，
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助手中村賞;む)

地域'Lj丹の交うでと健康をjiif呆L.快適でl[:_き生きとした地域の'1'，ili'/;C: tltJ f:1j 11'，を目

指して諸地域の'Uli雫IIIJ構成を比E絞検HL.その辿叫i'1(J・Jt1I.f(I(Jな動的変化のメカ

ニズムの解明を目指すー万で，人jl¥j(fイ1・の本質に恨さし地域の料'1"1 をあらわし~U首

を活'1"1化し魅})あるものとする，11'jmj即日命を構築しつつある ο それは，伝統的環境の

変化の調査研究. '1' 的情 tl可の上地凶イj の怠 11未の解釈から，ìlï山i のlJ;lJL~ を求める i主築・

場所論的研究. )::践的な ;11'1山jl~i去の il持研究に及ぶ" H体的には.ill築・都市の設計，

'1'.川上最坊の保{f修;;じiliLl1jにわたる、これらの研究では J;(都をはじめ戸Il'、jの諸地域

の J!fll' ト)~V-i~の再生から， さらにアジアなと下|外の治地域にも及び，それらの実地・

資料請Fí't.也築設tìj- d~. J瓜 u二十J~ さした者lí Tlî . 1主築の構:t!;lul'jllij. 実施設剖ーなどを手

カfけ，実績をあlfている。

生活空間環境制御学分野(教綬鉾井修ー)

'l=.i司令間環境制御学分野は，快適で健康な生活環境をXfJI.するため，建築物自体

ワ持つべき熱.ì~~気・全勾環境に関する '1"1:能と，それを餓尖に{μIF.する北備投計・

l'jllJjについてMf究を行う分野である。本分野では，過度な設備に中ifiることなく，良

lfで1去:'I':な環境と省エネルギー. f，Hti性，保?と↑tを保証するいわゆるパッシブな設

;n'と'1:'1:能解析を j長んずるか、統を引きi快ぎ，人間半;米の適応↑'"を1'Hなうことがないよ

うに，住物自体のよ?っ↑-'1:.能を出めることにより j主せられる環境レベルを明らかにす

るとともに，新時代の進歩に応じた佳築設備の研究をわっている。

生活空間開発工学講座(基幹講座)

地盤環境工学分野(助教綬 河野允宏.助教民 篠崎村I三)

1995年阪神淡路大震災のように震吉:が特定の地域に集中する現象を過去の大地震

ではしばしば続験してきた。地域の建物群の耐震安全性を確保するためには，地盤

の帰れに~Ýt く影判iする地権環境条件を考慮した強震動予測が不可欠である。当講時

では特に次の分野で貢献してきた。複雑な地形・地層構成域での地震波の伝わり方

や地表I古l近くの.W線形挙動を合む地憶の動きの予測j去に閲する理論的・実験的研究

と.震源での地震の発生のイ1:'方，および上記の地震波動伝掃を考慮した建築物の設

計用地震動予測モデルの作成の研究。スーパーコンピュータ利用による不整形堆積

地盤の強震動予測と建物耐震安全性評価。 1995年阪神淡路大混災で震度 7r震災の

帝』のIfl現要国の解明と建物破壊能評価。基礎構造一周辺地盤連成系の動的相互

作用を考慮した地震応答の研究。

空間構造開発工学分野(教授辻丈三，講師両津英和，助手吹田存一郎)

経済的な豊かさと高度情報化社会の到来が，建築構造の空間の質の多様化と高度

化を要求するようになってきた。一方で¥地球環境との持続的共生に対する要求仁
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安全で健康的な'i:.i斤坐11¥1の{illll¥が;Jくめられているけ本研究分町'では，多様化した構

造用鋼材やコンクリ←ト村半|の他lぷl!11モデルの構築と，地震， ~~t畑、し去守?などの各

種外活uこk.j'J.i::， してノ[:.じる拡{it):I~ や白lí付/土び構造システムの楠々の臨界現象を中心と

する }J学的挙動のJ巴仇:を日的とする則論(10・:j乙験II(jliJI究を民間lしてきている。それ

らの成果は，鉄中l'惜造物や合成構造物のがJたな情的!のtJ:り方を考える t:での来慌を

なすものであり， さらにWI:lI，泣iilや11111従設計をはじめとする佐川'ノ'i-'tl¥lの安全↑午・信

頼性確保のためのq:術・技術のi生以に大きく;台:ry・している。また，丈化財的ldli値の

ある木造・組i債j主建築物の保イfに付する欽竹構造技術を!必閉した独自の構造補強方

法についても研究も!民Il日している l

協力講座

地域防災計画学講座(防災研究所)

地震環境工学分野(教民 日品目〔悌.:， 1l)J教托鈴木作之)

風環境工学分野(教綬 n !JI(iifi.助手 丸山 敬・ l丸叩若手雄)

環境地球工学専攻

1 (5)一環境地球|学lI攻のmこ， ì~-，~

匝 物理工学科並びに機械工学専攻，機械物理工学専攻，精密工学専攻，

原子核工学専攻，材料工学専攻友び航空宇宙工学専攻

1 .物理工学科および各専攻の概要

科学のll!:紀と11子ばれた20tH:紀から米る211l上最c.を民望すれば，今世紀の科学・技術

をさらに発民させ， 1，，1 n'!jーに地球環岐・資源・エネルギーなどについてのl本|難な課題

を克服して人びとに明るいA-::米をもたらすために，科学:・技術に寄せられる期待は

大きしミ。このような期待に Li:，えることのできる人材を育成し，またう-k[!I:*~ に I Í1J けた

研究を発jぷさせることは大学:の使命である。

このような民摂のもとに，物用 L学干'1とそれを支える大学院専攻の現体制は1994

年から発足した。この物理 1.学科ではI.:学の広い分野とその科学的慕礎について教

育を行い.標記の大学院専攻とエネルギー科学研究科(別掲:419ページ参照1の

関連専攻li，学内のエネルギ一理 L学研究所， J京 r-炉実験I~i'， メゾ材料liff究センタ

ー，生体医療工学研究センターなどの協}Jを得て，基礎から J，と、用にいたる最先端jの

研究と，それにもとづく大学院教育を行っている。
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2.各専攻の沿革と物理工学科

1897年(明治301f) 京都大，}:の I~:t .\t とともに機械 L'γ:利が1)日 l没され，それは当初

の:3í~'lt H効、ら， [J本の近代化とともに強以した J 第 2次大戦後の1.業化という村会

的背引のなかで， 1960年 (H{j 干1135in には'!:.践と制御にJfi.:l( を ítl~ く精街 L学科が，

さらに1962¥f (lIij.f11371!りには機械 L学の築俗的I!日開に 4U'!:をI!'iく機似 l学第二学

科が新設されたけその佼これら 37:科は 1975年(II{{手fl50年)の改組により再編され，

とくに機械 L学第:'?1'1は物.fII!L'γ:科として内科が ~.Wi され，それらは1994年(平

成 6;V-)のじ土産Ilにあたってそれぞれ，機械 L学，精子計i'r>f:， t後十成物用 L"l:各専攻の

1:): f本となったい

J禾鋭~ ;fì ::t~学科が 1897 年 (Iifli白30 年) ，こli支出'され.ぞ担年に開設された。当初の 4講

I<j!t能成からi斬次発民をと'1'， 1942{r (附干1117年)にはi"fi'合学科が分離独v_L.，さら

にこれをiリ体として1961年(附干1136年)に金属加 L学科が新設された。 1994年の改

組にあたっては，この r~Ij'/不|は材料干1-'-;:の系統的なíiJf究と教ff を ifb生すべし材料

I>f:作攻に統合され， また Ili]lI.~'に機俄 L'芋'科，のちに述べる原子核 1:学干|とともに

エネルギ一応用|学むよ文l没Jの共IliJI川本となった，)

1942{F (Il{j干1l17lf)に航ヤ機応業を止;えるべく航常 L'芋科が設すされた。第;次

大戦後.航'坐機の製造とそれに関する Mf~先が禁 lトーされたことによって，それはー -H3

1だ11--され，かわって応用物瑚学科;が新設されたコ 1955年(Il{j干1130年)航全 1:学:利と

して併発足し，王l[ {l: の航ツ行~j-: 'd i 1:ザ:I.'/J文にづ|き端末がれている υ

19;-;7年(1Ii1.f1l:32年)に1l;('{十主の、lマ11利)IJのj住民を先導すべ<!l:ti十五 L;γ1L(攻が，

ついで1958{!'- (lI{j干1133年)に原子怯 L学科が新I没された"1吋学科は， ミクロな観点

になって怯エネルギーなどのシステムの峰、止を目的とする現fl:の原子核じ学専攻に

引き継がれてし、るじ

マ:1付のエネルギ一関連分野を統合，発民させるべく， 1996年(、JZ成 8年)に大学

ド~'é1iJl究科として「エネルギー科学研究科」が 4 専攻をもって新設された。上述のエ

ネルギ一応用 L学専攻がこのり休となった。

各学科に各専攻がi白:結して狭い分野の教育を行ってきた従来のシステムは，日本

の近代化 .r~イヒの過程においては有効に機能した。 21世紀に向けて，専門性とと

もに広い視野と高い創造性を持った人材を求める将米の社会の要請にJL、えるために

は，学部教育の充実とならんで，既存の学閉鎖域の枠を控えた研究分野の開拓，先

端的・萌芽的研究の発反と，それによる大学院教育の充実を阿ることが必要である。

物理仁学科関連各専攻は1994年(平成 6年)に大学院組織の改革を行い，それぞれ

の専攻を大学院専任講J~Æ と，大講座である基幹講座 ならびに協力講座による構成
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とした。また， ~と{礎教育の充実を|文|るために ， /f: 古I~ の hicllJ 7学干|を統合して新た

に物理1:学科を構成した。

3. 物理工学科および各専攻における教育

大学における教育は.学生が専門知識を得ることのみならず，よりは;く.人11¥1，

社会，歴史を理解し，それによって物学を相刈化できるlよい悦野とおIJ)主的な思考 }j

i去を身につけることをもその H的とする。物理 r?科に入学した学生は， 11、い範1111

にわたる人文.11会利べ;:系科↓1.外|玉IfiiHlliなとを学び， HIL¥に数学.物煙学など

の基礎科 rJを学ぶυ 第 l学年における場↑"JH.fjとしては I物用 r学総論」が配ペ

されている。ここでは「物用 I:'}:Jの全体像と個別lの学科目の{之置づけがなされる η

第2学年で(;l:，般教育科[j，ぷ従利 11の学修を進めるとともに， Jt俄的な専門利

目として， l宣If{>:，ine休の}Jザ:や物'1"1'.，熱)J q:， i'u:liu勾学:の初'J!lょを学ぶ。第 3学年以

後では，学生それぞれのlflmによって 機械システム学，材料科学，エネルギ一理

L学. ~TこHi蒸礎 1 :''[:の 4 つのコース(学手'l-rJ l に分かれ，将~毛の専攻分野にJ.~; じた

教育を受けるい

機械システム学コースでは 材料 熱，流体の }J学や物性，そのJ;~~礎となる:単一子

・統計物理，ならびに機械システムの件付ij-と1没計・製造・制御について，材料科学

コースでは，先iι1:業材料の物'Itと機能.材料 oi主計ーさらに材料プロセッシングにつ

いて，エネルギー瑚l.学コースでは，エネルギ-J，~、用 1/;': と 111チ後 L'手:それぞれの

分野で，種々のエネルギーの変換利用HWr.物質の↑t質・変換.filJ製などについて，

また，字Hi法礎 r学コースでは航常'j-:'iIiT学・字Hi開発の某礎学問分野について，

それぞれ系統的な)，1;従教育をわい， .1:学のあらゆる分野で活躍できる人材を育成す

ることを目指す。いずれのコースにおいても 学部卒業のために必要な特別術究は

仁記の大学院を構成する講J<iその研究本において行うけ

卒業後は，多くの学生は大学院に進学する。上記大学院の修士課程学生の定員は

物理工学科の学生定員のがJ8害IJである。人二学院の各専攻は上記の各コースと -H--
に対応するのではなく，学生はいずれの専攻にも進学できる。

物理工学科卒業生と上記の大学院修 f者は，物理1:学の関連するあらゆる分野で

指導的な研究者・技術者ーとして活躍している。

4.各専攻

機械工学専攻

機械工学専攻では，機械とその技術の基盤となる学理，および設計・製造に閉す
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るiiJf究を行い， またこれらの応促としての物'I''j:物，fln''{:とそのLと;JIJに問する研究を行

っている}つぎにノJ~すように つの匂作品市(機械シスチム 1:芋)， :::つの大議時(機

いし~Q:， n'iljIJfjIJ I アλ 行.~f~k材料 ))'I ， 全長 idL体 I ， ~γ: )からなり，機械物.flM1 :':;:J_Ij攻.精密

|会学Lり攻， J.~，I! Jシステム.fl，q:I，I，U文， 1-'ι学‘

h似仙制H川li学分ITf町町fjリi-， エネルギ一利 J学学f戸:オ{州l泊川}庁f究利科.エネルギ一変J換興利学咋』攻文丸，作小|ト外体;医療 l学セン夕一

'1七.イ付休*1仁-I~学学J芋:F飢l'良'{域と?漁街色骨，'.j:拡主去6 な問{係系をもつて教f背{ .研究に当たっている J

学tiijのl王11祭化とともに， ).大、ゾ(/~マ学:干子戸:1院;b淀〉完:El川l旧肝?丹f究官悶{γd〆i下i

J仔T千仇 f紛iJf究}'I:'J生lド一' 大学院'1:，，学古1¥ザソ1:，が在籍し{甘f究を11'っている 3 また専攻の運営に当

たっては機械物坤[1/戸もl-J父と -外;となった系;~/F~' を行っている ο

機械システム講座(専任講座) (似~F 城山友1];)

エレクトロニクス技術と統合された機俄システムの一例として人x心臓を取上

げ，その{可能及び動特性解析. システム構成法と l没司法等について研究を行ってい

る i

機械設計制御工学講座(基幹講座)

加工プロセス工学分野(教長品 ;lL助教民小五:秀{丸助手 lf脇謙次)

機械憐iE部品や機能材料等の f占~'I't能化，高機能化の'X刻のためには，成形加 r:技

術Jの研究・開発が不可欠である υ 本分野ではofitJ.'I"I:加 1:，粉体!山|三，マイクロデバイ

ス削成を汁象として.力[11:プロセスあるいはそれによって何られる製llAについて研

究している。 Jl-体的には ìfii矧F却別~~上パ'1性|

?削1M的l内旬.t j叶:t十付悦j見~(i胡「白伊的iド内f甘J -ti吹~~場劫カか、らの免解!(o析' 総会tデバイス・マイクロデパイスの作成と判'門把ia
に欠かせない磁場・粒 fーマイクロメカニクスの体系化とそのLιmについて研究を行

つ-cし、る。

メカト口ニクス分野(教民- Jt川和i犬，助教長偵小路奈義，助手山本後)

ロボット 1>[:，メカトロニクス，機械システム制j~IJ に関する研究を行っている。

11 体的には，ロボットアームの機構解析・市IH制l・知能化・作業iil-j由i，フレキシブル

アームのモデル化と制御，移動ロボットによる物体移動作業と軌道計 Db]，マスタ・

スレーフマニピュレータの操作性古ド制liと制御J，}J覚人 UJUf!ぷによるfbi恕機械の抜

作!\l.q是jJ~ ， 静!十ー気体潤滑軸受けの磁力併用制御，非線形システムの制御理論，など

各種機械システムの機構と制御について理論と実験のI両1Mから研究を行っている。

マイク口マシン工学分野(教J受 鷲津正夫)

マイクロマシンとは，集積回路(IC)の製作に月Jt.，.-、られる微細力111.技術なとを用い

て作られる 1mm程度以ドの小さな機械のことである。本分野は.マイクロマシン

工学のバイオテクノロジーへの応用を中心テーマとし マイクロマシンにより細胞

やDNAを取り扱う手法，酵素を加J:T具として用いる分子加工の技術，さらには，
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b) DNased盤
固定化守F

ビーズ .. 
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ビーズをレーザー光でつま
んでDNAに押しあてる

DNase 

両端で固定{じされたDNA

DNA分子の機械加工

a)伸長 DNAのレーザーによる切断 b)酵素プローフによる切断

分子機械に閲する木健f肝究を行っている。

機械材料力学講座(基幹講座)

機械材料設計学分野(教托 駒JI，UIt ifi t11;，助教段 lt 向~!、:J

先進機械材料のf町村環境を考慮した強度目Hiltしすなわち環境強度に関する理論的

・実験的研究を行っている。{ijf<先テーマの例を挙げると， 1) 高強度・高弾↑'J: (樹

脂某.金属系)先進級fr材料の披ヴ"iと破壊に及ぼす環境効果， 2) :金属材料の腐食

疲労とILJJ腐食wリれ 3) 7託子日f!微鏡.;.1ょ査トンネル顕微鏡・原 HVJ顕微鏡・趨

音波顕微鏡フラクトグラフィとデシタルi山i像処J_1j!， 4) マイクロマシン用微小機微

主要素の特性il'Ffrlfiなとである。

連続体力学分野(事甘え 柴rH俊立llJJ手 先世志朗)

構造材料.機能材料，似合材料等のモデル化と挙動の解析や設計 Jh去を研究して

いる。特に大変形による不安定問題"茸IilU，劫下での材料の'I"T.質，超白波による欠陥

探傷や非破壊i!!リJE，形状記憶(7{f;:等の機能材料をJjjし、たアクチュエータの研究テー

マに対し，理論的モデルの構築と解析，数1w[計算・数式処理・ i由i像処理を用いたシ

ミュレーションと実験を行っている，)

熱流体工学講座(基幹講座)

熱システム工学分野(助教段脇坂知行，助手金丸一宏)

熱エネ jレギーの有効利用を阿る Ii.場から，熱の移動，エネルギ一変換などをf'toう

熱機関や装l腎|人jのlJ:視的な変化をliJf究の対象としている。内燃機関及び燃料電池シ

ステムの熱効率のII，J.上と，それらの開発の効本化を岡るため，機関の吸気・排気系

におけるガス流動及び燃焼22内のガス流動.混合気形成，燃焼過程や，燃料電池l人j

のフゲス流動，熱の移動などを数傾解析する手法の研究を行っている。

伝熱工学分野(教授鈴木健二郎，助教眠中部主敬，助手 稲l品l恭三ー)

火力，原子力，地熱及び太陽熱発電プラント 各種動力発生装l腎等のエネルギ一

変換機器や，金属，アモルファス，シリコン，光ファイパ一等の漏材料の~U&:過程
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とその加 U:id，1江， あゐいは尚i述1宝釦i釘7佼|氏Eυ正刈Hf体本や}屯E正i百計i刊|鈴算-機のように『白肖白肖&I皮支の熱発生を伴う機

日出品ではl品尚己肖1効2不十字:の}J加J川川11伐f熱払ιiパ冷;む;1、1札|

その 1本~{俄淀となる熱l申輸F愉街送機f構品の解iゆ明F別札J. 制御と}子三勺リiJ制11則!iJリi法1去;について{砂研u冴f究を行つている O

メゾ材車4~ff究センター

メゾ材料評価学分野(研究協力) (教段 治介l1:ifi郎，助教托北保正樹)

IJ;( rレベルと材料としてのマクロの中HIJIiU}l'主で、あるメソスコピックスケールでの

構造制御により機能を最適化した「メゾ材料」は，今後のす・'di航'ヤ・エネルギー材

料をはじめとする先端材料開発の中肢をなすものとして， WJ1Yを集めている。ここ

では， ;ti正被合材料， m伝導材料等のメゾ材料の開発に安求される尚精度物'It評価

iNえび強度・ A1i (L;導的''I't~，干の発収機構の微視的解析の研究を行う。

機械物理工学専攻

機f械点削f物初加}It!理l仁r宇Jア，よ学!

機的に品斜紡1市1合することにより， .r新ifjたな学問.I州Iリ叶1丹f究分野野fの|問間耳別H桁T石iと7党色帥h以4をI'H桁行して. メゾ

スコピックIifiJ:或でのクラスター・滞IJ英・表l自i・界1Mの物性，ふく射との相JI:作用，

ミクロスコピック符0-:点での!日(-c..分[-.プラズマ，マクロスコピック i;!i域での凶体

・材料，それらとがn立粒j三十11[1:作mなと、のiiJI究・教ffをわっておりつの専任講

Hモ(メゾスコピソク物'1"1:1:学 J ，苧:つの大"持H~ (材料強度物十1:ザ物性 L学)と二

つのlt!J})小;端的~ (JJ;(イAカiX験}折中'1"1:[-物別 L学， lilji9j-放射線材料学)から成ってい

るい

メゾスコピック物性工学講座(専任講座) (教托 JJi皮通j多，助教綬 木村健二，

助 手 中山広)

r向j主イオンはイオン注入，微細加 L等の先端技術のーっとして広〈利則されてい

る。その尽礎として，出~ì虫イオシの同体衣1Mでの衝突により誘起される 2 次粒子ー，

イオン励起， イオン骨:j屯変換，エネルギ-tH尖等をもとに，イオン表|自i相互作用の

素過干2.のliJl究を行っている。これと共に，イオン散乱，電子凶.j"ff，メl:査型プロープ

顕微鋭等を丹jし、て，結品表I自jの物↑生研究 エピタキシアル成長過位及びi場!換構造fi'ji

伽の研究を行っている。

材料強度物性学講座(基幹講座)

材料強度学分野(教授大作隆一，助教授北村降行，助手多回i白:哉)

金属材料，金属問化合物，セラミックス，複合材料など工業材料の高温，常温に

おける強度のメカニズムを研究している。特に 観察と数値シミュレーションによ

って，疲労やクリープなどの破壊をもたらす微細なクラックの発生や成長の法則の

解明に努めている。また，原子運動シミュレーションを通して，電て子部品のような
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休めて小さな機品川村の似I表現象の解明にもl/xり剤lんでいる。

材 料物性学分野(助教段締本敏，助千加藤博之)

物件理諭を本伐として.材料の }J";:的'/''/:'f't.十行(-欠陥.料品成長等を取扱う分野

で. 特に結~MiIH'/:. 品が結lf山i1IA山川ll川:

金属の変形機構. 依J峡袋とi品結i:jす治if古itiA品lhi;粒fト位1九吃3立t治卯Lのf役立;制与W札リι.金!凶高A双λ申糾紡J占i品司 三l慌がi品の変形挙動. 呉十li

界ìfli憎造と宍十Iß崎市川!の変 I1三と似I丸熱1J<ì(↑午 I\~マルテンサイトの起'Jíiítt と形状記憶

効果等，材料学のJ-，J;:俄と止、肝jにわたる叫'先を行っている。

物性工学講座

応用分光学分野(救長藤本孝、助教綬石井慶之，助手|品l阪 令 )

プラズ、マ.レーザーをヰ1心として.原子・分子の分光研究を行っている。 J日本的

には，パルス・レーザー励起による，プラズマ中励起原子の町、千衝突，準分刊杉成

なとなのliJ日l イオン加速出によるイオン・ビームを用いた，イオン・原子衝突， イ

オン・凶体制圧f'I;Jtjの研究。 |jY' 白/;・埋学 ~:I~ 共 /liJ従案によるトカマク・プラズマ装

置の分光音/¥門を-111，，~し，プラズ‘マ中の/}(ぷI!;( f・分 c-.ヘリウム.不純物イオンの

振舞司いについての研究υ とくに党光の偏光によるプラズ‘マのJレオ}j性のli]f'先。

熱流体物性学分野(教托 牧野俊郎. lJ}J予知林1A11t)

|三子:系や自然保で先'1'.するエ

ネルギーは，多くのJ易合，熱や

ふく射の形でj重ばれる i 主町議ドH

では.このエネルギー愉込;fJ~象

の機構を明らかにし，その予測

と制御を行うための本礎研究を

進めているο すなわち.エネル

ギーを選ぶ凶体やiiIE体の熱'/性質

とふく射性質を微悦的な観点か

ら静jべ，これを l業装慌の熱rI立

計・高jEふhJ[IJi去の開発・太陽エ

ネルギ一利用・ li:'.i市環境の設IIIー

などに応用することをはかつて

し、る。

放射線物性学講座(協力講座)

-、
人

¥ 
『ノハ

ど 1

11¥ 

111 

;1¥ 圃¥

¥ 川 「

い IJιF
v 

表面があらい繊維によるふく射の散乱

原子炉実験所中性子物理 L学部門，放射線材料学部門
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精密工学専攻

1:*製品の:riJj機能化・尚品質化・多緑化のニーズにL[:;.えるため，機械|ー業の分野

では，従米の[，'i]{.j-.j主体lをより i架めるとともに， コンピヱータ民mによる自動イヒや統

.!-，Ii '1 :_1)[;化など，新しい党民が急速にjif;んでいる。これに作って，その本位としての

精街 lーザ:は低々 示唆;とな 1)， またその対象も広範l井|に広がってきた。すなわち.精

稀 1:学の分貯はiR光封IJの機同・装F11の設計，製イ'['，補?も:計 iWJ・制御技術をベース

にした精術JJIL1 :，機械}~ itl1~の振動や駁 iI の問題とその制御等はもとより，これらを

統fTする技術として，最適な生lキシステム，経i前iliからの考慮をも fTむ管岬ーシステ

ム，1:えび複雑で大胤僚なシステムの解析・ ii1HI-. j亙 HJ の lilf'先などへと ~G )j( している、

学生は， ヒに述べた精干持1:'子:分野の発民に.l".Ji，と、できるように配慮されたカリキュラ

ムに沿って勉学する υ

当専攻は，専任講Hそ(デザインシステム論説l併)と本幹"梓時(システムr:学講階，

生11能機械システム講I~りから構成されている。各議開の研究ìr~'動を以下にが{介する。

デザインシステム論講座(専任講座) (教花 久保愛三，助教将棋木村犬， !lJJ 

r l!!Jrt' j.1(也)
機械jえぴシステムのデザインについて.機能や'1''1:能・品質の最適化のみならず，

人[iljrl会， 文化，環境の品川n，品川.('i-の料験や利問者ーの主観!感長剖，竹l

たI設1泣立i訂討汁一のj庁Jパi法去d諭命とそのJ九L日f体4的ツ一ルについてJ探l宋()求kし f体向4刈Iヰ車Iを代衣とするメカニカル

パワ一トランスミツシヨンのfj七Eパ;中粁ift'け，[性|

の|防限2拠{拘界lの;凡.!.;柏恢情恢iめ'専門的な知識や技能を有し特定の利用ti-ゃ環境に適1，[:;、して学符す

ることのできる機械システムのデザイン，作僚の計算機援用エンジニアリングツー

ルによる解析と人間による意思決定や行能詐仰iがーイヰ;となって織りなす協調的な設

計的動の知的主;提技術，に閲する蒸礎並ぴにその成果の設計 r学への応用について

liJI究を行っている υ

システム工学講座(基幹講座)

生産工学分野(教托 111品 元 . 助 教 民 熊 本 博 光，lt)J手水山元)

生産システムの構成からその通用管月ーにでるまで，生産r:学分野の1::般を系統的

に研究している。王II;hのテーマは， 1) 生市システムの構成法;jf~ぴに運用法の研究.

2 )スケジューリングと在庫管理の研究， 3) 状態某準保全方式の理論的・実験的

iiJf究， 4) サービスパーツ管理問題の研究， 5) 品質 lぷ:についての研究などであ

る。またシステム信頼性・安全性解析， リスク百十仙し移動体主n能情報システムにつ

いても研究している。
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知識情報システム分野(助教Jf 山村允苧， llJJT- 行合弘樹)

設計・生産の統合的知識と'情報の処県に*づく最適システム設計.1[:.所.情報デ

ータベースとネヴトワークにぷづくコンカレントエシジニアリングおよびコンピュ

ータ援用設計・ ~Uf .解析(CAO/CAM/じAE)の生11的統合化の研究を1Jっている。

振動制御システム分野 ( 教 托 松 久 克 ， 助 教 民 中)1:幹雄，助手本FH持久・

両日立 修)

機械構造物のJ反動・験 ('j'O)

解析.及び制御をiiJf究丸J~ と

し，これらの本縫iiJf究並びに

応用研究を行う σ 王l!{t:，ゴン

ドラやリフトの侃れの動吸飯

器やジャイロによる制J比ハ

ードディスクなとdのrll]転川似

の振動，駁自のアクティブコ

ントロール f重I繋を受けるIt

の制振，ヒューマン・ダイナ

ミクスなと'O)liJf究を行ってい

る。またl挙隙音(~むき)の発

生機構と防lトj去，カオスの発生とその止用.

ついても研究している。

知能機械システム講座(基幹講座)

f
 

J
'
t
1
 1

1
4
1
 

1
1
'
i
f
 

/
 

J
a
J
'
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半径が0.1ミクロンのイオンビームによる

金属・高分子ニ層膜上の溝加工

J辰動・騒音による機械の故障診断j去に

精密計測加工論分野(教段 制聖子義H{{，助教J受 モータメド・エクテサピ・アリ.

助手井原之敏・松原!字)

NC (数値制御)を主とした機械の言]-iJ{!J制御， FA (フ T クトリーオートメーシ

ョン)及ぴ精布、加 Lについて研究しているο 具体的には NC工作機械の逆動誤廷の

計iP'1j法と精度rtJLc.，CNCサーボ系の特性解析と改善， CBN紙石を用いた NCliJf削i去，

MMCによるコンカレント金型製造などの研究を行っている。またイオンビーム力11

1二法を用いて超微細管!域での物質の界1M.衣I自1のモルフォロジー制御に関する研究

もf子っている。

トライボロジ一分野(教授 矢部'克，助教授藤j苔博重)

軸受・歯車など，機械を構成する各種機械要素を対象とし，例えば軸受について

は.静圧気体軸受.油l五機器における特殊軸受，非接触ガスシール，等の作動特性

解析，また，歯車については，製作精度の光測定法の研究など，機械要素の性能に

関する基礎的研究並びにその成果の設計への応用についての研究を行っている。
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知的制御工学分野(数段 n-n 修， Jl}J子 JHU lElVJJ 

複雑なシステムの解析・ l出;1・制御・ j主fIlのための本礎概念と用lIi命の構築並びに

その実際問題への.i!&肘を FI的とし，システム制御用，;命と生1I能'li'iW処朗の方法論並び

に自己組織系・複雑系のJH!;命から検討を加え，マ:'tf!.適応・進化機能を干Iする知的

システムの構築及び人間・千|会と鋭利l的な機似システム'五土}~の }j ìl、 1;命について研究

を行っている。

原子核工学専攻

1957年 (H日和32年)に原子核 L学専攻が， また裂1958年(lI!{利33年)には原子核

L'予科が全国に先駆けて設置された。原子核というミクロな粒-fーのもつf皇れた性質

を平干11の目的に使うための科学技術を確立していくことを使命とし， _1学部のなか

にあっては基礎的な学問の芥り高い学科-専攻として誕'1'-したコ

1994年(半成 6年)の IH:iiJf究科・J:学部の改組後においても以内支 L学専攻に

おける教育研究の慕本安勢に変化はないυ 原子核や!日(fーといった￥:f-の構造や相互

作用の研究にもとづくミクロな観点から，核エネルギーの尚!主主主::"iで利用ならびに物

質の変換.(¥IJ製なとに資するiiJP先をおこない， 人好!の持続的発以と払'i1i1に氏献する

ことを fJ 的としている。そのため，1:学の~礎と￥ f-}J学をはじめとする新しい物

f堅手:など基礎的な学|甘jを身につけることが教育の本本である。この精神に_I/脚して.

物理 L"-{~科会般ならびにエネルギー埋 1:学コースの 15〔子核 L学分野の学部教育にも

参l由iしている。

のちにのべるように本専攻は l}1f T:，(持 J'i~ 1 ，本幹大講1W2と協力大;議時 lからなる。

これらの講曜は白ー機的にむすば、れ.核エネルギーと話ーチビームに関する研究を 2本

の1，!;:本柱としつつ，さらに量子時代の科学技術の先導{'i-とよばれるにふさわしい学

問分野を開桁している。その研究の多くは，他の[学分野以仁に，高j昆や高熱流~

さらには放射線なとcの傾端条件でのミクロスケールの機構やプロセスを対象とする

もので，他の分野への波及が期待されるものである ο

具体的には，まず第 lに核エネルギーシステムの総合 L学の核として，将水炉を

中心とした現存の核エネルギーシステムの安全性や核燃料サイクルの俗説，放射性

廃棄物の処理処分の解決，さらには将米のエネルギー源確保のために，高速噌殖炉

や核融合灯iの開発， トリウム資源の利用などの研究に理論，実験耐rfiIから取り組ん

でいる。第 2に，量子ビーム利用の先導的役割をはたすため，加速器あるいは原千

炉からのイオン，電子，光子，中性子など高度に制御された量子ビームの発生に関

する基盤技術開発，原子核から凝縮系にいたる素過程や機能発現についての基礎研

究，それらの材料科学や生体・医学などの分野への応用研究を展開している。
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このような利学校体Jの発以のー裂をfl!うべき人材を育成するため，物理r:学科・

原子桜 r:学専攻をi曲して応{避的な埋Ji命から 111t.i11川、先端的な学術・技術を系統1'10に修

得しうるカリキュラムをもうけている。物J'1j¥L学科エネルギー開 L学コースにおけ

る， 1日(f.怯 1/;:分1ザの尽くji;是となる与I:f-))'・t.熱・流{十"材料， 単一子・ブラズ、マ，原

子力 lなどの講義i'!Ii刊， ，_(験と原子終 L'千咋J文教rfの指導による特)}IJ研究であるい

大学院修上課程ーでは伎エネルギーや~[-ビームに関するより先端的な科目をさf:ぶと

ともに，議wに所属してiiff先をおこない修士Ji命丈としてまとめる。学部卒業後ほほ

全員が大学院修 L深程に進学するほか，総合本礎 1:学としての特徴を活かし.他コ

ース.他学古11，f也大学の学生も積称的に受け入れている。博士後期課程へも毎年表

F:}'，が進学し，より I副主な研究に11¥1.り込み，国際会議や学術J雑誌で発表するなどし

て， 博:士士土士.の"字y戸:j卜位J立む?り~l取|以正川4符5 をめさざ、すo -1小本〉ヰ:."!咋立」攻文における教f行}了;サii川i}冴}f究t折行h主導手は主込専L与(j仔任了壬:教引のlほ孟カか、h版;江u.
均炉i~実1克ミ験l刈U列iの教Jt'ç がが、1協iあh)幻J しておこなつている

程9名でで、ある。

物理工学科エネルギ一理 1>芋コースJj日子似 L学分野の卒業生や大学院11事土Ji泉佐・

博士後期j課程の修 f'lは，屯}J'fl;lfJJ， i正気・屯 f機器 j並1u・計算機，情報・

ソフト，司H幾械・梢W，'f綾部，鉄鋼・材料等々の此|間企業や，行l'j'，凶公、，):研究機関，

大学等，恨めて多彩な分野で，社会のつよい期待に1.I:.;え，おおいに活躍している。

量子ビーム科学講座(専任講座) (教綬今阿{言嗣，助教ほ伊藤秋男，助手

荻野晃也・今井誠)

加速器からのイオン，電子，光子などの量子ビームをもちいて，それらと原子核，

原子，分子および凝縮系との衝突素過程について基礎から応用にわたる研究をおこ

なう。量子ビーム衝突が凶体主支出やクラスタ粒子などナノスケールの凝縮系におよ

ぽす効果とその材料物性への応用 凶体表l耐のキャラクタリゼーションj去の開発，

国体内水素の挙動と物性におよぽす影響，界耐プラズ、マ内をふくむ原子分子衝突素

過程，ならぴ、に某礎技術としての共IJ母遷移放射による高輝度X線の発生や加速器・

イオン源の開発，加速器を利用した般物理 l浮:などの研究をおこなう。

量子物質工学講座(基幹講座)

量子物理学分野(助教授 山本克j九助手樋口嘉男・占出紡;ー:)

素粒子，原子核，原子や凝縮系は物質を構成するとともに，低エネルギーから高

エネルギーまでの種々の過程においてさまざまな現象をしめす。これらの現象を解

明し.介在する相可.作用のメカニズムを}心、だす研究をおこなう。さらに，これら

の諸過程やメカニズムの工学的応用について研究をする。
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中性子工学分野(教托木村逸郎，助教段 泰平11)(. 講Alli 神野有1;夫)

高エネルギー放射線の4郵送と J車両l，i， y斗中中一.1'川Iν川，性|

f十絞主j以えρ1，応，必Lの l仁:学的l応ι}件肘fJ. たとえはず長!.i(.，，'絞l従来物のjドh比 三l'導体にたいする中性子

HH射効来なとについて脳広く研究するれ

核エネルギー工学講座(基幹講座)

核材料工学分野(教托 * J:lj夫，助教十是 正~j 本 (il; :. l!}J T 隊出iti之)

終分裂かや絞融合均iでエネ jレギーを行IJII'Iし，それを'i(令にイ1・効利ItJしていくため

に必裂となる過酷な条件にさらされながら使用される材料についての研究をおこな

う。また. r，，'J f立体分雌，使用 i斉み終燃料の再処煙，放射'1''!: I1~栄一物の ~JJ県処分など，

怯燃料サイクルに関連する研究をおこなう。

核エネルギ一変機工学分野(教民 f平洋Hijぷ，助欽段 J'J'lii;J 勲.助手高橋

修・ j日J1);(全作)

被崩壊，怯分裂，絞融合などによる熱エネルギーの党生・変換・輸送・貯蔵にお

ける多係な現象の解明とその応用，特に彼エネルギーの安令かっ効本的利用に関す

る熱流体I:学や L学的安全性に係わる学即，本i遊技術のIm'ieと高l主化等の研究をお

こなう。

量子制御工学分野(教ば- 小林作紡，助教民 tH占的弘，助手 金沢 村・森谷

公.)

核エネルギ一3発e生システムでで、あるJ原瓜 f旬iに|問羽i連皇する I巾iド1ν叶'1性l

すなわちその+校支的停解f有析f及ぴぴ、I没式計|仁¥ 【H"刊|ド刊'I.n拡H広山;ji散I政士およひ.甲申輸命j込孟ん万".f'引干F私れVAにの毎停解i(oi法j去、. Ii;(子炉維音

解干Ir.制御，安令t'l:などについて実験および理論的iijl究をおこなう。

核システム工学講座(協力講座)

中性子j原t:学分野，量子物性機器学分野，十五プロセス化学分野，放射線医学物理

分野からなり，原子ーが:主験所所属の教宵がilI当している。

各講賄(分野)の詳細は.http://www.nucleng.kyoto.u.ac.jp/で公開されている。

材料工学専攻

1.専攻の概要

明治30年(1987)京都帝国大学の創立の翌年1898年に設置された採鉱冶金学科は，

昭和17年に冶金学科と鉱山学科の 2学科となった。その後冶金学科は，昭和36年に

金属加工学科を新設し，平成 6年には材料工学専攻と改組され，一部エネルギー科

学研究科エネルギ一応用工学専攻に分離し 今21世紀に向け材料科学の Center01 

Excellenceとして大きく飛躍しようとしている。

最近著しい発展をとげた材料の例を挙げると，構造用材料では，高層建築や長大
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tff，なと-の住J$とにィ、IIJ欠なI'::j~J~ )) ~同;J.航情機ジェットエシジンに集約される超 1M作品合

{t;" [，td (ポIILr~，; ]'やたr;J)jitL i也に1111，、られる'j'-.i引十、材料， リニアモーターベJコンピェ

ーターに1111，、られる必心、;if+1料.セシサー， 1じJ，lAI，zとして1111，、られるファインセ

ラミゾクス，人l:(:'l'j'lのアシナナやロボッ卜 Udf1;される M:I犬， il2怯 {r~t~など多数あ

i) ，材料1'1・'tはさまさまなhiA:1:品JzWrをJIIっている υ

JJW:十1:去において，材料はあらゆる 1)(業のjt幹をなし.その以たすは/iIJはますま

す示唆になりつつあるυ(;;1]えは，新工才、ルギーilJ;jのj)日発， iiu:洋[!fHe，'r・'iIilJ日発.情

報産業などいずれの1rZIl; 1:rti 1" 1術分~fí'においても， i山jJ則的な竹能をイjする析材料の間

'5eが切己ljされている F 材料をilil]する物がJ主体jを制すると， iわれ，次[11:代のplJj!倒的な

%Ji 材料を J~il， みlI 'l す;1!\日以の IIJ 能↑t を泌めたコ~'r:l ¥y刷所と情熱にW1刊二している l

2.研究活動の現状

[材料設計工学講座(専任)1 
材料設計工学分野(教民比 J桁j弘助教J古 川rlr 功，助手"，ttj1~j.i? 人・小5:，~

I!;l. . i'u) 

金属， l導体.セラミソク

ス等種々の材料の屯f状態を

理論的に計算し，それら物性

や材料特性をi'[[-，命的に別解

すると共に，次1":代の新機能

材料や尚竹能材料の 1}~.J )c . ，ll 

，¥1を"111したli)f允を11'ってし h

るJ 続々の令同11¥1化fr物.金

1‘相変化物.炭化物.ケイ化物，

~J~ ウ化物やチソ化ケイ素など

のセラミソクのIlllj't'l:1子状態を

政lべ化学名lffT↑tと材料強度や

安定'1"'1=との閲述， {i3.i性

ベクトルのJIjl_，j命解析を行っている。

[材料プロセス工学講座(基幹)1 

ヨウ化銀中の格子間銀イオンの電子の波動関数

表面処理工学分野(教托 架合泰弘，助教授平藤村 riJ.助子 Ui頼J:ii~~J ・休

H") 

材料電気化学，溶液化学などの手法と知見を慕礎に，金属，合会及び化合物など

の電解析11¥反応を利用する材料の表im処理及び機能性薄膜の製造に関する研究をわ



302 :2巾 '戸川と jぐiーI:':C;

うと !t に金 1，1:' の iil! 」に;~，~ J.~! 1 ~ HJを1，[:~ ) 1 Jした予行I!日リサイクルに12ける!ill'i't;も 1Jってい

る また，これらのう刊!f'にも川j生する興11本淡い'，ldJi JJ~ ~，を州々の先端 (I~) r;去を，ljj，、
てfiJ!i析する(III冗をねっている このようなiiJI冗によ 1)， J}(i'ffu主系を千IJ川しと付料の

限ii伝化及びリサイケリング合 i国じトi去にLllriJ、している

フプ。口セスE設宣言計十学分聖野子 (伊F教tυJ托三 l;川{リ引!リJ1本(.r丹t時iJ次j欠~r郎)1叩1; ， 1肋功干教U'托:2 ，刈11りlリJ:什? ;1ド川l1可，'.1， 11川|凶JJr 11川lI，ì辺i辺!1~比uぺl:.J

f化ヒ')戸:た:1止μL比i、川"耐i命仏占u. 千移与困動i}J}月J~ 考象:υ川"川11仏1

1令ê~凶叫 .f什~~合?を Ili始íìめとする fり除J、々な材料製造プロセスの幼中化. 析~，~十~';~~.ìむブロ七スの

Ilfl允をわっている また村 n プロセス!?に '~qくされる J山'1! 'CJi'f，ltJ史な付半、|バ Hlllj法

のIHI'Icを111Hしている

マイク口材料学分野(教J・2

H" 1". "3:~ ， UJJ.JUzJi IJ、n'，/J-f)~， 

11)) l fょ ~UII\"I)

会以i:，i/111~\ は í lr: rHf'1をI;.iiめ

として，多くの侠能主 f材料

としてI1J.i主がiJ、がってきてい

る lrUi， j山IJJ~1J.;'2 条 1'1'も恥

しくなり f正*の;冷，11良材料で

はその悦能を十分に ~c -t!fiでき

ず新村干|のIl日発が'JIilく求めら

れている υ 析しい湾映材料の

IlfJ発を 11J行して， j存1I日材料肉

体の物'1"1: 1えび治 II~ と純々のハ

ルク村との卯1M反応について

の本健研究を行っている、〉

[材料物性学講座(基幹)]

-・・・・圃圃副圃圃薗圃・幽園箇幽・・薗幽幽掴幽幽幽圃・・

‘宮1吟;'
s寺子紗l :ゆ

炉』司f'，.> 

タイヤモンドを用いた電子エミ yション源。
中央に見える約 l/，mの円すい形の先端から電子が
放射される。

量子材料学分野(教J2 志1'tTE:I:r;，助教花 利l川桁え.， WJ r '1'十l俗よ)

1.'，1休"1の'，[1rは，情IJ比l己主ゃあ川?，fIIt.i立のj主いによ 1)，'，[1主d正~;q.'I''I=.. 、 1".;'主体的↑'1 質.

也(1.;持. ~rtt 正法↑tなと悦今な4'Y↑'1 を )GIJ~ させる u 本iiJf'先分出J'では. ~~~1~{r令や金属開

化合物の雌気(i~J'I''J:1ftをIIJ心lこ，析しい機能を Ij，す物質の発比や，そのメカニズムの

解明を[1mし.与;:"(il'命. ~ttI ，i命自0íli.lt:.'，( ，こ 0 ち.月、i~*t:的な MI 究を行っている。そのた

め，政'l"1:.電気{ょ~~弘比熱. 7:~~ ij~; I)Jーなどの法礎物十|の ìl!11定 fえぴ後似~~(JtqÇ，b，メスパ

ウアー効果などの11投視的ゾミ騒iJ;によりliJf究を行っている日

結品物性工学分野(教民， 1I1口正治，助教長 乾 11111'1'.助手 Davicl R.lohnson! 

金属開化合物などの新しい素材の結品成長.}J学的物性，物↑ノ1:と深い関わりを持
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つ陥 r欠陥について I'，'，'jjj、fiJI(íìg'，江 rWlmW~iJ、守の批判の il!lj'，じ下段を)↑j ， γζ jjJf允して

いる、そ (j)枯れは， i:J i しい材料を '1 みすてるための応似として -'F~'}tである l

格子欠陥物性工学(教托 小山J1宏， 11)J.{rH2 i{Hf 宏， lIJJf: HI'j'ιょJ
~;:: I，~f!: 11\1 化什物における山L'.fi1、 /i~Iえび+111(.f11、/lt ;霊移~::)，\f!: . {d::ll'のが純物I!;(r-の

{({I: J I';íJ.~と fJ):/I~ ノìê助/えびは人 'í~! I!;( r と ii'i:1~ I~'I h;( fーの十111，-，flj 11 J. h~ ';計六万全胤の時!↑'1:

変 JI 汁t~tIIt fo:と， HH物'1''1=.の法 fi~(I(j fi}f冗をJII¥，isu ， 'j~験の 1II ，jllli からねっているいまた.

illz ノj 、 ìP_~:，' i 川，;A1"1のリiji竹中il!lj定民ii'i・データ角iifJj-)ji去のIJfJ')色.それを!日L、た様々な物

質の~ijí.'I''l: 1 二 WIする X!5~iJ'1(j{rJI究をJ住めているυ

[材料機能学講座(基幹)1 
材料物理学分野(教托 ld寸先jL助千 l九川;;'，:，ijl

Nb単結晶からの2回対称性の中性子小角散乱像

)見川十11への十11'li:、移や k，J'1~; 'I:' I:の y;~

なる付|への転移なとのlCJi次の十11分

Wit/'¥:，iuのタイナミクスを fジシグ

モデルと.)1ーがill1';f}投分}jf'1'.r¥:をIlj，、
た放自，f(dl~~ べ"1''1"1_ (-. X ~:l~ 小 iiJ

1t~，f;Ld、によ:) ， ;I~Iべ.十11 、ド íij!J を干IJ 川

してilill制lしJ三メヅtll{i立と F也(ょ;l以!I，¥

'1"1， (oii ，-<~q_\"I"I. }J'?ヰH"I:サーの材料

物'1''1:との十111~\I を fill 先してし、る ま

たれ 2 村(，Wf.L、砕休における ~rl: (-ft 

M~~，{の怖j立とそのtn らさを '1 ' '1:' 1: r 
小iiJ/l~ ，f;しゃ II}.)，化 ìWj 屯法で，iJNJ べ， 11以

来ピンニングの機構と悩IJ:咋特↑tを1111允している i

材質制御学分野(与えJ-2 q'，，:: 11:，ι，助教4) 1I1・I!;( 忠)

構造ftJ材料として屯裂な鉄鋼材料及びチタン {r.(t空の，iK-tl:1't(特に強度と制'1"11ω

己主一品及び祈しい機能をイlする鉄鋼材料.チタン合金のIlH拾に|見lする本礎I，)卜7Eを1J 

っている !l fj':l'J(jには， 十11変態， fli-il'， ， I併}呼}吋此陥i赤あ斜仙(:il叫ll山川iV1

と力方ii法i去;， I_えび合以来Il織と iiK ↑tt~lの己主 i存， ))1加l什|

びJ超E也:主E出4則山削↑T刊'1合イ令i訟空の|リ聞)H別fH発色なとの{耐州iJ川Jl'5先Eをfわjつている{什J 

材料構造物性学分野(助教托 松山〔火ー郎， l1)JT 山本 'J-if) 

材料のiJi:攻ーな・泌を fl[ っているアモルファス金I，~，ガラス， /Kdぶ{足なとの.)11，'0]川

系物質の!京(J七レベルでの同州構造を， x料やIj'x，身、JJtによる IIJ]-jJrJ'l(j千i};を11j ¥， γζWi1:Ji 

し.これら非同期l系物質が示すmJWJ憎j立を持つ結Atliにはない非常
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Ii:H州、i↑'1なとの4S'n'5tJJtのメカニ

ス J、につし、て }f~{ し， がi しし、 ~1 :j8J

jlJJ{，付利 PfJ:'itのための J，t(必IY)'lu総

を j ，'(f!~ するために(I}f 先を 1J ってい

る

メソ材料基礎工学分野(研究協

力) lメソ付利(I}I允センゲー，教

f':J: il'9 JI J1) J. ，;持f:IIJ ， i~1品J J1!J ) 

メゾ lサ判の ti:~íj包と'~IIIJti1f_i立・ 1正

rt荷造との I~J .iiliを. 点lftトンネル

20 ・
.且 brightsites 

jiO' ..  

()，園田園田園・-。12.14567X
仕事関数宏J~ (，Vj 

W!I政鈍1干の係キの/，山川プロープiJ、 STMで観察した酸素を吸着したシリコンの表面

をIIJl、てIVJらかにする/IIf冗を11っ

ている ，4'S'にメゾ材料の夫l(tI'WI(U構造とそのJ，，)所的な電子状態. メヅスコピック

必f?の'，L:r物'1"1なと二材料のiltHlIlなIii!械が示す'1"1貨を解明するfi)f':i'e，こ中:点をi汗いて

いる またIl;((-4'刷'1'・火 IttÎ~文民などの下ì1;を J，[::，用して，新しい機fiE を t-Ï'つメゾ材料

のli2;il.{1IJ製を，Aみることも大きな研究 [J僚であるο

航空宇宙工学専攻

1.専攻の概要

，1'1 'y，J文(救不)は， 、11.成 6fド (1994)の大学院1ft:人'.dt改組lこより. Ifl 自JL'J(!T~予干|

が移行したもので， 骨航j立'l:'ツノ伐伝r，ι字-

とこのう分f日肝!j'におけるJ行Jιh作的f甘jj川iJ川}庁f'究?光Eをf行行1子:うものでで、あり 2つの大誠wとlつの大，}:院事

fT:小，;，'ljJ<Iiから成っているい

吋 I，~J文，及びそれが学自1;においてfll 当する物稗J:学科，j汁fi本{仕J:学コースにおい

ては， I，~:m 数学. }J学，物理学を中心として，航'l(!'j-:'riiJ:学の}，!di!lrをなす教f:I.i.J{配

当されているο これにより，学生は，航ツ(!'j-:'riiT学のみならず広汎な 1:学分野にお

いて活躍できる光分な能力と，将米これをさらに発泌させれ}る悲礎学}Jを持つこと

に .ljj~，\';(を附いて教育されている。 III航雫r:学科は約千名の本業'1ーを送 1) 11¥したが，

その約半数は j l'lJi.':航常~f 'd i J:学分野において，筏りはその他の問述分野において治

躍しているο

2.研究活動

当専攻における各講/#~ごとの研究所動は以下の通りであるが，当専攻の研究は学



体J的filliflr(のrf.lj~、 J，I~jiJt!iJi究を食

関したものが多く，また， [1<[ 

l際的な交流が深いことが引 í~x

としてあけ、られる l

航空宇宙力学講座(専任講

座) (教{>{: i'i'本・ノ1:" "梓r:I1i

高田滋)

暗記'ノ);'f:'diT学に|刻Jiliする }J

学の新しい分野のIl日発的{iJf究

を行う消1+であり 1罰法気ft.:
}J'f:の nd~的{iJI 究 1えびその航

??そす:'rÎiT~f:への!必!日 {iJf究を.
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招へい外国人学者によるセミナー

E聖論角I(相fと数制(シミュレーションの同日(Iiからねっている.JJUIーの f:なiiJf究テーマは，

(1)物f本を過ぎる峰山ー述希滞気i;ieの解析， (2)付|変化を1'1'-う気体it特に多成分出

fr気流の)，~本 n叶'1=. 11の解明， (3) ibAJ主j劾に起lばする希滞気体4-iイlの士、Ji定刻象の解析.

(4)気fキ;~~I の 11別立(-の運動に 1!'\1する H~{\楚 n0研究.などであるρ

航空宇宙基礎工学講座(基幹講座)

流体力学分野(教ff fzf恨良た，助教N:・ 大和IH-Hi，，Wtr.ili 杉l己 宏)

分子会計本}Jザ:のJ中日仏数1il(解析， )二品会作1Mからの仰|究に f:_}Jをii:いでいるけ本分

間二では分 f気体}J学の発)l(fJJWJよりその{iJI究を行い， (1) 1，'(米の流体}J学のi凶行づ

け， Knudsen )'，"'1の解析， 日lMの1'dl:のtfi-ll荷と解析守;の尽{irtJq["命の構築; (2)熱は

ふく流，熱1，i::')Jすべり i九熱泳勤可「のi氏術!主気体特有の現象.強p，I i釘咳i皮，蒸発-

J疑縮を1lう流れ)主iKTd主(!.J配上JI象，iIT[れの安定'1"1:と分自主等，本本的月l象の解明 (3)

高度にあるし、は~!君!立に希薄な気体を取り扱うー般的刀法の開発; (4) ボルツマン

方程式の数前解i1:(iI'O長シミュレーション I去を合む)の開発，瑚，;命的li背究，応用等.

ま月しい分野の建設に努}Jしている。また，パリ第6・第7大学， ミラノ仁科大学， ラ

イデン大学等，海外諸大学，研究刈との研究交流をi市発に行っているリ

推進工学分野(助教疑 石井降次)

大気中及び寸:Hi'l:民間における11是正川本の折blliに関連した超日;ili常気}Ji'j: ，エネルギ

一変換及び熱市IJ術lに閲する某俊{iJI究lえび茶iitH支術開発を行う分野であるけ 4'1'にこれ

らに関連して主要なれ:業媒質としての出合・ j昆相iifc体のim.体}J学的・熱j刈J'γ:(的l内甘件ヰ判')"1"

を解明する研究にi弔取E立(点をl雨宵宵:刈し、ている O 最i近止のf研l冴耳究として， (1) 2十11系彼ij'1判!支給・によ

る気液 2相流の流動・波動に閲する尖験 (2)衝撃波符風ill;JによるJf:定常自 11111(¥

j荒の実験; (3) 超音速流の数値シミュレーションなどが挙げられる 3
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構造強度学分野(教托 川 IJ;(JÆ~dì ， ll)] T 小川j火山.~rj' ，1;，)止に敏)

市Il全・，j':'dit降ii!i物のiJII!1iに1~J Jiliした，iK-I:lI :t.Uの ií)f'先を li ううHj- 'C あり， A主，'li~ゴ~:干句Jウ削J

(υJ討流A北d什休十本;.. [，川J山叶l町ili体本j幻J'、;::引:リ)， t!ljiu: }J'λ 材料 })'j主に本づくJ1H"命的・ 'jミ!¥1il下jNsMt:Mf'先を 1Jって

し、る υ j:なliJ[究テーマは(1) ，ì 'l! 1:火体の iJ)i.動や振動における .)1 線 11~Jl[象の ~j平和 r: (::) 

ソリトンやカオス凡l 年~ ui WI Ij_ ';j-るJI:線JI:.動}J''';:のY削i是と /，[:.;111; (3) [，1，[ 体'1'を丘、帰

する I，~-.)Jì皮の尖験反ぴJ!H"Itii; (1) i!h ~;:~ 1¥{]' 訟を交けた j}i~{jの附iE物のノr'?(J(J<i.<動 (5)

I白'j;主交J!':.'fにおける材料の惜1<1むに及び破t$!WJなどである これらのiif先では'x験及

び数術シミュレーションと.fIjl，l品7解析がfjf・件j;される υ また， k.J象とする材料には金属

材料に}J[Jえ，先i色惚介材料.セラミソクスなとが:合まれるにJ

航空宇宙解析工学講座(基幹講座)

空気力学分野(助千 utlll此M()

主dト}J'fを.mうう上山fであ 1)• これまで、は j:. としてた付、に WI 辿した気体~;fLれの JIH ，命

的jiJf允が1Jわれているけ

振動制御工学分野(~!d';i ) 1: Ub、 ‘助教托 +;川氏久， WJf: 1/111可弘IVj)

~I"L全 'j':Hi J:学でのk.J象システムの惚雑化， ).:.脱出化、i伝ぴに尚機能化にJ.JJ.i:.、すべく，

システム 1.'子iI】iJ倒jI:'/:/えび、振動乍:の悲健研究、ii;.び‘にl必片1M究を行っているけなか

でも， Jd見付!システムの1i; ~ifi'lt /えび'必令'1"1:をI"J卜.させるための解析， ，iflIlli /えび設計

に!日J する}j ìtd~，ふ)..: J:j~悦システムを W(tlj- ・制御するためのモデリングとシミュレー

ショシの方法"命. r1i.':j/主のi!ilji~[1 システムベ) Ilä~ 1;1';( r診断システムを構築するための人 I:tll

iiEや知，;法J:'}:あるいはニーL ーラル・ネソトワークのぷ{企と I，i:.;iIJ ， )..: }J[十日システムに

おける人jilJとシステムとのよ 1)n.l汁ilM干11を求めるヒューマン・インターフ工ース，

人/111の立五決定を効果的に主持するコンピェータ・システム等に|刻する州'先に il!:ljく

をWi:l¥1ぐし、る σ

航空宇宙機構造学分野(教民 ~Lh!:干11M:，肋下 川町'洋典・村正111，It }ト J上川 IJ~ ，'i) 

航'ノドアHi機の動}J']:角平析/えびj主到J市1I待11に|刻する応礎研'先、ifi.ぴに.Jt:i世技術開発をh

う分野であるけ航全'Y'di機は多くの剛f1;.， 'W'I"I体が結介した抜維な機械システムで

あり，動j'1(Jな広iJ.立の'11でi'::jJ立な作:%;を行うひこの稀のシステムの開発の決伐となる

1 >'f:的:深出として次のiiJl究を行っている J (1) 複雑な機械システムのモデル化及び

シミュレーション fi.去の研究， (2)動的な環境の口出哉とモデル'U点下位、のiiJf究， (31 

非線形機械システムの運動制御lに閲する研究。



)('/1:'，" 1 :'?i，JI冗f'1・ 1:'? i¥l; 307 

N 電気電子工学科並びに電気工学専攻，電子物性工学専攻及び電子通信

工学専攻

(電気電子工学科及び各専攻の目的と構成)

電気iI千 1:'/千I!えびI江主L系l、l品」えは"江主(. '，LLI Lザーの山))ijから人If¥Jの繁栄とイ寸ll'l

lこ民 l献することを刷って "ι主Lエネルギーの発'j:_と利fIJ，判長!bililJ仰やたm十I)~ システ

ムの土'tt，l命とk、111. '，[1 (-. :1: f.:命からの付利 ~\.'I"I の角JíoH)j と析しいエレクトロニクス j、4

宇|とデバイスの(iIJ;比んmj.~~↑J'j -(lH!!)'1!システムの JiA.:布と It!i ~n-伎俳人デイシゲルj凶

1u4!iHiJとj副パメディアのJ'J!，li¥iiと比'，)IJ，マルチメディア'h'j仰の'xi.1f4!J'1!品iと!心、111H+1江な

どの分野について教ffと{i}I'先をfJい，村会に千n日な人材を1i成・供給すると I;;J11.¥に

liJf究JJ足以を泣J己することをtJ的としている このため，-}:i'j:r~ ， ).、宇院をjLUして， fi 

した)jilのもとに''(:'1の教ffをfJい， {iリi立↑'U二;l;IみJ行持(I(J，"0易に，'，ち l~]. る人村長l戊

を目指しているけ it気系では、|勺必 7"1一!主の改組により，ザ:(í:l~ は t民主ビ屯f- I/'f:朴，大

学院は屯気1:学 i丘n初tt1 ://:， i民fjLUti 1 >;:の 3'.'/攻 f本 ililJ に I'~制された。またイ

オシ l 学)~験施lE2. エネルギ一利ザ:lijf')'ë利，エネルギ一朗1:q: !iJI究所， Æ室副}./，"， 11~皮

研究センターの i ，}f 究ì'í:l~ 門がI ，!lj))，満州として参加しているυ

(学科浸び専攻の沿革)

1!1!;(( T:予利はl;(ifII'，'j'iLF.J ).:/?自IJιの '!-;!{rである I~j i台31年(1t;98l に，f坤q引!1仁;利 j大〈ぐご，ようj予j

H喬存 [1のt学1予2咋干利:1として:2必/<jιをもってお1]，没されたυ その後の屯気1:/[:1刻i主分貯のJ仏

大に J.~、じて， 7，:，¥j:/<jえとなった}戦後のi立{-1:学の!1ざましい発達に1'1'い，令l玉lの大

学にうt.~I.( けて， 1I(j干11291ド(1~54) に屯 f 1 :''f:干|ーが 5，ij¥j:仲:をもって g泣i汗されたυ さらに，

t宜気関連分野の拡大.キ!日分化.遊歩に1'1'い"正気 1:-';:全般にわたる Jl:j叫のぷ徐に、1

ってこれらの分野を統合する必波-が'1:.じ， lI(j利36年(1961lに屯気 1>;:第二年:利が

8i溝昨:をもってtJi'，没されたυ また i江主L系学科以外の宇:生に屯気 I>'f:を教ffするた

め， II{j手1137年(19(2)にー般屯気L:'?i溝J+が共通説wとしてお11.没されたο11日fl145年

(1 970) に情報 L学科が祈!没され， IE5tL系学科カ、ら 2 ，溝 H~が移管されたο それにj'j'し\

電気系学干|も:)，γ利.各々(I，.体内に I'HlniJえされたじi さらに， 11日和53fド(1978) にイ

オン r学的技術体系の俗 Uをlijf究ブ'jZIとする1:学部附胤実験施l没として， イオン l

学尖験施設がfilJ.i止され， また，平成 4年(1992) に超伝導 l学講J'hが屯気 1>;::干:1・に

開設された。

大学院 r学研究科修 i二課程並びに博士後則凍程についても"江主L系専攻としてi生

営されており，各々， lI{j和28年(1953) に屯気 L学専攻， lI(j利33年(1958) に屯 (1

学専攻， H(j和40年(1965) に屯気 L学第二専攻が設置された。平成 7年 (1995) よ

り大学院重点化を目指した:1:学部改組lにともなって，学部の 3学科は屯気irL(-1 :''(: 
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flにわtc(~された ま J七人'，?j:';~は:) I，'}J文のm成を)(，;，日!十;íl;IJ にちを、えるとともにI'~秘，iIJえを

11 い， hIJi 」之のれ初、も "ι~( 1:";:: '，'/J丸む(一物↑tI:'}:'，'，[J丸'1[1(j世{パ I:'?ヤ攻に改めた J

"江主(，{， '，'lJ~ は:3 '，'，'.J~O)'、'，. j f:，;，I\Hι と J，H山，YiW に JJII えて， イオン I:'?'五月定胞1泣，エネル

ょ干-H';::iIII先利.ーI す、ルギー )'1' 1:'、;:IiJ!・:i'eJi)j，，也I己叫"'，''，lLiJJi. iii!'先セシターの屯気間連分

貯のiiJl允;'il;I"JをI，flj}J ，;，1¥ )中として憐 J!)(: され *r~l;昨 Hそ tíc1 Gて‘あ f)， '，E 主(r~Jjiliii庁'先 íií(1或を

全てカハーしている 、 léJ，比~) 1r (1997)fJ[{I:，γt日1;小:'t '1:.7 ，0:対れ，修 1:，:来科修 r:{;， 
~， 37~r， ・ |守 lイ乏!l)J，深1'，'jl事((';~-4 0r，に j主してし、るけ

(学科忍び専攻の教育内容)

約 1/えひ治~ /j::ドではI'.・として総介入11¥1;，/・自1;で!日1，没されている人x・tI会系， 自

然n';::，f，の1'+11，jl~~主体育利 fj ，外!El ， \IH+ li <:~.に JJII え ， Yi 1の117〈tuftのJ，qi是的な'，'f.

l"jHIIの;;，1¥，'¥:と'だ験を，J<ぶ、前‘3'/íjè では'，'/I"Jf+11 の講北と x験が~:，体となって.

指 1'}: ije I二i[!;むと liii!りjで講義干I11は終(L，後!UJは1'，¥-¥) Ij iiJf'1e ，こ昔、Ijl的に取り組lむよ

うになっている l溝北Htlは全て選択科 11となっており，約 1学午後J!IJより学作.は

九 n ;(ìi 引する分~ff' ， jijlJえばエネルギー・ 1江主u先日:十分tlfF， j副11 ・~ìI'ti椴.rtJlH創l分野，

あるいは物'1''1:・材料分~'Fから 11三修1'+11 を j笠Jにするけ

必修 E川"lf‘111として， 約:3~'? {ドでIi世修する1江勾 I江(-J:'、?X.!I:ii. 第4'f:年で)1重修

する1正気.'，11 r 1 :'niJI修1えひ、判別iIIf究がある、 1低気 i正(1学実験では， 11L気1ft.び

fi:t~ ~C.iI'iI!lj ， トランジスタぷ rの糾'l"I:i!!lJiじ さらに件械の'，'lLf-1'IJUn， ;江主d先日日. 711気

J.l:_ ~ Jt 1にI¥Uする'JJwiをii' 'i . A. '，'11主L・it1 (-1: '}:fi)1修では.エネルギー.市111J'IJ系I没行，'，

， i~iÌ J'I! ，i~ ，iI，カラーテ L ビジョン，材料・物'l"I iilf~)f1 のテーマについて. 'J~験， ，)~判，

JI~ln'Á は IllJ:tuii1fiJ';{をfiうはこうした屯気・屯(-I :'j!:ゾミ験やMjltでは，少人数教Tfを

Jr t、としており. '}ソ1:，の!従修した必義手l!1の内科のf'!l併を深め，J.c;， JIj能}Jを主主うこ

とを日1'10としている'.

め4学年の41別{リド先では，指導教u・のもとでそれぞれのテーマで研究し，本業論

えーを行成する、この特別研究は， ヒi主の 3専攻、政びにイオンJ:ヴ:X験施投， I.C;，HJシ

ステム千‘|学匂 JZ. エネルギー科学研究科，エネルギ-~II!I:q:iiW究所，担尚lpi電波研

究セシターに 1，1iするliJI允'J;Jで行う。

なお， It主L系教J~~ を今.業し，学 ii~{{q:中にー定数の規定科tIを ll\i. í~ している場合

には， TE気事~主任HWJ 一行(向j '1'111 r: '，'11) Jをぬう事業所の立1T:f'iーとなる資格)及び無

線技術土(無線局のi'df:f'i'となる資情)の国家試験のー自1;が免除される。

大学院修士課程に入学後. '{: '1-:は電気系専攻に配属される。修 iて深杭では，学生

は特定の研究分野について深い知識を修得し研究を行うとともに.f!!Jj車専門分野に

ついても，広範聞の基礎並びに応用の知識を身につけることを教育の理念としてい

る。このため，修士課程の学生は講義科目を履修する外に，例えばインターンと称
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する屯気・屯 r1>下41別iiJHI基でWl;主分針。)'/:1111.HWi. {iJf究ん ìl、などを内~I，f; された

以タトのfiJI究不で，[Jt.j1t・子?'(i{する 1 また. 1 行 <i !f.，f-Z'J'f の J行 l~干のもとで， よ1)ド1ijl~' I'. 

体的にiiJl究をhい， 作自判定の{I)I'先日虫¥1について修¥:，命えーを竹!反する、

2年間の修 1:，深干It(を終えた'}ソ¥:，.および社会人に付して，さらに 3l，jllJ(ただし.

1iJf究のjjUiJ;:1火山にLι じてJ!JJ¥IIJ j:\~稲川)の\'，Ijl: 後J!)J ， i~l~がd生けられている この I i'~~ fl~ 

を終え，学f_¥i:r命丈を''l:JfI!された(;に対し博 f:ll>、[:)の'γ:枕が1'2りされる}また14t

土後期課程を粁なし '-c，治主併任、並びに'下 }J，i，¥:lltJをfr附したれに対して'}:p:が托fJーさ

れる制度もあるけ

1.電気工学専攻

複合システム論講座(専任講座) (北r.1¥i 1，'1光11:己)

近年の干l?・J以前の発注とれ会I'](J'丸I百の尚!主化に1'1'-い. 1:下が I・J~( とするシステ

ムは穐々の物用・化ヴ:的咲い!のみならず.人jllJ. f~utlなとも fTめて惚 {ìIYJ で).，:J:l.!.f誌

なものになりつつあるけそれに刈処するためには， r~jJ!tな iilìW1.情報Ý!!: fIH. システ

ム設計・制移\1なとに f;í:米とは異なったヴ:IH1(1~5c :tU と H術的 fi}、が必 I~ーである， 1( 

講j七では，新しい数J照的}j;J;， iil引:機シミュレーションf:iL '五月食n~)fi};なとを lilf

究してきたが lfkj止対に.J\:*)~ n; システムにおける iil'i現象の解明及び人間や'\物の

tlllí~情報処J引を似したニヱーロコンピューティングAの li}f'先などをわっている、

電磁工学講座(基幹講座)

電磁エネルギー工学分野(助教托イi川本胤説。I¥i 乾義liq.助手松!己i'I'I iJ ) 

本分野では.iE気. ~{Î:{- 1: ，}:のj，t慌を /jえる屯的主(，}:とりわけitiMiエネルギーに

関する研究を行っているけすなわち.マクスウェルのi立総}jt'f.式と屯li}.W[体}J'下 }f

干主式の 2. 3次記長女flf(角?仰i"il、の¥)日発liJf究を行うと共に. !1I:界における'，ti:})市安のIVl

大，エネルギー資iiJ;lの令交}J利HJ. f~1境問!むなどの解決に市: /jーするために.イi;;~. べ
y:会ガスなどの化li'k熱半、|や核融合エネルギーなどの l 次エネルギーから fJi 士，~rが・ ;V'. ，t限

公符で大'i'tt))を発'j:_するI¥!HD発1立の研究を行っている。また，終的自合'rliからのI111

究IJ!ネ11f(.j'友エネルギ一変J換のJ，t::1i是的{i]i究も行っている。

超伝導工学分野(教l'え ずドー旧一 --~{J、，助教j'2 ~l lj!i" 勉)

電気抵抗が容となり.大屯i定が流せ，且つ，尚liUWを発'!:で、きる』宣伝専をl必1IJす

る研究を行っている。すなわち，応用するための趨伝導の特'1''1:..組f.c;呼応I¥JI定日誌の

特性，超伝導応用機揺を合むシステム等，超fo淳からシステムまでのぷ礎的なli庁'先

を行い，超íi~J与の本米の特長である高効中\"!ーや小型軽量'\"!:以外の特長をf!fP~j L. 'X 

用化に寄ワ唱するのカf目的である。対象となる応用機~:f としては，起íl~，iy.1色'，t11匙. ，t自

伝導エネルギー貯蔵装罰，超{云導整流素子，超伝導変H-:器， '，1tf-回路の超ii導内c~Hj.t



可
1

1

1

1

1

';::i"iI;と jぐ7・r:ょ

そ?で tJ 今なJ.ti í~、砕IdH僚出と j出 (1; 呼応JtJtた日;ょの岨h)Ý.を I，~，}j)した'，[1;11;(である J

電力工学講座(基幹講座)

電力発生伝送工学分野(教托 'と11¥) 抗， ， iN~ r: llj ，h( イ~II'I 人.肋下 111 l' {I~) 

.f1(:々は 11 凶"江主L を全主Lのようなイ({iとして，必波eなときに必波なだけ l'~ 111 ，ニjiJ~って

し、るが.これは I~'Ij 1主に 76注した屯 }J 市ÍI~;2i1主体Jの尖づけのもとに uJIiEとなっている。

本 l満州は，このような 1江})愉j去に I~l わる，i l'í'HWJ の Wií;t! (10 なiJJI党を行っている、すな

わち，屯 }J機日;;の絶松に仙川する1江主UI'Jf'dt勾{小川F，;l，Uツ円1'の)j"C，t1収集:シミュ

レーション，メドれに代る 14b 主(11-.主d札 iìl阿山正系統の 1'，~j'，tL W ベ.J )('d.!: ~ALがひき起す議j主

'fiL1iLによる J~'t .t;'l川日ll ， 'liLtLJ 才、ルギー愉 j21の制 íJiJ1主制、J なとに 111 するidI允を行ってい

る、

電力変換制御工学分野(助教托!仇ILi¥:J弘北日11I 松本純山，助子総本 li;. ) 

サイ')スタやノ fワートランジスタなどの1正})Ijj Iι.iq. f十;をJt)，、て， '，'[U) の.J.t1~ と市1)

}Ilをわう|ア?の分野をノfワーエレクトロニクスと 11子び.作締のメカトロニクス機協

やロボソトのit!!JiJ'IJなどカfこのう〉貯に閃j主しているけ本l品川えでは，これらにWlわる多

}jliliのjiJI"先を11¥1.1) U f， J~!. ， i命 (1旬、，ìt びにソミ~~1(I(J にjíJf冗を i止めているふ J)!， {t:のi:なjjJf究

テーマは，ロボソトビジョンを1+)1，ミた自w移長ijJf小;およびオーロラ Illli倣の 3次Jeトモ

グラ 7 イなとのIlliii象ilhJli)に閲i坐した1JJI"先ならびにサイ IJスタを!日し、たit1))潮流の市IJ

納!などである、

電気システム論議座(基幹講座)

電気回路網学分野(救J受 奥村 ij';-i:， llJJ r I;i) 1 [ 1'I) 

i正気1[11日制(:1[1うどは1江主L屯 r1 ~学の J，1，'11位分野に同するがM:近では集約[1'1路の発民と

屯})， .i凶1，i， コンビュータなどのシステムの機fjEのI加えイヒと大川悦化に(下い，これ

らの数J型的な J巴1h~ としての!日|路モデルは構成袋素が明えるとともに多線化して米て

し、る ο 本l溝J<i':では"江主i.'i't1r凶H告，パワーエレクトロニクス[i'J路，屯})l!!J日作などの

尖|祭tllJ:triを解決するために，現象.システムのより ilい近似モデルの作成と定式化，

屯気現象の解明， 1:-'/:システムの設計のための1.1片!な角hJcitとアルゴリスムの開発

などを tHYiして用"命的'J::馬会的jiJI究をわっている υ

自動制御工学分野(教1-1: lTLイリl;i弘助教tt ~;idJ;()JJJ jli，助手 市芥栄)t!

自動制御といえば， クーラーの嵐度調節や切符の自動!似γ'dt~などを，思し汁?の、べる

人が多いと忠うが，それ以外にも，ロケソトの軌道保持，ロボソトや自動化 L場の

運転，欽・化学・ '1')卑f本などの製造過程における予)11((決定や物瑚t止の調節，屯気・

ガス・水の供給なと:現代社会のあらゆる同rMにおいて使われている慕本的出術で

ある。また，最近では.手術中の忠者のI血圧を自動制御して， 11¥ Jll1単・手術時間を

半分に減らすといった，医療分野への応用も研究されている。当分貯は自動制御の

，) ":'1 
】 Y310 
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}1~ ，li命とそのL七、 IIJ について {ill'j'ë を u うグループであるけ

電力システム分野(.t~d'l: ".11111完，山，助教花 川以降 l二川町r:rli r'，'iíi~(i 冬人，助手

議藤将 fl

ilUJシステムは1江主L工ネルギーの'ム:/ζ供給という Ir(Itーな f去命を 1 11 った /.:1見十'~~JI:~吠

II:~ システムである この屯))システムの巡IHには， I，'，~波紋と iιI1ーの ilj1JíJ11 ， '，'1.1) J掛かtn
の抑制等の1k: HJ がイ~11]' ~にであ iJ ， ;I'.iオとの泡ノJflt*:;t二I"Jけた州々のrIiJHI:Jのj!&川が必

要とされている i 従って， '，l1}).システムに '1: じる d\' Il allli l' s を w伐 (I~な制点から JI~

得干することは.システムのj佐Ii!;. j''llIlJにとって 'T('長な"県出である 本1溝/<j(:-CU:，む

力システムにおけるJJH&!.，HWr(こ， システ iム、に4本4f白'[l'的l内U な Jλ| 手線収 JF~外，↑f竹1'/

村析f同h的守札， )五ミ耳食的十怜食"吋ナを加え， .fJ~~!.の数flf!(I(]情 j立の解明に爪つく rJít~術の{i)1 究・ Ilf1 発を

行っている i

エネルギ一社会環境学講座(基幹講座)

エネルギー情報学分野

(エネルギ -fl:;::iiJf 先干|工ネルギー十|会・時~Ji'HI 学!.'1-攻)

エネルギ一物理学講座(基幹講座)

電磁エネルギー学分野

(エネルギ-flγ:{iJI党flエネルギ-N~M~fl.'下山'.J交)

基礎プラズマ科学講座(研究協力講座)

核融合エネルギー制御分野，高温プラズマ物性分野

(エネルギ一利ザ:併究科エネルギ-li~礎科学 IJ/攻)

エネルギ一機能変換講座(研究協力講座)

高品位エネルギ一変換分野

(エネルギー科学研究flエネルギ一変換手l''f:'[.t/攻)

応用熱科学講座(基幹講座)

エネルギ一応用基礎学分野，プロセスエネルギ一学分野

(エネルギ-fl学研究科エネルギ-J.l:，lfJ科''j':r，I，U文)

2 .電子物性工学専攻

電子物理学講座(基幹講座)

極微真空電子工学分野(教段 ，{i川111((， .: 助手 辻 t~i liJ .後総lぷ1J 

真情中におけるitU'及びイオンピームの発生から， ビーム輸送J7..びJ栄作.それら

の首H本原子との十11 可.作用をゆj らかにし.これらぬ電粒子ビームの“ふるま~ "を 11f~

礎としたデバイスや装置の開発研究を行っている。電子ビームでは， ミクロンナiJ;

の梅微真空電子テソ t イスの開発によって，テラ Hz 動f't:素子守大明夫;，j~素 fーの実現
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の11]"能十|を十本っているパまたイオンビームでは，析しい1!;(jWに応つく IE. f!イオン

;11;(のIHJ'}c.れイ寸ンiì: 人 -fJEJIーに WJするを~ i;'~{ およひ1主体l の l}fJ ~c ，、ìf; びに似{ll イオン

ビームを11]¥.、たi辺逝動}Jれ粘lI1f介T刊l以え1.必ιぶ;制1;1川H川州Ji，御向却lμiにニよるi糾Ji*同凶t品私が:，'山lJ!

つている U

プラズマ物性工学分野(紋托偏 J:I; !s:.， lJ}J教托 八坂保能，助手久保定-

rj 1 jサ敏;{I，)

気体が1芯rP，ffして'，11]'とイオンの集介休となったプラズマの集|ナ1i'1'~ なうち動としての

物↑'1 を J1、く ií)f'先している ω 特に，波動のÍJ:、j般特'1" 1ーや粒 f・~;白 j豆 i品 n，光の放射過程な

どのプラズマ物↑'1の)ot:i.. ~的líJf究によって，核燃介をめざした強屯肉1fプラスマの理解

を深めたり.た;IJ;( やディスプレイなとへの~;~Í'[t離プラズマのLυtl技術をJd返する。

また，プラスマか判l体とJ友したJi2Y~ i;i[.hJ(.fJL ~として， イオンやラジカルの火IIIi反応

のダ fナミックスを作iiollflし，エソチングや鴻IJ史11予成なとの材料プロセスJ主体Jにおけ

るtli'しいプラズマilf，lのIIIJ1c'¥ヘプロセス制御jJJのliJf克をj住めている。

機能物性工学講座(基幹講座)

半導体物性工学分野(教Ll 松波弘之， !I}J 下 :+:本'l:li.ll場.~Ú旧 淳 (VBL)) 

エレクトロニクスの'"心i立
〉主訓リをJ打11う‘iソ卑(本糾4、4半宇料料:1千|卜.0の)~物初，↑f刊竹1"門内'1乍1:σの

角解!平[ゆ明jと制i佐倒御a副仰1I人， ~后J 己明pの4J叶:ツイ，↑刊|
つ三寸|r，t-JF将ιf休本糾J村、サ4判に必J攻攻-な紺 j成瓦と

h悦似Oiバ4併微目放tナ Jt構位.1込立のj控3定と. ht-{ーがJ

*など1;荷物'1"1ーを'1'.1.1'す l.導体

デパイスの~~~-i -j"なとぜの{i)I;先を

行っている。新しいワイドギ

ヤソプ'I':i淳w材料のIlfJ1cと物

竹制御，物質の励起状態をi百

mする半導{本先進フ。ロセス，

光と屯 fーの働きを合体化させ
「マイクロフォトニクス実験装置」

るマイクロフ寸トニクスの構築を主製探題とし.シリコン.山-V抜半導体，シリ

コンカーバイドや周辺屯子材料を対象としている J いずれも次jll:代の科学技術のj主

権で，情報，エネルギーや環境問題に寄ワーすることを目指している。

電子材料物性工学分野(教民松重和走，助教授塩崎忠・ 111出IA丈，講師

多田博一 (VBL)，助手堀内俊議)

21世紀に必要とされる新規電子材料の開発を目指し，有機系及び有機/無機超構

造等の各種材料における原子・分子レベルでの構造制御および械限機能発現に関す
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る研究を行う υ 特に，最近it 日を集めているギd~H1í: (-材料に問しては，起Jみ似 II~bX:

.構造，;川lIiH術およひ〉じ作引トンネル山1:制定等の各締プローブW(!l制定をIIJし=たナノ

スケールでの制然.l'栄作手訟をflfJ発し，その屯r. )I;物↑'l:;iliJ!lJをhうとともに，将

来の分子7u:f素r.担1台J術!主:メモリー.Js.，向!創立センサーや官界全)t;J;;、 fに閲する

基礎的研究を 1J う ο またリdll1走屯体{持!肢を用いた記憶-k~ (や)I;.屯(-機能材料のiJf]1c
に閲するLと:ltJ liJf冗も行っている"

量子工学講座(基幹講座)

光材料物性工学分野(教花 藤UIJ定夫，助教1';1: )j奈川占!i'f.il~ . ) I 1 L主主. (VBLJ. 

助手船戸 光)

将米のマルチメディア・高度情報化十 i 会への対I.~:には， '111 t~1(を l山j宝・大;止に処.flH

・伝送する11:I'!;J，俄f'えと人11¥]0)岐点としてのディスプレイの尚性能・両機能化など

ハードウェアJ主体fO)公民が不JlJ欠である l このため，ハードウェア.j1:Hiの'1'に，'iめ

る光(光波.)I; (J .jHI‘JのJヒ'Ti:が州大する i 本分~ff'では， )HHlijをえ;える析しい)t;

機能材料のilfJ1色を t11行す、'tJt)jから.止との十11Id'I:}IJが大きし叶土導体， ，l~HLf札イ) r~~ 

材料の育成 t ~J削除および弘子他j立における，Wi しい光物刊の íilJ iI'，・ itilJiiUにIUJするiiJf究

を行っている。

光量子電子工学分野(助教托 llff'lll ;ι 助手 .{'':I原U{j;;'; . {i焔11次)

本研究分野では，側!r&fi~;立'1'での ít1 (-およぴ、光の振る ~!f い，すなわち kw: fitU' 
効果の物理的不iiNiから応用までをli}f'先)，j象としているけ特に，光の尚士yJ中台IJ:.， そ

の超高速制経11，大谷ldJU蛤， さらには光そのものによる仙一報処聞を目指して，新し

しミ光量子材料 ，tlimなデハイスゾミJJ!.をl'折している; ! (.{本的には， 1) 光 i波長M:~ 次

元フォトニクス結tillによる自j然自主11"光うと令市1J1a:ll，2) :}:: (-ドソトによるテラヘルツlE

fi4~; 波発生， 3)詰子J1戸のサブパンド間選移にj，tづく超高速)I;ーた市IH卸， 4))t;. '，'1:1 

f融合スマートピクセルデバイス， 5) InGaN/GaN f(f.波長発光デバイスxmのl'万'先

を行ってし、るο

高機能材料工学講座(研究協力講座)

(イオン1.学)::括的邸主)

3. 電子通信工学専攻

通信情報工学講座(基幹講座)

言語メディア工学分野(教段長J己真.助手県橋付1夫)

人間は，討話， 1支Ij(Jj， 1山Ii象 白井fなどさまざまな煤i+を{史って，十IIlt'.にj副"を行っ

ている。将米の高度情報通fuシステムでは，このような多種多機な'IYilliをぷ偵し処

理する機能が不可欠となる。このための慕本技術として，計算機による日本IJ計や兆
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l117の I1" ，i{¥"'!'J'i '~~II 処Jlj! ，そのLUIJ

として機rJ1kffi:tJiij{ペ"h';'II!.怜'Af，

また f付，r!ll lI il~( と I j'" If j<fJ~など

のI!!，J係の(IJf冗，その総fT化と

しての屯 (I:;(]市町iシステムの

(i)I':i'eをわっている また，こ

のような ):11i'I ~J l，i!!)ljI_のための ~}i

しし、ソフトウ工アにつし、ても

/IJI'先を止めている l

マ ル チメディア工学分 野

(教托松111附riJ.UJJ.tU'}: fll 

IH俊利1，WJT 収ii刊九(¥.)

マルチメディア'INm処JII!.と

は， i，'[米の・1，';~1{lJ!I， H!.'C 11 Jし、ら

「運動視差を伴わない回転式カメラで撮影した

画像力、ら作成した全方位背景モテル(このモデ

ルから，任意方向の観測画像を 3次元情報を用

いることなく合成できる )J

れてきた数仰やIUU-による十lfj仰のf<mだけでなく ('irli， ì\~!'1' ， I:;(IIF~ ， IllIjl象，ビデ

オH央{弘 :i ;J~ )じ物体 I~: といった多柿多十~l な λ デイアを JIJ \，、 /..:tJi!二な 'Ii;mの氏現・処

JII! . 11、1主を与えようとする UJI究iHf'である 本(iJI 冗引では，マルチメディア↑百 ~Ii処

JIHのためのJμ混として， Il lI il~( ，i.2. .i i'~' J'l!M，コンビュータ・グラフイゾクス，人 L知l

能および!制、'1::h';W.処JlI!を11)(i) J-.t f，そのJ~l ，i{tiìおよびシステムのハードウ J ア，ソフ

トウェアにllJ，jする応(i}t(iJf'先をはじめ， jlllj像・映像データベースや人の動1H1io析など

をiJ う L~:JIjシステムの I )fJ')ð;を i Jっている

ディジタル通信工学分野(教J'J: ，1(1+1 jι 助手 村川此ー・JL;'h中削除ー)

;I'.J'~との )!Efjij副Iiとりわけ移動(1，:j副パは.た 7 1'イノ、 -.jillU ネソトワークとあい補

し、あって，いつでも・どこでも..i1í~とでも・とのようなげ;mでも r~ 111にやりとりで

きるパーソナル泊1，\やそ八イル・コシピコーティングを 'üJ~するためのおI となる中

IttーなH術である;しかしながら， dJ・街地や悠物|人jの屯1)主の七、搬は惚Niで， 'il~if~jサ

はフュージングペ， I :;ij、により衿ーしくひずむ このような劣士、なj凶1，¥附を介して尚j全

• /:'~11 i-中ifiJ主な'h'jWI.L;.i五を定刻するためにィ、 111欠なよJjしい'11'1tl!.1.L、;(ih式やディジタル

いけ処J単一 )J式などについて，f~統的なliJf'先を 1 1'っているり

伝送メディア工学講座(基幹講座)

電波メディア工学分野(助教托鷹JMIIII(j.佐)J業 亨，肋 r. ."\~j: 1!;( 付 !ili ・怯!己敏

.flI)) 

電波工学の諸分的¥特に'，1ti皮による;ihJ!lJ. iキJ14.j副L~ f ~並びに知的アンテナを fiJf究

対象とし， 1)知的アンテナとしてのアダブテイブアンテナのシステム構成の研究，
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:2 ) 'l(' 11¥] iJ((域におけるいり'J1.I，J'Hi}、ぴ)IJf])t. :i)地ド探1，'. F年1:1:)削;!り1]. スベース戸フ

リ探査などにおけるレーダ1，P;''J1.I，J札j、のf，JI冗. 4 J i!rJ l{.j-'ィシヤルl，iJ'milj)jバシスーF

ムの最適プロトコルのfiJl'先，日)地球1，'，]，ì立プラズマ'1'の '，'li: lii~il~ !ff}JJJ~ ~(のデーヶ JirY. fl，. 

およびj皮動と仙1ι粁]'ーのHI'(j'1Il jJJ~~の J'I!， i ÍtiìlYJfiJI 党をわっている

光メディア工学分野 1l1}J.j!Z托 '1' ，1:，) H守YL.北肝 IU:1i.l1}J J士 山;JJ.止f立十)

大i主i-の'1'，';判iをたっァ fハーや，iW1，j i!，¥.j l，! なとを仰って以 h~1 ~')JW に L、 1主するため. I，'，j i'% 

数の高いマイクロ波・ミリ jl主および〉し!~を利 IIJ する j副， iH:HJの f'I'.d向的・ 'U\1U'ド:)!iJf'ic 
を行っている このような1iJI冗に WJj坐して光波を1，υIJ した九州の)\::J，~，11 1 ，i 1 ìWJ.微 ~Jり

な光を h;':-(として11>1.1)mうた (j心fパ・ コヒーしント光の J，ω11 に 1~1 する J，'~{ifUI~)な(IIf'i't

なととも:k施している また.，.江戸!と 'I 'li: M~Y~ に聞する水処 ιJi 象を J来;)とするとJI.:に. 人

~'I1 }J の í'l1 lli?波を 111 ¥，、て物引をM.i，'，'，'jilutt二加熱する似J¥I政f?のためのミリ波iif辺i':のttJI冗

も行っている

電子回路システム講座(基幹講座)

情報回路方式論分野(教托 IjI+HJ一宏)

「画像データを圧縮する機能メモリ LSIJ

/i' (元自主々多H化・ル1"lii色化

を必吹ーとさiLる J，~，lI l I('J I t '，'/111 

I.S1 I:¥SIC)，ネヮト r7ーク i十

一パベJル一宇を ffむ九州フロ

セソ寸)にとって.そのxmJ，'~

flZとしての十，'i¥'l{I'11日目のアーキ

テクチャ /Jj;UI~I!父をとうす

るかが大変1ft:'!l:ーである この

ぷ識の卜に. ill'hHIHI!附の

起、itijlJ処J'I!アーキテクチャ/

}jj'i:f梓Ji主J主件J. (2)その刈(:r

}j/¥.，¥立liI"4JiN:J.のjjjh't:. j;fJ ~t 

を表裏・体として 11~ fJ組んでいるコ日体的には，マルチメディア/.i固い制t(i J:~1J~':i: 'jミ

.fJLのキーとなる新しいプロトコル処理 LSIの PARTIIENONによる，%P:"I白)'1'.:~I花 112

計から，必.~となるハード/ソフト協調設計技術の{i)I究iJlJ'Ít まで， 'j~ 以i'J~)・ 'jふ;，1 1'10

に進めている。

集積回路設計工学分野(教民 III jLli午九助教民 小野手秀俊. ，;，\~向 li モシニャ

ガ， ワシリー・ゲオルゲビチ，助手 小林平日以)

大規模集積回路 (LSl)は. i}'L用製品が超大規模(VLSl)化するとともに '}jでは

特定用途向き製品 (ASIC)の需裂が附加しつつある。このような動lilJに刈して. *Ii 
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しい千iJ'による A幻C，;2:，)1 HWrのliJI究IJH':Itを11指して，品別[[lIUおの自動{rJ此高速

fl"¥:ii'i'tN'，ttJ)化，l;t，lI， ['1動レイアウト 11!.tnl'，アナログ Lsrの↓ 1!li)J，泣，11なとを合む Lsr

のじAD(，ij nt~U創刊 1泣， 11")の jiJI"先をわっているけまた iilf 弥長 t('r~ の VL幻化に tJJL し

て， tJi しい VLSlll'j き H~íì~ メモリベースアーキテクチャの fiJ[ 究を i止め，)J僚に Lsr

の，i!Zli"Iもわーっている、

宇宙・地球電波工学講座(研究協力講座)

超高層物理学分野

(J起必t包也:1岩{dj『尚:白印と当jhwB川斤沖寸，屯1EI波j皮長幻{州iJ叶)庁fト，先1'Lセシ 夕一1起超E包也{自i尚]，肘fP件;戸l'，;什1物初y用照階平T仁宇:干芋判f詳刊:寸イh川J]珂f庁f冗f白剖川iリ川|口;1ド門i“勺【リl

宇宙電i波皮工学分野

(J1i ，'，石川'，ti:iJUiJ!究センタ-Js I~':j lf"1 itt iJU _ 1学liJf':i'U，r，I"Jl
リモー卜センシング工学分野

(Jι必l包也22{ziIdi〔山刈'，'j川:J山Jパパへ片わ，、寸a

数理電j波皮科学分里野子

(起1，山J';'1'il.til)l iiJ!'先センター数JIP.'，l1 iJ)l 1"1 '[: iilf'先;"'I;I"J)

V 情報学科並びに数理工学専攻，情報工学専攻友び応用システム科学専

攻

情報学科

1.情報学科の沿革

1950年代の後‘1'-- に人ると，サイパネテイゾクス，すなわち制 í~!l;副d ・システムの

: Jj!f!Fをーつにまとめた新しいうよ:11円分野とそれに伴う新しい応用数学の進民が多く

の関心をリ|きつけていたο このような状況のもとに，科学技術の高度数用化に対処

するための怯かな数学的知識を(1mえ， L"f:における各専門学利の共通iiu域と境界分

野を総合的にとらえることのできるlijf<先お・技術-i'iを長成することによ IJ，'i，(門剥u
分化による科学技術の1:;，吋告を山IJli して，学 1 [11 と内業の JI~雌的発以を )t}Jすることを目

的として， 1111和34年(1959)数~Ilt 1:学科がfilJ，没された。ーヅJ，1940年代に百(-言|ー第一

機がp延生し.広告11大学:においては1950年代の後‘!とからこれら新しいJ以前分Y!Fである

;ij-~1 機に関する研究が始まり， 1111利35W (1960) の KDC-[による乍:1付Jtl'iJ利用の

開始， 1111干[143年の?と国共riiJ利用の以都大学大型計算センター設すを契機として，こ

の分野の研究を -fQ:と進めると共に，そのための人材の長成の必要刊が認識される

ようになった。このような状況を背景に，情報分野に関する深い知識と悦野をもっ

創造力豊かな研究者，技術者の養成を目的として， [I{1和45年(1970)情報 r学科が
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創設された門そのjえ "I，i"tflはわがい!における政flj!I:i?及ひ"'II'HI{1: 't分野の代次的

な学科-として.多くのH~iれた人材をずtJ哀してきた，

土IUI: の f~-h J主'1，'lm化十1;';においては，われわれが1.J象とするシステムはますますl'

k1ヒ・惚雑化 L. I/tの作咋 I"J分野が繊介した形態をとるようになっている υ この

ような趨勢に {.J 処するためには.エネルギーや物質とならんで，現代.fl' ，'f: il仲Jの J，~

慌となっている r"I，'1ff{J とはMかを][1リjすると 1，iJ 11.¥に，システムを全体として償問i

的にとらえ，問題解決のためのんiL"命を追求する「数川([仏lι 与」がィ、IIJ欠である J

このようながJしいJ'f!念に、7って，マミ!え 711'-)主から，数 J~'- I:?干|と'f，'HI{I:?干|を.It'IW

学科として統frし，総合的な教育と研究がIJf.la合された。

2.情報学科の教育と研究

信号幸f，U;斗・|は. '11'i郎学の J'f! i，'命と尖践をイit~的に結合し，数学物別\"f:. I:'}: を)，j~j必

として創造(1'0な問題解決能力を有する人材.月えび、光Jr11j的な技術にチャレンシする人

材を主主l点寸るという .rzff}j~1 をとっている y また I"J11.¥'に. ，lI-titiHI";::及び欽f'IiH't

はその'1ザH行 1'.すべてのう!:It~ ii(l城とつながりをもつので"行分野についての削J1;l咋IL

nfj'の育成も手:制しているけこれを主えるのが.本{佳からL七、!日にでるカリキェラム体

系である J 情報?千|に人ザ:した'下ノ1:はー [1'1'[:，終 (11 .1".'.'.'、で，ぷ I~H花利学コースと数J'f!

1 :学コースに分かれ.前-I'iは情報 l;ff'dリ文の教'i'f， 1走行は数埋 1:学，1μ文の:Wkuが L

に教育をtll"iしている、

計算機科学コースでは. '1 ，件I{の処f~!， ・(ム j主・み僚に I~J する教育. jiJf究を行う。す

なわち. '1f'i報と j凶l;P明li命. JI t):のJ'f..，1命"命瑚[口IH九泣;;1.ul $1:アルゴリズムの設五!と

解析，計算機ノ、ードウェア・ソフトウェアの情成の!日〔瑚と各般WL;11-ti機による

r-l而・日ー戸・ IllJj像の情報処flj!.人 1:主JI能.tn誠一1:学，計算機ネヴトワーク.情報シ

ステムとその構築山，マルチメディアと仔稀Ll::.j討など広範|別にわたる先端的批術に

関する科目を選択受講し，情報化十|会のlド核となる技術行・研究者ーをft成すること

を目指している J 人作業lこ必裂となる特別liJl究は情幸ILI:学専攻の講wで行われるハ

数理r:学コースでは.数理科学の恨幹としての応用数学と Ll::、用 }J学，システム l

学の1幕走礎となるf市制jl州l

T坦型;論命' 論理システム，高flitz文学， 人|知能などの幅広し岐日識を11事符し.foiJ川にこれ

らの諸理論をH体化するために必安なJil針機，アルゴリズム，↑月初システムなどの

科目も選択受講する。数理 1:学は 1:学における来礎と柔軟な発想を最視し，総合1.

学の役割を4"11うものであり，その目的に必要な学力をつけることが!切f与されている。

特別研究は.数珂u:学専攻，応用システム科学専攻のいずれかの議1<[(で、行われる。

本学科卒業生の 7割近くは大学院に進学する。また本学科 11'，身:行の社会的ニーズ
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はlfJjく. j91Jえ(J太子 企業のIiII 究機I~J. í江 ~C ;曲1，L コシピェータ等の IeI，M刊で業，
J:'UI~1.化'? 'ft Tl\U此 l 業など J，I~'~í、作業なと J;沈 J[iit 光は多 }jj(li (こ;}とめられる ι

大学院

は第 2学年
にコース配属tf:古[1

数理工学専攻(http://w¥¥'w. ku乱mp.kyo 

1.専攻の概要

1%0年代の後旦l'に人ると.ウィーナーのサイハネテイソクス，すなわち制御.;w 
j， j' .μ1" 5~ 憾の i 分 ~Ij-をーつにまとめた糾しい'判nJ 分肝とそれに 1'1'う新しし汁IL'用数学

の選以が多くの I~J心を引きつけていたい L'/の本fi泣をなすl必TjJ数'芋. I， ~:HJ }Jc'7:の-

Wのj&}j(をnJJすると Jtに.このような新しいIIS代精神を 1/;:の教'fi. iiJf'先にii人す

ることを日的として. lI;j干1134年 (1959)に数別 Lザ:科は1没、i:され. lI{j和38年 (1963)に

加申 1: ''/: '}j.Jj.c 11基l:，j県松が発足し，ついで40年 (1965)同士"泉佐が発足して数理 L学教

不の|句'作が完成をはるに引ったο 発足~IJ 11.\から，数開 l アt利の 6 議J<i~と L学部共通

3講J<ji(数学. }Jザ:系)と緊w，:な閑係を保ちながら巡J[~~. されてきた o 1I{j手1162年(1987) 

には.J，~:1H システム解析議J<ji が新，;止された 1，[:・用システム科ザ:点』文の 1，I;:幹，;荷 I<i~ として，

さらに‘|勺oc，じ年 (1989)には L業数学第 2講I'Hがl'iJじく集中jzg満W.論瑚システム講I'I!:

が大学院t~:b }J講J<j'でとして振り答えられた。さらに，平成 7 年(1 995) 大学院:iþ~点化に

伴って，数J~T学専攻には離散数理，;持I'i~が新設され，従米の議I'H を 3 つの大講1Mに

改組lしたο

大学院修士課程の学生の予算定員は当初12~うであったが，進学・入学の希票者・は

初年度すなわち38年以米，常に学部千:来γkの半数以上であり，高度の数理的知識基

盤と柔軟性のある応用}Jが求められる本学科の一I耐をポしている。lI{j和52年(1977)

に共通講臨に大学院予算定員がついたため，学生の予算定員は18名，募集定員は27
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シlと大IPi.i(ニ1(';'JJIIした Il{j千11(i:2 flー(1出7) には. !".j主のようにI，L::，)IJシステム4・卜下引i文

のnf.Jd1に1'1'l ¥ r-Ii'古111:2?'，・ 414集定ttl9れとなったが.大'下院 lfi点化にIIう改革11に

よって‘|ぺl戊711 二 l主から f~ t，~."じ l ¥ 1 ~) ~ノI ， 4L 集うじ lU6?'，となり m{1 にでっている

ザ:刈;，、1/[" J ，ilf f'I'は11{1+¥I:j1)q一(196:));) }j， A: :;::[;)UI~ I:.i引目立 ~otl'. (19tiSJ ;) !Jに有1;1 [111 

F作業'[ーを;2i1) 1'1'，したが， 、["1&δfド(19961Ji..\くまでの/?i\l~ 千: ，~~/[:_ li ト396(，. (I'~!: ，;~~ 

干il修{.(i'はWi?"であるも |咋I:n~lf'r'は 11日干11 ，t)it'. (l96o)に初めて修{.(i'を，i2i1) 1'1'，し，

、ド1，民8ir(1996) J主Jくまーぐの千:1川[{刊行はμ県l'Et咋 [:70*ノ，.耐えー|守 l:oO*ノlにj主していゐ

Aトー業，[のj佐山のLiiリfTは. ，:(:tWが別 "6. L"J公"I.tl.、，'(を fTわせて jJjf'の{l11先l肢が

15% .その他 4'%となっている J この II~. 11( ;r~ Wでは"江主~t!:日;i . iitl)機の7出fが

肢も多く:2-1%. :1， l ¥' (. jU) 1，; . 'l'I'j Wサービス分出fの17%. 'ft:機械 L~分野のり%，

以ド.化'予 U~. 鉄鋼.会的虫・ 1別総・ I~!引|のIlI riで.いすれもほぼ 7%で，機械・ 11

動rt:分貯の 6CJó がこれにがじさ)百1陥.~よ 11111 ，その他の分出1・を fTわせて s ~)引!立であ

る。

2.研究活動

離散数理講座(専任講座)(数十三 次本俊弘助教托 永1'¥' 1 '..肋 F 柳ilfiH}志)

樟々のシステムに刷れる，制fTせtllJ~ι グラフ・ネソトワーク川見Ü. 雌 Il'{hz)由化

論理的解析なと\雌 jiutfj::の 1;~'r/rJ!W を;，J 象とし，それらの数4干(10'1''1:'ft と In'l~1 の tU ~íf 

さの併 ~JJ と Jt に，アルゴリスムのJ)fJ 発を h う I さらに. メタ・ヒューリステイクス

や人 UII {j~J'1な子ìJ、も ffめ.各仲スケシューリシグ，データからの知1 ，:法発見. +:.i:u，;1 

i山jなど. JJU~の問!illを解決するための 'jミ)Il (I(J f: iJ、の!日l発を 11桁している

応用数学講座(基幹講座)

角草析学分野 (.{!H"}: )、矢'fJ次f!I;，絞卜ー u;，助教托 多~;{iHl日比t.ft. 助手 嵐山JIA千

年)

白?問然日氷tむ， r引社1.会利 f守学;::人:(にニ#刷Lμ1わ〉刈jれLる各f椀唱y必J科Jλに系を砂現l日f代t数学 (引特，(にこ 1微放分 jんιi一f'ね位~I~.J式Lしlυ1i命釦占~) の十村悦l比u
で、'li研l肝H庁:ラヲ究Eしている ο j本走イ本正的には角餅4相析「ザ小:がi小!ド"心L心、だが. 代数年 幾Mq:等につい℃の柑tl:f:li

的知識も22・::)とされる J すなわち今111:*己にmられつつある純粋数f子から山然t+I-iれや

T竿:系から，[:.・fる #Ií' しい数~if: にわたる，いわゆる数別!利''_;:のiiif究がれわれている l

また<11針機をItJl 、て俊雄な物内!系 )F'l系の i並化を解明する '~11.tÎ 物 JtHl'I(Jldl'先もれわ

オLてし、る。

代数学・幾何学分野(教Ji {'iJl:敏洋，助教托 仁野言語犬.肋千 作十l行fi一)

f放分幾何学的手法を!-IJ し、て L L::、片j 数字:のiiJf究を行っているしI 数煙物J~V;::におけゐ微

分幾何学的構造あるいは}J学系の変換群的構造や分岐のiiJI究;.f.ーが現{t:の l:.たるiill'先

テーマである。なお，力学系の研究に微分幾何学的手法l甘いることは， 'jミド?，~(10 な l心
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片iにも位、1:っていて，例え1.:1:"，分 f-のl'、1[;1，辺助を i叫主する ~I:: r) J '[:のJ'H，命的長1.j今け

に， さらには. )1ホロノーム系のililji何JJII!'，命にもギrH!であるい

システム数理講座(基幹講座)

制御システム分野(教J1: Jiill if&，ωJ千 鷹羽i下MJuJ)

xシステムの制経11にH"交IJな析しい月一，;命を構築することを t1 f::iとして.システムの

モデリシグ，地f{:十li-， ÎlilJí~IJ 系，i~'~n のための数}11(的了'-i); とその I， ~-.ilj に問する liil 究を行な

っている、 ì'_ な l iJf'先テーマはロパスト mlJ御，デスクリブタシステムの最適ni lJ í~J，ス

ペクトル分解， リカソチゾパ~\~-式，確ヰ1主.fJL システム I'ij'，_eであるいさらに化学プロ

セスをH象としたモデリングと制御に関する企業との共I'ij iiJj究を'五施している。

最適化数理分野(教托 rhiIlll~雅夫.助手茨木刊)

システムの段通化を達成するための数用的!j法論としての数JII!; n-illij ;J;，とくに線

形計|由1，非線形Jliluj，ネソトワーク計illij，組合せ計 Illijなどの兇1命とアルゴリズムに

l'tjするliJf究を行っている"さらに， 大l見十犯で惚雑なシステムのjiIi由化および均衡の

モデル化と角件li， ~，j 象とする I l: j 日立の惜j立をイi 効に干1j }lj した、ìí~I.jljアルコリズムの開発

などに，Jj;点的に11足り組んでし=る。

数理システム論分野(教J乏 d~JI二*"!D

物瑚・1:'γ システムに王IULる楠々の硲ネ・統計的モデルの数J'IUI{J館内「と実際問題

へI，U討する|僚のイdカなアルコリスムのrJ日発を行っているー一f:_な研究テーマは時系列

解析，ディジタル 1l(~J 処 f4iの):[1(，命と比、用，統lìl-的 i山i像処瑚であり H体的な話題と

してはj亙次最小J来i去をIIJ1. ，t.:: j!主J.i:、フィルタアルゴリズムのj引1'"サブバンド過)，0:.

フィルタ.過Idl力主成分・マイナ一成分分析， jllij像のテキスチュア解析などである。

応用力学講座(基幹講座)

統計物理学分野(教託 公像4Efi，助教Jミ・ 五十i!I'，WJ1人，助手 fJ柳 1;?誌，t)

1:-'/:，物用，化学， 'L物等に現れる非線形な多体系モデルの動}Jif:-を三ド{釘および

J~ 平{虫J統計}J学，確本過程，情報理論， }J学系の現論やシミュレーションを用いて

研究しているの凝縮系や不規則系(合ランダムウオーク，長[01質等複維系)でのダ

イナミクス，ニューラルネットでの情報処J'i!_や学何， 'I_:_物や化ヴ:における初通過問

題等の他に，モンテカルロ i去の開発ゃ)1: 、rZf~i系のー般論の構築:手の研究も行なって

いる。

工業力学分野(教民船泣II埼明，助教花 田中尉l]j，l!)Jl ::i;:f- ~) 

流体系，多粒子系，構造システムなどの非線形}J学系の示す複雑な挙動の解明と

その工学的応用を研究テーマとしている。具体的には，カオス，パターン形成や流

体中の波や渦に関する，非線形力学系の理論，縮長!-J理論等に某づく研究や，確率過

程論・確率場理論の応用の立場からの構造システムの信頼性解析手法の開発，複雑
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Iitf:f.:での協}J.fJL象に|刻するJljld命及び川 t'I校Eシミ 1 レーションをJtll、た1iJI究などを行

っている 1

情報工学専攻

情報I.~下利は. 11(1 千114~:r(1970) 4 }jに利J.:立された，わが|吋における If~ 初j の恒|、7

大学の↑，'Ifl'!1:'、戸利である， lIi1干1149fI'. に'1'，'lll!.1:学lb攻がI没、7され.近年における情報

r:学とそれにつながる l卒業の，包辿な発以に刈 J，~、して，この分野に|刻する深い比識と

広L、視野をJJち(i1J.ì在 }J の JJ!! かな{i)j冗~'. i}d耐~.の長rlX:を行ってきた。本専攻は，わ

が[~における代氏的なれ'itl'\ 1: "f:専攻としてf走れた学'1:.を教ff飢!祥し， ~:f:問の発J_& に

市-ワ・し，村;?にUJ初、しつつ発以して今uにでっている。平成 7年伎の改組lにより，

情幸J<主主礎学議1+.μI'li俄 1:学識ドF(，j~ii埋!日|路分野. li!' 51 機構成分~~Í'.計算機ソフト

ウェア分野).主11ii日fi幸1，¥子日i枠内(知能'I'r'fll<処瑚分野f'.情報処瑚システム分野人情報

システム講r+:(ソフトウェア 1.学分好. }1(:諭システム分野)より構成されている。

情報基礎学講座(基幹講座) (教托 f/dw作成，助教民 f色 111 や~i.:.比1) f 竹内

泉)

百 I':~H~ ソフトウェアの本{必となる数~'f:的 }~lij命を線、7 することを n僚としており，

論却の手i);をJHいたプログラムの虫、味の;心jι 及びプログラムの正しさに閲するliJ!

究を行っているい"体的には，数.flHil~iì N:'J!: .構成|下Jプログラミングによるプログラ

ム合成，プログラムのj白川本1命.間数別および論開j盟プログラミングi-l耐，児!理l諭，

計鈴機による定則dIH~J '~\の ii)f究および教ff を行っている。

計算機工学講座(基幹講座)

論理回路分野(助手 荻野 I'~j: ;_\:t~ ) 

計.~r機ノ、ードウェアの ìêi~ 古 1; を構成する，f~flj\ luJNñはまたそれ自身，最も 1;1，:本的か

っ主要な計~rO)モデルともなっている i、晶玉型凶路の解析と合成，計算の複祁さのf~'

，;命，アルゴリズムのf没日|と解析をq，心テーマとして教育・{ijf究を行なう。最近のよ

り!L体的研究課:mとしては，論開l可路の設立i自動化，超並タIJJj-51ーのJljli命.最適化ア

ルゴリズムの'1可能~'I' flllj. [>t;l難なキ11合せ問題に対する下限証明と近似アルゴリスムの

開発等がある。

計算機構成分野(教崎 山町長治，助教J・2 森I買-nJ;.助手五向 Ir.Ui) 

計算機システムについて コンパイラやオペレーティングシステム等間辿校体lと

の関わりを長視しながら アーキテクチャに .;p_:A~ を置いた研究をすすめるけ j~.í:f.:(内

には大規模共有メモリ却マルチプロセッサ，スーパスカラ/VLI¥V 計鉢機，ベク

トル計算機. グラフィックス計算機.超並列処理計算機等，新しいアーキテクチャ

の方式の提案を行い，試作をfrrむ実証的立場にI[_ったシステム許I!lljを行うの
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計算機ソフトウェア分野(敦托 ilJ{ミJ.(" llJJT 小1川l;i;tJ~) 

ブログラミシグ tfII!;をIj'心に，それに1'/.1.;虫するアルゴリスムーフログラミング・

ノ、ラタイ ム 7 口ゲうミング， : ，，/:'J!!，J'I'， ，:1 m:~ アーキテクイャなと， !五十なffjj主か

ん .I~1-~.~: tf:tブnゲラミシゲに1¥'1するliJI'jcを1J なっている I i'dhO) ， ;~j主民íì~U)lí'J J-.べJ処

fll! i1J十 lí'J 卜.のための~}Cすさを 1i'なうとともに， 'Ullに耐え刊る， j'，lIi's)'j!システムのli}f

究1:/1~t をわなっている また， ，w ;Ìf;州 iilt") のための Iftlli の，;~， il. 処 )11' システムのjjJf

'先1:日公，アルゴリスムおよびハードウェアの開発もれなっている I

知能情報学講座(基幹講座)

知能情報処理分野(教l1 'ì:;~ ド修，i]，助教1'1: ;ilJIl;(j主也. UJJ r iJ(111的山)

生11能や生11，1伎に問する'1tHIE込用lについて，人と機十IIkを統介する ，'lJ幼から Wi従 I.~.)li を

，j)Z う!~，{1，(1なには. 'liHIH14，iU'.ノ fターン n:E議I私的干IA怠Iq(，命. 1/:1:包Wii!ciL!If "命}i

}λ 概念学'tliL 生11 ，減点王~W;せを水位として. tll，1法.-Iff ，，~iÌシステム， 人11¥1・1花川協

調システム rif治・概念のJ~lW(. (i)f ~.t.ii引用W('Sーの人 1: 知 1 íì~(ドJ'，[[1)11'とパターン情報

処)'H'.~について教ft と{i)1 究を行っている ι

情報処理システム分野i.J!zj-2 池川山)~. UJJ r f!;¥ ，j( ~fi 之・ JiM 川 'tWìl

↑，'iWという概念から11'，発して. '1'，';似火刷. '1百tiiの怖11'，と11E1E故. '1，'1Wのil!llJi.情報

の{ぷj主~~ .. ; ~ 'I'J'ワj判限i干利盲:1十ド.. 、?J及えび 1:'-;': の l 月~'，，，潟命{自作的lド内~J )，1μl 

f休ドい|山的1下'j(Jには. 1';(111;. 1山|保， テキスト咋のメディアに{IIわれた六月tからげj仰を怜11'，. 1111 

11'，・ 1識別.rL~.品すること. むIq~J'I'，制Jすること，摘 j主解析して，;己j坐すること . Jえび機

れk と tr:~t'lkあるいは機械と人， さらにはネ 1 トワーク f~'Ui~ と人との 1/日の，'j {I なコミュ

二ケーションが!成、γするためのJ，I;ぬ I'JZJ な川!也について，事えずf ・f1JI~先してし I る 3

1:マ:t"，:l~ 共 i凶"荷主fll 勺 (日JJ.JIU2 fiIiJIi.j)I{午)

情報システム講座(基幹講座)

ソフトウェア工学分野(教段 上林蝋!弘助教H ，[1: 水 i;11 ・ :1:: ，品r:lliρ~jff'Jj、lq，

llJJ下水lir新ー)

'1'1';宇IAシステムは，それぞれの f1的に応じ. 'Ii日IIの処JlILfム)1. 占(.rhl.利川をlJう

ために. ;i!'n:. ，i副Ii技術を本に構成されるシステムである 1(，;IW:Wは'h';Wシステム

f，Yj:r&:. データ 1:-? ソフトウェア 1:学， 人11¥j. 1(:'け11';)(:Jf; )JX: "Hiì~~'ーを J泣い， 41 に分散シ

ステム.エシジニアリング・データベース，協調システム構成)jJ\:'~~ーを lij門cj.J 象と

してし、る川

推論システム分野(教4'2 石日i 亨.助教託 行，'.1.¥ i;';. JJJJ l 1何十J俊平11)

動的に変化する環境に:柔軟に適応し. Fil!lJし. mHl立を解決し，学刊するソフトウ

ェア及びその集合体で構成される柔軟な大規模システムの)(現をn僚にして，本礎

から応用に:ゃ:る研究と教育を行う。H-体的には探索，計jlllI. -Iff論，'}:;>t札分散計算
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等の来li1tiliJl' i'eをすすめるとともに， ，;[待機ネァトワーク，ヒ，.-マシイシヤブ r_. 

ス， 主"自E ロ;ド J 卜 ~!j;. f;t オと J 主仙での'j~ JJLか l本['j\liな 1，l:.~ilJ í;r (J!'x を j.J~:(~ 。λ í'Iを f Jう

協力分野(教J2 )~ù~~ ~，qì弘肋}，iU'三 fiJ Jリi考，講f:ili 坑+，: ~ií';!、)

(総合{百字[(メディアセンターのJ({参)1日)

応用システム科学専攻

現代干|会のイシフラストラクチ十であるコンピ T ータネァトワークシス γ ム-¥J ;.守

徹riil1 : {=4'. 0) "j動化・ j:iIli引仁が正行する'1'でi古川主に似雑化したシステムの』出品.fq.:( 

tlr. 計 í~li 7.えぴ"立，iIに|りする!nj!出解決とそのための利縫うよ:P:Jに1[<:1)キIlんでl¥る

日常的にシステムと L 、う 11--~が頻繁に使われるようになったことのiT;it には.十|

会全般にわたりコンピュ←宇ネノトワーク自身が2‘テンポに初、)¥，しつつあること

と，それにより比中立!'I(Jノj、Hけはの人II¥Jやマシンのシステムがさらに)，HL fç~ なシステム

の中に組み込まれ，州'(_f'I:)tJ ゃ分It~['1 i [t機能をQSi践としたぬ令官系が/1'，刻 L. しかも

明刑していく:[犬川がある l

このような λmf'~'~で惚争fi なシステムを如何にとらえ h~j自に，i'i: îit. L.出IJiollL，そ

してi!!!刑するかということが川われている 1 これに ¥i:t-) liリかうためにまずは11，¥1今の

部分システムのモデルイヒ Jヤシミュレーショシの1~Wr. そして品:)l、'iJ'jW~J~líì色)J. そ

れらを総合した川日fi14:( i たIi~}Jが;Jとめられる l なおその卜.にひっ止、ilJシステム刊'/の

大きな N~命は.これヵ、らの社会やrÎ'i ~'~そして利学H件I そのものの惚雑系にメスをい

れたり構築したりするときに. J，~.，ji& )iiL ，:1，;[)jiJ、. i[iIJi~IJ]j iLなどのll、{，をli{f"す

ることである、この11:'Fをjniじてシステム概念がit化し， システ iム、f利‘:[ト卜一.'干、

らかになつてくる これはI新J しい地J上球J求tμJ球L法';.t境克.人 11川in川!りlけ?打社l上-会を J考f えていくためのJ，I~1，:-; l.-

ームをJ是IJtするほどに 'F安なれがであるとともに， jjí.*'~ な数学び)1.υIJ ゃ j;t ~~ (/)コン

ビュータシステムなどをはるかに位えたものをJ宋ょjくするi[ーがである 1 それだけにf1

i'f:ゃれ会利'下ー町立をも十n竪Hこ人れ.神々 の'f:.ft;や人[I¥JのJJi<iなとの/iJf完成県を参与に

しなカfらも独白の}ji);，iiおをれ 1)".げていく主(~!J{が;Rめられる a

本車文京は数三?モデル，i命，制 i~1川~ ~'_f:.生níì~ 化. 自Ht分散.;i企州系. ";':'1"1' ，;¥;ltIi . ..:! 

思決定系， Iluj像ロtlt札口ポソ卜.ネットワーク，データベースなと"0)/111允教U )i' ~'f' 

を配ii"i:し，それぞれの咋I"Jを通じて JtfriJしてシステム科学を押しj住めている さら

に広範な専門を包合してし、くためにも W攻人，iAのI"J)i を!よくし IIJ 1t~J1、いけ貯のr入、 1) 

を募る1j$j-で臨んでいるけ

本事文京はf1({和62年!主 ( 1987) に数~Mt 1学教本，オートメーション/i!l':ic胞[1'..[. I十、

系教家，防災研究所及び、大町~!計算機センターをは体にして大，';;:院創刊匂 J'.( として 112

置された。平成 7年度からは土木関係議I;Hが離れ， ートー記専任 S，iJl¥'HそとJ，Iζ件
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1必)J 1 ，ijI'iH~ 0) {j，il 7 ，;，Vi Hえから付加反されてし、る ι

専任講座

システム基礎論講座(助教托 肝本j主た. H)J子 iJLi!lH{{AJ 

4I7:モデル. 1\" ， "0 モデ)~ .、if;ヤ1/アルゴリスムのHsli是を允めるとともに.松村H:を

ιJ~~ として， ドIfI! 1えi弘、i主ゲ1/相1'i_ 1'1川を通じたJr;i.!.i!I1か丸山L.組織化，自己(il/'Lな

ど 1I1物(1仏 tI一会 n~J.Jシステム1!;1J'j!を比いだし. ，t~Ji な、iv}jlJ.iI n 機ベJjJI(I~JIII/:i!:i解 iR:

システムの構築をめざしたUJ!党・教ffを行っているい

応用人工知能論議座(助教長 111本 Ui.肋子 、|ξ川健太郎)

ダイナミカルシステムのHj!，命を制11として. ):11 iiEシステムのiiJf'jGをhなっている 3

1 (， 体的には'/千li白れを付つイシテリジェン卜な ;~I/1MJ システム， またそれに関連し

たニューラルネソトワーク，ロパス卜 ilJIJi~Il J~，仏サンフ.}J... 1il(iIJl/ 11印刷識，ディジタル

ft~. -~J 処JfJ!や自lI !:jj'llx システム，なとJの iiJf'先をわなっている l

機械電子制御論講座(教Jえ ){ι紀以. ，1M' r:lli MJ!j' tJ券比 ω'Jr 卜;"nfIW'i架!己

1:利!Ij)

システムの主11能化・.;t'lik化のためのiiJI>}Gを行っているοJU本的には. '1物や人tI日

の持つj自J.l:"や'f:刊能力を人 1:的に実現しようとするj直!必・ '[:'ifiaJl/倒JJ'P."，Uiiゃ強化学??

の{!)I冗.41二ホロノミツクシステムや!t<1/:ロボソト吟のM究.立思決定IHH也に対する

ゲーム"命的 )jiJ、に I '..lJ する iiJj'，先~.~~;をわっている υ

画像情報学講座(政J"~ ~~N if:..助教十三 杉本JI'(_-: • lJ}J予 l¥l/I 1 P.'t之)

動i由ii弘多 Jl: i，1I j微などをn~ として，よ':jJ主 11 1I j 1~ 'h'; f:1(のlJ¥，(j日・'i!_l"fll!. }<ぷに関する

iiJI・7EをiJっているけこの'1'には!必↑'U内な情報処J'!!，こ I~/ する iiif 究も合まれている』ま

た. [民片1I:-'{ (]V1EJにベースをおいたiiJf宛として. :) ;j(J乙 Jrw~，i 1 iHl/や，休 I)~状況の

動的状況のilhJ!りなど先端的iiJf允をfTめ.臨床干IJJljにイJijJ な i山l像処.f~!の研究を行って

L、る!

ロボティクス講座(助教民 杉;L俊治. H))l J，版本健治)

ロボティクス， メカトロニクス及び制佐IJL学に聞するiiJf究をねっているの不縫)ご

さを合む制御.{，J 象や忠わぬ外市しにも対処日J1ì~ な îlll/ 倒lì1;やシステムモデリングなどに

関する開論的研究と，ロボッ卜アームや船気浮上システムなとを刈象とした!日本的

な制íjlJ 系の')ミ験(I~iiJf究の両iWJlilIからiiJf究を進めている。

基幹講座

情報通信講座(教:l'J: :t去作川利治，助手 河野浩之・三好I~( 人)

各種システムにおける数i望モデルの解析，評価及び最i由化手法に関する研究が中

心テーマである。 4寺に，↑i守報通fuシステム・輸送システム・データベースシステム

のモデル化，待ち行列理論・摂動理論等の数理的方法論による解析，ソフトウェア



木学院 1:'判iJf究科・1""子高1，325 

パッケージの開発l1...ぴ人~m悦データベースからの主11識~~H~!'・に関する{叶先を.fJLúh っ

てし、る。

協力講座

応用情報学講座 l救段 ~êi事，E憲，助教1'1:・ |刈古1;}.fヲj，助手 li橋勇人・川原

稔・安|首lぎ:--) 

(大f目計計機センター iiJf:光開発部参!!H)

百 工業化学科並びに材料化学専攻，物質エネルギー化学専攻，分子工学

専攻，高分子化学専攻，合成・生物化学専攻及び化学工学専攻

1.工業化学科及び系専攻の目的と構成

社会の ~ê)l~' こ 1・ 1，い . I)t業のjt舵や先端4・1.'・j止をえ;える多将多様な析しい物質や材料

に対する ~dí'lが強くなっているリまた. 人材iが将*にわたって抜かな~J:.iï号を送ろう

とすると.地球環境，資 il~t. エネルギーなどの問題を解決しなければならない。こ

れらの製品古から. Jji.にものをf'l;る技術から，物質を構成する分 fーの'b仁、，--ちゃtl:質

を調べ，それにJよづいて物質の機能を撚る学Illjへと変貌しつつある化学へのWI刊ーは

大きし、。さらに，環境を考慮した上で新しし、j"1，1![や機能を持つ物質や材料を如何に

生産するかというJ:学も京製なE深紅iである。これら 11丸、に関連したl深ltlliを解決でき

る人材を主主成寸るために，学古1;段階ではイィ機化学・無機化~!.f: をはじめ化学の暴{桂月ー

論はもちろんのこと物別ザ: '1:.物学:などとの境保似域にある化学及びそれと関連す

る 1:学の悲縫知識をJ1川、範iJ~で刑事仰させ，大学院では紺l分化された従米の専攻の枠

にとらわれず，そのII.~・代の社会の変~，1古にN処できる共通の掠憶をもっ専攻に併編成

することが必裂になっているU

_1:学部の化学系ザ:科Jj:_び専攻はドのirt帯.で述べるように，平成 4年度までは L業

化学，石油化学，化学J:学.高分r化学合成化学の 5学科・ 5I.~(攻に分子 1:子:専

攻を加えたJIラで，それぞれの独自性を保つと共に.I'i_¥'、に協}Jして教育・研究を抗

進してきた。しかしl:rt己の攻~1I古のもとに，平成 5年度から化学系 5学科は 1:業化

学科として統合され.大学院t、!lr.文は材料化学，物質エネルギー化，~λ 分(- 1:'下.前i

分-f-化学.合成.!I'.物化~'f・-化学 l:q:の 6W攻に I~討材 1&: されたの

2.学科友ぴ専攻の沿革

化学系学科は明治31年(1898) 理1:科大学に製造化学科として無機製造化学誠H~

と有機製造化学講院が設けられたことに始まる。その後，理 L科大学の化学分野に

明治33年(1900) と大正 3年 (1914) に増講雌が行われたが. liiJ年理 1:科大学の分
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tJ~ff~ により|千|大学 U'ì~化う"干|として 1 ，;，Y) 1+判niJ&:となったi 従オとにない rC{、化宇 j

という r，fi功、1，Jけられたのはft''?O)ijiなるlム，)IJではなく， U'~ と I'!:J!'.Eする全ての化

:;::をιJ'4:とすることを Ilit'iしたためといわれている l その[去の 11-1(0)1)(ttlq;主にお

ける化'II:tの，rt.吹'1"1ーから 11;r~11品川そが行われ. そのqlでわがIIiIM:初のfヒザ:般fJlV;:誹!λH

も111:11;1され，七 ・l'IJIi:!iW ， 1 日日)の化，}:系大'II~)~IIHMI& において n'~化'芋 W攻は異

なった 5つのり攻に分かれたが.付判{化ヒf

l日山li川{日{和1.1パf可|ドご(け1~りi3?引))にn'、化'I利点多 iJJ;L;生 ~~dえのもとでれわれていたイ，.iltl合成に

Pl-lする WI~t J.えぴx川 flJI 先を N~f~:tとして，燃料化ザ:利が(iIJ d止され. lI{j干114UI: (1966)に

イlilllit'I干!としてr.:z*IIN、光された.II!HIl56年(1981)には， 1'1"; Jl，Uft .教J-1:カT化学!よ

lム・ fll! ， iÍHì(/) 十w;( となるフロシティア軌道J~!'i命 -c ， わがIlqtli fJJのノーベル化:i=uをそ1'lT

したこの iL411をもとに 1，上(，ii告白(Jfn~!Í'にみ一つ，}:問irJI冗の必 '10'1'/1ーから， II{刊1158年

( 198:~) に分 (1 ー，下'，I，U文がAJ'jJ-院f虫、いわ文として(îIJ ，¥止されたけ

Jlij fJl151f (194り)には， Lt化/;t:科の化学機械ヴ"満州が分iilli.N、光:され，化学機

fJlk''?f'Iが(i1J1;1:さiL， JliHI136if (1961) に'予科%が化γ:I/?干|ーと己主Jふされた!

JI日和](i:r1 1941) 1': 1ム fT成繊維ビニロンを発防jした|業化'苧干|似IH 'n!~教托を

'1'心に繊判l化/t利が，;止心され.Jlij和36年 (1961)に尚分(イヒヴ:ヂHニキ'，1';j:が変則され，

J仏光された I

iìí~ I乏の n'.Ji比化学のめさましい発以に JL; えられ，析し~ '~7: 干|の月はえの11.\')日lであっ

たJlij干1135年 ( 196()) に. U'染~ f化ヒ，ぷうザ'?干干利科‘1千|ト.の イ白d機f注~{介;1;刊fJ成&1化ヒ，うザ}芋判l主fた勺:オ|t刻l 係の"山講;h消l荷可!ド川咋'j中iド(， をiはj付体、と してf介;1成£化

，、1下j

利，ρ7、/と L'ρう1戸:え:の l 分1野lザf としての化よ午学f:というう学!'什叩:1巾11問!日川iリl 分野の多様化と ，'，~jJ主化， 化"f・をとり

まく付会の史~iù'l の 'ÍeJ}~ と紘雑化に t-J して L ，\~化"'j;系の 5 教名と 1 '、;(1文は， R米の作

にとらわれなl¥Ip/.¥Il、い教ffとより i%1主なii)1究を以!日lする必咲から，、ド!え 5年 L'子:古1;

の'}:i'n;. rt救ffとk?1山中l:/.(化情11のトップを切っていi;j;ffliされ，学利はよJiしい|付引

の iLlit:;::l'lJとして統合されたけこのように税収の 1.業化'予科は，伝統ある手/1

f;j:を引き継ぎ， iJi '!ーした総合化'予守中|であり.狭いj}i門にとらわれることなく.本

f栓化'、;:と}，~礎 I}ì止を中dl~する教育を実施し伝統ある学j瓜をますます党以させてい

る

3.工業化学科における教育

I::t化学科に入学したザソJ:.に対し，先に述べた日的を達成するため.化学に問述

した広い分野にわたる本礎学))の養成を承視したJ受業科目を用意し. .1:業化学科の

全教'I'fが協))して教育に当たっている。

第 l学年では化学・物理学・数学等に関する蒸礎的な能))を益うとともに.Jif学
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な本61主的玄i去を身に〆パfる

第 2~芋 {fから Ltイヒ，、;::干!とし

てのJ.lj.門"取れ『がlJ.fiま 1)• 物 J~I

化学・千d定fヒザ:・ 11!fo行主化''?. 

分布析f化学.化"、tプロ七ス 1"う7、{

.計計F 針筑:t機迩i演資船i判勾等について. 1企

業化学科の教'l'fによる )i~ij是 l'J(j

かつ尚レベルのぎ文γfを受け

る、

第 37:年か e):2 J<・l~ 1.j-1の
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工業化学実験風景

定員Jヒヰt で、!ぇ I，~~Iヒ，'/コース.物'[''11ヒ，'/コースとfヒザ:プロセス 1・7コースにりIjれ. :!"j 

i艇の専門分野に L七、じた教ff を'乏ける 1 ばI.~~化/?コースは.物 fTの Jj_ L~‘と{ヒ"t J'I~ 'I" 1 引

を支商己するJ，l~礎 J!;l Jf!!と x験 fìJ、を修 l~} L. lH~ Lとして，化'IJ止/，[:;、による i:liJJ[化fT

物の合成，↓Jim íi'成 ìJ、のIlfl1c. あるいはエネルギー|問主化/?~~.;を'，1/ I"J ';上 ~fj' とするこ

とを nmし，物什 fヒ'下コースでは.物質の'['t'tTを主円己するw伐I!;Uft!と'Mi1Zl-iJ、を修

作し. ;1'-1米七として， 析し \'\'["1・ 11 や機能を持つ物 1J{ の 1~1~1ll H-.J ~t や. JI11，l削ヒa下15ーをiLl

I"J分¥1fT'とすることを IIJ行している これに対して，化'下プロセス Lγ コース cは.
化学のた1北利 111 二 IJII えて.物JIIL 数.'?，コンビ工ータサイ工シスなとの L"t)，~伐を

修得し. :1守米は， う上(-レベルから.化7・プロセス， さらにはJtIl f;JU草地にし、たるま ~C

のあらゆるシステムにおけるエネルギーと物自の変換・移動 i邑れを定 ll::(I~ に J!{ :HJ~ 

う 1'，マ:の分貯を}浮い!とすることを IIHi'している、第-t''/・4ごでは''/='1:. は!iJf究二~I ~.に li)íV!'

して専門分nfj'の科目Ijfi}j"先を行い. iilf'先行 .H仲j{; としての 13Ji皮な知識と 1，1~l喰 I'J(J ， illl林

を受ける ζ!

4.研究活動の王見状

化学系咋」文を構成する九ポ)/'Iぞのii)J"先ilitlif)は:j，くのj凶1)である、

(1) 材料化学専攻

機能材料設計学講座(専任講座) (教J-i 大).~宇一 'm;. 山千百、久保山

新規機能'It材料の創製の次場から JJ;l子集介{札分r.分r1.iと{'ifドのキ11.1戊・桃山

と機能の関係を原子・分子のミクロのレベルでlr~ 1)トーげ，これに|刻辿するt-zTi • fdl 
究を行う。新しし寸幾能のれIJ製とそれを発現させる慨能材料設nlーとその怖誌の1:";':(I~) 

基礎研究も本講*の主要な研究探題で‘ある。特に，イ[機ケイ手;化fT物やut丸ノ、uゲ
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シ化物の~.\''I''Iーを利 ilJ した!ぇ lムーについての本礎的な研究 Jf;びに新しい機能性材料の議IJ

製へのI.i:;JIJに氏1，¥をお1.'て1.'る u

無機材料化学講座(基幹講座)

無機構造化学分野 l教托??我it\~!、，助教民 平)己ー之・ rt'l川干lゆj.助手 田中

勝久):ガラスやセラミソクスなどの無機材料の熱的 ))'γ:(1甘，光学(I~.電儀気的.

化学的↑''1:t!{を険々の手段をJIJ1.、て測定し，それを構成しているI!;l(や分 fの結合形

式や化宇治';{'ì )J を ~~j らかにするとともに，物性の構造1A イ{>I"I を 6)1;Jべている ω また，

阜、 ii世剥 LJl見の宍なる ~I;f~f" 't't ペペi1!l移令I，~や希土 ftiJé素を添加したガラスを超急冷法.ゾ
ル・ゲル法，スパノゲ一位、などの析しい作製i去を採JiJして作製し，イjltな無機材料

をfiリ製するための材料設計に取り組んでいる、さらに，機能や構造解明のために言1
ti 慨を IIJ I.、たシミュ L ーションによりモデルの十Ilf~たをわっている υ

応用固体化学分野(教托小久保lト¥必r，llj ';;';旧 礼助T. ;::，;尚史明):機能

↑'1僚機1....1作付干|のi'iIJ!Zと物'1'1'.をiiJI究刈象としている。 {;I&il;としては，竹やH設な

どの組織において. *R"，I"II の Jf~. 大きさ，配列などがJ'jみに制御された 3 次元構造が

常~h，t In~.' r:でfr成されていることをモデルとし，ガラス.前虫il丸水溶il主， 14'機i容由来中

における無償|内If本物Tfの品川/l級生成とあいll成長を制御するJji去をほ用 L，物性とし

ては， ~.y ，こ'f'I' や lも1 ， I腿や刷'i17，気管などの体の組織の修彼に適した'1"11'[.例えば，

竹結合'1"1:，自己 li直化十1:，機械的~n! さ，初'1"1:. 1;判"1:，4.反''jjなどの刊ー質， さらに:1おをj台

:1 1，でするのに過した ~ñtli:Ed"I. J/x:射↑'[:， -tιl早i 'l''I:などの性質にíJj_~l.(をおいている心

有機材料化学講座(基幹講座)

有機反応化学分野(教托 |人l本件;:-. f!J1，助教托 松山〔誠 :nlD:梢術イイ機合成化

学の )t)j((ニflい，その某f躍となる高選択的有機合成!ぷ)，i:;のIJfH'1iがますます重要にな

ってきている ο 本分野では， 1ft政令lチ;化学のむ機合成への止、mに悶する研究及び、有

機{'iI&化学に役。:つi当選択的作機反応のIlfJ桁に関する{叶究を金属化合物を中心に民

IlfJ しており，カル 7ドニルのオレフイン化，ラジカル環化，ケ11';望1J~(I~炭素'?Jo格形成，

惚 ~;;J~ì'Ll&などに位、7つ新手法を|井l仔i している。現在の ì: な liff'先1良 [.j は， CI!尚選択

'1"1:を持つ有機合成以1，[;、の探求<，?-jイ1・機金!，1.，1ぷ!必斉IJの開十イiとその応用，③選移金属触

媒をJtjl.、る尚選択(1なイl機合成!え止、のIlf.Hィiである。

天然物有機化学分野(教托 恰山民次郎. Jl}J -r J三!む;(r-. ~l 川兆二，技't'f 日

卜.i\f，'~~IlJJ) :人煩はおくから有機天然物を利丹1 し，それらの憎造と ~L~埋活性や材料

物性との関連について学んできた。本分野ではこれらの義憤された膨大な成果を踏

まえ，ねー用生理的性物質を効率よく合成するがi手法を開拓している。例えば，酵素-

ifi似や酵素に優る高い触媒活性と完壁な立体選択性をもっ人 L触煤の開発を行って

いる。また，新規有機金属化合物や錯体を合成し，それらを反応剤や触媒として用
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いることによる尚効:れ I~ti)!Ii iJ~ (I(J {j' r& ì};の IJN抗しさらにはJ大[1 1:代のr-~:~I~lll. 民軍，

芥料の1tb.x:への1.ιnJや天然にない物ゲ|ーや際能をもっ新物質の(ilJlI¥をめさしているり

材料解析化学分野(教i'2 1品l崎 f氏助教民会ド'I:rl:夫、 11))千 i~fil 己義光・小

111京孝) :これからの利子:ゃ干1.~下位討すが地球環.tt~の似令と調利l を保ちつつ!順調に発

l起し， 人士11 のえ;化的'Lì百を主:えていくためには，尚伎な「物質，t~. ，~AAの化学J が中:裂

な1立剖をfllうことは， iうまでもないけ本分野では，従米の分析il、のI;HWを越えた析

しい分析・角ff.析化'芋である「ナノアナリシス」のおIJr~えをめざして教育と li}f先を行っ

ている u 例えは， 多 t~~íìf:走資プロープ分析出n微鋭の 1I日経による僻機， 11・機材料:klilI

の原子・分子レベルでの物別・化学僧iむと機能発現機構の餅明，ナノ秒レーザ一分

光法やナノ秒1E気化学il!lJ定法による有機屯術移動Hi体や超i ，~.tt締の構造と反応解

析. また超弘111坑Lift体JUIII'，・分離ii.高機能化学センサ一等の開発による析しいナノ

単:分離・分析j去の研究等を行っているの

高分子材料化学講座(基幹講座)

高分子機能物性分野(教托 1+FH利山口11，助教托 isR川敏針): I~l~ し、↑tíìË:と彼自白

を有ーする{愛れたi均分子材料を s泣，i1. íílJ 製するためには.出分(-素材の~~i礎物性の把

1m， 複 合f化ヒ . 加 1 :1技J(fi件術.~小肘1ト何、すI の|開j耳剤}目l允 E及えぴぴ所例、コ"'1刊|

う分子-チ子凶11本札i人. I自分子液体(溶液・許制物).不均賀高分子複合物.ゲル，エラストマー，

F主体由米ヰ均質. 'J・~f:本軟組織(lf1l1';:) など広い範阿にわたる品ー分r関連材料の構造解

析，移i)l.形及び;)1'純}杉飢域における})学i'1()・レオロジー的研究を行っているο これら

のti}f究は，分子間十tl11. 1'1用や不均質構造の ))i'f:緩和機構，高分子網日の物即z化学的

性 質などの物γ1:，1命的解明と:#i'材料のtlf.J'Je指針の降、7を日的としている。

生体材料化学分野(教 花 小 林 四 郎 ， 助 教 托 木 村俊作，助手守山 ii'，:)高

分子材料の研究は. '1'.体機能材料(ノ tイオマテリアル)の設計と合成にli'Jけて以IlIJ

している u そのfT成は，多糊， タンパク質. r主眼等の'!:.{*高分子及びそれらの集介

体からなる1(:.{i三システムと，合成高分 fーとの界1Mにおける特異的認識を制御するこ

とによって達成されるの本分野では.生体機能材料のIlIJ/J:X:にあたり，タンパケ引が

天然、では発揮していない新たな触媒機能を引き/1'，し，構造を制御した肖分-fを何る

新規合l&:i去を開拓して， '1=_休特異性材料や~j:_体模倣材料の情築へ導く，本{躍的なれ1J

国iについての教育と研究を行っている。

(2) 物質エネルギ一化学専攻

エネルギ一変換化学講座(専任講座)

人類の営みの高度化につれて， 白ー機エネルギー資源の需要は飛躍的にt科大してい

る。本講座では，有機エネルギー資源の接触的高効不変換に関する築礎的研究を1J
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う その子iJ、は~;'1，'J1， Hrí事えは~~，，~!;円安化物を削!似しとして )11 いて. /Kぷ，門U~. /1<..際

化促.!r'; の尚士~H:ir~' 'I''1 íヒを 1 Jい，イl機エネルギ-'資加をよ l)jむLぺJすいエネルギー形

態に，えはより HJJllillli仰のrr'lj~、機能'1" 1 物 1t に交Nきする jJ ij、をI!fHii寸るものである〉

基礎エネルギ一化学講座(基幹講座)

工業電気化学分野(教托 小久 t~ l，;:八，助教托 ~z 十 JJ~ILよ'.ω'JT 安部止しょ;): 

1 江主dr'γ:Jよ/，~~を妹介にした化学エネルギーと 'lU気エネルギーとの 11:1 の十IIJ( 変換に関

する )~~í~ii)1 究をねっている J 人士J!の 11'(Illiするエネルギ一川目立の解決のための最も現

'丈(1句なWWUhJ、であるエネルギーの白ー効利ltJのための1江}J!，;'}此のための屯池とエネ

ルギ一利用の総介幼本の 14JJ い燃料 lU也発í[dこ関する!ぇl必を}，I~i!是 (1'0 に 11l( f)あげ.その

機tp~の件líoWI を IHfí し，これを j泊してこれらデパイスのlJi15tのためのJ行主|を促:案する。

また，これらデパイスへの迎Itlためのli;l体イオニクス材料のは日|ーならびにその合成

とイオン移動のメカ二ズムのfifi川に111.: J制|んでいる、 . }j. iL:主L分解についてもそ

の1江似!よ!必の旬lí lリl に Wfi~(1なに 111. :)キ11ん cいる さらに， グロ -1i'J:.屯プラズマなどの

プラスマをfll\，、るイオン f.L~ ;引'1;均 11史材料の合1&を行うとともに.プラスマ rt ' の!よ/，~、

の解明を Ui行している、

機能性材料化学分野(肋了ー 7河川県;t¥;:f!I;. fiIi it 比):本分野ではエネルギ一変

j~~のための機能↑'1:材料の I Jf13t とその特'1''1:の制f1 Vjのための )j1d桂 fi)l 'J'ëを ii っている。燃

料ill?也，屯i也，，¥>'，江主L3上Wi，j: J~lJ;~ ，こ，ut.J千 I1 した行 ù;!J;l ・ 1向先JJネのエネルギ一変J免システ

ムであり ).ι少が片しし、けこれらのシステムに小川欠な材料である炭素材料"草電

'1''1:円変化物;~よ1ι'1"1 ボリマーを 11:<' 1) I-.i f. フラスマなどを利J.IJする気十日以、によるこれ

ら付半|の{;1えとその特↑'1川iilli. 、if;.びに!え止、機mの解明を 11f行している。また，これ

ら付半料|の憎j造i立主とその J火と|山11削l川"以λ!此，ιと、の旬断líolV川V川j の fたこめの y卯~IÍ山刷ÍI川lií化ヒ7学:刈ベやJf介if成氏したJ導ι1屯江出，れ|

サ一へσの)/，と、H刷!についても主HI4斗Hi.従l必:是t的に{州1I刈JI先しているU

基礎物質化学講座(基幹講座)

基礎炭化水素化学分野 (教J綬云 i竹竹1す'1内付T賢f 助救托 イ水、卜ド什宇.J主勾知、J川IIL己」， l2削|リli ~北仁川敏一1. 
ω助Jγ手下 大 I釘~ }J必~~) : i:炭え化水系素-はあらゆるイ一

一j似目以lでもあるυ したがって，炭化水素とその川'1''1'.稀の憎jiiとlよ止、の民健的研究は.

1-1'機化学の発民と析エネルギ -iWの IJ~J 5t に必須である。本分肝では ;l~天然にはイヂ

(1:しない尚ひずみ炭化水本や. *JiW構j立の炭素|場イオン・ 1Gイオン・ラジカルなど

の物性と以)，[::，'1"1:との I~J係を究W4 し .jiJI 合の 't:.Jえ. Wio出1tのililJ静11to:と'tli機能を発瓜させ

る研究，む~)村民な構造と Y:"能 JL をもつおi物 1t を fT成し. t品 i主と以"~~'I'tの関係を定量

化する研究， (主)以Lι中間体，特に炭素l場イオンと浴媒との中111-(.作用を分 fレベルで

解明する研究を行っている。

励起物質化学分野(教授同本清一二議slli 上野倣， J.l)J手)，';)玲):生物細
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))包やイdλI，';J付、材中|なと.それぞれ l山|イ!の機能をjJjiJえた i~r'l'j;J~組織構造体を対象とし，

光や~tL ;Ij!i Ijl，(身、li1ilの竹川によってflljl&';j' rーにどのような化，}:が:J fI~)l変化が'1:.じ，それ

が分子集{rit、のとのような物川!的ミクロ構造変化に拡がり，その結果として'1物機

能ベJ材料 '1"1 龍がとのような lj[_~ ~!.~-~を-:2:けるかを I~j らかにしようとしているリまた. 'j:. 

物カi"fiiiJえている 1:払浅機能や修fU fi:~íjËの化f河内 Jlj!角:~，およひイf機材料を次:ïと化するメ

カニスムの解 Iljj をえじ(桂として，がんの欣射線itì味対~ ~~を I1it) 必!するための化，}:的 TiL

のIJfJ発，山';j'r付ド|の己え11と'/J:定化のモル cJ，ロジ-泣iilなとのlむJIJii)f'先を民IIfJして

いるじ

触媒科学講座(基幹講座)

触媒機能化学分野(教十三 光 11長止~I~J.助教托 j山日付f.f.lt)jT 干11川健，，))ぷ

利川炭:表資ill;lのr¥;'jI主干IJIf)i去を1Jf)'5cすることを [1((1に.イ'.質U:;:J，;物Eft- 天然ガス. !え

びそれらから'作幼に何られるどl化合~0 や炭化水素をlJ;l半|とし r自~1 J IJllfllli 11t(化介物

への新交換li/，七、のIJfJ')Cを11'っている この変換以IL、の 1&併の鍵は正:ji ，~tl 触媒の 1m')色

であり.~~!妹として 111 し、る J笠移 {r;: l，1，}/i f十の J;i本的な 1ぇ/，~，の角平時j を 1'i っている、また.

Ef( Tt[ iJ之;lil~t ~ f: tt{化IMlji川'1:触似の!日))むや，イi1111から作坊に1~1 られる化学 I:X~ I!;l料の

カルボ二ル化以泌をはじめ，炭素一民家、並びに此ぷ一宗ぷ糾iU'I:.1瓦jμと:.，ji;びにIlfJ

裂!ぇ止、をf'I'う祈触似!えLl::.のiiJf;cを中111として，尚十JIJI11111バl列化合物の尖片l的合成i去の11日

発にll¥(1)幸Ilんでいる J

触媒有機化学分野(教托 tJIi村 長・，助教托 大il:ii'，"ω1FT. iJ十政 修 .~t( k 

iEfl1) :金I，f; j-~f. 七十足ヘテロ J亡ぶ化合物jえびイl機余I，~化合物が|羽子したよ'Jj. しいイi機

lji. i，i:]え応のIlfJ5Uえびその触ult!:1ぇLl::'化に問するJ，ldi是的な研究を行っている】特に.民

主ー炭素結 {~'I. 成 jぇ応，門主化!よL l::，. j宝 }é]ぇ 1.[:;，に 1t点をしぼり，イ~ft，;A;;qの子i);も

取り人れ.それらのr¥';jjさ.jl¥的 (i，i:ii'i:.ι体およびエナンチオ選択的. 10jË~選択的)

反応の開発とその)ぇIL1なmの解明を桁100'JしているリゴUHlluでは. 1民農業となる'I:J1t!

ìîfi'l"t物質を 1ft見合成上の十!~(I~化合物とするブj， 74そ以交換粘土削!u~~ を片j し、る環境保

令11!!i白ii空択(J~{d~{rl，立!よ!心、を l11行している。

触媒設計工学分野(教托乾 刊行，助教托 Jt:仁正志，助手竹LJ屯弥・山本

if!J ri)) : i;f米の触媒プロセスを 7向日記的に進民させうる触媒系の開発や， メタノール

からオレフインの尚選択的合成なと¥これまで1'cf効に利用されていなL寸itえや天然

ガス，手;質油などの代{J});l料から高↑'1:能燃料や蒸幹化学lEl料を効キ:よく合成する触

媒の開発を研究している。また，合成とは衣表イ本をなすE最上道保令や行エネルギ一

反l必システムに必裂な. CO. CO~からのガソリン合成，デイーゼル初気r!'の NO の

分解触媒の開発などを行っている。さらに精裕分析機器や計 ~1 機シミュレーション

なども活用して. :)"11体合成を合む慕礎事項から尖尉触煤の水準にやーるまでの触媒，i史
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計の原理の構築を目指している。

物質変換科学講座(研究協力講座)

化学研究所有機材料化学研究部門，有機合成基礎研究部門

同位体利用化学講座(研究協力講座)

原子炉実験所原子炉安全管理部門

(3) 分子工学専攻

分子設計学講座(専任講座) (教授森島績，助教授石森浩一郎，助手高

橋聡):金属酵素蛋白質やそのモデル化合物などを中心に，分子の特異な性質と

機能の発現には蛋白質構造や活性中心の微細分子構造のみならず電子の挙動が重要

であるとの観点に立ち，分子のミクロ構造，電子構造や分子的，電子的諸過程の実

験的解明，これらを制御する静的及び動的構造因子の探索を通じ，新しい特性を示

す新規機能性化合物の分子設計を行っている。具体的には，遺伝子組換え法による

人工ヘム蛋白質やそのモデルとしての金属ポルフィリン錯体の設計，合成，構造及

び機能に関する研究を，種々の物理化学的，生化学的，分子生物学的手法を縦横に

駆使して行っている。

分子物性工学講座(専任講座) (教授藤本博，助教授立花明知，助手笛

野博之):多様な化学事象について分子論的研究を行っている。特に，化学反応路

と反応に関与する分子種の電子物性及び反応ダイナミックスの理論解析，新規の反

応設計を行うための基礎理論の展開に重点をおき，反応の選択性が分子間相互作用

の局所性に起因するという観点から，量子化学における理論計算結果の数値解析法

及び新しい軌道相互作用理論の提案を行ってきている。また，これらの方法を工学

的に応用し，特異な分子物性を有する化学種の設計や超伝導現象の量子化学などに

ついても研究を進めている。

分子エネルギー工学講座(専任講座) (教授田中一義，助教授御崎洋二，助

手伊藤彰浩):導電性，超伝導性，強磁性などの電子機能を有する新規な有機分

子材料，高分子材料の理論的設計と合成を並行して行い，その物性解析を通して機

能発現の本質に迫る基礎研究を行っている。特に理論的研究においては単なる計算

解析に終わらず，電子挙動の本質を理解する点に重心を置いている。さらに，フラ

ーレン，カーボンナノチューブ，及びリチウムイオン電池の電極材としてエネルギ

ー産業において重要な位置を占め始めているアモルファスカーボンなどの新炭素系

電子材料の開発と電子物性解析に関する研究も行っている。

物性物理化学講座(基幹講座)

分子触媒工学分野(教授吉田郷弘，助教授船引卓三，助手 田中庸裕):触
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媒はあらゆる化学工業プロセスの基本となるものである。本分野では触媒の開発に

は分子レベルで触媒の機能解明をはかることが必要でらあるとの観点に立ち，触媒反

応の活性種，反応中間体の構造を静的及ぴ動的(作用状態下)で明らかにすると共

に，その成果を基に新規触媒反応の開発を行っている。具体的には金属あるいは金

属酸化物触媒及び酵素モデル触媒としての非ヘム鉄錯体触媒について種々のスベク

トルを測定すると共に，固体触媒上での光触媒反応や炭酸ガスの還元，酸素化酵素

モデル触媒を用いる不活性炭化水素の酸素化反応の開発を行っている。

応用分子科学分野(教授 山遺時雄，助手吉淳一成):本分野では化学反応，

分子構造，分子集合体の示す固体物性などに関する基礎研究を広く行っている。特

に前任の福井謙一教授(昭和57年3月停年退官，現名誉教授)のフロンティア軌道

理論の創出以来，量子化学を基礎として，化学反応路の分子レベルでの解明，超伝

導機構の分子論的解釈，生体内における酵素反応の理論的解明，機能性分子集合体

の分子設計などの理論的研究を行うとともに，導電性，超伝導性，誘電性，磁性を

示す有機化合物の構造と物性に閲する実験的研究など，広く物質内の電子過程と構

造との相聞を明らかにする研究を行っている。

応用物性工学分野(教授川崎昌博，助教授川崎三津夫，助手佐藤智生・橋

本 訓):本分野では光化学反応‘の機構とそのダイナミックスに関する研究をレー

ザー， ESCAなどを用いて行っている。特に，ハロゲンや窒素酸化物の，固体表面

上での反応は，大気環境化学から写真フィルム上の反応というグローパルからミク

ロまで広がる幅広い系で見られ，これらを本分野では研究している。具体的には，

a) C10， BrO， NOxなどの大気中において見られるラジカル反応， b)金属，半導体，

無機・有機団体，コロイド， ミセル上の団体表面反応の研究を行っている。

分子材料科学講座(研究協力講座)

化学研究所無機素材化学研究部門，材料物性基礎研究部門

(4) 高分子化学専攻

先端機能高分子講座(専任講座) (教授増田俊夫，助教授築永義之，助手

三隅良彦・野村亮二):本専任講座の主な研究題目は，新規高分子の設計と合成，

精密重合，機能性高分子材料の開発などである。具体的には，新しい遷移金属重合

触媒の設計と開発，特異な機能の期待されるヘテロ原子含有及び共役系高分子(置

換ポリアセチレンなど)の合成，重合反応の制御(立体特異性重合，リビング重合，

ブロック共重合など)，さらに生成高分子の機能(気体透過性，導電性，非線形光学

特性など)について検討している。このような基礎的研究を通して先端機能高分子

材料の開発を目指している。
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高分子合成講座(基幹講座)

基礎高分子化学分野 ItUi 1111刈f"と，山手'1J2 松J，ii)i号制1.WJT 松本十--つ:

r'::j 'Jj' (fl: (i物カ、保そなIfUi包を7t月l寸ゐIt;(JIIIをW(Iリlするために. tllj ，i主をft'j¥中;'1二月i市IJし

七r:':jii' (をf「成 L. そiL.'， U)出iU，f，十1，'，1十I[系における，';i'flドJ• 1f)) (I'~怖 iむを神々の分光

ヤ(ド)li ひ物 JIII 化'/(I~) ff.t 1二よってi!!IJ'Jじしている ! (， I本 (I~) には. XJi JJ~ Irtrj刈似'I"I:i肖分1-

山村)'，軒(il&，え(y物'['1fr J[，c とそれに J，tつく t~Uì:d'l r:五分(ー首、:ì(本の他 j丸山J 分 ht1角41Ji.

: J ¥l ( 卜 JJ}a~i伐の X 似・ '1" 1"1， (一段び )UI~ .r;Lil:による{I)I '，c. ，'::j } j' (界的!の1!ik紺Itllfiむ角li:

判fえひ伴liliにおけるrl，':j'Jj"(0)動(1なや動と十[11(_1'1)fJの定:IUI().iflllli. なと、の/lJf究をj国じ

~C r'，':j jj'-( が jt叫すゐ ti~Í1'tを系統I'l~)にfýI(析することによ 1) .糾 H~山'j t.'¥i: iiUt i'，':j f士fをうr

f北"1-4ゐとめのJ行;i:1をi~ ;ることを [1(1なとしている、

高分子生成論分野 I-fd之 i'F 1': 1¥:;リJ.lIMH1 dWI.目、Ui.lI)) T 卜)I(外11-:己・佐

JH~I;!、 (1 : iなuJfic J!t 11は.r'，'，'j jj' Jぺ介氏.'f'，:;i JえI.i:_"泣い1.および1投能'l"H::jjj' f-であるい

f十シ LF:-~~ (円を1"1i'j~! 燥によるカチオン，[i.::ì) およびラジカル -4({; における ~Ji し， \)f~ 

:ilι止、と 'F:{~船!似の IHI 'Ic. ，r( :;-I ，，( I，i:_，を H~îlilJ する人1: 本I!;UII[の五r'{!: ， \i_. リビング 'HtiJ:に

よる桃山の tl~ajlJ された rl， ':j ，} (ーや阪れた機能をノFす出分 f の J~tin と{t" 1戊， 及びこれら

のI"IIJ分(-U)'I"I 'i'( ，~ lt~liË;の陣!fIリ j を iJっている tu近'C:'は，析しいリビング rji;11' Jよ!必と

その削!岐を多段Ilfl~c L. Ui'lの!とさのそろった I IlJ 分 r. 多くの伎を十?っ )j~_'~~I合J分j三

l'UiE;J，'，、を引っr'，'，ljj}{-なとの守!};..の情 iむを t ，jつ 111ぅ分(ーの附伴'I~ {'i IJ.比にIJ)(:J))している v

重合化学分野 l教J2 "，峠 ~'l~; 秒L 助教J'2 ; l'川j:'U:j{. 11)) r Ij ， ill介): tな/iJJ

先Ji(11は 'F:;t"化f3J，1111分]'イiIJ)(:. ，1!!~ Ii:~ r'，':j分r.および出分 j七機能Hflであるに，{j

lた{;-iJli:!'1りなr-;J、をr'，'I'jjj' J七;il&Iこ;/，かすと， 1うアブローチーによ 1). こ ~L までにヒドロ

ボ Lーショシ lf("it-べ'Ú俄 ;j~ ウぷゲルをJIj，、た lとが dlT ラジカル，f({r などのHí:Ú'JぇI，i:_、を

PiとにはL、だしているlまた.11Y4なWij;';:.物'I''I_. 1ヒタ:JえJ.L:_: '1"1ーを訂する，いわゆる

fシ子リジ L シ卜 ，f:jj)" {-村干|の1::1~t をめさして. ~ili し L 、 ~Iープロトン'1"1似十1: ，向分f-ゃ

J~1 J(2 1.i:_，符'1" 1 じドtJゲル. ，%1削'iE;'I't，'::j ';j' (化令I，f~H~1がなどを fr成しているりさらに!!lf，

frt ，'，'，'j j j' {'ーに .{i'11 し.判にう上 r レベルでのイf l!~- :1!!f:機ポリマーハイブリヴドなど.

光端Hl:1'"付利の(lIJI&IこIJ父J)JしてL、る。

高分子物性講座(基幹講座)

高分子機能学分野 l教托 山本羽i9~. ll)J:t;_: -l2 I JI' lN~紳--: J'!J;) :主な研究JX{引は，

両分{・構造，応分(-)I;物.fll!・光化学と尚分 h¥:;機能である ο 蛍光il;(1M光解消.1的

起エネルキー移動)をJljl、てピコ秒~秒の11:¥， 、1I ~'tI\J íìí(域にわたるJ1 S'N\J'J.士解停仰fによ

り I合'j分Htlの分子j主動，高分 fの高次構造を研究するとともに r両分i'・系で起こ

る"jlJ起エネルギー移動. )Ï;'~I!>jこ移動，記長合などのた物別的 l並びに克化学的訪過程

について研究をしている。紋近の主な成果には，エネルギー移動i去により I高分子ラ
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ングミ FユL ア . -; 1リ1シ_L ソ卜11児の主熱払による十h他|昨11]-)主奇料兵4刷利I[を3定主与以u白が的lド内(Jiに二"正汗.
;Hiの)"ωlii主1i均カ弐十"山，山山:Jうj上、 fの/ぶiドミυIllii叩iドiうj'(ι， 1)民ml川I1川11児のうf(-ι'J必ji)Jを〉ι;凶千f::I日的|内(Hに二，ifIllliしたこと，ρ山:J

うf{ナ ノ i剥，II~織J故止川H本λ を!川川11ハし、1"てC)光L-一J工1

I 高分子力学分野 (.j'教土J托2 十伯CGiイ本4竹{的i六i，JJ助J)バ4紋tυJ托之 iμ£?行}川|附守 ， . ~木川え~J)ιJよ~t作'( "" ω肋1)r白 竹竹"リlド

件/人、) 1な{I川Iリ川)月1")先tJ札!'lllは， ，'::j '; j' [-0) ) ) '? (1ケ|ザ|引を '1'心とする rl，'，lj分nわ↑'1，，'I:j分[-[竹

自lii:肘111構造とその'I-:J&HUlli. ~，\に')口ソク J七 ~r({ì 付、の秋 J j': fl~)ù，仰れ一角If， f1、 )j二

中J、移.出';j'[-フレシドの十II';Nl1iとその動))''/)えびこれら多十11系出jj'Jぺの構造市IJi，}jJ;;;: 

どに附する(I}j完である u %IiしいIf1J分f-HtlをIJfl'itL， またそれらを比、IHするための

JL伐とし'ζi'，にlfJ17土(1出1iがをιl象としてそれらの)J "/(l(J↑'1: t'[と111117jト[-1"'1付、の|付日1;

行政制11構i主とのIYJi世についてぴ))，'d~'UI() iiJj')"t，が1['心となり， 尚分(ー材料ーのは、い分野にわ

たって/IJI先は11:がっている

高分子分子論分野(教J三 ， '(~I:'J 止に I;'，j) : f:.なiiJI究JuIIIJ:. ，'，'}j分 f消滅'';:，山j';j' [-

キ:f~i1 t-) J ~:l: ， i'，~:j) j' r動}J'}:である， ，'，"Jうj'f-}えびオリコマ -ìùiàの Mf(I/~ ならびに動1'10'1"'1

1tについて， JII!，l命(，j':!C;iIねうど，動})'，?， irid小}J"tJ と X!~~! (!Wf!YJ ~えび肋 I'j(nt!波乱，

X *J~小 ffJ I枚目L， 1-'，1jJι 十史的主'(~v2 干 [1 など)の 1 ， l ，jlíli にわたって，分(，l命J'I(Jιl必で iiJl允を

fi'っている A~i止の i な 1& れとしては.111j 分 j一'Ji'[ ，二J.Jする -N2:(1ワモデルーらせん

みみずモデルーによる JI:以動状態における前j 分(c1tj 治的 i伐の J~!"f~ì と，それに )il~~j

くゾJ験~:，';~ーの伴内f によるうj' [-~ y '[''1lJ~ぅιがやげられる-，このiiJf'先をもとにして， JJL{I:， 

f.Jト除休日l~')J ~~に ~.I するコιt{JljI，ふi による. iMJJ，¥';j jf JヘJ:j'lの-?ij却前iW，自の作キ11みが，

~Ill論的ならびにゾ:耳炎!"I(J に I'Hift ，: .t されつつある J

基礎物理化学分野(教托 川'1'λーら¥助教十三 '1' 1:，) 自lijll， JJ}J r H [ IJ 1秀樹): i'， 

な{i)J究JflLIは，¥::jjj' n~[ ，lHiì物'1''1，尚分 f の十1II1五!九月!f，機!日:j 分 r化学である υ 統計 })'γ

と';f-('シミ 1 レーションi};をJjJし￥て r白'jj}(のニ";frと十11I1三 r&i こ 1\\1 する Jn~iiJ[")'éをわ

っているゲル， ifull- 水干[[， (，出) 11;¥/;Wなとの村徴ある物質イFイl十五λのJ1H，j命的Wt

I l).j を，j~l地としているい紋i止の成果としては， ゾル・ゲル中ょ;移と村l分I~jffi の競介する十11

|ズlを分 f・，i命的にj山['，したこと， f氏jhi. 大気Jt:で JKが析しい十11中!.!~移を引き 1包こすこと

を分 f動}Jγ:ij;でノj、したことなどがやげられる υ また，グラファイト及びじ VDや

アーク!j'!:.7!tによって介成されるよJiしし、決議材料をホストとした;flf(々のフソラキミ}}_ひフ

ッ化物のI，;.~ rllj化合物を合成し，それらの構造，化学結合と物別化学[向性質の角I(oIVJを

j[Uじて新しいエネルギー交換材料.持it:'[11:1オギ|の開発を Hirrしている』

高分子設計講座(研究協力講座)

化学研究所材料物性基健研究古r~ ["1，イイ機材料化学iiJf究{íIWI，構造内l什li'Jil~j泣 ÚJI 冗自 1;

門，原子力i)-:;験lijf放射線化学部門
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医用高分子講座(研究協力講座)

生体医療工学研究センター生体材料設計学領域，生体力学領域

(5) 合成・生物化学専攻

生物機能工学講座(専任講座)

合成化学の立場から新たに，生物が関与する物質合成と物質変換並びに生体機能

の発現の仕組みの問題を取り上げ，これに関連する教育と研究を行う。バイオテク

ノロジーと先端有機合成化学を組み合わせた超精密有機合成化学の工学的基礎研究

も本講座の重要な研究課題である。

合成化学講座(基幹講座)

有機合成化学分野(教授吉田潤ー，助教授山子茂，助手菅誠治):本

分野では有機合成化学の重要課題である「新反応開発j，r新反応場開発j，r新しい

合成経路開拓j，r新しい化合物の合成」について，新規性，有効性，効率性，さら

に反応の選択性を見据えた研究を行っている。特に，非平衡反応場における電子移

動型酸化還元反応を利用した特異な反応活性種の生成と この活性種の溶液中にお

ける化学的挙動の研究に基づく新反応の開発に関する研究を中心に行っている。ま

た，これらの新合成反応と既知反応との有機的な結合による，医薬などの有用生理

活性有機化合物や理論的に興味深い有機化合物の高効率的，高選択的合成法の開発

についても研究を行っている。

生体機能化学分野(助教授水谷義，助手林高史):本分野では，生命現

象を化学のレベルで解明するための学際的色彩の濃い生物有機及び生物無機化学の

重点的な課題を研究の主題としている。特に生体触媒である酵素の認識機能，高選

択的反応及び反応制御系を化学の立場から明らかにしその仕組みを合成化学に応

用する。さらに物質輸送，免疫機構，エネルギー及び電子移動など生体における多

用な特異的分子認識機能(アミノ酸，オリゴペプチド，糖類，核酸塩基に対する)

を持つホスト分子の合成と認識機構，金属酵素機能を規範とする新しい触媒反応の

開発を中心に研究を推進している。

量子物理化学分野(教授中辻博，助教授波田雅彦，助手江原正博・胡

振明):量子物理化学は量子化学の理論によって新しい物理化学を開拓する分野で

あり，本研究室では主として次のような理論的研究を行っている。 (1)量子化学の

新しい理論や方法論を開発することによって，新しい理論分野を開拓するとともに，

斬新な化学概念を提案すること。 (2)錯体触媒や固体触媒における触媒作用発現の

謎を電子論の立場から理論的に解明し，新しい表面化学を開拓すること。 (3)励起

分子の反応素過程とダイナミックスを本研究室の理論を用いて解明すること。 (4)
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植物の光合成反応など，生物化学的に重要な反応の機構を理論的に解明すること。

(5)相対論的量子化学を建設し，相対論的効果が重要な化学現象に応用すること。

有機金属化学分野(教授伊藤嘉彦，助教授村上正浩，助手杉野目道紀・桑

野良一):有機金属化学は有機化学と無機化学との境界領域をなす新しくかっ重要

な研究分野である。有機金属化合物は化学反応の触媒として，また新しい機能材料

として将来の化学工業で重要な役割を果たすことが期待される。本分野では，典型

金属及び遷移金属の有機金属化合物に関する基礎及び応用的研究を行う。主たる内

容は， (1)遷移金属錯体を触媒とする有機合成反応， (2)光学活性配位子を有する遷

移金属錯体を用いた触媒的不斉合成， (3)ケイ素の特性を利用した選択的な有機合

成反応， (4)含ケイ素有機高分子及び高機能性物質の合成等である。

生物化学講座(基幹講座)

生物有機化学分野(教授粛藤烈，助教授中谷和彦，講師伊藤義勝，助手

藤本健造):バイオサイエシスの中心となる遺伝子 DNAやRNA，DNAをターゲッ

トとする天然抗ガン剤， DNA結合蛋白などの機能について，分子レベルで追求し

生命現象の謎解きを有機化学のレベルで行うのが本分野の研究目標である。主な内

容は> (1) DNAに結合する天然、抗ガン剤の分子機能の解明， (2) DNAをターゲッ

トとする新しい抗ガン剤の合成， (3)天然、にはない新しい人工 DNAの化学合成と

応用， (4)有機化学レベルでの DNAの未知の機能の解明， (5)生体関連光機能分子

の開発などである。次世代のバイオサイエンスの基礎となる重要な手法や機能分子

を開発し，新しい領域である「生体複合系の有機化学」の分野を開拓することを目

指している。

応用生物化学分野(教授 田中渥夫，助教J受樋田充美，助手川本卓男，技官

山村みどり):本分野では，酵母などの微生物を様々な環境下で生育させ，そこで

観察される様々な生理現象を蛋白化学，酵素化学，遺伝子工学，蛋白質工学などの

手法により解析し，生命の本質に関する基礎的な理解を深めるための研究を進めて

いる。一方，これらの研究成果を利用して，生物機能や酵素機能の改変，微生物に

よる外来蛋自の生産，各種化合物の生物化学的変換による有用物質の生産を試みる

とともに，酵素や微生物の持つ生体触媒機能を化学的・生物化学的手法により増強

し，非生理条件下での生体触媒の利用を図り，さらには固定化法を応用してバイオ

リアクターを構築し，省資源・省エネルギー・低公害の物質生産プロセスを開発す

るための研究をも行っている。

生体関連高分子化学分野(教授砂本順三，助教授秋吉一成，助手上回岳彦)

:本分野の主な研究項目は，生体関連高分子化学，人工細胞工学，バイオシミュレ

ーションである。あらゆる生命体の生体構成要素と生命現象を有機化学的に分子の
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レベルで理解することに始まり，得られた情報を基にしてそれを人工的に再構築す

る。特に細胞表層での機能に視点を置き，細胞聞の情報伝達，細胞接着，食飽，細

胞融合などの現象を種々の分子集合体を用いて化学的にシミュレーションし，その

メカニズムの理解を図っている。

生物化学工学分野(教授今中忠行助教授跡見晴幸，助手江崎聡) :本

分野では，複雑な生命現象のメカニズムを化学の目で解明するとともに，その過程

で発見した新しい生体分子をバイオテクノロジーに応用することを目指している。

主な研究対象としては， (i)我々が発見したlOO.Cでも生育する Pyrococcusst. 

KOD1株や C02を唯一の炭素源として石油成分を合成する HD-l株など，極限環境

下で生育する微生物の研究， (ii)抗体工学と抗体酵素を中心としたタンパク質工学，

(iii)人工的に合成したリポペプチド型環状サーフ 7 クタントの機能解析と石油産業

への利用， (iv)枝作り酵素などの糖質関連酵素の遺伝子導入による植物デ、ンプンの

改良，などである。

(6) 化学工学専攻

環境プロセス工学講座(専任講座) (教授三浦孝一，助教授前一贋，助手

中川浩行):エネルギー問題と環境問題は表裏一体の関係にある。本講座では，変

換効率を大きく向上できるとともに，環境汚染物質・炭酸ガスの排出を大幅に低減

できる新しい重質炭素資源変換利用技術の開発を目的に研究を進めている。具体的

には，環境負荷低減型の化学プロセス，石炭に代表される化石資源の高効率変換プ

ロセス，資源のリサイクル・有効利用技術の開発，環境汚染物質の除去，回収，有

効利用法の開発，及びそれに必要な触媒，吸着分離材の開発に取り組んでいる。

化学工学基礎講座(基幹講座)

輸送現象論分野(教授荻野文丸，助教授稲室隆二，助手 丸山敏朗・河合一

穂):化学工学では，いろいろな形をした容器内及び容器外を流れる流体を取り扱

うことが多い。しかもその流体を加熱・冷却したり，流体中に溶解した有用成分や

有害成分を分離したりすることが多い。このような操作の基礎となる学聞が流体力

学，伝熱学，及ぴ拡散論であり，それらを統一的にまとめたものを輸送現象論とよ

ぶ。本分野では，化学装置内及び材料生成過程におけるミクロな場の輸送現象を解

析し精密に制御するための実験的並びに数値解析的研究，低温の熱j原からエネル

ギーを回収するための基礎研究，エレクトロニクスに関連する薄膜形成の研究，血

管内流れの輸送現象の研究等を行っている。

界面制御工学分野(教授東谷公，助手宮原稔・神田陽一):微粒子，超

微粒子が分散したコロイド分散系は自然界，工業製品，先端材料製造プロセスなど
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広範囲に見られるが，その特性制御のためにはその安定性と固液界面の特性の定量

的な理解が必要である。本分野ではコロイド分散系の熱力学的，動力学的挙動の基

礎と応用，並びに固液界面特性の制御に関する研究を行っている。すなわち，機能

性微粒子・超微粒子の開発とその表面特性や凝集分散性の検討，国体表面の原子間

力顕微鏡による評価，粒子の核化過程の実験的検討及ぴシミュレーション，超微量

超微粒子検知法の開発，磁場の団体界面特性に与える影響，微粒子の物質分離への

応用などを研究している。

反応工学分野(教授橋本健治，助教授増田隆夫，助手河瀬元明・向井紳)

:各種反応装置を対象に，反応速度過程を支配する化学的・物理的諸国子の定量化

によって装置全体の挙動を予測し，装置設計法や操作j去を確立し，新規プロセスを

開発している。具体的には，①触媒の特性評価法の開発と粒子状・膜状ゼオライト

触媒の合成，②ケミカルリサイクリングによる廃プラスチックの油化，③気相反応、

j去によるセラミックス複合材・傾斜機能材の製造とプロセスモデリング，③炭素繊

維・炭化珪素繊維の高速製造と電極材料への応用，⑤擬似移動層型連続クロマトグ

ラフィーを用いる反応分離プロセスの開発と装置設計・操作法などについて研究を

行っている。

化学システム工学講座(基幹講座)

分離工学分野(助教授田門肇，助手鈴木哲夫):ハイテク産業を支える高

度な物質分離・精製手法の「操作・設計論」の確立を目標に，乾燥，脱溶媒，吸着

操作と，これらの諸操作に共通する多相系移動現象を研究している。その主なもの

に，多糖類の乾燥における非晶質構造形成とその分子包埋機能，乾燥品質最適化の

立場からの食品・医薬品等の乾燥機構，固体表面と吸着分子の相互作用，特殊な分

離選択性を持つ機能性吸着剤の超臨界乾燥法による調製，分子軌道法を援用した吸

着剤設計，気体分子への電子付着現象の分子選択性を用いる気体超高度精製法の開

発研究等を実施している。

粒子系工学分野(教授増田弘昭，講師松坂修二，助手国之上健一郎):微

粒子は工業生産過程や人間環境において種々ーの形態で存在し，その高度利用や環境

保全のために，挙動の解析並びに高効率分離を含む運動制御，さらに微粒子群であ

る粉体の挙動の解明と特性評価などが必要である。このような微粒子が係わる諸現

象の解明と，その合理的操作・応用に関する研究として，微粒子の高精度分級と分

離，気相中における微粒子の分散・凝集現象の解明，表面と微粒子の相互作用の解

明と表面のクリーン化，粉体操作特性の測定と評価，微粒子の帯電と静電気現象，

粉体プロセスのオンライン計測に関する研究なとeを行っている。

材料プロセス工学分野(教授谷垣昌敬，助教授大嶋正裕，助手車田研一)
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:今日，さまざまなところで使われている機能性材料の機能は，材料を構成する物

質の物理・化学的な性質および材料の「構造」に深く関連している。この材料の「機

能の発現」に焦点をあて，化学物質を，反応合成し製造加工していく過程において，

物理・化学的性質と様々のスケールの材料構造がどのようなメカニズ、ムで機能を発

現していくのかを突き止め，そのメカニズムを制御して希望の機能を持つ材料を創

製すること，さらに，その機能を最大限に引き出した装置の開発を，基礎的な実験

やコンピュータシミュレーション，システム工学的な手法を取り入れながら研究し

ている。

低+ーシリンダ温度一→高
発泡樹脂被覆電線製造プロセスにおける気泡形態の制御(シリンダ温度の影響)

プロセスシステム工学分野(教授橋本伊織，助教授長谷部伸治，助手加納

学):限りある資源を有効に利用し 生活に有用な物質を生産するためには，生産

プロセスを，経済性，安全性，環境への影響など，種々の評価指標を考慮して合理

的に設計，運転していく必要がある。また，先端技術を駆使した半導体用シリコン

や光ファイパーの生産では 品質の維持・向上のため 精微な制御が要求される。

本分野は，生産プロセスを，種々の装置が有機的に結合されたシステムとしてとら

え，そのシステムを最適に設計，運転，制御していくための方法論をシステム工学

の手法とコンピュータを最大限に活用して開発することを目的としている。

分子集合体設計研究分野(研究協力講座)

エネルギ一理工学研究所

四附属施設

イオン工学実験施設(教授山田公，助教授高岡義寛，助手松尾二郎)

イオン工学実験施設は昭和53年(1978) に工学部附属施設として設置された。本
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実験施設は，「クラスターイオン工学領域」及び、わが国で、は新しい外国人客員部門「イ

オン工学的新材料開発領域」の 2つの研究部門領域からなり，国際共同研究も活発

に行っている。この実験施設では，真空中や低ガス圧領域で原子状，分子状，クラ

スター状などのイオンビームを加速して固体に照射し，基板上の原子や分子，その

集団などを自由に配列させ，よりよい材料や自然界にない人工物質を作ったり，原

子サイズの精度で加工する分野を扱っている。例えば，数 eV-数百 eVの低いエ

ネルギーで大電流のイオンビームを輸送するクラスターイオンビーム技術とその固

体表面との相互作用に関する研究，及びこれらの研究に基づいてイオンを基礎とし

た薄膜形成や高機能表面形成の研究を行っている O また，イオンビームを用いれば，

運動エネルギーや化学的活性を自由に制御して真空中で材料を自在に操作できるた

め，物質のミクロな性質まで制御することができる。この特徴を活用して，電気・

電子工学から光学，医学に至る広い分野で用いられる新材料の合成から超 LSIとい

った高機能テーパイスの製作，さらに分析・評価まで行う新しいイオンビーム技術の

研究を行っている。

ーでの多体慨 l 
巨園
高密度

エネルギー賦与

巨至ヨ

い質量電荷比

高いスバッタ率

;1 1ドライエッチング

It/ I表面清浄化

o_'~ I表面平坦化
曹よ一一+一一一一一一

ラテラノレ
スノミッタリング

低エネノレギー照射効果

「クラスターイオンビームと固体表面との相互作用」

メゾ材料研究センター(センター長・教授 落合庄治郎(兼任)) 

メゾ材料研究センターは，平成 4年(1992) 4月に工学部附属施設として設置さ

れた。

メゾ材料とは，マクロと原子レベルの中間のスケールの微細構造を有し， しかも

その機能が材料の微細構造に大きく依存しているような多様な機能材料の総称であ

る。本センターは，このメゾ材料の空間構造・電子構造を解析，機能を最大限発現

させるために必要な微細組織の解明とそれにもとづく材料設計の創製及び高精度物

質評価法・モデリング法に閲する研究を目的とし，次の 2分野を研究分野としてい
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る。
九

メゾ材料基礎工学分野(教授酒井明，講師諸岡明)

研究内容については，皿一材料工学専攻の頁に記載

メゾ材料評価学分野(教授落合庄治郎，助教授北修正樹)

研究内容については， m一機械工学専攻の頁に記載

環境質制御研究センター

創設以来10年の時限を迎えた環境微量汚染制御実験施設が活動を終了すると同時

に平成 7年 (1995) 4月から環境質制御研究センターがその活動を開始しました。

新センターは，環境質制御分野，環境質評価分野，環境質緩和分野(外国人客員部

門)の 3分野で構成され，環境汚染物質が人間および生態系に及ぼす有害な影響を

工学的に研究するための体系を総合的に創生すると共に，新たな教育機能を充実す

ることを目指しています。

環境質制御分野は，有害物質の生物・化学分析手法を新たに開発すると共に，生

物を利用した環境・生態モニタリング手法を開発し，有害物質を効果的に制御する

方法について研究じます。環境質評価分野は，生態系での有害物質の生成・移行・

濃縮過程を定量的に評価し，それぞれの過程の機構解析を試みるとともにモデル化

を行ない，予見的環境政策の構築に資する研究を行ないます。外国から客員教授を

迎える環境質緩和分野は，環境工学の技法と生態工学の知見を融合して，有害物質

を除去する工学的方法について研究します。

環境微量汚染物質(マイクロポリュータント)の分析方法やその工学的制御技術

に関する10年間の基礎研究の成果の蓄積を礎に，将来の世代や人以外の生物への影

響を解析する手法を開発すると共に，マクロな生態系の変化や遺伝子・ DNAレベ

ルでのミクロな変化を引き起こす環境質が持つ意味を総合的に評価する枠組みを得

て，人々のライフスタイルや環境認識のゆらぎをも視野に入れた幅広い環境質管理

の体系を開拓しようと，その研究の緒についたばかりです。

環境質制御分野(環境地球工学専攻協力講座)は，松井三郎教授，清水芳久助教

授，松田知成助手が，環境質評価分野(環境工学専攻協力講座)は，津野 洋教授，

山田春美助手が担当しています。環境質緩和分野には，これまでに，米国・イリノ

イ大学 RogerA. Minear教授 (1996年 1月一 7月)，スウェーデン・ストックホル

ム大学 Bengt-ErikBengtsson助教授(1997年 1月一 3月)，デンマーク王立薬科大

学 SvenE. Jorgensen教授 (1997年4月一 6月)が着任されています。また，環境

質制御研究センターは，環境工学専攻，環境地球工学専攻，土木工学専攻および建

築学専攻等と密接に協力しつつ，教育研究を進めています。
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10 大学院農学研究科・農学部

A. 大学院農学研究科・農学部の概要

樹高30mの羊歯類の大繁殖期であった石炭紀から 3億年。この聞に，森林と呼ば

れている地球上の大植物群が太陽エネルギーを捕捉しつづけてきた。そして，人類

が誕生して100万年，ついに人類はこの蓄積エネルギーをわがもの顔に使い始めた。

その結果，一方ではきわめて高い水準の技術と文明を生み出し，それを享受する文

明社会を生み出したが，その一方では，水質汚染，酸性雨，オゾン層の破壊，二酸

化炭素の増加による地球温暖化など，人類の生存を脅かす環境破壊を進行させてい

る。文明のもたらしたもう一つの結果である急激な人口増加は，極端な貧困と食糧

不足という事態を生み出してきた。飢餓に瑞ぐ人達の数は 5億ともいわれる。人口

増加と食糧生産，そして森林破壊に代表される環境破壊との緊張関係は，深刻の度

を増す一方である。このような人類生存の基本的問題に真向から取り組まなければ

ならないのが農学部である。

このような問題は，単なる科学技術分野の人達だけでは取り組めない，広範な学

際的協力を要する問題である。ここではアカデミーの牙城を守ることには意味がな

い。常に現実の社会の中で活かされるものを生み出すこと，その基盤となる事実や

法則を探究すること，そして，それらの能力を持つ人材を養成することが農学部の

研究・教育の目標となる。したがって，常にその研究対象の中には人々の暮らしが

存在する。人類の生存に不可欠な食糧の生産，森林資源や海洋資源のサステーナブ

ルな利用，そしてその加工は，いつもそれを行う人々の暮らしの糧でもあり，また

生存のための環境保全システムでもある。このような共通基盤の上で，生物・生命

科学，化学，物理学，数学，さらには人文科学，社会・経済学的側面から掘り下げ

た研究が，各専門分野で行われ，それぞれの学科の特徴を形成している。それと同

時に総合化への志向も強く望まれている。

農学部はこのように自然科学だけの世界ではなく，人文科学，社会科学をも総合

したトータルシステムである。そしてその対象領域は，農地，森林，海洋，砂漠そ

して太陽エネルギーと，地球上の全ての領域に及ぶ。

農学部は 3学科(生物生産科学科，生物機能科学科，生産環境科学科)，農学研

究科は 6専攻(農学，森林科学，応用生命科学，応用生物科学，地域環境科学，生

物資源経済学)そして 5附属施設(農場，演習林，亜熱帯植物実験所，水産実験所，

牧場)から構成されている。また，学生の教育に関係する施設として，学部内に図

書室と留学生室が置かれている。なお 平成 7-9年度(1995-1997)に農学部改
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組が行われ，従来の10学科が上述の 3学科に改められた。また，旧11専攻の改組に

より前述の 6専攻が設置された。

3学科は 7コース(大学科目)に分かれ，その大学科目に関連する分野は以下の表

の 1に示すとおりである。また， 6専攻とそれに所属する講座及ぴ分野は表の 2の

とおりである。

1 学科，大学科目友ぴ関連分野名

学科名 コース名 関 連 分 聖子 名

作物学，育種学，読菜花井園芸学，果樹園芸学，雑草学，

熱帯農業生態学，栽培システム学，植物生産管理学，植

物病理学，昆虫生態学，植物遺伝学，植物生理学，昆虫

資源生物科学 生理学，栽培植物起原学，海洋生物生産利用学，・海洋生

生物生産科学 物環境学，海洋分子微生物学，海洋生物増殖学，海洋環

境微生物学，海洋生物機能学，動物遺伝育種学，動物生

殖生理学，動物栄養科学，生体機構学，畜瑳資源学

生産システム学
森林資源利用学，農業システム工学，生産制御工学，農

産加工学，生物材料生産システム学

生化学，植物栄養学，生体高分子化学，発酵化学，生物

調節化学，分子細胞育種学，制御発酵学，植物分子生物学，

応用生命科学 生体機能化学，生物機能制御化学，化学生態学，栄養化学，

生物機能科学 農産製造学，食品生化学，微生物生産学，生体反応有機

化学，酵素化学

生物材料科学
生物材料設計学，横物細胞構造学，天然繊維工学，複合

材料化学，生物材料化学，バイオマス循環論

森林生態学，熱帯林環境学，土壌学，森林・人間関係学，

生物環境科学 森林生物資源学，森林水文学，森林情報学，森林育成学，

微生物環境制御学，生態情報開発学

生産環境科学 地域環境創造学
環境デザイン学，山地保全学，施設機能工学，水環境工学，

農村計画学，水資源利用工学，地域計画学

農業組織経営学，地域環境経済学，食料・環境政策学，

生物資源経済学 森林・林業政策学，比較農史学，農学原論，経営情報会

計学，国際農村発展論
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2.専攻，講座友ぴ専攻分野

専攻名 講座名 専 攻 分 野 名

作物科学 作物学，育種学

園芸科 学 疏菜花ヂI・園芸学，呆樹園芸学
学

耕地生態 科学 雑草学，栽培シスァム学

(生産管理科学) 植物生産管理学

森林管理学 森林・人間関係学，熱帯林環境学

森林生産学 森林利用学.森林生物学

緑地環境保全学 環境デザイン学，山地保全学

森林科学
生物材料 工学 生物材料設計学，生物材料生産システム学，天然繊維工学

生物材料機能学 植物細胞構造学，複合材料化学，生物材料化学

(森林資源学) 森林情報学，森林育成学

(木質バイオマス科学) 木質細胞構造機能学，木質高分子学

(木質材料機能学) 木質複合材料学，木質劣化制御学，木質構造材料学

応用生化学 生化学，生体高分子化学.生物調節化学，化学生態学

分子細胞科学 植物栄養学，分子細胞育種学.植物分子生物学

応用微生物学 発酵化学，制御発酵学

生物機能化学 生体機能化学，生物機能制御化学

食品生命科学 栄養化学，生体情報応答学，生命有機化学

応用生命科学 食品生物工学 農産製造学，微生物生産学，酵素化学

(生体分子機能) 機能分子変換，微生物分子科学

(木質生命科学) 遺伝子発現，生化学制御.バイオマス変換

(食繍生産環境) 植物光生科学.微生物分子育種

(食品構造機能) 食品分子構造，食品機能調節，食品感覚特i陀

(食組設計利用) 分子食組.新食縦設計，食続安全利用

資源植物 科学 植物遺伝学，植物生理学，栽培J植物起原学

植物保護科学 植物病理学，昆虫生態学，昆虫生理学

動物遺伝増嫡学 動物遺伝育種学，動物生娘生理学

応用生物科学 動物機能開発学 動物栄養科学，生体機構学，畜産資源学

海洋生物資源学 海洋生物環境学，海洋生物増殖学

海洋微生物学 海洋分子微生物学，海i芋ー環境微生物学

海洋生物生産学 海洋生物生産利用学，海洋生物機能学

比較農業論 比較農業論

生物環境科学 森林生態学.森林水文学.バイオマス循環論

生産生態科学
熱帯農業生態学，土境学，微生物環境制御学.生態情報開

発学
地域環境科学

地域環境開発工学 施設機能工学，水資源利用工学

地域環境管理工学 水環境工学.農村計画学.地域計画学

生物生産 工学 農業シスァム了ー学，生産制御工学，農産加工学

(放射線管理学) 放射線管理学

農企業経営情報学 農業組織経営学，経営情報会計学

生物資源経済学 国際農林経済学
地域環境経済学，食料・環境政策学，森林・林業政策学.

国際農村発展論

比較農史農学論 比較農史学，農学原論

(注) 講座名欄の( )書は，協力講座を示す。
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設
戸

施
「

暁
一
名

育
一
設

教
一
一施

属
一

附
一
属

-
-
卜

。3
一
既
刊 所 在 地 電話番号

附属亜熱帯植物実験所|干649剖和歌山県西牟婁郡串本町須江 I 07356-5-0125 
附属水産実験所|〒臼5 京都府舞鶴市長浜 I 0ヴル62-5512

附 属 牧 場|干臼2-02 京都府船井郡丹波町富田蒲生野144 I 0771-82-0047 

4.人員

区 分 教授 助教授 講 師 助手 計

農 農 学 専 攻 5 3 3 7 18 

学
森林 科学専攻 12 7 4 13 36 

応用生命科学専攻 16 16 1 24 57 
研

応用生物科学専攻 16 14 2 20 52 
究

地域環境科学専攻 14 11 18 43 
科 生物資源経済学専攻 8 4 4 6. 22 

附属亜熱iffi.:植物実験所 1 1 
農

附 属水産実験所 l 2 3 
守、三'ー二

附 属牧場
部

1 1 

留 学 生 室 3 3 

計 71 60 14 91 236 

(平成9年 5月1日現在)

5.沿革

農学部は大正12年(1923)に京都大学7番目の学部として，現在の北白川に設置さ

れた。京都大学に農科大学を設置して，総合大学の実を備えるための計画は明治末

からあったが，第 l次世界大戦後の日本経済の発展，都市λ口の増大及ぴ農産物需

要の高まり，さらにはこの時代の高等教育機関拡張の気運を背景にその実現をみた。

設立当初の農学部は農作園芸学科(現，農学科)，林学科，農林化学科(農芸化学科)， 

農林生物学科，農林工学科(農業工学科)，農林経済学科の 6学科と農場・演習林の

2附属施設から構成されていた。その後，次の沿革略にみられるように農学そのも

のの学問的発展と社会の要請に対応しながら，次々と新しい学科・附属施設が新設

・統廃合され，昭和49年 (1974)に， 10学科， 8附属施設の陣容となるに至った。し

かし，平成 7年度(1995)農学部の改組が始まり，平成 9年4月に完成，新たな発

足をした。設立当初の農学部は，食糧を中心とする農・林・水産物に関わる基礎及

び応用的な研究・教育が中心であったが，急速な工業化の進展によって生じた環境
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問題と環境科学の発展に対応して，国土環境や資源の保全に関連した研究が活発に

展開されるようになった。さらにバイオテクノロジーなどの生命科学も他大学に先

がけて農学研究の中に取り入れられ，新しい食糧資源の開発，生物を利用した有用

物質の生産あるいは食品における生命機能の活用の面で独自の発展をみせた。また，

昭和56年 (1981)には大学院農学研究科に熱帯農学専攻が設置され，熱帯地域の開発

途上国が直面している人口・食糧・環境問題解決への寄与を目指した。

しかし，農学の国際化への重要度は急速に高まり，熱帯農学専攻のみがこれに対

応するのでは不十分となった。農学研究科全体が国際化に取り組むこととなり，熱

帯農学専攻は，それぞれの専門分野に分かれ，発展的に解消することとなった。

その具体的な現象として，農学部においては発展途上国からの留学生カ宮急速に増

加し，現在学部生 1名，修士課程の学生約20名，博士後期課程の学生約83名，その

他の外国人研究生を含めると約108名か噺究に従事している。このように農学部は，

農学及ぴ関連諸科学の学問的発展と社会の要請に対応しながら着実な発展を遂げ，

より広い視野と発想のもとで21世紀に臨もうとしている。

農学部沿革略

大正10(1921) 芦生演習林設置

12 (1923) 農学部設置

13 (1924) 農作園芸学・林学・農林化学・農林生物学・農林工学・農林経済学

の6学科及び附属農場・附属演習林設置

14 (1925) 農作園芸学科を農学科に改称、

15 (1926) 和歌山演習林及ぴ演習林上賀茂試験地設置

昭和 3(1928) 摂津農場設置

4 (1929) 摂津農場古曽部園芸場設置

6 (1931) 徳山砂防演習地設置

12 (1937) 大島植物試験地設置

17 (1942) 演習林徳山試験地設置(旧徳山砂防演習地)

22 (1947) 水産学科設置

24(1949) 北海道演習林標茶経営区設置

25 (1950) 演習林白浜試験地及び北海道演習林白糠経営区設置

28(1953) 農林化学科，農林工学科をそれぞれ農芸化学科，農業工学科に改称

及び大学院農学研究科設置

33 (1958) 附属農業簿記研究施設設置

34 (1959) 農業植物試験所設置

35 (1960) 高原畜産試験牧場設置
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B. 'j:古1;教ff

Jl~..t i'í:l; における~.;~: ì}l~ザソ 1:_の教育は. 4 fr- . Vlの考えんーにj(}ってれわれる(，低学ir
には令〆tJ七j凶科 11fJi'多く内己子1iされ， 卜.~J.立に j進並もむ、にしたが、つて 1与‘Mり門 J万応Jたとi!伐iぬ世利[日u比えぴリ

門干干利朴、1千|ト.fけ17カがうドfよlり)多く内配己、I片iされる 1 人f芋初年度には学{i:l;共通のtt学概I耐と作'予科の概11命

が配、局され， 2 [rJI'I: には学科共通の宇I-Hと.各コース(大ザ:科目)に分以するために

，必斐なコース概，i命カ哨じ咋される。したカfって. 1 - 2 同 '1:. は~子'干:共通利 11 を 11重修

する IIS'間が大部分で.これは総合人liWf:m;において版修することになる。 :1 阿 ~tで

は，各コースで独自に行われる専門宇!日比び他コースの科日をl同!ムく選1)(できるυ

また，実験・実科コースも数多く朋;吾、されており.より H体的な知識のう勾得と実地
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体験の機会が1//:i!tされている ，1 [11['[:.-ぐは.7γiど'[:.はtri恨の川町wに分以し.課題/iJ[

究をわう ;γ?nの_jI!c({は以|、のとおりで、ある 1

生物生産科学科

，]:.物'[:./;(1"[;;::利では. 人1ftが必吹ーとする食料や'hlrl資材となる多係な'[J却の，[一命

のしくみをIVJ らかにして，そのifHdì~)J をリ|き/1'1 し 'Îi'iじした'['.Prーを['X[，)， [iiJ1I!Jにそ

れらを1'J効に干Ij川して1J くための J，I~ /i立 )IILi~iì -'Ì.'LL:;，fIj tk Wrについて柳川、い村山j'，ニーιった

~'J.Ti を 1 Jう 本;;::f'Iに'CL討される l、1/["J )j'~!Í"はきわめてrJ、純・多 1111:にわたっているた

め， 'IJ句'j:_liJ'と干IJ川にJj!JわるうHi-を大きく ーつに分けて. uih;l'[物干1./;>:コースと '1: 

/lf?システム'干・コースをt泣けている l

資源生物科学コース:民主の 次'1:."((山林業，木市Ilj'l)にJYJわる十li(物，動物.

1限生物なとの{(l IJ'[ 物ùiJJ;lについて，それらがi.\"oっている 'I:.~句'予的なヰ1''1''1 や i件 {Uì~

}Jを分子・判IIJJ:iといったミク口のレベルから(凶作lえび*'1.11なとのマクロのレベルに

わたって.j~-Ih\ L， ，[一物'1eペーのための技術体系をfl/j:築することを I1指した教ftをするけ

生産システム学コース:民主のー;J~' j:_/;~ に必攻ーな ff成政府・自'iJfr ・ !I i(舵 (liQ) ， '1. 

I)r，'物のIJII，:・千IJJIJ の |;11 に使われる快似や施1立のJ;I、本的な以 )I~ を_jI~d'えする!さらに，

そのような似)II!を .;j('ljl(IYJ辿r;(~~-ζ のノ 1:. ，:i' i li ifOJに千j'';'1Jに利}りするための{'J'"ASのシ

ステム化や，'，動化なとのH体lについても， {;-flHI(JでfJ;'U立と!制約lした'1:-，;(体系を(!1(，; 

することを 11J-:-1した投打をする

心I"Jf'J.fiは， ~ [111'1までは'I;'i:[;lえぴIIIIJコース JI.:ilUのカリキュラムによるが， :1 1"1 

'1ーからはそれぞれりIJ例のカリキュラムによって{水系(I(Jに1Jわれる 4[111']:.ではそれ

ぞれのコースの作咋 1"] 分 ~!f' (こ分かれて l深也/iJl先をわし、 /.f~ ": ~~ Ji~iì 文を1'1:成する υ

生物機能科学科

人)Jtは飽くことを J:l1らない側々のfilJ，i主的なtllil%ql}Jの杭み iftねによって， 11古|人の

尚似と地.ht pq， 111:作のよ化のiilJ11'1 をわっているが Wl: ~f: は・次 '1:.1;( される'[-:物資

;1J;lをイjーがJにiMtJすることを i曲して. そのilfl!IUJ の十1~;JJ;l となる 'I:.ili );l~慌の敵. ，f に ';~"r _ljーす

ることを J'IL~~ とする、 l われわれが， 'j:_物資ih;lを干Ij川するに‘Iiって，それを iiiなる物

質としてではなく ，'J一物体そのものから.中111胞を構成する粉粒休・分 fにポるまで

それぞれ引のの多彩な機能を引ったものであると JMえることが，'fi-~!~ であ 1) ， '1:.物機

能干|ザ:は点にそこに'H~としている 3 われわれ(;;1:. -次'1:.政物そのものを利IlJすること

もあるが， 生物機íì~ .f'I'学に);色づいて JJII Lされた， 人N怖問i日川!リlにとつてf機註能がよ tりjイjパi士似、ゾ川j
かせる:二:次'1生j:_，慌守平:物を1灯川I日lμし、る ο また，ぺ|

るばカか、 lりj でで、なく'物 Tiの lLtj哉・ ['iJ'，Ë' 分析やJ~~Jえ・エネルギー[IiH也にも'ゐ']ーすると

いった，将米への発以がWJfぶされている。

生物機能科学科は， '1:.物資搬の持つ機能の本質をIVJらかにし， 111jめ，人II¥Jの'1:.ill 
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に術ずi'した利 11]を l立l るためのN~I淀川なJlP-.，iíお， X験反ぴ'J.と.JIj技術についての物理，化

ザ '1:物にわたる11;¥，、純|件lの教育をわう 'i刊である、 1・21叫ノ|ーにおし hて.生物機

íì~ 干l'手干1. Jt~.Ì凶の干1[ 1 を 1Jft 熟した彼， 3・4IIII'J:.において 1"，;己の 2つのコースに分

かれ，講義 )J0L u県足.uliJl究をj虚して体系(1な学何を 1Jうい

応用生命科学コース:保体を構成する物質の構造と機能を桝iりjL， '1: (，1川可動の詳

細|を分[レベルで期解するハイオサイエンスと ft ， 11I1 1 • 民:~!と， 1え-.t， L業I!;[料の))[1

1.の j~~1控となるバイオテクノロシーについて学ぶぃ

生物材料科学コース:11::むをはじめとした，佐川を住かにする小物材料を通して，

'U知，化/'j:， 物f県，さらに材料の!日~'I''1ft() 1!;(.fWのメカニズムなと自然科学の本6~ と J，L:;.

!fjを学ぶとともに，阿佐可能な生物資源としてのハイオマスの材料化.リサイクル，

f白j機能材料化のJ，t伐となる科7・を探究するけ

生産環境科学科

ノf[lI:紀に人って近代利，学は，包j宝に発民し，食事、|をはじめとする人知の'1ご存のため

の法/i是的物付のI将械に世界的に大きく ((1欲するとともに，それは人 I1 のfl~脳的な駒

大をもたらした。 '-}j，それにft'ってこれまで入管!が考威していなかった，いわゆ

る原崎問題が今後の人制の'1介をメ1:1iするす~!L~ となってきたρ

このような情iiLのド，米 [11:紀にむけ人 J:ti の 't 合:・イ{*:I~にとってもっとも本礎的な

~t/f:の \1..rJ)j から，土器境問足立を liJI 究・教育するための総fT利学が必須となってきてい

る}この H(10:色、識のドに制成されたのが~L 作成境干1.'予科である。このヴ:干|では，農

林水活i]~ rJr 業の場となる自然環な~*'i 'l"' l を J巴保するとともに，第欠点 13の持続的発以

と人官!を i今めた地球環境の維持・土庁長をlズ|るための方策.つまり人恕!と自然の共'1:.

のあり方を追求する総合科学の確，tを11mすいその迫ボの万i)、・下段として 3つの

んーli'j'ltがさiチ:科のコースとして策定されている υ

生物環境科学コース:生態宇:的な観点にウーって.森林"立Jl;(，民地などの際上'1:

態系の環境を構成する要凶とそこに生息する生命体との十日正作刷機構をγ:刊する。

地域環境創造学コース:自然のしくみと社会のしくみの埋解の上に .''r~ って，生産

. ，.J:.i市・自然7R問を工学的手法によって，より i副支に改良・保全するための科学技

術を学何する。

生物資源経済学コース:農林水宙産業の11[1，、子， またその場となる農111漁村の丈

化的，社会的.経済的環境の特質とその発民方策を解明し，生物資源の有効利用と

環境保全の調和を確立するために必要な自然科学的基礎と人文・社会科学的考察方

法を学習する。
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C. 大乍|;11史学iiJf::J't: fIー

農学{i)i'先利は1997{1'4JJ~Hllが完成し，従米の 11 咋攻が 6 匂攻(良 ~.. t. '海保林利 T午‘7芋y戸

L比i、丹別l'l七ミ~ '(，1命I江lil干利、:1十dう、1予i

はλヅ学y戸:古剖部{甘;;及えひび、il州i)川11究F利科杓|トh一f川!川川リ川j-I，.凶4の教'1':ι]Yl(.のf他也lに二. t民~J}予}:i~川郎~[川川|口川;リ|附可討H結凶T認l の 5 i川1)川j月['究7先th他白 s日i泣止の教r~' 手4令;とTサ去員i と' さら

に食桜科学ii)[究!リ!"本質利学llJI:先!リ!'，化学llJI究所， 11;(ー{--rJi実験J~íJ川勝;の教行のー古[;

あるいは令H参IJIIにより僧!えされているυ8Jj ~にゴミ鈍される大'γ152入学iiAJ検に合

的した学'lは，千千!.'，u文l付に11tけられている 111門横目のいずれかに分以し，自立して

研究lî可動を行うのに必攻ーな i~'，'j J主の/iW:itiilUJ及びその:W礎となる，]!:泌を修f!?する。 専

門純日への分以は人/?名ーのあ WII[((似と J主総によりliJf究科会，ii~の議を続て決定され

る。

大学院には農学ì'):I~ 年業 'L に|以らず内外からは;く;止、府(おを受け入れており.特に fJ

本政IUの ~~!J'f: (.t を受ける [ft]費 W{f~fソ i二は定t-l外で受入れている。現ザ1:，農学研究宇|に

は約100名をiiiえる，iYi外l正lからのifi'YソLJ)えぴ'ii}f究生が学んでおり.帰国後はそれぞ

れの同の教11'. {iJ[究の分野で、指導的f支持IJを来たしている。

D. 研究のJ}W~

農学専攻

農作物やl竜li:竹物は人[I¥jの'Hiとi，fj動を Jc:える慌の恨幹をなし，その，[.:(-(の発!伎

は時代を組えた人釘!の攻~11占である。 JNえつづける地球人口はさほどi玄くない将米に

おいて百億を超えることが子想されているが.地球は来たしてそれだけの人口を去を

うことができるのかどうか.いまや入額共通の課題として51実IJに取り組まねばなら

ない時期jにきている。農学専攻はこのような川ー代にあって農・園芸作物の-次生咋

に関わる研究分好を包括し，これら作物の改良と生産・利用の向上のための本礎並

びに/，e:、用を目指した研究と教育に取り組んでいる。科学技術がいかに発以しようと

も，太陽と求を利fjjしつつ自然の大地に侠ざして作物tJ二斤:を阿る農ーの慕本は変わる

ことはなし、。このたびの農学研究科の改組に当たり i農学」の名称を敢えて桟し

たゆえんである。したがって，土壌学，相物栄養学，植物生理生態学などあらゆる

関連分野の知見を基礎に置いて生産li'J上のための総合的な技術理論を発泌させてゆ

く必要がある。新農学専攻においてはその主旨に則り従来の小講j告を詳細し，作物

科学，園芸科学，耕地生態科学:の 3大講!告とし，耕地生態科学講座には持続的農業

生産を指向した栽土台システム学分野を新たに設けるとともに，悲礎と応用のさらな

る融合を目指して生産管理科学講座(附属農場)を協力講*として力[!えた。本専攻
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はグローパルなjy:'下ぴ)1t }j~のために， r EII;~~ JI.、川iIJI:冗にw似的にl!(1)組むとともに，

~{I トj アジア u削 1'[ を tlt心に IU 竹山{'/f/?'I: を j、 '/:Iりしに 'llt 人れていゐ(‘1;'1えり il'. ~ )jヱII

(i:l 

研究の分担分野と現状

作物科学講座

地f:)、の人 11.'，::'.1 ';1 と f説 j-~t彼l裂が ;1L1 iするなかで.官民 i主卜JkJをも ff むグロ一川)I.-~

m.'，'，'、に山ーって， ycr:，: '1，干の1';刊rtrにli'Jけて， nwをはじめ多Hiなイl'JtJ tll(物を}，J象に，

料品千，[iのTil!比のための if('?}/ }I:~ i"fの，1ffllliと;:u(;;"? (1'0分析 J!t._びff村方法，、if;びにそれら

の政1;¥)II!"命についてM究をわっている υ

作物学分野(教托 .t)u¥iL 止に"昨[1lli 稲村j主山， 1功下 大Illi政J.::' '1 リIlt'判lU

ftHlr をはじめとするの IIJM1 Ilj;Lf ilJ;(を~ J~1J~~ と，'，目.') ~汁IMJ 千 11'1"1 を 1以九つつ， -;'11'十:r内・安

定 (I~J に '1:.')'(ーする技術の IJfJ 5むのためのJ，I~lifliliJI宛として， 1)作物の'!:.1i''I.jr_;曲れの

モデル化と. それに)，Isづく '1一昨{-i![リ/えびi宣伝(--):1;'11立十"h. 1'1 o 11 Jの附析， 2) fll地'1:

L~系におけるエ才、ルギー・ JJ~ . .1!1qf:Vi，~ fl!の動態と '1:.pi'二の +}j~;りげIc ， ifúlli ， :)) i竹作1乍:物の水

. i討山ihLlHl川i

u制仙川11耐山11川liし' 日) 1'1作n物旬の'[:_)'川)'11• 'I.iL巴R則↑'1，'附!/市11I科似iのリモ一卜センシシグ"刊1;礼測!!則!川1とそれにjぷたづく'1".1行j'，診削|附附相析f 

iJ山};人、， li) J也上Rf~1 Ji'2 '変化がアジアの ft :f :tl'l ・ J~t に fJ- える ;;1274: の h!!IJ.なと、のltJI'先を fJつ

ている

育種学分野(.J!J_J'2 i也焔 'b:-， ll)J_j!'<.E 件以F刊を， ，i，Yd:t1i 1)1: 1入 桁， UJJl '1'1[1市

打、山)

;U'! をはじめ.多様なイiJIJ 十II(物を ~Hí( として.それらの fJí't'，，'， H を 1i 1反するために

，p波な11;引のiITf_，、 'Irl~ 分析lえびTf桶}j ì)、をItJI 允している、 ìê な I i'~~ :，'flは次のとおりで

ある 1) イネのづ5然 '~ ~'I~'IJ~ 会 1)，1 (のitJI究， 2) DN:¥ペJ タンパク引の多)¥'1'1"1ーを保

，ii'i¥(とする，n'~. J!; I'iの遺伝う〉析とj芭Jμんii)、のItJI冗， :3) j主総 \~(i Hf Oi{'lo 11 ¥とその不位'1"1

に r~Jする ìïl:i.!、(-σ〕分j:lj'，4)白家イ叶11{t'l'1のi宣(;;(-およびJiL[*i'l'l:'1ンパクTTの分十Ij'，

S)染色体の柑祭， *1I11J包削!{;-iえび i主k(-部11~ え{1>:の1'HI'，の li)l 究

園芸科学講座

H'ij¥'の食'1ご川に栄tkとがJl¥を 'jえ. また，心に1ぐらさ‘を fJ- える多係な|者I~'Alli物を

}.f象として，その向!主な 'l:.pr と利 JIJ に r~J わる"行 HtJ:也を 'U'H!UL~(I(JfWJIIIIから究明する

とともに， 人111J'l:i市における|者!ぷの役14りについてjν;"，:.j!i.WJを過したliJfjeと教ffを目

指している。本講)<ji- l J: if，c#:: イヒ1'[・:1者r_;.'~q: と果樹l事1:l'::''-;t:の 2分好よりなっている n

読菜花井園芸学分野(教H: 矢i'f .iι 講r.ili 林 i宇:洋， WJ子 水rHif-'. *IU川

宗孝)

疏菜と花存について次のような{iJI究を行っている。 1)ギnfJ変異・納物・品種の
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1'lo 1 1\ならびにそれらの卜lil~引I(j 利川げ Z) 変 i号機十悼の W(o l別:トウガラシではウイルス

・lW~þ，j株からウイルス JIUÎ[J'I ぴ)伐が;~'I する その~~'1:，メカニズムの解明と1J.'¥Jιγtu
の'({械的利}jJを十OZ，Hしている， :i) J~iJ;~íliIJíJIJ による JÆl 来・イヒ内の '1:. 1i ii!:.;住と "11" 1't II'J 

L， ，1い) )た七じ i出hL仏仙，U山主ス 卜レス UJ川1"リIj泣t佐fとl紋、主U比jiリi:J此Iυ{十付，1“|

4ぶKのi炎/水t-:1化ヒべJ月県3i汁汁i卜-ぴの)iば/1'U11山1，に干刷|リ山刊jυ川!川川11:さ5 れる逆i凶，之止ぶj透主Æ~泌h地忠&j過位削11似h似l史1 を!川川1]ハL、て. 長ノk分制仰lのじJ山肢

がi'.'ijい. 1Jîたな j~ji'i }jiJ: (1I'~~tJ !:J の InJ'i~ を fi なっている、 (I) /'11 '1:. JiI'人の対jネ化，竹、

}J化および多脱化 i) 此来・化1'1:の'I.:-({のJ:JWIHt. I，'，J W1'l''I:. IIJ 変'1"1の制'析とその

モデル化 (389p司写真 1参照)

果樹園芸学分野(教十三 {刈Ii 1り]，助教J2 1¥:1T:1枚七日l}j下 ;jq手[1~ザ・ 111 日龍

太郎)

J会95供併を i:.'t::な/I}I允ιJ'r;s:として .n 卜のような M'先を 'j~施している. 1) ライ

フサイクルの!といカキについて先}J'千(的な終的I'iと山'，frfio:f.!.をfj(内としたバイオ :!'}(WJの

雄、1:" fJ~ {J:， Jl:_ì立 l亡イヒ:f~j' の干11 川やブ口トプラスト町長ーによる伯放判 fr将iJ、の !i{f・ 0入

遺伝子;~主人HWJ による liliJ ~j ~ '!"!やJ11勾iiストレスliliJ'!"!を1，jったカキIIJI村1のT{IJ比に11迫1)キIl

んでいる Z) カキ I，.J~ -1 1(1 物の J!i集とその系統分j~[ による1-tti\' ガキの成 ，tj位れの附1I1J

と起ilJ;(M物のJlt'ふ ~j) /'1'111111 S ¥1!， ~~ 1Mの[:，家ィ、干|卜fr↑'l:W(oI.!JJ. とくにイヒれタンパク

質の角HII'と遺伝(-qi/Ij!i 4) ~~附!肥大 ailJiJIJ'淀川としての|呼吸及び科iげに謝のW(oj')Î' ， 今

後は 'Ui 非~~.:;~・主任仙れ倒引についてもイJÎ jJ泣いúìlJ;(の J11'よとその系統';j'tflや'HII'市けII}

のW(oIVJに取りキ"んでゆく

耕地生態科学講座

民HJ:J也ならびにそれに市=ずるflllJ，lのある '1態系にJ.;1， ，て. t 1的とするVx)j";'M物の

生 Jポ↑"1ーを効~~(J仏行úìlJ;((1甘かつ J~lJt.ょに J叫11 した )jiJ;で .JJ-抗的に r~hめるための hl、

あるし、はシステムび)有{j'ιを111'J<jとして，その1川浩となる，:r，.'J[.Jf(について/lJl"先を1Jうι

雑巾ザ: j&J:j¥:システム'子:の'，I/-J文分担fがある》

雑草学分野(教托 {)I JBHY， r. WJ数十三 山木村1 '. ll}j l -: illi 1/))) .) 

民 ~S'Ui'i ，'.ならびに '1:.JiJ~U_;'2 におし】て人 1 1\1 の i/íP)j に Wl1系の i濃い~pj:k.tj¥:の，'，'({.:1tf1 

物.すなわち宇佐小について. '1:.態系のなかでのが{I:utr¥:と'I:.fll!. 'U~(I叫.\'1"1を IVJ ら

かにし，それらにJ，lii曜をおいたi也切る:i!il!i創l技術を俗白Fするために以ドJXlllについて

研究を行っている， 1) 水111.州11地，樹|者1.Iu!..芝'1ーなどの人為的十iU;L1'-における i:.

安維京市橋の'U/ir.e.その適応機HlJおよび変)'t 2) fJ!起や施IJ巴なと1'it円Lの係官lベJ

程度と維市Iii詳の組成・ j室移とのm係. 3) 郎防l口:多年 'Uf~ 小のj也卜栄公主り(I'{~:f'l'~' 

の動態ならびに除7;切IJ によるその防 !;~~i去の ~.HJ:.. 4) イネの強'，i刈j:"日ザ'J:.ヒ ':1'.0)'1 

理・生態的制作と I;)jl;fJ~ iL 5)作物とそのI;AfH仏市との競争機構. 6) (，i;MI己的j史jjJ

における雄市:の生態やその人間との関係，などである。
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栽培システム学分野(救托 kU!i'尚久)

本iiJ[究本は農学教え、のたザ:1:立改キ[[1ニよって 1:)j-，立されたfiJI究明である J~U止をtHな

い. 人々の1i!!J，徒に';1:~を/えはす?凸れのある J主人庁IJ の{安川をルえらす， 'I:I)(I/¥jの相 fI.f'I:J十l

を iliaib めることによって J~Uì'~へのÏ! 1:;]' を lrH 、 l:j~にとと、め. しかも ftr~l{の l <;'í l止を IIJ 能に

する t~ .J:N システムを li官、7ーすることカ王:)<:められている!本1iJI究本の 1 [ 111すIr}['先}][I'Jは

フィールドワークを主体にして ;J~のようなものであるけ 1) U也'1:./)(}J の ~tf11l1 i と最

適な1-.地利則および1'1:f・J体系 (Croppin区日ysl叩 1) の肝IVl. :2) r'，'，'j' [:. I){・1'10かつ持続

的な作物 '1:.1ポシステムのiJ日光に IYJ するJ，!~i暗 (10 ならび1こ'k HIHドJiiJI'究， :))作物'Uriの

ノtz. 大気持:地などへの;;;パ'\:;， ifirlli とそれに)，tづく成J;~，iJM .fll Jf;'jの'1:.昨システムの[)日発に

I 'lJ するJ，!~{iM的ならひ1 ニ 'jミ，i1 FIYJfiJI 究

農学専攻の組織・指導内容

'，I，U文を構成している Jiベ作"梓H~ と 1';1， ) J ， i1lP'Îs の教~l'cが i:.としてiiJI究lfi;叫に・ijたってい

るが.外米山I~nl[í による J行 ;g (/}~''l:れす，)lj';I~l~) も今後光ゴミさせてゆく"

i、手門千，[t[1 :作物学， '({f府/=，政i 菜イ七 1'H.;，I~'â: ， 果樹 I~り i・ë"J久 ~fi， ，'，・，.，下， j&.l;'iシステム

:;::， -1'村納'1ず怖1 I向川li配附Iμけ~牧物I向防セ旬j川'1: 1斤;千I日令~:1'.'仇"1刊:

入大~"?汁;:I;，~日1修筆(í佼走の j進並路は. 作 1:，深ヂ1'.，t*， 1:，深1"1'.のいずuも特定したものはなく， '1¥公

Ij 及びIR[:!~ ，i:liJf究機WJ. }..:"下， l(l:ij会1'[の{i}[究，iJj'など広範[JT[に/えんでいる}

E 森林科学専攻

み林は， -1，村をはじめとして. さまさまなイi川な動十ji(q勿を住町すると H[I，jに， J~1 

J立を維持し改 r:({-4一るff.JJさを1.)'ってし、るけさらにfょ林は， 8*こより人[1¥]のlが山filjj立に

['lj わるよ化ir~動のJJ}jでもあった 投iIi:"C'は.地球環境問辺の rll で，熱':i~; 1'fの減少，

(i少泌化のiι11'，地球のif"lU乏化，[3i[ 1)(材のJjlljとよiNt的生政など， +iWに1'}.1わる問題

がn:.日をi行びている、会林科学は， fけ4そのもののしくみ，森林と人[i¥Jt[会との某

本I'I(Jな十[[IrJ'lJ係，木村をはじめとする'1:.物付 flの'[:.;r~' .丈化へのイf効利m等を解明

するとともに，若手休と人間との問係をより介則的に姶民させていくための万策を研

究・教ずfすることを II1'1なとしているコ

このように森林は人間社会と多1M的な|勾係を持っているため，森林科学1M攻も多

様で特色のある研究組織をJ5ち，かつ.議W，分野、i主ぴ、にfiJI究二{'i'のH¥jで，たえず共

同研究や;会;比の交換が行われ， ，-~.:;: I~~~的かつ悶際的視野に伝った研究・教育が行われ

ている。

森林科学専攻には，次のような主主幹"梓l'iAと協力議*があり，各議*はさらに 2-3 

の分野で構成されてし、る。

基幹講!伝:森林管理学議ドIk (森林・人間関係学分野，熱情林環境学分野)，森林生
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政学講I'H(存林利IIYf:';上町二. ~f+:'lc~句ザ:分~fí') .紙地環f立保全学議W(環境デザイ

ン学分野. III./jft保全'下分担f'). '1物材料 1.小川!中 ('1:.物材料I;!.tjil-/?分Wj'. 'J:.物材料

IJ :_j)長システム'下う.t~'f'. 太然繊*H1:'下分野). '1 物材料機能学講Hそ ifM知事出J)~t位 i主'下

分野，綾fT材:fHt''j':分tl'i-， 'U知.HH1ヒ-'?分担f')

協}J講陀:森林資;1J;l';::川~~W (n.j:判1';01:(うたうHi'. .i'H.本育成'l分ll'j'・). l' 'f't 'j:. (，ti 1':1・';:riJVi 

ドÎ~ (本質細胞H4.ì五機能ヴ:分~ff') . 本TTパイオマスヂ|学品1+ (イ、Ti機能'1グ1:尚分 j三・物

性制御分野). ~，1't材料俄能ザ:品 1+ 川、 tft 住介材料 'ï~:分 ~fÍ".木町劣化市IJi訓1'}:分野.

水質構造機能乍:分野)

研究の分担分野と現状

森林管理学講座

森林・人間関係学分野(.l'kl2 ';;. J!)f帰3.助教托 松ド，;，:riJ. UJ) T牟 JiJH}トーf!1;)

人11¥)1えび-tl会が森林に問わる(木村ノ1:.1キーやレクリエーション)際の，千1:会4fi汽お

よび丈化(I(ji!!lJ li!iについて救11'. iiJl"j'eを11'っているが 11体的には次のとおりである υ

111 !II:W作地で'1:じている氏林資ib;(tnjWの社会粁ii"i(J(j'~l)，!の解明

12¥ 自然の環.ti~と，:h\J.f11 した， 休業 'I.~ Iキーおよび木村 'l:j~;のあ i) )jのitJf'先

13! 林l者物が'1:.1キーされれ'i'，伐にでるまでのf1キILみや1111it作の分析(jiill際貿易も合む)

1.11 森林を利則したレクリエーションや制止にWlする研究(付おこしも合む)

i51 海林と丈化の{け|究(11，止iども ffむ)

熱帯林環境学分野(救托 ill_tJ立弘之.調印li 竹IHillj'也. JJ)) f ::í~ {-Eft<:之)

熱，;17森林のもつJ山崎似令・ :tW;lとしてのfilli似を考祭し. r出rj-I'i'がl'句なできる }jUiの

確なを目指している>1:1ν;iY保林の憎j立・機能などの本i踏ltJ!"先とともに，海林j'f'L:.策

としてiì: 日されるアグロフォレストリー (Jf~林 '1・斤r 彼 {r). itl(参加|によって森林

丙生を目指すれ会休業，あるいは村fIl林版物生産を H的とした森林の造成など，ね

林とそれに似る山村村会を rl~ll'Í"に人れたitJI究を行っているヲ

森林生産学講座

森林利用学分野(教托 il何JH倣n月，助教段目HI):j;j弘肋子 IV 村-f1i~:)

森林は tlf't 片'~ tiJ 能な!~.[ 'f(な資源であるけ太陽の自由エネルギーが森林のパイオマ

スを製造し，これらが人間のためのある稀の生版物やサービスを '1:. み 1 1\す 4三分~'f'

では，こうした森林の生政・利Jlj.持続的行川!に閲する11汗先を行っているけその 11

的は森林を中心とした作橋渡l付問の依存関係や付i ， h~;~.3.~W関係を明らかし. .j!五十本の'1:

Pff力やサービス環境を強化するための万策を明らかにすることである υ すなわち，

人聞の森林に対する活動の投入を，経済的にかつ生物環境の煙!に適合したJii去をゆJ

らかにする。木材生産を目指したものとしては，森林の経営管埋来総としての路市|司，

f支出技術.機微化や森林作業の労働科学的分析であるο サービスに関しては， リモ
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ートセンシングによるすf;));¥1巴%. J~Ui'HI'; W分析. 'i '111/::11也J!主における命、休'i''i:iIJ;lの川

川など多|岐にわたる、

森林生物学分里野子 (伊F救kυυJ↓"2 川}リ山Y/川日山))辺立 ':r一:n山川[日川川'H川H山1;. 11川，;IYi持1机H川11山IJ 1¥'心':jtJ

‘勺l竹i{引州il川11冗U不;ド:υの〉川11川H的甘引lはiム. 1，作主十休本という I;n ，')れた;~白f七刊i日!版l以i のイ仇J~先似幼，~力IJ íカかうが、つ J十白F吋tJLυ「自が的l戸内〈り:Ji ，~引}川1I という~;~~出に

~.J して. 'IJ旬'/IYJt!L}，'.o:から;J}.先することである、 f朴木十111物の村i'l:_i，出と tt休rri'i存のf露

出 jえびl;~(jt に I~I しては. 間iU;O)桃山ベ，'1:，1とのWHげによる 1H本の山fliゃ休jj'1人!のN(附

/YJ係に|りするM党、1)、染問'，:7，林や引lilt交林， 人1'，休などのlと)!JJII¥Jにわたる調査

の集ft'il 二よる保+1'ぴ)動 !i~ べ叶制't '1:，1守ーの"問11桝tli'S'を1Jっている また，野生動物

の似令にlりして，助物にうt1.¥日;;をつけて山跡して1J動を，iJMべるテ Lメトリ-，Ut.J査や，

Wi"l二刷物の'I".U、にWIする'/1';-(:1<. '1 以J~iJ?i:に /\!J寸る '/I';'(/(. j :jd['I:， ílo:~ベ'11 削[-'/"/一等の↑，11加

をもとにした'J:.心、条f'1ーや鈍刀の ~t'l 俄附に WJ する{i)1 允をわってし、る〉

緑地環境保全学講座

環境デザイン学分野 1{-;zJ:2 Ilj-Ill/'，Ij:Ii:. 訓l':iIi I'{ 111政山， ωIJr- )LIII 'I.t;イサJ:

fl~ ，) 

1~U完デザイン'?{i)J・先の! ~休(I'J~，J 象は. 1必|札 :t'~Htl ・~，JJ也， 打/it/i " /11付・ '/'111 li¥j.lt!J 

h長のオーブン・スペースであるが.その)，1;:+:1'1甘 d~:W は loft\.l;t -¥'山??ji47や1するための

l必)11fl";::I'I'JJIJ!，oi(，iiやJ.!iHJのIHJ~tである 水分野で li. つの)jiLに)，1、づいた{i}げe11村:

に Ift~} ，I.( をおいて， Iる つ(ムì- I~， H';:・ (I~J んι、によってflυえデザインベ'Jûl京l の Jιfll，

tJJにやJUJ、の !fJ:!と (I~J 1t)j(を(iJ/先すること. H~'，I'I(J ， ilfi]公 hJ;を I lI lγC 人今の l!Ttl ;;t や l~1

1ふの'/."1:にιjするたり交を{i)1允することによ i). J~U~'i:デザインや iじ /~tlの実叫に干IJi!1し

うる，ililItj・，;'Z，illl;(JIj!をは1'"そうとするものである i もう ・つは， 下jY!.~ f、1"[:(1甘)ji1、に

よって， 九千，[(のわり山やが十本が.いろいろ公判f.¥'o1';'111¥の条i'J:1、ーにあって，変化してい

く世代を，ilt.jff分析し，そこからIfftl;;~，i1 llllj と胤以 :ì~; J1l!の Jj i);，命を~'"，'1 ¥そうとするもの

である!

山地保全学分野¥，4i'zJ2 ノ'J(III，¥":j久.肋，4i'zJ) Ij!'WIIUfi. U)J r 小杉町'nJJ)

1M本0) f~'U立を年fiH し 9 IK'~~:や上砂災古ーから 1 1i]1'.をに):る機能はきわめて jくきい '0

本分担fでは.こうした吟1J~~ とえHf. JU;:とみ休とのWJわりについて次のような{iJf'先

をhっている 1刑判のみ休 I)J'(への沿透. J也q，J]-cのすら動を桝 IljJ し，称、林の J~'t j7~J を

保全し 1'，砂災'， 1;: を粁 ì-，'i{する機能を I~J らかにすること。 1'，イ iifJcJ¥-' 111 iulれの1t'!:..流動，

1.'> 1上. )ji: HWU{Ij'. 111地 ;111 川のM床変動機構を明らかにし，その|坊 1/'，料 iJ，~策をはい 11\

すこと。ハザードマソ fや作成j也'~Ifの応礎として，リモートセンシング"1 .!if，/:r の L~、 ftj

や，土石流出111;などのシミュレーション手法を検，iJすること。荒廃j也や砂漠におけ

る他生回復と紙化手法をIJfJ'5色すること。さらに. j也民による山崩れの研究や，火1I1

の火砕流，火111111'[火後の位yt.M'j_:_[I_IJ復の研究も行っており.これらの研究の場は
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l当|人jだけでなく， lj '1 "1 ，点 IH アジアぷ Iftl~!J\ 111:界各Itlにfえんでいるけ

生物材料工学講座

生物材料設計学分野(教J父 J'ii IU 位， ，iIYj: nlli 11j'村 [I(，i]， it))f 村川J)J'，) 

'1:物材料，の干IJ111ゃ}JII1あるいはそのよさをllJi.り人れたt}i悦材料のIHJ~Gの jμtt とな

る物性'先ゆ!とそのl必1IJにIY.JするjjJl'先をiJ っているけ正~UdJ っている L な{íJI 究は， (1) 

人の!kはにやさしいといわれるイ寸、イの1ì: 時打:':i~::~' ↑'1:.，例えは、はた 11 のイメーシとその

まg[i，1となるm'!'t ~ '，'1''1 (/) '!'t;川/えひEtitl化， 本到来日件。)白一色のシミュレーショシとイメ

ージの弘qkl となる波 }I~的付徴の ''!tl りJ. r'i9~!出のよさとその波ー|刈の Wfl札 I~) 木村の li!!i.

J~起のメカニスムのWftJj'!えひ、木町 H~)丘 ;'j:l)村の岐 J主 hJ!iJ. (3) 本H~;山見)\~による ia~動向f(-.

析と I[IH'，，'t hJ!iJ. (ー1)熱Illljf~':変化による木町悦注目;付のグレーテーィング， (5) IIhj f~! i'tll¥U 

i去によるI.i::.}J ひずみ分イ'Ii1えび水分一ひずみ'生化の，;J-iJ!iJ)j法の併i:，i'" などであるυ

生物材料生産システム学分野(教民 JjHJ I 卜'~'I'h，助教托 政nA久， lJ}JT・ (草川
。t旬、
'~7: I 

木村の利l川や}JII1ーにおける 'IOi'Iづ1)111 ~'刊'I~) な，;K" d~~:必について fiW先を行っている す

なわち，切i'jlJ}JII 1における1;))Ij'ド1JI)(供情， l)) i'jlJ il"U i， L H-I1三 ;I}~ ， }JIII ~条fJ:，脳('j- . 

fbi!li功， 粉I~与などを H~~ とした }JII 1 ・'1:，Jlfシステムのlr之j也化. }J加JI川|日11川:IJえ~!L態主の「口l 重到動)J， i，~，ιむh、叶心川，;川l刊;'t

力加加11卜川~1 ~ 1 i川li的{自11↑什'1午俳川1:，ル:_;j状|犬の 1 ~ ，了'J下i

ひび、f刊怖f百ir祁1)，処i用q型!. 人 Eによるシロアリ fE;i1の杉11'1'，やサーモグラフィによる木村・本町材

料の欠I;II'I十食/1'，を1)'心としたkMUJ丸氏月食なとについてfiJI'先をj臨めている、

天然繊維工学分野 l:j!tJ-2 松本ゲ:九， UMU2 山1)'.)(iUリJ. U}) r二 時 )('I'IIiJ 

'HiiJl'~先〉;;では 11; 1， 叶~L~'j'から k?i~~~~ k:1i を Jji え，これらのfI/f，ì立と物↑'1 を J，H縫i'1(] にfiJl(lijJ 

するとともに，これらの1句1tを， ~d( にふさわしい新しし叶:.j:f:1として利fljする)ji):

の mJ~t を IHfí している LなúJl'先テーマは， 1) '1二物山~(の I~追うjf (セルロース.

キチン，その他。)多私riJ:J'!J のfIIt泣と物'1"1にIY_JするliJf究， 2) JPJJI'~f，i: i-分散系の構

造と流動特性のi1i1JiJIIに閲するfiJI'先， :3)紙J!l.びパルプの情j立と物十uえび製j立L引に

関するilJf究43ーである‘
生物材料機能学講座

植物細胞構造学分野 rJH之 政川 位，助教民尚自|;1.山 ωJ千 i( 'I<. $Jj') 

生物"/:作j な心'~lß)jから，樹木をはじめとする水質化仙物の組織情 i立とキ1 1] 11包の機能・

分化などのlíJf究を h っているり引に fll~物材料の物'1"1:に深く|対わる制11118. 1 :;ての MimH1I1 十Ilt

j主の研究に))をii:ぎ，セルロース竹怖の高次tl4;主や二欠ttt構築のメカニズムをI五(-

顕微鏡により追究している。また，泌が!や I~Î 'ft[. J:i"，:主主組IIJ包なともjjJf究ιl象とし，キ111

胞壁の形成と分解に問わる静寂の細胞内分イtiを洲べている。さらに，フーリエ変換

などの両像処斑i去を導入して，植物組織の特徴を定員(I(]に捉えるliJI:究を進めている μ
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複合材料化学分野(教托 1'I1iiiiた.UJlr・ ，In品lま1)f-) 

木村などのハイオマスを材料としてjJlえ. ~IÎ しぃ i走れた材料を I~l 'J色するための本

iittl'J<JliJl'先をわっている!すなわ九. '1:.分角:i'I"1をNiiえたプラスチノク化イ、付なと機能

'ltHf'1への変換，セルロ一九必i草体の'1分解↑tプラスチック材料化，木村液化物か

らの jt~~fト.f主将高11. I戊 JI~物の剥製(付事ノ t イオマスの液化機構，プラスチソク化

機構のうy(- レベルにおける解明，什!戊尚分(-と本粉などとの ~IÎHL似合材料の|別会な

どについての/Jjf'光を行っているい

生物材料化学分野(教1'1: 中町丈11J]，助教托淡 利1ili.助手 |尚I!;( i;I;) 

キミ成J'hでは木村をはじめとする小物材料の化1:，/成分を化ヴ:)ιιにより変換し，そ

の生成物の化I}・構造と物.PM化'下:(1ケl"J:t'{を分イーレベルで停P1JJするための刀、健研究を行

っている、 JJ[{iの/IJf党"県;l.uは糊百ifKMlをはじめとするセルロースおよびキチン・キ

トサン H秀導体の十Ilf.i在と機能党現， クンニン及び‘天然配的体の情iE一川十l十11/札向JIJ.

や・ 11¥[，公'jiノfルブ化の1;日1t.楽日出などの引'1'4、なm;主にJfJ¥，、られる木村の4S'I"1のW('凡

{七♂，.・処 )II! による本村 1えび~(T1 f.J料のじ文民なとであるけ

皿 応用生命科学専攻

1.~;Jtl 'I: (，0' fI・ I~f: 咋攻は. 111 民主化'}・'，t，u丸 11Ift，'，!， !:;f:匂岐にI，'f!， したI市川究分野，お

よびIIII!'HUiJf'先胞112の.ì'í:l~ 川を不能として I，'， i~のように 17iiJI'先分担fからなるがf し

し、 41 攻として 1997{t;.1主よりスター卜した、 1~ 叩 iえでは jJE林水市内物などの I J:.物資 ilJ;(

の'1:.1ギ・加11:.利}f]の"打jl!IJI(liに合まれる{ヒヴ:(1な・ '1:.物''/:(1甘n;(JIf!の探究とそのJdt4に

|匂する十華々 な分U'f'の教11'. iiJI'先にJ持わっているけすなわち.微'1.:物.動物.M物な

どの?付帝J:.物の'Uii.fJ!象ベバ1:命機能を'[:物学，化'7:，ノ1:.化'、(:，物Jlj!学.'J:)IP-:I.分

(-'J:.物学などを本株として深く J15冗.j'I!Wiする .}j (ノ、イオサイエンス).そのl瓦

*=を!?;・医薬，食品を初めとする休日間辿イJlt!物質の尚l主な，t:1*ーや利mに;1&111する

(ノtイオテクノロジ一)ための本礎教育と先端的liJI:j'Eを行っている η このよっに，

1-(咋攻はライフサイエンス (/J:.(，JI干'1ヴ:)における教11'. liJf究活動の第 i1iの1"¥，、手

として. IrcJの|人l外に ((1欲している υ

研究の分担分野と現状

応用生化学講座

生化学分野(教長 天知輝夫，助教綬 j阿Jf: 桁， ω'JJ: MIJI干n光・本凶紀宇・

森田勝子)

生命体の最少I引なである細胞に付して梢異的に作用する物質及び細胞自身の特異

的機能とこれを抗う物質， さらにそれらの分子機構に関して'1=.化学的，分千生物学

的研究を行う。すなわち細胞に作用する毒素とホルモン，細胞における物質輸送，
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幸四月包の形態jえび動態.1宣伝 f-の惚製などについて.それらのj歯科をfl(い， また調節

を行う j宣伝 fーとポ [t1'l1について分(-レベルでそれらの構造と動態を解析するけ '1:物

のi鈴子正的能))の向I(IIJj， IJ[.J 1色及びその利11J ， さらに地上RJ取涜の保全・改it:のための応

用を視野に人れ， iiJf先を)JtIHJしているけ

生体高分子化学分野(教Lt 休)JA，助教段frI(野洋;th助手 竹f+l淳子・ IJ、i'f

干l'r，:) 

タンパク質の立体構造

J宣();(ー活JJ~の品li Ssf'I: 1) /1¥さ

れ， '1:， f本機能を111うタンノfク

質，同千者，デンプン，細胞畦，

科11胞11誌の構造と機能にii=Hし

ながら，その'j:_命現象の本質

をJ前き1'1'，し，その結果を止、)11

にあiIび1・J.(tるという !j}1でiiJI

允と与えffを進めているけ )f， 

[trl;-llrJq~ 業やJ: lの }jlflîで平Ijm

されている.数多くの'j:_f本高

分(-の応礎科学:も研究丸j象と

しているのんiij~ ，f命としては，

構造'[:，物学の分野でml、られている収代的なiiJI究fjI);のほかj宣伝什栄作や前'jlリUJ

なども草l討をする

生物調節化学分野(救托 卜~tt'Í'.K犬，助教1':2 't川11'11(.山千 ".1川H秋)

毒素・ホルモンをはじめとする 'LJI~i円相:物質をモデルとして，刷物保設のための

，t物有機化'手(I(]iiJf究を民IHJしているοfJi.千1:当研究本で行われている主要なiiJf究"果j担

は次のとおりであるい 1 )刷物病害のJJ.X:な機構の化学的解明:梢物病原点iのii'i'tM

物への攻明機構， iíÎj'，~:11WdtM物の抵抗機構と ijÎ.1 )J;l l~i 1~ 1=除機構および交え防御機構

を分f.レベルで探求する。 2) 1iIW;tl早i胞子の発分:調節機構の解明:1早i1m胞イーの休日K

覚醒を制1M1している内lJ4'1"I:活性物質を保安し，その作用機!予を解明するο3) 殺山

性物質の作用機構の解明:J-~!l~ に特異的に作用する化学物質のi川t発現機構を解明

する。 4) '1:.体機能を調節するための新しい化学物質の創製:以上の研究で何られ

た知見にもとづいて，析しい生物調節物質の古IJ製に取り組む。

化学生態学分野(教崎 恭ll;{保.if，助教綬阿旧作夫，助手森i尚樹)

捕物保設や環境保全への新たな手法を細み/1'，して行くことを目的として，生物f'[(

問の相1f.作用に関わる化学的要凶を生態学的比J也から多rM的に掠究している。ダニ

類の化学生態学:広汎な地球環境に棲息するダニ煩は，性フェロモンをはじめ，??
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YI1・ 1、 {~7 _Lロモシなど多係な化']:物引で'(いに交じしている υ このような特呉的

i川'1物引をf+:系的に|リlらかにし. 1 行J助;制Ii制同iI削lリJi仙伽仰JI刈11への11川lリJi龍l危t削，刊|

とI‘.f打J.とL‘させたJ系f名:統う分上t似Jれ(1'的ド内Jμ{I川1)川w先をj准並めている l j 止!.l lfílの化I}ソ 1--_1L~/? :アゲハチョウの

批1f 1戊 ~Il はミカン刊十lli物を 11 怖に保:)11'1してII(JJIHる このような川il)l.j選択には.fE

引の15にffまれるれイ1・の化'引戊分カ¥'l fi.~ I兵な f~jJ きをしている l 化/?物 TT を介した3・ t

I;.~. ，:i'~' M物j!!IJのilUilしれなとのメカニスムをプelIJJ， M.物と j止山の Jt進化j位干!I~の考察を

J住めている i

分子細胞科学講座

植物栄養学分野 I4"X:i'J: Hi:J :ri-:;_:f!li.助教十三 川政 iI&. !.l)J r 小林 催・ノト>jt: ，{~り))

fll"物の'!:.itには，I!止機栄公と I]¥..ヤ主(. )t，が.k::、 I~:であるが，刊に M:t!.~.~~ 長 (i)消費 II;J

ft.三三点|叶化. イオウ I，;J化. ミネラル)および !)1~ 1j 1での物引の学助(十Ili物と 1:均iU

についてM先をiJう.IIIj {;，に|りしては，宅ぷ， リン，カルシウム， イオウ，ホウ1ー

などの必~Ú )l;ぷとナ卜')，うムについての1吸11)(. H化，代謝，その機能などについて

'LJI~ (I(j. '1:，化，'/:i"l(jなひ JJ)jからMI党している またナ卜リ，'，ムによるJ;j~'~i;: ベ '1IiiJJ;\~'Lの

メカ二ズムについても解析をわーっている l 伶行にlY.Jしては. l}j(lf'のリシにn!Jして

同党を i住めている

分子細胞育種学分野(.j!!(J1: {tl除幻弘lI)j t~j'2 欠 1 1t;~; "ど)

I':i'j ~~; ftIi:物*IIIIJ包の椛{jEぅJ-ftとその允JJ!.ili!J jJIJ ti:~怖を分 f司.半剥刺制11川川11川川11川1I血包レ/ベt ルで!角1卯干引l印川リ川j すること

を|川1ii'Jに11川1I川Jf冗をf行Jiな訟 つている 1 乃羽UI:の i七"吹~皮l2!. な li川!庁f允 I;'{~山tμμ川jh日Jli包山立lはよム， 十ltI i山I向i.~物句釧|いい川J山川'-1 イ“{の iキ制紺制í:1訓叩11川川11川川11川11山包Íl. 1ドい内J人勺、.~小 1持』F午1

である段j制作の t~~能うj'fヒ， ストレス I，i:.~符と liljj ↑'1 限付ι A~I\:.;M (イソキノリンアル

カロイド々シコニシ '1，{~Iぷ)ならびに物 'ffll噺，ì_&である i その千段として剥1111包Iii 生や

}f~ '[1 4t~J奥州物を的側(I(j に l}l 川するとともに.N、 IiftM冗を I. t::，Ji JしたfJimイl川村j!政110&.

物t'{"LIすーに/1，¥1するliJI究もれもっている、 (389p，写真 2参照)

植物分子生物学分野(教托 大山必附. lIJJ .J!JJ2 l'M淳子宇品. 11JJT 大和1I長い
fl{(物のAfム↑11幸/iの姶別機併を分 r-レベルでIjlJらかにする J11として. (1)ゼニ

ゴケの'I''J:.分化.;た定機iI~の解明. (2) がと伸之|吋定 11.\の ;J::'限 ;I;~ ~ì(1 fl:~ fIIfの Wi' I~J. (3)十II(

物の〉じ {~I& 出'1'\・である '~k:;jlf本/えび11子 l!及山口で、あるミトコンドリアの ìïlí!、 j三十位 j立とそ

の発現機構の解明を，それぞれ組|換え DNAfil、を)jJ¥，、て分(-'1'.物ヴ:的に進めてい

るのこれらの間'先でf!Jられた知見を)去に， 追遺一 1七」ム、 r-七勺-~~卑人によ tりj それぞれのt機戊能|ド向11川lリl 卜e し

た+航11山I(物のイrノ1刊|
応用微生物学講座.

発酵生理友び醸造学分野(救段清水 凸，議r:tli 小林j主j弘助手1¥'/品jj且j多・

小J11 }llf{) 

微生物の特性としての物質変換能に着目して，微生物そのものを特定の反応を触
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燥する円r.，-l<あるいは昨ぷの投とみなし. fヒ'}:(I(j)JiJ、では [1'[1W なイd幾化fr物の (~I反

・変J興に平IJI[J する1:投'[物公{~~iJ、(肝.. h);Jの[)fJ)~のための)削i!Uえぴk~)[[liJ[ 究をわっ

ている l 上:l[イ1:. 1，J象としている化fT物としては，アミノ 11E，十五問問i生化fT物， ビタ

ミン， 1<1有何千点，附TT.アミド 1:l!などがr.なものである、 (389p，写真 3参照)

制御発酵学分野(教托 }jll JN~ II'J9J)ふ助手甘え |以 )[UÜj~. 似'Jl 1[1111.1，:t'.¥'也)

{政ノi物の1UH川jEを. (1)削!似であるM:，};， (:2)↑!?j報iIJ;(である iti七、(-， (3) 1，( J，[，の

Iめである半1I111~!的 iL のo¥I.'.'.(カ・ら解析し， これにIJi必やJj(J[，0)条1'[:をlitうとするための

'I:_物 l:q:l'J<j十¥[.'.'iを)jllえ， イJÏt I物 lJt' I_J;r~ -¥， J;U;日以令L!(H:rへのJ.[::，JHをIHi1したuJf'先をわ

ってし、るい a)メタノールを干IJIりするi政'U初の多f{j1'1(]1.υ11. 1】)行政 'U切による}出Jt~ilj 

i~物質の i';lj I主分Wiと分WH制品.CJクリーンブロダクショシのための'1二ft:i99!保の探'.;};，
d) '[:.付、成分のI'::jl主分析のための抑止JのJ京宗と隙自t. なとを j~. 1+:(1リなターゲァトと

している、

生物機能化学講座

生体機能化学分野(教托 i也111J九ifi，Wj.{!U2 f{j 1'i-忠II({.}JII納jlJ!:，iJ)

'Lf:本イヒヴ:)え1.[::・は工才、ルギ一変J札物TI変J奥， '11'if[{1必符， '1'1';判uょ;)主のJfI!'1!_'.(I(J ~化I}・

システムとして機能している i このような'1体化';::1，(1.[::，について，分)ti11気化4下の

手法をmし、て.その則的手![fbの'よ出1'1な解析を;止めている、. ~1 に. 'Hドエネルギ一変

抑，物質変換機能にii 11 L， jl~分(，内手本タシパク T{. 制1111包 II\~ の í [L (-ft!fOJ，判11)]包1'1

-4の外現坑との'，-L:(公J終にI'J.Jする九七伐と LυflにWJする1111"先，分析i):の/JfJ発にWJする

liJf究を j住めている i キIIIIJ~'I:J~! にかかわる物別化学的{i)f冗も行っているい

生物機能制御化学分野('{!~d'2 '{:村 f.[:.{，助教1'2知子守人.助手 イjil;( ヤ)

'1一物はきわめて桁散な多数

の機十件を i~':j ，主にイfti:UI(jにj引fI

させてその'1:(riiを紛1":¥'してい

る。 4'分gff"ではこれらの'1:_i本

|設備を制御する 'I:Jllh'rii'J"1物引

の'1物有機イヒヴ:(I(] ji}f'先をi曲し

て 'I:.~却の機能を印l らかにしよ

うとするや主なものは，十M却

の生{本 [Ujf~lj物 Tf の構造，発士見，

，[:，介「えとその，;1目的機構のliJf

究， ミトコンドリア日子吸昨素

のr:Il害斉IJとその作!日機構の研

究，植物ホルモン機械の研究

/ 
艦ぽ

矯種32時間後のコムギ芽生え根部における感染司
岐害防御物質の発現。
左.対照区司右 FeCI3による防御物質の染色ο

細胞分裂の盛んな部分の表層で濃く発現している。
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なとであゐ

食品生命科学講座

栄養化学分野(教托 伏木 J人 l助教十三 il1J川11日ML山千 n. UII'J.: ・者li築 巧j

rtr'lI'，のHPI正は.動物にHするさまさまなシグナルの1tfLJであり，穂々のホルモン，

~I~~， f ，f，を介して.あるいはu:i，!，I&分そのものが動物のげi1ヒ.U&!IJ(_ .代謝を制御して

l Iる、 fTt'II'JのJjつシグナルと動物の巧妙なililJi，何l機構のtllt(.l'O!Jこそ栄長化学の研究

u 的であり.そこから催れた食品の(i1J.ì主が "fíj~になる υ このような観点から，主に

(1) 運動能力を ll;~ ~rttする ftr"~1 の IJfJ ~é. (~)ド-1 if! 十1I1料 l こ ;;[;~m..!を 'j. える rtr'JI'l. (3)肥満の

メカニスムに問する分('L:.物学的/IJI究. (4)消化計・はどうして食べ物がt認識できる

か. (5) た日本しさの栄まとや(i'~jWI lili.などに閲する機構を解析し食品の関わりにつ

し「什I}f究を11'っている υ

生体情報応答学分野(教托佐々本降i立. JJ}J教托 永!己作故.助手嶋 It]，i}!~ rij) 

限ぷは，はとんとーの'J:.hiif.j，:にとって必須のl人Ifーであり. 'L:.体は酸素濃度の変化を

敏感に祭主11するシステムを{耐えている。 I~;j等動物では侭階素条件下におかれると，

特典的な.illf工、fの'5UJLを必導し，少ない椴素をよりぬ効に利則できるようにj自J.i:;ーす

るο 問主主を外界よりのハイオシグナルととらえ. '1: f+.;の酸素!感知|システムを細1I包'J~

物学および分←f生物学的子法をItJl、て解明するとともにその分壬メカニスムをJ.i:;.jft

?的(t]f'j'eに利FIJすることを 11指している。エリスロボエチン (EPu) は階索により

遺伝t-)UJLが制御されている代夫的な|人Ifーであり，その機能は亦I(IL球の:_j:_t(. 神経

卒1111)包の保，;Ik， I(iL 1';; 1 付 J主キ1111)包の.t'1l ~(i など戸j等動物の生命の維持にとって必なlである。

I)~ [材↑生のバイオシグナルの íl~ として EPO を~.~ f) 上げ， EPOカ五これらのf設:能を発J扇

する L-Cとのように交換.t削l品されるかの分 1乙メカニズムの解明を行っている。

生 命 有 機化学分野(教長大東喰，助手平井w博・人iT一泊)

本研究本ではIj:.{JiJ現象を制御している天然有機化合物(生理活性物質)のJ米安，

構造決定，合成およびその作用発現機構の解析，さらにそれらの医薬・農薬・食品

への比、用に閲する基礎研究を行なっている。現:千E対象としている生理活性物質は，

(1)梢物および微生物に由来する発がん促進物質および食品中に合まれる発がんがjJ

制物質， (2)野生室長績が病気の際に倶取する楠物にffまれる活性成分， (3)!/t環境

から柄物自身を守るユニークな楠物ホルモン・アブシジン酸， (4)熱情植物のエコ

ロジーを制御している物質である。

食品生物工学講座

農産製造学分野(教綬松野|径二助教綬安達修二 ，助手木村幸敬・島元

快}

食品製造プロセスの合理的設計法の確立及び生体触媒を用いた効率的な物質生産
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プロセスの構築を 11(1ケとして， Li:.、月jを折I{'Jした恭礎的なli)f究を行っている。主な1i)f

究，;県出としては， ・食品)JII1: プロセスの物.flf化学・化学 1:'i:(I~解析に閲する研究，

. Itr'l山機fjiHの I:'I(I(JW(析に11，1する紛れ1 ・'Ht角川正の判竹に本つくハイオリアクタ

ーの構築にWlするii}l完， "j:_{-j;成分の分 r~lí 梢製プロセスに!刻する似f'先，があるけこ

れらの日来日立は)jI~f淀川光のg刻化への僑波しをするための応従的研究であるが，装慌

の|件]発だけでなく，その忠fi.是正l[象を定量的にJ巴1h¥・解析することに}Jをii:いでいるリ

微生物生産学分野(教蛇 熊谷英j弘助教民 111本憲一一・，助手 鈴木秀之・ l，:iti
(IHtu 

微生物は.それがii'iかれた環境やその変化にj由比、して，さまざまな能}Jを発陣し，

fl:. f{l'M，I(するυ1f&'t物'1_，* ''f:{i;}f究本では，このような微生物が営むさまざまな'1:{，(i 

現象をmAiあるいはj畳一伝子レベルで明らかにするとともに，微生物の能}Jを利用す

ることによっていろいろなゐー刷物質を生がすることを目的として研究を行ってい

るc，1:投'l:物の生命現象を解析することはつー物学:の;阿倍的知比の停p引に他ならなし、。

そして. さらにそのfiJ卜先の成*をぷにして.食品，島iJ料，医薬，農薬なと手のバイオ

テクノロジーへのLi:.，JtJM究を行っている。 II体的には (1)微生物のアミノ酸やア

ミシに関述する代謝系の情表及び遺心、 rの解明と利矧 (2)糖質問述物質に関係す

る微小.物静素の解明と利則 (3)醇りやピフィズスjf，jなどの食品開j皇微1]:物のぬー効

利則なと‘のM究である。

酵素化学分野(教，)"'1: )1. 1'.1必1111:.助教綬榊利之，助手中谷博・滝田似長)

醇求は. IJ:_f:本|付で起こるほとんど令ての化学以L七、に関わる生体触煤であり，地球

上の全ての IJ~命活動の iJ);l といえる。酵素以L七、の tcl二長は，反応がj晶布!な条件下できわ

めて効ネ良く起こり， しかも，その本質特異'1"1 ならびに以J，~、特異性がきわめて高い

ことである。醇索以1むのi当い効ネと特呉イゾ1:は，酵素分子の複雑な立体構造に基づい

ている U 進化の過柱で選び抜かれてきた酵素の構造と機能の関係を明らかにするこ

とは，生命現象を理解するうえできわめて量姿な課題といえる。また，酵素のきわ

めて後れた機能を医療やj準装・に止、用することは，今後ますます重要になると考えら

れる。本分野では数検の酵素を選び，反止、機構を詳細に研究して酵素の本質を捉え

るとともに，我々が史む機能を持った酵素の設計，酵素ー機能を最大限に引きIf'，すた

めの場の構築といった研究にチャレンジしている。

応用生命科学専攻の組織・指導内容など

修士課程，博士後期課程とも，上記17研究分野の他に，化学研究所(生体分チ機

能講座)機能分チ変換，微生物分イー科学の 2研究分野，木質科学研究所(木質生命

科学講座)遺伝子発現，生化学制御，パイオマス変換の 3研究分野，食糧科学研究

所(食糧生産環境講庖)植物光生科学，微生物分子育種(食品構造機能講内)食訂
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分rm.i1.Ú:川股íj~，j)o¥) IiIi. ft川!ぷ'iH.i竹(ftj'i，(;出n干!JI!]，溝Hi，)分{-ftf~I~ ，判ítt'i'量 t没

ii"'， ftflj{安全干IJJljのお iiJI''!'e';Hf. 介，¥11:3のiiJI究分担fを川lえたノiヴ'i:I;-C30のliJl究分W-J'か

ら構成され，イf機的なAf発の卜にのqIlJ分担fの先駆的なiiJ卜;ic.~'J. Tfがなされている!

N 応用生物科学専攻

+:'.'/J父は、1"1戊8{f'.(1996l l!Jに従米のlμ，Vtl十(小111時 H~:j ・:2iiJl';ic iili 1" Jをもとに.

rlí しくい、'j. J~';H]' を加えて発足したもので. )(，満州市IJをほmし7，非時17'.'j攻分野か

らなっている i この内」文の 11j行すものは.十li(物・動物・微'1:.物などのイJIIJ 'tt il!;('上物

についてそれらが+-l'っている'1物学的な特'1"1や能}Jを.分rヵ、らq物生ートtlにわたる

も長守なレベルで把fl;¥し，より有効にi品川するための利，}:の慌に また他hではそれ

らの遺fょ;資;I!;lの保l立や時打1と，i)t.JfllしたJJ杭I'j(Jな'1:.物干IJ川に必!品?な7:11織のn;)<:であ

る この日的にむけて. [EIIWIり・ '}:I際的なれm，(こ山:ったiiJlヲ'ei，可動..r'J.1ii，fi動を行な

っている。

研究の分担分野と現状

資源植物科学講座

:~ti1J;l fl!(物や I f:f fti に問する応{礎的な iiJれE を.'世I.[;:NI~. 'U'~学(1句な主lt.'.'，':から行なう

とともに. M~0の系統進化のiiJf冗を行なっている， {iJl"先の)ji};は. '1:.化学(I(J・分 f

， I.~物ヴ:TiJ、からフィールドリークまでの保守なf.iJ、を i:R I1 Jしている 刷物;宣伝学，

hIt物'[:)41'下. t~ .Iì";M物 s包I!;('I の;) I，)-M!]'で情J&さ1している

植物遺伝学分野(教N: j主総 1:仇助教1'J ':;'; 1，'I''(it. WJ千 万li;['(111);'，j '1ぇ)

コムギなとの1&.Ii";十jl(物やシロイヌ寸スナなとcの'jミ験fJIi物lえびそれらの近松野生稀

を Z.J~に. ';1 (-.染色体. 11，削:t:. tlfJIのレベルにはられるいろいろな遺伝刷象の解

析.うI'Jill in" の系統進化のiiJl究及びこれらのliJI究を通じてゆj らかになった;fi:í!、的変 ~I~.

の1ifif(rドJ利I!J.の 3点をq，心にiiJf'先をj住めている， JJ!. {Jーは. 1'j{i物自然集日|における

DN;¥レベルの変民のx態とその維持俄怖を分[-Us卜tl.i宣伝学のウ:場から rVjらかにす

るとともに的紋'1"1:コムギの起il!;lとi正化を分rレベルで解明するMI究とパンコ正ム、ギギ、や

i近止t松求M山f自J物のL染iた5色f休本変iY只f時4とその発'1午ド川.J機i幾世叶f怖品1及文ぴ

いる

植物生理学分野(教托 )jU 1: tL ll}J数十2 対11 htLωJ了二 :1);( 等・篠崎lr!.

卸)

本研究14そでは，柄物、佐ぴに I判官!の 'I:J'~現象について '1 :化学，'J'.J ・分 r'l~物学的千ìJ~

による1i]f'jGを行っている(， fJ!.{fのi:なl深組は， トウモロコシなどの C4納物におけ

る光合成(炭内定H化)及び生長制101'11 (キ111)]包分裂と脱脂質合成)に問述した遺伝子の

単離と発現調節，酵素的'1"1:の光シグナルによる調節などの分一子機構，炭限凶定醇素
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の削!似能.;fi!J iJIげjBのi立(ム r払ぞれ:による!併十li-， ミスタマカピのII:.J.[のう制の111:)¥:;'1"1ーの

附十Ji'， j;¥i 11十Ili物であるアサガ寸におけるイ七月二の必持の1市条fi:のJ京'ふ・と t恥住物質のJ京

生なとである

栽培植物起原学分野(.J!H三 大1'4j出1:，助教托 i日Ji!;(太八， 1I)J r '~;iJ n長j二)

イり上M!f'は. もとの;J'{，'?，'il; I:(J !，;_n M物'J二91f[1'( fiJI究施112が発民的にf!Ji(ii'iして111，(FI!l:)!Ut!. 

したもので， !rlf':ic'";:の他物やli1f，!llは以11IJとH除にII'J1IIIi物集[(iIJJにiilJかれている J

ここではJtti¥fIll物の起111に|りするflJ十先のほか. 進化や!(:キk分化に I~I する iiJf究もわーっ

ているリ i二 I~: な irJI 冗テーマは以トーのようなものである. 1)ソパ官!のれlIl;lflf' 'l.悌・

起I!;U也 :2)ソハl，f!， ll'f"I:.HiのうHJ'i.， 3) fJ，)i'i:コムギの起I!;(とら1前 4 )コムギ・エギ

ロブス!，f!， fl1i物の何分化 S) イネ刊 ;~1: ~nの変民のj也，flH(I(] 分合j ()) J_ゴマなどの作物

の "II'， N(I I\ I 変)\~.とその )J\. イ11" またこれらの研究に欠かせない海外調.1t も盛んであり，

大学院'1ーも合めfリiPJUV!.でのJI，{_集をわっている このほかiiJl党 ì，~'動に JJII えてジーン

パンクの事業も 1J なっている!とくにコムギ近付~'f" I:Niのコレクションは 111: 界でも

っとも光'だしており， 1 KII)~外の機WI ・ irJl犯行に iiJl究材料 -ft締素材として保存系統

を配布してし、る、

植物保護科学講座

I'~ 然の:IJよ?庄で十10物は.J11凶必 lはや:Ir~jh;( 体， j ，~!J l をはじめとする色々な動物とかか

わり f?って'1:.{{している J そこで比られる多紙な判IldHIJのメカニズムを明らかに

寸るための{i)f'先を行なっている， ~1 i.j Jf!!の制 /.(1J' ら il}j'先を行なう刷物 :11河内J}:分ll!f'と，

JL!.l l をÌ'.な n~( とする j 止!J! 'IíL~''f: ';jリJf'およびj，th!Jl'I..fI1いV・5士ll'f・がFfかれている ζ

植物病理学分野(.J!Hi ，Iii'f 縦，助教託行fH紀nl;，品目Ili :_瀬手11之，肋子

高野義苧)

M物が:lriJ11;( 休に感染する機構を十If(物の~lU/L↑t と有i.jfl;( 休の ~ii.j IJ;l '1''''の以)JI]から追求

し.州昨日お除のための )i1d削日|究を 1J っている。丸l 事'~:Iii.j:;t・はウイルス ~iり，糸;IJ;: (t¥j :Iii.j 7;え

び'[.:JlH:Jri.j-('あるりウイルスjiijについてはウイルスの感染・複製・移行に悶7・する遺

伝 fーの ')unrtìl] 倒l と r，t~， liリ，十11(物のウイルス 11\ :t/1. '1"1: t~ fl4及びウイルス遺{ム子の変異とj也

I，~~について!iJfヲEをわっている円糸 :1犬(f(j:)Jijについては病原'1"1:に問ワーするj宣伝、 fのクロ

ーニングとそれらの発現制御機構について研究を行っている。 '1:辺市i).jについては氷

12や常気i')染によるM物の!ぷl心、に関するMf究を行っている。

昆虫生態学分野(教托 久野英ー二llJJ教J受 火山;;fit'(太.助手 l'可山1:示義)

本分野では.農作物や休本の吉:止!，その天敵，花粉媒介j己.!.llなど農・林業に|羽わ

りの深い見出先IT~えびj止緑の節足動物を対象として生態の{iJI:究を千jこっている υiiJf究|人1

2半は，生活史.行動，伊|体群動態及びそのWf析i1;，稀間関係など多岐にわたってい

るが，その中心は倒体数の時間的・ ?~fflJ 的変動の尖態とその昨pリ1 を I1 指す 11，0;1 i利行動
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rL~''l:であり，かたわらこれを民地に:i' )11'. i'l~J で;，i 11{刊 11 の少ない 'h~l(l;心除システムの伴

¥'，.ーを 1I +::{とした'';;:~I (:i¥ JlI!)' I'.d耐の{i)j'~'ëもわっている

昆虫生理学分野 i孜托 IILj 1品I苧J1)1. UlJ r tl，'， !I，' " J~ ・ fJ，: '¥II¥J iI，十)

j 止 ~I(がユン11'>¥， I~c !/Jj 十IIfをflt寸などのi1'1O)は， '1 i:; I'I~ Jなフ¥)ゲラムにしたがってお

こなわれている +: í.)-~fj-では，このような i J助を主門じする出(ェ、]'ーがケ、ノム卜にどの

よう会中11みあわせとして {({I:L，それらかとのように 5UJLすることによってjJ動を

11;11 iJII しているのかを11)1 らかにしようとしている それによっ'-，これまで動物行動

'干の分針において占目前にもとついてi')cl[J，されてきた ri J到の世化」にWlするさまさ

まな iJ.( ， ;i~ に ìlif.! 、 f レベル c 伶，1.1 を ))11 え，七日iE 1_ょうとしている、 JJL{I:すすめつつあ

るli}j'先テーマは， ショウショウパJーの;Jく安ii !fiJ) を主門己している 1宣伝 Iへの I ， il~ ， コキ

FフyリにJおj't る耳集と{~~やJ 批雌&tJr . i幻幼リ功'EリI(υの〕入』H'f‘，.);、IUにこ斗l問2刻lf5j止す宇るブ-'口，モEンUの)i叩iドi向M馴li1"小主ι，ト!日uj丘!己
}2iiJ'I"を)1 J l、た止、iJ !.Hのii動向:(tII，コオL1ギの公f，-¥"11 t ~;の ;1~II~f干{十JÎ'，などである l

(390p.写真 4参照)

動物遺伝増殖学講座

IIIIi 1L動物をιJ~~とした遣いff柿. 'j:_ YII'( 'I .J'I!の li)1 先を J，t{i是 )11!'I~iì の，W;j(とその L~:JtJ 

としての利1~ j，j;J の I JfJ 拾の I ，lri lil jかられ なっており.動物 l立(J;-(if'fi学と動物'1:，Vlt'( 'Ulj!i;': 

の2つのJ.)-Wj--CW}h比されてし、る}

動物遺伝育種学分野崎'z.!-1: ft々 木A之， WJ .J，!~Jl: '.J'hHIH九助手作IIHH'

三七 止に)

家元?における lF~ '}2:な古UJである!Iiif札 II:J't't.繁VII'(↑tなとは令てi立f!、とfi;:抗の Jc;配

を'乏けている この;tiiJ、の白1;分を勺かさどる i立[!;(について.引ましし汁立fょ;]'今の古11

f?をIflJめ. またιflましいi宣伝(-の剥lfTせをつくることにより能}Jを出jめていくのが

ii併である、そのために i宣伝 f剃lh.¥t及び機能を市lJi，fllするための， D N ，¥レベルから

集卜tl レベルまでの)，I~健児論の考究と新技術Jの IJ日発に閲する統計 j宣伝ザ:的、ìf; びにうy{

遺伝学 I'I~Jli)1允をhうご主たるiijf'先.{.1象は内'1二であ 1)，その|勾与l- と肉質の'作制(I~ ， N叶lIi

i1;にWlしてIllljf~(解析を取り込んだ研究も進めているけ

動物生殖生理学分野(助教綬 [11 f1l桁保.助手 Itijl'(iftfH;) 

本分tlfj'では~m手L動物の '1 ，: ~I'( 'I:)I~ワ:を通して，動物を効率的にJ:'ìJvlr(するための別論

と技術を民rJfjすることによって教育と研究を進めているけ尖験小動物から大家畜に

ポるまでの，雌4ftの'I:M*UI胞や受精卵を試験管内で取り扱い， 'tM細胞形成，受精，

初Jm発生の機構を解析し， さらに得られた主主礎理論を本にして，配偶 fや受精卵の

受精・発生を人為的に調節して，それらを最大|裂に冶効利用することを目的にして

いる。そのために凍結保存，体外培養， ijH針i自'"顕微操作，遺伝子操作等，最新の

ノfイオテクノロジーを駆使して，体外受精，性分別， クローニング(複製動物の生



バー)， ÌÜ- Ü、(ー・!主人 1干のì::!iiを lr~ 1) mっている J

動物機能開発学講座

jぐ子

Uill才し動物を k，J~(にその限能を Wí川するための /iJl':í'巳サなわ九 I":W 作地の・k: 寸i1';: Jfll 

.jHliJかん， 1i)J~句の栄 j\2'1)1 I" 1 化ρλ ，]:. ~戸(7)'j:J刑判'}俄悩までの多係会:/JJI"i'tをjぎわし

ている}動物l栄jj:fl'?，'1.1が縦十1'1;';::，元オ市(fI咋:)有午i':伝F九-資j拘!Milγ，、1下i

) 動物栄養手不E斗十学分野 (_j!手教tυf托J.: 'J、1リ!j'夕命左』州:1I， 日肋M教土十托え 松)川1 jf倣{倣北ι，Lω肋り山11T子二 xυ:〉ν;以山1，レ"リ:jl何仰刊中|ド1.r刊r口閃郎'!I川叩!I山山|口山;υ 

本分野では，公rt'I:N.'? 栄j't'1化ザ:から自'i)j'!21HliJ改jliまで， J ， I~ f従と 1，[、IIJのlil，j1111 

から/i)j>先を iJ っているコ iiJr'先k-j1裂は家市 ('1'.・下・ブタ・ウマ)Jえび'jJ級動物 lウ

サギ・ラット)である /iJI 究内科は以トーの hつに人~¥)1)される.'1)成!と:栄公と竹

・筋肉・ JJ日IJ}jの成長及び成lとを JI，¥)iiijするホルモン 2)無機物・じu .恥・じa • 

t¥'!g 'i;ーの体1)'.1fUJ :，) iì'í1ヒ 'I:)~j : ii'j化:i"';作自I;j，'，:での公j¥t:，{-;のif'i化・ l吸収 .1) ~禾 fE

行動:fi.rij料 j只lVlP:をl制日ijする '1'fl.{ tlll粁系椛f位、 ;j)自rr)f'IのIlfJ'It : H +: . fr"II"製i立1，¥IJ

l)rJ知可ーのかl ギ|としての幼ネ (I~ な干IJ 川 i J:の H~ ， i.J 、 これらはいずれも. 人間にI・Iする動

物の有効利JJ tlを11指したものである (390p司写真5参照)

生体機構学分野(教H 山本 J[:， 助教托 l買鍋 礼助手イin 1:争・杉本

~)ミ*~)

動物体内で、4Fj然と，'i.f本構築を保って 1(.いに測所に会lii11iしあっている*"111包とキ111胞の

交わすクロストークを聞き 11\( って 'I:.~iì の'や!日)'h'j 仰を，;光みとるため. {作F付祁i助物令骨般主を

i術iJ肝]庁「ず究tkι刈;Ji象返と して制紺制11リ!胞|出包の JI形|μ~!態l芭:主R や/ぺ生l七:.JI川Jμ川川If引f\機能を 7分j-{-'竹IJ物均'~/芋判.司n札|

で，，'生l七Ld命(Jσの)'1:. 正R舛tヰf!干干利科、1千|ト十‘1下i
J北H凶f刊件術~i“'J の li倒i)冴)fてヲ3先:Ell日発も進めている】 1) 'HII'( の 'Uiì 干'1，'，/・と 1宣伝(，{~fil)í( : 1I10:fL tr!'乏精卵や

，t舶))泉のl'決{乍H:1ilすのIl日発. JjJ1 (やJjJ11胞のiI'i.JJUM己減(アポトーシス)の分r;!iIJfiIJ機
構の解明 I 卜.引1I' (J)'í~や配II'J].]'の主化ti:Ulltの解析ο Z) J~~}tí: iり決と食料の安:~汁"1: :食料

を安定して f:l t*;tする J主 Hir に加え.食料の'iJ~ザ|ーを構造住物学 (1サに 1尉IIーする.j}(NiJ のIl日

発。 3)車Ul日包外マトリックス (ECf¥!)の'1:.}tt!fl.lf: : *"11胞の機能や形態を主配する

ECl¥jとキ1111]包!脱税りnの代謝制御機構の分一(刈けfJ¥学的解明。 (390p，写真 6参照)

畜産資源学分野(教J三 川崎 II{l. ;溝f:ifi 石 111'1主 ~'[i，助手北川政、n

世界各地の異なる自然的・粁I削(J• 社会的環境条件下の家畜制 j~tl:l里山WJの地*

とその動態f呆{-f・-それを利用した乾燥・主t'.乾燥地;:~;における新しい削fk体系の l'nl"

反すう家畜の気候栄養学的研究を通して，乾燥・'1'-乾燥地域の'Lv(. J-.のぷ制約を克

服することを目指している。教行，大学院生はl昨今，乾燥'.'1':乾燥地域においてフ

ィールド砂fヲE を進めるとともに，当 liJf究宗で問題の解析，解明および、)，l~能的研究を

行っている。 (391p司写真7参照)

海洋生物資源学講座
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iiリ;'((1. I;'~ l-.(I )'I_~句 -'~:f ;1)，(とは Ill~ なった41 引を+.¥"0')I七多くの'!J物資;1)，(を人i1iに'j-え

てきた この品市では '1:，物と J~'Ui'~ (1) 1 ~J わりと. '1 物(とくに，í(1_知)の'j:J'~'ULgの Ilbj

1I!llliljからitJl先を i住めており. j'ÎIJ;r:'1 物f~Uえ''j':と j'Îljìf'1 物 )'/1YII'("{:の2つの分tl!f'からな

っている}

海洋生物環境学分野(教+-1: 坂本 1 i_. WJf，d'l )jM!J;f也紀.L功f 5IT: J!11~必 . ~;li= 

JI"厄秀)

iIlji(， . ì占IJ の J~~!;'~ と '1 物との|幻わりの W(IUJ を t l1f'íし.人H~iiJI'先を進めている， 1人Jii"j

における・主主・リシなとの l愉 ;!i と点目 J~~J~'~ を上IU也調í'i"数 111Lil t1などで I~J らかにし

ている一また;Ítjì'(.'I ，~旬の 1 11 1)佐 fiJIVJ. '1 物伽11本に lufi された f~Ui'~'!I'H!(の Wí ， :-;1などのけ

允をわなっ℃いる， {t}!'先)ji)、は仰iWJ. 1求集・ fi!liMHJi・ 7ミ験・ 1IIIj保内H1i. f~l，治など

にわたる '1物のhAJJ'litw十|により制i)!lJスケールは Cntから T-klllにまで/えぶu

(391p，写真 8参照)

海洋生物増殖学分野(政長 IH 'i' 日己， L功r111川i1:1JJJ)

海洋におけるu;I)，UI物(i に;(~i ;':'!"U(I， ft!) の '1二態 -\"1)11' に I~J する J，q必 I'i'~知はの允

%を!'XII)， それらの+H手恥がyりJff正量t山C

(I川lリ叶j片「卜7先7先E を h以~Iり山lH川i日J している t 41-に， f.(1， fl'[汽;1)，(の'tt動縦十lIfのW(IUJやすf;I!;Ui\ 長J主 WJI日J1tの )，~fを

となる，1，(1、111の11古!体1t'1.r}J JリHこ，i，f，U，'，(、を‘liて. ~Ij'外 ~;JM1tと削1f)U肢の1II，jIIIiより. ヒラメ

・マタイ・スズキ・サワラ・クロマグロなとの1ftU魚!り!のノ1，:iIiHA，初)!JJ減粍， ft

JL~. (':f'I'~' .w~1札 rAi霊 11・訓 îiÎì ，内分泌'j:J'JI などについて新知|比を集，Ui しつつある y ま

た，ノ|二物多係十|ーに l均わる純|勺変 ~It~. に I\\Jする分 j:ti'/(I/~ ならびに 'U唱・ '1:.FL~'}:(ド:J{iJI党を

ifLめるとともに， ヒラメやスズキをモデルに '1:，i，~"との j じ '!ti'ゃ ffíHUj~ì;fEが生態系に 1え

ほす~;~.~ ~!.~:.~に I~l する 1 EII;~: 共 l'iJli)f'先の民!日j を j生めている (392p司写真 9 参照)

海洋微生物学講座

微ノ|二物は/ド|を|における IlJ句集卜t! の，f(攻~t;，:構成必 L-l であるが，これら微'1 物のj吉 (J;

的・']:)略的な fiH 十!j-や 'UL~ . 'Lì，~"とをゆj らかにすることを日的とした {I}I 究を行なって

いる、 ìi~;平分(/:投'U旬ザ:うj"Wj' と海i芋 J~l境 1:投 '1会物ザ:うj" M!j-で fllfh)(: される。

海洋分子微生物学分野(教長 I)~ l日イf'I'/:i， 助教J・2k n>i弘助手 山水fjli生j

*1を|における村殊な環境(熱水口，休地，外il，亦I判iilJ:J!'主， i(ii'，!:112Mi，((¥J揚など)

には， 4川;5屯f徴段を持つた待樟-々 の{微放'1生|佐1物がf生1:"臼也、している o ii泌ilJリl応戊土熱!払4水lけlに/付住J:.じ，心心むむ、している1超也HI-t 

熱細lが附正拘iの戸尚:)i況溢日昆Lに士ι対.ナIする適!応aム必と必;機憐b及えぴ、外i洋宇に!生ドJ:.ρ，
はI高克却]t.:て条「門lドtドでの適L応L戦出略作の角解!平1付州十相析j庁r，イf志一・イ~"，七 ;;\;ì側 i決imの免疫学的及び分f-生物学

的手法による種間・種内の識別，これら泌鎖による!が仰'!tH毒の合成に関わる遺伝

子の解析，海洋微生物による亦i朝 i~起の殺泌などの '1:，物学的 rli!J待11，これら亦j制法の生

産する生理活性有機イオウ化合物の生合成とその遺伝子の解析と遺伝子の導入など
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メ 1:. イヒ /;t:， 分 ('1:.物'下的 rì)2 によるこれら 11&'1: 物の'1:{十;の解 fVJ とそれら I~Æ'I:物の千「効

利附を 111'1リとして{i)j党している

海洋環境微生物学分野(教j-]: 111}jJ[秒、之，助教Jf 今JI. .f!I;， WJ了ー 勝以i'fj'!jj) 

海洋・ iiiJli(j . ;IIJ川において， J，I~I桂 '1.1}( .(í'である十，11物ブランクトンをIj l心とした 11投

*111 i:VS 1'í i や海必引を H，J~( とし， J~1j-~'~変動や人 !J (I~J l;;;~f~:~ に係わる時打t企:化との I~Jj虫で

liJf究をjJっている fか(1、f介i"'E紅矧[白!を j大、iMid;位死させた lり!{仇JI川川}日l一牧l!九恕飢'[を t与化させた lり)して人

tI問i悶可 lにこ担彼主;古~:を/及えはすイ仇('，づ'， t;:

し'ゴi'!:'I:.機怖のWifU1. ')色'1:.f-知，ならびに自立{'ì 'I:.物や殺{民1:~Æ'U均(キ1111拡l やウイルス

等)を JjJ しり七時ftLに優しい '~;i~JjWlil;土日、の IlfJ')島等を 11m している また， li':Jとアジア

乾燥地'lU-において，人J 刷十~~河UP!.Ui~ ~~が引き起こしたアラル均等の山'jJ瓦分化とそれに

f'lóうブランクトンの'変化をドJI;J1t している冶 t毛利|九~においては L成泌 iíî を， J;~;~の使

用状況守の IJ~fn地山jilF52化とのWlf系で調慌を行っている さらに， /KI)j'i卜'.if..:裂な í'~~

.ttbを情I&;するホンタワ=jj'iirru j:Hii )のうち，主任イli- ・仙熱':;~;.h主に分1tiする;1'ンダワ

ラ'lIi l，f~ のうJ、子ii学的fiIf冗を jiう J~がII"ìi'ì;'I~:ìíl}:J& においては， i楽J劾のIf;J!主"I'ii'i尖の機

fIIt解明を IIJhしており.そして'I!:illliiIL 11'1・F8iがit"iJ1
tい1:.態系に及ぼす;伝特についても

!制作を 'j~施している (392p，写真10参照)

海洋生物生産学講座

iftf.洋における 'L物 'LIキ:の恥たす ti~íìg を fUl らかにするとともに， 'Ui'?物 (;K，;[，:物)

をよりイfi1Jに干IJ川するための{IJj'先をx施している ι i毎 i下 'L~め '1:.1キー干IJ rt1 'j!:とii，似f'U知

機能.:}!・の 2分野で十IltJ&されている

海洋生物生産利用学分野(救託収 11 中Î~，助教托 、ド111 孝，J.t)J了二 本ド政人)

魚介tlIなど 1:に;)(1ポ物を対象として，そのイ[効利川につながる本健とLιfl)のI治問

題を仰っている i・'~:なものは魚介矧に合まれる 'rUI示物質(ていみぶっしつ)に|訂

する{i)f允， /J(荷物の析しいffil皮i!!lJ'，titと鮮l主行j'lfW2のIJf11i'!:に問する研究などである

さらに.魚介fJjの|人'J，長やオキアミなど利!↑J;)(i¥l'，の符しく低い水路資iIJ;(の尚l主干iJ川H

術についてもli}f'犯を 1住めている 3 このほかに， f(1.、煩なとJ各傾の海洋生物のr~vtn七、科

機構や!1:_rL~ðMJ t.沿いJrの機能に WJする生化学的liJf究も行っている υ

海洋生物機能学分野(教托林 力夫，助教J受 ft原i白j友助手 j-_I!}j' lE I事)

本分野はH下年度rJiたに発足したばかりで，主にiiif:政無{f椛動物をk.j象に iIlj:j下'1=.

物が有する生}'l¥， 'I=.!.虫学的機fiEをゆ]らかにしていくことを日指して研究を行ってい

る.現在， J託生動物群集がj船長の物質循環に果たす役割，脱皮現象を巡る叩'i{'iiDの

細胞生理学的研究，官If料生物学的観点からみた無脊椎動物の特'l'lに問する{j}f'先を i=.

な研究課題として取り組んでいるが，生態学，生理学および海洋学等専1"]'1"1てを宍に

する教官スタッフによってi主党されているという本分野の特徴を生かして，従オミの
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1肺|りIjの 'γ:IIIJ';上町の FtJJではその fiHllIJ に|以仰のあった '1 物'In() ，; ~'m ~~を'}・lm的なア

ブローチを，;Aみることにより， {.Jj ;七な以1::1をI.tlろうとしている

(393p司写真11参照)

V 地域環境科学専攻

人J:riは地上l、卜ーのほとんどのF'tJ也にわ J七つ C'1' {jし， それぞjしの.JiliMU~ おいて自然

f~'lJ~'~ に ιtLl::，して'1:.;1日している i この 1'1~!.~との ~.JLl::、の十五 (-を J~1J ;'~ I~: l人|の ，'1)幼からiiJf'先

し，今fをとも入管!が'1:.{{し治以していくための'1:.'>(• 'l=.i'I~'Ji到の明ましいJ去を I~I ら

かにするとともに， それを'X刻するための JiH控fl';;::，J.比，ムと、J川!川川|リl川J叫主術に|閃刈するu州，1川I1冗教7ηIを

はじめ.. 、下刊戸|防際z捺~(1凡l

-1 )月jに iがu米とσの〕イ小、さ L、叶IIし，;，1\位~I川l川4十勺:， 1 (iJ!党内I~ 111]， 1 '_;iを制|織作えし， さらに 4'.~[J文う)-~ì'

を))11え7Eばしたもの.cある た，，'月 "i行I;IJ を 1i~)1 Jし I，満州 17'，1/攻分~!j'から成 i) ."，って

いる

研究の分担分野と現状

比較農業論講座

III:'NのlJt~~について， 地J'I'.l'I()， 二勾d悦定n内甘仏， 付;尖?γγ，〆乍、下F川「的l内U吋;約仰11札//.1:ぐJ

'1:.'尚'Î'守中(ぐ:と j3沼:u心~'~の li) l;j f干 11 のとれたt民21r主もL、を|川1 J行して(1川lリ引I1先とg教ZT行tをf行lうh

比較農業論分野 (5教文J托2: j松2公~~昨}ザ別刊j'l川|ド問;牢辛 一 1川l加.助g教えJ托2: li野』りザ山I'I以山川I日刈|リ1 "正|正 μl

J也J1'或主ぴの〉t民1.干林本 ./水'K'>干'(.~~:業;に〆つ〉し「ζùi即IlU :，\Dと J~1}~~ 1111 :wの削点から快J~\ L， pl，j行の

J1枕Ilj能な }jlIIJをけJ行した(iJJ'j'eへとだ以させる

外国人客員講座分野

外1"1人'九:II (IJI'先行を1) 1心に，他うHf'の (iJI 先行をもかめ.多 fりi'Iな制点から !1~'}・ li)f'先

にと i)くみ，また1"IF?'¥ JI，:I"Jjill究などを.j((起する

生物環境科学講座

降水， 主勾~i日九!;LHιl

な刷j人ルh江V、と人官飢!のF作ド'./}斤「牟':(1川l目1明重動力のl制{ω剖北，点カか、ら，先i印川V川jすることを l什Ii'的'1旬l内Uとしている， ぶ林'1一世'‘t.
fょ休水 λ・;;::，ノ、イ寸マス術 J;~li命の lぷ攻分llfí-があるけ

森林生態学分野(教民 ιUlJl'h九助 手 I11 L 1 9~之・ i!~(J也，，'( (-) 

み十本は，樹木 -.[)R，f~として J~U立姿[!，I と州 1(. 1'1: )1 1 を及ほしあいつつ，イf続 . 1t )j~ 

している J 本(iJI究分好では.森林'1:.態系の機憐・機能W(oll)-jのためのiiJf冗を行ってい

るっすなわち，森林，[:態系は干華々の土器岐条例-の卜¥森林の刷物・動物.iJ:投'j:_物と森

林仁成・ Jj(.人;気・ {'Hilを|のHII{ f't'ltjのもとにがl物のl占11i:したエネルギーを利用し

て物質の術成・移動が機能している c 地球上の生物体の 9初以 Lを，'iめる森林と人

煩との共生の方法を生態学の方法論になって確抗することを日的としている υ 国内
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だけでなく然仙・仰計十J17などにおいて， Jj、J!I戎加t主如灯'x!'l知げiひげω!'山'1下'I()ド()な1応手村林、'J:.t.態ι-系f名:のI比仁1.:.'1牧|

ための ~fJJ~.訓出制u任e1mi正1刊{，川i!I"J'先E を外|ド阿~I 人{，仙lリ川)1'冗花行と j七引tl，ト川"叶，)γdで('.i准住めている

森林水文学分野(れ)':.( 小1'，合計di，llM:zj{ f:.， f'-，，¥ 人， ll}J了二 ，)、杉 ~';J( J勺

4五十本のよiーっ J~Ui~'以令i九 íìË:のうち 1ーとして J)\. にI'l)わる"県~1Jlをテーマとする 地球

J~1Jt~保令に 1 j!)わる川!也では伐材、のガス公J興作t能(!/<~t W{， 阪{ヒJJ<.. ~，;公 1P，~)の'，Ë.kd

的fiJI!1り). i'.t"-十本 i /iU&(!) 点目 11~ 1J)d;UII?の fif(JVJ があ 1) . これはIJ、lJ'iz~~ ~;， '2diJjヤJ也f;ドii，，"1I乏化

問:lii.限↑'1:1:1・JI:Jj:tuの)川町，)I'，'eとして，F:'!tである ! ~体!'I(j には{i少山化と紙化 'jf 't • 1;/¥ 

'市林，~~令.j ~H;J のありノj .門主↑ll:I，jとみ林氏むの川l也につながる l山1¥立であるけ

J也h'V~'Ui~j1~ 令に W) わる IIIJ :Wでは. み十本による流1'1'1Jk.hl 、|叶Vi， 1 ヒ1'1:JI) のうと ~lt(l~J;j、|イIlI i が

ある それは i:，としてみ林 I'，Jj(I，;";， 1人lでのj:年水のー1I.¥I'I()ltj:w/によるものであり，その

1友情をW!Iリlすることにより，保体のi!H(jILJ"RHUiE:.水;IJ日かん長lMiE:カi1:-1ιulliできるこ

とになる l このうHj'の/111'先は1111I; .;tよ林iikJ!'xでのi!，j)史・|イi[tfitのう色'Lti:H'lfの人!と{i)tliJl宛

としても'F:'atである

バイオマス循環論分野 I.J1H2 4~ 111(¥ 助教1'1 J " I 11 ，:，j 1:) 

天然の '1 佳子れと"品川111~ I三ノ、 fオマスのfl)JlJ ()) )jII，l'I''J:.を構築するために，ハイオマ

スの'1'で)，::(1'0にlriも多い+:'t'tNi物の判:j':!¥t.ti"ij!~ による町形成のしくみとタケの，'1'1と成

長の ti:~fIIjについて， 'L化7・11ななアフローチーから {i)l'J'e-tるとともに. シロアリによる

木村のij'fげのしくみを佼1)見|人JI!;('I動物とセルラーゼの'1''1:'['[をIVJ辿つけて{JJれEしてい

る i また， t'みf毛M計、H'休、水本が '1ト今 1態L広~i系f名ミでjパlυf克W1-í化ヒに 1恥;た寸す一{伐}古tど川1

いく/水kに i出f符?パ{jぺしている IJ成J戊比 3分rの変化υのl"分上 f析l庁「によつて f~!(卯lヰ引(1川IV川り川lする 11州i)川JI"先ヤ' 掛け~'l -t行f!l刈句 Yt と

しての樹木ぴ)イfj)J flJ川をI'xlるとめに悩本のfl:悩iiや然'1'にffまれている1:投Jilj亡ぶを分

析寸る 114 のJ，1~Ú!と l'l(j な{JJI'先を ii -)ている i

生産生態科学講座

自然1えび伐林'1態系をti1i成する"1物. 樹木， j止!.ll. 1:投'1物， I上 主勾L有象J ノ水kに' ガス

なとどdの動1態ι とそれらの 11問l目川iりl に比んオれL る州 l川1.イ{竹1 川ベやJ 人 11問iH川iリJi川，~日リs助b との|限閃2対l わ lり)について IIJ物句

"f:. ~'物句 flP:/‘;':. 1化ヒ廿'J下i

i崎卯A浪:勾境t制{御何印l十''f:， ぺ ~!i虫台剖R骨則，↑h付川1，げ山"自'í -~判飢削|民山i札1:山i日別i日l ゴ発E'字の，.I，U文分野がある i

熱帯農業生態学分野(.J!H2 他行利丸山.J!k托市IUIH栄ifi)

勇名，;17 を'1'心とした C~ .~~ ll:.rl!~ ~~において . J~Utl との 1制干[1 を|刈りながられ:物 '1:， ，:iーを必

定・ li'JJ-.，-tHi，じさせるJlWrllfJ'ItのJHi，主として. '1:， ，;[i ) )を!判定する気事:J¥')J山県)!，I， ~'J 

にJj(1I'J収J必安川のW(IVJ. 利1:J也・ j也j或J~1 .t}'2 カサ川1'I :~~J. i，ft~. *tff-n主任'!;~:fl 物の'J:.JlI! . 

'1.態に及ほ寸 ~jr;'.~~ と lihj -r;ーの +II'Î_作JiJ.、ìf~ びに熱':I~:fl:物の分布と(ょ、舶に WJ して JiJ l'先を

行っているのさらに. '-[:)型・，[:.態研究の・!??の発泌をIxlるために. Ui( -，[11'1物ーた

気系における水分動態のii1 i!!lJ ì去についても 1:目覚{ij[究を民 IJ~J している}これらの{i!l ')'ë
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はIIW'Jのみならず，日1)外の1')oJ係機WJのM冗r;とJt1，，)でx施するけ

(393p，写真12参照)

土壌学分野 1:¥1，{十三 小111，:) I::t. 1リ')r 111'1' th'.J・欠|人1~'~ J.-:.) 

地球J~'i.t;~ (1) tIIi J&'反主であり. ま d七人I/\JiM!}J の)，'~刊誌でもある 1.肢を保全し，その能

力をぶ'Kくれ幼にflJIIJするため. 1 一肢の~!jtt を l リj らかにするとともに. Lμ~~ I十lで起

こりつつある，iFim象をW(llfJしようとしている ! ~体的には. ~1111:キ己の安定した食保

供給が悩く守Jまれているアシア・アフリカの熱':i'iHjJ)!，xや乾燥Jl!!，.hJdこおいて Ui(資

iIJ;(を，'，¥1主かっ付税J'J0に千IJJl J-C きるような UjllJ巴沃!主:t'\， JI~iLの il/htやそのための恭健

''''j怖をWfll;する 1JjUJ，~ ft. 1)也氏iIJ;('ll'ifl{システムの怒備にj!JJするliJl'光とともに，桝

j也卜はの夫刷物JI!!↑'1の止;化関構や'f.:~，I，~による卜)kJ~UWJj 染の'j~態と機構の解明・

ìú ]Jlli.~J也の熟'):111 化 j北ι 't::[1，1の解析. さらに I-)j(i民h幻こおける 1k分の動態illlJi，l'lJに|渇す

るfiJI'先なとをhっている U

微生物環境制御学分野(:¥!Hi: illlll'，~}也助教十三 " J 1 ー仙、 UJJr 川'1J+，，;¥c)

j:投'1物はJ11lJ;k'jîL~ 系の'1'で物抗的環の Ij l心 IYJ 白川を11¥うとともに，動物や何l物を

かめた他の'1物倒と多怯な十tlJ r'J~Jf系を'ÍI': J主させてきている l ところが，入信!の持っ

ているi¥校'1物にWJする的yl{I立大変少ないものである u そこ-c-.本flJf究分野では.1f

Ni'I態系における微'1一物のl't，liIJ， if Íl lli と.その mz'l 物J~1 j-~'~の ilílJ 術l に I~J する本健研究を

iJうことを 11(10としている、 JJl{J:は.M物1iijJ!;(糸:1犬If-i. rli(物エンドファイ卜. 1半l恨

If-iをffめた. 1羽町i. fI1i山自叫1物旬ν机，肖訂'ゐh仔:'1::川:1れ|

i似Jれ!'乍、1下刊i子シI日的ド内削(甘Jμ{“州iJ川}月1>先' 系統WH系の角!(Iitl..i:Ufdl'j '}'I{のWHJi. 1ill'I:.物との|幻係解析なと二 微生物

と J;W~ とのWJf系の J~!.Wí に必裂な J，q削i)f'先を f Jっている:

生態情報開発学分野(教十三尚Jí~i~W. 助教l2 尚林純ぷ.助手 矢肘修ー)

['1 r!~ /えぴ lた '1 態系はともに多除な 'L~却の JHfの卜今に!戊 1) ，'，ーっている、本分野では.

'1:.物II¥Jの十11J[・作111.れーに十1((物 rMt-?;.-.jlll f走行の 3{;-1tIJの十tl1f，l'Ollにl人Ju:する多様な

メカニズムを従米の'LIi虫学の手法に}Jnえ，情報物質の解析に1[片!な化学生態学など

のru;もキIlみ人れて総合的にii}f'先するいさらに，このような本礎的iiif究に}JIIえ， !~i 

I立訓干11 に配慮しながら '1:.物 IIIJ 十tll[:flド!日の人為的なJ判1 の I'Tíì~'lt を照る ο すなわち，

イIリι.{i I!J節足動物II己出・ダニ苛!など)の生態制御を;念日'ffにおいた天敵干IJJ礼化学

情報物質の開発利用，相物の防衛 ij\畑作の解明と品係改良へのL~:m なと‘の lijf'先を行っ

ているο

地域環境開発工学講座

「水をおIJ1) 守る」ことは地域環境を創造する上で最も正t!~なことである.ダムな

どによって農業生政や生i首のために必要な用水を開発・確保し，それを農村地域に

送り届ける水利施設は地域の動脈として重要な役割を演じている。施I没である心臓



](";:J:~'c J1!1:~';:・ ii!1 先利 . J_た"?日1; 373 

( Ij( iJ(，()と Illl什(水路)をJ主1)，二J:ることについては l施I没機能 1:';>:分担FJ カえ Ifll

if記(ノド)の流れと引をなf ましし叶犬!l.~ に ~:fí: -t，í ・ tì'JlI!するrnl:Wについては「ぶ資iJJ;(利tFJ

1:学分肝」がそれぞれ11 1. 、 li し，機能的で、 'b，'~~かっ自然に円以怠した水利施設系を j主

1) i.i日かすためのJ1i!.，命とH1小lについて{iJI冗・ .t-ki'iを1Jっている υ

施設機能工学分野(数十三 長行川尚 j:，助教花 村トー ij'i， lJ}J了白 浜11俊M>本

111 LI~ ー)

民llFl/j(のためのダムヤ取水胞111あるいは Ij(出なとの水利構造物が'i，oとをf呆つ

だけでなく， Jr'iJ.i立の;it制や人々の気十干ちとなじむrEZinをfJい，保動状態を安全にtr
J:~[するための J，I~伐となる I1乃花をわっている) fJ~ えば， Lやコシクリー卜などの k木

材料の)J ''t (I(JYI 引を'j~験 (I(J に，IJM べ， WH'ii"パ111命をIlf!'I色しているu また，i主造される構

造物IAJ辺の;it制球Jえにi也fTさせる以制l泣ii!'をわったり，構造物の!人1<';1;の状態やその

争動を子il!lJする子山や， f:ぷ動11.¥における憎造物の'b，'令官-聞についても{iW先を行って

いる》

水資源利用工学分野(教民 j.uJ J也利!弘助教託行，¥tI¥J IlW，助手 、ド松川・ナ:

iJU料1:..) 

;nr 111・水路系， iilj: i;う・{出ji{~系，地1"水系におけるノkの流れ.物質愉送現象(水質

変動)なと 1}()~1杭のタイナミ、ソクスをコンビュータにより解析するための数11f (モデ

ルのl)fJ'Í~， さらにはこれらの IP~1 .ti6 を Mì直に íJjJj御するための }JÎl~，命のfiJI>光をわって

いる，例えは， IIIi'{';のWJj主では， Ij(利構造物(Jt民やゲート)を合むネットワーク:1えに

述411したillJ)11や!Il付I/K怖におけるiiLれ， J証分やノドjillLによって1&;1';，1化したiilji巧. i~1J i{{' 

ダム等における三次凡;あるいはつj(;eのidlれとノド質変動， iiu i戸地ド水へのJ包分侵入

問題などについてがi しい解析モデルの 1)日党を准めている υ 後.r;ーでは 1准{引住!1~iD飢')[1水'K~路待シス

テムの白動化のためのf芥干付干科純唱4応削UI山iI市1I制I1川|

る水質の符符， J坪宇.市Jj仰の}f i}; ，命などについて尽伐的かつ1.~、則的な {iJf究を行っている.，

地域環境管理工学講座

豊かで先しい山凶令問のむIJ11¥のためには，士J色・水・物質や熱の動態と，人間出

動の動態をJ巴出して， .1:地利用や水利Jfjの計i由lをす.て， 自然環境と JJM干11のとれた生

産.lti市環岐を幣備することが求められる。このような地域環坑の整備・保令・怜:

埋に関する理 1:学的.Uli山i学的{iJI究を行うもので， !K環境 L学，農村;;1-1山i学.地域

計|削学の専攻分野がある..，

水環境工学分野(教将 三野 11&，助教侵刷野治彦人助手 中村公人)

農地の水環境を最適化することによって，農業のIt_Pi'~ '1''1:をlilJ_仁させ.良川地域の

振興を図ることを目的として，Jl.体的なift.i段排水の技術と，その;刷楚となるIJUr.に

ついて研究・教育を行っている。慕礎としては，陸上の水循環機憎の解lyJ. I)j( 1]<. 
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の状態と運動. loJj'tII'の物11移動. ，~~ J也の!J¥1t H"X. J也卜 JKの ;IK!~~ と i出動. I:J:j JKの i~[

/1'1 t対比なとの{i)j先.r-'z Ttを1r ，)てし、る ま，七.IJ-t :~~~ Hti ，出の'ltiヒに1'1'-う)1]判|ノKT干Jlllと

そのk:lJ織， WI'~\ ノド干!Jを制h とし/':. ~ïÎLJ1'X '.K :，'1; Jfj!.. JJ，11 村 J也 J!抵の J~1J~'日 iJ 日立~jJkっている J

農村計画学分野 l.r'z托 I'，':j t白 内し山教J':i '1ー野 11:) 

'1 )~;自で 11:みよい fl~~・ J. たしい JJ'll: -j〆j くりを IH~ して， 什JIP-_nせな u也利川をlぜlるた

めのυ1IIIIjfiJ、の(IJ!'先をはじめ? J~~ ~~~' 1:. 1)( J/~ ~~:tベ， ! I : i1i J~'Uì'2 ()) t~ (Iili Li ;時に資するための

111i1 H)j 'f.~ Nli ¥' ;;~ 1'-1' ，i立断. ~;~ I~il. 1'，トー水辺守の'1:_;1日 J~'υえ悩112 七年iJlii の， i11111j ，:命的 iiJl"先をわーっ

ている}川ーに1!';[i止では， iJt 十]"'I:， (/i の十)~j!& '1"1. (~~('tt 'I'1ーの IÎIJ 1'，と "1!J.~J~υ立の保守?を[\tl る

ため.J;'l f.Jにふさわしいノドtt保令ιJ~'i. ;; (1m t~ (Iili， i 1IIIIj '，~についても l[y' 1)キ11んでいる。

地域計画学分野(与えJ-2 小林和 J.--:t'!I;. lIJJ f JJ(~!Í' 作)

J也JkIを)，1;{i!;1にした rJ也JA，¥li1iJj及び u也千IJI!]，¥I [liJj Jに|均する投打・ MI允を.計i由j

Jli!，i(iii. ，i[ 1IIIjidk，:(，ii. J也h長 7上十Ij' ，i仏 j也M;1I 1 i11jhJ、 lHi} とJ1~胞にわたって 'jミ施している

4jに司 IJ也Jk，i[i11lj.Uili flJ !ILlIlliJj íitf'z，自の ["II:~~1りit ~ [-J也利Jl J の 'Iíd~~ メカニズム

!えぴ[-J也flJ川，illllJj下iJ:. ~) J也峨，lIlliJjにIりする'1I';mI，(lJ，JIIIシステム.の :1点にiIJI:先上の

，F:/，iをiit'.，いて L、る}こiLらのIdf"!'tl土. [EII}'Jは力、りでなく.IliJ[際1'1サには. ，]ーロソパ.

アジア，アフリカl治[liJ()) liJj'先行ーとの[lill:~~ ! t [IIJ liJI'JcによってゾJ泊してし、る!

生物生産工学講座

人1;((にとって小川欠 ~f引|を. '~Úlli に'必定して， ICJJIlll刊f今に'1:. 1)( し供給する必裂が

ある J~1J~~ 1~~ 令， lbド'':'filJ;i (よも配信しつつ 'I-Jj'i ・ (]I、給に [~Jj出したj[，¥1々 の千はからシ

ステム まで. ~物切如J'I[(附(げ伺f山的|内~J. t紋'zJI川Ii!杓打削lりげ川l'山白1ド'I(Jド内(ワJ， ↑仙lJ山'i'I祁IH:利科|卜、1下i

f汀fを{れjうもυの)で.民主システム l-JJ・.'IJ'(JjIW[l 1::/. I;'U(川11:'/ 0) I ，I/-J~ 分担fがある 1

農業システム工学分野(教iJ: 1IIIh，-:l f.~~. lIM'z托 立川 lIil. lI)J r di Jj( i{';'・

':;'; J-J_，().inl;) 

Ii-~ ;f~ '1:， 1ネ・帝王iT システムの JI~jl主 ít. J~1 j-t~ にやさしい 1 / 1:'1 今日ríì~エネルギ干IJ川システ

ム. h!1物iHI')ilけ削1'，による'IL;]i!J他11. オフロー|、'!(j，l，jとJ也刊誌との村1r(. 1'1: )11 Wi析なと

のIi]f'先に1['Xr)来ILんでし、る fYIJえ(f. 遺伝的アルゴリズムやシミュレーショシ r訟を

!日いた大別件'~~f;~~ 11~ 剥 l(ìの十淀川化体系ゃイ1・ tii!l山iの trl:j也化， メタン発併による住宅l経

常物限仰のエネルギー化，イI?IIIに中nらない"ι気トラクタのIl↑J~色，刷物の恨の動きを

微小ないひをとらえて検 1'1'，する riJ~の IlfJ 姶，京 I~j アシアの水 111 で{削Ij されるトラク

タ川，Ui}~ii'; の尚'1"1 能 ít. コンビュータを日li似し;1I '¥;， }J'? liLをIfjl、た機械と 1ーと

の十1I1f_作illの伴内「なと"iJ{)f.:(ずられる v キーワードは政j也システム， }~11;'~ ， バイオマ

スエネルギー，十11(物lt'HIi.オフロード lドI:pl，jけ

生産制御工学分野(救長 悔日幹雄. lI)J手 付目存!多・飢fjl，iIIl久)

夫婦三人で、50ha以ヒの約件を可能にする良作業の高山自動化. fl1:環5tH刊『農業
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'1.，す:をゾミmするための'1，';rlz化JlH:JにWJして. ー人の行主計が彼放の出作業t~tf't~ を J栄

作するItY:i'υ:'1'-システム， 1'1 fI!:，Ul' '111，I，j，民主川口ボソ卜， JtiJJal(:ijfLiIおよび人 1:1!，') 

~~， i!!IJf，'，:シ ステム (代c;p討引) を}川川|リlハL、たt1引)川川|リ1'サtl川印|ド，1，川lリJUの)1いJJケ'，:ii'ドii'内斤''jサ'，t川"

コンパイン Iおjよび 1)りiU正11;<:'1ドlによ lり)，υjリlil!川!IJリしたJ[i;以l{:' 1 )T1'I1'i椴をj也j'l'-_，I，'Hlzシステム

(GISlをI1jし、てJIJ.~，:， I-.Jkマァフ。を1'1:)&-;)'るujf'j'e'教ffを11'っている I こjしと、iT.h

して，料|うん1!1i:. 11~~位慌の機能I{'J トーのための!iJl"先， !えび細胞の物j'I!4WYIに息づいた

Jj~J}(物の物Jltlq '\'[''1=. に I~J-4る!iJl'先・ .J!zitをわっている

農産加工学分野 (教J托之 i池也ω|い川11i"¥: r口川川!I山1;，Uω助~jβ宇紋士Jほ乏 J)加')1川11Ji峡長，宏』去却:r川r日印'!I札!I

!成&l

以後後の111l';K / I.~ I~(物(家市まで ffめる)のrIt'，t't :n; j~!. jJ( HJの)，1;i!止!'I(j1ii 1 究及びJ，~， JtJ 技

術のI!H'I色を1Jっている)却JLμ、付従t的!，川iJ岬j川f究では/刊生1:物1体ド料4付Fイ白Jの!品i市打什削，↑性|

t法j去;の|引間i品別;日l'I拾色を I11川(白'I()ド内()とし， J必JllH術のIlf1'ieでは11liT{竹;j'[¥ 0) 人 CJ;ll lì~1ヒを 1';(1 っている、 j)i~ 

えばIjll ，q: 物の 1111111 を定凶作j に il!lLょするために IIn[!~! i;(iJ)¥xから必('j'iJl ii!i城にわたる段階

物の ('j'山41 性の{ij卜7E-l低気判↑'!:O){i)j'J'\:やそれを L~'， Jll したスイカのツ~ìl ，il .メロシのね'("

li . 111 ，\ち ~~;-JHiJUJ丸iI i l!ll やマ f ケ口 i皮じ「による l竹内l; t，'I~.i立のi!!IJ'，じ jlWJ の!日..J )t . ，民史';r伝; 

物の色彩可 l仁喝:J山:主勺川:リヴ(的'1下Wド内(甘'J'↑f什性1"け附"1↑|主坑{f口'[ぴの〕刈川(引仰州il川I1党を十h村納I{山川I自川l川1物均刷1付休f本、のi半判紺制(:1市叩111川川|リ川川II川I1臼包凶f悦i体4ι.泣と|限問弘則1.;坐つけて{一Jうとともに' 人 1. 

ニェーロンをlω11したI[II'，'{'[~"r J'Hの生Ilíì~ 化Hí付の IHJ 'I色も，n-LgfなuJI'j'eX.]'~~としており，

f)i~えは ， m{J:化}'1ーや!ぷ:Xの，11I1，'f'tllj'，Eシステムのlijf'先I}fl'IeをfJ"つている I内人付Ji川，自品':i

i測H刊則!Ilリι1]'，屯江するために j近止，ぶAか4 外ポ線:Jj，泉:jt)分nたtう分上 f析!庁「 σの)1.とω‘~J川川11もu州iJ川w先のI刈J象としている、 また十士位:立:1~物切を l出tj' J~，t 

するための

る F l」出川品1UV山iJh!h l fT抗，t{竹;J'I'-Uの)X汁J宮象とは動1物均にま-ぐ1反えんでお lり)， どlLu:ひつじ及び和'1'.のI怖さ f討を利川

して11"1休を，¥i1'I)IJするi，月'先もねっている

放射線管理学講座(.J!UJ: i持政民弘，瀧印li J.kll¥lil日H!j;，山千 円本科・ ill附政:~ ) 

I!;( (-}Jエネルギーをは，'，-て.人対!の，[:，i"，fiとえ;化をfkかにするためには. 11;( f-}Jの

和JmにiJ長'1ーして'1じる欣射線のリスクを，1:しく，iHllliし， }j'J:. 身、l 紘の I;i~t';i;:から久紅!を'.j'

ることがJ...:tiij 1;'{であるい時打:'~q-I には多くの1'-1然 }j'J:. ~.ltl:校械がú:{!:するが.これらと

人1:的にれられた Jj'，(J'H'I" 1 十~H'~ をうj'\}lj し，それら人 1:放射性紋織の人体 ~j~.;科を定以 I'J()

lこ，if1J1liし.}i'Æ，身、l~:jjt 干IJJlj による{史九卜とお{うとを JJ;U.t~仇げでと放射線干IJ ~Il 0)附jIII i から f~:( 析し，

放射総利川の I1士通化はどうあるべきかを探求することがれたる{!)j究 I~-~~!起である 政

射↑Ij:物質の気|荏1. J也|乱水|をIII¥Jでの十11J-i.移行. '1:.体|人FCの動態， Jl;([' JJ施次|人lでの

放射'1"1:物質の動態なと欣射線のリスク，ifíllli と，~，令取りぬいについての jit~伐 iill 冗を 1 J・

っている， íり|究は j:_ に大 1;反 J{.f熊11~ lIlrにある J~l f-'J:J iX~1ilijí においてh うけ
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羽 生物資源経清学専攻

イヰ咋」文は， もとの民林*fU1'下，.I，U文を， 11.¥代の昔日化を附まえて， I11制・的化した{iJf

党・教ff分肝である f児休業は，食料ベJ木村の'1:./)('.1;-:， '1:物の住民.11;Q IVi機能を人

11¥)' 1 :.l}j(こl}i竹、すための/)[.業で， 人知のIti:山とともに台以してきた。その発泌を科学

の i''-J劾から主えてきたのがJ}~''l・というマ:IIIJ で，そのIj'の 110 ーの社会利ザ:系分1Jfj-が本

IJiJ交である

伎十本地，労働}J， 資本という農林市物'1・/)r;のための資ilJ;(の利mをめぐる問題の'1"'1

T{は， 11.\ 代とともに大きく変化してきた、今日では '1;，主 f~~抗と，llMtII した'U去のあ

1) )j， [EJ際化への1-j/.[::、をIlriiEにする同|際競'f'}J の強化，農林業ゃr，~111 十!の多 /(tÎ的役

刈の解明やそのlll1il[t( ，W ll l1 i 等，約 i汽"t J'J~，粁 'i;\''';::(J~，社会学(J(). /伐史学的.ff学的な

)j i}; と制点からの iた休業・民山村のiiJf'先・ ~kTiがIlillWI付\~~~f-で j住められることが岳

製になってきている J

そこで， 1三'，ljJ交では;大の 3つのυ待/'I$細!えで{百十先に11¥(f) *"み， また教育を行って

いるの (394p，写真13参照)

農企業経営情報学講座

この講ドÎi，は，農業料'l ， i，・ /1 ぴi兵 ~I期 j主，in組織のマネージメントとその jêJJ( に|対する

fiJf究・教行を ~Il '.l í する「農業中Il織杭'F111:」と，民主・*f/F~'の iiR併↑，'ít=fU1 び会;;1 の地論

とL山IJに閲するiiW先・教ffをill，liする i~:f'r;\"h科i{会 μI.''{:J の 2つの分野から構成さ

れており，資j目l利mH本の*f'j;~' 行動と粁'['\叫11克をめぐる|玉|際比，~交を弔:悦している、I

農業組織経営学分野 (~j:托 JJj主 1~築 J九助教花氏{'，:[j I:~ ・新 1111;易{-，助手

，'{!I!Y' 下)

Jl!J::*紙付/えびj也Jpx Jt~業 ;i~.*ll織の構造と行動，、ì~ びに:n:JI~ システムと発民プロセス

の究明を行う分野である。すなわち， (1)家政終':r，¥" .協染料'日・企業的統I[~~'，ある

し】は it 人統合等の倒別農業粁'[.\'の憐j主と h動 11;(瑚の究明と，それら経'f;~'の診断・ l古

;nri};の開発， (2)例切JJ民業粁'j守が組織する各種の協業主IU仇その他の地域農業諸

組織の形成と民間に関する論理の解明， (3) I辛l 芸や也、 J)止の J)f~地形成及ぴ仔地問競争

のメカニズムと農業j'l.地問也の実証的解明;並びにそれらを踏まえた地減農業の診

断・設計手法の開発， (4)農業におけるマーケティング，その本株となる農産物の

流通機構及ぴ消費構造の実証的解明.アグリビジネス，フードシステムの実証的解

明，等をテーマに研究を行っている。

経営情報会計学分野(教J受稲本志良，助教J受小田i必、晃)

本分野では，家族経営.共同経営.そしてこれらが法人化した会社経営など.さ

まざまな経営形態(企業形態)の農業経営'を対象に，これらの農業経営に関する絞
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't，~'形態11A1，粁't;~'1t Jlt d'命，キf'i:¥'竹;fll"命 K:'t'F1・'I't'ifIi，i命， 会 nl-Jlt! ，;~iiに本 ii拾をおいた ií丹究と

教育をわっているい q-，¥ ，こ，本分tl!F の (1)1'先と教行では I-ii~の f~L命やゾ'ii): と1ìí・せて，

農業粁't:¥'. C-~ 家， tt 十J" O)'j~控のう汁Ij も 'fi:制しており trkj立の，[1点的なii)ト先としてn
Fーのl深阻に11)(i)キ"んでいる (1)民主法人粁'{irの党民と itf 付JI'~î，ぷ・粁'iキ管f1!! ・会，;-[

)j式に I~J寸ゐ liJl'先. (ご)集広 'l';-~'II'L の -jl:;)j( と粁，[;~. J形態・料';:~' ~~~~ ~l~: .会，iI-}jj_-t;:にr}，Jする

liJf究， (:)) Jl~ ，;r~粁'j;?のiif什'I i'i W とえ;伝システムに 1~1 する IEII;r，~比較 iiW:i'è. (4)農業サー

ビスとサービス "Jit1本の民111Jに/YJするIrcll;r，qヒl絞/iJf'先. (5) 農業における人材の催1~

. iJfj ~t に WJ する/IJI究

国際農林経済学講座

この，ilYiHιは. 'H虫卵.tt;.:と tE林業の!キ'X~ì市動との，ilM+11の十n/lからの地域伴内のあり

)j をit)f究・教ffする「地N(J~1杭粁済学 J. 人11.食料!日j足立と土器境保全に関する約済

政策をltJlヲず究"L. -*欽H行fする '_f丘Eリ干

粁)，消P汚M守刊t政~ ~'治íi を/1州1リ川Jl'1先C' 教f打fする ， tみH林本.林 1染t'~祉;止政i 策，ρ7学、';:子?ん:主勺:υJ. ~t JJ( jdi卜.['li] の民主・農村の ~t!ぷ

とImr，HIな訂正にWJして/iJj究.t-えすする r1五日:祭伎十J'It!l(論」の 4つの分好から構成さ

れており .tE十本来ーの1)(X~ i'，fi ffi}J と '-I'~!L~環境とのよi/kj fll をめくる粁 i汚・政策I~t-的 iiJI 究と発

)j(j主 I-_[KI の民主・出村'ÍtJJ~の J (体策の附 IljJ を 'ft:十l~ しているけ

地域環境経済学分野(教托 加t'iJf¥ 1'.丸 ωj子 I14仕上官、義)

わが["1)えび[1卜w作地域における民林荒川動とそこでの;NiJ!，l.環境問題との付jf[.I¥'ij 

係を粁済d、;:: (J也 J!o\:Mì汽，;命.資州市計汽"仏 J~1境粁i汗"命，農業貿易論など)の \l_ J易から

JfH .i命的・ ~j~，ilEIYjに分析し. rrtij-f'i-の，t1，¥Jfll・保公という制点から tE林業地域の持続"[i砲

な強以)jri'Jについて開;Jとしているり )ji):"命的にはrtll(粁消1n.-t1体系と自然資源勘定，

地域J午 ':[j主 I~J 分析.マクロ粁昨 iJtfi f~1 と j也MJ;'U克資 iJ!，l. 粁流行J!lJモデルと環境資源保

全サーに問するli"I-:I::*fii千戸的liJl究にlri(1)キ"んでいる，.li)f究対象地域を同|付のみならず，

;IJj外の先進I"jや発民j主トーl到にまで広げ. 1王1I;r，~)七 1i IJ li)f ')1:を債初irl(jに実施し，食料。・ u

j涼貿易と}~:tJ立保令のあ 1) )jを般信してきている Q

食料・環境政策学分野(教J--;i: ，，'HJW、!と，助手 浅野刺!大)

民業にれイjーの以外j的・ fe体的・尚JJl的特貨を踏まえて，農業が*たすべきた卒、|の

安定供給やIEfj:・深境保令などの多1(11的機能の発仰のあり ;jを解明するために，目1

，~政策に限lする牒論的・ X ，lrHドJ研究をわーっている。特に，国l-(Mi汽における民業の

f、:，:II斤1.Jけと役割，農産物仙i格・貿易政策. '!:_pf.政策，構造政策， J~1j~'í政策の件分野

における政策日係と政策子段の体系.及び日1:掛Lの食料や続出発以の問題などについ

て検討する。さらに，近年わが凶で問題とされる農業保設のはil'-Iーし民比物怖人じl

由化問題.環境・資源保全問題について，欧米先進諸国での現地調査を踏まえた公

共経済学的な政策研究も行っている。
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森林・林業政策学分野 I-f-'ul 十円 '~III [1'1.品川 氏 Rlli{. U)J l 大川1Jト久fr.ftJ

t~ 休[土 1げ i 行1'1'-) Ittíi主と~;~i"I' I'() tf:Ui色をj，¥っているが， これまで林 t/ll~hl行動を泊して

IliJJ依IiEが卜令(二台JiI!されるという与えが舟QIY)であった J しかし，今11.林業の国

民H出1'1!)f.'o:ii"tま土台、材、に)，Jする1[11(1'1!):心"誌は大さく交わりつつある i 本合f!jlf'では，

粁tJTの IL，':jJi 化に1'1'うi'~H ・十本来())あり }j を J川11'札ι!Lhい"川'1副l

lい川l巨川;サ11ド限;九η:なT化dの)川lけ小lド1υの)わが|い附E司|川+休ト主 . イ本、{付、イ1'1:斤:(キ[:r来i2()の)t情i荷Ij，i山立山Uωl'自的'I!)内V引う汐f汁十析!げr.本1'1'，日記日をめぐるμ1"'~I: 的解析.
IIW、j十本来の，:j'J也川村 'fl. ri打外Ilq休業との比'!i'%JHli'. r~H;の J出Jil機能に I~l わる外出産F

ili川辺などにつしドζ/IJI'tcをi(tめている

国際農村発展論分野 i%-%t"j: .1上 I1 1，1，;.品川1I 戊LLliJ之.UJ)了二 '1'川義II{{)

1~ 分リ'f'()){l) 1 先・ .l'~TiO)j}げti:;!:. ~tJl(j主 1 '.1 1<1の tE 村・!?;'永 K:fú守や民主 /í:l~門における

ttlt:1，飢餓， tt 十n、の1~WJ.ì並止、の川 ~W. 1;'1!干物の~;fLì凶 -fT 幼・政策tHJ11ü.人口保発
と;;'1~'/ì)'H!)J}) の移動川w司 tt 宅金融IHJ ~出 . IJ、1'1:i!il] 1主liiJ:W. I)J(.水，本林といった

1'17)~:;'t i l!;(川 :ffiなとを ιJ'みに，これら，i ，~'IIU 胞の!判定安 1);1 を I~ として粁i斤下的万i去によ

り分析し.これら，i~11日目立のW(iJUj微を究開!することである ， )j;hli命としては，農業

~t lj(dHiふ!Iq I:?'~ 1九J)rii;，i. ! Ii! I:~~粁昨:;::.民主， k: fi，''i tfl( ~'tふ'ì. 資 iJj;(f~1 .tQ粁 i斤:;::などの I市 'y:

IIIJ )i' ~'J・の }ji)、に)，1;っき . 'J/，;Ij(j主卜|正|の出家 ./:11村.Wl林業 ;'í:I;I"J の I~jt;地訓 ff. 文献的

.中心 1'(I~Jin' :I::*f~j千戸 (I!)lill';cを粁ii'i:i::(1なにわーっている

比較農史農学論講座

この，;IYj:Iベy:i， 1J~ ~~ . l;~ 1;，j引去の"jtIJ(1とにI11Jする1[;!I:~~比 'p-:Cを{i}['先・教育の ì: 也とす

る「比II!~ f1~ 史:;:: J と.t出'1'γ')下i
ゐ 「t住2，J.jJ川.リI!;(，川川'.，;川"川I!bj の2つの3分.i'Wf'カか、らt怖昨!成瓦さ jれLてJおjlり). I;.~ ~~~ 1t }J~の lfF !とfド)j品 f'i~と農学の

~t )jUえび使命に WJ する! EII:~~比較を 'f(m している J

比較農史学分野(救長 野川公J.::.助教托 ){ .i: j?b:) 
出来 .I;~ t~ の変化・発以のj位科を H体的に 4724 し，変化の I)~'Xやそれをもたらし

た，i~~f'l とともにその!恰史的立l味を IVJ らかにすることを点出と L. とくに以下の諸

/，(にffi心、しつつjiJI究をすすめている。 (1) I比}絞 j という悦}.l~:コ粁 i汚・十i 会の発以

過程は多tnであ:). 1'1会利バ?もこの多係'1"1:. 1剖千('1"1:を十分申Ilみ入れたものでなけれ

は、ならないが，とくに自然版U~の規定))7;")-:，きいうえ通例キー係業に付して従属的

なUr:慌にある農業・農村の動きをみるためには不可欠の:rlV目、だからである。 (2)ポ

ストモダニズムの+:民(I近代」の相対化)を悦野に入れつつ「民業経済学におけ

る付史研究のf宣告しゃ「刻代付会を考える上での農lと耐|究の意味」を同構成するこ

と。 従米にもまして 'J~*lì庁制tj11怖にかかわる側lfuJ I生姥のみならず生活のiWJI耐」

「モノだけではなくヒト」の研究を対象領域に取り込んで、いきたし '0(3)技術生ilf力

視点、と農家視点の近視。「京大農史の伝統的な研究視ffJJ であり，この視点を重視
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することが ItZ 叱 /iJI 冗のリアリテイ j を l~~i;iIするとともに「 tz ，γ:íìi(J-J'Xにある lが 'k/iJf

究」としての的みを 7色JíHし，その f~)fリを M: も ú i.1J に決たすことができる l なお.や

や馴染みの j'~.V い 1jJE!と l という1'，t:J、をi.)しているのは ipなる I1'( ~'、 l主としての民

業!と」ではなく， J川リ1、l上『のような|山111リ1，“idωi

ある

農学原論分野 (J'zt2: 十11111 (It.川町nlli +1'1 久・秋;1!;dW.ωIJr 11J;:illl政殺)

本分Ijlí'(/) ，，~::，!Ü は. gll ~~~の 4411 と H削I lI ill r[. I;~"?の ':;::III)!'I/J~Y 'l" 1 と I;'~~むを向i仰jすること

によって.fJHl ~~~・出";::の JJUl的立花と公民力 lí'1/:えひ:jiJf允 Jh去を探求することにあるい

この，;'~:胞に i自るために. +;jHi'は灯、卜の"行iii(J-9XにわたってiIJI究・教ffをi住めている

(1 )民'下・ 121LILt江(の民11日にj!!JするゾムiJHI'J.批判IYJiiJf')'e. (2) JJL代社会における民~~

の多Illi!'(J 仕;刊の WI~I リ1. (;)) itli J)iとlk村のl'Ajf系/えびtt十J"J也H*h市|会の.Jhとり'll. (1) IJiJ1t 

i主 I'. ，:~[lilのC'l~~~ . J1 ~~;.J の ')~!L~訓N とそのすtlJUJ 7;li. (:i)出来教ff にわ~Jする liJI 冗 1

ル
Aよ也

'
'
h
H
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1 .附属E熱帯植物実験所 (Ii)j1 と (~ft )教Li: i也焔 'J:，北nlli 山;111取引、.UJJ T二

十毎 4~1，\ ili) 

本liJf究所はlIiHIIIZ:I:. (l~m) 利欣 111県川キ嬰山中本Ilr] の向lí ，\'，\の紀伊 k ，I:，~ に附 "~~b~

坊)(，\'，~ ß丘;;~: tl!( 物，;AW~U也として 11日 l没さ iL. lIij利142ir(1967) に日前1)化された， IIliW

117.599 m e !.I.\iÎiJ)の~;;.~ ~~.~:.~をそけて冬子i はiじ1校的;M.!I乏で， スジダイ.ヤマモモなどを

l持色とする IIt~:lIt;:l~~ljlはl J1: ~~初林がよく此 f) ，ササユリなどの丘中:なItfi'i会もある}ま

た， r)~l'竹J J.~!J ~十11 も~~~!: 'i ; ¥"である !リi'[人lの次地条1'1・を利用して，熱イ17・'Ii':熱'JU-の古川

fII(物のjS人. í~U(. i'n&と主:?YII'! に J!~) する lill'Yëが行われている y また，外米ぅ1''1の i制 ft ，

実験'必ずiのための'fI'iii'1施l没(収作人n:301'd があるけ

2.附属水産実験所(所長(J伝)教花川中克，UJJ:4'H"，i '11村 泉，助手 1'1'il正

忠久・本ド泉)

当;j-(ri'~実験 jijí' は fI4，: ;1正に 1(li している 11佐ーーの )(")':1ね同水産実験所て、あり， しかも 11

本海のrl'央部にでるにきわめて近い場所に{友情しているυ また，当水戸j'，:完験IiJi'は[11:

界でも有数の1(1.J:ti f!~本を威する水内生物燃本館と. f(lJ;fiかiJTl'設備. 61~Jl刊lIやこれを

紫仰する1計量備等を備えている。このような諸条件を有効に日用し， t号館汚ゃれ扶

汚さらには日本海対応B/1流il/)J9xをフィールドとして，漁業生物学.j，(I，、煩学.i業'J)(iマ:
mj;~ì!仕 ìr~~'f:， iiffii(:_f(( ~点字VJH)J'):_i円山及び、水産地主主M等の水路学並びに海洋利学に 11) す

る研究を続み主ねて今日にや:っている。さらに臨海地としての諸条件を日かして.

農学部・農学研究宇|学生・院生7ft..ぴ1也大学の学生等に対して研究と教育の場を与え

るとともに，上記事土'i'fによる指j卑がなされている。
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日本海を取り巻くロシア，韓国，北朝鮮，中国及び我が国は21世紀を直前にして，

日本海を核にした新しい価値観と望ましい友好関係を作りあげていかなければなら
¥ 

ない。そのような時流のなかで日本海に対する関心が高まってきたので， 日本海の

海洋科学と水産学的話題を中心にして近隣の諸研究機関の協力のもとに，近年「市

民公開日本海ゼミ」を開講し，好評を得てきている。

以下に，水産実験所教官の従事している研究課題を示す。

(1) 日本海における魚類の生理生態及ぴ勤物地理学的研究(中村・青海・木下)

(2) 魚類の系統分類と機能形態学的観点からみた適応・進化過程(中村)

(3) サパ型魚類の系統分類学的研究(中村)

(4) 魚類稚魚及ぴ幼魚の形態と生態(木下)

(5) ヒラメ・カレイ類の稚魚にみられる体色異常個体の出現機構と防除(青海)

(6) 日本海におけるヒラメの集団構造に関する研究(田中・木下・青海)

(394p，写真14参照)

3.附属牧場(場長(兼)教授矢野秀雄，助教授善林明治)

当牧場は京都市の北西約50kmにある丹波町に位置し総面積16ha弱の畜産技術

に関する実習教育施設である。昭和28年(1953)の開設以来，肉用牛の生産と管理技

術を中心とした教育と研究を実施してきているが，とくに研究面では肉用牛の肥育

法の開発を中心とした研究で，日本の牛肉生産技術の革新に多くの貢献をしている。

現在約150頭の肉用牛を維持して，実習教育と試験研究に供している。

実習では粗飼料の生産と貯蔵および牛の繁殖・肥育を中心とした生産技術実習

と，主として牛肉の生産システムに関する畜産技術論の講義が行なわれている。

研究の現状

日本の牛肉生産は牛肉の輸入自由化後，生産コストの低減が重要な課題となって

いる。牧場では将来に向けて，合理的な牛肉生産技術の開発に資するため，各種の

牛品種の肉量およぴ肉質に関する生産能力と，その能力発現に影響する要因を解明

するための基礎的研究を続けている。この中で牛肉を構成する筋肉や脂肪の量およ

び質に対する栄養や品種・性などの影響に関しては，既に技術革新に有効な成果を

得ている。また，牛肉生産の効率化を進めるための有効な生産システムとして，交

雑種を利用をした方法および繁殖と肥育とを一体化させた牛肉生産方式について，

主として産肉生理学的見地から検討を加えている。この他，肉質，とくに牛肉の硬

さや味・色に影響する要因の検討も進めている。

F. 農学部附属農場

大正12年 (1923)の農学部の設置にともなって，大正13年 (1924) 5月に農学部
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構内に設置され，翌大正14年 (1925)から学生実習を開始した。その後さらに大阪

府三島郡磐手村(現高槻市)に新たな土地を求め，昭和 3年 (1928) 7月に摂津農

場を開設して，大学農場として確立した。その後変遷を重ねて現在にいたっている。

現在の農場は高槻市八丁畷町にある水田部，果樹部，疏菜部の 3部門(約15ha)

及び同市古曽部町にある花井温室部(約O.8ha)からなる本場と農学部構内にある

京都農場(約3.5ha)から構成されている。高槻の圃場は沖積層よりなる粘質壌土

で，肥沃ではあるが粘着力が大きく，開設前の地下水位は地表面下30cm前後で，

裏作の困難な水田地帯であった。そのため，圃場全体に渡って地下1-1.5mのとこ

ろに暗渠排水設備が埋設され，必要に応じて地下水位の調節が行えるようになった。

その結果，水回以外の果樹，読菜及ぴ一般畑作物の栽培ができるようになり，圃場

をベースとした多様な研究が行われるようになった。

平成 9年4月から農場に植物生産管理学研究室を置き，農学専攻の基幹講座の一

つである栽培システム学研究室の協力を得て，農場における実習・教育及び栽培管

理を行い，また，大学院学生の教育を担当することとなった。

研究及び教育の現状

本 場(教授河瀬晃四郎，助教授古川良茂，助手鉄村啄哉，松井勤，片

岡圭子，井上博茂，森田隆史)

本場は，水田部，果樹部，読菜部，花井温室部の 4部門からなっている。

水田部(約3.2ha)では，イネを中心にイモ類，マメ類，雑穀類などの栽培学的

研究，育種学的研究及ぴそれらの品種改良を行っている。大気中の CO2濃度の上

昇とそれにともなって予測される温暖化が各地域のイネ収量に与えるインパクトを

予測するモデルの開発研究の一環として，イネの高温不稔の発生機構と環境との関

係を明らかにすることを目的とした，イネの高温不稔に関する生態生理学的研究(松

井)，水稲の食味と関連した施肥方法の研究，早生良食味品種の晩期栽培に関する

研究，また，西南暖地における水田の高度利用に関する研究の一環として，水稲の

普通期栽培の他に早期栽培や晩期栽培を行い，各栽培型における生育特性を生理生

態学的に究明して，その最適栽培技術の確立を図ろうとしている。他方，人為的に

誘発された出穂期突然変異系統を主要材料として，イネの出穂期に関する遺伝子を

解析(井上)するとともに，当農場で育成したモチ系統の品種登録に必要な特性調

査試験も行っている。西南暖地における作付け体系と耕地利用に関する研究として，

田畑輪換による耕地の高度利用に関する研究を読菜部との共同研究で行っている。

果樹部(約4.2ha)では，ナシ，リンゴ，モモ，スモモ，カキ，ブドウなど落葉

果樹を中心として，果樹の生理生態学的研究，栽培学的研究及び育種学的研究を行

っている。植物生理活性の認められている種々の化学物質について，栽培上新しい
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利JIJを11的とした，十Ili物'I'YRì，~作物質の ~;~.ti;:';:: [I(J利IIJに附するiiJ!允(欽付)，ナシ

のICぅ効ネ(I(J'1:.1ギif.:系にrUJサる(1)1冗(，'i 111 ) ， 十主*ぢ!のイヒ牙分化， IHJイヒキ自主に閲する

{I)I允(11i! 11) ，アグロパクテリウムによるナシの)f;ftiIH'喚にI'kJするlrJI究(紋付)，カ

キのマイクロプロパゲーションにI'，(J 寸る iiJl"先(初、什 J ，カキの，~'，'j)f脱~Y< システムの

IJfJ 'le{iJ!'先(，'i J 11 ，鉄村)なとである u また， '~J i也秋b:lit専lーにより ff称・此ttされた

ナシ11Jl樋(IJ 4，;ナシ 24，[，，[，付(， I'Lj;干ナシ 13，¥!，fifL tjljic卜「シ 9t'，，[，HOがiUiされて

おり， 1111l傾改良 l二位、ì~てられている ο

i;)c;長古I~ (約2.2ha) では [!LJ 季を辿じて純々の虫~-*士fし 付-~ ;fi1!ii， 供j朱来tた一弦飢l右な:との_.IV以i日1 
f乍l戸f主:的f州il川11'先!及(比えひび:'fぺj:_}'H'什tプJ態ï~~ヴ白}:的 {ω州il川11>先を{行r つている Cο， n紘以!!I.任i 身与射、'Jμlにこよ りfれ何!リJιら》れたl山耐M耐t打!低見f¥;i温日晶制Lピl'l性l

F呉~一系手枕止を材干干利:1 とするサ卜イモの|山州M耐-1 1低i氏í: il[ ，U'1 とその機構WílUJ に閲する {ill 究 (ぷIfl)， ア

スパラガスの裟ft'iれ:JrAjの1;右II'i);， 大見来」矛系=イ子チ-ごコゴゴI、-、 .変愛-べリ一， のH以4千被往JtJ則tJ別)月11後灸'1'".に現れる

!成戊 lりH披反れに限問lするii川j庁t'先， I1川11ぱt州州畑H川11仲申斬輸A白削i刊J奥による;!l虫d竹'1:1ド附;待申'~i 

など5宋果R長:菜t紅飢I引!の4祈守月洪4' 月::ゴミ!肥大， 成主主に問するiiJf究， 組織的長を月J~、たずf稀及びMW(

にI'.¥Jする{i)I究なとをわっているけ

イヒJ'filill不自1;(約O.ぷha! では. イヒ:長/えびイ七日;;を)jJl ¥たラシ及びアイリス胤ti貨物の

キ11 織土庁長、による ll~ \irl( (i"J瀬)，ウイルスフリ一件、の作!l¥)ii};の改n.(inJi頼人カラジ

ウムを/lJl、たミニ制柴刷物'1:.1ギシステムの1!fJ'}(: (iilJ i~Ii)， )じ'f'tililJiilJによる件、物IIJJ質

lilJ L に mする{iJI'先(川|前JJ ，ファレノプシスのí~成開化に閲する ii)l"先行IIJ瀬 ， J十h五;J)

などを行っている。また，パイオテクノロジーを利川した Ij変~n.f!有 ，[，'i'[:.1ポシステム」

の導入により，出I")R，イ七)'('， 恥仏!などの怯lよJI・物の出品目NUu'L咋(ウイルスフリ

ー株なと)，I1P;';: 長や細胞拙f?なとの手法によるがi十，1(物の育成及びそれらの !~1M を

新たな課題として}JIIえiiJI究を進めている!出11'すにはシロマツ，マルハ二ソケイ，川

ンクシャ，アリストロキアなとーの柿少M物が十l白状されて必り，耐え{1付には.カトレ

ヤ， レリア，ファレノブシスのjl;〔伸，ネベンテスのt'，~ttj\ゃ 141徴がi宣伝資源として ~X

I討されている。

以上のように本場においては，各部門におけるそれぞれ専門分野ごとの研究にIJfI

えて，各自1;門間及び各樋{リ|究グループとの I:~ に必要に!必じて Jl+HiJf究が進められて

し、る。また研究・教育に必要な教材の育成のための.!:U土庁管理も農I必の主投ーなイ1:事の

ひとつである。学部学生の尖背教ff は，生物~Li~そ科学科，生物}J;~J~l科学宇|及び生広

JJ;V立科学科の 2l昌生及徒び

したL込!j.1ド門1η勺tリl服李教土育科目 ‘i栽iμ土梢i氏;:;J"技支併術J論と 1実主刊，が開講されている。これに刈し農学部キャ

ンパスから高槻市の本場までスクールパス(約 111.¥'問)がjllihされている。

京都農場

学部各講座の尖験l剛場としてそれぞれの学問分野の立場からの利活用が活発に行
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われている u また(付制1物のi宣伝資;IJ;(j栄作の坊としても.rc~~伐芹IJ を来たしてお

り.なかでも、ikiuJ 功|専!:によって始められたカキの!日税此集はすでに200般を超

え， liJ!'先教ffにとって t{..qi.~ な jf.i:fム WiJJ;! として利 i，~ JI J されているけ

G. Wl/? 1"11; I:fj凶iUiibl林

iii寅ni刊J告勾2守lキ林本は抗 2:J;_}大t心什ij戦i

i海句i辺且， 手和H川1欣i伏j~1 [山[1の :.jui山ii'1千七何'/i九門，守I，:-t林とイ本三[古川川iリ山|じ;， 卜ー賀茂， f'I iJf， i~t~ 111の 4;i叫失地で構成されているけ

立地，気象条('1の呉なる作J也に分散し，それぞれの特性をiliかした林学，林業及び

休産物の利tjJ に I~J する?付if(の )~~ii定的 iiJJ 究 jえび'1:，態'--;: (I~ liJf究や r~u売品fft研究が行わ

れ，定地 I(IÎ のJ.UlJぷ験とともにザ:自1;学 IJ: の，)~験実 \'1{J也としてiMIJされている。

1. 演習林本部

〒606-01 J;(都，11/じよ;([J(:~じ

白川泊分IIIr'，l107:i-753-G410 

12ザ:tn; 1-，加にあり， 3iU{ipl 

休 4，試験地の'J手務. 1L務機

構を統.jliしている心

2. 芦生演習林

干601-07 以行[il{.J北余川It[j

見山iUJfi'[:， il10771-77 -0321 

j(lI積は4，185.7ha，大 IF10 

年 (]921) 4凡に，北会H，litlj

知子|十J"9 ヵ~j':の共干J林に学術

研究 7ft..び実地i~f'/i{のために地

上権が設定され，門 ~Li資料林

として発足し刻{{に去ってい

る。干MJI:，滋賀lihj県に捺する

京都府の北京都に(川氏し，海

抜は355-959m， 1臼良川の源

流域にあたる。 隠jEi'f17からi令

j昆千円ー下部に相当し，純物の種

類は豊富である。スギ，ブナ，

ミズナラ， トチノキ， クリな

芦生演習林学生実習風景

芦生演習林公開講座風景



384 2 i;'i: '}印

とのイ1・川樹が多く， ~y にアシウスギの Mc郷でもある i、天然林は引 lLilt交林として，

jht叩;ド白[;に伐された計抗なみとして.そのílll ì1I!( はわö~めて!古川、HIlli を受けている J 日

本海ll!lJ0) 気似の~;~.;~!.~~を強く'主け.冬季の F年'守訟は多く， 1毛ifiyi-作業所 (it，H反64001)
で， FR'T[深:!111にj主寸ることも怖 vぐはない ，}: ì"il~J下'1-:を ιl 象とした1i-t本生態学，

附本，;説日1]";:・， fi::H，ili!!l]"λ '[主打.イnιE台引ιi川h'山if刊似附[~山iれ1:間!H別i日H合色，、'/λf

に|収問1刻l する')五~J!'仇押L円可17』カが王+本~ (~I成if~刊Lむ吋i{ 林で?わl われている】

4~i山内十本での i たる iiJf'先 tl ， )く r!.~十本の林分構j立の角f{: 十lí' ， ~I\伐 }ji}、と林分構造，ア

シウスギの伏条及び天然ド稀による Iだ.iiJi--t主体Jの解析などで¥ スギJえび落葉広葉樹天

然'1休の施主 L必唆:なM究にiJ以がおかれているい )JIIえて，スギ， ヒノキの人 r林
と，'r_j也条i'fの悶係についてのiiJf)Eが行われている、大'?本山[;に比較的近い関係から，

学部教行の{i}j允， iiJ[ 究科/えび''f:(mγソJ:.のIl~氾j{iJf究に数多く利川されている.，さらに，

i也''/:訓;・ iilf'先科のM'先行や他大'IiiJけt1';'の利fIJも多い、 '~'.i: rlil亡を，Ì，j 象とした公開

講f;ÎÆ も本演刊林で聞かれ，市民と森林をつなぐ役割を~~たしている l

3.北海道演習林

傑茶l豆 〒088-23 北海道川上Jtlj際茶I1汀多利1 ;'1:!:01548-5-~637 

['1糠l又 〒088-03 北海道白糠itll(J糠町丙2条北日 1 -lO 屯01547-2-5701

判的可林は f:~t{ rt-~ 1 >(と I'J糠I乏の 2同j也よりなり，前打はJI{j利24fr (1 949) <1月に，

fをおーはlIij和25i!o(1950) 6月に. 大，，;え1"より刈管換を交けてl泣;じされたけ際茶[:{の

事務 PJj'が全体を統-t，~している J 際 dH<:t土 1M稿 1 ， 446.8ha ， ii，Jj友は30ー149m，阪釧n;{

~Ì'の北阿部の緩やかな起伏の IÎ'，陵地に ú:る。白糠区は r(IÎ仔f88()..1 ha ， i iIJ 抗日4~270m ，

f>"J京1!11r干のj}.山tJにイ1:1) ，地 Jf~はややJ2、峻であるけ

f~~{ {j~ 1-<ーの k_:~~~ 休は， ミズナラ，ヤチダモ，ハルニレ，ケヤマハンノキなどの務葉

広栄樹'tf!で情成され，針葉樹を欠いている。冬子Eの気象条{'!:は厳しく， -30'C近く

になることも珍しくなく， ~U泉の凍結深は70-80cm にも i主するい rl糠|壬は最低気

温が-25'Cになることは稀で，天然林はトドマツが多くみられる$IILiU，交林である。

ノL物環境科学コース 3[凶生を対象に，樹木識別や林業の現場の見守:なとを主体と

した完刊を夏季に，冬季森林調査や森林作業を主体とする尖刊を冬子?に，行ってい

る。主要研究テーマは，北海道東部地域における広葉樹林，針 11;此交林の林分構造

やその動態及ぴ天然更新機構の解明である。さらに針葉樹人J:林の育成，獄害.地

理情報システムに関する研究も行われている。

4.和歌山演習林 〒643-05 和歌山県有田郡清水町上湯川近)1二 電0737-25-

1183 
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凶i献は842.0ha，大 IEl5'Ile (1926) 1 JJ に.干dU川の主in[WiJlI ]11 i]r，l流I戎の夜、有林

に学科J{iJf花及び''j~地演 iJ，'1のために地上権を i没定した。 iilWX:155-1 ， 261 mに配 i)，奈

良町J，，I{ g!f m;に絞している υj也 n三はおおむね急I~変で仔!叫に{';'イ iJ也， If]riHがみられ.林

内をjヒiilEする各行は多くの;，むをつくって渇]11]11に流入している。天然林はブナ，

ズナラ，クリ，ミズメ，ヒメシャラ，シデJ)J'[なと"fJl'催，Ij している務柴11 、 ~Hfft とモミ

ツガを主にした釘lよ混交林で，前 {i'は斜1I'Ii1， ，~I~ に，後者は本llÍl i.ドード却に比られる。

土撲は全般に深く， i球質で1J'機物に7h・んで比較的]J巴えているけ天然林の1.¥::1平跡地に

はスギ，ヒノキが造林され，人1:林iがは令林の約60%にj主し，造林本の'J:'i'l'はよいH

本i寅千?林では，生産システム学コースの海林in庁長yrlが1iわれているけモミ・ツ

ガ天然、休の林分構造.fEJ)f.)J・動態に!日lする研究，スギ・ヒノキ人1:休施業におけ

る技術i;j，:系の確江に関する研究が主たるiiJf究テーマである U

5. 本部試験地 干606-01 京都市J.:.;; ([.>(北1'1川迫jj-lIlf 'iI1075-753-6457 

農学部の他施設とともに大正13年 (1924)，林学l引:111として l泣けられたが， X験

前知11としての性格t:， i寅何林で管理することになり，本日1;，iK!j食地となった〉大学北

白I~構 I)~ に 1M街 1.3ha が、li てられ.その i:mに'lli.~f;:;~; から院，;i;; までの本 rl~ ，】j'，:tM障がJ

3001if(のはイヰ|利があるけイf)jJ 11、栄樹jえび制1'tf]:J樹木のlo;oj)il!(に問する{!]I究が主たる研

究テーマである

樹木，;紋別'jミi守，生物イf機化学')ミ験なとξの"博義が行われるi也.前知11を利111した，教

'( ¥". liJf究 ll/}. び'jf: 日 I~学 'Ié による隙々な iiJI 究が行われている、

6. 上賀茂試験地 〒60:3 ~;(nlílli~ヒ 1'( 卜fU定本山 屯075-781-2404

)(J]':J5W (1926) 9}j に，i立定された本l氏験j也は i政{え述介w:によって依11x.され.

U!{干1I:24:r(1949) :3 Jj 民林行より所管換を叉-け現イ1:地へ移転した。 1M依は50，8ha，

i制収109- :2:2 5 日 1 ，大ザ:本 ìW~から北ヘギJ 9 kmの京都市街地の郊外にある。仁成はih;

位j色を '1:L， }:'H化'芋↑'1ーがJiしく劣るやせ地で， 自然十Ilf'tはt!?伐跡地に天然lJi~]í した

ヒノキ及びアカマツに広葉樹矧がi品交した二次林で，その生育は良くない。近年，

天然生のアカマツのほとんどが マックイムシの被害によって杭れている。

本試験地の主たる研究テーマは 諸外国との種子交換による，外国 !q~樹稀の導入

育成に関するi1JfiJ1t研究であるサ 105科， 380属，k!-J800種を育成し，生育の良いものは，

見本樹，見本闘，実験中本として植栽育成されている。 4iにマツ類は， W:界に分布す

る種の 8割が集められ.生育調査もあわせて研究されている。また，マツ同極問の

近縁関係を調べるために交雑実験が行われ，得られた FI雑稜の成長やマックイム

シに対する耐性などが調査されている。タケ~J1の収集積数も多いJ
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結J+:M態に 1"'，\1寸る x押，樹木Ii故日1j'j~FI.

l)j(~MJ1U:Y'1 なとtÍi 々な尖刊のlJJi として，

イ'~/}: のみなら -f1也大よtカ、んも干IJ川される

1ll!.. k'干に近い I~Jf系から. .lfxYI'の{i)f允. /リ|

冗干|ー及び/--l・'/:.のぷ足立/i}f'1et二. tz学iili.1也':f:

[;Ii. 他人刊泊{系j>i'の利)IJも多い寸

7. 白浜試験地 干(Ì4~)-~~ 千11欣山県 I'~' ぜい

?). Itl; l' IiJiJu]" ，，'.ケ?~ 'rl1Uì :39-4~-~803 

Ilil fll25年 (1950) :2 jJに. r'l ili; IlfJにある

111]"イi休/えひ4よれ林にJ也k維を1没定した J 紀

l)r 'y.，q 0) 1トj自1;に{(1). IIliftHl:55.3ha. iiI[ 

¥1;/林，試験地のうちで最も気候がifilll乏な場

所にある" ìll)~j).x:: 1 -158mで， 七!j(条nは鰍

めてJ巴いJ 森林はヤマモモ，ヒメユズリハ，

タイミンタチバナなどの常紙広葉樹，コナ 上賀茂試験地樹木園

ラ，ヤマハゼ.ヤマザクラなとずの落葉広栄

樹にアカマツの出ざった天然体であったが，マツ枯れの激'~1;:地で，アカマツの大部

分がHiれ.巧~Ú: は fH!-~樹林のは闘を '-l} しつつある。 暖Hdl;:-¥'f，~熱'i11:樹木の導入育成

とI旬、r-.J;Rのオーストラリア，ニュージーランドl中のアカシアm.ユーカリ煩その他

の樹木をrif，えして. ，j'f.)400縄が'1'.1J'しており， ・部はは:{(付L 見本林として造成さ

れている。

白浜試験地事務所

8. 徳山試験地干745 /11 

L1県i忠Ill，fjr.~(111 鉢符 769 ~tt 

0834-21-7120 

徳山市i宝石の ~IJ1'[体に置か

れていた徳山砂防波刊地が.

Hfi和17年(1942) :3月に，抱

山試験地としてj'u:業ケ丘へ移

転，設定され.Il({手1141年(1966)

3月に，現在地に再び移転し

た。 lui積は41.8haで，徳III

市街地の北東郊外の海抜102
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____ 351111にい:ij"jしてし、る" x.y!，林は決別;制.j林に悦イlーしてし、たアカマツがマツ十Ilj

才しlこよりはほう行成 L..fJL{Iはシイ，カシil!， タブノキ， クロキなどの常総Jl~ 栄附を

I三体とするWt然倒林の!jlMIとなっている u ヒノキ人J:林|付でのヒノキ樹卜十IIf.k~ ，:A.I!険

九ll.・ LKIi人11ギマツ弦!の((J也I)IJ， :A.~~(J也などが設けられているにJ

教育，研究，学術出版物等

i'tIi刊林は刷{I:1、"じのような 2M究;\I~I"Jを持ち， 専門のjjJf究を1Jうとともに.各自

グ")!.V-I"1をi円かして件以i刊十本， ，試験地の施業，試砂~{i)1 究に 111 わっている Q また 1 ， ;1 吋に，

差是'判I)f究科森林利学1.U攻の|私))~品川正として，森林資iW学講J<j6の 2 分野(~材料 fj 干IÆ学

ラテヲf'iえび森林'({I成予分野)を持ち，各研究部門の布告!時文行が分JIIして講義， )~j?l ， 

づ三地指導をJII、liしているけ

森林情報学研究部門(教十2 竹内典之，助教民 芝 IEi己， ，品nlji )Ili t~ 干11t.II . rt' 
ι5 lil，肋子 氏行川 I~'(j ，と .i資本なお・ Ijl)仰 が た )森林1'i;P~ iJ{粁 iyT ↑ti附ILの行Jft!

7う 3 ら多燥な隙iiE を発Nf させる持続1'1甘な ~rL1~J唱にシフトしつつある.fJLU:. k ¥，、サイクル

て了、変化している森林の的維なが自lIíはより，n'~になりつつある υ 本{i)['先 i}l~1"1では.作

J1包に jijr イJ している itÎげうJ林をフィールドにして，森林のJ、?っ ，iYi機能の，i'l'Íl llj とそれに )il~

〈ゴく森林資iJ~l の!f，( j嵐官.fII! Ti1、に問する実践的 {i)1 究を行っている οtな {iJr究テーマは，

不手林の環境資iJJ;lとしてのぷ機能の定出化と，Wullj，森林の'1物資ilJ;lとしての治機能の

元三起化とげl'制|しみ休にl対する諸情報のデータベース構築とその利tIJ，森林の名検デ

ータベースにぷづく J節目Utr.PI! ・粁'i;~'ütfl山 i の最適化，であるい

森林育成学研究部門(教民人;I211;比二 助教 民安 政 i，;.柴IHt ¥ ，'，:，助手出

7ejiiltu :本研究自1\1 "1では l貸すI林が持つ，世~J.引 t~: ，h主に合まれる北海道 ~iÎf刊林から

日乏 ihlt;;;~; j!~ に合まれる他 11/ 試験地までの研究実験施設を利用して，森林'J17 ごとのf最多

本長'1"1:.森林の'l:r)U)，椅t，1!， の分1ti，徹tl¥j関係，相の'Li市!とや)f;!i.~， 森林の ~~)í*fi1'f

1i:~主併なと， 'ULVtn(jなた{町i)f'先を示悦した Lで， J，[::.11l的なiiJf冗を以IJf.Jするほか.郎

、If近交1;'--次林における'U昌子:的研究， J!lit主主的側究，あるいは環境問題のテーマもfiJI

ヲピ対象としている υ また， J比が国で見られる気候，;17以外の気flx:;:r~;地域の森林の再生

.ャ¥')-1j!)jiJ、に|刻するliJI究開発にも日を1t'IJけているο

なおÌt~\!.'1 林においては r京都大学農学部|約 l磁波判林報行」を年 l 回，「iER刊林

市に験fiJf究年干I{Jを年 1Jill FIJ1 Jし，関係教11i寅iltl林H'/¥の研究成果の先夫の坊とし

-c ， 業務関係~1 の尖結をまとめて公表している。各法判林投び試験地における気象

住見測結果をとりまとめた「波利林気象報告」を 5年に llul刊行し，資料の公衣に努

占うている。これらの刊行物は同内外の研究機関に交換配布されている。
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企写真 ，.ハツカダイコンの膜耕栽培

企写真 2.1%の食塩を含む培地中でも光合成のみで生育

する耐塩性タバコ培養細胞

企写真 3.高度不飽和脂肪酸を生産するカビ
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r 
， 

y，' 
...写真 4.移動運動補償装置上のワモンゴキブリ:匂い

空間での探索プログラムの解析に使用

4写真 5. ウマ消化管からの内容

物採取
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企写真 6. ヒト肝ハイオプシ一切片におけるB型肝炎ウイ

ルスの局在。Insltu polymerasechain reaction 
(PCR)法にて宿主肝細胞遺伝子に組込ま れウ

イルスが可視化できた。
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、宇";.f ...肉
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企写真 7.冬季の遊牧家畜管理 :風の当たらない窪地に冬営地を設営し補給乾草や雪原の

草の根を食べさせて越冬する。(モンコル唱 ウムヌ コビ)

企写真 8.紀伊水道における窒素 ・リン輸送量の共同研究

・調査
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A Pre-metamorphic 

B Metamorphoslng 

企写真 9.ヒラメの変態過程 :A:変態開始前の仔魚 (ふ化後2週間，体長5mm)，

B:変態中の仔魚 (ふ化後4週間司体長10mm)，

C:変態完了稚魚(ふ化後5週間司体長12mm)

企写真10.有害赤潮ラフィド、藻Chattonellaantiqua.長さ50-130μmの鞭毛藻で，本種は

夏季の赤潮発生時に，ハマチやカンパチ等の養殖魚類を大量携死させること

で有名である。1972年夏季に播磨灘において‘本種による1回の赤j潮朝で1428
万尾もの養殖ハマチ力が古

力がず生じた。これを契機とした「播磨灘赤潮訴訟jが永年係争され司新たな社

会問題となった。
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企写真13.対日市場開放圧力の契機とな った過剰在庫米一'86年アメリカ南部の野積みビニ

ール掛け貯蔵米

企写真14. 実習調査研究船緑洋丸
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11 大学院人間・環境学研究科

A.研究科のiu革

本研究干'1の設院に関する倹Jナが/;fjまったのは， lI(j和52年 (1977)の教安部改首検

討委員会にさかのぼるけlIij 干115~ ~f'. (1979)の「科学本健研究科設置等調査検討委民

会」において I利ザ:H"iitkM'先科J ，泣[針案が促/1¥され，その後の全学的討議により，

昭和60年(1985) I学術総合研究科 J (3専攻)設置の成案が得られ，概算要求を行

った。「救護古1;に関わる構恕検討委員会」により平成元年 (1989)には，「学術総合

研究科J I総合人tHJ学部J I教益課程の改本」の;県本構想が報汗されている。平成2

年(1990)には人二学院のJi!"本構fl1はじγ:術総合研究科 J (4専攻)案となったが，

第 1，第 2専攻を合体して「人間・環境学研究科，人間・環境学専攻」案が作成さ

れ，概ま1姿求が行われた。 IriJ年 9月 I人間・環境学研究利 J ，没[貨準備委員会が設

置され，準備が進められたu 笠年「学科J総合研究科j 案の第 3，第 4専攻を合体し，

「人間・環境学研究科」の第 2専攻として，「丈化・地域環境学専攻」設慌の成案が

得られ，概算要求が行われた。平成 3年 (1991) 4月に「人間・環境学研究科」

(第 I専攻 人間・環境学専攻)がtJf.lii立され，修上課程の学生の入学が認められた。

第 2専攻の丈化・地域環境学専攻は平成 4年(1992)10月に開設され，平成 5年

(1993) 4 JJから学生を迎え人れた。 博士課程については，第 l専攻は平成 5年4

月に，第 2専攻は平成 7年(1995) 4月にそれぞれ開設された。また，平成 7年 7

月に「人間・環境学研究科新専攻構惣専門委員会」が設置され，第 3専攻「環境相

関研究専攻」案が作成され，平成 9年(1997) 4月に開設された。その間，平成 6

年(1994) 4月には，文化・地域環境学専攻環境保全発反論講曜に京都国立博物館

及び奈良国立文化財研究所の連携協}Jによる「東洋文化財保全研究指導分野J (客

員分野)が開設され，同年10月には，寄附講陪「国際予防栄養医学講l主」が， 4年

の時限を以て開設を認められた。

また，平成 8年(1996) 3月には，文化・地域環境学専攻のアフリカ地域研究講

座が，近い将来における大学院アジア・アフリカ地域研究研究科の設立を含みとす

る第 2特別専攻「アフリカ地域研究専攻」として開設することが認められ， 5年ー

貫の博士課程教育が開始された。平成 9年5月 1日現在，本研究科全体として博士

後期課程 3年生98名，同 2年生81名， [i'i] 1年生79名，修士課程 2年生166?，1， 1吋l

年生138名， 5年一貫の博士課程2年生 8名，同 l年生 7名，合計577名の学生を擁

している。また，同月現在までに，課程博士20名，論文博士 2名を送り出した。

なお，平成 8年 3月に，地上 5階，地下 l階，延床面積lO.824m'の人間・環境学
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M卜;¥:1"1械が，キ，L:ft人IIW/=;"，I;とI"Jじ情I!..Jにう己成したり

日.人II¥J.環境''f:研究科の趣円と概安(4専攻28講時)

本Id卜J¥:f'Iにおける/J)f允 .%-'I..Tiの i-::liiは， 人r，\J と時U~l との木ま々な関わりを明らかに
すると共に.その明ましい I~J わ 1) )jを':k:JJLしうる，析しい科'手 .ikWrと人|向のあり

}jのh;U照的なげ'先をi霊行することにある u

人II¥J以外の，t物が， 't 1~; 的な 't.iMìVJ によって|民3ι された自然 [11: 卯を，自然破境
として選Cf'， これとの付Ili.1刊IJを通じて調和ある'1:.を'日んでいるのに士、jして，人間

は.その催れた生11的rìUJ によって，日 r!~的 '1二日能力を起えた 11、範 lif!の Ut界を付象と
してJ日Mし，これに独自の志味づけを与えて人間的・文:化的 [II:!Nを情築する u 討語，

H''{:， L~WJ. ~';:HJ ， n:fi. Hi::'組織，制度，粁i汽といった，人 rlij 的諸JJL~が，世界
をtlli'lドJにcUんするかであることは汁うまでもない?自然的[11:以から人間的・よ化的

III:Wへの改;i}jは，入管!のt'l然ilElJliとえ:1阿佐112の勝利のH111とである一これは，つい先

匂!まで支配的であった近代精神の考えんーであるο

しかし， 20[11:紀役、1'-にボって，利宇・ JlHrの i乃 ~ff1的な発)J~とそれのもたらした自

然倣峻の恐るべき*8~~は，これまでのように近代 ì:北や科学・以外i't .L主義をただ

恥 )dl~に追求することがィ、 IIJ(ì~にな.')たことを，維の t1にもはっきりとさせたに

111JWはH'?. JHI:iのfI!IJにのみあるのではないの近代文明の発J_Rに伴ってJ包こる，

人11の保党的lNJJII やi1!ídi化，物質的行x~r{ の.lJj、人~ fI}'L J'r~'ム人 11りの本'!"!，を IJ;(動力とす

るだけに，これを押しとどめるに似めて !fl'~1í な現象であり，道徳的禁欲や政治的調

整の限界を:也えて，資ilJ;lのiMtと十iii砧，森林の減少，そして地球全体にわたる果て

しない環境内染へと進んでいかざるを件ないu

しかしだからといって，科学.HWrを給てて，丈IYHJ会から阿びかつての閉鎖的

な自然的，[:，ili ~こ復先占することは，現代人にとってもはや夢111でしかなし、。「自然、と

人間」の全体を先に主らしめる科学・技術を，再び生へと導くそれに転換すること

は，現代lこ生きる科学者ーの武務である。

このような「生の科学・技術」を見出すためには，自然を外的な対象とし，これ

を支配することにのみ技術の意義を比つけた，近代科学のあり方を恨本的に変え，

「限りある自然J r自然と人間との共生」という理念のもとに，自然を保全しつつ，

丈明を人類にとって未来ある方的jへと導くような，科学・技術の新しいパラダイム

が発見されねばならない。そしてそれを，これからの世界に実現していくためには，

新しい科学・技術を担ってゆくに足る，人間の新しいあり方と社会形態が求められ

るであろう。人間・社会諸科学は，自然科学とともにこのような新たな人間像と社

会像を求めて，多様な伝統文化や地域文化を研究し，その成果を基盤として人類の
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;t:・米に:i1'1引をJ包かせる析たなよ化ゃれたのあり jjを掠'先せねは、ならない J

本{ifl'究IIーは.m代 11トlJjとのこのような E此，fiにLi:..，えるべく， 人川と fJ;~地，そのあるべ

き関わり}jというll-f本的 11隙に，f，(';点を吋て， 人Il¥j• f日 .tt~"f: lVJ文， 丈fヒ・地域環与下?

専攻，アフリカ j他J!刻iJI:究 ll，U父、ìf;び1こ叫11}'~ 十I1 間 {iJf究 1，I，( J)( という 4 つの咋攻を r~1 iti~ して

大;tl:J~ 人間f ' ~年1JiY?ii庁究科
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じ.人II\J. 時}(~I下

上3mのrl，:，ljIlt に >}~.i主した f・Vt . HWr立;川は，人1mの物質的存行uと'U円の利便とを鰍

l主に'~':]めた!ぇ Illj. 1'1然や'L;，riよ化をli皮I哀し，今や地球環ftl_そのものをも危機に陥れ

るにleつ l七 しかし I伏!との広みをj主にし， H'f:・ J主体J を J企てて L~l き怜 lど十|会に!足

ることはもはや小川白色である、いかにして，自 r!~ と人 ti\J の』品川11する明ましいんー I{'J で，

H'i・J主体lとそれを.jfi正する月HUI会とのfJiしい地予をは，'1'，すことができるか，こ

れこそ人fWHf の IIJíìH'1 をかけた I:~ いであり， 本}、'lJ文にfJえられた，;県出である υ

人 II:J ・崎山小'.'，U文は，人間と環境，そしてその問わりの諸付lについての'j~ ~IF (J'J liJf 

冗を.jfí し i止め，地球内υ~'J.の令体的保令と， 自然と日片山11 した人間 'l.ili の II~佳を 11m し

て.がlしい刊't.HH:rのありん¥その利'芋.HWrをJIIう人11りのあり方についてJわjと

し， ~llll:紀に II'J かう人百( ;CIVJのlリiiげ|ーの条nを'下問I'J(Jに解明する}

構 成(8 ，;，~J<ji，) … j'~1 1 参 F~~

1. H'?' .j ~i，I:J を逆行し，そのi故山 (I~ な;;訟判1 ドにある人 I l\j という， fl"予とHN:rの

HI/{ f'I )IJをね色とする凡Htの人II¥J{(千1ーを.そのあるべき令体の瑚念からJH1射して解

川するとめ， J，'刈l

まえ右:1ド〈品lド川咋札4がi十，の{引州iJ川w冗先 . .r教H打fと街J絞主な|協必重動U)i'泊市動をf行tうJ尽止中朽幹f可午;宇Eオ|協j潟品j力Jμj述主J発i講溝和!ド附'I引|ドろと して' 人/lij

の rt 主的J!，! X をldI犯する「人間 Hi';諭，;~~I+J，人間の精神的・身体的形成を liJf究す

る「人 II\J 形成 l命，;，\~J<i~J を íì'I'く

.) 人II¥Jをffめた'1物と，自然原Jllや人I:広u立とのllijの， }J重IJ(I'J，Iポ史的な関係

をIVJらかにするとめ， }M't~，;持時として「重力強i車.t;'~，i命議i'E J を開くけ

1，，;，IP<VのM允 ..r'l.fi と 1仔J去な協動Ìl~'車場を 1J う本件協 }J連携ì;，~)<ji として， '1物の(附

fトベJ!t l.jl を合む fj 然J11境令体を研究する「ドI~点、 J;tJ克"命議H~J. 分子レベルのミクロ

な次jcでの. '1:.~r'J と時坊の関係を研究する「分子・ 'j:_ ';{ì環境論議I'h を i汽く。

:3. ".記の 6，;島断と述併せしめるのは I 白然・人間共生法礎論ì;Ntl'k J と rf~U!立

↑fi報Jι11 ，命議I'i~J である ο 前fI'は自然と人間との調和lある共生の日J能tJーを探求せん

とし役将は，環Jtt.が発信する間報の認識を可能にする，人jlijとTI会の機構を解明

しようとする講H~で、あり， rrt，j講)，i(は人HlJ.環境学専攻にあってその研究・教育全体

を終始煤介し)主給する ~..y_，:官である c

D. 文化・地域環境学専攻の趣冒と構成

近代丈明の恢!支の発速によって地球環境の破壊が惹き起こされると共に，地域や

10.人・丈化11日の対立が深まった結果，欧米を中心として民間された諸理念も，地球

全体と人mの米米の見地から深刻な疑問にさらされつつある υ そもそも地域とは，
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自然)筑波. 'l:_i.色紙i九!が!と. ililJl主といったl市条件と例人や集|司の精神的動とが作

用しあって，文化が(iIJj主されていく場である υ 丈化を一ー1Mn'~ に NI象して作j極的な浬

'1'1:の主配のもとにおく;!i:代{;-.fIILU~'土. 1¥'Hi'i.的.Jiイj- JI~:的な fl:)Jでí!;統にとどまる

地方主義と |υlじく. '1ーさ '1:，きとした丈化の'1:，成を1;11むものであるけ我々が，地球 1'，

の様々な丈化をむ1けよに次 111:代にI!、え，そのことを通じて人j;riのぷ*に希守Jを抱かせ

る問問ir'1せなよ化の(iIJ'1を〆kめようとするならば，文化の N';ki'ltと伽!日lJ'I'tの問題に焦

点を巧てつつ，地球 1'，の保守な J也J)，IO~UttのIj'での丈化のけ正!とと "J 能'1" 1 について，既

存の ψI"J分~Fí' のれしを J出えて，in .f・ lーやを結集して . if&1戊的に総{j-(I(jなii]f'先を逆行せねば

ならないけ

ヰミ 'J/l文は，地域の f'i 然破Ji~. 丈化・引会環Jえ，府!と環境の総合的な解析によって

その保全発民のための}:II[命的探究をわうとともに，地域;H'[文化の&自l利l的Ji~{{と新た

な間際的文;化の(iIJ.Ì立を I!Tlì~ にする日行条 í'l・の月FYJ を fH行すものである d

構 成 (9 ，沖駅伝)… l刈 l 参J!~~

1 ， 自然時Ill. 立;化・tI:.i'; 11;11 ~'Z. W、1とt辺地の保令と党!誕のためのJ恥命とIji);を開

発するため. 3 つの月三件，;IYiJ+ からなる主主{~~1íJf究 i(~ ~pYH~ tr下を l没ける、i ここには. )現jJ~

要素物質の物.f~lIYj ・数J~l的解析を 1] う r 1~1 Jll物性解析論講J<îそ」と，え;化・ n会環境

の構造と変還を体系(I(jに分析する「文化・十|会環境論議内J. この l'叶(jと術般にj主

将Eする).，:，;昨 J<j[.として「時抗保全 ')C反論議時」が;i~t:かれる。この大講J+ は， JJ立与:~'変化

の物質機構、環境と人11¥]の生i，fiーや身体との州1%1.そして自然JJ7U}lや丈化・村会探境

を保令するための人11¥]"f:的・政策学的 )j!主などについて究明する。

:2 ，現代丈l別のq，伐を形成した 11本とヨーロソパに焦点を定め，その文化の構造

と党民の:命日H を It，戸!と [1句 .H 公的J~tJ立との関連において考究するために，丈化環境系

議H~併を 112 ける，ここに， 11ζ仲l満州として !?LIltの }ìt!珪作Jな憐i立と tl会的 .k化的な

自lJ.ì主(丹動との十II'{，問係を líJf冗する「丈化膿J}'~ f i.iitf)~~fi~t;'命{;tYi，J<i~J を[荷くけこれとう出J主

に述J嬉する協 }J講!併として， 日本の丈化・社会の形成を中|玉し阿I~x との|均係を制11 t: 

して究明することによって u本学の総合的な発以をlズ|る「日本文化環境論議出」と，

欧米丈化地域|盛lの丈化的所産をの-機的・総合的な悦野からJ巴1ftし.欧米学のiiIt・Jを

阿る「ヨーロッパ丈化成'u立命議J'ii:_Iがある。

3， 日本.rt'l玉lや欧米地J&に丸jして. 1占I1'-i守の環境に恨ざした地域丈化.1亡)jXえ;化

の構造と陀史の研究，及びそれらの比，[t士を通じて丈化・地域・環境の・般JI!l，i命を構

築するために.地域環境系議時群を 1泣けるっここでは. 3つの議wが，アフリカ地

域研究専攻の 3議所とも連併を取りつつ，相け:補完的にliJI究・教1ii円到Jをfiう I

「文化人類学講座」は諸民族問の認識.象徴.社会的行為の構造と生成のfI泳11みを，

自然、と文化の動的な関係の中で解明する。「東陶アジア地域研究議内」と rアフリ
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カJ1llh!({iil党Lll攻」は，それぞれ点INアシアとアフリカ l，l'J地J"!，x~こ，1.(\.'，'.(をむめて.各地
域の'1二態1'10.えー化 (I'~ .村山 (1りな多係'1'1 を総('ì l内にJ山I~ して地域{i}ド先の姶以を|ぜl ると

ともに，政どだ(10dnlliJ:Wにιjする解決策を探'先するけまた. I-Il)~民主化J也1& ，1命"待Ib は，

ユーラシア大1;主とそのJ，'，'J辺にあって11:純J!十|に/えぶ文;化地JB主を形成していながら，従

米のj也 IBX{i汗?rc はは i存とされがちであった/.(について ii}f'先を深め，地出)I~成の寸主

J'!l"自についても考古守する、

E. J~~ J;:けIllxJM究 li/攻の雌行と構成

.it['rj・1))111: W'h';:~. とりわけ冷戦後の祈たな 111: V，付7、 liくの I f\上J~ は. J也J)k(I(Jな規慌で人

ft!にねiだな j仁川的"県足立を突きHけている グローパリスムヤボーダレスイヒのj並行は.

'}jで自 Itl i\:h1Tの [11:界的 ，W、大と 1;[のI的iι そして [fl.li~ を魁えた iJi たな τ|斗11的協力の

"J能けを，[み，'['，しつつあると l'iJII.¥'，に，他方では多くのIIiJが，包速に近代化. Iキー業化す

ることからくる新た公J日.I;211¥J目立を 'Jみ11'，しつつあ 1)• これらは. [.1際社会がこれま

でにi)i1) Iげた1'1;J'H • ailJ i卸のシステムをすべて!!!fi'i.1Jにしかねないものである υ

人II¥Jを取りをく環境は，十111(.依存関係の*I[Jの IJ (ネットワーク)というべきで，

そこには本町(1りな制iJoIlの休日lH'J:がl句作ーしている t それは， 人間の'I:_i斤と自然や環境

との HI~ ，\，ゃ ð.MJ 干"という )c :tHで即ー併できるものではないじ人 I I\J は，白i"!.~Ú''.I .人r:的シ

ステムの惚f? としての「ネットワーク J~1 .t~lJ の中で生きているのである。

このような「ネットワーク峨境」が生み 11'，す場代的ぷ!起に I，~、えるべく，二本専攻は，

時打'~を「多くの ~tt~. なった自然/えぴ文化のシステムが十[II( に|ー渉・依存・共生しなが

ら発民していく 11)]主ネ y トワーク」としてf型解し，システムの十11間十1:.忌同'1"1:を総

介的，似品'X横IfJr(10に研究し，そのあるべき.fJJi'Jの指針を提11日しようとするものであ

る。

構成 (8i講!<Hl…!叉11参H({

1，新たな環境概念である「ネットワーク環JtlJ を対象に，それを構成する種々

のシステム聞の相一任作用と重!件性に閲して領域横断的な教1i'liJf究を行うことを目的

とし. 3 つのぷ幹講時，すなわち「共有環境システム論，溝l<ì~J. i生物環境システム

論講WJ 及び「十 l 会環境システム論講l'ì~J を設ける。さらに各系幹講座と密捺な協

動活動を千iう5つの協)J議時を設け，主主幹議!えれを絞にして 3つの系. 多元環境相関

系.自然環境相関系，社会・丈化環境相関系を構成する。

2. 多冗環境作l関系には「共有環境システム論議WJと「環境相関解析論議時」

を配置し，広義の「コモンスJ(人々の共通の生活の場となっている共有全問を指し，

海洋.大気，森林などはその一例)を主たる研究教育対象とする。共有環境システ

ム論議躍では，人間の環境を自然環境，経済環境，社会環境など種々の環境が多元
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的に1tflーする桜fr体としてJ14え.この多J[;的ネソトワークを地球矧恨のマケロな似

点と版U'.'ヤ11¥jというミクロな十lι1，1，1、から与祭する. J~Uf~ 付 I1羽解析諭講川そでは.人!日!の

忠;担. ，，;.:.tk. j(tjif4!i円動と);01]1井IO)f~U!'~ システムとの関わりを，比較丈化13id や j じ，~士十 1 会

論の悦/，(から考古干すると川11.¥に. J取.tt2に'1じる"行現象の十1111，]を数JlI!_的に解析するω

3. 自然f~U!'L 十II I')，J 系には "1 ー物品v克システム l命 lお!<i (:J ， '地 J;p~Ut2動態 l命議!ぇi':J.

1えび「物ru~u九十I II"';J 日命溝J<h J を門以内し， 生物. J也上九物質f~'U売の Jl:，i並化のメカニズ

ムを保究するけ '1:，物環境システム，;命議Hそでは. 1I一dlTをム;える j走本的システムのメカ

ニズムのずtゆjとj也f:RtM悦での，[.:態系の.fJW.、J山1;¥と米米子加を i凶して.'1:.(，0'科学的な

制点から地球f~i境保全への蛇， ;を1iう、 地球上最J;l動態山首講ドiえでは，地球の I)~ 出. ぷ

]a;t'，:流体|を1.的主(1を1. '!:.(，ji 1岳|などの多|剖lI¥j十1I1(.1'I，)IJ(こ.1.(';点を fTわせ，地球の変動史を

理解すると HIL¥に，将オ去の地球環境の変動を hl!lJすることをumす。物質環.t!:1十III')j

論講I~そでは. ~}i機能物質の IJfJ 'J色，物質やエネルギーの生成と変換のメカニズムの解

明とその制御i);の確ウを ['1 折し.地上RJ~1.tt~保全に付する利学技術川からの促， iをh

つ。

4. tl会・文化峨抗州IUJ系には I十|会環境システム，;命講I'iモJ. '1 i'Hlifj;:t.t!Htll対論議

内」及び「環境認識氏象論議附 l を配it，し.社会・丈化という J草川的かっ多様な

十島 j立を JSつネットワーク環.t;í:をJ京ょ!との ~.J 象とする J 社会環境システム rll命品川4では，

自然1121立と，料i九政j台，丈化. iJ、11少などをffむ1'11悶ネットワークとしての十|会環

I克の構jitと変動を， 最~J，;~; 的なフレームワークのなかで探求する。 ~i・桁I読むυ11I!);J;n命I満

州では.行員ifがどのようにして，多元[ド:;， .ifi.~h'.l，\的な環境システムの発する多機な 'Ií'i

報を解析・伝達するかを人II¥Jの衣現能}J・形象能}JとのI!);J係から与一察する u 球上克認

識:1<象論"枠内でi.;l:. 自然・丈化JJ;Uえの発する多様な情報が人間の認識・夫象h X.~.

削i立行為とどのようにつながっているかを考究すると HII.¥ーに，人IIIJを取り在く t辺境

ツ日間を数別的に衣現する Ji策を傑;Jとする《

F. アフリカ地域研究tg攻の趣円と構成

.fJL ftのアフリカは，京王i庁の白山化と政~fìの民主化が新しい潮流となるー }j で. [五l

家続出の日叶?や国民国家の枠組みのfM;T;， 1¥;0久・地域紛争の激化， iL:域破壊や|ば

つ，食料(1:.政のi氏述， tt体|のJ仏大とエイズの告延等，多くの問題を抱えている ι と

くに民族問題，南北問題やJJ，1境問題では，現代社会における，;Yr'~.rl可ーがi対稲ij された JI;

であらわれている。これらはアフリカがiI¥ifliする切丈'な問題であるとともに，地域

胤慌での取り組みを必裂とする，;果起でもある u 1-[ l、換えれは、'アフリカで'1:.じてい

るこれらの問題の解決が， 21佐紀のIII:Wにおける新しい秩序を構築する1".で，不IIJ

欠な課題となっている。
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アフリカ地.tt.x!i介究専攻は. [11:卯人;の悦野を持ちながら，アフリカという地減の内

il!lJから，その全体像の月件!f.をlH行す地域研究をfJうことをけ的とする。この地域に

閲する 'h'i 械を総合的・体系 (I(J に*桁し，その柑!とがffんできた!L!L~ ・社会・丈化の

[，'，11f性を解明するとともに，現代アフリカが抱える諸/Ilj:ffiにも対処できる，主主{産的

で光端的な地域研究を1jうυ

キ;の攻は r7 iールドワーク」を中心に.j"J，'}えたM究教育体制をとる。長期現地

l':¥i tI:による I利食と考祭の'1'から，近代文明世界とは黙なる肪I{iの地域十lとその民間

過程を明らかにしヨーロッパ近代をモデルとした「前泌(10J な方法論・知的仲剥l

みを瞳えた，地域の総合的把1!i1を目指すυ

構 成(3議内)…j:xl1参)!日

l 本専攻は，地域生態札 l¥;QkJt ，t ，il命.地域動態論の 3講ドhからなる。

.)地JEx'UL~論議wは，農業，牧合. 1'，Hiil.採集・漁労，尚業，製造業などの伝

統li0な;恭般を持つ生業の特質を解明し，その併討lJ1liを試みるとともに，より目;し h世

界の政治・経済 .n会I!'Jな作組みとの問係をWJらかにし iアフリカ的発民」につ

ながる浴{U)について考察する υ

3. 民lik共生'II冷必!坐は，アフリカ人のアイデンティティを支えてきた民族丈化の

特性を把催し，現代の複合十|会における民族文化のあり方に閲する検討を行う。

4. 地域動態，;命日，l\:1<ì~は， 白然環境の長期j的及び主111倒的な動態と，村部・民族社会

・国家等の社会環J克の動態把151を通して， 自然と人為の相斤:作用過程として地域の

生態史を解明するとともに，地域における人間と自然との共/主の迫を模索する。

付記:アフリカ地比1iJf究専攻は，平成10年度に新設が予定されている大学院アジア

.アフリカ地域研究研究科に移行することになっている。
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人間・環境学研究科の組織編成図

|ウイルス研究所 | 
------寸 附暗鬼唖不全ウイルス研究施股 l

~~ 

故射線生物研究センター
~I 肱射線ンステム生物学邸門

医学部附属病院

医療情報郎

総合人間学部
人間基礎醤講座、生活空間論鴎座、

文化構造蹟構座、文明齢講座、冒
語文化論講座.日本・中国文化

仕金輪講座、欧米文化・社会論調

嵯、数理主基礎詣講座、情報科学論

講座.自撚構造基礎詣IWJi‘物質
環壇論講座‘生物・地球園環境論

腸庫、環壇適応論揖鹿

奈良国立文化財研究所

基幹講}軍

人間作if基礎論講座

基静講康

動態環境論講i'li

基幹1晶JJ;皇抑講嵯
人間社会前講座

基幹協力連携講座

人間形成論講座

基幹協力迎偶蹄>lI

自然 人間共生基礎論講座

基幹協力連傍講座

環境情報也知論講座

基幹I品J);車帰属鹿

自然環境論講座

基幹協力連携講賂
分子生命環境論揖庖

基幹講座

文化・社会環境論講座

基幹線座

環境物性解析論講座

基幹講座
文化環境冒語基礎前講座

基幹講座

環境保全発展碕講座

協力講座

文化人顕学講座

協力講座

日本文化環境論講雌

凶JJ講座
ヨーロァパ文化環境論講座

凶力講座
東南アジア地捜研究講座

凶カ膚座
広J壇文化地威論講座

基幹講座
共有環境システム輸講座

基幹講庖
生物環境シZテム鎗講座

基幹購座
社会環境システム論調摩座

協力講座
地球環境動態論講座

崎力講座
物質環境相関論講座

協力講座

環境相閥解析論講座

協力講座
盲目E環境相関勧誘座

協力講座

環境包隙表象蹟講座

77リカ地域研 究 専 攻

(第 2特別専攻)
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c.;. tiW先利ーの判色

1. 本(ilf'，[:利は，判定の"tìW~ に}，!: I曜を l有かないjl:l!なliJf'先科で、あり. .fJVI.¥:，点では第

1 dj.攻「人 1111 ・ J~ll~'~..? J ，約~ '，I，U文「丈化・地域環境"?J. 第 2特別咋攻「アフリカ

地.tJ'XliJf党 J. 、 if;びに第 3 匂攻 íf~utけI1問 /i)f究」で構成されている υ 第 2 専攻の環境

保全党民南北H~: には. '1三!点 611ミ!主に J~(行li凶、k博物館、並びに奈良同点文;化財研究所の

/ilド先，¥:1;門と述帰した谷氏liIf冗m持分野が開1没されたο 第 3'.ぷ攻の|専土後HJJ課程は，

千成11)fJ主に↑}r]li2:される f')主である υ 既存の学I11Jの専門分貯の析しを越えて編成され

た第 l 作成前，hIl' H~ . !第 2咋攻 9，~YfHi ・第 2 柄別専攻 31溝H~ ・第 3 専攻 8 議開から構

成されている"

，)本M究干|の修 l二日東f'El ↑専 f:前期課程)の「傑準((JJ 修業年1lJ~は， 2年であるに

この年I;Hを粁てiI}I定の'ii.Pーを修得し，論文の審査及び試験に合修した者ーには r修

1: (人間・環境学 }J のd芋1立が1'f与される〉研究業績の特に顕符なおーについては，

Lの年IU，[の21i縮も考慮する J

:3 .博1:後期課程には r深程博士i¥J のほかに，十l会人やf古学生に対して r諜

rt悼と BJの指導，;果桂を設けているυ 本課程の i.j'泉市イドJJ修業年|決は 3年である。

この年以を紙て所定の単位を修1~? し，博土論丈の審査及び試験に合格した-r.ーには，

i[守i:(人tl¥l'環境学)J のマ:伎が托ワされる。なお，いわゆる論文博士の制度も設

けらhてし、る、

4. 本liJf究干|ーは. 本ヅ:及び{也大tf:の学 in~ 本業 JT ，並びに人;学に 3 年以上ú:学し，

li}r~の 'ìí.f止を優れた成績をもって修得したと本研究科において認められる:ff，また

人~ ~"l を卒業した x. と l'iJ等あるいはそれ以上の学 }Jがあると認められるお1. さらにこ

れらにirずる儲マ:'L，社会人に対して広く l'りIを開古文する。

5. .~研究科は，人間・深境問題に関する総合的・~?:際的な研究・教育を通じて，

地J;}U~i境問題や有限な資源，高度抗争F<i化，高齢化，人口j:(~JJ日，南北問題，丈化的・

村会的Z.Jι丈化自Ij_fuなと 21世紀の困難な複合的諸問題に対処でき，新分野を開

.ffiできる独創的な新しいタイプの研究計，専門実務者を育成する。したがって，研

究ι専門完務Aの育成と村会人の科教育とが，相関した一体の形で遂行されると

ころに，教育機能の特色がある。つまり，欧米の社会におけるように，学位 (M.

A.， Ph. 0，)を取得した高度で総合的な知識人が，社会の各分野で指導的な役割を

果たすようになることをその具体的な狙いとする。

6. 本研究科ーでは，械修利目が文系・理系のどちらか一方に片寄らないよう，講

wの街機的一体化をはかった教育編成を行い，総合的，学際的な研究，教育の実を

あげる。また，国の内外の研究者との相互交流を進めることにより，幅広い視野と
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豊かな同[~げ[:を的う。

H.研究の現状

人間・環境乍:.1，1)攻は 2つの本幹講時と 6つの某幹協}Jj針発議1'1モ，丈化・地域環境

学専攻は 4 つのぷ幹講H~ と 5 つの協 }J講附，環境相関研究主攻は 3 つの某怜講J<1~と

5つの協}J，~Vf. Vれからなっているり さらに， アフリカ地J凶よ点主川I1研lリ川)庁f究l咋与ド工攻支は 3つの主本E叫中幹宇講l'叫略え4栴l~ 4 

からなつていて.合，j礼1']ロ2の尽朱;幹講lド'I札i

けられているο(人名の*1:[1はlhh}J教行を示すし

人間・環境学専攻

人間存在基礎論講座(基幹講座) (助教花 新'，t:c.._-nx:.助手 惟名 |年・松本作

二朗)

本講Hそでは人間についての IIII (J{Jな見方を排し，その全体的現実を学問的に解明

する。人間はj[判体的・社会的{fイ1:として，様々なN象に関わると l，jJll.fに，日常性の

超越を目指しているが.その，;附tlを，病態f象の研究をffめて総合的に解明し，科学

校術によって支配される現代の人間と社会のあり方を自然との調布lが可能な方jI'Jへ
ともたらす)ji去を探求する。

新'Ff一成助教J創立，各穐の精神疾，:1よ1、に現れる'b::惣や幻覚を研究し，それらの病躍

的構造と，現代の精神状況における人聞の存.(i:"j命的構造の変谷との関係を追究して

いる。またその知見を，新たな自然像と人間像の構築にl[二かす方法を探求している。

動態環境論講座(基幹講座) (教ほ松本澄，助教段怯井正丈，助手荒谷

邦雄・林 ir{人)

環境動態を自然的変化と科学技術による変動とによって生起するものと規定し，

このような動態環境と生物との関係を統一a的に抱握しようとしているO 例えば，尚一

!五・高温なと守の鰍限環境や結品相環境等における物質の反応tl・物性を研究し，こ

のような環境変化に対して生物種が適応する様態と，生物樋:の分化の問題を研究し

ている。

松本 法教J受は. ミクロ及びマクロな人工環境による分子並びに分チ集合体のj主

隔制御と高次機能合成を行L、ナノマシン(分子機械)及び分チ u坊の主主礎的アプ

ローチを目指す。これは環境問題の言わば究徹的解決方法であると考えられるU

松井正文助教民は.東アジア及び東南アジア地域に分布するr"'i!l:煩と拠出類をr['

心に，動物の自然史(多様性の生起と存在の様式)を研究し，またその成果をもと

に，多才羨|生の維f寺方法(保護策)を検討している。

人聞社会論議座(基幹協力連携講座) (教授 金坂j青則・官崎興二・高僑 [;苧*
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-河野敬Mけ・ lllj利|川公I[*・ l町村f在日1;* . rfl rllj雌政本.1七 h~政勝(助教J受吉

野kft;: *) 

札満H~では，近年の政 ifì II'~態や料消構造の変 flJ~ I 干、!?:比例:jの ~cjRなどによって生

じ多様化された生活球場の中で生起する係今な人間的社会的成象を，人文地理学，

政治学，法学，社会統計学.数理情報学，数~~{: I 形態マ:なと多方IfIIから総合的に分

析して.人間と環境の調和lのとれたがfしい社会のあるべき姿を明確にしようとする。

研究指導分野は.十|会構造，社会情報処JM!'十i会発民の 3分野からなり，基幹教

Ifと協力救'(¥の連携により研'先・教育を行っている。

金土反i青別教民-は，過去や現{I:における人間社会の，:1¥現象及びそれが生み111したも

のについて，人丈地JW学をベースとする比較地域構造摘のウI易から解明し，それを

過して，人間社会のあるべき;kをも掠ろうとしている。

'1:;; ~I奇興:害対引ム科学と 42術の境界f;íU!~で!日制I~' こ J.~-. I-fi される多次元にわたる図

形を.人←L界や自然界における形態や丈化史などとの関連十1:を前提としながら，分

析し，かつ新しくおIJ成している。

人間形成論講座(基幹協力連携講座) (教蛇鯨岡 峻・安:11:邦夫・海原徹・

ゐ悩孝 II;'*・|判f日敬riJ本・杉万俊夫本・小林茂夫*四日行敬子二*・依Efl義丸*助

教J受 f;r旧恭jま*・石原1I{1i'ま*篠原資明*)

国際化，高齢化，高度技術化，高度情報化， fdli1i前多様化社会の進行の中で i人

間はいかにあるべきか」という問題を，環境保令とし寸不本問題に!!れらして考究し，

自然、と人間の調和ある社会を作り IHすことのできる新しい人間形成の可能性を追求

している。このため，縞神形成の可能性を追求する人間形成の研究や教育及び身体

的・十i会的な行動を通じて{出jfj{(追求を行う人間行動の研究を行っている。

研究指導分野は，人間形成，人間行動の 2分野からな仏法幹教riと協力教官の

連帰により研究・教育を行っている。

鯨凶 峻教托は，発達を{同体能)J，関係}J動，文化環境の諸次元の再体制化過程

と捉える立場に立ち，それを特に初期iま子関係の発達的変谷過程の解明という形で

展開してきた。今後はこの枠組みの下で、生法発達理論の精級化を試みる。

安井邦夫教授は，自己存在論を担当し， ドイツ観念論の村学，近・現代哲学にお

ける「自己意識」の理論，現代ドイツ析学，現代論理学等を研究テーマとしている

が， 目下は「自己関係性 Self-ReferenceJの問題の解明に重点を置いている。

海原 徹教授は，人間形成の歴史的過程をさかのぼり，それぞれの時代や場所で

生起した人間形成に関する思想や実践の諸相について考究する。近年は， 19世紀日

本における読み書き能力の実態の解明を研究テーマにしている。

自然・人間共生基礎論講座(基幹協力連携講座) (教授小川 侃・字数重慶・
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杵|良If(i参・・ llllJ L'L持.i tt H!，i'i¥輔*・毛平IJ明博*植松引けよ*・ !Ij[1良平¥ 助教綬

知l政義* 1-. lEHjj * . I'î' jlj 秀 I~J* ) 

科学i}(WJ 丈 tVJの党民の中で\自然を保令し"周平nのとれた ~1i しい丈化と '!ëi百の係

式をいかに自IJ遣し得るかという mJI，、への回符を目指している。本i議時は， ~I'. Itヤ日間.

'L命村i悶.エネルキー・物質利用の 3研究折i草分野からなり.専攻?と体に研究・教

育の本本問題を提起する役'削を-tllっている。

小Jj 1 1!{}'ijcl"1は， フッサールの羽象学的万i去により， 自然と丈イヒの構造{T:{t: ，1命的

諸関係の析学的liJt究を行っている。関心のある体系的テーマは，現象と存不正， ri請，

政治.芸術などである。 古代ギリシャの理論村守:と政治村学も研究している。

宇敷府高教J受は，fJL象数理解析論をiLt当し， 1次元及ぴ多次元の複主主力学:系を中

心とする }J学:系の分岐開論を研究している。突の}J学系についても特に複雑な挙動

を示すカオスなどに興味を持っているυ

村l良if(i多数民-は，生物j七十左論を:tll当し実験的手i去による真l有効、の'I=.態研究，呉

保f(きのこ)を手掛かりとしたモグラ xf(の '1=-態研究，モグラ・真 [~i ・樹木三者-rHj の

共生の研究などをfiっている。

回日山義教授は.高地(低HJ，'j':'!Ii環境(間擬ヤ'di環境を合む).運動に対する

骨格筋の適応のメカニズムを組織化学的・生化学的方法で研究している。

環境情報認知論講座(基幹協力連携講座) (教托 浅野 潔・江島義道・大東祥

孝*・ !IJ梨正明*大木 光本 ・船 橋新 太郎 *助 教托北山 忍*東郷雄二*. 

小田{1Il'j キ・待~J11貴riJ* ，凶i附金久)

環境情報の認知過程を総合的に解明することにより，人間と環境の調和lの袋件を

明らかにし.これらを人 L環境.人間・機械システムなどの設計及び自然環境の保

全のために民間させている。このため，認知の神経機構を解明する認知機構の研究，

コミュニケーション・認識・思考過程を究明する-n.ti許情報の研究，感覚情報の受谷

から認識に主る過程を解明する認知情報処理の研究などを進めている。

研究指導分野は，認知情報処理.認知機構.討詩情報の 3分野からなり. j主幹教

官と協}J教日の述携により研究・教育を行っている。

浅野 潔教授は，非線形現象論をfll当し，気体分子運動論・プラズマ力学・流体

力学において，現象を記述する方程式解の存寂やそれらの解の↑T質を調べている。

近年の主な研究テーマは 諸方程式のi斬近的性質一解の遷移現象であるの

江島義道教授は，ヒトの認知機構を攻究している。人間の視覚情報の受'存過程，

順応過程，視知覚(色知覚，形態知覚，奥行き知l覚，運動知覚，ツ巨問釘|覚)過程.

視知覚の統合過程，異種感覚の統合過程及び認識過程を研究している。

自然環境論議座(基幹協力連携講座) (教授石坂恭一・堀 智孝・戸部 博本
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-速;j(iE憲*松回何本・'，'，';IH博之*. 'p十J.";t:Aftli * ，助教段松村道*阪上

羽III(j* ) 

地球の自然JJ;~J克そのものを珂解するためのiiJI 究・教育ìti動のうち，環J境克白然史分

2野fí' に fl(反~:王:二，点l

地L球伝j環最I境克を多f向円的悦聖的野f'にιつて毎停解H祈Jrしている"臼加加11えて' 自然環境を支える法tlIJにつ

いて物別学的な手法を!日いて解明 L，'j-:Hi白然界に閲する本礎聞論の確ウ:を目指し

てし、る。

研究指導分野は.地球l巷1.生物|割，自然構造法礎の 3分野からな f)，慕幹教官と

協力教刊の連嫌により研究・教ffを行っているけ

イîJ}JlJ~ 教托は，地質年代測定に足ついで， 日本列島の地質構造発達史・環太平

洋・環日本ii止にfii:i附する H本ゲIJ品弧の第三!切ー第間期j火山{_iの成l刈に関する研究を

行っている、J

刷 干il 孝教t~・は， i{1ザi羊・ idlJinの化学長見iHリと宗l付でのモデル実験をま:たる方法とし

て，天然水のfヒ'手段象を体系化し，水隆|での物質の循環と調節に関わる;;l;HIJを研究

してし、る。

分子・生命環境論講座(基幹協力連携講座) (教i'Z [II[付 淳・池永満1:.* .竹
安J:liJ~ *・九[11t::威*・ 11:十棲奈人* 助教托 田村 :fti， f ，'. J III~~ 男，木上淳.

武ボ具ブ， ii王立 1it.jIJ* ) 

本i講ドHでは，生命と自然jえび人 L部境との関係を規定する様々な婆凶を，分子及

び分子集|すlのレベルで検H、Iする。枚身、同虫や化学物質による核般の-tiH易・修復過程の

解明，光合成のiWk環I免を構成する機能1"1タンパク質の機能と発羽市IJ御等の生命環境

とともに，広くこれら生体反応の慕礎となりモデルとなる分子環境の解明と，化学

反応を制御する反応環境内の化学積向相正作用の研究を行っている。また，自然界

によく見られるフラクタル集合の発現裂凶やその件・質を解明する研究，自然界にお

ける相 I工作用の本質に関する物性理論的考祭を行っている。

研究指導分野は，生命環境，分子環境，キH瓦作用の 3分野からなり，基幹教官と

協力教rrの連携により研究・教育を行っている。

山内 淳教授は，広く生命現象や材料物性に関わる分チ環境の物理化学的解明を

目指し，量子論的立場で電子の挙動を研究している。特に，化学反応の中間体，材

料特性を示す化学種，選移金属活性中心を取り扱っている。

田村 類助教授は，キラルな有機結晶環境下で発現する自然科学現象のメカニズ

ムの解明と，環境科学に貢献可能なキラル機能性分子の設計-合成と物性について，

有機化学的立場から研究を行っている。

早川尚男助教授は，散逸系の動力学の基礎理論を研究している。特に現在は連続
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体I:Hが[':jfUjでない粉{本系を{I}I究し，その非主y衡統計熱))学における校前づ(tに興味

を持っているοiJK'1する1111也としてうど.I!主流や散逸系の安定なんjイ(惜造にも興味があ

る。

本上 i字助教民は，フラクタルの数学的な本礎理論をliJf究している。%に刻イ1・は

(一般に“微分"がう主義できなし、)フラクタル上の波動力ー程式や1JLnx方位式はどの

ように'ど義され，その納Jはとんな'1''1=質を持っかに興味を持っている心

文化・地域環境学専攻

文化・社会環境論講座(基幹講座)(教綬 足利健売・足。'_:~:i 男，助手 天野太郎)

本講H~は，立;化・社会環境の令休を構成する ~1n}l;t~: の構造と機能.村山的変遷，付i

花関係，異質な文化や社会制度とのJ主触l時に生じる持政のメカニズム等の分析を;m
して，よ化・社会環境の総fT的内角#f.を tHI1すυ その上で，自然環境を保会しつつ，

それと調和した/佐伯+1会の実現を， また f..[、統的な丈化や社会憐造を紋 /þ( しつつ住II;~~

的な丈化社会の実現をl文lる'JIj主を探究している ο

}J!.利健売教長は. 日本占代の者|ゆ占・条一111・道路制なと 'illi由i対観」とその変化，

中世~近i仕城下町のj立地創出及び形態変化.イギリスの以観念、i霊なと，凸i1t-現代

の腔!と全附の{夏以と変遷に関する jiJf究を i泊して，人の地表紙Il;~' 史を必み解くけ

よE:V~中;男教Jitの主要な関心は. ;fJ~代政治理論及び政策科学にある υ 科学的・合埋

主義的な政策決定の手法とその怠義， またr:J~宇佐を，民主主義のi壁面命と x践との関係

で考祭している U

環境物性解析論議座(基幹講座) (教段後綾喬雄，助教長森本-;~:則，助手

小山田明・ I:!:ji事i告!と)

本講wは，社会・丈化・雌!と環境保全のため，物質問発とi宋く関わる物性科学:の

方法と，その慕礎をなす数珂ー科学の埋論をI吋輸として，環境姿素物質と環境作刷煤

{本の恭礎的解干Irを行っている、

後藤喬雄教J受は，環境物性解析慕礎論を相当し，主としてパルス法核鋭気共鴨川

JVI R ).希釈冷凍機を用い. jl¥;i孟，組低温トーでのjr¥;次元量 rスピン系や分f-liii↑tf仇

ヘビーフェルミオン伝idt体の相転移，儀気)]]1J起，』i-子多体効果の研究を行っている ο

謀本九:W1J助教援は，自然現象，社会現象を記述する偏微分方程式系が持つ許il!!i的

な性質を数学的見地から，擬微分作用素論，フーリエ積分作用素論等の起同，i}j'解析

理論を用いて，研究している。

文化環境言語基礎論講座(基幹講座)(教授 山口 縦，助教H: レオン ホアン，

助手李長波)

本講座は，側々の言語の基礎的な構造とそれを用いる社会的文化的な創造活動と
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の関係について，その動的様相の解明を fl指して研究をわーっている。

山[1 M'Ux-l創立般}1-Hiriflとしては， ネオ・フンボルト学派 Ii品目世論として

は， ソシュールに /J.fì まるフランコ・ジュネーヴ'予:iW. マテジウスなどに HI.~とするプ

ラーグ学派lこ共感をJ1ち， mj!i発民しつつある内谷的士a'i}\;~!学にも興 11ノ伝を持っている。

レオン ホアン助教抱は tとして文学史家の悦止ゆ冶ら，英米の現代文化を研究

する υ 村に}iB11tが科学校術 Lのを化に.また現代における社会発民の概念をどのよ

うにu央すかに布 t1している υ

環境保全発展論議座(基幹講座) (教托 rnj橋義人・北fJi能回一・阿JLi正弘・驚藤

桁・ I1I本It'(一王丹l 攻・家森幸男，助教段 前川 覚・ 111本行男・森谷敏夫，助

手汗l村誠)

( [客員分野]教抵 j'.j:!j!f'博中・伊東!と朗.}:k野lIiHm・下坂 守・ I11中敏!と・町田

~・ ìlWliEH{i .光谷拓~k ， 助教托 llti L 尖.i口[上繁樹・浅川滋男・必)1 京)

本議ドjiは，人間の環境の内にあるという本本的ロ忠誠から/1¥発し，環境と人間の身

体との相間関係， t;;:域安素物質の4L、動等，人間と自然環境の総合的な解析研究を行

い， さらにそれらの研究成果をもとにして，環境における人間の生日常問.環境と

調和した干|会や文化のあり方，都市と自然、の関わり，環境保全を目指す経済政策や

法的な万途等，人間の'1:.が，自然・社会・丈化という環境との問に閃らねばならな

い謝干11と発反のあるべき姿をH-体的に検討している。また容員分野では，丈化財の

保護についての高度な知識とその調査・修復技能を尖地指導することを主要な目的

としている。

研究指導分野は，環境保全，環境解析，東洋文化財保全(客員教H-tl!当)の 3分

野からなり， t.~中字数日と客員教刊の協力によりliJI究・教育を行っている。

前1橋義人教抵は r阿l攻近代の批判的検討」という主題の下に， (1)ゲーテ，ニー

チェなどの近代科学批判， (2)魔k狩りとキリスト教的デモノロジー， (3)近代にお

けるロゴスと神話の関係などを研究している。

北畠能房 (flj:Jj)教授は，環境資源管理行政の業績を紋時的に言干制!iし得る手法開

発について，資iW・環境経済学及び人間による環境資源利用・管理の制度分析の観

点から研究している。

間井正弘教授は，国境を越える人の移動に関連して，犯罪人引渡しの歴史的研究

や出入国管理法制の比較研究，圏内法・国際法レベルでの人権保障の実効性などの

国際人権法研究，国際環境法と国際テロリズムについて研究している。

訴手藤 裕教授は，整数論，特に保型形式の数論的性質の解明と応用を中心に，主

として代数的及び解析的手法を用いて研究を進めている。最近は，それと関連して

概均質ベクトル空間の理論についても研究している。
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山本判|爪f内紅fイ---..子手教zj

試み'合成無機化合物のキャラクタリゼーション，生成凶 fーの決定，材料としての

可再等について検H、lし，さらに環境lドの煩似物質についてもiiif究しているυ

7五日1rj(教民は， x市，R[L1]1Jri去を)IJし，-c鉱物や合iJ.UAtll，の構造を決定し，これらの

がiA111のエネルギーや結合状態を瑚論f内に求めることにより，がlJliの本質を研究して

いる J

家森ーや;りj教i';i:は，脳卒中を遺伝的に発症するモデルラットを開発し，遺伝刊の成

人病も栄長で予防し{!?ることを実証し，人間への民間のため，世界各地で疫学研究

を実施したけ遺伝.J~~域十jj関の分析により， 予知・予防医学，健康科学を体系化す

る。

前)11 覚助教托は，物質の磁気的'i"1，質や付ITï.1~:用を主として核磁気共鳴 (NMR)

j去を!日いて，物'1、'1ヰ知里明年:の方法により仰fヲEをわっている。特に紙{氏i晶における俄性

体の秩序形成過程やスピン構造，抗らき¥緩和l機構の解明を行っている心

111本行リj助教l}は. '1イトに作)IJする合機化介物は光学i削t体でなければならない

として，それを合珂的に合成する研究を行っている() !t~~lに，醇素を普通の触蝶と IliJ

じように利用できる方法を悦宗し，その仕組lみを明らかにしようとしている ο

森谷敏夫助教1'1は't:.f村正一号(脳波，筋電|苅，心電rxl.呼気ガス. lfll流など)のコ

ンピュータ解析を主体に，心臓自作神続出動動態 筋抜労，エネルギ一代謝 J主動

学科などに閲する応用生地学・運動'1:.期学的研究を行っている。

[客員分Jl!i']

H・聖子博宗教托は，桃山時代から幕末にかけての近世絵i由iを専門とする。尖ー術史の

隣峻分野，特に丈~f:の研究成果を ll\( り人れて風俗[曲]及ぴ浮世絵を研究し， 18Ut紀の

京都の思忠的??対を，コヒ茶翁という人物を核としつつ.絵[珂との関連を考祭する。

伊東史NJ教隠は，東アジア全体に視!信を.j"'/;えながら，日本を中心とする仏教彫刻

史を研究している。特に平安一鎌台fl，¥代については，各種ーの民覧会や現地調査を踏

まえて，新たな悦点を提起している。その他.椴{象， 1反1M. 事1):.:なとずの研究を行っ

ている。

J天野町郎教J受は， 日本ri;字転:史を中心とした東洋漆:r芸史を研究している。特に日

本の意匠(丈様)の変選， a.Htの特徴などをその遺品を通して迫及し，これらを製

作した1:人の背景，また，これらの遺品の世界的伝播の影響などを分析している。

下坂 守教授は，わが国の書の変遷，とりわけ時代を追って変化する似名の様態

の整理・分類を課題としている。また，荘園絵図や参詣憂陀羅といった絵i曲i資料を

素材として用いた中世庶民生活史の研究も併せ行っている。

山中敏史教授は，古代日本の官街，寺院，集洛遺跡などの考古資料を素材として.
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H本古代律令出家による地方支配が，各地方における杯史的・政治的・地理的・経

済的な住環境とどのような関わりを持ちながら遂わされていたか，を追求する。

IIrff!l 半教托は，土出， 1-1器などが考古学研究の対象であったが，近年，脆弱な

本出.金}，~;G:fに閲する保{n支持Jの研究が発達し，その事例を中 1'E]考古学の成一来に求

めて.考 I~"'f:と保存科学とのwH去な j七 l'iJ研究のあり方を追及する。

ilUlJ正fI(j教托は，遺跡、遺物の保存干lJjt:的研究，止[代子 L業製品.特に金属，土器

などの材質・製作技術・生岸地ftb主の分析的側究，出i~J遺跡、 1 1\ 1.の木材・漆なとの

布機質遺物や土器，金属持なとの無機質遺物の化学処理技術の開発研究を行う。

光谷拓J.ミ教托は，考古学，建築!と学，美術!と学などに間連した水質古丈化財や地

質学に閑辿した木村(JIR没樹幹)などのfr輸年代学的lijf'先を行う。また，樹木年輪

内の微細構造の変異に本づいた古環境の復Ei〔的研究もHj:せ行う。

出ー上 主助教J受は，中 [EJ~0i由 I ~とのうち，特に明. i青11，¥代を中心に研究する。呉派

・山Îìl~等， i由i家のr[会的地位や活躍地域に士、JI，七、した作風の中11;皐と相 11-_の影響関係，

及び近佐H本絵l由!との関係に関心を持つ。

j日j上繁樹助教民は， 日本及び日本に影響を tjえた中j;EJの染織について， 1:芸史の

広場から陀史的変遷を考祭する。日本では中i仕から近阻ーにかけてノj、袖を中心に民間

した染織技法とデザインを，また，中国ではi*j;t..:時代の染織を研究する。

i主川滋男助教J受は，フィールドワークに慕づく中国諸民族住J討を研究する。特に

考8"tと民放学のデータを総合しつつ，内ー時j少数民族建築の系0・kと庁長!とを構築する。

光!と日本の焼失í U，，;.跡に希一日し，県穴 1t!日;-構造のX~jf的彼Jj;{líJf究を行う。

松井 ;辛助教J受は，近年，考古学では徐々な有機遺物の研究が盛んになりつつあ

るが，動刷物遺体"お・!t虫卵，細l礼昆虫などの研究から，どのようにして過去の

人々の生業，生活環境を復原するかを研究している。

文化人類学講座(協力講座) (教綬 福井勝義*・菅原手II孝キ・三好有[1朗 * 三 原

弟平本・岡本美彦*・松島征本・小;;~ Il(j * .稲剖it¥樹¥助教授 問中雅一*

MI崎 靖キ・前川玲子事・ヨリソセン エンゲルベルト*)

本議時は，諸民族の地域丈化の構造を実証的に解明するとともに.諸丈化の多様

性を貫く普遍的原理を究明する。フィールド研究を基軸に据え，地域環境に適応し

た生存系と種々の丈化装置系との動的な関係を探求する文化人類学の方法ととも

に，精神活動の支柱である言語及び象徴の機能と構造について比較文化の方法によ

って探求する。特に進化生態学，記号論，討語学，象徴論等を共通の参照枠とし，

人類文化の一般理論の構築を目指す。

研究指導分野は，文化人類学と比較文化の 2分野からなる。

日本文化環境論議座(協力講座) (教授愛宕元*西 山良 平* 西脇 常記 *
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1;f本盛}(m;*・l付111号-tf~t~ *・|若iHJ -I:t* ・十J-~予防l r*・松 HI i青*助教綬 附辻村

次*赤十~~紀!多*・山崎健* ) 

本i講wは.東アジアの'1'における 11本，そして内欧文化との交渉を持った日本，

といった地械的・丈化的環境における「日本学」を内科とする。そこでは， I1本の

社会・文化のII';I&:， h{ fHJ.すなわち1I:~{tゃ地域の特性のl点、九え;化・制度. f.ムー統の

形成やえ;化交iJt<などの|問題を， l.lill付的及び国際関係的な~~史環境・丈化環境の制点

から究明することを 1I折しているけそのlZL特に中ドlとの関係が章悦される ο そし

て，日本誠及ひ、それに影響・交渉のあるhiiitを，文化表現としての諸朴|において研

究する。

研究折#一分野r-は，片王史Z罰I克，丈化夫.fJLと丈化環境の 3分野からなる。

ヨー口ッパ文化環境論講座(協力講座) (教段 南側ー -JHゲ・向日i呉杉本・石川光

I者*・般JI'-，トトー111;*・池川i;I，1: * .内政迫kjf*.tMI品l手11--]亡率・鈴木邪之*助教民

川島H(jJ.と*. Jû 野J!~~ifi * ・多i'{ J支*・ liDJRI iMriJ *・ Hl.i-2l玲{*・道後奈~.:* ) 
本議wは，東i何ヨーロッパとアメリカを a つの丈化地域防|として似え.その暦史

的・丈化的・社会的~'，Htを解明する '1吹米学」の係改を 1::<1 り，研究!hl; を傑;}とするい

その本本的安勢は，俳l々の民族の'i:_i目， i甜，，lt忽!などを十l会環境の悦点から/ijf究

対象としつつ，同時にこの地域|巻|内の歴史と文化衣現を自然.-11:会環境との有機的

な関連の中で総合的に州え[，'fすことである ο この悦点から，欧米|巷|を中心とした丈

明形式の全体像を追求する J

研究指導分野は，十1:会上最境，文明形成と欧米丈化表脱の 3分野からなる υ

東南アジア地域研究講座(協力講座) (教授 占川久雄*・ 1I1田 勇*・加藤

剛*. '1本成丈*・陰地利明*・白石 1;宇*. i毎回能宏*. e{原久仁夫*士、l'内良

博*.I勺旧嫡太郎*・阿iXiJ光ll(l*.悩JI:捷朗*助教J受 安藤干11ft作*林行夫キ.

同村重犬木・王 Hl)~:史本.池本ギ生*水野T員十お*・五十嵐忠孝*出中耕行J*) 

本講j併は，東南アジア間究センター」の四半世紀にわたる地峡研究の実績と成

果を踏まえて構成され，lt般となる生態環境に民間する社会生態を把握し，それら

がより広い?と聞において統合・関係する統合環境を明らかにする。これらの本健的

研究の上にすーって，この地域の地域発民の問題点を探りつつその可能性と }j策を論

じ，豊かな人間環境の確伝を目指してその現状と変動を探ることを研究教育の目的

としている。

研究指導分野は，生態環境， tl会生態，統合環境，地域発民と人間環境の 5分野

からなる。

広域文化地域論講座(協力講座) (教J受 IIJ田 誠* ・木村崇*助教J受 松浦

茂*・蘭 信三*・服部文昭*大川 勇キ)
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本講川正は，ユーラシア大隊北部のスラフ、丈化地域，中l司とその周辺に広がる東北

アジア丈化地域， jtti 1，1欠の川辺に{川町しつつ多元的な独白の丈化を持つ中欧文化地域

なと\様々な粁緋を粁て形成された，恨めて広範聞に及ぶし、くつかの丈化地域を}~

111;え，その形成・変'作のIi行中Hを解明するとともに.地域形成の州立理論に関する研

究・教育を行う。

環境相関研究専攻

共有環境システム論議座(基幹講座) (教.t-iJ: rl司'l-"{Ir易介，助教托 fJト従 勉)

人間i活動によって社会の梨素に組み込まれた自然は，人間的iilli術を付号された第

2の自然(峨域全問)となる。物質とエネルギーの循環を支える雫問秩序がコモン

ズ(共{J''''(! Fr IJ)であり.丈化的:定、日未と ídli1ir(の尖体化と ~j'li jf\に関わる空間情造は，風

土と呼ばれる。現代の地球環境問題を論じるにはマクロな視点とミクロな視点がと

もに必要である u 本講時は，人間の環境を自然環境，経済環I克，社会環境などの種

々の環境が多元的に共生する絞合体として捉え，この多}己的ネァトワークをマクロ

(符i芹学) とミクロ o瓜土'l，，:H11)の 2つの方lilJから考古そし，現代文明の諸相を明ら

かにしようとする。

問符陽介教J受は，社会システムを'恒問論として惰築しようとしている。とりわけ，

コモンズ，都市，デモクラシーを，それぞれ制度情間'Uiヤ去問，公共全開として

研究しているリ

11十従 勉J.l)J教綬は.欧州の近代建築と都市思想について研究を進める一方で.近

代日本の都市吉I'j由jlとにおける公共全問形式をも研究課題としている。さらに最近で

は，琉球の生活文化における世界観と儀礼・祭前日常間の特例ーについて研究を行って

いる。

生物環境システム論議座(基幹講座) (教.f-'A: 豊島存則，助教授加藤真)

本諸外fは.生命体が持つ某本的な機能を支えているシステムが環境の変化を感知

し，分子・個体・積それぞれのレベルで自らを適応させる機構の究明を通して，生

態系の自己復原力の限界を把握し，地球環境の保全と改善に対する生物学的な視点

から提"tfを行おうとするものである。

豊島喜則教J受は，楠物の光合成を対象に生体エネルギ一変換機構や遺伝子発現の

誹j節機構など，生命を支える基本システムが，環境の変化にL七、答して，その機能を

最適化する仕組みを分子レベルで探究してし唱。

加藤 真助教授は，生物の多様性と進化のメカニズム，生態系の動態と安定性及

び，生態系と地球環境との相互作用について研究している。

社会環境システム論講座(基幹講座) (教授佐伯待思，助教授大浮真幸)
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我々を取り在く社会的J~~jJtが.料治のグローパル1t. 情報コミュニケーションの

IU:界的規恨のfJ1、大なと¥包速に変化を遂げる中で，純i九政治，文化などの諸分野に

はおiしいJt.:'j:問係が生じている υ これに付して，既存の専門的学聞の枠を越えた毛:

層的フレームワークの中で/Ifl究を進めるのが本講J坐の目的である。

1t11'l'.ヰ忠教十三は，現代十[，会のII会情造と丈化の体系との関係，そのあり方と変化

の歴史的怠義を研究し，日本社会の構造，観念体系の虫、|味を，欧米との比較の中で

考えている。

大J零点字助教J受lム社会システムの構造を嵐定する脱範が生成され尖科していく

メカニズムについての研究をわっている Q 中でも.社会システムと外l井|の自然環境

との問の連続と断絶について用論化する際，身体というものに着服する。

地球環境動態論議座(協力講座) (教民 巽 1;.[-本¥助教 授 j河井敏*杉11I

雅人*)

461.意歳のif.rlf令を持つ地球は，金属絞・マントル・プレート・海洋・大気・地磁気

・生物などの複数の|岳|が相正作用をおよほし合いながら，進化を続けてきた。地球

環境の変動予測は広たちに"果せられた豆大な使命であるが，これを行うためには l

つのシステムとしての地球の変動史を理解することが必要不可欠で、ある。本議JiIkで

は.全地球システムの包話的な理解を目的とし，従来の細分化した学問体系ではな

く， 多l巻l相一任作用に杭・目した学1;祭的なJ米求を行おうとしている。

物質環境相関論講座(協力講座) (教授林析介*花田偵ー*・|首l輿志男*. 

村中手:利*助教J受川本嘉久*馬場正11(1* ) 
本講}ギは.自然界における物質の静態及び動態を分析・把握し，自然との調和を

乱すことなく資源やエネルギーを:有効利用するためには新しい校術の開発が必要で

あるとの認識になって，地球環境保全に対する科学技術i白iからの積祢的な提言を"え

みる。このため，種々の無機及び有機化合物を利用した新機能物質の開発，物質や

エネルギーの生成と変換メカニズムの解明とその制御法の確立を目指した教育・研

究を行う。

研究指導分野は，物質・エネルギー相関と物質機能相関の 2分野からなる。

環境相関解析論講座(協力講座) (教姫 高橋出典*日本宗官*・LlI内正敏キ'

助教授 カール B. ベソカー*・向橋 l真水・行者明彦*加藤信一*) 

本講時では，人間の思考が環境を解析，統合し，自己の生命・身体と自然的.rl: 
会的環境との共生関係を，社会的・宗教的システムとして，抽象的な笠間表象とし

て，どのように体系化しているかを研究対象とする。生命存在，身体存在としての

人間の思想し宗教，倫理活動が周聞の環境システムとどのように関わっているかを.

比較文化論，比較社会学の視点から考察し，また，現代の進んだ数学的手法を駅使
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して， f~Ui~ ， 二 '1 じる"日現象の十11悶を数flrt(I(J に解析する方j去を探り ， #Jiたな数学的理

必の館内を 11J行す l

fiJf冗指導分!l!j'は宗教・ト I 会十IIr羽と十tI I'JH~J慢の 2 分野から令る。

言語環境相関論講座(協力講座) (教托 水光%t!lJ * . fiTI FlI f jl久総本，llJJ害対受 精

池t'an*)
人間l は J~i杭が覚する tt 守な↑121 械を，l.f知|し.これを概念化，衣象化することによっ

て，さらに祈たな文化・十|台f~utt をおIJl I'，している ο そうしたlri~'みの松となるのが言

， il\ fj~)J の j生得と民間である。本講隔では( i一品がと‘のようにして，多元的，重層的

な J端境システムの会する多様なれtítR を解析・伝達するかを，人間の衣象自~JJ ・形象

白色 }Jとの問i系から45-討さする!白コミュニケーションの媒体としての-({請がいかにして

倒人(I(J・rl完的に従併され， ''1:存されていくかを.人r，tJを取り巻く自然的・文化的

Wi境が， li uhの月三年i機能などによって ré~J主なぷ{耐火現へとケ1.1(iされていくとともに，

他の日告 ~H;J との付1 h:作片!のなかで， さらに尚次な精神丈化的J~境の創出に寄与して

いくメカニスムを研究する J

環境認識表象論講座(協力講座) (教民 JJ;J卵子lIij* .石田明文*・上回有生*

助教十三 加藤幹nli* . )L焔良雄*松本敏彦*)

本講I'iそは， 人間がその'l:.{f:峨坊に悶わる微々な事物， .fJ~象をいかに認識し，いか

なる /1;で火事:するのかという， ~r; くて析しい問題を総合的に，位;し、視野を持って考

究する。近代比米/えぴドイツの丈I!?と思想の考祭.人間の認識における映像芸術表

象メディアの f"t，~IJ の与'-'~~.また， ['1然 .H会現象に|渇する数理モデルの取扱いを通

して，{ijf允教育のu的のj主成をLnfiすο

fiJf究指導分野は，社会心↑?と数埋ロt，~'lt哉の 2 分野である。

アフリカ地域研究専攻

本専攻は.地域生態諭講ドE，l(v}i:J t: '[:.論議)<~仁地成動態論講時の 3 つの基幹講座

からなる心大学院生は， 5年ー貫性のI卓上ぷ担のもとで，フィールドワークを基礎

とする教育体制によって，アフリカ地域に関する総合的な理解の方法について修得

する。

地域生態論議座(基幹講座) (教綬 1111付 泰 雄 ・ 掛符誠，助教J受荒木茂・

池野旬)

農業，牧畜，狩猟・録集・漁労，商業，製造業なとずの伝統的な基盤を持つアフリ

カ地域相会の生業(生計経済)の特質を，生態と文化の相正作用過程として解明し，

その再評価を試みるとともに.これらの生業の「アフリカ的発反」につながる潜在

力について考祭する。
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本講I'VU:， i:として11:義の生態的手法によるl!':;'/'Ulfl動や構造と機能.及びそれら

の向然的思般を分析するノ企業'1:.態諭と， [liJ家や rEHr，~的な経済・社会条件との関連か

ら 'l~JHf消や J也.h~*-fi，'守の特質を解析する生態粁消品の 2 つの分野から構成される。

前jf.N干雄教N:は，熱'inFアフリカの乾燥・.'1'-乾燥地におけゐ農耕の体系を，農業牛

態学的に解析.，:f1rlliすることをj並じて， .{J:米農業を悲礎としたP企業構造の姶民の可

能性についてiiW先している。

拡卜 f~ 誠教J乏は，アフリカの焼畑Ii良緋l(H会をI・I象とし，自然・干l会・丈化の相

花関係と動態を'!'.態入額学の広場から解明してきた。それらの理解を恭礎としつつ

農耕社会の生態!と的M開過程，及びアフリカにおける内発的発反の l可能性を探って

いる U

定木 茂助教N':は，焼士IIIを中心とするサバンナ併の在米農業の特質とその環境適

止、性を， fr自('1叶 上機動態の解析を通じて明らかにしてきた。自然的本総と生業様式

の複合により特徴づけられるアフリカの地域区分をもとに，地域の独自性を明確に

する。

池野 旬助教隠は.東アフリカの半乾燥地情農村を対象とし，多様な生業構成の

解析により，農村社会粁消構造を明らかにし，政治・経済・社会環境変化に片する

地域社会の適応過程と，地域自らの内発的契機とを被合して，農村変脊の動態分析

を行う。

民族共生論議座(基幹講座) (教J乏田中二郎・島田周平，助教ほ太田 五・

丞由貿a 義)

長い村史を持ち，アフリカ人のアイデンティティを支えてきた民族文化の特性を

把揮し現代の複合社会における民族文化のあり方についての研究を行う。

本講かEは，アフリカ祁民族の多様な丈化の特性や形成過程を明らかにする民侠丈

化論，多民族共存や高次の地域文化形成のメカニズムとそれを支える自然、的，社会

的な慕盤を解明する地域丈化論の 2つの分野から構成される。

田中二郎教抵は，アフリカの狩猟採集民，牧畜民に関する人類学的研究を行い，

特に続乾燥に付する適応機1(;を明らかにしてきた。近代化に伴う伝統十l会の変谷過

程を分析し，少数民族のアイデンティテイ確立を前提とした発展可能性を研究して

いる。

島田周平教J受は，アフリカ国内の政治的経済的対立を，地域間対立の問題として

考察してきた。食糧生産の危機や小農社会での脆弱性の問題や，小農村社会が持っ

ている危機回避，脆弱性緩和機能の解明を通じて，地域発反の可能性を保っている。

太田 主助教授・は，アフリカの乾燥地域に住む牧省民を対象に，家喬一人間関係

の諸相を人類学の立場から解明してきた。家畜の飼蓋=と結びついた文化を持つ諸民
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放が. /lfJ'Ieと'IC)Jtとし叶課題にとう対処しているかを考究する υ

長1I 111Li'ídリ~~zJ受は.アフリカにおけるヒト-fL[(物関係の訪中[1 を，人矧学 1生上鬼態『学，

1:民‘友:~.lり以h訂以杭，'!j十h十h榊柿山血自責一物起 iリ洲h同版!l以;11γγ'? ，

がI爪自つてきた丈化資i減崩原1とi民(!i依矢主知知11"ぷI滋訟の係態を分析しい' 地J域9攻k川+付l会のl内付発的5党t以のd可J能性

を考ず究Eすゐ

地域動態論議座(基幹講座) (教崎 小山11'1樹・，ti川光kfL助教N: 水野-u青・

木村大iii) 
自然~;;~J;';Iの k JtJJ的及びWWJ的な動態と.付i迄・民族t!会・国家等の社会環境の動

態の.Jl~1kl を i曲して， t'J然と人為の相 tj'.1'I~肘過位として地域の生態史を解明し，地域

における人H!Jと白然との JHJ のj且を f-~~'~~する。

キ;議 I<V は.自然破.t;'~の現状と動態を解析する自然史論と，村落.者IS市，国家を含

む社会時抗の変作の機構や，それらと自然の認識や利用の変化との関係を解析する

fI司会生 ~L~ ~と s命の 2 つの分野から構成される。

小山IfltMRIえは，アフリカ大限及びマダガスカル品の'U知地1虫学.&び'存長類の

生態学的，十1会学的研究に従事してきた。近年は特にマダガスカル品の原被類(キ

ツネザルftilをιI象とした村会生態学的研究を行っている Q

『↑i川忠雄教托は.中央アフリカの狩猟1*集民，農耕民の社会を対象とした人頒学

(I!) • 1込侠7的，iJt.J慌をもとに，多様な自然観や自然利用，それらの共存関係や変容に

ついて考古そし人制I}:の広場から自然保識やその持続的利用について研究を行う。

I)¥j!j- . /I，t!，助教Jえは.アフリカの尚山における植，t_の遷移と気候変動との関係，及

びh古住分イhと地形.地fT.気候， i:りr当環境袋l刈との関係を解明してきた。アフ

リカの i~î 山榊 '1:.のな地環ltlや熱，;17植生の改変と環境変化との関係について研究を行

つ、

，j(H大治助教Jf-は，アフリカ熱;;t;多j:l:j林の焼畑農耕民.~守猟採集民を対象に，自

然利用・臼然認知， tl会交渉及びコミュニケーション，歴史的変化の研究を行って

し、る什また，リモートセンシングのデータ分析，摘物利用データベースの運用に携

わる。

国際予防栄養医学講座(寄附講座) (客員助教授 池出克己，助手細田公則-

1)11藤規弘)

本i議開は成人病(高1[IlIL脳卒中，糖尿病等)原凶遺伝子ーを解明するとともに，

発症に及ぼす栄養凶子の作用機序について研究している。

池田克己客員助教綬は.脳卒中モデルラットが遺伝的に高血圧性疾患を発症し，

この発症は食餌性凶子によって促進あるいは予防されることを踏まえ，これら疾患

の原凶遺伝子の検出や食餌性因子によるその発現制御の研究を行っている。
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12 大学院エネルギー科学研究科

エネルギー科学研究科の設置趣旨

本liJf究科では I.q:を'1'心に， ~Ij!学，民ヴ:などの自然科学の分野五には粁済学

法学なとの十1:_i:，利/'(:の分野を加えた構成により， 21 [11:紀を迎えるにあたり人知のif(

lilIする位大のぷj位であるエネルギーIIlJ足立に関する教育，研究を行う U

人111jが主に利jjJしているエネルギ -il!;lはいずれも資i)J;l単，f環策J境克t釘1刊竹刊何;jの}，点i

f合守んでで、いる i川 l しカか、しなカがfら. 太陽エネルギーのi~{抜，問J妾干IJ用のみで膨大なエネル

ギー街!長をH有うためには飛躍的な技術車新が必要である。 i吐界人I1のわずか20%に

満たない先進IEJといわれる凶々の消費するエネルギーでさえ問題であるうえに，急

速に発)~しつつある [fJ 々のエネルギー需要の，Z1附を考えれば，エネルギー問題がい

かに~~，ftJ:['!1を持っかがゆlらかであるし

エネルギー問地は，人数の抱える他の多くの問題と異なり ，Il.f聞をかけてゆっく

りと解決して行く余怖を我々はめしていなし、すなわち，解決が:i!五れれば，それだ

け，より解決が1*1難になる。

半~Mf究科1.;1:，このような問組立識にたって，人:l'tlの長期的将米を考l金、したエネル

ギー問題に対処するためのおfしい大学院として，検々の技術的.社会的問題の解決

にIt'Jけての高度の知識と妙、filJ'11f:とをぬーする人材の養成と，先端的本縫的研究の場と

してlIt界をリードすることを目指している心

2 沿 革

本研究科は，平成 8年 4月に設i賀された。設問にあたり， L学研究科のエネルギ

一応用工学専攻の全部，1:学部資j目L1:学科 ， JJ~(チエネルギー研究所，ヘリオ卜ロン

核融合研究センタ一，のー部，に加えてーL学研究科物質エネルギー化学専攻，理学

研究宇|物埋学.~j: 'di物理学専攻，農学研究宇|地域環境科学専攻，経済学部粁済学科

からのポストの移行を得て 22の基幹分野が作られた。

学生定討を持つ協}J分野としては，エネルギ一理 Iザ:研究所の余分野，民〔子力i'jミ

験所，総合人間学部のー・部が本研究科に属している。また，兼十11として講義のfll当

を人間環境学研究科，経済学研究科・学部，理学研究科・学部に依頼している。

本研究科は，京都大学の将来十島知の一環として憎恕された新しいタイフ。の独I/fiJf 

究科であり，教行の多くは学部を兼担lしており，学部学生の講義，研究指導をも行

っている。兼担している学部は T学部の物理工学科，電気電寸こ1:学科，地球一L学

科，工業化学科，農学部の林良1:学科，理学部の理学科(物理学入総合人間学部
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のじ1r!~J~~Nl''?宇|などである υ

，¥1i?i: iをようやくー-年をれたばかりであるカ~. 1'1会入学生を合む優秀な学生を迎え

入れ，マルチ・デイシブリナリーな純一色を川かしつつ，析しい川代に日[Jした教育，

ii}f究の'だを挙げつつある J

エネルギー科学研究科の組織編成図

ユネ ルギ-rl 会・ J栄J党利 'I リ~(J文

n会ユ 不 ル ギ ー 科 学議内

エネルギ-H j_， 環境学員枠内

l:lil 際 エネルギ-liお(谷tll

エネルギ-tI会繍("~雌(協 }J ) 

エ オ、ルギ- )，1::1淀利~}: 専攻

エネルギー!又/，~; '?講ドiモ

エネルギ一物.fl~! "!:講ドv
先進 エネルギ-'1成学(符U)

)1;/礎プラズマ科'下請 W(協)J) 

エネルギ一物質科学講ドi'(協}J)

十五 エネルギー学講附(協)J)

エネルギ一変換利 '7~ t，草攻

エネルギ一変検システム''j:議時

エ ネ ルギ一機能北川学識内

先進 エネルギ一変換(芥m
エネ ルギ一機能変換講W(↑"hh))l 

エ ネルギ-J，i::.)日科学専攻

J，i::. )↓j 然科 学 '議 J'H

エネルギ -J，î::.HJ プロセス学識J.i~

資源エ平ルギ - q:講出

先進 エ ネ ル ギ 一 応 川 小(客員)

尚品位エネルギ一応用講附(協)))

4t fT人1I¥j'?i¥'I;

可I:ti行''j:jjJfヲ'¥:1'1・粍ii'i";:自1;

JII!'?iiW先科・ JIJ!'/心E

民小{叶究科・ J}i:~} 自1;

I }f:iilf究科・ l学古1>

エネルギ -~11l 1 学

JJ;(.r'tJi実験所

人間.J草地学研究科

東 京大 ヴ

大阪大学:

慶応大学

日 j/ 製作所
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3 教育研究の目的『特徴及び現状紹介

エネルギ一社会・環境科学専攻

エネルギ-H j~ . f~i .tiHI" ‘?'，llJ文においては，他の 3 '.I，u文が上皇 1:系に約一化している

のに比して，その jノ， fìÍJ からも明らかなように，湖系とえ;系の学I~祭 íitU或を~'R' líIJ してい

る。すなわち，本県政では人聞社会や地球環境と J)t.j-l'11しながら. 2 1世紀の入額丈

明の持続的倍以を日HjEにするため，エネルギーシステムゃれ:会システムを構想し，

かつ. 1:Hf"ilJ的構想}JをJ[.1IiiJする次代の人材の長成を使命としている。そのために，

煙 r学系と人文科学系のJ.Y..万に跨がり，多彩な l与1"jii!UJ点のIH身の教;，'fからなる教u

組織を憐1&して，ヲ:外.X業界との符l隣的な交流を持ちつつ，エネルギ一社会・環

境科学という析しいザ:際iif!城の発民を日前しているリ，flP:1:学系では材料 1:学， TE気

it利市報学.環境1:'、λ 林政1:学，原子力学，システム学，文系では環境経消学

公共料i斤子政itr"';:.[!m~論などの多彩な符ihk をカバーし. ~盟系学部を 11基 f した学

生ばかりでなく，文;系マ:iil¥を修 fした学生をも受け入れて，エネルギー問題に閲す

るl隔の広い知識のVtiI~J と先端的な計ìWJ. 分析・情報伐術のf五千'1 .研修・研究を通じ

て，理系・丈系の悦点を融合させた総合性と指導性，国際性，手先的実践}Jのある

有為な人材の育成を，その教育の第一目標としている。またI，;Ju:):に. 21 W:紀の社会

の要請に応えるべく，とくに引会との関わりの観点より村会人教育を近視し，かっ

国外からの儲学生をも般紙的に受け入れて.tIt界的視野からのlíJf~先・教育を推し進

めている。

以上のような腿旨にのっとり，当専攻には，古田本部及び:~j-:ifì キャンパスでの 5

基幹分野と熊取キャンパス原子炉実験所及び宇治キャンパスエネルギ一地1.:学研究

所の 3協力分野および l客員分野に 23名の多彩な専門領域出身の教刊をおlfし. 21 

世紀に向けての人類最大の課題，難問である「エネルギ一問題」克服のための新学

際F良J或の確)t~ をめざしている。

また，大学院エネルギー科学研究科が平成 8年 4月に発起してほほ l年が経過し，

当専攻では. News Letter Iエネルギーと社会」を発TIJし，各分野での研究なとの

現状を広く社会に発{ijeしている。

社会エネルギー科学講座(基幹講座)

エネルギ一社会工学分野(教綬 新日秀夫，助教長・ {i l!;{慶一)

社会の発展とは何か.いかなる社会を作るかなどの間也意識を断まえて，エネル

ギーの生産，貯蔵，分配，利用，廃棄についてのI:学的側 I(!iと粁済的 iWllÍli を総 {~IYJ

に評価し，社会活動を支えるエネルギーの持続的な利lfJi去を I>?的に体系化してい
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くためのliJf允をわっている 例えば， J:業製i)，'，f'I:Iえのためのエネルギー消費や材料

しり{J寸る :L'{、ルギー. リサ fクルされるエネルギー資源などについて}，!と{造的な研究

をf1い， fI主iMゅのありんとエネルギーの最適利則;1:について研究している。

lhttp川wakallll'. IIItl. k~ り (O.ll. aL'. jph;hingll _ kl'l1/kollza. html kl'l1/kollza. html参

1I日)

エネルギー経済分野(教托 佐利降)t，助教綬 ，.k lH 県)

社会粁iiT7・の制点から，エネルギーシステムの効キいI午や地球環境問題に閲する分

桁をf1い，持続可能な純i庁公民を達成するための方策を探求する u 来礎となる学問

分野はマクロ粁済"r:， ミクロ経済学.計量経済学， システム L学，数理 L学などで

あり.これらの知識に本づいて構築した数JI~モデルを利用したモデル解析が研究の

中心である g体的なliJf究|人]存は.①地球温暖化-t1[J制のための制度 (I~ .経済的抑制

Jj策のli]f'先.、さ』エネルギーシステムのモデル化による効率性の分析，①省、エネルギ

-・ ~li エネルギ -H術のWrd，!:，ifMÍ，などである。

l http://eecom.l'nergy.kyoto'll.ac.jp/W¥¥'W/kcizai. html参Hの
エネルギーエコシステム学分野(教段坂志朗，助教綬河本晴雄)

!I}'I=.可能なパイオマスのイィ

効干リ別， とくに化石燃料に持

わる持続可能なエネルギ-ilJ;f

やイfIIJ物質への化学変換を H

mして，組臨WJ.K.高速バイオ

マス分解決iri:によるバイオマ

スおよびf付申プラスチックス

のiit化燃料などへの変換 1) 

グノセルロースi原のグルコー

スへの加水分解およびエタノ

ールへの両手素変換やセルロー

スの熱分解過程での[i.f，i:_:機構

バイオマスのエネルギーイヒに必要な
“超臨界水高速パイオマス分解装置"

の解明についての研究を行なっている。さらに，化石資ilff，からのエネルギ一利用に

ilってl判 1¥される，環境ft1~U{'g物質の除去に有効な，環境浄化型無機質複合化炭

素材料のmJ~ê ， 長期的な炭素の凶定を目的とした エコマテリアルとしての木材の

ロングライフ化の研究などを行なっている。

ソフトエネルギー科学分野(協力) (教民牧野主:結，助教授大槻徴)

(エネルギ一理工学研究所エネルギ一利用過程研究部門 生体エネルギ一分野，

附属エネルギー複合機構研究センター)
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エネルギ一社会環境学講座(基幹講座)

エネルギ一情報学分野(教綬 山川栄干[1，助教N: 手塚朽央，助手 下FlI 宏)

主主身進歩する科学技術が人間・干i会と認可手11をはかるためには，情報・システム技

術を人間lWJのJL〔用，視点にIiーって民間し，高度化させる，新たな悦点でのアプロー

チカワ別日:されているけそのためのアプローチとして，人間と機械システムとをーイ本

にして，ヒューマン・マシン・システムとJh:え，そのインターフェースの高度化の

ために，人lIiJと機械が十!Ihに協調する新しいインターフェースの構成法やそのため

のインタフェースデノ i イスの開発.人J:現実!~I<;やインターネソトのインタフェース

への止、用，人間情報行動分析・コミュニケーション設計ーなどの研究や， 自律分散型

エネルギーシステムの構成のためのシステムiWlilti分析法の研究を行っている。

(437p，写真 1参照)

(http://hydro.kuiae.kyoto-u. ac. jp/Lab参照)

エネルギ一環境学分野(教ほ笠原三紀夫，助教綬東野達，助手 山本浩平)

環境低負州型社会実現のための技術・社会のあり方について総合的に考究するた

めには，原料の採掘.!Uをから廃棄に:ボる会過程についての解析，詳{出iが必姿であ

る。環境動態(現象解析) ・影轡評価の立場から，エネルギーの生産・利用と関係

した大気環境問題を中心に，大気中におけるエアロゾル粒子の性状と動態， 2次粒

子生成，ヤ|状解析のための化学的分析i去の開発，酸性f:l:j生成機構の解明， 目般費安剣'1悦l

の広I域或輸送.i沈尤肴による地I城B戎比，国際的影響評価などの研究を行っている。また，総

合的評価手法として LCAを用いた侃公害車を合む各種自動車の大気環境負荷の評

価および手法の開発，廃棄物処理・処分プロセスの評価について考察を進めている。

(http://aerosoLenergy. kyoto.u. ac. jp 参照)

国際エネルギー論(客員) (教授茅 陽一，助教授別所若手典)

エネルギーの高度な， また大量の利用が先進国に集中している現状から，発民途

上国やその他の国々においてエネルギ一利用が将来増大へと進む事態へ移行するに

際し惹起すべき諸問題の予測と対処i去について，総合的な立場からの考究が必要で

ある。本分野では，各国のエネルギー需給の将来展望，枯渇↑t資源の有効利用・地

球環境などの複雑に絡み合った問題に対処するために不可欠な国際間の協調のあり

方，地球上で偏在するエネルギー資源の有効利用のための技術開発の現状及び社会

経済学的方法論などについて教育・研究を行っている。現在の主な教育・研究テー

マは，地球環境問題，温暖化に対する日本の政策，太陽光発電や天然ガスによる発

電とコジェネなどの技術開発の現状と材会経済的分析，ウラン資源の有効Ìi~'用やプ

ルトニウムの軽水炉利用などである。

エネルギ一社会論講座(協力講座)
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エネルギ一政策学分野 (，4!:zl'.i: tllllll作j九助教托 中込良Ih'(，助手政恨成勲，

小野i;l- ー)

(h;( [カi'jミ験!肝 J!;( f，tJi安全約二f何1月究81iI"J 純物質1'-1;}中研究分!!!I')

エネルギ一社会教育分野(教托 rJt.j )j;(央 ~<L， 助千 武内孝之，林 IF俊)

(h;(I'(Ji'k忠実，ilj 日付属h;l{-'(JiJ，i:，'，!tJセンター)

エネルギー基礎科学専攻

エネルギ一;浪棋{礎必季利科|トザ，

!応必!用刊する能 j力Jを官併係備n街iiえた人材を養fJ成J反主する lことを日I的内として行卵削|リlrl没立され， 様々なパソク

グラウンドを持った学'Lを迎え入れて， ìr~ ~色な，4!xfi liJf究活動を)Jtl井j している。

勺'，'，(J:支のJ制作講J<iれこは$:[-化ザ¥物JIj!化学，物質干・|学などの ilヒザ:j を某42と

してエネルギーに|刻する'γ:JW.と止、月jをJ[pRする「エネルギ-liJ，i::，学講!ヤ」と，扇子

)J"f:， i'l.f:磁気学，統計}J学.物↑H如明学，十支物J型宇:などの「物理学」をf主主主として

これを迫Jドする「エネルギ一物瑚学講)<jモ」の 2つがある。これに iエネルギー理

L学研究，ijj'j，i /J;(子力 I実験)ilj'j，ならびに「総合人間学部」からの参両を得た 3つ

の協 }Jj蒋!引をあわせて 'Jtr:文全体;では，慕幹講H~ 6分野.協力i溝i'iモ 8分野，合計14

分野という， liJI究科|勺 4専攻の中で最大の|尊谷となっている。客員講ドHの l分野も

加えると.あわせて15分野となる。

t.!，:幹，4YjĴ[iを憐成する 6つの分野は，それぞれ工学部の物理 lア戸科 T業化学科，

電気電子 L学科.および刊!学部の理学科を旋.Il!して，学部教育に参凶iしている。ま

た.協力議I'Iそを構成する 1分野は，総合人間学部の学部教育が本務である。エネル

ギ-}~~， 1: ''f: iilf'先，iliおよびn;(fーカ i尖験所からの協力i講l恒7分野については，現在のと

ころ制度的には正式な学古1;の )rHI~にはなっていないが，何らかの形で学部教育に参

i山jしている J これらの各分野の関連学部，関連学科から，異なったカリキュラムに

よる教fiを受けた学生が本専攻に入学している。さらに，独立研究科であるから，

‘当然、その他の学部・学科，京都大'予・以外の大学の学部教7守を受けた学生も入学して

いる。これらの多彩なパックグラウンドをもった学生を上記のカリキュラムを主軸

にして教育し，世に送り H¥していくことになるわけであるの

本専攻のI専士後WJ課程の学生には，行会人が多数合まれている。社会人と一般学

生とが共通の場で切!vf::琢磨し，あるいは懇親を深めることにより，期待以上の教育

効果と研究成果が得られている。この制度は，大学とれ:会を結ぶ太いパイプとして

の機能を将来ともに果たしていくものと思われる。余談ながら， 40才台も後半に入

った人が社会人学生として学生割引で映i由i館に入れるなどの，何となくユーモラス

な特典もある。また，外国人留学生も在籍しており，本人の成長はもとより，周回



大学

の学生にとっても大きなプラスを 'j-えてくれているけ

最後に， jt幹l満州のうち 3分野がJt丹l地区に. 3分野が'Yi白地区に:本拠を置いて

おり .WJ)J，満州では:1分貯が山!日地lえ 5分野が宇治地区， 2分野が熊取地区に本

拠を置いているなど，本拠地がj主|拘の 3つのキャンパスに分散していることを，特

徴のーっとして叫しておく。仰究教育を川滑に効率よく行うために.少なくとも某

幹講ドj~だけでも，できるだけyい機会に一つのキャンパスに本拠地を集中できるよ

うにしたいものである。

エネルギ一反応学講座(基幹講座)

エネルギー化学分野(教托伊藤靖j弘助教授荻原理加，助教段伊藤澄子，

助手多聞 1日i"l

太陽光，原 UJ ， 化I~，/エネルギーなどの，各種エネルギーの変J奥と利用に関わる

「プロセス」や「物質」について，屯気化学と物別 L学を慕稔にした以1'"のような

研究を行っている。

1.燃料電池， Jj(素エネルギーシステムなどの電気化学的エネルギ一変換

2. if手融塩の物↑"1:・化学とエネルギ一変換プロセスへの応用

3. マテリアル・テーラリングによる新規な機能材料の創製と)，i:;，用

4. プラズマ，イオンビームなどと電気化学の境界制域の開拓

5. レーザラマン分)¥:;， I十j'ltH口I1Jfなどによる物質構造の角平明

研究主においては.スタソフはもとより， r完.1:.・学':tも重姿な役割を淡じており，

それぞれが各自のアイデイアを生かしてそれぞれのペースで尖験を主体にした研究

を進めている ο また，外惇l 人似てi~ 'l三もi"ìめて仲間との交流を大いにエンジョイして

いる。さらに，他研究科，他大学.外[Al研究機関などとの交流も活発に行っているο

量子エネルギープロセス分野(教民 古田起除L助教授白井洋ー)

国体における電チや光の量子効果ーが関わるエネルギ一変換なとの機能発現過程に

ついての学理を究明し，物性物理や物理化学に基づく視野の丘、い衣場から物質材料

科学の教育研究を行っている O 高温趨{云導酸化物やアモルファス半導体のようなエ

ネルギー機能材料についての本本的知見をうえる物情ー現象，たとえば超伝j弘熱電

効果，光誘起電子伝導，低温強儀場伝導などの現象を主な対象として某{礎研究を行

っている。その知見に来づいて，複雑系媒質におけるパーコレーション臨界現象や

関連する量千効果の研究をi生以させている。さらに材料学的応用の見地から，耐熱

耐摩耗性表面改質金属化合物などのエネルギー材料の合成法と材料約性の機器分析

評価法の発展を目指して研究を行っている。

エネルギー固体化学分野(教授八尾健，助教J受内本喜晴，助手梶原i告ー)

エネルギーの生産・変換・利用のための機能性セラミックス材料の解析，設計並
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びに :~IJk (~Wl する{i)卜先を11'っているけ r~~j いエネルギ一変換，i.1Jネを J寺ち. [製られた'資

t仰の Ú i.1J 千111 tJが llfíì~ となる 7江主d仁子:エネルギーに特に ì i: [1し，その材料の開発に取

り付lんでいる f:な/1)['先テーマは. (1)新組機能'["[:セラミソクスエネルギー材料の

情 i~íザHJí と，i :t ~ ~ 1-. ( :: )リチウム 2次tE池の材料開発. (ω:) )凶f体本杓/)内l付サのイオンE及えぴ電チの

移動1機良川f悩位の桝十村析!バt と正尚:石~i温bL品it仏l

ミソクス 4滞i専引判宇い刊11映l股民のf介;-1成戊とL比とυ‘;)月則j刊1. (5)新規たエネルギー材料のf没;¥rと解析. (6)高効率水

、主工才、 J~ -1 ーシステムの材料[JH~&. (7)¥ 総[nl.JJi-及びX線吸収による材料解析シス

テムの1;11)&. ごある が;~It'rftよ/:4主ぴ1こ T江主1. 1ヒ宇:を 11」42 に扮j え. :r明日命と実験の両i而か

らlil卜先を i!tめるとともに，そのjjc礎教育の光実に努}Jしている。

エネルギ一物理学講座(基幹講座)

核融合基礎学分野 I.}!!d乏 計作誠宏，助教長。 1立If秀樹，助手 中須賀正彦)

正ILィ"は. L'予liJf究科目[r-絞 L学 I与攻絞システム/:マ:分野からの移行期jであり，研

究本には. 1: 'j:liIf究干!とエネルギ一手:1ザ:{ilf'先科の大学院生が共ffーしている。この状

態はliJf党本にi，日Lをもたらしている I(，iもあり.良い効果も多し、。 ー方，研究内谷で

は，、fl反日 ¥/:-5 } 1 .までは. IHヘリオトロン絞融合研究センターに属していたことを

以iりとしていて. Iii~~d主的自合の理論および数依シミュレーション iiJI 究が中心であり，

現 (t:もその延長t-_で研究を民間している o M究テーマは. (1)トカマクの High

I¥lndeにおける臥!gl'Loca!ized Modeの物県機構. (2)トーラスプラズマへのペレッ

卜人射に起lはする総気品動の ìr，~火機構. (3)低アスペクト比トカマクの MHD安定

'1"1:と輸送現象.(4)述杭ヘリカルコイルによる準ヘリカル対称俄場構成法，等である。

電極エネルギ一学分野(教民近藤克己，助教長ー 中村祐司，助手 別生来)

ヘリカル !11の政気閉じ込め:狭間のプラズ、マが示す様々な形態のら~験的，理論的な

MI究を行う c' tな研究課題は.プラズ、マからの電総放射の機構をプラズマ中の原子

・分子過程をもとに解明し不純物イオンの挙動，多f出電離イオンの構造をあきらか

にすること。非線形'1''1:.逆.動論効果なとdフ。ラズ、マが示す複雑な電磁流体学的性質を

解析するために最新のアルゴリズムを開発し，数値シミュレーションを行い，複雑

性のもとになる学理を構築すること。将来の桜融合プラズマの理解に必婆なプラズ

マパラメータの計il!lJi去の開発を行い.fl1定される問題点を明らかにしその解決をは

かることである。

プラスマ物性物理学分野(教侵前111孝，助教授 田中仁)

安定な高温プラズ、マを得るための令ー力な手段である高周波電力によるプラズマ加

熱・屯流，~Ii動の基礎的な研究をおこなっている。具体的には，トカマク装置 (WT-3)

において発生・保持したプラズ、マを対象として，電子サイクロトロン加熱・電流駆

動及び低域混成波電流駆動の研究，高周波加熱・電流駆動を用いた磁気流体不安定



性の制御il、のM究， !えびこれ

らに関連したプラズマ B診断j去

の研究であるいさらに， )いI1

性プラスマの形成と閉じ込

め，及び)1:~i ''1''1プラズマにお

ける非線形j皮動現象のji)f'究を

行なっているυ

先進エネルギ一生成学(客

員) (教托藤嶋 11(1，助教

授古田普車)

エネルギーの発'J:..変換.

輸送， l!'i:)此利用にかかわる
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WT-3プラズマ実験装置

基礎研究を進以させるとともに，その知比のJ.i:.:用的発反を目指して化学と物理の多

様な干見点から liJfヲE を進めている。イヒ~j:自句干見点からは， 21ti上手己にますますi架刻の!立を

加えてくると子加されるエネルギー・環I克問題に対処するために，クリーンなエネ

ルギー源としての太陽光を高度に利用するプロセスや，エネルギ一機能物質・環境

機能物質の探索を行っている。最近の研究成呆のーっとしては，本多一藤嶋効果を

環境問題に適則するプロセスの実用化があげられる。物理的視点からは，近年注目

されてきた複雑系の興味ある対象であるプラズ‘マの研究を行っている。プラズ、マは，

非常に多くの粒子から構成されており.粒子ーの集同運動の乱れがカオスとなって現

われる。また非線形現象に関わるエネルギー形態の変化によって自己組織化が生じ

る。これら複雑系の諸現象を明らかにし新概念創造の教育・研究を行っている。

基礎プラスマ科学講座(協力講座)

核融合エネルギー制御分野(教綬 大引得弘，助教段水内亨.助手長崎百

伸，エネルギー埋 L'学研究所)

高温プラズマ物性分野(教綬佐野史道，助教綬花谷清， .lt)J手岡田浩之.

エネルギ一理工学研究所)

エネルギ一物質科学講座(協力講座)

物質反応化学分野(教授地形幸生，助手作花村夫，エネルギ一理T学研究所)

分子化学工学分野(教授 原田誠，助教授 木下正弘，講師 よ止すー基斎，助手

塩井章久，エネルギ一理r:学研究所)

エネギー複合材料化学分野(教綬大久保捷敏，助教綬小瀧努，助手原凹

敏夫，助手 水谷保男，エネルギ一理工学研究所)

エネルギー物質循環分野(教授片桐 晃，総合人間学部)
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核エネルギ一学講座(協力講座)

中性子基礎科学分野(教段 f~i~ ，jJ~ì台，助教十1: ..:;干' 殺，助子 小林 1::，助

子 'j-:十長崎博f，¥'原子炉実験lijj-)

極限熱輸送分野(教J受 三島嘉一郎. ]:!}J三子 IIづ| 俊， !原 fーカlχ験所)

エネルギ一変換科学専攻

エネルギ一変換科学専攻は 高効率，クリーンかっ'b;令なエネルギーシステムの

構築を目指し，その設計のための教育と研究を行うことによってエネルギー危機と

関連する諸問題の解決を閃ることを目的としている。すなわち.))~''f-エネルギーを

はじめとして熱・化学・電磁気・校・)じなど様々な形態を出するエネルギーは，作l

fi-に変換することによって初めて人間あるいはれ会の [-1的に叶うように利用でき，

とくに今11の尚度 L末ー化十|会は多稀多様なエネルギ一変換過程によって文えられて

いることを考えると，それらの本健となる学理とその総合化について浬 L学的立場

から教育・ jjjf'先を行うことは側めて長裂と考えられる。

以上の.fl!l;念を H王ìL化するために，本専攻ではエネルギ_/~換科学に閲する新しい

学問分野の催I/・発反をuf能とする教育・研究体制を組織し，それに資する優れた

人材を育成するために独自のカリキュラムをl12定している。これにより.各種エネ

ルギ一変検の!lI想と止、用を修得するとともに それらを総合化しシステムを構築す

るために必裂な尚皮な能力を洲貸されることが!切符される。たとえば，代表的な一

次エネルギー資源である石i[lJ，石炭.天然、ガスなどの燃料の持つ化学エネルギーは

燃焼によって熱エネルギーに安換されて加熱・暖!オに使われ.熱機関ではさらにこ

れで気体を膨張させ))学エネルギーに変換して動力を発生する。これらの過程を効

率よくかっ探境にfサI[をかけずに安令に行うためには.エネルギー媒体となる熱流

体のや動と併せて，エネルギ一機器における材料の弾・塑性特性.強度，機能を理

解するとともに，それらで構成されるシステムを設計 制御するための理論を学ぶ

必要がある。また，現代生活に不可欠な電気エネルギーへの変換に関して将米の開

発がWH与される十五融合や直接発電のほか， 'Jt.量子エネルギーの高効率変換と止、用

の以理およびこれら各種エネルギーの輸送，貯蔵の方法と特徴などについての理解

を深めるとともに.それらをシステムとしてまとめ，安全性・信頼性を考慮しつつ

最適に設計・制御するための知識を猿符しなければならない。エネルギ一変換科学

専攻で開設されている講義はこのカリキュラムに沿ったものであり，現時点での笑

施科目は以下のようにまとめられる。

概論およびエネルギー有効利用関連科目:エネルギ一変換基礎通論

力学・熱エネルギ一変換関連科目:動力システム，熱機関システム学，熱エネル
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ギーシステム，i~it-r，燃焼矧r:学.熱流体科学，先進エネルギ一変換論，環境保全科

学.直i効J十fエネルギ一公1~学

エネルギ一機器設計関連科目 :lf~! '1"1:) )"f:特論，エネルギー材料設計 li命，機能シス

テム設司 11命. ~iìi↑tì皮動 li命， システム強度，fi命，エネルギ一変換システム 11命)主続f本熱

}J学

電気・量子エネルギ一変換およびエネルギー貯蔵関連科目:高度エネルギ一定換

論，粒 f線エネルギ一変換，機能エネルギ一変換論

さらに， fl会および環境との関わりにおいてエネルギーを捉えるべきであるとの

視点から，十昔、断的な学μ訟を備える必裂があり，エネルギ一社会・環境科学専攻のセ

ミナーおよび開1没ヂ|日の版刊を l深している。加lえて， f也専 JSi:の惚数の学:J~主にまたカf

る多くの~.なった分野の知識を縫得し，そこで実施される研究の必要判，目的，方

法，等をJ型併することによって柔軟な思考と白川lかっ独創的な発想を持つ人材の育

成を;志向lしているけ

エネルギ一変換システム学講座(基幹講座)

熱エネルギ一変換分野(教民 i也l 掬，助教蛇石山折i二，助手 川;JJIi辺洋)

本分野では，ディーゼル機関，火花点火機関，ガスタービン機関などの内燃機関

をはじめとする熱機関，およびこれらを中心とした動力システムの高効率化と有吉

物質の排11¥1坊l卜を阿るための研究・開発を行っている。主要な研究課題は， (1)理

論燃焼モデルによるデイーゼル機関および火花点火機関の熱発作粁過と窒素酸化物

や!被粒f'など出染物質生成の子il!IJと低減方針の「正案， (2)高J+燃料噴射システム，

排気再循環，微粒 fトラップなど有古物質をほ減あるいは除去する技術の開発と!必

用， (3) 筒|人1Î~{t~ntt射機 IUl における燃料噴霧， ntti況の希:火・燃焼機構を明らかにす

る基礎的研究， (4)水素や天然ガスなどの代替燃料を利用する機関の熱効率fi，j.Lと

排気浄化， (5)エネルギー損失を積祢的に{正iJuX:し，同収するためのエンジンシステ

ムの総合的検討，などであるリ

変換システム分野(教綬 塩路品宏.講mli 玉川雅章)

熱流体科学に本づくエネルギ一変換システムの設計・市Ijf，剤l・許制liを目的とし，均

一および不均一イ比合気の燃焼，有吉:物質生成の反応、動)J学，拡散火炎における乱流

混合，流速・濃度等のレーザ一計測 燃焼の数値流f本)J学シミュレーションなどの

研究を行っている。特に，確率・統計的抜いをデータ処理と数値解析に適用して新

しい知見を獲得し，燃焼プロセスの解明と低環境負荷燃焼システムの設計・制御方

法の確立を通じて，エネルギー・環境問題の解決に寄与したい。さらに，熱流体科

学の生体医療1:学への応用を目指し 流体エネルギーが生体組織に及ぼす力学的作

用を解明するとともに，衝撃波伝播およびせん断乱流場解析の数術計算法の開発も
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fiぃ.これらを|欠川流体機fnxl井He. ，;1.;1支援別に'jUfJ化するとともに. ，]::.体医療r
'f:-'i'iiIdいー'干の分担1・へi，fjかせる研究に発hくさせたいo (437p，写真 2参照)

エネルギ一機能設計学講座(基幹講座)

エネルギー材料設計分野(救段 Jl:L達雄，助教1-'1 今谷勝次，助手堤 三WJ

{( Jj'~'j' -Cは，エネルギ一変J喚にJI1l\られる仔稀の材料 z泣.ì l と機 ~ii ，j1rn-の方法論を

縦 ，t-tるための開，fRu(I(J・実験的!IJf究を行っている J すなわち.これら先進構造材料

に咲ぶされる特性・強度・機能を介理的に把出し，新たなエネルギー材料を設計・

filJ'えすることを H的として. t¥letallo-thermo-mechanics (変態ー熱 }J学)の体系化，

i'~ji}iAにおけるJ判単刊構成式のモデリングとデータベース化，連続休熱力学/分子動

力学的シミュレーションを丹j，、たJト定常な熱・ }J学過程の解析等の研究を行ってい

るけまた，これらの慕縫理命に判期して，十tl:交態を伴う各極 1:学過程における材料

ブロセシンク‘の設計)ji};と最適化.1tZ想生産システムの構築.さらに新しい加工プ

ロセスのI~J 発を .:Aみている。 (438p，図 1 参照)

機能システム設計分野(教1'}: 松本英治，助教段 以11¥敏彦)

エネルギ一変換機 ~:fや 1'11 bf.~~ 自宅~Æ機器の設計では，憐成する要素・材料も合めて，

それらの機能を故大m~に発現させる必要がある。このような多様なエネルギ一変換

をになう機能システムの最適設計法について，連続体}J学や破壊}J学，材料物性を

本践としてiiifヲEしている。 H体的には ミクロなエネルギ、一生換:によって機:古Eを発

陣する屯i必j.¥. )，éγ i}-~l.~~材料なとの先進材料や.より効ネの良いマクロなエネル

ギ一変換をj主成するために必裂な耐熱材料としての余l長系・高分チ系・セラミック

ス系先進材料をk.t象に.それらの変形，破壊，電磁物性について数式処理，有限要

素j土や分f-動力学ij;などをi司ー肘したコンピュータ・シミュレーションによって解明

することを目指している。さらに，多様なエネルギ一変換システムにおいて，その

ような材料を最適に構成する設計法についても探究している。 (438p，図 2参照)

先進エネルギ一変換(客員) (教J受 ジエラール・モジャン，フランス)

本分野では.エネルギ一変換機器の設計に不可欠な電磁場と力学場の相互作用に

関する理論体系の構築，非線形波動の解析的研究，不均質材料の力学モデルと破壊

解析，述)&:t;易に関するj断主体熱}J学なと主に非線形国体を対象とする連続体力学

の基礎から)，[:;.用にわたる幅広い分野の理論的解析的研究を行っている。これら一連

の研究によって得られる成果は.今後予想される新しいエネルギー材料の創成と設

計に大きく貢献するものと期待されている。

エネルギ一機能変換講座(協力講座)

高度エネルギ一変換分野(教授井上信幸，助手 神保光一，エネルギ一理工学

研究所)
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高品位エネルギ一変換分野(教N: 山JII i弘助教i'~ 大阿if了悦，助手 山本

靖，エネルギ一地1:'干:研究所)

機能エネルギー変換分野(教段 木村兇J弘助教花 内藤静ftlt助手 山本雅!忠

エネルギ-flJ!_T'γ:{iJf究!リi)

エネルギ一応用科学専攻

当専攻は，人績の持続的発民のための地球環境調和別プロセスへの民間とそれを

支えるエネルギーJL.肘科学の憾なを日的として創設された。大学院での教育および

研究の主要項日は.エネルギーに係わる熱科学の某i珪と応用，エネルギー有効利用

のための新プロセスと機器開発および某礎原理の解析.泊idlI佼・先端エネルギ一応

用の新技術の開発を日指し，エネルギー開発に付随する諸説象の解明と探求および

関連する築礎科学である。このような広範なエネルギーの比‘朋分野を網縛するため

11の研究分野を設けている U これらは大きく区分すると次の 4つの講時になる。

'JL;用熱科学講昨eJ では，エネルギーの応用と利用に関する熱科学について， ミク

ロな電子・原 fーの情造レベルから機能素子のレベル，マクロな熱移動媒体のレベル，

巨大な熱変換貯蔵のレベルなど小さな現象から大きな現象まで，また慕礎から止、用

に苧;るまで広範i州な分野での解明と探求を行っている。「エネルギ一応用プロセス

学講座」ではエネルギーを有効に利用するための鉄鋼をはじめとするエネルギー材

料の創製・開発・プロセシング またその蒸礎学理である熱化学・熱力学について

の教育研究を行っている。「資源エネルギ一学講H~J では石油をはじめとする資源

エネルギ一安定供給システムの自IJtI ¥ 高効率エネルギー資源プロセスの開発，さら

に宇宙環境など椋端条件下でのエネルギー材料プロセッシング¥等についての光駅

的な教育研究を行っている。また エネルギ一理←r学研究所からは「高品位エネル

ギ一応用議嵯」として参両し、ただき，核融合， レーザーなど原f-エネルギーの機能

変換に必要な材料物理学とそのエネルギー材料自IJ製・開発，高品位エネルギ一新技

術応用のための教育研究を行っている。さらに，人間・環境学研究科からもエネル

ギーの貯蔵，未利用エネルギー開発に関する教育を相当していただいている。本専

攻で、は先端的なエネルギーの応用・利用について気鋭の研究者・指導者を京都大学

客員教授として招勝し，客員分野「先端エネルギ一応用学」にて本専攻の教r~'・・学

生諸君と研究について深い議論を重ねている。

一方，本専攻は，工学部での教育研究も兼担している。すなわち. 11分野のうち

7分野は工学部の物理r:学科，地球L学科および電気電子工学科での教育に，それ

ぞれ最も関連深い分野が参両し，工学研究科の多くの専攻と協力しながら l回生の

工学部導入教育段階から 4回生での卒業研究論文指導に至るまで密接なr:学教育を
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わっている U

このように，キ~J.与攻では L学，自然干‘I-"}:.付会利，}: ~ニわたる申Ii~Jl~ I_，引l識をもった

学生.tI:会人を受け人れ，エネルギ-I.L::.II-lに関する一五裂な aド瓜を，多彩で多様なカ

リキュラムにより liJf究教育している。これによって，惚維なエネルギーIlij並立を有機

的にがcit. ， J~J 干11 を μ| ることによる新しい主11J抜群の!i1J'1:をu指している ο

応用熱科学講座(基幹講座)

エネルギ一応用基礎学分野(救i'ii: !J!h事 博，助教J受 !日中 功)

当MI究本は熱. )t， イオン，プラズ、マなどの各機m先端エネルギーを耳~i;をする超

L S 1のデハイス構造. [l1u'flri丸nに関する忠告是的研究を進めている。特に計算機に

よるテソ、イスシミュレーショシ，新材料を尉いたイサ単発tH~能メモリデバイスの設

計 fl~'，'l1 ) J r白↑t能動作を目的としたしきい1i附U七自己制佐1I凶路の設計などにU:_}Jして

いる。これらの研究は21世紀に尖刻すると期待されている'1，';報化社会で必要な各種

情報処忠システムを最適化してし、く上で法俄となるキーデパイスの実用化に大きく

点献する。 l ， j]lIS にこれらの研究成果は高性能組 LSI を fl~消費屯力で動作させること

に通じ，低エネルギー消費社会の袋ボにも応えるものである。一方，エネルギーを

有効に応用するためにはそのエネルギ一応用の素過程となる材料中の電子やフォノ

ンの状態を理解することが最も某本となることに鑑み.金属，半導体，セラミクス

といった従米の学問体系にとらわれず，真に

H的に止、じた新材料を開発するため第一原理

に慕づいたMf究も進めているο

プロセスエネルギ一学分野

(教綬 J包i求止:博.助教綬 白:，11:康之)

先進的エネルギーシステム実現に小可欠な

種々の熱媒体の L学的級以状態における熱流

体)J学諸問題，つまり，核融合炉における熱

エネルギ一定換に関連した高温液体金属熱流

動特性，プラズ‘マ対lilJ壁からの高i混迷水によ

る高千百度除熱，核融合炉用大型趨伝導マグネ

ット冷却とその安定性に関する常流動並びに

超流動液体ヘリウムや液体窒素等における定

常・非定常冷却現象，高速増殖炉の革新的安

全性追求の基盤となる高温液体ナトリウムに 超流動液体ヘリウム熱伝達実験装置

おける熱流動現象等の学術的解明を行ってい

る。一方，超伝導現象のエネルギ一機器への応用についても.超伝導エネルギー貯



大学院エネルギー科1liif究科 433 

rm~装i({:とその '，1.0) 系統，診断技術としての 1，[::-nJ.起 fムー J草マグネット問のエネルギ一転

送[i1Jlf告を 1，[::.JjJした必伝導マグネソト!助政iitt~1J;t，超伝導i次|態 IU~流出等の設計ーや特性解

明のためのJ'~，j命的実験的 liJ! 究を行っている。

エネルギ一応用プロセス学(基幹講座)

高温プロセス分野(教綬 小野勝敏，助教ほ 鈴木亮輔.助手楠HJキ市)

エネルギ -II命.熱エネルギ一変換論を主主礎として，金属材料や無機物を各種のエ

ネルギ一発生，変換. lrj:，政関連機器に適用する場合に製;]<される特性を勘案して高

度の特'['JIを有する材料合成j去を研究している。また，環境負怖が小さくエネルギー

を有効に利用できる熱電変換材料を用いた尖換システムを開発している。さらに，

現在最大のエネルギー消費版業の一つである材料素材製造プロセスを根本的に改変

する新製造法を検今発明している。最近の研究例では 超高融点金属ニオブの清浄

化，新チタン製造Jii去，鉄のIbit般化性皮膜，アンモニアガスによる鉄鋼リサイクル，

際化物趨伝導体の熱力学研究等があり，太陽熱利用の低i晶!主系て、駆動する熱発電素

fを開発して循環常気多段熱交換式電})回収システムを提案しているο

材料プロセシンク分野(数段 む瀬正則，助教段牒!日(弘康)

当分野は. .1:'γ:研究科・エネルギ-1，[::-用 L学専攻・材料プロセシング分野が，平

成9年5月11日，大学院エネルギー科学研究科の発比と川時にH研究科・エネル

ギ一応用科学:む攻・材料プロセシンク。分野へ移行したものである。

また I/j!:古li物;哩工学科エネルギー止、用t:学サブコースをJ財11しており.学古li・大

学院を通じて化学熱})学に閲する t溝義を判当している。

最近では，化学:熱)J学の止、用に主主づく素材生産プロセス(とくに鉄鋼製錬プロセ

ス)をはじめとした各種の高i鼠無機反止、フ。ロセスの解析，素材リサイクリング，プ

ロセス制御用のセンサーの開発などに関する研究を行っている。

資源エネルギー学講座(基幹講座)

資源エネルギーシステム学分野(教t'1 向山 孝，助教援摘旧作，助手隙

友晴)

本分野では.資iJJi[エネルギーの安定供給システムの創出をめざして，現・近未米

では化石エネルギーおよび|接地殻からの鉱物資源賦存量を，近. ~~I :1とう伝においては

宇宙資源エネルギー.海洋資源、エネルギーを含めた革祈-的資源開発技術を研究調査

している。具体的にとりあげている研究テーマとしては，資源エネルギーに閲する

知的資産の集積，資源エネルギーの需給に閲するまとまりのある情報群の創造， [0] 

収不向上のための石油および地熱貯留輔の解析，太陽光発電のための安価で，ボロ

ン，リンを合まないシリカ資源開発，大陸斜面のメタンハイドレートの開発技術，

都市型資源としてのリサイクル，放射性廃棄物の地相処理などである。 (437p，写
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真 3参照)

資源エネルギープロセス学分野(教民 八旧安;夫，助教J三 宅HJ桁l弘 ω'Jf 藤

本 j".) 

資 ilJ;lはすべての ~'~J[IÙ の素材を提供し， 素材から製JIllに/JIILするにはエネルギーが

消費される.この資源とエネルギーの令体的なプロセスを，計算物開学に悲づくシ

ミュレーションを ql心として， ~1H，j命的かつ'主用的な観点から検1;すし，加 L . /f:A:プ

ロセスの最適化をめざしている.素材確保の観点からは，深海底鉱物資源開発にお

ける防車u;プロセスの硲立を日折し，新しい陽鉱理論の提案を合めて.流体力学的険

バと問題点をH体的にH~;Jとしている. また.生産プロセス的な観点からは，鉄鋼や

非鉄金属の連続鈴j主と!十ー延から似や俸材の成11去にや.るまでのラインの最適化の実現

を当 j([jの日開とし，述鋭機}lf担l付i谷鋼の流動特'1"1の十日起，スプレー流やミス卜流に

よるfAjillt令隔の冷);/1tIE iif UHi，冷l/JHIノズルの幾何学的形;/犬の理論設立'.，熱問I+:延プ

ロセスのすiエネルギー化，金属材料の成形限界の子iHlJなとcの研究を促進している.

宇宙資源エネルギー学分野(助教民悩 I~J íR t忠助手 日下英史)

地球環境N古HII~盟プロセシングとして界)llÏ化学を某礎に泌液f"Ú!l1\i1、による般化物微

粒チの[lll!l"J/.や浴媒抽出した有機相から目的金属をii'-(後微粒子として回収する品析逆

拙11¥ i.去の研究をhっている。また， リサイクル設計や深海底鉱物資i民!の高度利用お

よひ、尚述製錬プロセスに閲する反応 L学的研究等を行なっている。一方，電気化学

l 学的観点からレーザー in.situuhl!lJ技術を組合わせて 洛下塔やロケット内で達

成される鋭吋間微小豆}J環境ドのガス治生屯i悔や結品成長の研究を行ないつつあ

る。 'j.:Hiステーションにおける非平衡iE気化学プロセシングにより太陽電池や燃料

屯池と組み合わせたす:出資源エネルギー L学として民間することを目指している。

先端エネルギ一応用学(客員) (教托 池内建二(大阪大学教段)) 

新しい材料の開発とその加 1:への先進エネルギーのI，~:用について教育・研究をわ

っているO 材料の合成や加 Lなどには，熱，電気，弘!性変形など様々の形態のエネ

ルギーが附いられる。したがって.新しい材料や加工法の開発のための一つの方法

は.従米とは異なった観点になったエネルギー源の工夫にあると考えられる。この

ような立場から，例えば.非常に高温のエネルギ-i原であるプラズ、マを，従来の方

法では困難な高融点，耐熱，耐食材料の製造や加工に適用し，一方，メカノケミカ

ルな効果を期待される陸線エネルギーを， if安定相の合成や困相接合等の低温プロ

セスに適用する.さらに，これらのエネルギーによって合成あるいは加工された材

料の特性を調べる。

高品位エネルギ一応用(協力講座)

機能変換材料分野(助教授千葉明朗，助手 山本正雄)
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(.J二ネルギ -J~\ J: ?M~先l川エネルギ-'1:.1或 iíJf究 im 門:PJ放射エネルギ-fíJf究分野)

エネルギー材料物理分野(教段芥山 }七助教J受 加藤雄大，助l. 竹内右人)

(工ネルギ-Jlf[ J:'f:M究所エネルギ一機能変換研究部門複合機能変換過程研究分

~~f' ) 

高品位基盤エネルギ一分野(教長山崎健制，助手畑幸-)

(エネルギ-JI!LI学M允Ji}i'J二ネルギ一機能変換研究部門エネルギー輸送研究分野)

エネルギー科学研究科公開講座

エネルギ-f十字研究干|では，エネルギー問題に深い関心をもたれる市民の方々に

{J}Iヴげ|でれわれている研究・教育の成果を制介するために「エネルギーと社会・環

境・技術」と阻する公開議開を開催している。平成 8年度には， 11月 9日， 16日の

'.IIIi\J にわたって持品エネルギーの千l 効利用と JJ\U克f呆:'Í~ (池上 三旬 事士J是)，プラズ

マと似融合エネルギーの生成('('':ii-誠宏 教托)， 211止紀における資源エネルギー

の安定供給 (1均山 芋:教民)，エネルギ-H 会 Lザ:・ ~~~rM d命 (~Ji'::\"秀夫教J受)

の講!引が開催された。
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企写真1.視覚系情報収集機能付き HMD 

(Eye-sensing Head Mounl Display) 

企写真2 レーザーを用いた火炎内流動の計測

A写真3海底エネルギー資源

「メタンハイドレートj

(燃えるスノーポール)



438 2章学部と大学院

Free sUlface 

マ足〉コ、-・ ・ !Iroo. ~ _ --=-::J 

てe:司ロコ4 、- ・・ )凧I、I・ !IiIIIIiIIIi W:l!γλJ  = - ‘ ・" “ ~..， ・個a、句~通~、・K 同、.
dコD D ~圃・"・~・・.・・.・I! ・~・・・ ・・・・・・・且・・ e.皿、lfIìIIIiI・唱.、.・PII ・. 司

1D J 3 

~ ~"・・・・ー・唖M・~::WWj-・・・・・・・・ r..._ M____W1 

aB • 
てロコ

MMM ____ _____ 

ー= --___._..._-- Wj  
，~ー・・・・・・~・・・・・・・・

且4
ー，_・・・・・・・・・・ ，~

i1| 
. . . . . . .‘・・・・・・~圃
~___.l 一一一一一_.・・・・・・・・ ----------J圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・咽. . . . . . . . . . . . . . . . . "・ 1・・・・ LWWWWW::W_ _ ---=-_ . . . . . . . . . . . ..・・・・・・・ 1・
一一一一一一~一一・四・，・・・・ a ・・・.. . . . . .・・ 1・-・.. . . .・・・・・-..・ tM___
a且且，................1J・

0.01 

Fix巴datoms 

Non-dimensional 

Temperature T' 

0.05 

図1変態・ 熱 ・力学への分子動力的アプロ チ

図2.材料表面に貼った圧電フィルム上の電位分布による

背面欠陥の同定



ベンチャ ー・ビ ジネス・惨

ラボラトリ ー

(ナノ構造表面評価装置)
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.....ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

..ベンチャー・ビジネス・

ラボラトリ ー (有機MBE装置)

震;モ

i (' t::J . ~ 



440 3章研究所とセンター

....基礎物理学研究所 (湯川記念館)

(ステンドグラス)
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....数理解析研究所

....(図書室)



442 3章研究所とセンター

企環境保全センタ (有機湾液処理装置)

....東南アジア研究センタ ーアフリカ地域研究資料センター
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...東南アジアセンター

企東南アジアセンター

企アフリカ地域研究センタ ー
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A放射性同位元素統合センター

.....生体医療工学研究センター

.....胸部疾患研究所



研究所とセンター 445 

企木質科学研究所 (木質材料実験

棟)

4化学研究所 (原子核科学研究

施設イオン綿形加速器棟)
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超高層電波研究センター砂

(MUレーダ ) 

A化学研究所 (スーパ コンビュ タラボラトリー)

4超高層電波研究センター

(マイク ロ波電送実験装

置)
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...原子炉実験所

一一一一一

冬の下北半島の



448 3章研究所とセンター

4生態学研究センター(マレーシア

国カリマンタン島の林冠観測塔)

...生態学研究センター (モンゴル、フコスグル湖における湖上

観測)




